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医理化 M~[L(Q

微量分析システム

Newヱシリーズ

IRICA New~ シリーズは極微量オー

トサンプラーと微流量送液イナートポ

ンプで構成された高性能な HPLCシ

ステムです。

接j夜部は全て非金属で、耐圧350k~，で、す。

-超小型オー卜サンプラ- ~ 986 

-注入量は 1μLから精度よく注入できます0

.必要な試料量は注入量+2μLです。

-微流量送液イナートポンプヱ 981

・セミミクロHPLCに対応可能です。

-接液部は全て非金属で腐触の心配がありません。

-高感度電気化学検出器三 985

-非水溶媒系j容離液の使用が可能で、す。

・電極部の恒温槽が標準装備されています0

.電極の保守管理が簡単です。

・目的に応じて各種の電極が用意されています。

医理化

キャピラリー電気泳動装置

CEC200 

IRICA CEC200は初めての人が安心

して使いこなせる小型で、再現性の高い

経済的な装置です。

-小型です0

・横幅:44cm高さ:26cm奥行:53cm 

-オーブンは標準装備です。

-安全機構付

置試料注入はo.1 "'-9. 9secのデジタル設定です。

-ピーク毎に最適な測定波長をフ。ログラムできます。

-安価です。

CEC200標準仕様

最大負荷電圧 30KV 
最大負荷電流 330μA 
制御モード CV (;主屯)士 0-30KV lKV単{:(の制御)

CC (;;:電流 0-99μA 1μA単位の制御)

電 極白金

安全装置 ドアロソク機構による

注入方式 タイマーによる電動吸引式

オープン 室温+3-79'C
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EE冨琵霊園(生化学用〉

セリ科の植物Thapsiagarganicaより抽出

-小胞体にある

し、細胞内プールへのCa2
+の取り込み

を抑制

/ 
匝JlliJ!sGhli!Ud

Ca2+ 

Thapsigargicin 

201-11901 

208-11891 

Thapsigargin 

Thapsigargicin 

生化学用

生化学用

1mg 

1mg 

*資料をご請求ドさい。

和光純薬工業株式会社
本 社大阪市中央区道修町三丁目 1番 2号

千541 電 話 大 阪(06)203-3741(代表)
東京支庖東京都中央区日本橋本町四丁目 5番13号

干103 電 話 東 京(03)3270-8571(代表}
出張所 福岡・広島・名古屋・横浜・大宮・筑波・仙台・札幌



自然の恵みをより豊かにするために。
「確力、さ」を追求・..バイエルの農薬

-モンハイム

植物防疫センター

(ドイツ)

問題であり、常に世界的視野に立って研究すべ、き時代0-

当社は、ドイツのノfイエノレ、アメリカのそーベ、イとともに世界におけるバイエノレの三大研究開発拠点の

ーっとして、ますます重要な役割を担っています。
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日本バイエルアク.ロケム株式会祉
東京都中央区日本橋本町2-7-1 ~103 
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書館
東京・板橋・東山町52-1
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「Z五五7七2之子的基礎|
桃谷好英著 A5判・ 265頁価3，300円

生物体の分子的組み立てられ方については、歴史的な山米を1"Hっ

ている。進化の動力~!(:を fl 然選択・適応・隔離のような外部的な而i

と、 'U1>=桃成物質のずI:'l'tにもとずく IAJt'ill的なIfIIとのIlhiI(IIから，ii命述。

iシ 乙植物の胞子
シダ植物の各属・各科の胞子の特徴をまとめている。
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ダ類 グ〉 生殖
益山樹生著 A5判・ 200頁 価 2，060円
特に\i iJJf;JJ包 r シダ知の'乏1.'H;:れにをJi1 íぷ"(:(I~)悦}，I，ゆ‘ら .ii命jf。

日本産蘇類の検索
関根雄次著 A開 l・320頁価3，090円

酔類の分類を!品分類の検索去により、つぎに各属ごとにあげであ

る種検索表により検索分類。各種ごとの参考文献は研究者に至便。



世界を駆げるサ力タの優良種子{d
最新のパイオ技術から生まれます

よいタネlこまごころこめて80~

本社 :干232横浜市南区永田東3-1-7
TEし(045)715-2111 (代)

サカタは従来の受配育種法と最新のバ

イオテクノ口ジーをドッキング，新面種，

ニュータイプの育成に努めています.

また，植物生理を踏まえて，より優れ

た発芽率，発芽勢を備えた uプライミン

グ種子uを，ほうれんそう，パンジーをは

じめとする各種の野菜や花で実用化し，

生産者から大そう喜ばれています.

株式会社サカタのタネ

報処理印刷
1111酬 l棚側111酬|醐剛11醐剛l醐酬|醐刷欄間醐側棚聞刷剛剛酬剛刷111111剛側刷側聞剛冊目目自由副'四1111111四目11111剛目目棚田刷醐醐剛刷剛'

ワープロ・データベース フロッピー・磁気テープが印刷ヘ直結

中西印刷株式会社
取締役社長中西 亮

京都本社 602京都市上京区下立売通小川東入ル

東京連絡所 113東京都文京区本郷一丁目21-5 
t巳1.東京03-3815-7465



日本植物生理学会 1993年度年会

お よび

第 33回シンポジウム

シンポジウム

1. 植物細胞における細胞骨格の構造と機能

II. 環境ストレスと光合成炭素代謝の制御

III. 形質転換系を用いた光合成研究

会期:1993年 3月 29日(月)'- 3月 31日(水〉

会場:金沢大学文・法・経・教育学部
(金沢市角間町)

日本植物生理学会



交通の御案内

[年会会場]

年会会場となる金沢大学角間キャンパスは JR金沢駅から南東約 7kmのところにあり、パス〈北陸鉄道)

で約 40分です(略図参照〉。 金沢大学(角間キャンパス〉行パス(路線番号 93または 94)は金沢駅西

口 6番乗り場から出発し、駅中央口〈都ホテル前)→武蔵ヶ辻→香林坊(広坂中央公園前〉→兼六園下

を経由して運行しています。 市内のたいていの場所に宿をとられでも、そこからこの路線まで歩かれてパ

スを利用されるのが、便利と思われます。 料金は金沢駅より 310円です。

タクシ一利用の場合、金沢駅から約 2，150円、香林坊から約 2，000円です。

[組担会会場]

会場の金沢東急ホテルは、香林坊ノ〈ス停留所〈日銀前)のすぐ近くです。総会終了時に貸切ノ〈スを準備い

たします。

3 

|年会会場への金沢市内交通案内略図|

・・・圃 パス路線 (93，94金沢大学行)

二二三 主要幹線道路

1 KKR加賀 9 ホリデイイン金沢

2 ホテル六.苑 !o 金沢シティモンドホテル

3 会館かなざわ 11 ニューグランドイン金沢

4 策六在 12 ホテル坂

5 厚Jllij; 13 金沢ステイションホテル

6 石川厚生年金会館 14 悶ホテル

7 金沢郵便貯金会館 ¥5 金沢プリンスホテル

金沢スカイホテル ¥6 金沢第一ホテル兼六



内案場会会年

N 

場年会会

文・法・経学部

1 F 受付， A，B会場

C会場

D，E会場

教育学部

4F F， G会場

2 F 

3F 

昼食は

生協食堂 2F

軽食喫茶 3F
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文・法・経学部

1 F 

2 F 

3 F 

会場配置図

〈文・法・経・教育学部講義棟〉

5 

教育学部

4 F 



O 講演者へのお願い

本学会会則第4条 2項により、年会の研究発表の演者は本学会の会員に限ることと定められています。した

がって、演者が本学会に未加入の場合は、直ちに学会本部で入会手続きをとった後で発表をお願いします。

1. 一般講演の時間は 13分です。時間厳守をお願いします。

2. スライドは会場入口のスライド係に講演 30分前までに

お渡し下さし、。 講演終了後はその日のうちに早めに係

からお受け取り下さい。

3. スライドは 35ミリに限ります。図のように記号および

マークをお願いします。各会場でプロジェクターは l台

しか利用できません。

4. 重複して使用するスライドは必ず同じものを必要枚数作

り、映写順序に用意して下さい。

5. OHPは準備しません。

6. 次に講演する人は必ず「次演者席」に着席願います。

7. 一般講演の時間指示は、講演開始後 10分で 1鈴、 13分

で2鈴(講演終了〉、 15分で3鈴〈討論終了〉です。

ス ラ イ ド 総 枚 数

映写順序 赤線をひく

己;;;?とT1:以

可

unu
-
-

nynu 

《
ド
予
huw

2aA02 金沢雅子

Z障i寅番号 演者氏名

O 参加者へのお願いとお知らせ

1. r受付」で、講演要旨集、名札、懇親会参加券をお受け取り下さい。

2. 会期中は会場内で名札の常時着用をお願いします。

3. 年会実行委員と会場係はリボンをつけています。

4. r受付」付近に連絡坂を設けますのでご利用下さい。

5. 休憩室には湯茶、コーヒ一等を用意しますので、ご利用下さい。

6. 会場〈文・法・経学部) 2階にクロークを設置します。クロークの開設時間は次の通りです。

第 1日 8時 30分 1 8時

第2日 8時 30分- 18時

第 3日 8時 30分- 16時

夜間は管理できませんので、 2Bにわたる預け入れはお断りいたします。

7. 駐車場は用意しません。

8. 昼食は大学会館内の生協の食堂 (2F) ・軽食喫茶 (3F)をご利用下さい。

弁当の販売コーナーも「受付」付近に設置致します。

9. 年会についてのお問い合わせは下記にお願いします。

年会準備委員会:〒920・11 金沢市角間町

金沢大学理学部生物学教室

電話 (0762)-64-5715 (玉井)

64・5716(和田)

Fax (0762)・64-5745

委員長 和田敬四郎

6 



O 関連会議

常任評議委員会 3月 28日(日) 16:00 -17:∞ KKR加賀会議室

(会期前日)

評 議 員 会 3月 28日(日) 17:30 -21:00 KKR加賀会議室

(会期前日)

編 集 実 行委員会 3月 28日(日) 16:∞-17湖 KKR加賀小会議室

〈会期前日)

編 集 委員会 3月 29日(月) 17:30 -20:00 理学部 会議室

総 ぷ"'"恥 3月 308(火) 16:15 -17:15 A会場

O 懇親会
日時 3月30日(火) 18:30-20:30 

場所 金沢東急ホテル (Tel 0762・31・2411)

O 年会会期中の呼び出しについて

年会に参加されている方への外部からの連絡は、下記の電話でお願いします。

伝言は「受付J付近の連絡板に掲示することとし、講演会場での呼び出しは原則として行いません。

Tcl 0762-24-8099 

正誤表

プログラム 一般講演 3aF12 藍一一圭(誤〉 → 張 平(正)

講演取り消し

一般講演番号 1pC06 を取り消します。

その後の講演はプログラムに従って進行します。

7 



日 程 表

月日 会場 9:009:30 13:30 16:15 18:30 

A 分子生物学 (1) シ ンポジ ウ ム I

一
3 B 分子生物学 分子生物学 (3) 

一
月 C ス ト レス (1) ス ト レス ( 2) 

一
29 D 光 ぷ口h 成 (1) 光 ぷ口匙 成 (2) 

トーー一一
日 E 代 謝 (1) 代 謝 (2) 

トーーーー
(月) F オルガネラ (1) オルガネラ(2)・細胞培養・細胞分化

トーーーー
G 植物・微生物相互作用 成長制御 (1) 

A Lノ ン ポ ジ ウ ム II 分子生物学(5) I 医j
』一一一一

3 B 分子生物学 (4) 分子生物学(6) I 東
』一ーー一ー

月 C ス ト レス ( 3) ストレス (4 ) 懇急

一
30 D 光 J日~ 成 ( 3) 光合成 (4) 親ホ

一
日 E 光生物学(1) 会テ

t--ーー，
(火) F 形 態 形 成 細胞骨格 jレ

』ーーーー
G 細胞壁(1) 細胞壁 (2)

A ン

一
ンポ ジ ウ ム III 分子生物学 (8)I 

3 B 分子生物学 (7) 

一
月 C 成長制御(2) ・リズム

一
31 D 光 i口h 成 (5) 

一
日 E 蛋 白 質 . 

一
(水) F 目旨 質 生 体 膜

トーーーーー
G イオン輸送・電気生理|

月日 会場 9∞ 13:30 18:30 

8 



13:30 

シンポジウム I 第 1日 3月29日(月)午後 A会場

植物細胞における細胞骨格の構造と機能

はじめに

オーガナイザー柴岡弘郎(大阪大・理・生物〉

新免輝男(姫路工大・理・生命)

長田敏行(東京大・理・植物〉

座長

柴岡弘郎(大阪大・理・生物〉

新免輝男(姫路工大・理・生命)

13:40 SlpA1 M!G!期における微小管構造変化のダイナミックス

長田敏行、馳沢盛一郎〈東京大・理・植物〉

14:15 SlpA2 隔膜形成体の構造と機能

浅田哲弘、園部誠司、柴岡弘郎〈大阪大・理・生物)

14:50 SlpA3 分裂準備帯(Preprophaseband)の構造と機能

峰雪芳宣(広島大・理・植物)

座 長 長田敏行(東京大・理・植物)

15:25 SlpA4 細胞壁構築における細胞骨格の役割

水田俊、奥田一雄(高知大・理・生物〉

16:00 SlpA5 原形質流動の機構:モータ一分子であるミオシンの単離と解析

横田悦雄、河野匡¥新免輝男(姫路工大・理・生命、

1東京ガス・フロンティアテクノロジー研究所)

16:35 SlpA6 担子菌ヒトヨタケにおける細胞骨格の遺伝学的解析

鎌田 尭(岡山大・理・生物〉

17:10 総合討論

9 



シンポジウム 1 1 第2日 3月30日(火)午前 A会場

環境ストレスと光合成炭素代謝の制御

オーガナイザー 金井龍二(埼玉大・理・生化〉

9:∞ はじめに 金井龍二(埼玉大・理・生化〉

座長

9:10 S2aA1 ラン藻のCU2濃縮機構

金井龍二(埼玉大・理・生化)

小川 晃男(理研・太陽光科学)

9:40 S2aA2 C3植物の窒素栄養に対する光合成の応答とその制御機構

牧野周(東北大・農・応用生化)

10:10 討論

座 長 杉山達夫(名古屋大・農・生化学制御〉

10:20 S2aA3 リン酸欠乏が光合成に及ぼす影響

臼田 秀明(帝京大・医・化)

10:50 S2aA4 Source-sinkアンバランスによる光合成炭素代謝の調節

沢田 信一(弘前大・理・生物)

11:20 討論

座長 臼田秀明(帝京大・医・化)

11:30 S2aA5 水ストレス下における光合成

平沢正、石原邦(東京農工大・農)

12:00 S2aA6 光合成系の環境応答が適応的であるのはどういう場合か

一生態学の立場からー

彦坂幸毅、寺島一郎、加藤栄(東京大・理・植物)

12:30 総合討論 座長 金井龍二(埼玉大・理・生化)

10 



シンポジウム 111 第3日 3月31日〈水)午前 A会場

9:00 

形質転換系を用いた光合成研究

はじめに

オーガナイザー佐藤公行(岡山大・理・生物〉

村由紀夫(基生研〉

村田紀夫(基生研〉

座長 佐藤公行(岡山大・理・生物〉

9:10 S3aA1 ラン藻SynechococcusPCC 7942の硝酸同化とその調節機構

小俣達男(名古屋大・農・農化〉

9:45 S3aA2 活性酸素解毒系酵素を強化した形質転換植物の開発

田中浄、青野光子、久保明弘、佐治光、

近藤矩朗(国立環境研究所〉

座長 村由紀夫(基生研〉

10:20 S3aA3 葉緑体形質転換法によるクラミドモナス光合成遺伝子の機能の解析

高橋裕一郎(岡山大・自然科学研究科〉

10:55 S3aA4 葉緑体局在型グルタミン合成酵素による光呼吸経路の調節と光障害の回避

機構

竹 葉 剛 、木崎暁子1 (京都府立大・生活科学、 1京都大・農〉

11:30 S3aA5 トウモロコシc4型 PEPカルボキシラーゼ遺伝子のタバコへの導入とその

解析

土岐精一、小神浩幸、庄野真理子1、小池孝良z、柳沢修ーに泉井桂¥

内宮博文s(北海道大・理・植物、 1筑波大・生物、 z森林総研・北海道

支所、 3大阪市大・理・生物、 4京都大・農・応用植物、5東京大・応微研〉

12:05 総合討論

11 



第 1日 3月 29日〈月) [午前の部]

A会場分子生物学(1 ) 
9:30 1aA01 毛根誘発菌AgrobacteriumrhizogenesのVirA，ViIGタンノfク質によるシグナル伝達と転写誘導機構

9:45 1aA02 

10:00 1aA03 

10:15 1aA04 

10:30 1aA05 

10:45 1aA06 

11:00 1aA07 

11:15 1aA08 

11:30 1aA09 

11:45 1aA10 

12:00 1aA11 

12:15 1aA12 

遠藤英樹、青山卓史、岡穆宏(京都大・化学研究所)

タバコ培養細胞における防御遺伝子の発現制御機構

鈴木馨、福田裕二、進士秀明(工技院・生命工学研・植物分子生物)

Isolation of Arabidopsis mutants that are deficient in phytochrome A 

長谷あきら、 J.W.Reed'、J.Chory'(理研・国際フロンテイア、'TheSalk Inst.) 

Phytochrome responses ofArabidopsis mutants that are deficient in phytochrome A 

長谷あきら、 J.W.Reed¥J.Chory'(理研・国際フロンテイア、'TheSalk Inst.) 

フィトクロム Bによるアラピドプシス種子の暗発芽の制御

篠村知子、長谷あきら1、J.Chory2、古谷雅樹(日立・基礎研、 1理研・フロンテイア、

~e Salk Inst.) 

ニチニチソウ同調培養系における植物サイクリン遺伝子の細胞周期特異的発現

伊藤正樹1、大野剛義、坂部みどり、木下和久、畑信吾2、河内宏九橋本純治2、駒嶺穆(東北

大・理・生物、 1名大・農・生化学制御、 2農水省・生物研)

タバコのサイクリンcDNAの単離

関根政実、播口徳充、河内宏、新名淳彦(阪大・工・応用生物、 1農水省・生物資源研)

カゼインキナーゼs(CK-s)によってリン酸化される葉緑体DNA結合性polypeptide(p34)の生化学

的特徴

金勝一樹、道家建二郎、大槻健蔵，(北里大・教養・生物、 2衛生・遺伝生化)

細胞増殖に関与するシロイヌナズナ MAPkinaseの生化学的解析

溝口剛1へ後藤由季子3、西田栄介3、篠崎和子¥岩崎俊介1、林田信官、鎌田博2、篠崎一雄1

f理研・植物分子、 z筑波大・生物、 3東大・生化)

植物の細胞増殖を制御する遺伝子の分離の試みー酵母変異株を用いてー

宇佐美昭二、小島晶子、町田泰則(名大・理・生物)

シロイヌナズナ低分子量σfP結合タンパク質遺伝子のトランスジェニックタバコを用いた解析

5ま呈盟、藤井伸治¥E.T.Aspuria'、松井南九野村信夫九石崎良太郎z、内宮博文， (北大・

理・植物、 1東大・応徴研、 2日医大・老研)

リガンドとの親和力を利用した単量体σfP結合蛋白質の Expressioncloning法

永野幸生、松野隆一、佐h木幸子(京大・農・食品工学)

B会場分子生物学 (2) 
9:30 1aB01 酵母 Saccharomy，田 sexiguω の宿主-ベクタ一系

久富泰資、畔柳聡、和田裕、森脇奈樹、壷井基夫(福山大・工・生物工)
9:45 1aB02 Automatic Subcloningによる Ti-プラスミド自動変換ラムダファージベクターの開発

布施拓市、児玉浩明、射場厚、西村光雄(九州大・理・生物)

10:00 1aB03 町 LPマップに基いたシロイヌナズナ葉緑体脂肪酸不飽和化酵素遺伝子のクローニング

射場厚、西内巧、布施拓市、西村光雄、 SueGibson'、ChrisSomerville' (九州大・理・生物、

1ミシガン州立大)

10:15 1aB04 溶原性ファージの特性を利用した板粒菌の遺伝子ベクターの開発

内海俊樹、東四郎、阿部美紀子(鹿児島大・理・生物)

10:30 1aB05 高発現プロモーターを利用した外来遺伝子の発現

大島正弘、字垣正志、村上高、光原一朗、西宮聡、広近洋彦、後藤洋子、岡本雅次¥

名取俊二2、中村茂雄3、本蔵良三九大橋祐子(農水省・農業生物資源研、 1東亜合成、 z東大・

薬、主宮城県農業センター)

10:45 1aB06 タバコ培養細胞BY-2核抽出液による無細胞転写系の開発

山口雄記、武田穣、今関芙雅、山崎健一(名古屋大・農・生化学制御)

11:00 1aB07 パーテイクルガン法により得られた花粉由来のトランスジェニックハプロイド植物の解析

西原昌宏、京正晴¥森川弘道(広島大・理香川大・農)
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第 1日 3月 29日(月) [午前の部]

11:15 1aB08 パーティクルガン法による遺伝子導入・発現における金粒子サイズの効果

服部悦子、山下稔哉、森川弘道(広島大・理)

11:30 1aB09 エレクトロポレーション法によるユリ花紛プロトプラストへの遺伝子導入

三好英明、今村j官、田中一朗(横浜市大・文理・生物、 E植工研)

11:45 1aB10 管状要素分化解析のためのヒャクニチソウ遺伝子導入系の開発

立石佳之、佐藤勉、福田裕穂(東北大・理・生物)

12:00 1aB11 簡易調製DNAを用いたAgrobacterium形質転換植物体T-DNAのPCR迅速検出法

堀池剛、黒柳正典、上野明、丹羽康夫1、小林裕和， (静岡県大・薬、 1静岡県大・食品栄養科

学)

C会場ストレス (1) 
9:30 1aC01 鉄欠乏大麦根におけるムギネ酸生合成経路の研究1:ニコチアナミン合成酵素の性質

樋口恭子、西海直子、茅野充男、森敏(東京大・農・農化)

9:45 1aC02 鉄欠乏オオムギ棋におけるムギネ酸生合成経路の研究2:ニコチアナミン脱アミノ酵素の性質

金海健二、大畑智子、三橋秀一、伏谷真二i、酋津直子、茅野充男、森敏(東京大・農・農化、

1東北大・薬)

10:00 1aC03 鉄欠乏オオムギ根で発現する遺伝子Idsl-lds4

10:15 1aC04 

10:30 1aC05 

10:45 1aC06 

11:00 1aC07 

11:15 1aC08 

11:30 1aC09 

11:45 1aC10 

中西啓仁、奥村奈巳、梅原洋佐、 N.von Wir街、西海直子、茅野充男、森敏(東京大・農・

農化、 'Univ.Hohenheim) 

アルフアルファ培養細胞のアルミニウムストレスに対する応答

秋山典昭、杉信賢一、 )11崎信二1、斎藤祐二(農水省・草地試、 1農水省・生物研)

タバコ培養細胞におけるアルミニウムと鉄による増殖医害への相乗効果

小野寛治、山本洋子、松本英明(岡山大・資生研)

タバコ培養細胞におけるリン酸欠乏ストレスおよび酸性ストレスに伴うアルミニウム耐性について

山本洋子、カ石早苗、松本英明(岡山大・資生研)

タバコ培養細胞においてアルミニウムストレスにより誘導されるタンパク質

豆塚弘毅、山本洋子、江崎文一、松本英明(岡山大・資生研)

アルミニウム処理による大麦根液胞膜プロトンポンプの活性化

葛西身延、山本洋子、松本英明、前島正義1(岡山大・資生研、 1北海道大・低温科学研)

塩ストレスによるオオムキ・液胞膜プロトン輸送系の発現

問中喜之、千葉一町、前田美紀、前島正義2(農水省・生物研、 1農工大、 2北大・低温研)

オカヒジキ液胞膜の Na+/Wアンチポート活性

小池説夫、前田美紀、田中喜之(農水省・生物研)

D会場光合成(1 ) 
9:30 1aD01 光化学系 Iのサプユニットをコード、するPsaF遺伝子のクローニングとその発現

日比野隆、田中義人、沼田有子、高倍昭洋(名城大・理工・化)

9:45 1aD02 ランソウ Synechocystissp PCC 6803，好熱性ランソウ SynechoωccusvuJcanusのフェレドキシン、

およびPsaLサプユニットのアミノ酸配列の決定

鈴木一矢、槍山哲夫(埼玉大・理・生化)

10:00 1aD03 好熱性藍藻SynechoωccusvuJcanusのps:D遺伝子の解析

須江七丈、古木正人、清水徳朗、槍山哲夫、井上頼直1(埼玉大・理・生化、 2理研・太揚光

科学)

10:15 1aD04 好熱性ランソウ光化学系 I関連遺伝子の単離

仲本準、槍山哲夫(埼玉大・理・生化)

10:30 laD05 紅色光合成細菌RhodocycJusgelatinosusの光合成タンパク遺伝子群(pufオペロン)の一次構造の決

定

永島賢治、松浦克美、嶋田敬三(都立大・理・生物)

10:45 1aD06 Chloroflexus属の新種と判断される新単離株の系統的解析

花田智、平石明¥嶋田敬三、松浦克美(都立大・理・生物、 1コニシ環境バイオ研)
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11:00 1aD07 

11:15 1aD08 

11:30 1aD09 

11:45 1aD10 

12:00 1aD11 

12:15 1aD12 

第 1日 3月 29日(月) [午前の部]

緑色硫黄光合成細菌臼lorobiumtepidum反応中心粒子の精製

楠元範明、井上和仁¥那須英和、桜井英博(早稲田大・教育・生物、 1神奈川大・理・応用生

物)
緑色硫黄細菌 Chlorobiumtepidumの光化学系複合体ペプチド

!~墾去型、楠元範明、吉田豊、井上和仁\桜井英博(早稲田大・教育・生物、 1神奈川大・

理・応用生物)

緑色イオウ細菌 Chlorobiumtepidumのc型チトクロムの性質と光合成電子伝達系における役割

奥村信巌、嶋田敬三、松浦克美(都立大・理・生物)

緑色光合成細菌のクロロソーム様再構成色素集合体の 77K蛍光スペクトノレ

広田雅光、辻公博、嶋田敬三、松浦克美(都立大・理・生物)

光合成バクテリアの光反応中心に結合したカロテノイドのT1ラマンスペクトル

大橋直人、小山泰(関西学院大・理・化学)

紅色光合成細菌の光捕集複合体回1におけるカロチノイドの置換・再構成

嶋田敬三、三室守，(都立大・理・生物、 E基生研)

E会場代謝礼〉
9:30 1aE01 ラン藻SynechoωωusPCC7942における光合成細菌 Chro叩 tiumvinosumのRuBisCO遺伝子の発

現と本来の R岨iisl∞遺伝子の除去

9:45 1aE02 

10:00 1aE03 

10:15 1aE04 

10:30 1aE05 

10:45 1aE06 

11:00 1aE07 

11:15 1aE08 

11:30 1aE09 

11:45 1aE10 

12:00 1aE11 

和田野晃、香田祐美子、小林裕和，(大阪府大・農化、 1静岡県立大・食栄)

ラン藻砂nechococcusPCC7942における Phosphoribulokinaseの活性制御様式について

平橋智裕、和田野晃(大阪府大・農・農化)

藻類におけるH202耐性機構の存在

武田徹、石川孝博、重岡成、横田明穂1、平山修(近畿大・農・食栄、 1大阪府大・農・農化)

RuBisCOの履歴現象ならびに活性調節部位の進化

渡海寛、榎本幸人E、演回仁z、藤原祥子'、横田明穂(大阪府大・農・農化、 1神戸大・理・臨

海実験所、官山医薬大・医、ヨ工技院・徴工研)

ChromatiumぬlBis∞への履歴現象誘発部位の導入

樋口隆司、小林裕和1、横田明穂(大阪府立大・農・農化、 1静岡県立大・食品栄養・植物細胞

工学)
RuBP吸光度変化を利用したR岨お∞活性の連続測定

村山寛、和田野晃、横田明穂(大阪府大・農・農化)

Activation mechanism of ribulose bisphosphate carboxylase/oxygenase by inorganic phosphate 

Md.A r抑 制zzamal1， Shinichi Sawada'， Hideaki Usuda" Akiho Yokota (Dept. Agric. Chem.， Univ. 
Osaka Pref.， 'Dept. Biol.， Hirosaki Univ.， 2Lab. Chem.， Fac. Med.， Teikyo Univ.) 

RuBisCO relative specificity簡易決定法

横田明穂、 MartinA. Parげ(大阪府大・農化、 'RothamstedExp. Stat.) 

ジャスモン酸に応答する大豆リポキシゲナーゼIAは葉の貯蔵タンパク質vsp94のメンパーである

加藤友彦、柴田大輔(三井植物バイオ研)
ジャスモン酸に応答する大豆リポキシゲナーゼIAの精製とその基質特異性

岩本博行¥加藤友彦、柴田大輪('福山大・工・食品工、三井植物バイオ研)

病害抵抗性反応を示すイネ葉で特異的に発現するリポキシゲナーゼがジャスモン酸生合成に関わっ

ている可能性について

白野由美子、彰友良、柴田大輔(三井植物バイオ研)

F会場オルガネラ(1 ) 
9:30 1aF01 細胞質遺伝に関与する超微量オルガネラDNAの蛍光顕微鏡と電子顕微鏡による同時観察へのテク

ノピット包埋法の応用

黒岩常祥、藤江誠、内田英伸、黒岩晴子， (東大・理・植物、 E共立女子短大・生物)
9:45 1aF02 シロイヌナズナの普通葉の発生過程におけるオルガネラDNA合成の勤叫U法による解析

藤江誠、河野重行、黒岩晴子1、黒岩常祥(東大・理・植物、'共立女子短大・生物)
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10:00 1aF03 

10:15 1aF04 

10:30 1aF05 

10:45 1aF06 

11:00 1aF07 

11:15 1aF08 

11:30 1aF09 

11:45 1aF10 

12:00 1aF11 

12:15 1aF12 

第 1日 3月 29日(月) [午前の部]

タバコ培養細胞BY・2におけるアミロプラスト形成の誘導過程

酒井教、河野重行、黒岩常祥(東大・理・植物)

原始紅藻 CyaDidiumcaJd叩阻 RK・1株の色素体ゲノムの解析

太田にじ、河野重行、黒岩常祥(東大・理・植物)

ミトコンドリア融合を誘起するプラスミドの持つ全遺伝子群

高野博嘉、森君江、河野重行、黒岩常祥(東大・理・植物〕

オオムギ葉緑体リボソームタンパク質の分析
牧泰史、田中歩、和田折、辻英夫(京都大・理・植物、 1京都大・理・物理)

イネ virescent突然変異株における葉緑体tRNAGIu遺伝子発現の温度依存性

楠見健介、射場厚、川畑俊一郎、西村光雄(九大・理・生物)

Euglcnaの葉緑体形成過程におけるlliαsの葉緑体内での転移:ストレプトマイシンの効果
長船哲斉、 J.A.Schiff'、長谷栄二.1 (東京医大・微生物、 1プランダイス大・光生物J帝京大・

医・化)

光化学系 s23・kDaタンパク質のストロマにおけるプロセシング部位の決定

小西智一、丸田嘉幸、篠原健司¥渡辺昭(名大・農・生化学制御、 1農水省・森林総研)
葉緑ぱ在高亙三れたフェレドキシン NADP'還元酵素 (FNR)と70kD熱ショック蛋白質 (Hsp70)、

及びシャペロニン60(Cpn60)との相E作用

槻木竜二、西村幹夫(基生研・細胞生物、総合研究大学院大・生命科学)

発芽カボチヤ子葉のチオラーゼcDNAクローニングとその構造解析
加藤 朗u、林誠2、森仁志¥西村幹夫'，1 ('基生研・細胞生物、 z総合研究大学院・生命科学)

形質転換イネ培養細胞で機能するタンパク質の液胞輸送シグナルの解析

岩崎行宏、松岡健z、島本功3、旭正、中村研三1 ('福井県立大・生物資源、 z名古屋大・農・

生化、 3植物工学研究所)

G会場植物・微生物相互作用
9:30 1aG01 クロレラウイルス粒子に存在する DNA結合蛋白質の解析

古川!誠治、山田隆(広島大・工・醗酵)

9:45 1aG02 ウイルス CVK2が感染したクロレラにおける，ウイルス蛋白伸張因子町・3様遺伝子の発現

福田崇雄、田村耕一郎、山田隆(広島大・工・醗酵)
10:00 1aG03 Agrobactcrium tumcfacicnsの新染色体病原性遺伝子の分離と構造

萎照玩、 W凶.wan1. Gede PU旬、小島峯雄(名大・農・生化学制御)

10:15 1aG04 非マメ科植物・アベナ分泌物による根粒形成遺伝子(nod)の活性化

手呂内伸之、庄野邦彦，(大妻女子大・一般・生物、 a東京大・教養・基礎科学)
10:30 1aG05 地 izobi，阻 lcgummosarumbv. trifoliiの根粒形成遺伝子を移入したAgrobactcriumtumcfacicnsの特

性

森清一郎、東四郎、内海俊樹、阿部美紀子(鹿児島大・理・生物)

10:45 1aG06 エンドウ Nod+Fix-突然変異体に形成される根粒の特性

玉置雅紀、高木正伸、菅沼教生(愛知教育大・生命科学)
11:00 1aG07 病原菌シグナルによるエンドウ防御反応の制御(5):ポリフォスフォイノシチド代謝系と原形質膜

ATPase間の相互制御について

日野勲、豊田和弘、山田哲治、奥八郎、白石友紀(岡山大・農)

11:15 1aG08 エンドウ褐紋病菌サプレッサーおよびそのペプチド部分のエンド‘ウ原形質膜Aτ?ωe活性に対する
阻害効果

加藤敏朗2ヘ豊田和弘2、斎藤公児九回原誠z、白石友紀¥山田哲治¥奥八郎'('岡山大・農・

植病、 2新日j餓(株)・先端技術研)

11:30 1aG09 イネ培養細胞のミクロゾーム膜画分にはキチン由来のエリシターに対する高親和性結合部位が存在

する

渋谷直人、賀来華江、朽津和幸、 Maliarik，Mary J.' (農水省・生物研、 1ミシガン大・医)

11:45 1aG10 イネ培養細胞において糖質エリシター処理時初期に活性化される遺伝子

南栄一、朽津和幸¥渋谷直人¥河内宏¥大槻義昭1(農水省・農環研、 1生物研、 z農研セン

ター)
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第 1日 3月 29日(月〉 [午前の部] [午後の部]

12:00 1aGll イネ培養細胞の槍質性エリシターに対する初期応答反応と活性酸素の生成

朽津和幸、渋谷直人(農水省・生物研・細胞生理)

12:15 1aG12 ニンジン培養細胞の外部刺激伝達系でのサイクリック AMPの作用機構

黒崎文也、西荒介(富山医薬大・薬)

第 1日 3月 29日(月) [午後の部]

B会場分子生物学 (8)
13:30 1pB01 ジャスモン酸メチルエステルによって誘導されるサツマイモのタンパク質

13:45 1pB02 

14:00 1pB03 

14:15 1pB04 

14:30 1pB05 

14:45 lpB06 

15:00 1pB07 

15:15 1pB08 

15:30 1pB09 

15:45 1pB10 

16:00 1pB11 

16:15 1pB12 

16:30 1pB13 

16:45 1pB14 

17:00 1pB15 

17:15 1pB16 

今西俊介、中村恭子、松岡健、中村研三(名大・農・生化)

ジャスモン酸メチルエステルによるタバコ BY・2細胞の遺伝子発現ノfターンの変動

橋爪克仁、石川敦司、中村研三(名大・農・生化)

ジャガイモのカテプシン Dインヒピター遺伝子プロモーターのジャスモン酸誘導に関わる領域

石川敦司、中村研三(名大・農・生化)

アラピドプシスβーアミラーゼ遺伝子の糖による発現制御機構に関する遺伝学的解析

三回悟、福井美紀子、中村研三(名大・農・生化)

ペチュニアのフラボノイド♂， 5'-水酸化酵素遺伝子のクローニング1.:青色花弁特異的なチト

クロム P450遺伝子の同定

大林正也、嶋田幸久、中野律子、沖中泰、清川繁人、菊池泰弘(協和発酵・筑波研)

ペチュニアのフラボノイドグ， 5'・水酸化酵素遺伝子のクローニング11.:全鎖長cDNAのクロ

ーニングと植物での発現

嶋田幸久、大林正也、中野律子、沖中泰、清川繁人、菊池泰弘(協和発酵・筑波研)

雌雄異株ヤナギ科植物にみられるヒト SRYに類似した DNA塩基配列

篠原健司(森林総研)

タバコ葉緑体リボソーム蛋白質口遺伝子の構造および多型性の解析

田辺史生、横井史章、杉田護、杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子実験施設)

ラン藻の剛A結合蛋白質

杉田護、杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子実験施設)

タバコの 22回 aRNA結合蛋白質の構造と核酸結合特異性

花野滋、叶麗珍、杉田護、杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子実験施設)

絞りアサガオの新転移因子 Tpnlの構造

星野敦¥稲垣善茂1ヘ鈴木徽也¥久富恵世¥飯岡滋'('東理大・基礎工・生物工、 2東大・

薬)

トウモロコシの転移因子Dsのイネゲノム中への掃入と非正統的組換え

遠藤服子、杉田耕一、橋本尚子1、伊藤紀美子¥中井浄、宮崎力、八重揮貴志、井海毅1、

島本功¥飯田滋(東京理科大・基礎工・生物工、 1棟工研)

ミカヅキモの性フェロモンσR・IP)の遺伝子発現制御

曽根裕、関本弘之、藤伊正(筑波大・生物科学)

クラミドモナスの接合直後に発現される遺伝子群の解析

内田英伸、佐藤直樹¥河野重行、黒岩常祥(東大・理・植物、 1東京学芸大・物質生命科学)

クロレラウィルス dsDNAゲノムの分子構造

山田隆(広島大・工・醗酵)

大腸菌の嫌気性呼吸酵素系の誘導に関与する遺伝子

薮宏典、山本勇、佐藤敏生(広島大・理・植物)

C会場ストレス (2)
13:30 1pC01 大気汚染障害に伴って発現する植物葉の脂質代謝変化の普遍性

榊剛、問中浄¥山田晃弘(北海道東海大・工・生物工、 2国立環境研・生物)
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13:45 1pC02 

14:00 1pC03 

14:15 1pC04 

14:30 1pC05 

14:45 1pC06 

15:00 1pC07 

15:15 1pC08 

15:30 1pC09 

15:45 1pC10 

16:00 1pCll 

16:15 1pC12 

16:30 1pC13 

16:45 1pC14 

第 1日 3月 29日〈月〉 [午後の部]

亜硫酸の細胞透過性と光合成の光傷害

長谷川桂子、桜井英博(早稲田大・教育・生物)

タバコ培養細胞における紫外線照射の影響について

今泉和光、米倉博子、小田茂 (PI学園女子短大・植物研)

重水素化によるクロレラ細胞蛋白質の熱安定性変化と機能変化

梅野けし、子、横柿修一、田井さおり、岡田昌二(静岡県大・薬・放射薬品)

水分ストレスに伴うクロロフィル蛍光と炭酸同化作用の変化

野並浩、河内光博、福山寿雄、橋本康(愛媛大・農)

アルフアルファの水ストレス応答遺伝子群の解析

田辺史生、杉田護、 AtanasAtanassov '、杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子実験施設、 1ブルガリ

ア・遺伝工研)

耐塩性四角豆培養細胞から特異的に分必されるタンパク質について

江坂宗春、早川弘美、寺本貴則(広島大・生物生産)

タバコオスモチン様タンパク質の諸性質の解析

小岩尚志、佐藤文彦、山田康之(京都大・農・農化)

シチメンソウの耐塩性機構について

横石孝治、谷本静史(佐賀大・農)

単細胞藻Boekeloviahooglandiiの壕環境下における成長と浸透圧調節

藤井修平、 JohanA.Hellebust' (帝塚山短大・食品、 E トロント大・植物)

塩ストレス下での生育した小麦と Mesembryanthemumcrystallinum葉のピロリン 5カルボン酸レ

ダクターゼ

安藤俊哉、山本和生、真田幸香、和田敬四郎、玉井直人(金沢大・理・生物)

浸透圧ストレスによる大麦ベタインアルデヒド脱水素酵素遺伝子の発現の制御

石谷学、高倍鉄子(名古屋大・農・生化学制御)

Is betaine aldehyde dehydrogenase localized in plastids of barley root? 

p'oontariga Harinasut、石谷学、高倍鉄子(名古屋大・農・生化学制御)

大腸菌白来ベタイン合成系遺伝子のラン藻への導入

野村美加、石谷学、AshwaniK. Rai '、高倍鉄子(名古屋大・良・生化学制御、 1パナラス ヒ

ンド一大・植物)

17:00 1pC15 ベタイン合成系遺伝子のタバコへの導入

中村敏英、石谷学、高倍鉄子(名古屋大・農・生化学制御)

D会場光合成 (2)
13:30 1pD01 パクテリオクロロフィ jレa(BChl)の三重項励起σ。状態の溶媒効果とその機構

西海栄一、LeenawatyLimantara、南城則行、長江裕芳¥小山泰(関西学院大・理・化学、

1神戸市外大)

13:45 1pD02 The light-harvesting (LH・2)of Rhodobacte吋同aeroidesstrain R・26.1:Isolation， purification and 
Tl-state resonance raman spectra 

I..eenawaty Limantara、Ei・ichiNishizawa、TomisaburoKakuno' and Yasushi Koyama (Fac. 

Sci.， Kwansei Gakuin Univ.，' Inst. Protein Res.， Osaka Univ.) 

14:00 1pD03 クロロフィルb(Chl b)のNMR分光法に於ける溶媒効果と中心金属 Mgの配位状態の研究

亀井信明、島村敏夫¥栗本宜ず、古川憲ぽ、小山泰(関西学院大・理・化学、 1松下テクノ

リサーチ、 zコベルコ李柵)
14:15 1pD04 NMR分光法によるパクテリオクロロフィ jレaの溶媒効果と中心金属 Mgの配位状態の研究

古川憲治、栗本宣孝、LimantaraLeenawaty'、小山泰， (コベルコ科研、 E関西学院大・理・化

学)
14:30 1pD05 R. sphaeroides 2.4.1.のアンテナ複合体に結合したスフェロイデンの蛍光とその励起スペクトル

三木陽介、亀山忠幸、九鬼導隆、小山泰、R.J.Cogdell'、渡辺泰堂(関西学院大・理、 1グラ

スゴ一大・植物)
14:45 1pD06 カロテノイドの 2'Ag-状態での振電相互作用のメカニズム

九鬼導隆、長江裕芳1、R.J.Cogdell 1、小山泰(関西学院大・理、 1神戸市外大、 2グラスゴ一

大・植物)
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第 1日 3月 29日(月) [午後の部]

15:00 1pD07 フコキサンチン クロロフィルa/c蛋白複合体σCPA)におけるフコキサンチンの周囲の環境

波多野由美、九鬼導隆、小山泰、加藤哲也， (関西学院大・理・化学、 E京大・理・植物)

15:15 1pD08 カロテノイドの分子構造と分光特性 III

三室守、長嶋雲兵¥長岡伸ーに高市真-'(基生研、 1お茶の7Jく女子大、 2愛媛大、古本医大)

15:30 1pD09 光合成細菌Rbodopseudomonasacidopbila 7050色素蛋白複合体の色素組成とエネルギー伝達効率

に対する培養光強度の影響

15:45 1pD10 

高市真-'ユ、A.T.Gardiner2、三室守ヨ、 R.J.Cogdell 2 ('日本医大・生物、 2G1asgow大・植物、

3基生研)

メタノール資化性・好気性光合成細菌Pseudomonasradioraのカロテノイド酸の存在状態

斉藤智、高市真一¥嶋田敬三z、西村行正(東京理科大・応用生物、 2日本医大・生物、 z都立

大・生物)
16:00 lpDll 液体ヘリウム温度における光合成器官からの熱発光

16:15 lpD12 

16:30 1pD13 

16:45 1pD14 

17:00 1pD15 

E会場代謝 (2) 

野口巧、井上頼直、圏池公毅， (理研・太陽光科学、 1東大・理・植物)

キュウリの単離エチオプラストによるクロロフィライド bからクロロフィルaの合成

伊藤寿、田中義人¥田中歩、辻英夫(京大・理・植物、 1名城大・理工・化学)

シロザ成業のクロロフィラーゼの精製とその性質:ConAへの親和性と糖タンパクとしての可能性

北憲明、高宮建一郎、塩井祐三(東工大・生命理工)

クロロフィル分解反応の阻害によるフェオフォルビドの蓄積

塩井祐三、高宮建一郎、下川敬之， (東工大・生命理工・生体機構、 1宮崎大・農)

マサキ斑入り葉における色素欠損機構の解析

増田建、 C.GaminiKannangara'、塩井祐三、高官建一郎(東工大・生命理工・生体機構、

'Carlsberg Lab.) 

13:30 1pE01 イネ葉縁体エンドぺプチダーゼの精製

消悶誠一郎、坂野勝啓(農水省・生物研)

13:45 1pE02 発達中のダイズ子葉におけるウリカーゼ遺伝子発現

高根健一、田中耕二、杉本昭夫、岡崎勝一郎、河内宏¥田島茂行(香川大・農・生物資源、

1農水省・農業生物資源研)

14:00 1pE03 登熟ダイズ種子におけるアスパラギナーゼ活性と遊離アミノ酸量との関連性

増田亮一(農水省・食総研)

14:15 1pE04 チューリップリン片内貯蔵タンパク質の合成と分解

山崎拓也、志田由起子、五十嵐太郎、大山卓爾(新潟大・農・農化)

14:30 1pE05 乾燥種子における揮発性物質の生成と種子発芽力

張明、劉岩、篠原麻男¥江刺洋司(東北大・教養、 1高砂香料総研)

14:45 1pE06 好冷菌 Vibriosp. ABE-l株のNH4+輸送系について

長雅子、高田泰弘、福永典之(北大・理・植物)

15:00 1pE07 Heterosigma akasbiwo同調培養における硝酸取り込みの周期的変動

宮城布明、藤伊正(筑波大・生物)

15:15 1pE08 好大気汚染物質植物の育成 (6)道路沿い野生植物および栽培植物からの"好NU2候補横物"のスク

リーニング

鎌田光宜、桧垣朝、濃野昌子、神幸夫、入船浩平、中田政司、豊原源太郎、藤田耕之輔3、森

川弘道(広島大・理、 1広島大・生物生産)

15:30 1pE09 好N白木本植物のスクリーニング;同化能力と樹種の特性

松井邦夫、桧垣朝¥木谷和重、森川弘道， (トヨタ自動車(株)、 1広島大・理・積物)

15:45 1pE10 ダイズ根と根粒サイトゾルにおける硝酸還元酵素の性質

金山喜則、木村佳代(名古屋大・農・園芸)

16:00 lpE11 紅藻Porpbyrayezoensisの硝酸還元酵素に対するモノクローナル抗体

中村良子、佐治光¥近藤短跡、猪川倫好(筑波大・生物、 2国立環境研)

16:15 lpE12 ラン藻SynecbococcusPCC 7942のnirAオペロンの発現におよぼす MSXの影響

鈴木石根、杉山達夫、小俣達男(名古屋大・農・農化)
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第 1日 3月 29日(月〉 [午後の部]

16:30 1pE13 ラン藻SynechococcusPCC 7942のnirAオぺロン上流域に位置する遺伝子の機能解析

堀江宣行、鈴木石根、杉山達夫、小俣達男(名古屋大・農・農化)

16:45 1pE14 ラン藻SynechocystisPCC 6803におけるグルタミン合成酵素の活性阻害物質

光部篤人、小俣達男、杉山達夫(名古屋大・農・農化)

17:00 1pE15 葉緑体局在型グルタミン合成酵素による光呼吸経路の調節機構

木崎暁子、竹葉剛1(京大・農生、 1京府大・生科)

F会場 オルガネラ (2) ・細胞培養・細胞分化

13:30 1pF01 カボチヤ子葉のマイクロボディ機能変換過程におけるマイクロボディ膜タンパク質の変動

山口勝司、森仁志、西村幹夫(基生研・細胞生物)

13:45 1pF02 カボチャ登熟子葉の輸送ベシクルに存在するσ四結合タンパク質

嶋田知生日、西村いくこ¥西村幹夫1，2 ('基生研・細胞生物、z総合研究大学院大学・生命科学)

14:00 1pF03 液胞内におけるプロ型前駆体タンパク質のプロセシングの特異性

西村いくこ、西村幹夫(基生研・細胞生物)

14:15 1pF04 ヒマ種子の液胞プロセシング酵素の局在性と蚤熟および発芽時における変動

平岩呂子u、西村いくこ2、西村幹夫1('基生研・細胞生物、 Z愛知教育大・教育)

14:30 1pF05 液胞形態形成に機能する酵母弘品4遺伝子

和田洋(東大・教養・生物)

14:45 1pF06 自食作用不能変異株の単離とその解析

塚田美樹、大隅良典(東大・教養・生物)

15:00 1pF07 ニチニチソウ細胞の低細胞密度培養

坂野勝啓、矢崎芳明、清田誠一郎、沖原清可(農水省・生物研)

15:15 1pF08 タバコ培養細胞BY・2のミニプロトプラストの凍結保存

園部誠司、杉山純一、柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

15:30 1pF09 タバコ培養細胞BY・2のミニプロトプラストの培養

杉山純一、園部誠司、柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

15:45 1pF10 タバコと Nicotianabenthamianaの体細胞融合雑種のアブラムシ耐性と葉面樹脂成分

萩森学，松井正春篠田徹郎松崎敏明1篠崎靖宏原田晴康ヨ(日本たばこ・植物開発研農

水省・野菜茶試日本たばこ・たばこ中研、 3日本たばこ・業たばこ研)

16:00 1pF11 cyclic AMPによるMicrasteriasthomasiana var. notataの接合子形成誘発の制御

今泉真知子(滋賀医大・生物)

16:15 1pF12 出芽酵母 1倍体細胞における PPF遺伝子産物の役割

頼藤徹也、大隅良典(東大・教養・生物)
16:30 1pF13 Vir百1H・rasprotein inhibits p1ant cell differentiation 

kyuChungHu1; Y. J. Chang， H.S. Koh， J.S. Lee 1 and H. Imaseki2 (Dept. Biol.， Ewha Univ.， 

lDept. Mol. Biol.， Seou1 Natl. Univ.， 2Res. Inst. Biochem. Regul.， Nagoya Univ.) 

16:45 1pF14 ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の分化転換過程における DNA鎖切断の動態ーアルカリ溶出法による

解析--

杉山宗隆、庄司雄一1、駒嶺穆(東北大・理・生物、 1東北電力・応技研)

17:00 1pF15 ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の分化転換におけるポリADPリボ ス合成の解析

庄司雄一、杉山宗皆、駒嶺穆1(東北電力・応技研、 E東北大・理・生物)

G会場成長制御(1)

13:30 1pG01 新規・アレロパシ一物質レピジモイド

長谷川宏司、角田英男、水谷純也、小瀬村誠治¥山村庄亮1 (新技術事業団・水谷植物情報
覇貰ヲ古すェクト、 1慶応大・理工・化学)

13:45 1pG02 Eurycles amboinensisに含まれる新規植物生理活性物質

阿部知子、加藤登紀子1、菅原二三男、 MadeSumatra 2、吉田茂男(理研、 1日本女子大、
空臣官時

14:00 1pG03 パレイショ葉および塊茎の傷害によるジャスモン酸の生成

幸田泰則、喜久田嘉郎(北大・農・植物)
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第 1日 3月 29日(月) [午後の部] 第 2日 3月 30日(火)[午前の部]

14:15 1pG04 

14:30 1pG05 

14:45 1pG06 

15:00 1pG07 

15:15 1pG08 

15:30 1pG09 

15:45 1pG10 

16:00 1pGll 

16:15 1pG12 

16:30 1pG13 

16:45 1pG14 

ジャスモン酸によるパレイショ塊茎組織片の細胞肥大

高橋淳、藤野介延、幸田泰則、喜久田嘉郎(北大・農・植物)

サイトカイニンにより抑制される遺伝子 CR9とCR20の発現に関する解析

寺本腸彦、桃谷英樹¥竹業剛2、辻英夫(京都大・理・植物、富生研・発生生物、2京都府大・

生活科学・応用生物)

傷害カボチャ果実中果皮組織におけるエチレン生成酵素¢皿)の誘導及びその性質

兵藤宏、橋本智世、両角進吾、胡文忠1、田中邦明(静岡大・農・生物生産、 E吉林農大・食

品科学)

メロン果実の ACCオキシダゼcDNAのクロ ニング

山本光章、藤波宏治、柳沢裕子、小倉長雄、中川弘毅、佐藤隆英(千葉大・園芸)

カボチャにおける ACC合成酵素の発現に及ぼす植物ホルモンの影響

山岸なおみ、山崎健一、今関英雅(名古屋大・農・生化学制御)

無菌的に培養したカボチャのインドルアセトアミド、インドルアセトニトリルの存在とアミ

ドヒドロラ ゼ活性

鶴崎健一、 RanganathaRajagopal¥高橋真澄、桜井直樹、倉石膏(広島大・総科・自然環境、
'Inst.下iantBiol.， Royal Vet. & Agri. Univ.) 

クリカボチャ未熟種子からのカウレン合成酵素の精製

斎藤臣官、神谷勇治1、山根久和三室伏町、桜井官、高橋信ず c理研フロンティアJ東大・

農化、理研)

ヤエベニシダレの枝の屈曲に及ぼすジベレリンの作用

中村輝子、早乙女真紀、石黒友紀子、伊藤玲子、日;暮祥子、細野真由美、石井幸夫1 (日本女

子大・理、 1森林総研・多摩)

シロイヌナズナ種子の発芽におけるジベレリンと光の関係

趨銃橘、萎鳳中、神谷勇治(理研フロンティア)

ジベレリンの茎の伸長促進作用における転写の関与

金田剛史、柿本辰男、柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

Site of action of the Ls gene 

Stephen Swain 1，2、TamioSaito¥Jim B. Reid • and Yuji Kamiya 1 (' Fron出 rResearch Program， 

RIKEN，'Univ. Tasmania) 

第 2日 3月 30日(火) [午前の部]

B会場分子生物学 (4)
9:00 2aB01 光合成細菌 RhodobactcrcapsuJatus fdxN上流のNifA結合部位は逆方向への転写を司る複数の nif-プ

ロモ タ に共有されている

佐伯和彦、藤原武志、松原央(阪大・理・生物)

9:15 2aB02 好熱性シネココッカスのアロフィコシアニンに関する研究 (1) フィコピリゾームの構成とアロ

フィコシアニン遺伝子の解析

皇室座主孟、島津恒夫、平野昌彦、加藤栄1 (東レリサーチセンタ一、 1東大・理・植物)

9:30 2aB03 Syncchococcus PCC 7942フィコシアニン遺伝子族の光と窒素栄養の環境適応時における発現様式

海木弘道、小俣達男、杉山達夫(名古屋大・農・農化)

9:45 2aB04 ワラビ rbcL遺伝子の下流域の構造

江尻成美、増田恭次郎、菅井道三、島田浩章¥山田恭司(富山大・理・生物、 1三井植物ノfイ

オ研)

10:00 2aB05 シダ植物における chlL遺伝子の構造と発現

盆旦主、増田恭次郎、菅井道三、山本直樹1、山田恭司(寓山大・理・生物、 1農水省・森林総

研)

10:15 2aB06 トウモロコシ PEPC遺伝子結合タンパク質の単離と構造解析

嘉納ゆり子、松岡信1 (農水省・果樹試、 1農水省・生物研)
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第 2日 3月 30日〈火〉 [午前の部]

10:30 2aB07 c4光合成遺伝子の転写はc4植物に固有な遺伝子発現系により制御されているか

松岡信、経塚淳子¥島本功¥村上(嘉納)ゆり子.'(農水省・生物研、 1植工研、z果樹試)

10:45 2aB08 Arabidopsisにおける光合成遺伝子の組織特異的発現制御の分子機構

丹羽康夫、磯野協一、関原官、森川弘道¥小林裕和(静岡県大・食品栄養科学、 1広島大・

理)

11:00 2aB09 自殺遺伝子adh形質転換Arabidopsisを用いた光合成突然変異体選抜系の樹立

小林京子、丹羽康夫、勝村孝子、小林裕和(静岡県大・食品栄養科学)

11:15 2aB10 マツ cab遺伝子の光非依存的、薬器官特異的発現の制御領域の GUS遺伝子による解析

山本直樹(森林総研)

11:30 2aB11 葉緑体psbD/C遺伝子クラスターからの光応答転写制御に関わる因子の部分精製

角山雄一、和田拓治、椎名隆、豊島喜則(京大大学院・人間・環境学)

11:45 2aB12 全寄生植物ネナシカズラ属に存在する色素体ゲノムの遺伝子構成

山田恭司、永井俊幸、増田恭次郎、菅井道三、古橋勝久I (富山大・理・生物、 1新潟大・理・

生物)

C会場ストレス (8) 
9:00 2aC01 ショ糖脂肪酸エステルが果実・野菜の低温感受性に及ぼす影響

山脇和樹、渡辺良、児下伎子、内藤圭子、郁回卓夫(静岡大・農・生物生産科学)

9:15 2aC02 低温により発生するダイズ種皮の褐色色素の分析

高橋良二、秋山高(北海道農業試験場)

9:30 2aC03 植物細胞の凍結による細胞質酸性化

吉田静夫(北大・低温研)

9:45 2aC04 ハ ドニングにより誘導されるクロレラ可溶性蛋白質の2D-田 uごによる分画

本城賢一、城斗志夫、吉元誠、波多野昌二(九州大・農・食化工)

10:00 2aC05 ハードニングにより誘導されるクロレラ遺伝子の解析

城斗志夫、船橋淳、佐野恵子、吉元誠、波多野昌二(九大・農・食化工)

10:15 2aC06 ホウレンソウの凍結耐牲に関与する耐熱性COR(Cold-i"egulated)タンパク質

数岡徹、大江田憲治(住友化学・宝塚総研・生命工学研)

10:30 2aC07 植物細胞におけるペルオキシダゼとHSPに対する熱ストレスの影響

若松園光、平島恵美、片山洋子、高巣正子、安藤満I(福岡女子大・生物、 1国立環境研)

10:45 2aC08 光合成細菌のペリプラズムに存在する熱ショックタンパク質

高山喜晴、山本勇、佐藤敏生(広島大・理・植物)
11:00 2aC09 ラン藻SynechococcusPCC7002のgroESL遺伝子の単離と解析

林秀則、村田紀夫(基生研)

11:15 2aC10 好熱性藍藻 Synechoco∞usvu1ωnusの2種類のシャぺロニン

古木正人、須江七丈、清水徳朗、槍山哲夫、井上頼直I(埼玉大・理・生化、 1理研・太陽光

科学)

11 :30 2aC11 ハス芽生えス パオキシドジスムタ ゼ・アイソザイムの酸素と光に対する応答

丑丸敬史、辻英夫(京都大・理・植物)

11:45 2aC12 スパオキシドディスムタ ゼ遺伝子の発現とストレス耐性

坂本敦、奥村剛一、野坂康人、横井裕美、田中園介(京府大・農・農化)

12:00 2aC13 フタパネゼニゴケ細胞superoxidedismutaseのオルガネライソ酵素の発現パターン

田中克幸、滝尾進、佐藤敏生(広島大・理・植物)

D会場光合成 (8)
9:00 2aD01 ユーグレナ葉緑体の光化学系H膜表在性30kDaタンノfク質の cDNAクローニングとタンノfク質輸

送過程の解析

重森康司、稲垣純子、森仁宏、西村幹夫1、山本泰(岡山大・理・生物、 1基生研・細胞機構)
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第 2日 3月30日(火) [午前の部]

9:15 2aD02 形質転換ラン藻SyncchocystisPCC 6803の光化学系E複合体の Iタンパク質の検出とその遺伝子

(psbI)のクロニング

9:30 2aD03 

9:45 2aD04 

10:00 2aD05 

10・15 2aD06 

10:30 2aD07 

10:45 2aD08 

11:00 2aD09 

11:15 2aD10 

11:30 2aD11 

11・45 2aD12 

12:00 2aD13 

12:15 2aD14 

池内昌彦、 V.K.Shukla¥W.F.J. Vennaas 1、H.B.Pakrasi'、井上頼直(理研・太陽光科学、

'Washington Univ.， Dep. Biol.， 1 Arizona State Univ.， Dep. Botany) 

クラミドモナス葉緑体遺伝子psbKの特異的婦人失活

高橋裕一郎E、松本秀樹2、J.-D.Rochaix' (岡山大・ 2自然科学研究科、 z理・生物、 3ジュネ

プ大)

クラミドモナス葉緑体遺伝子psbAの部位特異的形質転換

内海恵一郎、高橋裕一郎、佐藤公行(岡山大・理・生物)

光化学系H反応中心D1蛋白質前駆体の C-末切断に関与する酵素の局在部位の解析

山本由弥子¥藤田修官、稲垣言要三佐藤公行日('岡山大・理・生物、 2基生研)

D1蛋白質前駆体プロセッシング酵素の基質認識部位の合成ペプチドを用いる解析

田口富美子1、山本由弥子¥佐藤公行口('岡山大・理・生物、 z基生研)

光化学系 IID1タンパク質の強光分解に対するプロテアーゼ阻害剤の効果

徳富光恵(農水省・生物資源研)

葉緑体Mn(11)結合性タンパク質の構造と光・組織特異的発現

西尾浩一、田中隆行、西傑由見子、杉浦美羽、高橋正昭(甲南大・理・生物)

Mnークラスターを含む光化学系 H標品の 2次元結晶化

中里勝芳u、榎並勲三沈建仁1、豊島近三吉野泰ニヘ雀部博之三井上頼直'('理研・太陽光

科学、 2東理大・理・教養、 3理研・ F即)

光化学系 E複合体結晶化の試み

沈建仁1、神山勉2、神谷信夫九井上頼直， (理研・ E太陽光科学生物物理・ 3結晶学)

光合成系Eの反応中心における 'P680のFf-IRスペクトル:クロロフィル二量体内での三重項状

態平衡

野口巧、井上頼直、佐藤公行， (理研・太陽光科学、 E岡山大・理・生物)

PSII第一キノン電子受容体QAの機能発現における小蛋白質及び脂質の役割

北村晃司、豊島喜則(京大大学院・人間・環境学)

光合成酸素発生反応中間状態にある MnークラスターのX線吸収端近傍スペクトル

小野高明、野口巧、井上頼直、楠正美¥松下正z、大柳宏之ヨ(理研・太陽光科学、 E明大・理

工・物理、 2高エネ研、 3電総研)

Iρw-pH処理PSIIの酸素発生系の EPRと凹DOR

三野広幸、栗林秀人、河盛阿佐子、小野高官、井上頼直， (関学大・理、 1理研・太陽光エネ

Z亨=T

E会場光生物学(1)

9:00 2aE01 エンドウフィトクロム中間体の蛍光スペクトル

井上康則三三堀忍、新井剛史、風間圭子1、真鍋勝司¥浜口宏夫1 (東理大・理工・応生、 1横

市大・文理・生物、 z神奈川科技アカデミ J新技・さきがけ21)

9:15 2aE02 エンドウ ras関連遺伝子発現の光調節とフィトクロ ムの関与について

吉田和市、村井宣彦¥永野幸生1、松里子隆一1、佐々木幸子， (京大・農生、 1京大・食工)

9:30 2aE03 フィトクロムの信号伝達機構の遺伝学的解析:近赤外光下で伸長阻害反応を示さないシロイヌナ

ズナ突然変異体の単離

倉田哲也、山本興太郎(北海道大・理・植物)

9:45 2aE04 西洋わさび毛状根からの光誘導不定芽分化におけるフィトクロムの関与

斎藤力、鎌田博、原因宏、渡辺正勝¥徳富哲， (筑波大・生物、 1基生研)

10:00 2aE05 葉緑体の弱光定位運動の解析

董夏静、高木慎吾、永井玲子(大阪大・教養・生物)

10:15 2aE06 ホウライシダ原糸体細胞のフィトクロム依存薬縁体光定位運動は短時間の光照射でも誘導される

加川貴俊、門回明雄、和田正三(都立大・理・生物)
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第 2日 3月 30日(火〉 [午前の部]

10:30 2aE07 A possible involvement of gibberellins in the action of phytochrome-B: A study using the cucumberlh 

mutant 

hriqωrbpez-JueζMasatomo Kobayashi " Yuji Kamiya， Richard E. Kendrick (Frontier Res. 
Prog. ， & 'Plant Growth Reg.， RlKEN) 

10:45 2aE08 Dif知 enti叫 effectぱ路町acell山 rNω・制 Ca2+on light-and hormone-induced germination of Ane叩

phyllitidis spores 

C.J. Haas、HisakazuYamane " Yuji Kamiya， Akira Nagatani ( Fro岨tierRes. Prog. ， RlKEN， 

'Dept. Ag山.Chem.， Univ.日 kyo)

11 :00 2aE09 Pfrとは異なる赤色光信号の蓄積ーホウキモロコシのアントシアニン形成の場合一

七僚千津子、橋本微(神戸大・理・生物)

11:15 2aE10 黄化アラスカエンドウにおける invivo及びinvitro光信号伝達の分子機構

蓮沼仰嗣、浜田徹、伊藤喜誠(横浜市大・木原生研)

11:30 2aE11 アカパンカピにおける青色光信号伝達の分子機構の解析

小田和司、蓮沼仰嗣(横浜市大・木原生研)

11:45 2aE12 青色光照射による気孔孔辺細胞プロトプラスト蛋白質のリン酸化

木下俊則、島崎研一郎¥西村光雄(九州大・理・生物、 1九，:)+1大・教養・生物)

12:00 2aE13 青色光に依存する孔辺細胞プロトプラストからのw放出の各種薬物による組害とフシコクシン添

加による回復

島崎研一郎、木下俊則¥西村光雄， (九州大・教養・生物、 E九州大・理・生物)

F会場形態形成

9:00 2aF01 

9:15 2aF02 

9:30 2aF03 

9:45 2aF04 

10:00 2aF05 

10:15 2aF06 

10:30 2aF07 

10:45 2aF08 

11:00 2aF09 

新しいニンジン不定匪形成系

大橋伸一、得字圭彦、増田宏志(帯広畜産大・生物資源化学)

ニンジン不定匪形成の諸条件について

得字圭彦、大橋伸一、増田宏志(帯広畜産大・生物資源化学)

トレニア茎切片からの不定芽分化における傷害の関与

下村尚生、谷本静史(佐賀大・農)

ゼニゴケプロトプラスト由来単細胞からの高頻度再分化

加藤真司、菅原康剛(埼玉大・理・生体制御)

ストレスによるニンジン不定匪誘導系におけるストレス誘導タンパク質の解析

立川佳伸、鎌田博、原田宏(筑波大・生物科学)

シロイヌナズナ晩生突然変異の花芽形成におけるパーナリゼーションおよび近赤外光照射の効果

後藤伸治、唐沢佳子(宮城教育大・生物)

花成誘導物質の検定法としてのアサガオ茎頂培養

石丸明恵、関口道、石田明子、竹能清俊(東北大・農・園芸)

アサガオ子葉中の花芽形成促進物質の同定

中西史、楠見武徳¥藤伊正(筑波大・生物、 1徳島大・薬学)

植物葉の傷害時に生成する性質の異なる二種類の低分子性花成誘導物質

伴隆之、木戸毅¥木崎暁子z、田中修三竹葉剛(京府大・生科、 2近畿大・農化、 2京大・農生、

3甲南大・理)

11:15 2aF10 Lysineの花芽分化誘導活性

中山善雄、田中修\竹葉岡~2、杉野守(近畿大・農・植生、甲南大・理・生物、 2京府大・生

科・応生)

11:30 2aF11 花成誘導タンパク質の短日処理アサガオ子葉中での変動

木戸毅、木崎暁子¥伴隆之2、田中修三竹葉剛2 (近畿大・農化、 1京大・農生、 z京府大・生

科、 3甲南大・理)

11:45 2aF12 アサガオの長日開花と糖含量

篠崎真輝(京大・農・応植)

12:00 2aF13 アサガオ頂芽のSーアデノシルメチオニンデカルボキシラーゼ活性の光誘導

島田敦子、平津栄次(大阪市大・理・生物)
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第 2日 3月30日〈火〉 [午前の部] [午後の部]

G会場細胞壁(1)
9:00 2aG01 双子葉植物細胞壁中でのフェノール酸と多糖類の結合様式

石井忠、枝重有祐、掛川弘一、飛田智也1(農水省・森林総研、 2日本タバコ株)

9:15 2aG02 水ストレス条件下でのコムギ幼葉鞘細胞壁のゆるみの維持と細胞壁結合フェルラ駿量の変化

若林和幸、保尊隆享、神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

9:30 2aG03 アスコルビン酸による細胞壁木化の調節: 細胞壁の可溶性ペルオキシダーゼと結合性ペルオキシ

ダ ゼによるコニフェリルアルコール酸化のアスコルビン酸による調節

9:45 2aG04 

10:00 2aG05 

10:15 2aG06 

10:30 2aG07 

10:45 2aG08 

11:00 2aG09 

11:15 2aG10 

11:30 2aG11 

11:45 2aG12 

高浜有明夫(九州歯大・生物)

シンナミルアルコールデヒドロゲナ ゼの精製および組織的発現の解析

日尾野隆、柴田大輔、梅沢俊明¥高部圭司z、樋口隆目3 (三井植物ノfイオ研、 2京大・木研、

2京大・農、'日大・林学)

ウド (Araliacordata )シンナミルアルコ ルデヒドロゲナゼcDNAの単離

日尾野隆、柴田大輔、樋口隆昌1 (三井植物バイオ研、 1日大・林学)

エンド型キシログルカン転移酵素の cDNAのクローニング

岡海一秀、冨田英津子1、佐藤美子、浅田起代蔵、加藤郁之進、西谷和彦1 (宝酒造バイオ研、

1鹿児島大・教養)

エンド型キシログルカン転移酵素の生理機能

冨田英津子、船津安世、前田香織、近藤昭弘1、加藤郁之進1、西谷和彦(鹿児島大・教養、

1宝酒造バイオ研)

アズキ上廃軸切片のオ キシン誘導成長並びにキシログルカン分解に対するコンカナパリンAの阻

害作用

保尊隆享、若林和幸、増田芳雄1(大阪市大・理・生物、 2帝塚山短大・食品)

キシログjレカンとセノレロ スのアニーリング

林隆久、 2小川宏蔵(京大・木研、 1大阪府大・研)

自己の細胞壁溶解酵素によるクロレラのプロトプラスト生成

高野美佳，武田宏1 (新潟大・理・生物、 1新潟大・教養・生物)

ニホンナシ果実細胞壁からの βーガラクトシダーゼの精製と性質

北川泰弘、金山喜則、山木昭平(名古屋大・農・園芸)

ダイコン一次根のアラビノガラクタンープロテイン生合成に関わる α-L-フコシルトランスフェラ

ゼ

三沢宏之、牛山明、円谷陽一、橋本洋一(埼玉大・理・生化)

第 2日 3月 30日(火) [午後の部]

A会場分子生物学 (5)

13:30 2pA01 イネ単離匪芽核ゲノムの吸水によるメチル化状態の変化

秦野彰二、山口淳二¥平井篤志(東京大・農・放射線遺伝、 2名古屋大・農・生化学制御)

13:45 2pA02 介在配列を含むイネ亜硝酸レダクタ ゼcDNA

井田正二、寺田善信¥青木秀之(京都大・食研、 1江崎グリコ生化研)

14:00 2pA03 イネ原形質膜W-ATPaseのcDNAクロ ン (OSA1，OSA2)の解析

大倉哲也、和田雅人¥金賢貞、榊原祥清、丸田一成z、河村幸雄、笠毛邦弘(農水省・食総

研、 1筑波大・生物、 2農水省・生物研)

14:15 2pA04 トランスジェニック植物におけるイネ W X座遺伝子の組織特異的発現

平野博之、松村健¥田林紀子¥谷田昌稔¥米国好文2、佐野芳雄(国立遺伝研、 1北海道グリ

ーンバイオ研、 z東大・遺伝子)

14:30 2pA05 イネショ糖リン酸合成 (SPS)遺伝子の 1次構造

坂本正弘、里湾智美、藤村達人(三井東圧化学ライフサイエンス研)
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第 2日 3月 30日(火〉 [午後の部]

14:45 2pA06 イネカタラ ゼ遺伝子の転写調節機構:イネプロトプラストにおけるトランジェント発現による

発現制御領域の解析

肥後健一、肥後ひろみ(農水省・生資研)

15:00 2pA07 イネ アデニレートキナーゼ遺伝子の発現解析

川合真紀、梅田正明、内宮博文(東大・応微研)

15:15 2pA08 植物Nuc1eosideDiphosphate Kinase cDNAの構造解析

矢野明、梅田正明、内宮博文(東大・応徴研)

15:30 2pA09 イネ ホスホグルコースイソメラーゼ遺伝子の構造と発現解析

野末文雄、梅田正明、内宮博文(東大・応微研)

B会場分子生物学 (6)

13:30 2pB01 パレイショKunitz型プロテアーゼインヒピター遺伝子のクロ ニング

13:45 2pB02 

14:00 2pB03 

14:15 2pB04 

14:30 2pB05 

14:45 2pB06 

15:00 2pB07 

15:15 2pB08 

山岸和敏、永谷工、深瀬孝子、三森クリスチーナ、藤野介延、幸田泰則、喜久田嘉郎(北

大・農・植物)

J馬鈴薯のクロン したクニッツ型トリプシンインヒピタ の発現特性

三森クリスチ ナ、山岸和敏、喜久田嘉郎(北海道大・農・作物生理)

ジャガイモα・グルカンホスホリラ ゼ・アイソザイム遺伝子の5'・上流域の解析

峯利喜、森博幸、中野憲一、谷樺克行、福井俊郎、石毛光雄1(大阪大・産研、 1農水省・生

資研)

トウモロコシ・グルタミン合成酵素遺伝子群の構造解析および大腸菌発現系の構築

榊原均、清水仁志、杉山達夫(名古屋大・農・農化)
チャ Came1liasinensisのCHS遺伝子の発現解析

竹内敦子、松元哲、早津雅仁(農水省・野菜茶試)

スコポラミン生合成遺伝子の発現解析

梶矢弘美、鐘ケ江健、橋本隆、山田康之(京大・農・農化)

クラミドモナス;カ ボニックアンヒドラーゼの 2つの遺伝子の発現調節

立木光、 MaribelL. Dionisio-Sese'、藤原祥子2、福海秀哉3、都築幹夫¥宮地重遠， (新日本製

織(株)・先端技術研究所、海洋ノfイオ研、 z徴工研、 s京都大・農、 4東大・応徴研)

酵母s.cerevisiaeの第3番染色体DNA長の延長と細胞増殖に及ぼす影響

原田賢一、谷本峰規、渡辺智治、久富泰資、壷井基夫(福山大・工・生物工学)

C会場ストレス (4)
13:30 2pC01 水欠乏、マグネシウム欠乏時の生業中の過酸化水素生成

回中浄、神崎明美， (国立環境研究所、 1東邦大・理)

13:45 2pC02 モノデヒドロアスコルビン酸ラジカルのチラコイド膜でのフェレドキシン依存光還元

三宅親弘、浅間浩二(京都大・食研)

14:00 2pC03 キュウリモノデヒドロアスコルビン酸レダクタ ゼの cDNAクローニング

佐野智、浅田浩二(京都大・食研)

14:15 2pC04 オゾンと接触したシロイヌナズナの葉におけるサイトゾル型アスコルビン酸ペルオキシダーゼの

増加
佐治光、久保明弘、田中浄、近藤短朗(国立環境研究所)

14:30 2pC05 チャ葉細胞質型アスコルビン酸ペルオキシダーゼの精製と性質

尼子克己、浅田浩二(京都大・食研)

14:45 2pC06 ヤエナリ芽生え匪軸組織のlH岨NMR緩和時間 (Tl)に及ぼす酸素ストレスの影響

井上真理、山崎秀皆、吉村和久2 (九州大・教養・生物、 E琉球大・理・生物、 2九州大・教

養・化学)

15:00 2pC07 低酸素下におけるイネ・ムギ根の酸素吸収

池田順一、中村俊樹(農水省・東北農試)

15:15 2pC08 アルギン酸リアーゼ分解物による植物の低酸素ストレスに及ぼす効果

梅村賢司、友田善久、平山匡男、足立発、日高秀昌(明治製菓・生物科学研)
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第 2日 3月30日(火〉 [午後の部]

15:30 2pC09 低酸素ストレスによる植物培養細胞の液胞pHの変化

矢崎芳明、坂野勝啓(農水省・生物研)

D会場光合成 (4)
13:30 2pD01 変形 S2・及び変形S3・状態に於ける ca2+-除去光化学系Eの示す2つの町Rシグナルの起源につ

13:45 2pD02 

14:00 2pD03 

14:15 2pD04 

14:30 2pD05 

14:45 2pD06 

15:00 2pD07 

15:15 2pD08 

いて

楠正美(明大・理工・物理)

光化学系Hコア複合体での水分解系の光活性化

田村典明、香月良江、蒲地浩之¥奥達雄2、岡山繁町(福岡女子大・生物、 1九大・農・林学、

サL大・教養・生物)

ヒドロキシ尿素の光化学系Hでの光酸化と電子伝達の限害

川本邦男、陳功祥、真野純一、浅田浩二(京都大・食研)

Mnと表在性ペプチドを欠く光化学系H粒子のチトクロム b-559酸化還元特性とその酸素発生系

光再活性化反応の解析

水海直樹、長友武彦、山下貌(筑波大・生物)

チトクロム b-559に与える強光ストレスの影響

岩崎郁子¥市丸都、梶原英子、篠崎恵美子、田村典明、岡山繁樹2 ('九大・理・生物、福岡

女子大・生物、サL大・教養・生物)

アルカリ pH条件下での光照射による光化学系H複合体のタンパク質分解

森宏樹、山本泰(岡山大・理・生物)

熱処理による表在性蛋白の遊離と酸素発生の失活

榎並勲、北村真美、加藤栄， (東京理科大・理・生物、 1東大・理・生物)

ラン藻のチラコイド膜における光合成の高温適応

西山佳孝u、林秀則¥渡辺正z、村田紀夫'('基生研、 z東大・生産研)

E会場光生物学 (2)

13:30 2pE01 クロレラ白色変異体への Indo・1導入の検討

神谷明男(帝京大・薬・化学)

13:45 2pE02 エンドウ茎成長の光による抑制い内部一表皮組織相互作用に対する影響

14:00 2pE03 

14:15 2pE04 

14:30 2pE05 

14:45 2pE06 

15:00 2pE07 

15:15 2pE08 

F会場細胞骨格

宮本健助、上回純一、保尊隆官、神阪盛一郎1、増田芳雄2 (大阪府立大・総科・生命、 1大阪

市大・理・生物、 2帝塚山短大・食品)

イネ幼葉鞘の光屈性:光量と反応の関係

植松千代美、樽井裕、飯野盛利(大阪市大・理・植物園)

ニンジン培養細胞における P且勾CHS遺伝子発現の作用スペクトノレ

竹田淳子、吉田和市(京大・農・農化)

紫外線によるキュウリ第一葉の成長阻害とその作用スペクトル

近藤矩朗、清水英幸、渡辺正勝¥久保田守， (国立環境研、 1基生研)

紫外光により誘導されるミドリムシの光運動反応

松永茂、菅井道三、高橋智町、近藤孝男ヘ渡辺正勝2 (富山大・理・生物、， (財)サントリ

生有研、室生研)

紅色酵母のピ排出に対する紫外光作用スペクトル

秦恵、辰巳隆司1、多国幹郎¥橋本徹(神戸大・理・生物、 1岡山大・農・細胞)

光照射培養による R.denitriβ・cansのシトクロム cdl含量増加の作用スペクトル

高宮建一郎、佐藤和敬、奥山徳二、塩井祐三、土井道生1(東工大・生命理工、 1宮崎医大・

生物)

13:30 2pF01 タマネギ根端分裂組織細胞の分裂準備帯及び紡錘体形成に対するシクロヘキシミドの影響

野上暁子、山下正兼1、長演嘉家、峰雪芳宣(広島大・理・植物、 1基生研・生殖)
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第 2日 3月 30日(火) [午後の部] 第 3日 3月 31日(水) [午前の部]

13:45 2pF02 

14:00 2pF03 

14:15 2pF04 

14:30 2pF05 

14:45 2pF06 

15:00 2pF07 

15:15 2pF08 

15:30 2pF09 

15:45 2pF10 

細胞分裂後期/終期移行時における核および細胞質分裂進行に対するシクロヘキシミドの影響

峰雪芳宣、野上勝子、長演嘉孝， (広島大・理・植物、 1基生研・生殖)

タバコ培養細胞BY・2における染色体分離開始のタンパク質合成依存性

横井崇秀、柿本辰男、柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

タバコ培養細胞BY・2の細胞分裂に対する brefeldinA (BFA)の影響

安原裕紀、園部誠司、柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

2重前期前微小管東を持つ細胞における細胞板の形成機構

馳湾盛一郎、長田敏行(東京大・理・植物)

タバコ培養細胞における表層微小管の起源についての解析

江藤亜紀子、馳津康一郎、長田敏行(東京大・理・植物)

ジベレリンによるアズキ茎切片の伸長と微小管・チュ プリンの変化

水野孝一(大阪大・理・生物)

核内に存在するようにみえる微小管とその重合中心

水野孝一(大阪大・理・生物)

ユリ花粉管から単離した 170・kDa重鎖から構成される花粉管ミオシンの性質

横田悦雄、新免輝男(姫路工大・理・生命)

オジギソウ運動細胞におけるマイクロフィラメントの 3次元構造

吉村政典、作田智洋、田宮徹、土屋隆英(上智大・理工・化学)

G会場細胞壁 (2)

13:30 2pG01 モモ果実細胞壁より見出されたエチレン生成抑制オリゴ糖

森口卓哉、吉岡博人、真田哲朗、田中敬一(農林省・果樹試)

13:45 2pG02 カボチャ下怪軸におけるブラシノライドの成長促進作用

富永るみ、桜井直樹、倉石膏(広島大・総科・自然)

14:00 2pG03 カボチャの根の成長と細胞壁の変化に対するアルミニウムの影響

LeVanHoa、倉石音、桜井直樹(広島大・総科・自然)

14:15 2pG04 緩性エンドウの根の細胞壁多糖の分子量分布と糖組成に対するジベレリンの効果

谷本英一、 D.J.ヒュ パ-'(名古屋市大・教養・生物、 1フロリダ大・農・園芸)

14:30 2pG05 ニンジン培養細胞における細胞援多糖の糖分析

菊地彰、佐藤忍、中村紀雄¥藤伊正(筑波大・生物、 1横浜市大・文理・生物)

14:45 2pG06 媛性オオムギ突然変異でIAAによって発現するタンパク質

桜井直樹、鶴崎健一、横田幹朗、倉石膏(広島大・総科・自然)

15:00 2pG07 傾斜刺激下における樹幹木部の形成ー特異的タンパク質の誘導ー

馬場啓一、浅田隆之1、林隆久、伊東隆夫(京大・木研、 1王子製紙・林木育種研)

15:15 2pG08 ダイコンホウ素含有多糖の精製と性質

石垣賢一、間藤徹、関谷次郎、東順-'(京都大・農・農化、 1京都大・農・林工)

第 3日 3月31日(水) [午前の部]

B会場分子生物学 (7)

9:00 3aB01 イネの菊特異的遺伝子の構造と発現様式

土屋亨、中村久子、鳥山欽哉、江尻慎一郎(岩手大・農・細胞育種実験施設)

9:15 3aB02 ペチュニアにおける花芽特異的遺伝子群の単離とその発現様式

山下博史、河野重行、黒岩常祥(東京大・理・植物)

9:30 3aB03 イネホメオボックス遺伝子は2カ所の転写開始点を持つ

松岡信(生物研)
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9:45 3aB04 

10:00 3aB05 

10:15 3aB06 

10:30 3aB07 

10:45 3aB08 

11 :00 3aB09 

11:15 3aB10 

11:30 3aB11 

11:45 3aB12 

12:00 3aB13 

第 3日 3月31日〈水) [午前の部]

イネホメオボックス遺伝子 OSH1によるトランスジェニックアラビドプシスの形態異常

市川裕章、松岡信1 (農業環境技術研、 1農業生物資源研)

翻訳後修飾によるコムギbZIP型転写因子HBP-1bのDNA結合活性調節

高瀬尚文1ヘ飯哲夫z、溝口岡g'・¥篠崎一雄3、岩淵雅樹u

3理研.植物分子生物、 4筑波大・生物)

コムギbZIP型転写因子HBP-1a及びHBP-1b遺伝子のイネ細胞におけるプロモーター領域の解析

三上浩司¥桂真昭川、大坪憲弘2、藤本宜充3、岩淵雅樹1.'('基生研・発生生物、 z京大・理・

分子植物、 3日本石油(株)) 

コムギ・ヒストンH3遺伝子の細胞周期特異的発現に関わるシス領域の同定
大坪憲弘、中山卓哉、寺田理枝¥島本功1、岩淵雅樹(京都大・理・植物、 1植工研)

イネb-ZIP型DNA結合タンノfク質 RAF-1遺伝子の単離と解析

井沢毅1ヘ Nam-HaiCbua'、島本功'('植物工学研、可l!eRockfeller Univ.) 

イネEm遺伝子の転写制御因子VP1による発現制御

服部束穂、寺田智子、演砂稔(三重大・遺伝子)

rolCプロモーターのショ糖誘導に関与するシス配列の解析

横山隆亮、藤井伸治1、EvalourT. Aspuria 1、加藤敦之、内宮博文1 (北大・理・植物、 1東

大・応微研)

rolC遺伝子5'上流域に結合する一本鎖DNA結合タンパク質の解析

松木吏弓、内宮博文， (北大・理・植物、 1東大・応微研)

ニンジンの不定匪発生過程における rolCプロモーターの発現ーDeletionMutantsを用いた解析ー

藤井伸治、横山隆亮¥内宮博文(東大・応微研、 1北大・理・植物)

イネ細胞増殖核抗原 (P印 A)遺伝子の分裂細胞特異的発現にかかわる因子の解析

小杉俊一、大橋祐子、鈴鹿巌(農水省・生物研)

C会場成長制御 (2)・リズム
9:00 3aC01 低幹仕立クワ一年枝の梢端優勢生長と側芽の摘芽処理の影響

鈴木健夫(京都工繊大・繊維・応生)

9:15 3aC02 クワ休眠枝の切枝水挿の梢端優勢生長と貯蔵デンプンの消長

鈴木健夫(京都工繊大・繊維・応生)

9:30 3aC03 ジャスモン酸の離層形成促進作用:セルラーゼ活性に対する影響

上回純一、宮本健助、橋本昌晴(大阪府大・総合科学)
9:45 3aC04 スギナ胞子体Sbootの形成におよぽすジャスモン酸の効果

栗山昭、河合文雄、金森正雄、 W.Datbe' (財・環境科学総合研、 'Inst.Plant Biocbem.) 

10・00 3aC05 弱酸及び中性緩衝液によって引き起こされるアカウキクサの根の基部からの細胞遊離の現象につい

10:15 3aC06 

10・30 3aC07 

10:45 3aC08 

11 :00 3aC09 

11:15 3aC10 

11:30 3aC11 

11:45 3aC12 

て

上田英二、鬼頭俊而(大阪府大・付属研〉

伸長成長機構の分子モデルと圧力ジャンプ法による検証

岡本尚(横浜市大・文理・生物)

細胞内圧減少下での伸長促進

水野暁子、加藤潔， (日本福祉大・女子短大、 1名古屋大・教養・生物)

アスコルビン酸ーアスコルビン酸酸化酵素系による細胞伸長促進機構

高浜有明夫(九州歯大・生物)

parA、parB遺伝子産物のタバコの根における分布の探索

佐野俊夫、高橋陽介、馳海盛一郎、長田敏行(東京大・理・植物)

ヤエナリ下匪軸切片でオーキシンによって誘導される遺伝子Arg1は脂肪酸不飽和化酵素であった

山本興太郎(北海道大・理・植物)

アラピドプシスを用いたジベレリン生合成阻害剤耐性変異株の単離と解析

南原英司、内藤哲， (名古屋大・農・生化学制御、 1北海道大・農・応用生命科学)

らん藻の生物発光リズム:コロニーでの生物時計測定

近藤孝男、石浦正寛(基生研)
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第 3日 3月31日〈水) [午前の部]

12:00 3aC13 新しく分隊されたアカパンカピ時計突然変異株の解析

五藤竜太、中島秀明(岡山大・理・生物)

12:15 3aC14 アカノfンカピにおける光による位相変化の過程の解析

定金豊、秋山正志、中島秀明(岡山大・理・生物)

D会場光合成 (5)
9:00 3aD01 インゲンマメ本葉切除に伴う初生葉の光合成系の変化

問中義人、鈴木茂敏¥高野泰吉1、高倍昭洋(名城大・理工・化学、 2名城大、農)

9:15 3aD02 穂を切除したイネ止薬の光合成特性

牧野周、イ中野康美、前忠彦、小島邦彦(東北大・農・応用生物化学)

9:30 3aD03 円石藻Emilianiahuxleyiにおける溶存無機炭素利用機構

関野景介、白岩善博(新潟大・理・生物)

9:45 3aD04 クラミドモナスのホスホグリコール酸ホスファターゼ活性欠損突然変異株 (pgp-l)におけるグリ

コール酸生成について

鈴木健策、猪川倫好1 (農水省・東北農試、 1筑波大・生物)

10:00 3aD05 水陵両生植物、 Eleocharisviviparaの水生型の光合成特性に及ぼすアブシジン酸の影響:C4型の誘

導は可能か?

上野修(農業生物資源研)

10:15 3aD06 C4植物葉肉細胞葉緑体におけるH+/ピルビン酸共輸送

青木直大、大西純一、金井龍二(崎玉大・理・生化)

10:30 3aD07 合成キノンを組み込んだPSI反応中心での電子移動:ピコ~マイクロ秒高速分光測定による解析

伊藤繁、熊崎茂一¥岩城雅代、神取秀樹1、吉原経太郎1 (基礎生物研、 E分子科学研)

10:45 3aD08 光化学系 Iフィロキノン結合部位への非キノン化合物の結合

岩城雅代、伊藤繁(基生研・細胞内エネルギー変換)

11:00 3aD09 エ テル アセトアルデヒド処理法による Chl司 a/P700比が5・7の光化学系 I粒子の調製

池上勇、伊藤繁1 (帝京大・薬、 1基生研)

11:15 3aD10 Anabaena variabi1is ATC口 9413のPsaC欠損変異株からの光化学系 I複合体の単離とそのサプユニ

ット組成

鴎池公毅u、R.Mannar Mannan 2、加藤栄1、HimadriPakrasi' C東大・理・植物、

含WashingtonUniv.， Dept. Biol.) 

11・30 3aD11 光化学系 I標品の光阻害について

馬場恭子、和田敬四郎、星名哲(金沢大・理・生物)

11:45 3aD12 葉緑体におけるサイクリックおよびノンサイクリック電子伝達系の相互作用

小林善親、 U.Heber 1 (九大・農・林学、 1ヴェjレツプルグ大)

12:00 3aD13 NADPHとフェレドキシンによるプラストキノンプルの酸化還元調節

豆里担二、UlrichSchreibert， Ulrich Heber1，浅間浩二(京都大・食研、 lWurzb町S大・植物

研1)

12:15 3aD14 葉緑体のスーパーオキシド生成活性の炭酸イオンによる調節

畑中覚、村田善則、高橋正昭(甲南大・理・生物)

E会場蛋白質・酵素(1)

9:00 3aE01 ユリ花粉から単離した雄性配偶子細胞の生化学的特性

主旦皇、上回健治、川上直人¥田中一朗(横浜市大・文理・生物、 E横浜市大・木原生研)

9:15 3aE02 植物のアスコルビン酸酸化酵素遺伝子の構造と発現

木須康智、後藤美和、加藤直洋、江坂宗春(広島大・生物生産)

9:30 3aE03 部分2倍体を用いた Rhodobactercapsulatusの生育に必須な7鉄フェレドキシン Hの構造一機能解

析系の構築と応用

末次由実、佐伯和彦、松原央(阪大・理・生物)
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9:45 3aE04 

10:00 3aE05 

10:15 3aE06 

10:30 3aE07 

10:45 3aE08 

11・00 3aE09 

11:15 3aE10 

11:30 3aE11 

11:45 3aE12 

第 3日 3月31日(水) [午前の部]

管状要素分化過程で発現する細胞壁結合性ペルオキシダーゼアイソザイム (P1-P5)の分離及びそ

の性質の解析

佐藤康、杉山宗隆、駒嶺穆、福田裕穂(東北大・理・生物)

テンサイ肥大根のシンク活性と糖代謝活性の関連

川口健太郎、箱山晋、堅木育雄(北海道農試)

イネ培養細胞における UDPグルコ スピロホスホリラーゼの局在

木村信、三ツ井敏明¥松岡勉¥伊賀上郁夫1 (新潟大・自然科学・生命システム、 E新潟大・

農・農イヒ)

ゼンマイ胞子葉緑体からのプロテインキナーゼの分離

輿志平尚、水上史之、深海義親、井上弘(富山大・理・生物)

イネ飾管におけるタンパク質のリン酸化

中村進一、林浩昭、森敏、茅野充男(東大・農・農芸化)

ワカメ遊走子の膜結合プロテインキナーゼの可溶化とその性質

武藤尚志、湯浅高志、大森正之1(東京大・応微研、 1東京大・教養)

耐塩旺逗哀下手リエラのc';+依存性プロテインキナーゼと浸透圧ショックに応答したタンパク質

リン酸化

湯浅高志、武藤尚志(東京大・応微研)

テッポウユリの球根および花粉のミトコンドリア Fl・A胃 aseの比較

伊藤文、関谷次郎(京大・農・農化)

光化学系Hの表在性23-kDaタンパク質の変性体に特異的に作用するチラコイド膜プロテア ゼ

鈴木恒平、桑原朋彦(筑波大・生物)

F会場脂質・生体膿
9:00 3aF01 ハプト藻PavJovaJutheriにおけるベタイン脂質と脂肪酸組成

9・15 3aF02 

9:30 3aF03 

9:45 3aF04 

10:00 3aF05 

10:15 3aF06 

10:30 3aF07 

10:45 3aF08 

加藤美砂子、足立恭子、中西(羽白)京子、石垣英志、佐野浩(海洋バイオテクノロジ 研究

所・清水研究所)

ラン藻の脂質組成に対するグルコ スの影響

佐藤直樹(東京学芸大・生命科学)

葉緑体膜糖脂質生合成酵素の光および植物ホルモンによる活性化

太田啓之、下嶋美恵、増田建、塩井祐三、高宮建一郎(東工大・生命理工・生体機構)

糸状性ラン藻AnabaenavariabiJisの企12位脂肪酸不飽和化酵素の遺伝子

坂本敏夫¥和田元z、西国生郎日、大森正之ヨ、村田紀夫日('総研大、 z基生研、 3東大・

教養)

液胞膜W-PPaseによるプロトン輸送と低温ストレス

伊集院理江、笠毛邦弘1 (日本女子大・家政、 1農水省・食品総合研究所)

イネ培養細胞げ-ATPaseの再構成膜小胞における脂質流動性とW輸送能との相関

中村善行、笠毛邦弘(農水省・食総研)

ヤエナリ匪軸より精製した液胞膜W-ATP蹴の再構成膜小胞のW輸送能に対する脂質成分の影響

山西弘恭、笠毛邦弘(農水省・食品総合研究所)

セイヨウナシ果実のトノプラストにおけるW-A'官お巴の特徴

保坂正春、金山喜則、山木昭平(名古屋大・農・園芸)

11:00 3aF09 アカシヲF勾 peATPaseの動物細胞での発現と解析

庄野真理子、和田雅人、藤伊正(筑波大・生物)

11:15 3aF10 硝酸塩処理によるオオムギ根原形質膜ぽ輸送活性の増加

山下耕生、葛西身延、山本洋子、松本英明(岡山大・資生研)

11:30 3aF11 微生物由来の植物毒素、 syringostatin，syringomycin，syringotoxinの作用機構

蕪晃植、笠毛邦弘1、福地直之2、磯貝彰z、鈴木昭憲2 (理化学研究所、 1農水省・食総研、 2東

京大、農・農化)

11:45 3aF12 パッチクランプ法による高等植物原形質膜及び液胞膜のci'+チャンネルの記録

帳平、矢部勇、武藤尚志(東京大・応微研)
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第 3日 3月 31日(水) [午前の部] [午後の部]

12:00 3aF13 大麦葉組織のリン酸ホメオスタシスにおいて、液胞膜が果たす役割の検討

三村徹郎、横田悦雄、新免輝男、坂野勝啓¥沖原清司¥清田誠一郎1、矢崎芳明，(姫路工大・

理・生命、 1農水省・生物研)

12:15 3aF14 ニチニチソウ培養細胞のリン酸吸収に対する薬剤の効果

沖原清司、三村徹郎¥坂野勝啓(農水省・生物研、 2姫路工大・理)

12:30 3aF15 ベンケイソウ型酸代謝の概日リズムの制御とリンゴ酸輸送系

荒田博行、楠見健介、岩崎郁子、西村光雄(九大・理・生物)

G会場イオン輸送・電気生理
9:00 3aG01 ニチニチソウ培養細胞の細胞外酸性ホスファタ ゼの精製 11

城市篤、降旗敬、今井宏、桜井英博(早稲田大・教育・生物)

9:15 3aG02 ニチニチソウ培養細胞の無機リン酸取り込みー親和性の異なる2種類の成分の比較

降旗敬、城市篤、田中正浩、鈴木幹雄、桜井英博(早稲田大・教育・生物)

9:30 3aG03 バイオイメージングアナライザーを用いた36C1の分布

笛田和佐子、吉岡泉、平津栄次(大阪市大・理・生物)

9:45 3aG04 イネにおける NADH依存性グルタミン酸合成酵素の組織内局在性

早川俊彦、山谷知行、服部冬、前忠彦、小島邦彦(東北大・農・応用生物化学)

10:00 3aG05 イネ官官管液中の13kDaタンパク質のクロ ニングとその解析

石渡裕、川嶋一郎、本多親子、中村進一、林浩昭、森敏、茅野充男(東大・農・農イヒ)

10:15 3aG06 トビイロウンカに対する吸汁行動阻害物質トランスアコニット酸のイネ科雑草タイヌピエ中におけ

る分布と生産

且原真木、坂野勝啓1、佐藤守z、川北弘2、河部逗2 (岡山大・資生研、 1農水省・生物研、 z農

水省・蚕見研)

10・30 3aG07 シャジクモ節間細胞の膜電位に及ぼす局所麻酔薬の影響ー異なるpHoでの作用の程度の比較ー

大川和秋、野坂修一¥吉川清， (阪大・教養・生物、 1滋賀医大・麻酔、 2大阪成人病センタ

.麻酔)

10・45 3aG08 シヤジクモ潅流細胞のぜポンプ活性

筒井泉雄、大川和秋， (生理研・生体膜、 1阪大・教養・生物)

11 :00 3aG09 塩ストレス適応および非適応タバコ培養細胞の原形質膜のイオン選択性

村田芳行、吉橋学、小尾一郎、池田篤治、角谷忠昭(京都大・農・農化)

11:15 3aG10 汽水産車軸藻シラタマモ節間細胞の膨圧調節と細胞質pH

伺崎芳次、岩崎尚彦(大阪医大・教養・生物)

11:30 3aG11 シャジクモの水チャンネル特性

回沢仁、浅井一視， (福井工大・応用理化学、 1大阪医大、生物)

第 3日 3月 31日(水) [午後の部]

A会場分子生物学 (8) 
13:30 3pA01 ダイズ種子貯蔵タンパク質遺伝子の形質転換植物での発現:隣接遺伝子の発現に及ぼす効果とポ

ジションイフェクト

藤原徹、 RogerN. Beachy'(東大・農・農化、， The Scripps Research Institute) 

13・45 3pA02 ダイズ種子貯蔵タンパク質遺伝子の硫酸イオン欠乏応答

平井(横田)優美、藤原徹、森敏、茅野充男、内藤哲， (東大・農・農化、 1北大・農・応用生命

科学)

14:00 3pA03 アラビドプシス エチオニン耐性突然変異株におけるダイズ種子貯蔵タンパク質遺伝子の発現調

節

稲場久美子、平井(横田)優美1、茅野充男¥米田好文、内藤哲2 (東大・遺伝子実験施設、 I東

大・農・農化、 2北大・農・応用生命科学)
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第 3日 3月31日〈水) [午後の部]

14:15 3pA04 ケツルアズキのシステインエンドペプチダゼ(SH・日)の翻訳後プロセシングと細胞内局在性

岡本穂史、山内大輔、南川隆雄(都立大・理・生物)

14:30 3pA05 ケツルアズキのシステインエンドぺプチダーゼ(SH・町)遺伝子のタバコ植物体における発現

山内大輔、岡本龍史、南川隆雄(都立大・理・生物)

14:45 3pA06 インゲンマメのシステインエンドペプチダゼ(EP・C1)遺伝子5'上流域の解析

寺崎容子、小串泰之、西原昌宏¥森川弘首、山内大輔、南川隆雄(都立大・理・生物、 1広

島大・理・植物)

15:00 3pA07 パーティクjレガン法によるナタマメ種子タンパク質遺伝子の 5'上流域の解析

山本純子、西原昌宏¥森川弘道¥山内大輔、南川隆雄(都立大・理・生物、 2広島大・理・

扇「

B会場分子生物学 (9)
13:30 3pB01 西洋ワサビ・ペルオキシダゼ遺伝子発現の傷害誘導

河本朋広、河岡明義¥吉田和哉、関根政実、高野光男、新名惇彦(阪大・工・応生、 1山陽

国策パjレプ・生物研)

13:45 3pB02 タバコ PR1aタンパク質遺伝子の発現は負の制御を受けている

平佐聡尚、大島正弘、西宮聡、中村茂雄、大橋祐子(農水省・農業生物資源研)

14:00 3pB03 rd29遺伝子の乾燥誘導に関与するシスエレメントの解析

篠崎和子、浦尾さとみ、平八重貴美子、篠崎一雄(理研・植物分子生物)

14:15 3pB04 乾燥によって誘導されるシロイヌナズナの Atmyb2遺伝子プロモーターの解析

浦尾岡r・2、篠崎和子¥浦尾さとみ¥篠崎一雄1('理研・植物分子生物、 2，まくさん中研)

14:30 3pB05 シロイヌナズナ乾燥誘導性遺伝子rd22の組織特異的発現

岩崎俊介、篠崎和子、篠崎一雄(理研・植物分子生物)

14:45 3pB06 短時間の乾燥ストレス処理により誘導されるシロイヌナズナ遺伝子群の cDNAクロ ニングとその

解析

清末知宏、篠崎和子、篠崎一雄(理研・植物分子生物)

D会場電子伝達・呼吸
13:30 3pD01 SynechocystIs PCC6803メチルヴィオロゲン耐性株の単離とその性質

遠藤剛、浅田浩二(京都大・食糧科学研)

13:45 3pD02 NADP恒デヒドロゲナーゼに依存する Synechocystis6803のPSI-循環的電子伝達

14:00 3pD03 

14:15 3pD04 

14:30 3pD05 

14:45 3pD06 

15:00 3pD07 

15:15 3pD08 

米華玲、遠藤剛、 illrichSchreiber 1、小川晃男に浅田浩二(京都大・食研、 1Wurzburg Univ.、

2理研・太陽光科学)

プラストシアニンの部位特異的 mutantの作成

I..ee Byung Hyur11、日比野隆、高倍鉄子1、高倍昭洋(名城大・理工・化、 1名古屋大・農・生

化制御)

ダイコン葉フェレドキシンの複数成分とその構造

長井潔、小幡茂裕E、水上孝子1、先浜直子、新勝光(神戸大・理・生物、 1キシダ化学・研究

開発グループ)

地衣α'ad，加iavulcani Savicz菌体のチトクロム

藤原健智、浜出良二¥木下靖浩¥山本好材、吉村庸に山中健生(東工大・生命理工・

生命理、 2日本ペイント・中研、 z高知学園短大)

鉄酸化細菌 Thiobacillusferrooxi，ぬnsのFe2+酸化系の分子レベルでの研究

山中健生、甲斐正広、為我井秀行、矢野能弘、福森義宏(東工大・生命理工・生命理)

チトクロム dの電子伝達時に形成される遷移状態化合物の蛋白質問相互作用に関する電気化学的考

察

撰達夫、小津真一郎、和田正徳(鳥取大・工・物質工)

7・ピロニル・トリテルぺノイドサボニン(クロモサボニン1)の電子供与性

辻野義雄、鶴見誠二、大堺利行¥橋本徹2 (神戸大・自然科学、 1神戸大・理・化学、 2神戸

大・理・生物)
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第 3日 3月31日(水) [午後の部]

E会場蛋白質・酵素 (2)
13:30 3pE01 イネフェレドキシン-NADP+レダクタ ゼの器官特異的cDNAと分子的特性

青木秀之、土山直美、井田正二(京都大・食研)

13:45 3pE02 葉緑体内リポース・5・リン酸キナ ゼの精製とその性質

柴田均、秋好淳子、海嘉弘、落合英夫(島根大・農・応用生物機能学)

14:00 3pE03 ヘクソカズラからのフラボノール 0・グルコシルトランスフエラーゼの性質について

楊志慶、石倉成行(熊本大・理・生物科学)

14:15 3pE04 イネ培養細胞由来β・グルカンシンタ ゼs(GS-s)の可溶化と精製

栗林郁夫、森田卓也1、三ツ井敏明1、伊賀上郁夫1 (新潟大・自然科学、 1新潟大・農・応用生

化)

14:30 3pE05 イネ懸濁培養細胞培地中の β-1，3・グルカナ ゼ活性

秋山高、小池説夫‘(農水省・北海道農試、 1生物研)

14:45 3pE06 タチナタマメ由来α・マンノシダーゼの精製とその糖鎖型の推定

安楽城敬太、藤山和仁、吉田敏臣(阪大・工・生物工学国際交流センタ ) 

33 



座長表

日 時 講演番号 座 長 日 時 講演番号 座 長 日 時 講演番号 座 長

laAOト04 佐々木幸子 lpF05-07 西村いくこ 2pEOI-04 渡辺正勝

laA05-08 宇佐美昭二 3 
lpF08-10 菅原康剛 3 2pE05-08 永井玲子

laA09-12 長谷あきら 月 lpFl1-13 杉 山 宗 隆 月 午 2pFOI-03 水野孝一
午

laBOl-04 福田裕穂 29 lpF14-15 今 関 英 雅 30 2pF04-06 峰雪芳宣

laB05-08 小林裕和 日 lpGOl-04 上回純一 日 後 2pF07-10 馳沢盛一郎
後

laB09-11 森川| 弘道 〈月) lpG05-08 神 谷 勇 治
(火〉

2pGOI-04 保尊隆享

laCOl-04 松本英明 lpG09-11 兵藤宏 2pG05-08 谷本英一

午
laC05-07 森 敏 lpG12-14 神阪盛一郎 3aBOI-04 篠崎一雄

laC08-10 藤伊正 2aBOI-03 山田恭司 3aB05-08 酒井敦

laD01心4 嶋 田 敬 コ 2aB04-08 山本直樹 3aB09-13 岩淵雅樹

laD05-08 伊藤繁 2aB09-12 小俣達男 3aCOI-04 岡本尚

目リ
laD09-12 檎山哲夫 2aCOI-03 小池説夫 3aC05-08 山本良一

laEOl-04 柴田大輔 2aC04-06 吉田静夫 3aC09-11 辻 英夫

laE05-08 金井龍二 2aC07-1O 西 村 幹 夫 3aC12-14 飯 野 盛 利

3 laE09-11 和田野晃 2aCl1-13 林 秀JlIJ 3aD01-03 猪川倫好
午

laFOl-04 佐藤文彦 午 2aD01-05 徳宮光恵 3aD04-06 白岩善博
月 laF05-08 渡辺昭 2aD06-10 山本泰 3aD07-10 高橋正昭

laF09-12 高倍昭洋
3 

2aDl1-14 池内 昌彦 3aDl1-14 池上勇
29 3 

laGOl-04 東 四郎 2aEOI-04 門田明雄
目リ

3aEOI-04 武藤尚志

laG05-08 渋谷直人 目リ 2aE05-08 井上康則 3aE05-08 佐伯和彦
日 月 月

laG09-12 白 石 友 紀 2aE09-13 真鍋勝司 3aE09-12 井上弘

(月) lpBOl-04 杉田護 30 
2aFOI-03 田中修

31 
3aFOI-04 笠毛邦弘

lpB05-08 宮崎力 2aF04-06 竹葉剛 3aF05-08 佐藤直樹

lpB09-12 中村研三 日 2aF07-09 後 藤 伸 治
日

3aF09-12 西村光雄

lpB13-16 山 口 和 男 2aFI0-13 竹能清俊 3aF13-15 間藤徹

lpCOl-04 西沢直子 (火) 2aGOI-04 桜井直樹 (水) 3aGOI-04 坂野 !勝啓

午 lpC05-08 田中浄 2aG05-08 林 隆久 3aG05-08 岡崎芳次

lpC09-12 高倍鉄子 2aG09-12 西 谷 和 彦 3aG09-11 新 免 輝 男

lpC13-15 玉井直人 2pAOI-04 山内大輔 3pA01-03 南)11 隆雄

lpDOl-05 三室守 2pA05-09 平井篤志 3pA04-07 内 藤 哲

後 lpD06-1O 塩井祐三 2pB01-04 査 井 基 夫 3pBOI-03 |司 穆宏

lpDl1-15 松浦克美 午 2pB05-08 渡 辺 昭 午
3pB04-06 大橋祐子

lpEOl-04 江刺洋司 2pCOI-03 江 坂 宗 春 3pD01-04 撰 達夫

lpE05-07 大山卓爾 後 2pC04-06 高橋正昭 後 3pD05-08 和田敬四郎

lpE08-11 大森正之 2pC07-09 関谷次郎 3pEOI-03 新 勝光

lpE12-15 金山喜則 2pDOI-04 小野高明 3pE04-06 石倉成行

lpFOl-04 松岡健 2pD05-08 山下貌
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SlpAl 
M/G，刻における微小管構造変化のダイナミック

ス

呈E量豆、 駒沢盛一郎(東京大理植物)

植物細胞の発生成長分化を特徴づけるのは細胞壁

の存在であるが、この細胞壁のうち一次細胞墜の主

要成分であるセルロース微織維の配向は表層微小管

の方向によって規定される。では、この表層微小管

がどのように形成され、いかに配向されるかいう極

めて基本的な問題に関して、これまで相反する二つ

の仮説はあるものの、これまで全く答えられていな

L、。
我々は、高度に同調化させたタバコ BY-2稼の細

胞周期の進行過程を微小管の変化に着目して追跡し

ていたが、 K/G，期の境界において観察された微小

管の構造変化は極めて早〈、これまでどのような変

化が起こっているかは、ほとんど見過ごされていた

ことに気付いた。そこで表記の疑問に答えるべく、

H/G，期の微小管の構造変化を詳細に追求したとこ

ろ、少なくとも情造変化からは捉えるごとができる

という確信をもったので、ぞれに関する我々の根拠

を述べる。

この変化を要約すると、微小管は隔膜形成体の解

体により構造を失うが、その直後に核膜の表面に短

い微小管として形成される。この微小管は伸長し、

細胞の長輸に沿って、分裂面から遠心側に向うが、

細胞の端に到達する頃、分裂面付近でこの微小管と

直角に、やがて表層微小管となる微小管が形成する

となる。これまで観察されることすらなかった、 KI

G 1 期での微小管の構造変化のダイナミヅクスにつ

いて述へることを趣旨とするが、これらの新事実よ

り新たにいくつかの設問も登場しているのでそれら

を併せて考察する。ぞれらとは、 1) 微小管の配向

が 90度転換する機綱、のそのとき微小管形成中

心は、どうなっているか、 3) 他の細胞骨格系は、

どのように振舞うかである。これらを総合的に捉え、

横物細胞に特徴的な表層微小管の機能を考察する o
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SlpA2 
隔膜形成体の構造と機能

浅田哲弘、園部誠司、柴岡弘郎 (大阪大、理、生物)

隔膜形成体は、 (十)端を分裂面に置き(ー)端を娘

核に向けた2群の微小管から構成されており、漏壁成分を

分裂面に輸送する働きをもっと考えられている。 我々

は、隔膜形成体微小管の構築をつかさどる分子機構ならび

に、そのダイナミクスに焦点を当てて研究をおこなってき

た。

1)隔膜形成体微小管の滑べり運動

隔膜形成体の微小管構造のダイナミクスを導き出すー

っの試みとして、グリセリン処理によって膜透過性にした

タバコ培養細胞BY-2に蛍光チュープリンを導入し、隔

膜形成体における取り込みを解析した。 蛍光チュープリ

ンの取り込みは隔膜形成体の赤道部、すなわち分裂面に位

置した微小管の(十)端恨tlで強くおこり、途中から蛍光標

識していないチュープリンに置き換えると赤道部の蛍光領

域は2本に分離した。 この結果は、隔膜形成体の2群の

微小管が、各々(十)端の重合に伴って(一)端方向に滑

り出していることを示している。 さらに、ヌクレオチド

類似体を用いた実験から、この微小管の滑り運動カむlP、

もしくはAlPを基質とするような微小管モーター蛋白質に

よって駆動されていることが示唆された。

2)隔膜形成体から単離された 120即 a微小管モーター蛋

皇賞

上述の結果に基き、隔膜形成体からの微小管モーター

蛋白質の単離を試みた結果、単離隔膜形成体から得た抽出

分画には、分子量約 120kDaのヌクレオチド感受性微小管

結合蛋白質が存在することが分かった。 部分精製標品を

用いた motilityassayの結果、 120kDa蛋白質は MgAlPあ

るいは M凶lPの存在下で脳由来の微小管を(ー)端方向

へ0.02P.m/s配という速さで滑走させる活性をもつことが分

かった。 この蛋白質の一次構造を明らかにする一方で、

1 )の滑べり運動との関係を明らかにしたいと考えてい

る。



SlpA3 
分裂準備帯(preprophase凶凶)の構造と機能

峰雪芳宣 (広島大-理・植物)

分裂準備得は細胞周期のG2から分裂前期にみられる，主に

微小管の東によって情成される細胞内情造である.分裂準備帯

の微小管は細胞膜のすぐ内側を待状に走っており，その位置が

将来新生される細胞板が親の細胞墜と接続する予定の位置(分

裂予定位置)と一致するととから，分裂準備帯は細胞板の正し

い位置への挿入K関与する重要な情造と考えられている.しか

しその機能についてはまだ不明な点が多い.そ乙で，タマネギ

の板端分裂細胞と子葉の表皮細胞，ムラサキツユクサのおしべ

の毛の細胞及びホウライシシダ原糸体細胞を使った我キの実験

結果を中心LC.分裂準備帯の情造と機能について検討する.

分裂準備微小管帯は，まず帽の広い帯として出現し，次にζ

の微小管帯が束化して，幅の狭い成熟した帯になる.分裂面が

前の分裂の分裂面の方向と異なるような細胞分裂の場合，微小

管は幅広分裂準備帯形成時期になって初めて新しい分裂面の方

向に並ぶ.また，幅広微小管稽が収束する過程がサイトカラシ

ンで特異的Ks.且害され，不等分裂では， ζの薬品によって分裂

面の位置も影響を受ける .ζの乙とから，分裂準備帯形成過程

は，幅広徴小管帝形成による細胞内での分裂面の方向を固定す

る段階と，それが収束して最糊守な分裂面の位置を決定する段

階とからなっていると考えられる.不等分裂を行う細胞を分裂

準備帯形成の前の時期にあらかじめ遠-L:処理で核を変位させて

おくと，分裂準備期K核の周りと不等分裂の正しい位置との2
個所K微小管帯が形成される.乙のととは微小管帯形成が，核

またはその近傍によって影響をうげる場合と，桜と無関係に形

成される場合があるζ とを示唆する.分裂準備帯が成熟した後

二つの極を持つ紡錘体が完成する.乙の時期になると紡錘体の

極と分裂準備帯を連結する微小管が観察される.そのため，乙

の時期には，核がζの微小管によって支持されている可能性が

考えられる.ζのととは，細胞を押し演すとしばしば骸K微小

管帯が付随したかたちで分離できる ζ と(Wickand以mi配

1983)と， ζの時期.核を移動させるのに要する遠心力が大き

くなるζとから支持される.現在知られているすべての分裂準

備帯で，帯は紡錘体と垂直な位置を保っているとから，分裂準

備帯が紡錘体形成Kも重要な役割を行っている可能性も考えら

れる.乙のζ とはサイトカラシンで微小管帯を変形させた場合

紡錘体形成が遅れるという結果からも支持できる.また不等分

裂する細胞を逮-L.'拠理するととによって二つの微小管帯を誘導

する条件下では，前中期になると，骸の周りの帯は消失するが

核から離れた位置の帯は残る.現在， ζの微小管帯から紡錘体

への微小管の転移と働i、管帯にみられる他2キナ ゼホモログ

との関係について検討中である.

微小管手持は分裂中期までK完全に消失するが，細胞板はその

位置を認識して正しく挿入される.そのため，微小管帯が存在

している問に何らかの因子がζζK貯えられ.後K細胞板を正

しい位置に誘導すると考えられるが，まだその実体は不明であ

る.我hの実験では，乙の分裂予定位置に貯えられる因子とし

て，細胞板を正しい位置に導く因子だけでなく，その後の細包

板の成熟に関与するものもあるζとがわかった.
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SlpA4 
細胞壁構築における細胞骨格の役割

水田俊、奥田一雄 (高知大・理・生物)

植物原形質膜におけるセルロースミクロフィプリル

(MF)の形成方向が、個々の細胞質表層微小管 (MT)

により平行的に誘導されるという考えはすでに定着して

いる。この場合、 MFとMTは常に平行配列をする。し

かし、多核巨大細胞性緑藻 (Bood担皇，血盟担血豆~.Valo

U呈.!ill旦盟盟国主.chaetomofDhaなど)では、 MFとMT

は必ずしも平行ではなく MT細胞骨格全体としてMFの

配向を制御する。ここでは、 MFの直交配向を示すフイ

ラメンタスな①B旦邑旦，出盟盟血丘~. chaeto皿OfDha及

び、へリコイド配向を示す②B旦旦堕盟主におけるMF配

向の制御について考察する。

①のプロトプラストが形成する細臨壁MF配向は、培

養2h.6h. 12hでそれぞれランダム、へリコイド、直

交変換を示す。その後、直交MFの経線方向に成長が起

こり MFは葉状体の輸に対して直交変換を繰り返す。一

方MTは2-6hでランダム、 8-1 Ohで経線方向に配

向し、明瞭な極分化を示す。成長は極性方向におこり、

MTは細胞長軸方向のみに配向する。この場合、 MF配

向がMTにより方向づけられるとは考えにくく、特定の

MFパターンは全体としての細胞骨格により反映される。

①の葉状体を 3μMアミプロフオスメチル (APM)

で処理すると、 MT密度は2hで半減し、この時MF配向

は長軸に対し横のみとなる。このMT密度は8hまて犠き、

MFは横のままである。その後減少し、 24hで完全に消

失する。この間、及び消失後のMF配向はへリコイドで

ある。 APM解除におけるMT密度と MF配向の関係も

ほぼ同様の傾向がみられる。このように、特定のMF配

向は細胞骨格を構成するMT密度に依存する。

このようなMT骨格と MF配向を結ぶ接点についての

解析はまだ不十分であるが、少なくとも原形質膜の流動

性が関係することは間違いない。 MF配向がへリコイド

である②のMTは、不動胞子期間中はすべてランダムで、

成長した葉状体では長軸に配向する。その密度は一貫し

て低く、①におけるへリコイド形成時の密度とほぼ等し

い。フリーズエッチイングによる原形質膜上のセルロー

ス合成酵素複合体 (TC)の周辺微細構造は、 TCが膜

流動によりその移動方向の修正を受けると考えられる知

見を与える。①にサイトカラシンB(10-20μM)を注入す

ると、へリコイド配向がランダム配向に変わる。 MFの

へリコイド配向を導く原形質膜の流動性にはMT以外の

細胞骨格が関係するのかも知れない。



SlpA5 
原形質流動の機構:モ タ一分子であるミオシンの単離と

解析

進国且撞1、河野匡2、新免輝男1 (姫路工大・理・生命1、
東京ガス・フロンティアテクノロジー研究所り

植物細胞において、膜系及び物質の輸送(原形質流動)
には多くの場合アクチンーミオシン系が関与していると考

えられている。アクチンに関しては、抗体や蛍光試薬でラ

ベルしたファロイジンを用いた蛍光染色法による細胞内局

在、またアクチン繊維の脱重合剤であるサイトカラシンに

よる原形質流動の阻害実験など、形態学あるいは生理学的

研究が様々な植物細胞で行われている。しかし原形質流動
を担うモータ一分子であるミオシンに関しては、全くわか

っていないのが現状である。動物細胞あるいは粘菌等で

は、ミオシンが単離、精製され、生化学あるいは遺伝子レ

ベルでの研究が進んでいる。その結果、細胞内にはミオシ

ン!とミオシン 11の2種のミオシンが存在すること、ま

たそれらのミオシンの酵素的性質、あるいは細胞の移動、

形態変化、細胞質分裂、細胞小器宮の輸送等における役割

が明らかにされつつある。我々は原形質流動を担う"植物"
ミオシンの諸性質を分子レベルで-解明する目的で、ユリ花

粉管からミオシンの単離、精製を進めてきた。

花粉管から単離した細胞小器官を、車軸藻節間細胞のア

クチン東上に加えると、 ATP依存的に花粉管細胞小器官が

アクチン東上を滑走した。更に滑りの方向が、本来車軸藻

節間細胞内で観察される原形質流動の方向あるいは動物細
胞由来のミオシンでコートしたビーズの滑走方向と同じで

あった。このことから花粉管内で起こる原形質流動にも、

ミオシンがモ タ 分子として関与していることが明らか

になった。このミオシン活性は、花粉管を低イオン強度溶

液中で破砕することにより、可溶性画分に検出された。こ

の粗拍出回分から、ローダミンーファロイジンでラベルし

たトアクチンを用いた運動再構成系によりミオシンの運動

活性を追いながら、花粉管ミオシンの精製を行った。ミオ

シンはATP依存的にFーアクチンに結合することが知られて

いる。この性質を利用して、まず組抽出画分にニワトリ胸
筋から単離したF-アクチンを加え、 F-アクチンに結合した

成分をATPを含む溶液で抽出した。このATP抽出画分を、更

にハイドロキシルアパタイトカラム、ゲルろ過カラムを用

いて精製を行った。最終精製画分をSDS-PAGEにより分析し

た結果、ミオシン重鎖と考えられる分子量域には170-kDa

成分のみが検出された。更に170-kDa成分に対する抗体を

作製し、花粉管の全タンパク質に対しイムノプロッテイン

グを行ったところ、 170-kDa以上の分子量域に抗体と反応

する成分は存在しなかった。これらの結果から 170-kDa成

分が花粉管ミオシンの重鎖であると結論した。この花粉管

ミオシンのATPase活性は、ニワトリ絢筋から単離したトア

クチンにより数十倍活性化された。また運動再構成系によ

り、花粉管ミオユ/ンによるF-アクチンの滑り速度を解析し

た結果、速度は平均7.7 )Im/secであり、花粉管内で観察さ

れる原形質流動の速度(平均6.7)Im/sec) とほぼ同じであ

った。

以上の結果から、 170-kDa重鎖ミオシンが花粉管内の原

形質流動の分子モーターであると思われる。
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SlpA6 
担子菌ヒトヨタケにおける細胞骨格の遺伝学的解析

鎌田尭 (岡山大・理・生物)

担子菌ヒトヨタケは、その生活環の中で、細胞骨格が関係

すると考えられる細胞学的過程を数多く示す。二核化におけ

る核移動や二核菌糸における対合分裂など担子菌特有の著し

い核の運動、また子実体(キノコ)発生の際に見られる細胞

生長の様式の大きな変化などがその例である。これらの過程

は、オルガネラ運動や細胞形態形成における細胞骨格の働き

を解析するための一つの優れたモデ、ル・システムになりうる

と考えられる。我々は、ヒトヨタケにおげる細胞骨格の構造

と機能を研究するための一つの試みとして、微小管およびア

クチン樹監の構造と機能に影響を及ぼす突然変異体を分離し、

それらを遺伝学的、生化学的及び細胞学的に解析している。

微小管の構造と機能に影響を及ぼす変異体を得るために、

抗微小管剤ベノミルに対する耐性変異体及びその遺伝子外抑

制変異体を多数分献し遺伝分析を行った。その結果、微小管

に関係すると考えられる6座の遺伝子、 BENA，BENl主，

BEN旦，主EN旦，且IPA，且エPB，がみつかった。

これら 6座のうち、旦旦NAおよび亘E且旦は、それぞれβ

ーチュープリン (β1)およびαーチューブリン (α1)の

構造遺伝子で、あった。残る4座の遺伝子の産物は未だ同定さ

れていない。また、主ENA，旦五五♀を含むこれらの遺伝

子座における変異は多面発現し、ベノミルに対する感受性を

変化させると同時に、上記の核運動や細抱形態形成を阻害す

ることカfわカ為った。

アクチン繊維に関係する変異体を得るための一つの方法と

して、抗アクチン繊維剤サイトカラシンに対する耐性変異体

を分続することが考えられる。しかし、調査したサイトカラ

シンはいずれも野生型訴の生長を完全には抑制せず、サイト

カラシン耐性変異体を野生型椋から直接、誘発・分離するこ

とは困難であることがわかった。そこで、まずサイトカラシ

ンに対する超感受性変異稼を分離し、次にその変異株の遺伝

子外抑制変異体を分醸した。これまでに分析した抑制変異は

すべて同一座におけるものでトあり，サイトカラシンEに対し

て耐性を与えることがわかった。この遺伝子座における変異

は多面発現し、サイトカラシンE耐性を与えると同時に、上

記の核運動および菌糸細胞の隔壁 (crosswall)の形成を阻

止することがわかった。



S2aAl 

ラン藻のCOai.l糊鵬
小川晃男(理研、太陽畑斗学)

ラン藻はCOa漉縮機構 (CCM)を持っており、これによって

細胞内に外部浪度の数百倍浪度の無機炭酸 (COa+HCOa-• 
C1と略す)を蓄積する.ラン藻のCCMは光エネルギーによっ

て駆動されるC1輸送系とRubiscoを含むカルポキシゾームとか

ら構成されている.C1輸送系は光化学系Iのみで駆動され、

COaおよびHCOa-ともに基質となるが、細胞質内には

HCOょとして至I躍する. 細目鎖内に蓄積したHCOaーはカ

ルポキシゾームでカーポニックアンヒドラーゼ (CA)の作用

でCOaになりRubiscoによって固定される.最近、ラン漢の

CCMの分子生物学的側斤が急速に進展した.これは形質転換

可能な株、 SToeCsOCTstis PCC6803とSToecoococcus PCC7942、

からのCCM欠損変異株単離と分析によって可能になった.

CCM欠損変異株には、1)C1輸送体欠損株、 2)エネルギー

供給系欠損株、 3)カルポキシゾーム成分欠損株があり、いず

れの変異株も低COa濃度下では生育出来ないが、高COai昆度

下では野生株並に生育する.1)、2)の変異株は演者によっ

て初めて単離され、 3)の変異株は多くの研究者によって単離

されており、それぞれの変異株について変異遺伝子がクローニ

ングされている.2)については、 RKa、RKb、則、M55、持ndhK、持
ndhCがあり、いずれもNAD(P)Hdehydrogenaseのサプユニットを

コードする遺伝子に欠損をもっている.RKbおよびM9は00盟諸伝

子に欠損がある.この遺伝子は80個のアミノ酸からなる疎水

性の蛋白質をコードしており、大腸菌で作らせたこの蛋白質に

対する抗体はチラコイド膜とのみ反応する.一方、この抗体は

M55、M-ndhK、 M-ndhC(それぞれ、 odss，odlJK， odo舗伝子に変異

をもっ)のチラコイド膜とはほとんど反応しない.C1輸送は光

化学系Iの環状型電子伝達によって駆動される.従って、 NADH
deh1drogenaseは光化学系I環状型電子伝達系の必須成分である

と考えられる.1)については、最近単離した SCがある.こ

の変異株は野生株と同程度のHCOa-輸送活性をもっているが、

COa輸送活性は野生株の約1/3であった.SC変異株で変異し

ている遺伝子は451個のアミノ酸から成る親水性の蛋白質を

コードしている.この事はCO2輸送は膜結合性トランスポータ

ーによるものでは無い事を示唆している .3)の変異株はC1輸

送活性をもっており、高滋度のC1を細胞内に取り込むが、細胞

内に蓄積したC1を光合成によって固定できない.これらの変異

株はtypeIとtypeIHこ分類され、 typeIの変異株はいずもカルボ

キシゾームが変形または消滅している SToecoococcus PCC 
7492のこの種の変異株については、 roet.宣伝子の上撤去の遺伝子

群が変異をうけているが、 SToecsocTstis PCC6803では相当す

る遺伝子はrbc遺伝子の近傍に無い.typeIIの変異株では CA

の遺伝子が変異している SToeCsOcoccusPCC7942ではこの

遺伝子(icfA)はroc‘釦約20kbp下流にある.typeIIの変異

株ではカルボキシゾームの形は正常であるがCA活性は無い.

本講演では 1)、 2)の変異株を中心に3)の変異株および

それらを用いた最新の研究を紹介する.
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S2aA2 
C3

植物の窒素栄養に対する光合成の応答とその制御

機構

牧野周 (東北大・農・応用生化)

C
3
植物の単葉の光合成能力と窒素含量との聞には

高い正の相関関係が広く認められている。これは緑葉

の全窒素含量の約80~ が葉緑体の構成窒素に由来する

ことによる。しかしながら、葉の窒素含量あたりの光

飽和、大気条件下の光合成速度には有意な植物種間差

が存在する。なかでもイネとコムギが最も高い光合成

速度を示している。この穫間差は、 Rubiscoへの窒素

分配量(葉の窒素含量あたりのRubisco量)の違い、

Rubiscoの酵素的性質の違い、および気孔と葉内にお

けるCO
2

ガスの拡散抵抗の違いから定量的に説明され

る。例えばイネとコムギの場合、イネはコムギより窒

素あたりのRubisco含量が高く、また気孔伝導度も高

いにもかかわらず、 Rubiscoの比活性が低いゆえ、結

果として、葉身窒素あたりの光合成速度には差がなく

なっていることが定量的に証明されている。

多くの C
3
植物において、葉の窒素含量が増加する

と、その窒素含量に対するクロロフィル量比や電子伝

達活性比は一定であるのに、 Rubisco含量比のみが増

加することがよく見出だされる。しかしながら、コム

ギにおいてのみ、そのような窒素に対するRubisco量

の特異的な増加は認、められず、かわりにカーボニック

アンヒドラーゼが著しく増加する。このような違いが

あるにもかかわらず、ガス交換同化箱を用いた光合成

速度の測定結果は、コムギを含めた多くの植物におい

て、低CO
2

分圧の光合成速度と高CO
2

分圧の光合成速

度の比が葉の窒素含量に影響されないことを示してい

る。葉の窒素含量の変化に対するこのようなRubisco

とカ ボニックアンヒドラーゼの異なる応答について、

葉内でのCO
2

ガスの拡散の問題と生体内でのRubisco

能力と他の光合成の律速因子とのバランスに関連して

論議する。



S2aA3 
リン酸欠乏が光合成に友ぼす影響

臼田秀明 (帝京大、医、化学)

土壌中におけるリン酸の欠乏は植物の成育を制限

する大きな要因である。日本の水田のように長年の

多肥により土壌中のリン酸含量が'3，8%と高い値を

示す所もあるが、熱帯アジアでは殆どゼ口であると

いうように、地球全体を考えれば、リン酸施肥は今

もって不可欠なものである。また、地球上に存在す

るリン酸資源は今後の400年に必要なリン酸肥料に

匹敵するだけと言われている。自然界に於けるリン

酸の循環が、炭素、水素、酸素、窒素と較べると大

変長く、数百万年かかると言われていることを考慮

すると、リン酸資源を有効に利用し、リン酸による

環境汚染をも防ぐということは人類の大きな責務で

ある。

このような訳で、植物が、リン酸欠乏にどのよう

な戦略を立てて、適応しているかを理解することは

大変重要な研究テーマである。更に、植物カずどのよ

うに濃度勾配に逆らってリン酸を取り込むのか、ま

た、外界のリン酸欠乏をいかに感知しているかなど

未解明の興昧ある問題も山積している。

ここでは、 <A>植物のリン酸欠乏に対する

多様な適応の仕方 ((i)ホスファターゼやリボヌク

レアーゼの誘導により体内友び土壌中のリン酸化合

物の分解によりリン酸を得る、 ii)新たな代謝系の誘

導により低リン酸濃度に適応する、 iii)緩慢な生長に

より葉内のリン酸濃度の低下を防止する、 iv)下位葉

の老化促進により、上位葉へのリン酸供給を高める

等)について <B>リン酸欠乏の光合成(例えば¥

RuBPの再生速度やRuBPの炭酸固定反応)に友ぼす

影響について、また、 <C>細胞内のリン酸濃度が

直接あるいは、間接に酵素活性に及ぼす影響など

についての最近の研究を紹介する。
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S2aA4 
Source-sinkアンバランスによる光合成炭素代謝の

調節

沢田信一 (弘前大学・理，生物)

我々はダイズ初生薬の葉柄の基部に発根させて、

source器官としての一枚の薬と sink器官が根系だけ

からなる光合成source-sinkモデル植物を開発した。

このモデル植物を用いて， source-sink調節機構に

ついて研究を行なってきた。

モデル植物を連続照明下で、 sink-limit条件にす

ることによって、光合成のend-productinhibition 

が認められた。この光合成の end-productinhibi-

tionはchloroplastに蓄積した starchよりもむしろ

締胞質に蓄積した sucroseとより直接的な関係が認

められた。

Sink-limit葉のRuBP量はcontrol葉に比べて 4，6

倍に増加したが、 PGA量は低下した。また、 sink-

limit葉ではsucroseが蓄積した為に、炭酸固定か

らsucrose合成経路に懇げての中間代謝産物である

糖リン酸やヌクレオチドなどのリン酸エステルが

大量に蓄積し，この為に chloroplastおよびcytosol

中のPi量が低下したと考えられる。

Sink-limit葉の光合成C02固定速度の低下はRuBP-

caseの不活性化に起因していた。この不活性化し

たRuBPcaseはNa2HPO"とMgC12を含む溶被で、 C02が

無くても、活性化することが明らかになった。

ゲル議過よって C02とMg2+を除去し、不活性化し

たRuBPcase粗酵素のリン酸による活性化に要する

時聞は約5分であり、完全な活性化に必要なリン酸

濃度は約加Hであった。そして、リン酸によって活

性化した酵素活性は C02によって活性化した場合と

同じであった。また、活性化したこの粗酵素から Pi

を除去による不活性化と不活性化した酵素へのPi付

加による活性化は完全な可逆性が認められた。

薬中の無機リン駿と全リン酸の定量結果から、

sink-limit薬中の無機 1)ン酸量の低下は、主とし

て、エステル化リン酸量の増加によることが認め

られた。また、計算された sink-limit葉中の活性

化リン酸濃度は約3mMで、あった。

以上の結果から、 sink-limi t条件下に置かれた

植物においては、 RuBPcase活性の調節にリン駿が

重要な役割を持っていると考えられる。



S2aA5 
水ストレス下における光合成

ま乱--A..石原邦 (東京農工大・農)

植物の葉の光合成速度は土壌水分が低下すると減少するが，

土壊水分が十分にあっても蒸散の著しく多い条件では減少する

ことがある。このような光合成速度の減少は，葉内水分の低下

を通じて，あるいは葉内水分が減少しなくても空気湿度の低下

によっておこる。葉内水分が減少したり，空気湿度が低下した

時には気孔が閉じ，葉内へのC02の供給が減少するとともに，

葉緑体の光合成活性も影響を受ける。水ストレス下における光

合成速度の減少に対して，気孔の閉鎖と葉の光合成活性の低下

のいずれがもっとも大きく関与しているかを明らかにすること

は水ストレス下でも光合成速度を高く維持できる植物育成の基

礎として重要である。

気孔の閉鎖と葉の光合成活性の低下の光合成速度に及ぼす影

響の相互関係は，同化箱法で光合成速度，気孔伝導度を測定し，

葉内のC02濃度 (Ci)を求めることを通じて検討され.さ

らに、みかけの光量子収量あるいはみかけの炭酸固定効率の測

定を通じて追究されてきた。その結果、 (i)空気湿度の低下に

よっておこる光合成速度減少の主たる要因は気孔が閉じること

にーある (ii)葉の水ポテンシャルの低下によっておこる光合成

速度減少の主たる要因は、水ポテンシャルの比較的高い葉では

気孔が閉じることにあり、植物の種類によって異なるが，水ポ

テンシャルが 0.5~ー1.0 MPa以下に低下した葉では葉の光

合成活性の低下にある;ことなどが明らかにされてきた。

最近葉身内の気孔の閉鎖程度が均一でないことが指摘された。

これを生育条件に着目して検討したところ，空気湿度の高いフ

ァイトトロンに生育したヒマワリの葉にアブシジン酸 (ABA)

を処理すると，気孔閉鎖は不均一(パッチ状)におこったが，

野外に生育したヒマワリでは不均一な気孔閉鎖は認められなか

った。このような気孔閉鎖の不均ーがCi.光合成速度，拡散

伝導度の関係に及ぼす影響を検討した。 Ciと光合成速度の関

係は，均一に気孔が閉じる野外に生育したヒマワリでは ABA処

理によっても変化しないが，気孔閉鎖が不均一におこるファイ

トトロンに生育したヒマワリでは ABA処理によってCiが等し

くても光合成速度は低くなった。拡散伝導度と光合成速度の関

係にも両ヒマワリの聞に明らかな相違があった。以上の結果は

気孔の閉鎖程度が均一でない葉ではCiを著しく過大評価され

ることを示している。

つぎに，水ストレス下で気孔閉鎖の不均ーがおこるか否かを，

潅水を停止し，土壌水分を減少させて検討した。種々の葉内水

分においても両ヒマワリともパッチ状の不均一な気孔閉鎖は認

められなかった。したがって，拡散伝導度と光合成速度との関

係には相違がなく Ciも過大評価されることはなかった。以

上の結果から，土壌水分が減少しておこる水ストレス下では生

育条件に関係なく従来の方法でCiを求めることができること

がわかった。

光合成速度に大きく影響する気孔の開閉の水ストレスに対す

る反応は植物の種によって大きく異なり，一般にイネ科植物は

双子葉植物に比較して葉の水ポテンシャルの低下に対して気孔

の反応カ噸感である。水ストレスに対する気孔反応の種間差に

関わる要因の検討が今後必要と考える。
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S2aA6 
光合成系の環境応答が適応的であるのはどういう場合か

一一生態学の立場から

彦坂幸毅，主皇ニRB.加藤 栄(東京大・理・植物)

植物の葉や葉緑体の光合成特性は，生育する環境条件に

よって異なっている.たとえ同種の植物でも，異なる環境

条件下で栽培すると，光合成系に変化が生じる場合が多い.

しかし，生育環境の変化に応じておこる光合成系の変化が，

全て適応的であるとは限らない.いったいどのような場合

に適応的であると言えるのだろうか.

「順化」や「適応Jと言う言葉は，生理学の分野でもよ

く使われている. 11憤化とは，生育環境に対する主として生

理学的応答の変化， habituation，を言う.一方，適応、は，

広義には順化の意味も含み得るが， (進化)生態学におい

て用いる場合には，遺伝する，その個体の適応度(次世代

の遺伝子プールへの貢献〉を大きくする性質を意味する.

したがって，その個体の適応度の上昇に貢献する性質以外

は，適応的であるとは言えない.

ところが，光合成系の変化と適応度との関係を求めるこ

とは，実際にはかなり難しい.したがって生理生態学の分

野では，ある形質の個体の適応度への貢献を測定するかわ

りに，その形質をもつためにかかるコストと，その形質に

よる利益(ベネフィット〕を物質経済学的に検討すること

が多い.

本講演の前半では，物質経済学的アプローチをとった研

究例として，

1 )水利用効率を最大にするための光合成にともなう気孔

開度の制御

Cowan IR (1982) Encycl. Plant Physiol. Vol 12A. 
pp.589-613. Springer. Berl in 

2 )葉緑体の光環境への順化

Terashima 1 and Evans JR (1988) PCP 29:143-155 
Evans JR and Seemann JR (1989) Briggs WR ed. 

Photosynthesis. pp.183-205. Alan R. Liss. New 

York 
Hikosaka K. Terashima 1 and Katoh S 投稿準備中

3 )植物群落内部の光環境と光合成活性の分布

Hirose T and Werger WJA (1987ab) Physiol Pl 70・

215-222. Oecologia 72:520-526 

を紹介する.

3 )の研究によって，群落の光合成系の構造が，光や窒

素栄養の利用に関して効率よいものであることが明らかに

なった. しかし，群落光合成系の形成には，光，老化，窒

素栄養などの要因が複雑に絡み合っている.これまで，こ

れらの要因が群落の光合成系形成に果たす役割は明確では

なかった.われわれは，アメリカアサカ。オ(注盟盟主 L工i-

color Cav.)を水平なネットの上に栽培し，各葉の光環境

を制御できる系を用いた実験を行い，これらの要因の群落

光合成系形成への効果を分離することに成功した.本講演

の後半では，この研究の結果を紹介したい.

Hikosaka K. Okada K. Terashima 1 and Katoh S (19 

93) Yamamoto. H. ed. Photosynthetic responses 

to the environment. Amer Soc Pl Physiol.印刷中.



S3aAl 
ラン藻ル~ecóococcus PCC 7942の硝酸同化とその調節機構

小俣達男(名古屋大・農・農化)

高等植物、藻類、ラン藻などの光合成細胞における N03 の

吸収、還元、同化は、光合成電子伝達反応から供給される還

元カとATPによって駆動される光合成過程であり、 N03 の供給

速度や還元型窒素源である NHどによって制御されるだけでな

く、光条件やCO2の固定速度に応じて調節されている。したが

って硝酸同化系の全構成成分を明らかにし、それらの活性調

節の機構を解明することは、光独立栄養細胞の代謝の特質を

明らかにする上で重要な課題である。本講演では、演者らの

研究結果を中心に、ラン藻の硝酸同化に関わる遺伝子群とそ

の発現制御、および posttranslationalな硝酸同化活性の

調節についての研究の現状を紹介する。

硝酸同化反応は(1)N03 の細胞内への取り込み、 (2)N03 の

N02 への還元、 (3)N02 の NH4十への還元、および (4)NH4 +のグ

ルタミンへの固定、の4段階から成っている。 (2)，(4)をそれ

ぞれ触媒する硝酸還元酵素とグルタミン合成酵素の遺伝子

(narBと11nA)は既にクローンイじされていたので、演者らは

(1)のN03 能動輸送体をコードする4つの遺伝子(nrtABClJ)と

(3)の亜硝酸還元酵素遺伝子 (nIrA)を同定、クローン化し、

ラン藻の N03 輸送体が生物界に広く分布するABC(ATP-Bind-

ing Qassette)型輸送体の一つであること、ラン藻の亜硝酸還

元酵素が高等植物葉緑体のものと相同であること、およびこ

れらの遺伝子が narBとともに nIrA-nrtABClJ-narBの順でオ

ペロン (nIrAオペロン)を構成していることを明らかにした。

ラン蕩の硝酸同化系の発現は NH4+の添占瓜こよって抑制され

るが、我々はこれが nIrAオペロンの転写の限害によるもの

であることを確認した。一方、アンモニアのグルタミンへの

固定を MSXで阻害するとnIrAオペロンの転写は活性化され

た。転写の阻害、促進を誘導する最初のシグナルの同定はこ

れからの課題であるが、細胞内グルタミン濃度がNH4+添加に

よって速やかに上昇し、 MSX添加によって低下するので(鈴

木石根他、本学会)、これがnIrAオペロンの転写調節に関わ

っている可能性がある。 nIrAオペロンの転写調節因子として

ntcA (Vega-Palas et al，)が関与しているのは確実であるが、

11nB (Tsinoremas et al，)の関与の有無は不明である。また、

これらとは別に、演者らは nIrAオペロンのさらに上流域か

らこのオペロンの発現調節に関わる可能性の高い遺伝子を2
つクローン化している(堀江宣行他、本学会)。

硝酸還元系が発現し、 N03を還元、同化して生育している

ラン藻細胞を炭素源の欠乏条件下に置いたり、あるいはNH4+

を添加して窒素過剰の杭態にすると硝酸還元反応は直ちに停

止する。これは N03 輸送体の活性の阻害によるものと推定さ

れているが、 N03 輸送体のサプユニヅトの一つであるNrtCは

他のABC型輸送体のサプユニットには例のない約400アミノ酸

残基からなるC末端ドメインを有しており、この部分がこのよ

うな活性調節に関与している可能性がある。
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S3aA2 
活性酸素解毒系酵素を強化した形質転換植物の開発

旦CTi主、青野光子、久保明弘、佐治光、近藤矩朗

(国立環境研究所)

植物が光合成をする過程で強い毒性穫である活性酸素の

生成は避けられない。植物は活性酸素毒性から自己防御する

ために巧妙な解毒系を駆使して、正常な生命活動を営んでい

る。しかし、植物が水欠之、低温凍結、栄養塩の過剰・欠乏、

紫外線、大気汚染といった容易に遭遇するような環境ストレ

スを受けると活性酸素の毒性で最悪な場合は枯死する。私達

は二酸化硫黄の植物傷害について研究を進めてきた。二酸化

硫黄に接触した植物は直ちに光合成阻害を受け、最終的に色

素分解を受け枯死するが、これらの傷害は活性酸素により引

き起こされることを証明した。また、低濃度二酸化硫黄によ

り活性酸素防御系酵素が誘導され、これが二酸化硫黄抵抗性

と関係していることも明らかにした。活性酸素解毒系酵素を

遺伝子工学的に強化した植物は大気汚染浄化に役立つと考え、

主にグルタチオン(GR)還元酵素に関する形質転換植物の開発

を行った。

植物のGRの遺伝子は構造解析がまだ十分に進んでいない

ので、今回は大腸菌のGR遺伝子を入手しタノてコに導入した。

これらの形質転換体と子孫において、大腸菌GRが存在してい

ること、 GR活性が対照に比べて明らかに高いことを確認した。

この形質転換体は細胞質で大腸菌GRを発現していることを確

認した。次にGRを葉緑体で発現させるためにGR遺伝子にマン

テマ・フェレドキシンのトランジットペプチド遺伝子を連結

しタバコに導入した。この形質転換体は確かに葉緑体で大腸

菌GRを発現していることを臨Eした。これら形質転換植物の

二酸化硫黄やパラコート抵抗性を調べた時に明らかに対照植

物よりも高いことを確認した。意外なことに、 GRを細胞質で

発現させた植物も葉緑体で発現させた植物も二酸化硫黄やパ

ラコートに対する抵抗性に差は認められなかった。オゾンに

よる植物傷害にも活性酸素が関係していると考えられてきた

が、ここで開発した形質転換植物はオゾン耐性を示さなかっ

た。二酸化硫黄とオゾンの植物に対する毒性は異なると恩わ

れる。



S3aA3 
葉緑体形質転換法によるクラミドモナス光合成遺伝子の機能の

解析

高橋裕一郎(岡山大・自然科学研究科)

単細胞の緑蕩クラミドモナス (Ch1amydomon世間凶ardtω は

従属栄養的に生育するため光合成に関する変異株が数多く単離

され、その生化学、遺伝学、分子遺伝学的解析が詳細に行なわ

れてきた.最近、 Boy.且旬且ら (1988)は、粒子銃を利用したク

ラミドモナス葉緑体の形質転換について報告し、導入されたD

NAは相同級み嘗えにより葉緑体ゲノムに組み込まれるため、

葉緑体遺伝子を特異的に形質転換できることが示された.葉緑

体ゲノムにはいくつもの重要な機飽を持つ光合成遺伝子がコー

ドされ、またその線路が明らかにされていない多くの遺伝子や

ORFも存在する.これらの問題を研究するため、葉緑体形質転

換は有効な手法の一つであると考えられる.

葉緑体形質転換にはいくつかの選択マーカーが用いられてい

るが、ここではGoldschmidt-Clermont(1991)が開発したスト

レプトマイシン/スベクチニマイシン耐性カセット (aadAカセ

ット}を選択マーカーとして用いて、クラミドモナスの葉緑体

光合成遺伝子を持入失活させた形質転換株の作成と葉緑体タン

パク質工学による光合成タンパクの改変について報告する.

l 葉緑体遺伝子の挿入失活

系 l反応中心の 2つの鉄硫黄中心AとBを結合するタンパク

をコードする佳正遺伝子とその下流に存在し共転写される 2つ

の読み取り枠ORF58とORF43をそれぞれ選択マーカーで挿入失

活させた形質転換株を野生株より作成し、それらの光合成に対

する役割を中心に調べた.鉄硫黄タンパクを失活させると系 1

の活性が失われ、さらに反応中心複合体も不安定になり、この

タンパクは系 1の活性だけでなく複合体の安定性の維持にも必

須であることが示された.ORF58は光合助活性には必要ないが、

タパコ、イネ、コケにも稲岡な読み取り枠が存在するORF43を

失活させると細胞の光合成的生育速度は野生株の半分に低下し

た.

一方、系 2反応中心にゆるく結合する小型の膜タンバクをコ

ードする笹主自重伝子を挿入失活させた形質転換株は、光合成

的にほとんど生育しなかった.ラン色細菌の同様の形質転換繰

は、光合成的によく生育することから、クラミドモナスではこ

のタンパクがより重要な役割を果たしているのかもしれない.

2 葉緑体タンパク質工学

タンパクの機能をアミノ酸レベルでの構造と関連させて論じ

るためには、そのタンパクの特定のアミノ酸を置換する方法が

有効である. 2つの鉄硫黄中心AとBの機能を解析するために、

E笠E遺伝子へ部位特異的突然変異を導入し鉄硫黄中心を結合

するシステインを置換した形質転倹榛を作成した.ここでは選

択マーカーは倍長遺伝子の上流に挿入した.f'専られた形質転換

株は、光合成的に生育できず、系 1~首位が特異的に失治してい

ることから、鉄硫黄中心を結合するシステインは系 1活性に重

要であることが示された.
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S3aA4 
葉緑体局在型グルタミン合成欝素による光呼吸経路の調節と光

障害の回避機構

竹葉 剛、木崎腕子 1 (京都府大・生科、 1京大・農)

光呼吸は、植物(特にC3植物)が、強光・低C0 2・高O2

条件のもとで、 RubisCOの oxygenase作用により生成する

C2化合物の代謝であり、光合成の効率を下げるもの、として、

一般には理解されてきた。ところが、光呼吸の起こる条件下で

光呼吸経路を止めるかまたは制限すると、植物は非常に光障害

を受けやすくなる、ことが明らかになってきた。

グルタミン合成酵素には、細胞質に存在する GS 1と、葉縁

体(プラスチド)に局在するGS2との、二つのアイソザイム

が知られているが、このうち、 GS2は、硝酸還元系で生成す

るアンモニアを同化する役割と共に、光呼吸経路において、ク

リオキシル酸のアミノ基のドナー (Glu、Ala)を供給すること、

グリシンから遊離するアンモニアを同化すること、の役割をも

ち、光呼吸経路の重要な keyenzymeの一つである。 GSの

活性阻害剤である methionine sulfoximine (MSO)をタバ

コの葉切片に与えて、光を照射すると、強光下では 2日ほどで、

薬は褐変し、細胞は死滅する。 MSO を与えても暗黒においた

ものや、水対照区のものは、もとの緑色のままである。

MSO を与え、 GS2活性を止めると、上記理由により、光

呼吸経路は回転しなくなるが、その結果、比較的すみやかに、

photoinhibition が観察される。この状態が一定時間続けは¥

光障害、すなわち、光合成装置の破援が進行する。 MSO を与

えなくても、通常のタバコ糞に強光を連続して照射すると、組

織内に次第にアンモニアが蓄積してくるので、 GS2活性が制

限となっていることがわかる。演者らは、イネ GS2遺伝子の

プロモーターが、アンモニアにより発現調節を受けていること

を見い出しているが、光呼吸条件下でアンモニアが蓄積するこ

とが、 GS2遺伝子の発現が光呼吸条件下で促進されることの

分子機構ではないか、と考えている。

光呼吸は、 RubisCOの carboxylase反応と oxygenase
反応とが、同じ活性中心で触媒されていること、 C3植物の糞

肉細胞内の CO2 濃度(約 8μM)が、 RubisCOの Km(10-
20μM)より低く、一方、 O

2
濃度(約 250μM)は、 oxy-

genase反応の Km (100-200μM)より高いこと、のため

に、避けることのできない過程であり、特に強光時や、乾燥で

気孔が閉じたときには、 CO
2
濃度が非常に低下するので、

oxygenase 反応、すなわち光呼吸が強くなる。もし光呼吸経

路が制限されると、 photoinhibitionさらには光障害へと進行

するので、光呼吸能力f高い方が光陣害耐性が高いともいえる。

もし、う切乎吸経路が光障害を避ける機構として機能しており、

その光呼吸経路の keyenzymeの一つがGS2であるならば、

GS2を増強すれば、それだけ光障害に耐性となる、ことカか、

待される。本報告では、イネGS 2 cDNAでタパコを形質転

換した結果について、報告する。



S3aA5 
トウモロコシ C4型PEPカルボキシラーゼ遺伝子の

タバコへの導入とその解析

土岐精一，小神浩幸，庄野真理子¥小池孝良柳沢

修-1泉井桂ヘ内宮博文， (北大.理.植物J筑波大

.生物森林総研.北海道支所大板市大.理.生

物J京大.農.応用植物東大.応微研)

C 3植物の光呼吸を減少させ光合成能を高める

ことは、農業上大きな課題である。このための分

子育種学的アプローチとして C3植物に C4型光

合成に必要な酵素を導入してC02の固定能を高め

ることが考えられる。しかしながらクランツ構造

を持たない C3植物に C4光合成の酵素を導入し

た場合 C4型の光合成が行なわれるか否かは未知

である。一方、最近 C3型植物であるイネにおい

ても穏では、 C4型の光合成が営まれているとい

う報告がなされている。このような状況のもとに

我々は、 トウモロコシの C4型PEPC遺伝子(フォ

スフォエノールピルビン酸カルボキシラーゼ遺伝

子、 Izuiら、 1986) をCaMV(カリフラワーモザイ

クウイルス)35 Sプロモーターに接続したキメラ

遺伝子を C3型植物であるタバコに導入する試み

を行なっている。

これまでの研究の結果、導入されたキメラ遺伝

子は安定に後代に遺伝し、又転写産物翻訳産物共

に確認された。 PEPCの酵素活性は1.5倍ー2倍に上

昇しており、反応速度論的解析からも Kmの低い

タバコPEPC由来(内生)と思われる活性と Kmの

高いトウモロコシPEPC由来と恩われる活性が見い

だされた。また、光補償点、光飽和点、 C02補償

点に関しては、形質転換体とコントロールの聞で

顕著な差異は見いだせなかった。

現在、光合成特性に関しては、さらに詳細な解

析を行なうと共に、温度、 C02条件を変化させた

場合の生育反応についても調査している。又リン

ゴ酸、アスパラギン酸の定量を行なっている。こ

れらの結果より C4型PEPCの形質転換体に与える

影響について論議したい。
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一般講演

第 1日 3月 29日(月〉
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一般講演

第 1日 3月 29日〈月〉 午前の部

A 会場

B 会場

C 会場

D 会場

E 会場

F会場

G 会場

分子生物学(1 ) 

分子生物学(2 ) 

ストレス(1 ) 
光合成 (1 ) 

代謝(1 ) 

オルガネラ(1 ) 

植物・微生物相互作用
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laAOl 
毛根誘発菌AgrobacteriumrhizogenesのV註A，V註G タンパク質
によるシグナル伝達と転写誘導機構

遠藤英樹、青山卓史、周一皇室 (京都大学化学研究所)

毛根誘発菌の病原性は植物シグナルによる Vlr遺伝子群の

誘導に起因する。このVlr遺伝子群の発現は二成分制御系

(Two-component regu1atory system)に属するVirA(センサータ
ンパク質)と Vil(J (転写因子)によって制御されている。

VirAは植物シグナルを認識して自己燐酸化され、その燐酸基
がVirGに伝達される。 VirA分子中には燐酸化に必要なキナ
ーゼドメイン以外に、他のセンサータンパク質群には存在し

ない転写因子の燐酸基受容ドメイン様の領域 (VGLドメイン)
が存在する。 VGLドメインの機能を明らかにするために、こ
の領域に変異を導入し invivoおよびm目的でその影響を調
べた。その結果、 VGLドメインの変異は、毛根誘発菌の病原
牲を低下させること、 VirAの自己燐酸化反応はほとんど影響

を受けないが、 VirAからVirGへの燐酸転移反応の効率が低下

すること、さらにVGL領域に燐酸基の転移が起こり得ること
が分かった。これらの事実から、この領域の機能と作用機構
についてのモデルを提出する。

一方V註Gの燐酸基の有無による機能の違いを調べるために

V誼Gにより誘導されるinvitro転写系を構築した。中性反応条
件下ではV包Gの燐酸基の有無による差は顕著でないが、酸性

条件下では燐酸化されたVirGの方が高いw・r転写誘導活性を示
した。またVlTプロモーター領域への親和性も燐酸化された
V註Gの方が高かった。これらの結果は毛根誘発菌内でのvir遺

伝子群の誘導が酸性条件化でのみ起こることと合致している。

laA02 
タバコ培養細胞における防御遺伝子の発現制御機構

鈴木馨、福田裕二、進士秀明(工技院、生命工学

研、植物分子生物)

植物は、傷害や微生物の侵入に際してその情報を植物

細胞が感知し、防御遺伝子を発現して対抗している。我

々はタバコ培養細胞を用いて、防御遺伝子の発現誘導機

構を解析している。酸性キチナーゼ遺伝子、塩基性キチ

ナーゼ遺伝子およびグルカナーゼ遺伝子、さらにシキミ

酸経路の鍵酵素である DAHP (3ーデオキシ-Dーアラ

ビノーヘプツロソン酸 7ーリン酸)合成酵素遺伝子は、

Phytophthora infestans由来のエリシターによって発現

が誘導されるが、各遺伝子ごとに発現誘導のタイムコー

スに違いがみられる。これら防御遺伝子の発現誘導のシ

グナル伝達機構を解析したととろ、その誘導はカルシウ

ムチャンネルブロッカーやびプロテインキナーゼ阻害剤

の添加によって低下した。また、 DAHP合成酵素は、

エリシターだけでなく傷害反応の細胞内伝達物質と考え

られているメチルジャスモン酸によっても誘導された。

それに対してキチナーゼとグルカナーゼではメチルジャ

スモン酸による発現の誘導はみられなかった。得られた

結果を元にこれら防御遺伝子の発現を制御するシグナル

伝達機構について考察する。
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laA03 
ISOLATION OF ARABIDOPSIS MUTANTS THAT ARE 

DEFICillNT町 PHYTOCHRO恥ffiA

AkiraNAGATANl， Jason W. REED1， Jωnne CHORY 1， Frontier 
Rese釘-chProgram， Riken Institute， Wako 356， lP1ant Bio10gy 
Labomtory，百leS剖kInstitute， San Diego， CA 9218ふ58∞

Phytωhrome is a photoreceptor protein， which mediates 
vario凶 photomorphogenicresponses of p1an凶 ωl泡ht. Recent 

biochemical and mo1ecu1ar bio10gical studies have demonstrated 

白atphytochrome is en∞dωby a smal1 gene 伽ni1y.Among白隠

members of the fami1y，山phyAgene encodes phytochrome A 

(phyA)， which is the predominant species in etiolatιd tissue and has 

been best-characterized in terms of its bi∞hemistry. To define a 

role for phyA， w官 iso1atednew mutants in Arabidopsis that were 

deficient in accumulation of phyA po1ypeptide. We screened for 

10ng hy戸lCoty1mutan岱 amongEMS-mutagenized M2 seeds under 
continuous far-red light and obtained 14 independent 10ng 

hypocoty1 lines. The phenotype was resωred wi出 biliverdin，a 

pre氾ursorof phyωchrome chromophore， in 7 of the 14 lines， 
suggesting白紙 theseare among出ealready characterized 10ng 

hypocoty1 mutants of Arabidopsis. In con位'ast，出ephenotype was 

bi1iverdin-independent in the other s酬明 lines. Immunob10t 

analysis with phyA・specificantibody demons佐atedthat phyA 

po1YI児'ptidewas not detectab1e in two of three 1ines examined. In 

∞ntmst，血e1eve1 of phy B wぉ normalin these mutants. We further 

fωnd出鉱山崎etwo mutations were recessive， and世lat由eyf，剖1巴d

ωcomp1ementωcho出er.地 ppingof山崎 mutations against the 
phyA gene is in progress. 

laA04 
PHYTOCHRO勘ffiRESPONSES OF ARABIDOPSIS MUTANTS 

T百ATARE DEFICillNT町 PHYTOCHROMEA 

Akira NAGAT AN1， Jason W. REED1， Jωnne CHORY 1， Frontier 

Research Program， Riken Institute， Wako 356， lp1飢 tBiology 

La加m回 y，ηleS剖kInstitute， San Diego， CA 92186-58∞ 
s巴veralphytochrome responses in the ne咽 Arabidopsis

mu回白山atare deficient in phytωhromeAωhyA)were∞mpared 

with those泊出ehy3 mutant， which was recentIy shownωbe a nu11 

mutation of the phyB gene (JWR， P. Nagpal， D. S. P，∞le， M. 
Furuya， JC， unpublished). A1though the new phyA-deficient 

mutants w釘eiso1ated on the basis of 10昭 hy戸泥沼tylphenotype 

under ∞ntinuous far-red light， the seedlings grown under white 
light were as short as白oseof the wi1d type. The response of the 

mutants ωcontinuous red 1泡htfor the inhibition of hy伊 coty1

e10ngation was qui総 normalwithin a range of 10・3ωIOW/m2，
whereas山 hy3mutant did not show significant response under恥

same conditions. The new mutants respondedωthe end-of-day 

far-red 1ight (EOD-FR) light佐eatmentsfor promotion of hypocoty1 

elongation as w官11，whereas山erespons氾 wasmissing in山ehy3 

mutanl Th凶，血.esehypocoty1 r巴spo岨鈴sap似沼rωbeunder contro1 

of phyB but not phyA. We further examined the greening 

responses in these mutants.百時 phyA mutants lost the abi1ity to 
de唱tio1ateafter 1ess time in出巴白rkthan the wi1d type. However， 

a red light pulse given priorω出e紅ansferof出eetio1ated sωd1ings 
to white 1ight potentiated the subsequent accumu1ation of 

ch10rophy11 as has been repo巾 dbo血 in血ehy3 mutant and the 

wi1d type. 



laA05 
フィトクロム Bによるアラビドプシス種子の精発芽の制御

篠村知子、長谷あきら1、JoanneChory'、古谷雅樹 (目立・基礎研、
1理研・フロンテイア、"IheSaJk Ins titute) 

アラピドプシス野生株のグノムには少なくとも3種類のフィ

トクロム遺伝子が存在する何ham:成 &Q凶 il，1989)。本研究の

目的は、いずれのフイトクロム分子種が種子発芽にどのように

関与するか解明することにある。最近、 hy3変異体がphyB遺伝

子座の変異であり、いくつかの系統は nullmutantであること

が塩基配列解析より明らかになった侭a対eta1. ，1992)ので、こ

れを用いてまず暗発芽についてフィトクロムの役割を調べた。

暗所で吸水させた野生株種子の発芽率は、種子採取持の光条件
により 30..(泊%であったのに対し、 hy3では5%以下であった。

暗所で 1時間吸水させた種子に赤色光あるいは近赤外光を5分

間照射した後、再び暗所におくと、野生株は赤色光照射で約90

%、近赤外光照射で約3%の発芽率を示し、その反応は光可逆

的であった。これに対し、 hy3はいずれの光照射処理でも 5%以

下の発芽率であった。同様の実験を、暗所で脱黄化する変異体

at1 (ChOI)' et a1.，1989)とat1!hy3ダブルミュータント (ChOI)'，

1992)で行なった。前者は以前報告されていた結果とは異なり、

光可逆的な発芽反応を示したが、後者はhy3と同様、光可逆的
な発芽反応、は認められなかった。これらの結果から、 1)アラ

ピドプシス種子の暗発芽率はPhyBの制御下にあり、 2)種子が

形成され乾燥する聞に生じたPhyBのP企は、種子の休眠中もPfr

のまま保存され、種子が吸水すると暗所でも発芽を誘導させる

シグナルを発し、 3)そのシグナル伝達経路はDET1の介在する

経路とは独立していることが明らかになった。

laA06 
ニチニチソウ同調培養系における植物サイクリン遺伝子の細胞周

期特異的発現

伊藤正樹1、大野剛義、坂部みどり、木下和久、畑信吾2、河内宏

2、橋本純治2、駒嶺穆 (東北大・理・生物、 1(現)名古屋大・

農・生化学制御、 Z農水省・生物研)

近年、酵母における細胞周期の特定の時期の進行にかかわる遺

伝子が数多く単離、同定されている。その中でM期の開始に必須

である分裂酵母のcdc2+遺伝子産物は、広い範囲の真核生物にお

いて、その相同遺伝子が同定されており、近年、高等植物からの

cdc2+ホモローグの単離が相次いで報告された。また、この

cdc2+遺伝子産物の活性化にはサイクリンとの複合体形成が必要

とされる。一般に、サイクリンは細胞周期中で量的に変動し、

cdc2キナーゼ活性を制御していることが示されている。最近、ニ

ンジンおよびダイズからサイクリンホモローグの単離が報告され

た。演者らは、ニンジンおよびダイズのサイクリンのcDNAをプ

ローフ'としてニチニチソウのcDNAライプラリーから二種のサイ

クリンcDNAを得た。塩基配列から予想されるアミノ酸配列は、

酵母など他の生物種のG2サイクリンと高い相向性を示すが、 A型

およびB型サイクリンに区別することは困難であった。また、得

られた二種のニチニチソウサイクリンのmRNAレベルの細胞周期

進行に伴う変動を同調培養系を用いて解析した。
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laA07 
ヲパコのサイヲリン cD N Aの単厳

直宜主ー盈J室、 燭ロ徳充、 河内宏 1、 新名惇彦 〈阪大・工・応用

生物、 1農水省・生物資源研〉

真鍍細胞の細胞周期において c d c 2 キナーゼとその関連ヲ

ンパヲが中心的な役割を果たすことが判明し、 細胞周期の制御

僚機に関する理解が急速に進展してきた. これらの cd k ファ

ミリーヲンパヲはセリンノスレオニンキナーゼ活性老有し、 サ

イヲリニノと複合体を作ることによってその活性が制御されてい

る. すなわち、 G Iサイヲリンと共役して G I / S闘の 移行を

制御し、 G 2サイヲリンとの共役により G2/M期の移 行が制

御されている. この制御健 111は 晶 ら ゆ る 真 核 細 胞 で 共 通の機構

と 考 え ら れ て お り 、 値物でも最近これらの細胞周期間違遺伝子

が単厳されたが、 詳細な解析は行われていない. 本研究では植

物細胞における細胞周制の制御償構を解明することを目 的とし

て、 "1"コ 〈吐よ主主主i旦旦a 主主主主主且旦〉 からサイヲリン cD N Aの単

離を試みた. まず、 サイヲリンボッヲスと呼ばれる保存領域内

に 1組のオリゴヌヲレオチドプライマーを合成し、 "1 J'(コ茎頂

組織の cD N Aを用いた PC R により増幅された DN A断片の

塩基配列を決定した結果、 4 グループに分額された. 各 クルー

フ の D N A断片をブロープにして cD N A ライアラリーをスヲ

リーニンクした結果、 3 つのグループから cD N A が単組され

た. そのうちの lつ、 Ntcyc29 は全長約 I.7 k bで、 <1 7 3 7 

ミノ敵残基からなるヲンパク貨をコードし、 ダイズのサイヲリ

ン (S 13 -6) とアミノ酸レベルで 5 <1 roの相向性老示すことが解

った.現在、 酵母の変異株を用いた機能解析を行っている .

laA08 
カゼインキナーゼII(CK-II)によってリン酸化される業縁

体DNA結合性polypeptide(p34)の生化学的特徴

金勝一樹，道家建二郎，大槻健蔵1

a宣実志養・生物衛生・遺伝生化)

前本学会俄本1卯 2)において，細胞増殖の誘導制御に重要な

生理的役割を演じているカぜインキナーゼ(CK・mと，その特

異基質である分子量34kDaのpolypept泌吻34)が，植物種に共通

して葉緑体画分に検出されることを報告した。そこで今回，

葉緑体の生理機能調節におけるCK・Hおよび同4の生理的役割

を明らかにする目的で本研究を行った。ホウレンソウの業縁

体{約笈均)よりl.OMKCIを含む緩衝液.(pH7.4)で抽出されるCK-

Eおよびp34は，各種カラムクロマトグラフィーおよ E舟王PLC

によって高度に精製された。葉緑体α.-llは.SI哩悶dex2∞pg

グル議過によりmOf悶lericなα型CK-ll(4倣Da)とholoel町 meであ

るα，PJ盟CK-ll(l50kDa)に分穫された。葉緑体における総CK-ll

活性の約90%はα型CK・II活性であった。さらにp34は，

①monomerであること，② α型およびαA型CK-llによりリン

酸化されること，③CK・E以外のキナーゼによって全〈リン酸

化きれないこと.@DNA結合性であること，⑤ CK-llによる

p34のリン酸化は，必聞AおよびssDNA存在下で著しく促進さ

れる(tl剖 Aでは促進効呆が認められない)ことなどが明らかに

なった。これらの結果は.p34はDNAと結合した状態でCK-ll

によって特異的にリン酸化されることを示している。現在，

p34のCK-llによる特異的なリン酸化が業縁体DNAの複製もし

くは転写調節で呆たす役割に視点をおいて解析中である。



laA09 
細胞増殖に関与するシロイヌナズナMAPkinaseの生化学

的解析

重旦町、 z、後藤由季子3、西田栄介3、篠崎和子1、岩崎俊

介1、林田信明1、鎌田博z、篠崎一雄 c理研・植物

分子、 z筑波大・生物、 3東大・生化)

MAPkin蹴は種々の細胞増殖因子の刺激で共通に素早

く活性化する4O-45KDaのセリン/スレオニンキナーゼで

ある。さらに細胞周期の弘樹にも活性化するなど広くさ

まざまなシグナル伝達系で機能することが明かになって

きている。

我々は高等植物シロイヌナズナからPCR法を用いて、

MAP kinaぉと相向性をもっ 2種類の cDNA

(AT岬'Kl，ATMPK2)を単離した。 ATMPKl，ATMPK2は

Xenopus MPK 1と約50%の相向性を示した。さらに大腸

菌内で発現させた不活性型Aτ'MPKl'A:百.fi>K2は、

Xenopus MAP kinase activa闘によりセリン/スレオニン/チ

ロシン残基がリン酸化され、 MBPk泊ase活性が上昇する

ことが分かった。また静止期のタバコ培養細胞 (BY引

を用いた解析により、 2，4・Dにより一過的にMBPをリン

酸化する活性が上昇することが明かになり、この活性

を含むBY・2細胞粗抽出液は大腸菌内で発現させた不活

性型ATMPKl・ATMPK2タンパク質をリン酸化・活性化

することが分かった。

laAlO 
植物の細胞増殖を制御する遺伝子の分離の試み

酵母変異株を用いてー
宇佐萎昭て、小島晶子、町田泰則
(名大哩生物〉

細胞増殖に関わるシグナル伝達系の研究は、主
に動物、酵母を用いて行なわれており、植物にお
いてはほとんど進んでいない。我々の研究室の坂
野らは、出芽酵母の細胞増殖に関連するシグナル
伝達系のプロテインキナーゼ遺伝子庇Uと機能的
に類似したA?IA宣伝子をタバコ植物より分離して
きており、植物における類似したシグナル伝達系
の存在が示唆されてL唱。 0992年度植物生理学
会、第15回分子生物学会)我々はそのシグナル伝
達系の他の遺伝子を分離してくる目的から、細胞
増殖に関わるシグナル伝達系の酵母変異株を用
い、タバコ培養細胞のcDNAライブラリーから、変
異をサプレスする遺伝子の分離を行なっている。
現在、 7種類の候補となるcDNAクローンが得られ
ている。全てのクローンの解析はまだ終っていな
いが、今までのところ、動物、酵母におけるシグ
ナル伝達系の遺伝子と類似したものは分離されて
いない。この方法の植物における有効性について
も検討する。
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laAll 
シロイヌナズナ低分子量GTP結合タンパク質遺伝子

のトランスジェニックタバコを用いた解析

主主豊皇、藤井伸id1、EvalourT. Aspuria1、松井南2、

野村信夫九石崎良太郎2、内宮樽文l

(北大・理・植物、 1東大・応微研、 2日医大・老研)

我々は、高等植物における低分子量GTP結合タンパ

ク質を介した細胞内信号伝達経路を明らかにするた

めに、シロイヌナズナや稲より数種類の低分子量

GTP結合タンパク質遺伝子を単離した。今回、シロ

イヌナズナのGTP結合タンパク質遺伝子の植物体内

での機能を明らかにするため、 トランスジェニック

タバコを作製し解析を行なった。その結果、本遺伝

子を過剰発現させた植物では、個体レベルでは、葉

が波打ち草丈がわいかするという形態変化が引き起

こされた。組織レベルでは、葉肉細胞の分裂異常と

表皮細胞の極端な小型化が観察された。この様な形

態異常は、 mRNAの転写量と比例関係にあった。ま

た細胞分画を行なった結果、シロイヌナズナのGTP

結合タンパク質の1つは膜に結合することが示唆され
ヴ

，~。

laA12 
1)ガンドとの親和力を利用した単量体GTP結合蛋白貨の

Expression cloning法

永野幸生、松野隆一、佐々木幸子{京大'.'食品工学)

リガンドとの親和力を利用した単量体GTP結合蛋白質の

Expression cloning法を開発した。強立の cDNAを含むプラス

ミドを持ったコロニーを約 1∞0個単位で培養し、細胞を溶解

した。この漕解液中のタンパク貨をSDS-PAGEIこ供し、ニト

ロセルロース膜ヘ移した。ニトロセルロース肢を[日・32p]GTP

とインキユベートし、 GTP結合活性を持った集団を見つけた。

この集団を今度は独立のコロニー約100倒単位で精饗して、

GTP結合活性を綱ぺた。同種!こしてコロニーの集団の数を10

個、 1個と減らしていき、単量体でGTP結合活性を持つ蛋白

貨をコード守る cDNAを含むコロニーを得た。 SDS-PAGEIこ

より、蛋白質を分園陸宮ることにより、 GTPの旗への非特異的

吸着を抑えることができた。この方法はリガンドとの親和力

を利用しているので、新規怠GTP結合蛋白貨を単厳できる可

能性がある。



laBOl 
酵母 Saccharo.ycesexiguusの宿主ーベクタ一系

久富泰資、畔柳聡、和田裕、森脇奈樹、壷井基夫(福

山大・工・生物工)

私達は、 Saccharo.yces属酵母における種の分化機

構を明らかにする目的で、パン酵母 S.cerevisiaeと

の比較のもとに S.exiguusの染色体編成及び遺伝子

機能の解析を行っている。両酵母は互いに接合を行わ

ない別種であるが、 α型性フェロモンに関しては交差

活性が認められる。

今回、私達は、 S.exiguus細胞内における遺伝子の

機能発現を検定する目的で、効率の良い S.exiguus 
の宿主ーベクター系の開発・改良を行った。

S. exiguusの形質転換においては、塩基性化合物の

一種ヒスタミンがプラスミドDNAの細胞内への取り

込みを促進すること、さらに宿主細胞の増殖ステージ

は比較的早い方が高い形質転換効率を示すことがわか

った。また、 S.exiguusの染色体DNA断片を持つ6

穫の高形質転換能プラスミドについて、 S.exiguus細

胞に対する形質転換効率及びプラスミドの細胞内安定

牲を調べた結果、これら 8種の断片は S.exiguusの

自律複製起点 (ARS)を含むこと、さらにそのうち

の2種は動原体配列 (CE N)を含むことが示唆され

た。

laB02 
Automatic Subc10ningによる丁iープラスミド自戴麓換ラムダ

フアージベクターの開発
宣車伍車、児玉浩明、射場厚、西村光雄仇州大・理・生物)

現在、遺伝子を単離する有力な手段の 1つとして
クロモソームウォーキングによるアブローチがシロイヌナズナで
試みられている。クロモソームウ才一キングを行なうには、
ターゲット遺伝子座の詳細なRFLP地図の作製とマッピング
された遺伝子座が存在するDNAクロー〉検察のための簡便な
植物への遺伝子導入システムが必要である。シロイヌナズナの
ゲノムには平均およそ 22 5 k bにつき 1つの RFLP
マーカーが見出されており、 YACやP1ファージを利用した
ライブラリーによってRFLP地図でのクロモソームウォーキング
が可能となりつつある。今回、我々は P1ファージ由来の
10 X配列を組み込んだラムダファージベクターを作製した。
このラムダフアージベクターを用いて作製した cDNAや

ゲノムライブラリーをYACクローンそプロープに用いて
スクリーニングした場合、得られたポジティブクローンを
c r e+の大腸薗稼に感染させるだけでシロイヌナズナDNA
の組み込まれた環状TiプラスミドDNAが得られる。ラムダ
ファージベクターはコスミドベクターに比べてサイズが小さいが
安定であり、また、このファージベクターから Auωmatlc
Subcloningにより得られるプラスミドはバイナリーベクター
pBI 1 21をベースとしているため大樋薗でもアグロバクテリア
でも増殖し、直接植物体へ導入することができるので、
相補性テストの大幅な簡素化が期待できる。
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laB03 
RFLPマップに基いたシロイヌナズナ葉緑体脂肪酸不飽
和化酵素遺伝子のクローニング

量畳」早西内巧，布施拓市，西村光雄， Sue Gibson' ， 
Chris So皿erville' 九大・理・生物ミシガン州立大)

葉縁体膜脂質の特徴として， 16:3や 18:3などの多不
飽和脂肪酸の含量が高いことが知られているが，そのこと
が高等植物の温度適応能力に重要な意味を持っと考えられ

ている。今回，我々はその主要な役割を担っていると思わ
れる葉緑体 ω-3脂肪酸不飽和化酵素に着目し，制限酵素

切断断片長多型 (RFLP)マッピングと酵母人工染色体
(YAC)によるクロモソームウォーキングを併用した新
しい手法により，同酵素をコードすると思われる cDNA
クローンを単離した。
単離されたcDNAクローンをアグロパクテリウムによ

る形質転換系を用いてシロイヌナズナ植物体に導入し，発
現させたところ，緑薬組織における 16:3および 18:3脂
肪酸のレベルが著しく増加した。
塩基配列から推定されたアミノ酸一次構造は，和田らに

よってラン羨からクローン化された皇室主遺伝子(1)の
コードする ω-6脂肪酸不飽和化酵素とおよそ30%の相
向性を示し，その中には， 12アミノ酸残基中 10残基が
一致する高い相向性領域が見出された。この領域は，高等

植物とバクテリアの脂肪酸多不飽和化酵素の共通した反応
機構に関与していると推定された。
1. H. Wada， Z. Gombos & N. Murata (1990) Nature 

347， 200-203. 

laB04 

溶原性ファージの特性を利用した根粒薗 の

遺伝子ベクターの開発

内海俊樹、東四郎、 阿部美紀子

(鹿児島大・理・生物)

クローパ根粒菌4S株を宿主とする溶原 性

ファージゆUは、そのゲノムDNAを宿主菌の

染色体にintegrateする。溶原化の際のファー

ジゆUのattP部位(宿主の染色体と組換えを

起こす部位)を同定、プラスミドpSUP202
にクローニングし、フラスミド、pCI6とした。

Tc耐性を選択マーカーとしてpCI6を4S株に

導入すると、 pCI6は根粒菌内では複製不可

能 で あ る に も か か わ ら ず 、 高 頻 度 でTc耐性

株が得られた。サザン法による解析にて、

これらのTc耐性株では、 pCI6が宿主染色 体

にintegrateしており、その位置は、ファー ジ

ゆUがintegrateする位置と同ーであることが

判明した。また、 pCI6はエンドウ根粒菌K5
株の染色体にもintegrateする事が明かとなり、

根粒菌の有用な遺伝子ベクターであること

が示された。



laB05 
高発現プロモーターを利用した外来遺伝子の発現

本皇正弘、字毎正志、村上高、光原一朗、西宮聡、広近洋彦、後重量洋子、

岡本穂次¥名取俊二・、中村茂雄日、本蔵良三・・、大栂祐子

(A水省怠業生物資源研、令東亜合成、・東大薬学部、・・宮媛県鹿業セン

タ一、}

大量発現を目的として縞物に外来遺伝子を導入する際、これまで構成

的で強い発現をするプロモーターとしてカリフラワーモザイタウィルス

の35S遺伝子のプロモーターが愚も頻繁に用いられてきた。我々は双子葉

植物で鍵能する、更に多量の発現を目的とした強力なプロモーターを構

築するため、種々の複合プロモーターを作製し、 GUSレポーター遺伝子と

繋ぎ、タパコ薫肉プロトプラストに導入して、その活性を検討した。そ

の結果、 35Sプロモーターと比較して10倍以上の活性を有するプロモータ

ーE211を得る事ができた。

プロモーターE211は.35Sプロモーターの-(12から-90の範囲を 2回重複

させ、さらにタパコモザイクウィルス由来の翻訳促進配列 (Q)を綾続

Lたものである。 E211の汎用性を調べるため、これを導入した形質転換

縞物でGUS活性を指標としてその発現を検討 Lたところ、 35Sプロモータ

ーと比べ発現の組織特異性はほぼ変わらなかったものの、発現量は十倍

以上に増大した。例えば35Sプロモーターでは殆ど発現が認められなかっ

た花粉等の組織でも明瞭な発現が検出できた。次にE211または35Sプロモ

ーターにホタルのルシフエラーゼ遺伝子を侵続Lタパコに導入し、得ら

れた形質転換タパコの葉柄からルシフェリンを吸収させたところ、 35Sで

は暗室中で肉眼でかす，かにその発光が確認できる程度だったが、 E211で

は格段に強い発光が認められた。またE211プロモーターの支配下にセン

チニタパエの抗菌性ペプチドをGUSとの融合タンパク質としてタパコで発

現させたところ、このペプチドの高発現によると考えられる興味ある現

象が認められた。このように、 E21lは高効率構成的発現プロモーターと

して有用性を持つ事が確認できた。

laB06 
タバコ培養細胞 BY-2核抽出液による無細胞転写系の開発

山口雄記、武田穣、今関英雅、山崎健一(名古屋大・農・

生化学制御)

高等植物遺伝子における転写調節の分子機構を解析する

ことを目的として、我々はタバコ培養細胞 BY-2より高純

度の核調製法を開発し、その核抽出液による無細胞転写系

を構築した。転写鋳型にはTC7遺伝子のTATAボックスと転

写開始領域のみをもっミニマル・プロモーターとその下流

にGフリーカセットを挿入したプラスミドを用いた。この

転写反応は、 RNAポリメラーゼEに依存し、正確な転写開

始を行った。

さらにこの転写反応はHeLa細胞由来の無細胞転写系より

もTATAボックス内に挿入した点突然変異に鋭敏に応答した。

また、 TATAボックスに依存した転写開始をおこなうには

核単難時にリン酸の添加が必須であったことから、正確な

転写開始には転写装置内のある要素タンパク質のリン酸化

が関わることが示唆された。

現在、この点と他の植物遺伝子プロモーターによる転写

反応や転写開始増幅因子TGAlaによる転写活性化などにつ

いて解析を進めている。
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laB07 
パーティクルガン法により得られた花粉由来のトランスジェニ

ックハプロイド植物の解析

西原昌宏、京正晴1、森川弘道 (広島大・理、 1香川|大・農)

我々は、乙れまでに、パーティクルガンi去により、マルパタ

バコ (#icoliaU3rusllu)未熟花粉に PlasmidDNA [pBN24 

(CaMV35S pro-upl/斤Noster， CaMV35S pro-，f"us-Nos ter) ] 

を導入し、ハプロイドトランスジェニック植物を得ている(植

物学会第51回大会発表済)。今回は、得られた 2系統のトラン

スジェニック植物について、解析した結果を報告する。

MUGを基質とした蛍光光学的GUSアッセイにより、 Line1の葉

では、非形質転換体の約300倍の酵素活性が検出されたのに対

し、Line 2では、非形質転換体のレベル以上の酵素活性は検

出きれなかった。また、 X-Glucを基質とした組織化学GUSアッ

セイにより、Line 1では、葉、茎及び根の維管束、琴片、花弁、

柱頭』乙GUS発現が見られたが、 Line2では、いずれの組織にも

GUS発現は見られなかった。 ，f"US及びupl/冷プロープとしたサ

ザンハイブリ解析により、Line1では、外来DNAがゲノムのlカ

所以上、 Linc2では、 2カ所以上に組み込まれていると推定さ

れた。また、 Li ne 1で、は，f"us， upl//，とも、プロモーターからタ

ーミネーターまでの、完全なカセットの組み込みが確認された

が、Line2では、どちらの遺伝子についても、カセットは検出

されず、外来遺伝子は、断片化して組み込まれていると推定さ

れた。乙のトランスジェニック植物の花粉には稔性がなく、両

系統とも、根端の分裂細胞で、 24本の染色体が観察され、半数

体である ζとが確認された。

laB08 
パ.-̂ ティクルガンi止による遺伝子導入・発現における金粒子サ
イズの効果
服部悦子、山下稔哉、森川弘道 (広島大・理)

我々は、圧縮空気圧式パーティクルガンを用いて植物細胞へ
の遺伝子導入に関する研究を進めている。これまでにパーティ
クルガンによる遺伝子導入においては、核内への金粒子の導入
が遺伝子発現の必要条件であるζとを報告した1)。今回、真球
状で平均粒径1.1μ皿((株)徳力本庖)と2.0μ置(Alfa Che圃)
の金粒子を用いて、遺伝子発現効率および核内への金粒子の導
入効率に対する粒子サイズの効果について解析した結果を報告
する。

GUS遺伝子を有するプラスミドDNApBl221をコーティングし
た金粒子をタバコ懸濁培養細胞BY-21C.導入(1ショット)し、
GUSの発現を組織化学的に調べた。プロジェクタイル当りの粒
子数2.5x¥O・の条件で、は、遺伝子発現効率は1.1μ盟、 2.0μ置の
金粒子を用いた場合、それぞれO田明、 O.3%で、粒子数2.0xl0'
の条件では遺伝子発現効率はそれぞれ1.閥、 0.2%であった。ま
た、核内への金粒子の導入効率を遺伝子発現効率と比較したと
乙ろ、1.1μ圃の金粒子では遺伝子発現効率と骸内への金粒子の
導入効率とが実験誤差内でほぼ一致するのに対し、 2.0μEの金
粒子では遺伝子発現効率が核内への金粒子の導入効率の約1/2
であった。乙のζ とより、粒子サイズは骸内に導入された粒子
の“遺伝子発現誘導効率"に影響を及ぼしている ζとがわかっ
た。従って1.1μ圃の金粒子が2.0μ圃の金粒子より遺伝子発現効
率が高いのは、核内への導入効率及び遺伝子発現誘導効率が高
いためであると結論される。

1) Yamashita. T.. Hda. A.. Morikawa. H. (1991) 
Plant Physiol. 97:829-831. 



laB09 
エレクトロポレーション法によるユリ花粉プロトプラストへ

の遺伝子導入

三蛙蓋盟、今村煩1、田中一期 (横浜市大・文理・生物、

1植エ研)

我々は、エレクトロポレーション法によって、被子植物の

雄性配偶体である花粉にβ司glucuronidase (GUS)遺伝子を導

入することに成功した。

テッポウユリ (Liliumlongiflorum)の二細胞性花粉から単離

した花粉プロトプラストに、 トマト由来のお特異的なプロモ

ーターを含むプラスミド~pTG5 (LAT52・GUS) または

CaMV35Sプロモーターを含むプラスミドpB1221 (CaMV35S-

GUS) を、エレクトロポレーション法により導入した。

その結果、 LAT52・GUSを導入した花粉は、蛍光、組織化学

的分析共に明らかな一過性のGUS活性を示したが、

CaMV35S-GUSを導入した花粉は、 promoterless-GUS、ある

いは無DNAでエレクトロポレーションした場合などと比べて

GUS活性に有意な差は認められなかった。

この系は、パーティクルガン法と問機に花粉特異的なプロ

モーターの検定に有用であると考えられる。

laBlO 
管状要素分化解析のためのヒャクニチソウ遺伝子導入系の開発
立石佳之、佐藤勉、福田裕穂 (東北大・理・生物)

ヒャクニチソウ(Zinnia 註堕塑里)の芽生えの第 1葉から機

械的に単離した薬肉細胞は、植物ホルモンを含む分化誘導培地

で培養すると高頻度かっ同調的に管状要素に分化する。演者ら

の研究室では、この管状要素分化に関連して発現する遺伝子が

単車種されてきている。このような遺伝子の機能と発現を解析す

る際には、単離した遺伝子とホモロガスな植物への遺イ云子導入

系の利用が有効であると考えられる。そこで、私たちは、ヒャ

クニチソウへの遺伝子導入系の開発を撫すした。

系の開発のため、 CaMV35SプロモーターとGUSのキメラ遺伝子

(CaMV35S-GUS)とこの遺伝子の下流にヒャクニチソウフェニルア

ラニンアンモニアリアーゼアンチセンスDNA断片をつないだ遺伝
子(CaMV35S-GUS-APAL)を用いた。

まず、ヒャクニチソウ薬切片に A五盟単旦笠皿土哩盛笠並~
を感染させ、遺伝子を導入し、葉切片上にカルスを誘導した。

カルス中の、自発的に誘導された管状要素中でGUS遺伝子が発現

していることが確認され、この方法で管状要素に遺伝子を導入

することができた。次に、ヒャクニチソウ葉切片に、 Ri-plasm

idを持つ鐘坦坦d堅iwn国丘笠担堕によって毛状根を発根さ

せ、ぞれと同時にbinaryvectorを導入し、根の木部分俗画程で

の遺f云子の解析をおこなう方法の開発を試みた。遺{云子導入さ

れた根を高頻度で得るために、まず発根の為の条件を検討し、

最適条件を決定した。次に、発根した根中で、 GUSの活性を測定

したところ、高頻度で遺伝子が導入されていることカf明らかに

なった。これにより、ヒャクニチソウ根を用いた遺伝子導入系

が可能となった。
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laBll 
簡易調製 DNAを用いた Agrobacterium形質転換植物体

T-DNAのPCR迅速検出法

彊並旦，黒柳正典，上野明，丹羽康夫九小林裕和1

(静岡県大・薬静澗県大・食品栄養科学)

Agrobacterium形質転換植物体におけるT-DNA確認法と

して.サザ.ンハイプリダイゼーシ aンおよびDNAボリメラ

ーゼ増幅法 (PCR)が挙げられる. しかしながら，いずれ

の場合も，植物組織からのDNA抽出には繁雑な操作を要す

る. したがって，多数のサンフ。ルを対象とした形質転換の

正確・迅速な確認のために.毛状根からのDNA抽出法の改

良を含めたPCRによる rol遺伝子検出法を検討した.アグ

ロビン型Riプラスミドについて rol遺伝子群の中から 1

対のプライマーを合成した. これらのプライマーを用いて

Agrobacterium rhizogenesの野生株 2株についてPCRを行

なったところ.ともに同ーの長与の DNA断片が増幅され

た. また.A. rhizogenes A4株感染アサガオ毛状根および

15834株感染ヒヨスの毛状根から常套的なフェノール ク

ロロホノレム抽出法に代わりガラスパウダーを用いた簡易抽

出を試みたところ.簡便法においても常套法と同様にrol
遺伝子が増幅された.さらに vir遺伝子群のいくつかを

認識するプライマーおよびボーダー配列を認識するプヲイ

マーをあわせて用いることにより rol遺伝子は A.
rhizogenesではな〈毛状根DNA(ニ由来することが確認され

た.Agrobacterium形質転換植物体T-DNA迅速検出法とし

て，本方法の汎用が期待される.

laCOl 
鉄欠乏大麦根におけるムギネ酸生合成経路の研究 1 : 

ニコチアナミン合成酵素の性質

盤日益王、西津直子、茅野充男、森敏(東京大・農・農化)

鉄欠乏処理した大麦根からは、鉄吸収のためにムギネ酸類

が分泌される。ムギネ酸類の生合成は下図のような経路で行

なわれており、ニコチアナミンは重要な中間体である。演者

らはふアデノシルメチオニンからニコチアナミンを合成する

酵素の精製、単離、アミノ酸部分配列の決定を目指している。

ニコチアナミン合成酵素の性質:1.ニコチアナミン合成活

性は鉄欠乏処理した大麦根で強く誘導される。 2.ムギネ酸類

の分泌は日周変化を示すが、ニコチアナミン合成活性は終日

一定である。 3.酵素活性の最適pHは9付近である。 4.グルろ

過による推定分子量は4万から5万である。 5.SDS-PAGE後に

酵素活性回収可能であり、推定分子量は3万である。

ニコチアナミン合成酵素の精製:各種クロマトグラフイ}、

SDS-PAGEゲルからの分取により、 2次元電気泳動ゲル上で2ス

ポットに精製された。今後との2つのスポットについてどちら

がニコチアナミン合成酵素であるのか検討し、アミノ酸部分

配列を決定する予定である。

fAd陶nosvl1 CQ，H rX)_H r.O_H 

HVCJ02H ふヘメ，-~~-~~2
NH2 

sアデノシルメチオニン→ ニコチアナミン → ムギネ酸類



laC02 
鉄欠乏オオムギ根におけるムギネ費量生合成経路の研究 2: 

ニコチアナミン脱アミノ酵素の性質

金湾健二.大畑智子，三機秀一，伏谷真こに西湾直子，

茅野充男，森敏 (東京大....化東北大.業.) 

デオキシムギネ酸(DMA)は，ニコチアナミン別A)から2段階

で生合成される.今回は， NA→ DMAの反応を触媒する酵素の

活性測定法を改良し，いくつかの性質を調べたので報告する:

(1)この反応は，アミノ基転移とそれに引き続くケト基の還

元からなる2段階反応、であり， α〉勉加としてアミノ基受容体

に2覗 .oglutal蹴，還元剤にはNAD四を，補酵素としてPLPを

要求した. (2)前段の反応を触媒するNA脱アミノ酵素の活

性測定法を確立した.JlPち，アミノ基転移反応の生成物

(3"・ケト体)をぬB叫により化学的に還元し， DMAとして検

出，定量する方法を開発した. (3) NA脱アミノ酵素の活性

は，鉄欠乏条件下で強く誘導された.(4)ムギネ酸類の分泌

は日周変動を示すことが知られているが，このNA脱アミノ酵

素の活性は， 8周変動を示さず一定だった.

j訪問[qttトj訪問
DMA BIOSYNTHESIS PATHWAY 

laC03 
鉄欠乏オオムギ根で発現する遺伝子 Ids 1-lds4 

虫亜畳ζ，奥村奈巳，梅原洋佐， Nicolaus von Wiren*，西湾

直子，茅野光男，森 敏(東京大・農・農化，ぺJniversitat

Hohenhe回)

我々は鉄欠乏耐性形質転換植物の創成をめざして，イネ科
植物特有の鉄キレーターであるムギネ酸の関連遺伝子のクロ

ーニングを行おうとしている.鉄欠乏及ぴ鉄を与えた条件下
で育てたオオムギの根から抽出したpoly(Af-RNAから作製し
たcDNAを用いてデイブァレンシャルハイプリダイゼーション

を行うことにより，鉄欠乏時において強く発現するcDNAを7
つ単離し，この内の4つの塩基配列を決定した(Idsl-!ds4，
!ds; lron geficiency呈pecificclones). !dslは2つのシステ
インリッチなドメインを持つメタロチオネイン様タンパク質
であり，鉄欠乏による重金属過剰症によって誘導されると考
えられる.!G伝2，!ds3は共にH6H，TOME8， pTOM13などと
ホモロジーの高いことから，アスコルピン酸とFe2+をコファク
ターとする 2-オキソグルタル酸要求性ジオキシゲナーゼであ
ると考えられ，現在ムギネ酸との関連について検討中である.

!ds4は現在までに報告されているどのタンパク質ともホモロ

ジーがなしその性質についてもまだ分かっていない.!dsl， 
!ds2， !ds3は鉄欠乏のオオムギの根において発現し，地上部
及び鉄が十分に与えられている条件下での発現は認められな
い.!ds2， Ids3についてはゲノミックDNAの塩基配列の決定
を行った.またすべての!ds遺伝子について他の重金属欠乏・
過剰ストレス下での発現パターンの変化について調べている.
今後は「鉄欠乏Jあるいは I根」特異的発現を支配する図

子について解析を重ねていく予定である.
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laC04 
アルフアルファ培養車町包のアルミニウムストレスに対する応答

型山且盟、相言賢一、川崎信二¥斎藤祐二(農水省・輩出試、
1農水省・生物研)

アルミニウム (A1 )は酸性土壌における植物生育障害の主

要因とされている。 Alイオンのリン酸(P )代謝に及ぼす影

響力fその生育阻害機構のーっと考えられているカ群細は明らか

となっていない。本研究ではAlと植物の相互作用を解明する

ための第一歩として、 Al感受性が強いことが知られているア

ルフアルファから得た懸濁培養細胞系のAlおよびP欠乏スト

レスに対する応答について調べたので報告する。

MS培地のpHを 4.5(と下げ、 P濃度を 1/10に減らして

2日毎に 1/5量ずつ添加する培養法でA1 CO.2-0.3mM)の影

響を検討した。 Alの存在により植え継ぎ後の誘導期は長くな

ったが、その後の増殖速度はAlを含まない培地のものと比べ

て同等以上に速くなり増殖阻害は見られなかった。形態的には

細胞鬼の大きさカf小さくなり、その他クエン酸分泌カ暗認され

た。クエン酸はAlイオンをキレートして不活化することが知

られている。 Alに却|批した2系統の培郵目胞をAlの存在下

と非存在下でp)，肢を変化させた培地で培養した結果、 1系統

ではAl、Pの有無にかかわらずクエン殴の分泌が見られ、量

的にはAl存在下・ P欠乏の方が多かった。他系統ではAl非

存在下で唱のクエン酸分泌は認められなかった。以上の結果から

クエン酸分泌はAlストレスに対するアルフアルファ細胞の共

通した応答と推測された。また分泌量に関して2つのストレス

が影響しあっている可能性が示唆された。

laC05 
タバコ培養細胞におけるアルミニウムと鉄による増殖盟書への

相乗効果

!Mf軍泊、山:科学子、松本掠月 (岡山大・資生研)

タバコ培養細胞でアルミニウムによる増殖阻害について樹す

する中で、アルミニウムと鉄が増殖阻害において強い相乗効果

をしめすことを見いだした。即ち、 50μMAICls、もしくはちO

μM FeSO.の各々単独烈興計立、 50μMAICls、およびち0μM
FeSO. を加えないコントロールグ効易合筑>87~ および 100% i砂直
を示し、ほとんど増殖阻樹立 みられなかった。一方、同じ濃

度のIAIC13 およびFeSO.を同時に20時間処理した場合には、コ

ントロールの 9%まで増殖は低下し、著しい増殖血容カ明察さ

れた。

100μM AIC13 および100μMFeSO.の同槻曜において、処

理時間と増殖阻害並びに細胞のアルミニウムおよび鉄含量との

関係について検討した。なお、アルミニウム並びに鉄含量は

細胞を灰化し原子吸光法により測定した。そ繍操、細胞増殖

は処捜開鮒変10時間前f針通ら急速に匝害されること、増殖阻害

と同時に細胞のアルミニウムおよび‘鉄含量が増加することが分

かった。さらに、処陸開始後10時間以降の細胞集団においては、

(1)細胞内カリウム含量の減少、 (2)1Mマンニトール苑曜による

原形質分磁を起こさわ咽胞数の増加、(3)二首蛾フルオレセイ

ンで染色されわ細胞数の増加、カ覗察された。

これらの結果から、アルミニウムと鉄の相乗効果により細胞

膜の透過性になんらかの障害を生じ そ0職知腕か祖害され

ている可能性が示唆された。



laC06 
タバコ培養細胞におけるリン酸欠乏ストレスおよび酸性ストレ

スに伴うアルミニウム耐性について

山杢注:L， 力行早苗，松本英明(岡山大資生研)

リン酸欠乏細胞は，細胞内全リン含量の低下に伴いAl耐性を

示し、細胞内へのAlの取り込み量も正常細胞の5から7割程度に

低下した(昨年度，本大会発表)。リン酸欠乏細胞および正常細胞

は、ともに細胞に取り込んだAlの一部を細胞外に排出するが、

リン酸欠乏細胞ではAlの排出速度が正常細胞の2.5倍であった。

従って、細胞外へのAl排出機能の高まりがリン酸欠乏細胞の示

すAl耐性をもたらしている可能性が高い。

一方、 pH4.0の酸性培地で2日間前培養した細胞(酸性ストレ

ス細胞)は、 pH5.5の培地で前培養した細胞に比較してAl耐性

を示す。酸性ストレス細胞の細胞内へのAlの取り込み量も、リ

ン酸欠乏細胞と同様，正常細胞の6割に低下した。しかし、細胞

内全リン含量は正常細胞の1.3倍に増加しており、酸性ストレス

細胞の示すAl耐性は、リン酸欠乏によるものではない。

土壌においては、酸性化に伴って溶出したAlイオンにより根

にAl障害が現われ、また、 Alイオンは難溶性のAlP04を形成し

リン酸欠乏を引き起こす。従って、酸性ストレスおよびリン酸

欠乏ストレスに晒された細胞が、 Al毒性に対する耐性を獲得す

る事は、合目的的なことと思われる。

laC07 
タバコ培養細胞においてアルミニウムストレスにより誘導され

るタンパク質

豆盤峰、山本洋子、江崎文一、松本英明 (岡山大・資生研)

Alは土壌の酸性化に伴い溶出し、植物根の細胞分裂匝害相申

長阻害を引き起こす。このようにAlストレスは酸性ストレスに

伴って生じる。さらにAlイオンはリン酸と難溶性の塩を形成す

るためリン酸欠乏ストレスをも引き起こす。

本研究ではAlストレス下でのタンパク質発現の変動をタバコ

培養細胞を用いて解析した。なお、 Al処理はリン酸無添加培地

(pH 4.0)中で行い、タンパク質は [35SJメチオニンでパル

スラベルしたのちS凶 PAGEて吻斬した。タバコ培養細胞を O.1 

皿MAlで処理するとおよそ18時間目で最も強い増殖匝害を起こ

すが、このときAlにより 2つのタンパク質(分子量:43凶a，

23 kDa)の発現が促進された.またこれらのタンパク質特に43
kDaのものはリン酸無添加培地 (pH4.0)においても3時間目

に発現カ可足進された。さらにリン酸欠乏細胞においてこれらの

タンパク質特に23凶aのものが、細胞内のリン酸含量の低下に

伴って増加していることがわかった。

これらの結果はAlストレスにより誘導されるタンパク質がAl

ストレスと同時に起こるリン酸欠乏ストレスでも誘導されるこ

とを示している。一方、我々はリン酸欠乏細胞が正常細胞より

もAl耐牲を示すことを報告しており、 Alストレス並びにリン酸

欠乏ストレスで誘導されるこれらのタンパク質がAl耐牲に関わ

っている可能性が考えられる。
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laC08 
アルミニウム処理による大麦根液胞膜プロ

トンポンプの活性化

葛西身延，山本洋子， 松本英明， 前島正

義岡山大・資生研北海道大・低温

科学研)

大麦根をアルミニウム(A 1 )処理する
と、 単離液胞膜小胞の H+輸送活性が増加

する。 この機構を解析するため、 A 1処理

に関連して以下の事を明かにした.
1) A 1処理は根中の ABA含量を増加させる。

Z)ABA処理は単離液胞膜小胞の r輸送活性
を高める。

3)ABA含量の増加と液胞膜小胞の r輸送活

性の増加は、 A 11障害のーっとして起こ

る原形質膜H+-ATPase活性の低下と同じ

作用をもたらすパナジン酸処理によっ
ても認められる.

これらのことは、 異なった処理によって
根中で起こる共通の現象 (液胞膜 r輸送

活性の増加)に共通の因子として ABAが関

与している可能性を示唆した. 今回は、
以上の三つの処理が、 液胞膜小胞の H+ポ

ンプの ATP加水分解活性を高めること、 ま

た、 イムノプロット解析により、 A 1処理

が液胞膜 rポンプの量を地加させること

について報告する.

laC09 
塩ストレスによるオオムギ液胞膜プロトン輸送系の発現
田皇室之、千葉一弘人前田美紀、前島正義2

(農水省生物研、農工大¥北大・低温研2)

オオムギはHalophyteではないが、比較的塩ストレスに強い作
物であることが知られている。この塩ストレスに対する耐性に
液胞が関与することが報告されている。高等植物の液胞は、種
々の代謝産物、塩類などを蓄積するが、これは液胞膜に存在す
るプロトン輸送系をはじめ種々の輸送系により行われる。高塩
濃度下では液胞のプロトンの濃度勾配を利用しNa+イオンを液
胞内に取り込み細胞質のイオンストレスや浸透圧ストレスを軽
減することにより耐性を示すと考えれている。プロトンの濃度
勾配の形成には、 W-ATPaseおよひやピロフォスファターゼが大き
く寄与していると考えられ、この二つのプロトン輸送系酵素の
クローニングを行い、その構造を明らかにするとともに塩スト
レス下における変動を解析した。 オオムギ(Hordeumvulgare. 
cv Kashima)を水耕法により寸昼間生育させ、その根よりpoly
A+ RNAを調製し、ごれを鋳型にcDNAを合成し λgtllにクローニ
ングしたライブラリーを作製した。 MungBeanのW-ATPaseの68
kDaサブユニットおよびピロフォスファターゼに対する抗体を用
いたイムノスクリーニングにより既にそれぞれの酵素に対する
クローン (ATP68れ.PPIO)を得ている。更にこれらクローンをプ
ロープにしハイブリダイゼイションによるスクリーニングを繰
り返し、新しいピロフォスファターゼに対するクローン (PPl)を
得た。このクローンは、 PPIOに対して塩基配列では70%、ア
ミノ酸配列では90%程度のホモロジーを有していた。 7日間
生育させたオオムギを100m剛aC1で、処理し、経時的に根を採取し
たのち RNAを調製し各クローンの特異的領域をプローブPにし
てNorthernb10t解析を行った。その結果塩ストレスによりそれ
ぞれのクローンに対応する遺伝子発現の促進が明かとなった。



laClO 
オカヒジキ液胞膜のNa+/H+アンチポート活性
止迫藍本、前回美紀、田中喜之〈農水省・生物研〉

オカヒジキ〈ぬlolakomarovii IIjin)は海岸の砂
地に広く分布するアカザ科の一年草であり、北海道
厚岸の塩性地ではアツケシソウ(均1icornia 
herbacea L.)と共に自生ずることが観察されている
。このことから、オカヒジキのNaClストレス耐性と
液胞膜の Na+ /H+アンチボート活性とを調べる目
的で実験をおこなった。

種子を脱イオン水で充分に洗浄したバーミキユラ
イトに播種し、昼夜27/22"c・長日条件(16時間日
長〉下で育て、 NaCl濃度の異なる培養液を毎日潅水
した。対照区 (Om門NaCl濃度〉よりも印刷および100
m門NaCl濃度培養液を与えた区の方が葉が肥厚し生育
が良かったが、 400m附 aCl濃度以上の処理では生育
が抑制された。葉身搾汁液の Na+含量と浸透庄は培
養液のNaCl濃度の上昇とともに増加した。葉に移行
したNa塩は液胞に集積すると予想されたので、液胞
膜小胞を調製し Na+/H+アンチポ}ト活性を測定
した。活性はプロトンポンプ駆動により形成された
小胞内外の pH勾配に基つく蛍光〈アクリジンオレ
ンジ〉消光の Na+による回復活性により測定した
。対照区 (Om門NaCl濃度〉の材料においてもアンチポ
}ト活性が測定され、与えた培養液のNaCl濃度の上
昇にともない活性も増加する傾向にあった。これは、
大麦根液胞膜のアンチボ}ト活性がNaClストレスに
より初めて誘導されるのと異なっていた。
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Psa Fは光化学系 Iのサプユニットをコードする

核支配遺伝子である。このサプユニット含量が減少
した光化学系 I複合体はプラストシアニンと P700
との反応速度が減少すること，このサプユニットは

プラストシアニンと架橋することから， Psa F産物

はプラストシアニンドッキング蛋白質と考えられて
いる。高等植物ではホウレンソウ以外にこの遺伝子

が単離されておらず，この遺伝子の発現，サプユニ
ットのアッセンブリーおよび生化学的性質等は不明
である。そこで今回，キュウリの cDNAライブラリ

ーから本遺伝子を単離し，遺伝子の発現について検

討したので，その結果について報告する。

アミノ酸シーケンサーを用いて決定した本サプユ

ニットの N-末端アミノ酸配列からオリゴヌクレオ
チドを合成し， PCR法を用いてキュウリの cDNAラ

イブラリーから，本遺伝子の増幅を行いクローニン

グした。この遺伝子の塩基配列を決定したところ，
Psa F遺伝子産物は 70個のアミノ酸からなるシグ

ナルペプチドを含むことが明らかになった。現在，

ノーザンプッロテイング， in vitroの転写，翻訳実
験を行っておりその結果についても報告する予定で

ある。

laD02 
ランソウSrnechocrstissp PCC 6803、好熱性ランソウ
Srnechococcus vulcanusのフェレドキシン，あ‘よひPsaL
サブユニットのアミノ酸配列の決定

金金三去、槍山哲夫 (埼玉大・理・生化)

現在、各種のタンパク質のアミノ酸配列の決定には各
種の万法が知られている。これらの中でも主むものとし
て、 B的とするタンパク質を単離精製した後、このタン
パク質を化学的あるいは醇素的に分解を行むい、高速液
体クロマトグラフィー (HPLC)や50トポリアクリルアミ
Fゲル電気泳動 (50S-PAGE)にかけることでぺプチト断
封を分取し、アミノ酸配列を決定する万j去が挙げられる。
我キは、ランソウの Srnechocrstissp PCC 6803、好熱
性ランソウ Srnechococcusvulcanusから光合成にあ‘け
る重要む電子伝達体であるフェレドキシン (Fd)を単離
椅製し、これらをタンパク質分解酵素で消化した後、 SO
5・PAGEでペプチド断片を分離、ギ酸抽出を行むうことで
ペプチド断片を回収し、これらのタンパク質の全アミノ
酸配列を決定した。また、ほうれん草より精製された光
化学系反応中心 1:複合体のサブユニットの一つであると
されているPsaLについても、 SOS-PAGEによる分隊を行な
い、同様の万法でアミノ酸配列の決定を行むっている。
この万法を用いることによリ、 HPLCを用いるよリも簡単
む操作でタンパク質のアミノ酸配~IJ を決定することがで

きた。

laD03 
好舞台性藍藻 Synec!Jococcusvu 1 canusの psaD遺伝子の解析
連主主主主、古木正人、清水徳期・、権山哲夫、井上頼直1

〈埼玉大・理・生化、理研・太陽光科学')

高等植物と同様に、藍藻においても光化学系 l反応中心複合

体は十数種類のタンパク質サブユニットから構成されている。
そして数種類の藍藻についてそのサブユニットのN末端アミノ

酸配列や遺伝子の塩基配列が報告されている。我々はこれまで
に好勲性藍藻 Synec!JocoCClJsvulcanusのpsaA/psaB [1]、

psaC [2]遺伝子の塩基配91]を決定した。今回我々 はpsaD遺伝
子の塩基配列を決定したので報告する。

S. vuJcanusのDNAライブラリ は、 DNAをSa必AIで
部分的に切断後、ファージベクタ一入-DASHのsaoAiI部位に掃入

したものを用いた。プロープには S. vulcanusの psaDタン

パク質のN末端アミノ酸配列 [3]の一部をDNAに逆翻訳して

合成した 17 me rのオリゴヌクレオチドと、 PCRによって増
幅した藍藻 S.vnec!JocystIssp. PCC6803 D N AのpsaD遺伝子
(426bp)を用いた。これら 2種類のプローブを32Pでラベル

し、プラークハイブリダイゼーションでスクリー二ングを行っ

た。得られたポジティブクローンからpsaD遺伝子を含む約2
kbpのDNA断片をプラスミドベクタ-pTZ19Rにサブクローニ

ングし、 dideoxy法で塩基配列を決定した。

[1] Shimi zu et aJ. (1992) PJant JfoJ. siol. 18:785-791 
[2] Shimi zu et al. (1990) NucJ. Acids Res. 18:3644 
[3]Koike et al. (1989) FtsS lett. 253:257-263 
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laD04 
好熱性ランソウ光化学系I関連遺伝子の単離

並杢望、檎山哲夫(埼玉大・理・生化)

我々は、好熱性ランソウSynechococcus盟主担盟の光化

学系 I反応中心複合体を構成するサブユニット遺伝子を単

離してきた。このうち既にクローニングされその塩基配列

が決定されている遺伝子 (psaA，psaB 、ps aC) 

は、タバコ(葉緑体)遺伝子断片をプローブとしてゲノム

DNAライブラリをプラークハイブリダイゼーション法に

よりスクリーニングすることにより得られた。

本研究では、以下のような方法を用いて上記以外の光化

学系 I関連遺伝子の単離を試みた。①形質転換型ランソウ

Synechocystis sp PCC6803の遺伝子断片をプローブとして、

この好熱性ランソウのゲノムDNAライブラリをプラーク

ハイブリダイゼーション法でスクリーニングする。②近縁

の好熱性ランソウSynechococcussp.の遺伝子塩基配列に基

づいてプライマーを化学合成しPCR法によって特定の遺

伝子を増幅する。

laD05 
紅飴恰成細菌旦姐盟盟国監I並並堕堅の光合成タンパク遺

伝子群(~旦主オペロン)の一次構造の決定

丞畠量迫、松浦克美、嶋田敬三 (都立大・理・生物)

紅色倍合成細菌の光イ昨即芯中心 (RC)複合体をコードす

る遺伝子群は、先捕集複合体 (LH1)とその他いくつかの蛋

白質をコードする遺伝子と共に一つのオペロン(llYfオペロン)

を形成している。我々は紅色光合成細菌のβグループに属する

細菌としては初めて血凶区区担E監l並並osusの盟Zオペロ

ンの一次構造を決定した。!k・医並tino型Eの胆fオベロンは、

αグループに属する紅白居合成細菌と同様に各蛋白質を上続か

らLH1β 、α、RCL、M、チトクロムサプユニット(胆f
B，A，L，H，C)の頗にコードしていたが、独自な特徴として阻fB

と凹fAの聞に61アミノ酸残基からなる膜蛋白質をコードして

いると思われるORFが、また胆fBの上流には41アミノ酸残

基からなる阻fQとは異なるORFが存在した。

!k・監1並並堕監は16SrRNAの塩基配列及ぴ可糠性チトク

ロム.Q:の構造に基づく系統分類によりβグループに分類されて

いるが、上記の光合成蛋白の一次構造に基づく系統樹を描いた

ところ、 Rc・lli並並堕堕はαグループに位置することが示さ

れた。特に Rhodospirilll!!!lrubr哩のものと非常に高いホモロ

ジーを持っていた。これら光合成蛋白質と 16SrRNA及び可溶

性チトクロム豆における系統分競との矛盾は、光合成器官をコ

ードする遺伝子群の種間移動があったことを示唆している。
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laD06 
Chlorof1exus属の新種と判断される新単離株の系統的解析

花田智、平石明1、嶋田敬三、松浦克美

(都立大・理・生物、 1コニシ環境バイオ研)

栃木県の女夫淵温泉より単離された好熱性糸状緑色光合成細菌

MD-66株は、その形態や色素の解析からChlorof1創出(Cfx.)属に同

定された。しかし、その新単離株は特徴のあるバクテリアルマッ

ト様のクラスターをエネルギー依存的に形成するという点で、

Cfx.属で唯一報告されている種であるCfx. aurantiacusとは異なっ

ていた。また、好気条件下での色素合成量にもはっきりとした差

異が見られた。また、キノン分析からこの菌株は従来からCi元属

で明かにされているメナキノンー10に加えてメナキノン4を持って

いることが分かった。この様な表現型の違いがどのような系統関

係に由来するかを遺伝子レベルで調べた。この菌株と Cfx.

a町剖白a四 sとのDNA-DNAハイプリダイゼーションを試みたとこ

ろ、その相向性は極めて低く(約10%)、この菌株がCfx.aurantiacus 

と遺伝子型の上では種レベル以上に離れていることが示唆された。

16S rRNAのほぼ全域(1404ベース)の配列の比較により得られ

た相向性は約94%であり、保存性の極めて高いrRNAとしては、

上記のハイブリダイゼーシヨンからの示唆を裏付ける進化的距離

を示した。これらの結果から、新菌株はCfx.属の新種であると判

断された。しかし、この様な表現型・遺伝子型の差異にもかかわ

らず、この菌株の光合成器官の性質はCfx.aurantiacusのそれと非

常に類似していた。

laD07 
緑色硫黄光合成細蘭Chlorobiumtepidum反応中心粒子の精製

撞孟豊盟、Jf土手1lJ:'、那須英和、厳井英博

(早稲田大・教育・生物、 I神奈川大・理・応用生物)

好熱性緑色硫黄光合成細蘭Chlorobiumtepidumの光化学反

応中心の精製を試みた。以下の全操作において嫌気性の維持に

細心の注意を払った。菌体をBioNebulizer処理してクロマト

フォアを調製し、 TritonX・100により可溶化し、ショ糖密度勾

配超遠心法により反応中心に寓む画i分を得た。 Asc，DPIP{f夜

Fでの閃光分光で、は420nmおよび553nm付近に負のピークを

持つシトクロムcのスペクトルが得られ、その再還元速度

(10ms領域)はDPIPの濃度に依存していた。 EPR測定で

は、ジチオナイトで還J乙され、光で還元される少なくとも2つ

のFe-Sセンターが観測される。このうちより高い駿化還Jl:電{立

を令するセンターのgx値は、 photo-accumulationにより史ーに

もうーん-のFe-Sセンターも光還Jl:することにより、大きL、gfl耐
にシフトする。この現象はPSIのFA，FsIこ類似しているので、

ChlorobiumのFA様Fe-Sセンターと言う怠昧で、以後C-FA，liiJ

様IこC-FBと呼ぶことにする。更にこの凶i分をDEAE陰イオン交

換カラムクロマトグラフィーにより精製すると、 SDS-PAGE後

のCBB染色で主要なバンドが約6本程度にまで精製できた。

この精製標品は閃光分光において、ショ糖密度勾配による標品

と同様な吸光変化をポした。



laD08 
緑色硫黄細菌ChJorobjUJIItepidullIの光化学系複合体ペプチド

那須英和、楠元範明、吉田豊、井上手口仁1、桜井英博

(早稲田大・教育・生物、 1神奈川大・理・応用生物)

緑色硫黄光合成細菌の光化学系と PS 1との類似性がさま

ざまな面から指摘されているが、緑色細菌の純化された粒子

のペプチド組成に関する報告はほとんどない。そこで好熱性

緑色硫黄光合臓目菌ChJorobiullI tep idullIの光化学系粒子を純

化し、構成するペプチドについて研究した。

ιtepidlJllIのクロマトフォアから TritonX-I00によって、

光化学系粒子を抽出し、ショ糖密度勾配超遠心、さらにDE

AEクロマトグラフィーによって精製を進め、閃光照射によ

りm秒領域のCytc再酸化活性を示す粒子を精製した。 S

DS-PAGEでは、最終標品にはCBB染色で約6本の主

要なバンドカ立召められた(約80、65、45、30、23、

18kDa)。なお、この他にも薄く染色される 4-5本の

バンドが存在する。 TMBZによるへム染色では、 23kD

aのバンドが濃く染色されたが、 30kDaにも薄く染色さ

れるパンドが認められた。蛍光性SH試薬を用いてシステイ

ン含有ペプチド (Fe -Sセンターを持つベフ。チドの候補と

いえる)の同定も試みているが、数本のバンドにラベルが取

り込まれていた。

なお、防JorobiullIJilllicoJaにおいても同様な研究を進め

ている。

laD09 
緑色イオウ細菌 Chlorobiu.tepidu.のc型チトクロムの性質

と光合成電子伝達系における役割

皇担畳量，嶋田i敬三，松浦克美(都立大・理・生物)

緑色イオウ細菌にはイオウ化合物の酸化に関与する複数種の

可溶性チトクロム cが存在しているが，光電子伝達系での役割

は反応中心結合型チトクロム Cとともにあまり解っていない.

C. tepidu.は好熱性の緑色イオウ細菌であり，絶対嫌気性で

あるにもかかわらずその光化学活性は他の緑色イオウ細菌と較

べて酸素存在下でも安定していることが我々のこれまでの研究

から示されている.その点を利用して今回は C.tepidu.同ペリ

プラズムフラクションの中から二種類の可溶性チトクロムを単

離し，その光管子イ云達系における役割について調べた.

集菌した細胞をEDTAで処理し，浸透圧ショックをかける

と，細胞を破壊しないでペリプラスム中のチトクロムを容易に

遊離することが出来た.このフラクションから二種類の可溶性

チトクロム C551とC553 を分離した.特に C551では酸化還元

滴定により得られた中点電位は200mV以上で， ιli.icoJa

で見つかっている可溶性チトクロム C よりも約100mV高いも

のだった.このことは光酸化反応により行った反応中心結合型

チトクロム Cの滴定結果に見られた高い中点電位(約270mV) 
と対応するものと考えられ，C. tepidu.は c.Ji.icoJaと較べ

て高い酸イじ還元電位の反応中心を持っていることを示唆する.

以上の結果と合わせ，反応中心結合型チトクロムcとの光電

子伝違反応についても報告する.
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laDlO 
緑色光合成細菌のクロロソ日ム様再構成色素集合体の77K蛍光

スベクトル

広田雅光・辻公博・嶋田敬三・松浦克美(都立大・理・生物)

緑色光合成細菌の光繍集色素であるクロロソームは、その構

造が主にバクテリオクロロフィル cの自己集合によるものであ

ることが最近示されてきた。また我々はクロロソーム摘出物及

び、 Bch1cと穂脂質の混合物から、クロロソームと同様な吸収

スベクトル、蛍光スベクトルを示す再構成色素体が得られるこ

とを示してきた.クロロソームのBchlcの存在状態を詳しく調

べるために、これらの再構成体の低温での蛍光を測定した.ク

ロロソーム鏑出物よりつくられた再構成色素体は、 77Kの低温

状態の蛍光スベクトルにおいても多少長波長側にシフトしてい

たものの、クロロソームに似た低温でのスベクトルを示した。

また、 Bch1cと穂脂質による再構成体は.槍脂質なしだと蛍光

のピークはカミなり長波長側800.nmに存在したが、鎗脂質の量

が増えるに従い、短波長側にシフトしクロロソームに近くなっ

た. これらの結果より、 Bch1cの自己集合的な存在状態には、

クロロソームの主要な吸収帯を傷成する成分と、ぞれより長波

長の成分があり、主要な成分の構造化には暢脂質の存在が重要

であることが示峻された.

laDll 
光合成バクテリアの光反応中心に結合したカロテノイドの
T1ラマンスペクトル

主撞一重ム・小山泰 (関西学院大理・化学)

光反応中心(RC)には 15-cisカロテノイドが結合し、過

剰なエネルギーを散逸する機能を担っている。そこでカロ
テノイドがどの様なメカニズムでT1状態に励起され、どの

様に構造変化して、熱的にエネルギーを散逸させるかに着

目した。その知見を得るために演者らは R.sphaeroides 
2.4.1の RCを精製し、三重宅購h起状態のラマンスペクト

ルを測定した。

RCの T1状態のラマン測定には 527nmの CW光を用い、
光子密度を変化させた。(その僧 RCに還元弗jを加えたり、
パルス光を用いた実験も行った。) 測定は、クライオス

タットを用い、 100 Kで測定した。

これにより演者らは、 T1状態のうマン測定に成功した。

ここでは、光子密度が高くなると 15-cis由来のうマン線

が弱くなり三重項由来と all-trans体由来のラマンスペク
トルの特徴が現れた。また高光子密度スペクトルの直後に

得た低光子密度スペクトルでも前者と同じようなスペクト
ルが残った。。

この結果から 2つの事が考察される。
① RC結合の 15-cisカロテノイドは、 T1状態に励起され
ると all-trans体に向かう構造変化を起こす。

②光照射により還元状態になった RCは酸化状態にもどる
のに長い時間かかり，この間に得た光エネルギ は Car
T1を生む。



laD12 
紅色光合成細菌の光捕集複合体LHlにおけるカロチノイドの
置換・再構成
盤国量三、三室守1 (都立大・理・生物、 1基生研)

光合成における光捕集系は通常クロロフィルとカロチノイド
を結合した色素タンパクを中心に構成されている。これらの色
素タンパク中の色素分子種の交換を可能とするような再構成系
の確立は光捕集系における光エネルギー移動噛程の解析のため
の有力な手段を与えると考えられる。今回我々は紅白居合成細
菌 Rhodopseudomonas阻並並丘里の色素タンパクの1つである
LHl (B870)を用いてカロチノイドの交換が容易な再構成系
を作成したので報活する。
室温でこのLHlに界街活性弗jオクチルグルコシド(OG)を加

えていくと、1.5%以上で RhodospirillUlE盟註哩で報告されて
いるのと同様にパクテリオクロロフィル (Bchl)の 870nmO)吸
収成分同劇hし、代りに 820nmさらに 777nmの成分カ覗れる
が、同時にカロチノイドが分解し消失することが判った。この
ことはカロチノイドの複合体に対する結合力がこの界面活性剤
に関して Bchlよりかなり弱い事を示すと同時に、この系がカ
ロチノイドの再構成系としてホ朋可能であることを示唆した。
そこで OG処理でカロチノイドを失ったLHl複合体に Rhodo-
単位里Ia強塑盟並esの効率の高いアンテナカロチノイドである
spheroid町e(SP)を過索直加え、希釈により OG浪度を下げ再構
成を行なわせ複合体を単離したところ Bchlの吸収は 870nmへ
戻っており SPもR.a凶盟主旦idesLH 1と問機の長波長シフ
トをして結合していた。 Bchlの蛍光に対する励起スペクトルの
測定より SPから Bchlへの励起エネルギー移動効率は 70肱L上
と見積もられ、本来のLHlにおける spirilloxanthinから
Bchlへの効率よりはるかに高いものであった。

laEOl 
ラン藻SV/JecnococcusPC C7 94 2 ~こおける光合成細菌
C'!J1"o.rnatium VUIOSU.ld.ηRuBisCO遺伝子の発現と本来
のRuBisCOj量伝子の除去

和田野晃、香田祐美子、小林裕和大阪府大・
農化、 1静岡県立大、食栄)

光 従 属栄養で生育しうるラン藻Syne cho ~ys tis 
PCC6803の RuBisCO遺伝子を光合成細菌
Rnodosp1i:tlhllD 1"ub1"llld.乃RuBisCO遺伝子で置き換えた
変異体は、カルボキシゾームを形成できず、通常空
気通気下では生育出来ない。しかし外来RuBisCOj量
伝子発現のカルボキシゾーム形成への影響を見るた
めに、 C vUIosumのRuBisCOi宣伝子により形質転換
した~ynecþo_coccus PCC79042は通常空気通気下で生育
しカルボキシゾームの形成も阻害されなかった。
また炭酸ガス濃縮機構も機能していた。そこで形質
転換体のラン藻本来のRuBisCOを欠損させ、ラン藻
の低炭酸ガス環境への適応を検討した。ラン藻本来
のRuBisCOの欠損には、 KpnIサイトにカナマイシン
カセットを挿入たADIl~YstisniぬIIlOs630 1のRuBisCO
のラージサプユニットの遺伝子を用い、相同組み換
えにより行った。 PCR法によりゲノムのRuBisCO遺
伝子を解析したところ、1.5kbの挿入が検出された。
一方、粗酵素液を用いてRuBisCαη炭酸ガスに対す
る見かけのKm値を検討したところ、約10μMであっ
た。またこの形質転換ラン寝は通常空気通気下で生
育した。
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laE02 
ラン藻SynechococcusPCC7942におけるPhosphoribulokinaseの活
性制御様式について
平橋智裕、和田野晃 (大阪府大・農・農化)

Phosph oribulo kinase( PRK)は光合成炭素還元回路(PCRサイク
ル)においてCU2固定反応の基質となるRibulose1，5-bisphosphate 
をRibulose5-phosphateとATPより合成する反応を触媒する酵素
である。本酵素は高等植物から単離され、光活性化や代謝中
間体の影響が検討されている。一方昨年度年会において我々
はラン藻PRKが光により活性化を受けずに代謝中間体により
制御されている u]能性を示した。本研究ではラン藻
Synechω'occus PCC7942からPRKを精製し、ラン藻における本
酵素の活性制御について検討した。

30'Cで培養した薗体をガラスピーズで破砕し、粗酵素抽出
液を得た。硫安分画後、陰イオン交換、ゲルろ過、アフィニ
ティーの各クロマトグラフィーにより約250倍に精製した。こ
の精製酵素における酵素化学的性質を検討した結果、 Ru5P、
ATPに対するKm値はそれぞれ0.49mM、0.18mMであった。ま
たPRKの阻害剤である6-Phosphogluconate(6-PG)の影響を検討し
たところ、 Ru5P、ATP両方に対して非競争阻害を示し、ラン
藻においてPRKはRu5Pのレベルに関わらず6ヂGにより阻害さ
れることが明らかになった。精製酵素に対する抗体を調製し、

ホウレンソウ、 SynechocystisPCC6803、S戸】echococcusPCC7942

の粗抽出液を試料としてウエスタンプロッティングを行った。
その結果Synechococcus PCC7942のPRKのサプユニット分子量
は他の二つの試料のものより大きく、 44，000ダルトンであるこ
とが判明した。

laE03 
藻類におけるH202耐性機構の存在
車且盤、石川孝除重岡成、横田明穂l、平山修
(近畿大・農・食栄、 I大阪府大・農・農化)

高等植物の葉緑体内で生成されるH202は、そのむO2固定
に及ぼす阻害的影響から、アスコルビン酸ベルオキシダ
ーゼ(AsAP)により極めて速やかに消去される必要がある。
これまでに我々は、葉緑体内にAsAPを含まないもしくは
AsAPを含むものの、その活性が低い緑藻のE盟le盟および
Chl岨 vdo凹 nasを用いて、 H202消去機構とH202のCO2固定
に及ぼす影響について検討してきた。その結果、 1)緑麗
のω2固定は高等植物と異なり、 H202に対して耐性を持
つこと、 2)その耐性は、ωz固定関連酵素のフルクトース
ビスリン酸ホスファターゼσBPase)のH202に対する感受
性の違いに起因していることを見いだした。そこで今回、

E盟註盟およびC:hlamvdo皿onasFBPaseのH202耐性機構およ
びその他のω 2固定関連酵素に及ぼすH202の影響につい
て検討した。また、 AsAPを含まない数種のラン藻につい
ても同様の検討を行った。白且豆盟およびChl細川ollonas
の葉緑体 NADP-グリセルアルデヒド3-リン酸デヒドロゲ
ナーゼおよびリプロース5リン酸キナーゼはFBPase同様、
H202に対して耐性を有していた。ラン藻 Svnech配 :occus
町C7942も緑藻と同様のH202耐性機構を保持していた。

邑足豆盟葉緑体FBPaseは、高等植物のそれと異なり光によ
る活性化を受けなかった。この結果より、担足豆旦を含む
藻類のFBPaseのS嘩近傍の構造は高等植物と異なる可能
性が示唆された。



laE04 
RuBisCOの履歴現象ならびに活性調節部位の進化
渡海寛、榎本幸人1、演回L2

、藤原祥子
3
、横目明穂

(大阪府大・農・農化、
1
神戸大・理・臨海実験所、

2
富山医薬大・医、

3
工技院・微工研)

C3，C4植物のRuBisCO(植物型)が強い履歴現象を示し、ま

たその履歴現象を弱めるように働く活性調節部位を持ってい
ること、光合成細菌やラン藻さらには単細胞緑藻のRuBisCO

(細菌型)は履歴現象を全く示さず、活性調節部位を持たないこ
とはすでに報告した。これらの結果から、光合成生物の水中か
ら陸上への進化において、 CO2に対する親和性を極度に増加さ
せた結果として履歴現象および活性調節部位を獲得したとい

う考え方が可能になる。一方、 RuBisCOの反応生成物であるグ
リコール酸の消去系酵素として、高等植物へと進化する
ColeochaeぬphyceaeやCharophyceaeではグ、リコール酸オキシダー

ゼ(00)が、接合藻を除く Chlorophyceae，Ulv叩 hyceaeではグリ

コール酸デヒドロゲナーゼ(OD)が機能していることが知られ
ている。よって、履歴現象と活性調節部位の獲得が光合成生物

の進化のどの過程で起こったのかを知ることは、非常に興味深
い。そこで紅藻、褐藻、経藻および高等植物への進化途上の緑

藻のRuBisCOの履歴現象ならびに活性調節部位の存脊につい
て検討した。

00をもっChara(シヤジクモ)、紅藻Gelidium(マクサ)、
ODをもっUlva{アナアオサ)、 Enteromorpha{ウスパアオノリ)

のRuBisCOは植物型であった。一方、光合成細菌 Chromatium、
緑藻ChlamydomonasやEuglenaのRuBisCOは細菌型であった。

接合藻の一種Closterium(ミカズキモ)のRuBisCOはこれら両
型の中間的な性質を示した。

laE05 
Chromatium RuBisCOへの履歴現象誘発部位の導入

盛且隆司、小林裕和1、横田明穂(大阪府立大・農・農化、 i静

岡県立大・食品栄養・植物細胞工学)

高等植物型 RuBisCOはカルボキシラーゼ反応において、反

応開始直後には高い活性を示すが、活性は数分以内に緩やかに低

下し、やがて反応は直線的に進行することが知られている。この

反応の二相性は falloverと呼ばれ、RuBisCOの構造変化による

履歴現象が原因である。しかし単細胞緑藻や光合成細菌などの下

等光合成生物型 RuBisCOでは反応は直線性を示し、履歴現象は

見られない。横田と渡海"はホウレンソウ RuBisCOを用いて

falloverに関与すると思われる 3つの Lys残基を決定した。こ

れらの残基のうち 2つは高等続物型 RuBisCOではよく保存さ

れているが、falloverを示さない下等光合成生物型 RuBisCOで

はArgや針。になっている。 我々はこれら 3つの残基が活性

にどのように関与しているのかを調べるため、高等植物と同じ

L品構造を持つが falloverを示さない光合成細菌 Chromatium

Vl即 S酬の RuBisCO(c1oned)の当該残基を部位特異的突然変

異誘発によって Lysに変えた変異型 RuBisCOを得た。 これら

の変異導入は前線性を示していた RuBisCO活性に変化をもたら

した。大腸菌より精製したこれらの変異型酵素について、その特

性を報告する。

11Yokota & Tokai (1993) Submitted 
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laE06 
RuBP吸光度変化を利用したRuBisCO活性の連続測定

村山寛、和田野晃、横田明穏(大阪府大・農・農イヒ)

RuBisCOは反応開始直後は高い活性を示すが、 蛋白の緩や

かな構造変化により活性の低下を起こし、数分後に定常状態へ

移行する三相性の反応を示す。また、この活性の折れ曲がりの

程度は、高濃度(2mM以上)のRuBP存在下において、触媒部位と

は異なる活性調節部位へのRuBPの結合により緩和されるなど、

RuBisCO活性は非常に複雑な挙動を示す。履歴現象と呼ばれる

この現象を詳しく解析するため、我々はより正確な活性測定法

を必要とした。 RuBisCOの活性測定には幾つかの}j法が確立さ

れ、!よく利用されて来ているが、そのいずれの方法を採っても

活性を直接的に信頼性をもって測定することは出米ない。これ

を可能にするには、基質あるいはlj:成物の変化量を連続測定す

る必要がある。 我々はRuBPとPGAの紫外部吸収の違いに着目

した。 基質であるRuBPが紫外部に吸収を持つことはあまり知

られておらず、また、そのモル吸光係数は低いため、これまで

RuBisCO活性の直接的な測定に分光光度計が用いられることは

なかった。 しかし、近年の測定機得の進歩により、 RuBisCO反

応巾のRuBP吸光度の変化を測定可能なのではないかと考え試

みた結果、 高感度での測定に成功した。 この方法により、

RuBisCO活性の直接的かつ連続的な測定が可能になったので報

告する。また、この活性測定方法を用いて履歴現象における蛋

白構造変化の反応速度定数を推定したので併せて報告する。

laE07 
ACTIVATION MECHANISM OF RIBULOSE BISPHOSPHATE 
CARBOXYLASE/OXYGENASE BY INORGANIC PHOSPHATE 
Md. ANWARUZZAMAN， Shinichi SAWADA'， Hideaki， USUDA

2
， 

Akiho YOKOTA， Oept. Agric. Chem.， Univ. Osaka Prel.， Sakai， 

Osaka 593， 'Oept. Biol.， Hirosaki Univ.， Hirosaki， Aomori 036， 

2Lab. Chem.， Fac. Med.， Teikyo Univ.， Hachioji， Tokyo 192・03

Ribulose bisphosphate carboxylase/oxygenase 
(RuBisCO) requires to be activated belorehand by CO2 and Mg2• 
to reveal its activity. The lull activation is attained by more than 

120μM CO2 in the presnce 01 10 mM MgCI2 in the in vitro 
activation. RuBisCO activase has been repo同edto be involved 

in the activation in the presence 01 less than 10 μM CO2 in situ 

However， a majority 01 RuBisCO is in an inactivated state in sink-
limited leaves 01 single-rooted soybean at a high light intensity， 

and inorganic phosphate (Pi) has been inlerred to lunction in 
the activation at air level CO2 [Sawada et al. (1990) Plant Cell 
Physiol. 31， 697-704: Sawada et al. (1992) Plant Cell Physiol 

33， 943-949]. In this study， we explored the mechanism 01 the 

stimulation 01 the activation 01 purilied spinach RuBisCO by Pi 
In the presence 01 6μM CO2 at pH 8.0， the activation state 01 

RuBisCO increased with increasing concentrations 01 Pi in the 
activation mixture. The activation was not due to ∞ntaminating 

CO2 included in the stock Pi 釦 lution.The plot 01 the activation 

state against the Pi concentration gave a sigmoidal curve with 

an inllection point at about 3 mM Pi. The experiments with 
2-car凶 xyarabinitolbisphosphate showed that the Pi-stimulated 

activation was due to the promotion 01 the binding 01 CO2 to 
the activation sites even in the presence 01 6，μMC02 



laE08 
RuBisCO relative specificity簡易決定法
横田明穂、 MartinA. Parry' (大阪府大・農化、 'Rothamsted

Exp. Stat、UK)

RuBisCOはcarboxylase反応とoxygenase反応の両方を触媒する。
ca巾O却 lase反応においてはO

2はCO
2に対して指抗的に、oxygen-

ase反応においてはCO
2はO

2に対して措抗的に反応を阻害する。
このcarboxylase反応とoxygenase反応の速度比陀/K)を決める
(Vcm削除m)j(凶 max!Kom)、relativespeci ficity ('[)は、光合

成細菌のRuBisCOからC3植物のRuBisCOへの進化に伴い大き
く増加する。 現在このτは、人為的に笈異させたRuBisCO

mu匂ntsや新規生物のRuBisCOの解析に、欠かせないものとなっ
ていとそ。 これまで τは、 3H-RuBPとど14C0

2を{使吏い決定されてき
たが、，-'H-RuBPの合成や

対象ではなかつた。 我々は、これらのRIをかj使わず容易に
τを測定できる方法を考案した。 RuBisCOの反応の後、生成
物の3-phosphoglycerateと2-phospho凶lcolateのリン酸基を
alkaline phosphataseによって除去した。 alkalinephosphataseは
この反応生成物である無機リン酸によって強く阻害されるた
めにリン酸基の除去は完令には起こらなかった。しかしこの
酵素の両リン酸エステルに対する親和牲は同じであったので、
本法が有効であると判断した。 生成される glycerateと
glycolateはHPLCを使った向感度有機酸分析機によって定慢し

た。 この方法を使い、すでに報告されているRuBisCOおよび
種々の藻類の τを決定した。

laE09 
ジャスモン酸に応答する大豆リポキシゲナーゼ L-4は葉の貯

蔵タンパク質vsp94のメンパーである

担盛亙阜、柴田大輔 (三井植物パイオ研究所〉

植物リポキシゲナーゼは耐病性や細胞内シグナル伝達に関わ

っていると考えられているが、個々のリポキシゲナーゼの役割

については不明な点が多い。私たちは発芽した大豆の子葉にお

けるリポキシゲナーゼタンパク質の変化について調べ、新たに

3穫のリポキシゲナーゼ L-4， L-5， L-6を見いだした

(Plant Physiol. 98，324-330，1992)。このうち最も発現量の

多いし -4遺伝子を単離し、大豆の各組織での発現を調べたと

ころ L-4遺伝子は若い組織で強く発現しており、またジャス

モン酸を気体状態で作用させると葉で発現量が高まることを明

かとした (1992年度年会〉。さらに種子形成の始まった大

豆から 2週間連続して種子を取り除き続けると、 L-4遺伝子

の発現量が著しく増加することも明らかにしている。今回、リ

ポキシゲナーゼ L-4遺伝子の全塩基配列を決定し、転写開始

部位、翻訳開始部位、イントロンの婦人部位が他のリポキシゲ

ナーゼ遺伝子間で保存されていることを見いだした。この L-

4遺伝子から推定されるアミノ酸配列は、窒素代謝に関連して

葉で蓄えられるタンパク質の 1種である94-kDVegetative Sto 

ragB Protein (vsp94)の部分的なアミノ酸配列と非常に高い相

向性を示した。以上の結果は、リポキシゲナーゼ L-4が葉の

貯蔵タンパク貨として機能をしていることを示すものであり、

リポキシゲナーゼ L-4は vsp94のメンパーであることが明か

となった。
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laElO 
ジャスモン酸に応答する大豆リポキシゲナーゼ L-4の精製と

その基質特異性

岩本↑専行1、加藤友彦、盤E本主直(1福山大、三井植物バイオ研〉

リポキシゲナーゼは細胞内情報伝達物質の生合成や病害祇抗

D1性機構に関わっていることが明らかになりつつある。これらの

役割を担うリポキシゲナーゼはそれぞれ用意されていると考え

られ、複数のリポキシゲナーゼが同一植物に見いだされる。し

かし、個々の植物リポキシゲナーゼの生理的役劃が明確にされ

た例は未だにない。私たちは、発芽に伴って発現する新たなリ

ポキシゲナーゼの存在を明らかにし、遺伝子の単離を行ってき

fこ(PlantMol. Biol. 16.353-359(1990)， Plant Physiol. 98， 

324-330 (1992))。発現量の多いリポキシゲナーゼ L-4遺伝子

の塩基配91]・発現解析の結果、これは葉の貯蔵タンパク質

vsp94であることも判明し、また、細胞内情報伝達物質である

ジャスモン酸で誘導されることが明らかとなった。そこで、リ

ポキシゲナーゼ経路で合成されるジャスモン酸と L-4発現誘

導との関係を調べるために L-4を精製して性質を調べた。開

花後に作られる種子を順次取り除くと葉でリポキシゲナーゼが

多量に蓄積するので、この葉から L-4を精製した。リノ ル

酸に対する Km値はO.8mMであったのに対し、 リノレン酸に対す

るKm値は約7mMと異常に高い値を示した。ジャスモン酸がリノ

レン酸から生合成されることを考えあわせると、 L-4はジャ

スモン酸の生合成には関わっていないと考えられる。現在、

L-4のジャスモン酸誘導機構を調べるとともに、ジャスモン

酸生合成に関わるリポキシゲナーゼの特定を進めている。

laEll 
病害抵抗性反応を示すイネ葉で特異的に発現するりポキシゲ

ナ ゼがジャスモン酸生合成に関わっている可能性について

阜亙血蓋王、彰友良、柴田大輔(三井植物バイオ研究所〕

イネがいもち病菌に対して抵抗性反応を示す場合、葉でリ

ポキシゲナーゼ活性が上昇する (Ohtaet al. Plant Physiol. 

97，94-98. (1991))。私達はいもち病菌感染イネ葉からリポキ

シゲナーゼをコードする cDNAをクロ一二ングし、ノーザ

ン分析でこの遺伝子がいもち病菌に低抗性を示す葉で特異的

に発現することを示した(彰、白野、柴田 1 99 1年度年

会〉。さらにこの遺伝子を大腸菌内で発現させ、リポキシゲ

ナーゼを精製し抗体を作製した。この抗体を用いたウエスタ

ン分析からもノーザン分析の結果を裏付けることができた。

今回、このリポキシゲナーゼの役割を明らかにするため、大

腸菌内で活性を有するリポキシゲナーゼを発現させその性質

を調べた。その結果、このリポキシゲナーゼはりノール駿に

は作用せず、リノレン酸のみを基質とした。また、至適 pH 

は5.5にあり、さらにリノレン酸に対する酸素導入位置を調べ

た結果、ジャスモン酸生合成の前駆体である 13-hydroperoxy

linolenic acidを生成した。これらの結果は、この酵素が病

害低抗性反応時に特異的に発現してジャスモン酸の生合成に

関わっている可能性を示唆している。このような基質特異性

を示すリポキシゲナーゼは今回の報告が最初である。



laFOl 
細胞質遺伝に関与する超微量オルガネラ DNAの蛍光顕微鏡

と電 子顕微鏡による同時観察への子クノピット包埋法の

応用

塁王主主!.J主、 藤 r工誠、 内田英伸、 黒岩崎子 1 (東大・理・植

物、 1共立女子短大・生物〉

高等縞物における色素体 DNAとミトコシドリア DNAの子

孫への伝達様式を新たに開発した細胞学的技術により解

析した。 花粉内の精細胞は花粉管細胞の多量の細胞質に

よって埋められており、 精細胞のオルガネラ核の存否や、

その核が色素体核かミトコンドリア核かなどの正確な評

価は、 DAPI-圧しつぶし法で解析することは困難であった。

従って、 正確な評価を得るためには、 細胞を圧しつぶさ

ず切片として構造をとらえることが必要であった。 しか

し従来の樹脂では自家蛍光を発したり 4'，6-diamidino-2

phenyl indole (DAPI)の浸透が悪く花粉の薄い切片にお

けるオルガネラ核の挙動を解析することが出来なかった。

子クノビット樹脂は、 上記のマイナスの問題点を全て

克服できる包埋剤であることを見い出だした. また、 超

薄切片は蛍光像の観察後、 電子染色し電子顕微鏡でも同

じ視野を観察することができることが分かった。 さらに

オルガネ ラ の 蛍 光 像 を コンビューヲ画像処理により電子

顕微鏡像に重ねるという技術の開拓にも成功した。 この

技術を用いて、 オシロイパナとゼラニウムの花粉の切片

において色素体核とミトコンドリア核の挙動を調べた。

この結果は、 既に我々が提唱している「色素体 DNAとミト

コンドリア DNAの選択的消化が母性遺伝の機備である J と

言う説を強〈支持している。

laF02 
シロイヌナズナの普通葉の発生過程におけるオルガネラDNA合

成のBl・dU法による解析

盤孟誌河野重行、黒岩晴子l、黒岩常祥(東大・理・植物、 l共立

女子短大・生物)

茎頂分裂組織の未分化な細胞が、光合成に適した細胞へと分化する

過程で、色素体とミトコンドリアもその構造をダイナミックに変化さ

せる。

茎頂の未分化な細胞では、色素体は小型でチラコイド構造も未発達

であるが、ミトコンドリアは巨大な紐状に発達していた。茎頂の小型

な色素体には'J量のDNAしか含まれないが、葉緑体への分化に伴¥'¥DNA

は急速に増幅され、色素体当たりのDNA含量は約40Mbpにもなった。こ

の色素体DNA量の糟大は、体積の増大・チラコイドの発達に先行して

生じていた。一方、ミトコンドリアは茎頂分裂組織では大量のDNAを

含むが、薬肉細胞への分化に伴いそのDNA含量は急速に減少した。そ

こで、茎頂分裂組織と葉原基でのDNA合成様式を、 BrdU間接蛍光抗体

法を用いて解析した。吸水後3-10日目のシロイヌナズナにチミジ

ンのアナログである5-bromo-2'-deoxyuridine (BrdU)を取り込ませ、

組織中に取り込まれたBrdUの局在を坑BrdU抗体を用いた間接蛍光抗体

法により検出し、 DNA合成が行なわれた領域を決定した。茎頂分裂組

織の細胞から葉原基が形成されると、体積の増大・チラコイドの発達

に先立って、色素体のDNA合成が急速に活性化された。色素体DNAの合

成活性は、吸水後6日目の分化が進行した葉肉細胞でも検出された。

一方、ミトコンドリアDNAの合成は、 3日目の若い葉原基では活発だ

ったが、分化が進行した薬肉細飽では検出されなかった。この結果、

オルガネラDNAの合成は、色素体では普通葉の発生過程の後期に、ミ

トコンドリアでは初期に活性化されることが明らかになった。
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laF03 
タバコ指養細胞BY-2におけるアミロプラスト形成の誘導過程

哩珪皇、河野重行、黒岩常祥(東大・理・植)

タバコ培養細胞BY-2を用いて原色素体からアミロプラストへ

の分化を誘導する系を開発し、アミロプラストの分化過程とそ

れにともなう色素体遺伝子の発現制御の様式を解析した。通常、

BY-2は未分化な原色素体を持つが、定常期のBY-2細胞をオーキ

シンを含まずサイトカイニン (BA; 1 mg/I)を添加した改変培地

に移すと細胞内の色素体はデンプンを蓄積し、植え継ぎ後約48

時間でアミロプラスト化する。このアミロプラスト分化の過程

では細胞は増殖せず、細胞当たりの色素体数、色素体DNAコピー

数も変化しない。アミロプラスト分化過程における色素体遺伝

子の転写活性の変化を調べるため、誘導開始後、経時的に色素

体核を単厳し、そのinvitro転写活性を解析した。その結果、

アミロプラスト分化の過程では多くの色素体遺伝子の転写活性

が低下するが、位Jl.Aと位且A/Bの転写活性は保持されることがわ

かった。こうした転写活性の変化が転写産物蓄積量の変化と

致するかどうかを調べるために、色素体DNA量を一定にしたノー

ザンハイプリダイゼーションにより色素体転写産物の蓄積量の

変化を調べた。 rRNA，腔M，J.l1坐庄の転写産物蓄積量はアミロプ

ラスト分化過程を通じでほぼ一定または増大するが、他の多く

の色素体遺伝子の田RNA量は減少する傾向を示し、 invitro転写

活性の変化と一致した o これは、 BY-2におけるアミロプラスト

形成過程では、転写活性の変化が色素体遺伝子の転写産物者積

量の決定に重要であることを示唆している。

laF04 
原始紅藻 C，I8Didiuo C81dSl'iU/I RKーl株由色素体ゲノムの解析

よ田にじ・河野重行・黒岩常祥 (東大・理・値物)

真核生物の起源と進化を明らかにするためには、原核生物と真核生物白

境界に位置する、より原始的な真核生物を見いだし、その遺伝子構成在調

べ、他白生物と比較することが最も有効な方法と考えられる。原始紅藻類

に属する温泉義イデユコゴメ (CY81JidiU6 c81ti8riu6 RK-l株)は、細胞抜、

ミトコンドリア、色素体を各 1個含む非常に単純な細胞体制をした生物で、

細胞核 DNA含置も真核生物の中で撮も少ないものの 1つである。その色素体

は、ラン葎と編めて類似した光合成色濃とフィコピリソームを持ち、色素

体敏が色素体の中心に位置していることなどから、現在知られている中で

最も原始的な真核生物の 1っと考えられる。本研究では、原始的な特徴を

保っている色車体に着目し、その色車体ゲノムの解析を行った。

C. c8Jti8riu6 RK-1株目色車体ゲノムは約 15Dkbpの環状 DNAで、約 51b pと

いう小さな逆位反復配列 (IRIをもち、大単一コピ 領域 ILSCIは約 1131bp、

小単一コピー領縮 (SSCIは約 27k bpであった。また、色車体ゲノムに特徴的

な遺伝子である rbcL及びその近傍の塩基配列を決定したところ、紅藻や褐

葎で見られるように、 rbclとrbc8t戸オベロンとなってコードされているこ

とがわかった。さらに重要な知見として、色車体内で機能するが、細胞核

コードであると考えられていた 2つのタンパク賓の遺伝子、 tnll (チオレ

ドキシン・型遺伝子)と trpA Iトリプトファン合成欝車 αサプユニット遺伝

子)が色素体ゲノム上にコードされていることを初めて発見した.

C. caltf8riu6白ような原始的な縞物でも色車体ゲノムの大きさが他の植

物の色素体ゲノムと同犠に約 15Dibpと小さく、 IRが存在することから、組

先型藍色細菌が共生後早期に事量の遺伝子を細胞敏へと移行あるいは滑失

させて色素体へと量化し、 IRを形成したことが推測される.そ由後、更に

tl'rN， tl'pA， J'bcSのような遺伝子が徐々に細胞犠へ移行したと考えられる.



laF05 
ミトコンドリア融合を誘起するプラスミドの持つ全遺伝子群

高竪盟嘉・森君主工・河野重行・黒岩常祥 煉大・理・植物)

真正粘菌血血泣県但与些盛且2旦のミトコンドリア融合(mF)プラ

スミドは約16kbpO.:糟状分子であり、接合期および子実体形成期

にミトコンドリアの融合を引き起こす。ミトコンドリア融合を

諦包する遺伝子を探索するため、皿Fプラスミドの全塩基配列を決

定した。皿Fプラスミド上のωωRFは、 lつのORFを除いて、全て同

一鎖上にコードされていた。同一鎖上に存在するわのORFの大き

さは、アミノ酸数で5'上涜から順に231、163、64Q.， 235、118..
1130、366、309、547であった。皿Fプラスミドの最末端には205bpの

逆位反復配列があり、その内側に144bpO.:繰り返し配列が分子種

によってlからi吸回繰り返していた。さらにその内側には591bp

の逆位反復配列が存在していた。 ORF-547は、この591bpの逆位反

復配列と144bpO.:繰り返し配列をlつ含んでおり、逆鎖中にはこれ

らの配列内の読み枠部分のみからなるORF-221がコードされてい

た。 ORF-547には今までに報告されたほとんどすべてのDNAポリメ

ラーゼで見つかっている3つのドメインが保存されており、

ORF-547はDNAポリメラーゼであることが強く示唆された。逆鎖に

コードされているORF-2211却つのドメインのうちの2つしか持つ

ておらず、 DNAポリメラーゼとしては機能していないと予想され

る。他のORFについては相同性のある遺伝子は見いだされておら

すてミトコンドリア融合との関溜こついては不明である。現在、

融合に関連した遺伝子を同定するために、融合株から単脱した

非融合株のプラスミドおよびmtDNAを解析中である。

laF06 
オオムギ葉緑体リボソームタンパク賓の分析

並一家阜、問中歩、和田明¥辻英夫

被物、 1京都大・理・物到D
(京都大・理・

我々はこれまで、緑化過程における遺伝子発現の銅訳段階に

おける調節に注目して、オオムギリポソームのタンパクrr.m成

の変化について研究を行い、前年度の本大会ではオオムギ細胞

質リボソーム(80S)のタンパク質構成が緑化過程において変化

することを報告した.今回は葉緑体リボソーム(70S)をIjt離し、

とのタンパク質構成を調ベたので報告する.

暗所または明暗周期下で 6日間育てたオオムギの第一葉より

無傷葉緑体を隣厳し、低張液で破砕後、ショ精宇野皮勾配途心に

よって70Sリボソーム圏分を得た。この圏分よりリポソームタ

ンパク質を抽出し、ラジカルフリー高還元住二次元電気泳動法

によってタンパク質構成を調べたところ、黄化薬と緑葉との聞

に差が見られた.また、同じ原核生物型(70S)リポソームであ

る大腸菌リボソームのタンパク質構成と比較すると、葉緑体リ

ボソームは酸性領域の構成タンパク質を多数合んでいるという

特徴を持つことがわかった.緑化過程におけるリボソームタン

パク質構成の変化および重量性りボソームタンパク質のN末アミ

ノ酸配列の分析結果についても述べる.
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laF07 
イネvlrescent突然変異株における葉緑体 tRNAGIU遺伝子発現の温

度依存性

撞且盤企、射湯厚、川畑俊一郎、西村光雄(九大・理・生物)

イネの温度感受性突然変異株である vlrescentは、 30'Cでは正

常に生育するが、 20"Cではプラスチドはクロロフィルを合成せず、

葉縁体としての織能と構造の発達が見られない.本研究では

virescentのクロロフィル生合成系の阻害部位について調べた.これ

までの研究から、緑化しない生育条件 (20"C)において、葉緑体で

機能する蛋白質をコードしている後遺伝子 (cab，rbcSなど)の発

現はほとんど影響を受けないが、葉緑体にコードされている遺伝子

(rbcL， psbAなど)の発現は非常に強い抑制をかけられていること

が明らかにされている(射場ら， 1991)。同じ生育条件でクロロフ

ィル生合成経路を調べた結果、その主要中間産物であるふアミノリ

プリン量産の蓄積が抑えられていた.このことにより‘ Cs経路の段階

で特異的に阻害されることが示唆された.ノーザン法により解析し

た結果、 Cs経路の最初のステップでコファクターとして働く 薬縁

体tRNAGluの発現が抑制されていた. Cs経路の基質であり、最初の

段階で、葉緑体 tRNAGluと結合するグルタミン酸の蓄積に異常は見

られなかった。 cs経路を含むクロロフィル生合成系に働く全ての醇

棄lま核にコードされていることから、以上の結果は vlrescent にお

ける低温下でのクロロフィルの合成阻害は、 葉緑体tRNAGluの特異

的な発現抑制によることを示唆している.

laF08 
Euglenaの葉緑体形成過程におけるLHCP11の葉緑体

丙で面転移:ストレプトマイシンの効果.

長舵哲費、 J.A.Schiffl、 長 奇 栄 二2(東京医大

二面主覇プランダイス大・光生物、 2帝京大・医・化)

先 に 免 疫 電 顕 法 に よ り 同 調 培 養 し たEuglena
の ce11 cyc 1 e中 お よ び 葉 緑 体 形 成 過 程 官 蓄する
光化学系 11・集光性クロロフィルa/b結合タン
パク質複合体(LHCP11 )の局在を追跡した。
その結果、 LHCP11タンパク質分子はゴルジ装置
を経由し、葉緑体へ転送されることが判っ た。

今回、暗静置培養細胞にo.1対 ス ト レ プ トマイ
シンを添加し、正常な葉緑体形成を誘導する光
照度150ft-cを照射し、葉緑体構造の形成過程
を追跡すると、フラスチド内部の構造はある程
度の発達が見られた。 すなわち、 PLBIこ隣接し
結晶様構造が形成され、ピレノイド構造から新
しく 5-6枚のチラコイド膜が形成された。
しかしながら、ストレプトマイシン存在下では
光照射後もPLB構造の消失が起こらなかった。
このような細胞について抗LHCP11抗体ー免疫電
顕観察すると、 LHCP11は結晶様構造上に局 在し
チラコイド膜には全く見られなかった。 この
結果から、ストレフトマイシン存在下でLHCP11 
は細胞質で合成されゴルジ装置を経由しプラス
チド内に輸送されるが、プラスチド内部のLHCP
Hはチラコイド膜への転送が阻害されることが
判った。

Osafuneら， J.Struct.Bio1.109:97-108 (1992) 

Osafuneら， Exp. Ce 11 Res.193:320-330(1991) 



laF09 
光化学系II 23-kDaタンパク質のストロマにおける

プロセシング部位の決定

小西智一、丸田嘉幸、篠原健司1、渡辺昭(名大・農・

生化学制御、 1農水省・森林総研)

23-kDaタンパク質の前駆体は分子量 29kDaのポリ

ペプチドで、適当なエネルギー源の存在下で単離葉緑体

のチラコイド‘内腔へと輸送される。前回の大会で、われ

われはこの前駆体が ATPによって包膜を通過し、プロセ

シングをうけて分子量 27kDaのポリペプチドとしてス

トロマに蓄積することを示した。この 27kDaポリペプ

チドは光照射下でチラコイド膜を通過することから、輸

送中間体であることが確かめられた。今回の発表ではこ

の中間体のアミノ末端がAla38であること、およびその

周辺の配列 (Val-Cys-Lys~Ala) が高等植物のチラコイ

ド内腔のタンパク質の輸送ペプチドの間で保存されてい

ることを示す。この配列は、これらの前駆体をプロセシ

ングするために必要であることが考えられる。

laFlO 
業縁体に輸送されたフェレドキシンNADP+還元酵素σNR)と
70kD熱ショック蛋白質(Hsp70)、及びシャペロニンω(C凹伺}

との相互作用

盤主童二、西村幹夫(基生研・細胞生物、総合研究大学院大・

生命科学)

Hsp70とCpn60はそれぞれが非常によく保存されたかたち

で、原核細胞から真核細胞まで広く存在している一群の蛋白

質であり、他の蛋白質のほどけた状態の維持、折れたたみ、

複合体の形成、あるいは複合体からの解離に関与すると共に、

変性蛋白質の再生に関与する分子シャペロンであることが提

唱されている。近年、高等植物の葉縁体にもHsp70とCpn60が
存在することが確恕され、その一次構造も報告されているが、

これら蛋白質が葉緑体蛋白質の成熟過程にどの様に関わって

いるのかは以前としてはっきりしない。

演者らは単離葉緑体に試験管内で輸送させたFNRとHsp70、
Cpn60との相互作用を抗出p70[1]、及ぴ抗Cpn60抗血清[2]を用

いて解析した。輸送されたFNRは抗Hsp70、抗C卯 ω抗血清に

よって、 Aτ?の存在しない条件で免疫沈降された。このこと

は輸送されたFNRと肱p70、及びCpn60との関に物理的な相互

作用があることを示している。更に、輸送反応時間を追って

解析した結果、輸送されたFNRは一過的にHsp70と相互作用

すること、そしてそのFNRとHsp70との相互作用はCpnωとの

それに先立つことが示された。以上の結果はFNRが業縁体に

輸送された後、Hsp70、Cpntゅの順に連続して相互作用してい

ることを示唆している。

[1] Tsugeki， R. and Nishimura， M. (1992) in: Reseach in 

Photosynthesis.σ4町ata，N. eds) in press. [2] Tsugeki， R.， Mori， 

H. and Nishimura， M. (1992) Eur. J. Biochem. 209，453-458. 
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laFll 
発芽カボチヤ子葉のチオラーゼ cDNAクローニングとその構

造解析
1lll且』町、 2、林裁に森仁志1、西村幹夫1.2、(基生研・

細胞生物 1、総合研究大学院大・生命科学，) 

カボチャなどの脂肪性種子の子葉車凶畿では、光照射による緑

化過程においてマイクロボディの機能変換が観察される。すな

わち、糖新生に関わるグリオキシゾームは光呼吸に関与する緑

業パーオキシゾームへと変換するのである。我々はこの変換過

程においてグリオキシル酸経路を構成する酵素群が徐々に減少

し、変わって光呼吸を行う酵素群が denovoに生合成されるこ

とを明らかにしている。戸酸化系は脂肪酸の分解を行う過程で

あり、グリオキシル酸経路と同じくグリオキシゾームに局在し

ている。チオラーゼ(3-ketoacyl CoA thiolase)は、そのp酸化

系の最終反応を触媒する酵素である。チオラーゼはグリオキシ

ゾームだけでなく緑業パーオキシゾームにも存在するが、機能

変換における変動等、詳しい解析は行われてはいない。また、

マイクロボディに局在する酵素の多くは成熟型と同じ分子量で

合成され、そのC末端に特徴的な局在化シグナルを持つが、動

物パーオキシゾームのチオラーゼは例外的に分子量の大きい前

駆体として合成され、 N末端側の延長ペプチドに局在化シグナ

ルを持つことが報告されている。そこで、マイクロボディ機能

変換における p酸化系の変動を明らかにし、さらに、植物マイ

クロボディにおける高分子量前駆体の局在化機構について解析

するために、チオラーゼの cDNAクローニングを行二った。そ

の構造解析の結果もあわせて報告する。

laF12 
形質転換イネ培養細胞で機能するタンパク質の液胞輸送シグナ
ルの解析
墨堕宜率二，松岡健島本功3，旭正中村研三2

('福井県立大・生物資源名古屋大・農・生化植物工学
研究所)

我々は，サツマイモ塊根に大量に蓄積する欄包タンパク質
スポラミンを用いて，液胞への輸送機構を解析している.スポ
ラミンはプレプロ裂前駆体構造を持ち，小胞休，ゴルジ体を経
て欄包に局在化する.形質転換タバコ培養細胞を用いた解析か
ら，スポラミン前駆体のN末端プロペプチドが液飽への輸送に
必須であり，その site-directed mutagenesisから Asn-Pro
-Ile-Arg配列 (NPIRモチーフ)が，輸送シグナルのコア構
造であることを見いだしている.一方，オオムギレクチン等の
湖包タンパク質では， C末端プロペプチドに液胞愉送シグナル
が同定されているが，そこには NPIRモチーフは存在せず，
酸性アミノ酸カ敬個の疎水性アミノ酸に続く特徴あるモチ フ
(疎水也管針生モチーフ)を有する.今回は，イネ矯養細胞を

用いて， NPIRモチーフが広く高等植物問で液胞輸送シグナ
ルとして機能するか否か等を検討した.

1.野生型スポラミンは，タバコ培養細胞と同様の process
ingを受けたことから液飽へ輸送されていると考えられた.し
かし，タバコと異なり， 0-結合型糖鎖の付加は受けていない
ようである.
2.NPIRモチーフを含むプロペプチドを欠落させると，

スポラミンは培地中に分秘された.このことからイネにおいて
も， NPIRモチーフが欄包輸送シグナルとして機能している
と推定された.NPIRモチーフと疎水性/酸性モチーフは，
徳造との類似性が認められないことから，高等植物細胞では，
同ーの植物においても，複数の液胞輸送シグナル古噛能してい
ると推定される.



laGOl 
クロレラウイルス粒子に存在するDNA結合蛋白質の解析

宣出藍益、山田隆 (広島大・工・醗酵)

クロレラウイルス (CVK2)は正 20面体構造をした

大型(直径 200nm)ウィルスであり、350KbのゲノムDNA
と40種以上の蛋白質から構成されている。ウィルス蛋白

質の中で最も多量に存在するのは52kdの糖蛋白質 (Vp52)
でありウィルスのカプシドを構成している。またVp52など

で構成されるウイルスカプシドは4M尿素処理によりウイ

ルスコアから分離できることがわかっている。しかしなが

ら、ウィルスカプシド、コア共にその蛋白質レベルでの具体

的な構造と機能はいまだ明らかにされていない。

今までにクロレラウィルスはホストの細胞質で複製する

ことがわかっており、そのことからDNA複製や転写に必

要な蛋白質をウイルス自身がコア中に保持しているものと

思われる。そごで、今回、サウスウエスタン法によりウイル

スコアに存在するDNA結合蛋白質の検索を行なった。そ

の結果、 7つのDNA結合蛋白質が検出された。それらの中

には、 dsDNA特異的に結合するものも存在した。また、

dsDNA特異的に結合するウィルス蛋白質のうち25kd蛋

白質 (Vp25)の結合性は塩基配列に依存していた。現在、ク

ロレラウイルスの感染初期に発現する遺伝子の 1つである

EF-3<J)上流域を含むDNA断片を使用し、Vp25の転写因子

としての可能性を調ペているところである。

laG02 
ウイルスCVK2が感染したクロレラにおける、ウイルス蛋

白伸張因子EF-3様遺伝子の発現

壷E室盤、田村耕一郎、山田隆 (広島大・工・醗酵)

CVK2は単藻類のクロレラに感染する正20面体の大型

ウイルスである。このウイルスは約350kbpの巨大な2本
鎖DNAをゲノムとする。

最近我々は天然痘ウイルスのゲノムの遺伝子とハイプ

リダイズするDNAを見つけた。 この領域を含む2.6kbpの
EcoR 1 /Hind IIIフラグメントがクローニングされ、塩基配

列の決定が行われた。 EMBLデータベースでのホモロジー

サーチの結果、この遺伝子は酵母における蛋白伸張因子

Ctrans1ationa1 e1ongation factor)EF-3の遺伝子に相当

する事が判った。 このウイルス遺伝子は3255bpのORF
を持ち、このORFは1085のアミノ酸をコードしている。

この遺伝子産物と酵母のEF-3はアミノ酸配列上でもホモ

ロジーが存在している。 CV胞を感染させたクロレラCNC6
4A)から全RNAが調整され、ノーザン解析が行われた。こ

の結果この遺伝子はウイルスの感染サイクルの初期(感

染後20分〉に発現している事が判った。驚くべき事に

この遺伝子は、感染サイクルのほとんど終わり(感染後

240分)においてさらに多く発現していた。この遺伝

子の産物の生理機能を解明するために、これを精製しin
vitro翻訳系への影響を調査している。

67 

laG03 
Agro同cteriumtumefaciensの

新染色体病原性遺伝子の分離と構造

差思語、 WirawanI.Gede Putu，小島峯雄

(名大、農、生化学制御)

トランスポゾン変異法を用いて、染色体に変異を起

こした A.tumefaciensの非病原性変異体(B-119株)

を分離した。 B-119株と親株は成育速度と宿主への

接着能において差はなかった。 Tn5は B-119株の染

色体の l箇所に挿入されていた。 B-119の非病原性

がこの Tn5の挿入によって引き起こされていること

は標識交換法により確認された。親株染色体上の Tn5

挿入標的部位 (3.0kb)をクローニングして塩基配列

を決定した。 2つの ORF(ORF-lとORF-2)が検出され

た。 Tn5は ORF-2の中央部に挿入されていた。相補試

験も ORF-2が病原性に関与していることを示した。

ORF-2の塩基配列よりその産物は膜タンパク質である

ことが推定された。本遺伝子と相同性を示す遺伝子は

報告されていない。

laG04 
非マメ科植物一アベナ分泌物による根柱形成遺伝子(盟止)の活性化
王邑車並三、庄野邦彦， (大妻女子大・一般・生物J東京大・教養・
基礎科学〉

われわれは非マメ科植物あるいは非宿主マメ科植物と根位菌との
相互作用を解析することによって、振粒形成における恨粒菌とマメ
科植物の宿主特異性が狼粒形成のどの段階で、どのような要因によっ
て決められているかを明らかにすることを目的として研究を行って
きた。すでに根粒形成過程で宿主植物にみられる根毛のカ」リング
という現象が根粒簡をその宿主植物から分泌されるフラボノイドで
前処理(根粒形成に必須な根位菌の盟昼遺伝子の発現を誘導する処
理)することによって非宿主植物の恨毛のカーリングを起こすこと
を発表した。今回は実験の過程で未処理のクローパ菌が非マメ科植
物一アベナの被毛のカーリングを誘導することを見いだし、その現
象に解析を加えたので報告する。

根位菌による宿主マメ科植物の榎毛のカーリングには宿主植物の
根から分泌するフラボノイドによって発現が誘導されたnod遺伝子
が関係することが知られている。そこで、アベナの根毛からもクロ
ーパと同様にクローパ菌の盟止遺伝子の発現を誘導する物質が分
泌しているかどうかを盟企担主主 fusion遺伝子を持つ根粒薗を用
いて検討した。その結果、

1.アベナの根毛の分泌液はクロ」パの根毛の主要な nod誘導物質
である7、4・ dihydroxyflavoneと同様に盟止民主主遺伝子を持ヮク
ローパ薗の β ガラクトシダ」ゼ活性を誘導したが、他の根粒菌の
活性には影響を与えない。
2.fusion遺伝子を持つ根粒菌をβ ガラクトシダーゼの基質であ
る X-gal を含む培地上でアベナに感殺させると根毛およびその周
辺が青色を呈し、綴毛付近の根粒菌のβ ガラクトシダーゼ活性が
誘導されていることが示された。

以上の結果はアベナの根よりクロ」パ薗の nod遺伝子を活性化
する何等かの物質が分泌されていることを強く示唆する。またアベ
ナでは恨粒ができないことからカーリング以降のステップに植物側
の原因によって恨位形成が制限されているステップがあることを示
すものと恩われる。



laG05 
Rhizobium leguminosarum bv. trifol i iσ〉

根粒形成遺伝子を移入した Agrobacterium

Mmefaciens の特性

森清一郎.東四郎 ，内海俊樹，

阿部 美紀子. (鹿児島大ー理・生物)

R. l.bv.trifol ii ANU843株の根粒形成遺伝

子 (common and host-specific nod genes) 

をクローニングしたプラスミド. pRt032 を

A.tumefaciens A136株(Ti -plasmi d 欠損)

と R.1 . bv. t r i f 01 i i H 1株 (Sym-plasmid欠

損)へ移入した。形質転換 Agrobacterium

(TMl株) . Rh i 7.ob i um ( H 1 t1株)ともにホワ

イ ト ク ローパー (Trifolium repens cV.La-

dino) に対し根粒を形 成 し た 。 こ れ ら の 根 粒

内部には.感染糸.細胞内バクテリアが存在

した。さらに. TMl株は低頻度ではあるがア

ルファ Jレ フ ァ (Med i cago sa t i va cv. Common) 

に対しでも根粒様構造の形成を誘導した。こ

の構造内部には，感染糸，細胞内バクテリア

の存 在は認められなかった。

laG06 
エンドウNod+F'ix-突然変異体に形成される根粒の特性

玉置盤担、高木正伸、菅沼教生〈愛知教育大・生命科学〉

マメ科構物と根粒菌の共生関係は、宿主植物と根粒薗の相E
作用により成立する。根粒を形成する (Nod+)が形成された根

粒が窒禁固定能を示さない(F'ix-)宿主植物の突然変異体は、

植物による窒素固定能の発現機構を解明する材料として有効で

あると考えられる。われわれは、エンドウNod+F'ix-突然変異体

E135 (鎧魁豆鐙魁~) に形成される根粒の特性を明らかにする

ために、根粒のタンパク質組成、 Noduli nの発現、炭素と窒素

代謝に関わる酵素活性を正常品種Sparkleと比較検討した。

3-7週齢の根粒の可溶性タンパク質組成をSDS-PAGEで調べ

た結果、 3遇齢ではタンパク質組成に違いがみられず、 4週齢

以降E135根粒で15、38、87kDaのバンドが減少した。次に、根

粒特異タンパク質 (Noduli n )の抗体を作製し、 Nodulinの発

現バターンをWesternblotによって比較した。その結果、 3週

齢では差がみられず、 4遇齢以降、 E135根粒において35.5kDa

のNoduli nが消失し、代わって6週齢以降26、27、31kDaのバ

ンドがE135根粒で新たに出現した。また、ダイズレグヘモグロ

ビン (Lb)抗体によりLbの検出を試みたところ、 E135根粒にお

いても6つのサプユニットの存在が確認された。しかし、ヘム

鉄含量はSparkleに比べE135根粒では低かった。 PhosphoenoI -

pyruvate carboxylase、Sucrosesynthase、Alanine-pyruvate

aminotransferase、Glutaminesynthetase、Glutamatesynth-

aseの活性を測定したところ、いずれの酵素活性も 3週齢では

差がなく、 4週齢以降E135根粒において低かった。
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laG07 
病原菌シグナルによるエンドウ妨御反応の制御(5): ;ポリ

フォスフォイノシチド代樹系と原形質鵬ATPase 聞の相

互制御について

日野殿、豊田和弘、山田哲治、奥 八郎、白石友紀

(岡山大農)

エンドウ褐紋病菌の生産するサプレッサー (S)は宿主原形質

膜 ATPase活性を阻害すること、および P型 ATPase限害剤

パナジン酸M もエリシター(匂で誘導される防御反応を Sと

同じ様式で抑制することから ATPase と防御応答との強い関

連が示されている。今回は、 Eおよび S による膜情報伝達系

の制御について調べた。 Eはポリフォスフォイノシチド (PI)代

謝系を活性化するが、 S又は V 共存下ではこの活性化は抑制

されることや、 PIP2が ATPase活性を地高させることから、

ATPase と PI 代謝系の関連が示された。原形質膜画分を

0.35% デオキシコール酸で処理後、グリセロール密度勾配遠

心で得た各分画の ATPaseおよび PIkinase活性を調べた。そ

の結果、 SおよびV感受性の ATPase活性に富む画分中に PI

kinase活性も確認された。本活性は Eで増高し、 S又は Vに

よって抑制された。 TritonX-100 処理原形質膜では、 V は

ATPaseを阻害するにも関わらず、 PIkinase活性を阻害しな

いことと以上の結果とを考え合わせると、 ATPase-PI代謝系

クロストークの可能性が推定された。

laG08 

エンドウ褐紋病菌サプレッサーおよび

その ペプ チド 部分 のエ ンド ウ原 形質膿

A T P a s e活性に対する阻害効果

加藤敏朗 1，2・豊田和弘1 ・賓藤公児2 ・田原誠2 ・白石友紀

百盲音吉1 ・奥 八郎1

('岡山大・農田植病、 2新日銭(株)先端技術研究所)

エンドウの病原菌である縄紋病菌は、宿主の動的抵抗反応

を抑制する物質(サプレッサー)を生産する。 2種類のサプレッ

サーを精製し、化学構造を GaINAc-Ser-Ser-Gly，Gal-GaINAc-

Ser-Ser-Gly-Asp-Glu-Thrと決定した (PCP33: 663-667，1992)。

2種のサプレッサーは、ともにファイ卜アレキシンの蓄積を

遅延させる効果を有しているものの、原形質膜ATPase活性に

対する効果は異なることがinvitroおよび的 situの実験にで判

明した。そこで工ンドウ原形質膜ATPase活性限害を担う化学

構造を明らかにするために、精製サプレッサー(2種)に加え、

合成ぺプチド(11種)を用いて的 vitroでの効果を調べた。実験

に供したいずれのぺプチドよりもSupprescinBによる阻害効

果が高かった。更に、限害効果を示したもの(SupprescinBお

よび8種のペプチ刊について動力学的解析を行ったところ、

非措抗型、措抗型、およびそれらの混合型の 3タイプに分類で

きた。 p-nitrophenylphosphateを基賓としてエンドウ原形質

膜薗分の酸性ホスファターゼ活性に対する効果を調べたとこ

ろ、 ATPase活性に対して非措抗型の阻害を示した 3種

(Supprescin B， Asp-Glu-Thr， Gly-Asp-Glu)は本活性を阻害した。

以上の結果はそれらカずATPaseのホスファターゼ部位へ作用し

ていることを示唆している。



laG09 
イネ培養細胞のミクロゾーム膜画分にはキチン由来のエリシターに対

する高緩和性結合部位が存在する

迭釜直ム、賀来華江、朽津和幸、 Maliarik. Mary 1.' (農水省生物研、

ミシガン大学医学部)

穣々の高等植物が、病原菌あるいは植物自身の細胞表層由来のオリ

ゴ槍をシグナルとして、生体防御機機を活性化することが知られてい

る。こうした緒質性のエリシターを認識するレセプターに関しては、

大豆の原形質膜画分に分岐βーグルカンへプタマーに対する高親和性結

合部位が存在することが報告されているのみで、その他の縞物由来あ

るいは特異性の異なるレセプターに関する報告は見あたらない。我々

は最近、特定の重合度以上のN-アセチルキトオリゴ糖が極めて低濃度

で、イネ培養細胞のファイトアレキシン口や活性酸素引の生成、特定

の遺伝子の活性化的や細胞内外のイオン濃度の変化"などを引き起こ

すことを見いだした。こうしたオリゴ糠に対する特異的なレセプター

が存在するかどうかを調べるため、 (G1cNAc)，のチラミン誘導体を'"

Iでラベルした放射性リガンドを合成し、イネ培養細胞のミクロゾー

ム膜画分に対する結合牲を調べた。ミクロゾーム膜画分に対するこの

リガンドの結合は飽和型の曲線を示し、そのスキャッチヤードプロッ

トによる解析から、解雌定数が nMオーダーの非常に高い親和性を持

った単一種の結合部位が存在することが示唆された。また、この放射

性リガンドの膜への結合は低濃度の (GlcNAc)，あるいは (GlcNAc)，

で阻害されたが、脱アセチル化したキトサンのオリゴマーでは阻害さ

れず、エリシター活性で認められた特異性とよく対応した。これらの

結果は、この結合部位がレセプターとしての要件を備えていることを

示唆するものである。1)Yamada. A. et a1.. Biosci. Biotechnol. 
Biochem.. in pr官邸.: 2)朽津和幸、渋谷直人 (993)本大会Z需要;

3)西沢洋子ほか(991)日本継物病理学会摘要;南栄ーほか(993)

本大会議要:4)朽津和幸ほか(1992) 日本植物学会講要

laGlO 
イネ培養細胞において髄質エリシ主ー処理時初期に活性化される

遺伝子;重~二，朽津和幸\渋谷直人河内宏\大槻義昭 2

(農水省農環研.。生物研.'.研センター〉

イネいもち病菌細胞盤の骨格を形成するキチンのオリゴマー

(N アセチルキトオリゴ槍;以下 (G1cNAc)，と略)は、イネ懸濁培養

細胞に対 Lて低漫度で高いファイトアレキンン誘導活性を示し

(Sh i buy.ち 1990)、また短時間内に一過的な細胞内外のイオン温

度の変化をもたらす(桁津ら 1992)高活性のエリシターである.そ

こでこの系における績遺伝子の発現変化の解析を目的と Lて、エ

リンター処理後短時間で発現する遺伝子の単離を蹴みた.

(G 1 cNAc) ，を 15分間処理した細胞から抽出 LたPo1y(A)'-RNAを鋳

型として cONAライプラリーを作製 L、 これを subtracti on法によっ

て調製したプロープを用いて7.9リーニング Lた.候補のクロー

ンのうち EL2.EL3と命名した 2クローンを以下町実験に供した.

EL2・RNAは無処理由細胞でも僅かに検出され、処理60分後にピー

タに違 Lた.一方 EL3回RNAは無処理の細胞では検出されず、処理

15分後にピークとなり 60分後には再び検出きれなくなった.両者

の蓄積は処理6分後には観察され、極めて短時間に活性化される遺

伝子であると考えちれた. (G1cNAc)，はこれらの蓄積に低温度で顕

著な効果を示すが、脱アセチル体であるキトサンオリゴマーは効

果がなく、また高いエリシ担ー活性を有する直ーグルカン断片も低

温度でとれらの田RNA由蓄積を誘導した。これらの遺伝子発現じ対

するエリンターの効果はファイトアレキシン蓄積や細胞内外のイ

オン撮度の変化の場合に認められたものとよく似ており、共通 L

た初期シグナル白伝達経路町存在が示唆される.
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laGll 
イネ培養細胞の糖質性エリシターに対する初期応答反応と活

性酸素の生成

担連盟圭、渋谷直人(農水省・生物研・細胞生理)

植物細胞は、病原菌や植物細胞表層由来のオリゴ糖シグナル

を認識して、生体防御機構を活性化する。我々はイネ培養細胞

を用いて、いもち病菌の細胞壁断片由来のオリゴ糖に対する応

答の情報伝達機構を解析している。細胞に低濃度のN-アセチ

ルキトオリゴ糖あるいはβ グルカンを与えると、直後に原形

質膜を介したイオンの動きと、細胞質の一過的な酸性化口、特

定の遺伝子発現の急激な活性化2】などが誘導され、最終的に

ファイトアレキシンが合成される 3)ことを見出した。そこで

このようなエリシタ一応答の細胞表層における初期反応を明

らかにするため、化学発光法による解析を行ったところ、細胞

はスーパーオキシド(02-)などの活性酸素を急速に生成するこ

とが明かとなった。キトオリゴ糖は特定の重合度以上のもの

だけが有効であり、その有効濃度域は nM以下と極めて低かっ

た。脱アセチル化したキトサンのオリゴマーは、活性酸素の生

成を誘導しなかった。またこの反応は、プロテインキナーゼの

阻害剤により阻害された。このようなオリゴ糖の効果はエリ

シター活性で認められた特異性とよく一致していることから、

イネ培養細胞は特定の構造のオリゴ績を認識し、生体防御反応

の一環として応答直後に活性酸素を生成すると考えられる。

この反応は、生体防御機構の誘導における情報伝達に関与して

いる可能性も考えられる。1)朽津ら(992) 日本植物学会講

要 p.129:2)南ら(993)本大会講要 3)Yamada. A.. et al. 

(1993) Biosci. Biotechnol. Biochem. in press. 

laG12 
ニンジン情養細胞の外部刺激伝達系でのサイクリック AMPの作用後構

墨監玄皇西荒介{富山医薬大薬}

ニンジンのファイトアレキシン、日-methoxymelleinの産生は細胞が

オリゴガラクツロン酸を認識することによって開始され、その過程に
はカルνウムがメッセンジャーとして関与することが明かとなってい
る。これに加えてガラクツロン酸の添加直後に一過性のサイクリック
AMP(cAMP)量の上昇が観察された。 ニンジン培養細胞をコレラ毒素

またはforskolinで処理することによっても短時間のcAMP量の増加に続

いてファイトアレキシンの合成が誘導されたが、この生成活性はカル
シウムチャンネノレプロッカーやカルモジュリン阻害剤の存在で強く抑
制された。これらの結果からcAMP濃度が高くなることによって細胞内
のカルシウム濃度のレベルが併せて上昇する可能性が示唆された。モ
こでニンジン培養細胞にカルシウム蛍光指示薬fluo-3を取り込ませてか
らforskolinで刺激し原形質内のカルシウム濃度の変化を調べた。その結
果、通常100nM程度であるカルシウムレベルがforskolin処理の後cAMP

量の増加に呼応して上昇し日00-800 nMに達することが示された。こ
れは高等植物細胞内の様々なカルンウム依存性の生理反応を引き起こ
すのに充分な濃度と考えられる。次にニンジン培養細胞から二相法に
よって原形質膜に富む画分を調製し、 Graef等の方法によってそのうち
のinside-outのベシクルにラベルしたカルシウムを取り込ませた。この
ベシクルに様々な濃度のcAMPを作用させたところ10nM程度の濃度で

あっても充分なカルシウムの放出が認められた。これは刺激したニン
ジンの原形質内のcAMP濃度に対応しており、 cAMPによる細胞外から
のカルシウム流入が生理的な濃度の範囲内で起こり得ることが示され
た。 Forskolinで刺激した細胞を分画してタンパク質の燐酸化の活性を

調べたところcAMP依存性の活性は認められずカルシウム/カノレモジュリ
ン依存性のキナーゼが活性化されていた。これらの結果を総合して、

ニンジン培餐細胞ではcAMPレベルの上昇によって燐酸化を介さないカ
ルシウムの流入が起こり結果としてカルシウムカスケ ドが活性化さ
れ、このシグナルクロストークがcAMPの情報伝達槍構の一部であると
考えた。



一般講演

第 1日 3月 29日(月〉 午後の部

B 会場

C 会場

D 会場

E会場

F会場

G 会場

分子生物学(3 ) 

ストレス(2 ) 

光合成(2 ) 

代 謝 (2 ) 

オルガネラ (2) ・細胞培養・細胞分化

成長制御(1 ) 
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ジャスモン酸類は植物に普遍的に存在し、老化促
進、貯蔵器官の形成促進などの生理活性を持ち、ま
た最近では特定遺伝子の発現を誘導することが明ら
かになっている。無菌培養サツマイモ幼植物体にジ
ャスモン酸メチルエステルの蒸気処理をしたところ、
葉において18kDaのタンパク質の大量の蓄積が誘導
されることが分かつた。この18kDaタンパク質は処
理4日後の幼植物体の葉の全可溶性タンパク質の約
10%を占めたが、葉柄、茎、根では顕著な誘導は見
られなかった。 18kDaタンパク質の葉における誘導
は、切断した葉一葉柄部の切り口からジャスモン酸
メチルエステル水溶液を吸わせた場合にも見られた。

ジャスモン酸メチルエステルで処理した葉の抽出
液より 18kDaタンパク質を精製する過程で、このタ
ンパク質はSuperoseゲルに吸着しやすい性質を持っ
ていることが分かり、またプロテアーゼ処理によっ
て得られた3つのペプチド断片のアミノ酸配列は、
パンノキ種子のガラクトース結合性レクチンである
ジヤツカリンと50%近い相同性を示した。ジャスモ
ン酸メチルエステルで 1日間蒸気処理したサツマイ
モ幼植物体の葉から抽出したmRNAより cDNA
ライブラリーを作製し、アミノ酸配列より逆翻訳し
て作った合成オリゴDNAプロープによって同定し
たクローンについて現在解析を進めている。
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lpB02 
ジャスモン酸メチルエステルによるタバコ

BY-2細胞の遺伝子発現パターンの変動

撞且亙1二 石川敦司 中村研三(名大・農・生化)
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ジャスモン酸メチルエステル(M-JAS) をはじめ
とするジャスモン酸類は植物界に普遍的に存在し、
植物に対して成長抑制、薬の老化促進、ジャガイ
モ塊茎の形成誘導等の種々の生理活性を微量で示
し、最近では、植物において特定遺伝子の発現を

誘導することも明らかにされている。
我々は、ジャスモン酸類による植物遺伝子の発

現制御とその情報伝達機構を細胞レベルで明らか

とすることを目的とし、タバコ懸濁培養細胞BY-2
を M-JASで比較的短時間処理した場合の遺伝子発

現パターンの変動を解析した。皿RNA画分による
in v itro翻訳産物の二次元電気泳動パターンの比
較から、 BY-2細胞を M-JASで処理した 4時間後
には、消失、減少するスポットに加え、多数の新
たなスポットも検出され、 M-JASは、 BY-2細胞の
遺伝子発現パターンに大きな影響を与えることが
明らかとなった。 M-JAS処理をシクロヘキシミド
(CHX)存在下で行うと、殆どの皿RNA誘導は抑えら
れたが CHX存在下でも M-JASで誘導されるスポ
ットが検出された。 M-JASで 2時間処理した BY-2

より cDNAライブラリーを作製し、ディファレン
シャルスクリーニングによって M-JASで誘導され
る数種類のクローンを同定し、現在得られたクロ

ーンについて解析中である。



lpB05 
ペチュニアのフラボノイド-3'，5'-水酸化酵素遺伝子の

ク口一二ング 1.青色花弁特異的なチトクロムP450遺

伝子の同定

玄益正1弘、嶋田幸久‘中野律子、沖中泰、清川繁人、菊池泰弘

(協和発醇・筑波研)

多くの青色花弁を持つ植物では3・位と5'位が水酸化されているア

ントシアニン系色素が花色を担っている.この合成反応の鍵酵素で

あるフラポノイド-3'，5'.水酸化酵素遺伝子をクローニングすること

を目的として研究を行った.

本酵素は後々な知見からチトクロムP450スーパーファミリーに

属すると考えられ、従来の生化学的手法では精製が困難であった.

そこでチトクロムP450のヘム結合領域のアミノ酸配列が比較的保

存されていることに着目し、この領繊の DNA配列を LS(Low 

Stringency)・PCRで僧幅する方法を開発した.既知のP450のアミノ

酸配列から正方向16種、逆方向12種のプライマーを合成し‘ペチュ

ニア青色花弁cDNAを鋳型とし、 192通りのLS.PCRを行った.海基

Ir5IJ解析の結呆 20種類のヘム結合領域コNAIG列が明らかになった.

これらのうち青色花弁にだけ特異的に発現している配列を同定す

るため.まずペチュニアの青色花品種を赤色花品種(本醇棄欠鍋株)

に戻し交配を繰り返し本酵素に関する遺伝的分離集団を作成した.

続いて上で明らかにしたDNA配列を元に17種類のプライマーを合成

し、戻し交配集団各個体由来の花弁cDNAを鋳型としてSSP(Single 

Speci官cPrimer)ーPCRを行った.PCR産物解析の結果、本酵素の発

現と連鎖するチトクロムP450遺伝子断片を1種類同定した.

lpB06 
ペチュニアのフラボノイド・3'，5'-水酸化酵素遺伝子の

クローニング 11.全鎖喪cDNAのクロ一二ングと植物

での発現

岨国主2.，大林正也、中野律子、沖中泰、清川繁人、菊池泰弘

(協和発酵・筑波研)

前報においてペチュニア青色花弁で特異的に発現しているチトク

ロムP450遺伝子断片を同定した.

この断片をプローブとして育花ペチュニア花弁cDNAライブラリ

ーからこれとハイプリダイズする約2kbpのcDNAをクローニングし

た.泡基配列を決定したところ、このcDNAは506アミノ酸からなる

ポリペプチドをコードしており、チトクロムP4501こ特徴的なアミ

ノ酸配列が見られた.またアポカドのチトクロムP450とは約3396

の相向性を有していた.

さらに取得した配列がフラポノイドー3'，5'・水酸化酵素遺伝子であ

ることを確認するため、この配列をpBI1211GaMV3SSプロモーター

!こ連結し、アグロパクテリウムLBA制 04を用いて.本醇棄を欠損す

るタバコ及びペチュニアの植物品積(ピンク色花)へ導入した.こ

れらの形質転換植物はコントロールよりも濠い色調の花をつけた.

花弁の色来を分析したところ、新たにアントシアニジンの5・位の水

磁化が認められ、クローニングした遺伝子がフラポノイド3・s・水

酸化酵素遺伝子であることを確認した.

本研究で得られた遺伝子を利用した花色の遺伝子撮作の可能性に

ついても述べる.
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lpB07 
雌雄異株ヤナギ科植物にみられるヒトSRYに類似したDNA

塩基貯日

鐘屋壁宣(森林総研)

日静L類SRYはY染色体上に存在し、妊の生殖房基を精巣へ発

達させる引き金として機能する遺伝子である。この遺f託がコ

ードするタンパク質は、 DNA結合領減(HMG-box)を持った転写国

子と考えられている。ヒトやマウスなど伊静l調お通りて司まな

く、雌雄異棟の植物にもこの遺伝子が存在するのか、あるなら

ばどのような機能を担っているのかを王身ミる目的で、雌雄異抹

ヤナギ科植物(パッコヤナギ、カワヤナギ)の雌雄両個体より

調製した金DNAを制限酵素て匂]断し、ヒトSRY(pY53.3のO.9-kb

HincII断片、 Dr.P.N.Goodfellω，1αF，Londonより供与)をプロ

ープにして、サザンプロットハイプリダイゼーションにより解

析した。二種類のヤナギ科植物ではヒトSRYに類似のDNA断片が

雌雄にかかわらず検出されたが、ゲノムサイズの大きいとされ

るイチョウでは全く検出できなかった。さらに、植物由来のヒ

トSRYに類似したDNA断片を得るため、ヒ卜SRYの聞G-box領磁の

塩基配列にもとづきプライマーを合成、パ、yコヤナギの全DNA

を鋳型にして、 P侃法により増隔、 pUC19ヘクローニングした。

得られたDNA断片の塩基画E列は、ヒトSRYのものと63%の棺向性

を示した。また、塩基書訪日より推定されたアミノ酸菌e9U(59ア

ミノ酸)のうち、 37アミノ蹴がヒトSRYのものと一致していた。

以上俳謀は、雌雄異稼植物にも日静l頚SRYに類似したDNA断片

が存在することを方略するものであるが、このONA塩調訪日を

持つ遺伝子の発現の特性などさらに擬すしている。

lpB08 
タバコ葉緑体リボソーム蛋白質L3遺伝子の構造および多裂性の
解析
毘辺去とと績井史章杉田護杉浦昌弘(名古屋大学・遺伝子

実験施設)

タバコ(担旦註担呈恒国製盟)は母系祖先種をE・笠註鐙立よ豆、父
系祖先種をH.tomentosiformisとする複二倍体植物であるため、
t箆基配列や観訳蛋白質のアミノ酸配~Jに多裂性のみられる遺伝子
が多数存在すると予想される。葉緑体を構成する蛋白質遺伝子は
核ゲノム上に存在するものと葉緑体ゲノム上に存在するものに分
かれ、それらのうち核ゲノム上に存在する遺伝子が複二倍体化由
来の多型を示しえる。本研究では、タバコにおいて核ゲノム上に
存在する、葉緑体リボソーム蛋白質 L3遺伝子の構造と複二倍体
化に由来する多型性を明らかにした。

タバコ成熟葉から精製したリボソーム蛋白質L3のN末端アミ
ノ酸配列をも，とにオリゴヌクレオチドを合成し、これをプロープ
に用いてタバコ cDNAライブラリーをスクリーニングし 6個の
クローンを得、復基配列を決定した。その塩基配列から、これら
のクローンは 2種類に分類され、①L3蛋白質は 53アミノ酸残
基のトランジットペプチドを含んだ全長274アミノ酸残基の蛋
白質である、ことが推定され、②2種クローン間で、塩基レベル
では成熟蛋白質領域で 15塩基、 トランジットペプチド領域で少
なくとも 4塩基と全長に均一な置換がある、③にもかかわらず、
アミノ酸残基レベルでは成熟部分で 1残基、 トランジット部分で
少なくとも 3残基と、偏った置換傾向がみられる、 ことが明らか
になった。さらに、 3 '非翻訳領域で一方にある 9塩基の挿入配
列と、塩基置換のため 2カ所の制限酵素切断部位が一方にないと
とを利用し、 H.包国型E、目・笠主笠立i豆、H.tomentosiformisのゲノ
ミック DNAを鋳型とした PCRおよびその PCR産物の RFL 
P解析により、 2種遺伝子それぞれの由来祖先種を同定した。



lpB09 
ラン漢のRNA結合蛋白質

杉田 護、杉浦昌弘 (名古屋大学遺伝子実験施設)

単細胞性ラン藻 An皇立並isni血1皇堕 6301から単鎖

DNAに結合する蛋白質群を分厳し、そのN末端アミノ

酸配列を決定した.このうち RNA結合ドメインの共通

配列RNP2をもっ 12kDa蛋白質について、その遺

伝子の構造、転写開始点及び発現様式を調べたので報告

する DNA塩基配列から推定される 12kDa蛋由

貿は、 110アミノ駿残基からなり、 82残基のRNA

結合ドメインと C末端側にグリシン・リッチ領域をもっ.

ラン藻のRNA結合ドメインはタバコ葉緑体リポヌクレ

オプロテイン cp28とcp31のRNA結合ドメイン

と最も高いアミノ酸配列の相向性 (48%)を示した.

これに対して、動物、昆虫、酵母のものとは 35%以下

の相向性であった.このことは、核遺伝子コードの薬縁

体リボヌクレオプロテインがラン灘起源であることを強

く示唆している. 1 2 k D a蛋白質遺伝子の転写開始点

は翻訳開始コドンの上流 112bpに位置し、転写物の

長さはおよそ 550bであった. 1 2 k D a蛋白質の役

割を明らかにするため、異なった明暗条件と光従属栄養

条件におけるmRNAレベルの変動を調べたので合わせ

て報告する。

lpBlO 
タバコの 22kDaRNA結合蛋白質の構造と核酸結合

特異性

盈~量、叶腫珍、杉田 護、杉浦昌弘(名古屋大学

遺伝子実験施設)

我々 は、 RNA結合蛋白質の共通配列RNP-CSに

対応する合成DNAプロープを用いて、タバコ fi.世i二
E皇室主risc D N Aライブラリーから RNA結合ドメイン

をもっ 22kDa蛋白質をコードする cDNAクローン

を単離した。 22kDa蛋白質 (209アミノ酸残基)

は、 RNA結合ドメイン、アルギニン/アスパラギン酸

繰り返し領域、 Znフィンガーモチーフ、グリシンリッ

チ領域からなる特徴的なドメイン構造をもっ.またグリ

シンリッチ領域のC末側にはAキナーゼリン酸化部位の

保存配列が存在する。蛋白質のドメイン構造の特徴から、

転写または転写後制御に重要な役割を担っている縫察さ

れる 22kDa蛋白質と各ドメイン構造の一部を欠

失させた蛋白質をinvi立豆転写ー翻訳系で合成し、それら

の核酸結合特異性を調べた.その結果、 22kDa蛋白

質は核酸結合能をもつが、 RNA結合ドメインのみ含む

欠失蛋白質は核酸に結合できないことが判明した.さら

に核酸結合に関わる領域を特定したので合わせて報告す

る。
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lpBll 
絞りアサガオの新転移因子Tpnlの構造

忌~I、稲垣善茂1. 2、鈴木徹也 1、久富恵世¥飯田 滋1

('東理大・基礎工・生物 L 東大・薬)

アサガオは、江戸時代以降、わが同の伝統園芸として盛ん

に栽培され、絞り花アサガオの花色など、多くの易変性変異

体が分離されている。

我々は、アサガオの絞り模様(キメラ斑)形成に関与する

未知転移因子を探索し、"雀斑"と呼ばれる絞り花アサガオ

のアントシアニン色素生合成遺伝子DFR(Dihydroflavonol-4-
r巴ductase)，十1に、約6kbの新転移因子を見いだし、 Tpnl

(Transぴ)Sableelement Phrbititis niJ one)と名付けた。(1992

年度本大会) 高等植物のDNA型転移因子は、そのほとんど

が、標的重複の塩基数や末端反復配列などから、 Ac様転移

因子と、 Spm様転移因子に大別され、 Tpnlは、後者に属す

るものであった。

Tpnlの両末端領域の極基配列の決定を行なったところ、

両末端よりlkb以内に、転移酵素の結合部位と考えられる

lObpのモチーフが、 InvertedRepeatsを構成して多数存在す

ることが明らかになった。さらに、このlObpのモチーフが散

在する領域には、 104bpもしくは 123bpのタンデムに並んだ

Direct Repeatsも存在した。 しかも、挿入部位近傍のDFR遺

伝子にも、lObpのモチーフが見いだされた。 Tpnl の末

端領域の特徴を、 SpmやキンギョソウのTamなど、他のSpm

様転移因子と比較し、 Tpnlの転移や、アサガオのDFR遺伝

子の発現への影響についても考察する。

lpB12 
トウモロコシの転移因子Dsのイネゲノム中への挿入と非正統

的組換え
連塵IDE壬、杉田耕一、矯本尚子1、伊藤紀美子1、中井浄、

宮崎力、八重湾貴志、井海毅1、島本功1、飯田滋

(東京理科大・基礎工・生物工、 1植工研)

トウモロコシの自律性転移因子Acは、因子内に転移に関与

する転移酵素遺伝子をもち、自ら転移できるが、非自律性因平

Dsはその大部分がAcの内部欠失変異であって、 Acの転移

酵素がトランスに作用した時のみ転移できる。両因子共、末端

に11bpの逆繰り返し配列を持ち、トウモロコシゲノム上の

挿入部位に8bpの重複配列を生じる。

我々はこれまでに、単子葉植物のイネでのDsの転移機構の

解明を目的として、イネプロトプラスト中に、転移酵紫式舵子

をもっプラスミドと Dsをもっプラスミドとを直接導入法を用

いて同時に導入し、形質転換体カルス、トランスジェニックイ

ネ及びその後代のイネのゲノム中の掃入Dsの詳細な構造解析

を行ってきた。

その結果、導入されたDsの大部分はイネゲノム中でも 11 

bpの末端逆繰り返し夜明lは保持され、 8bpの標自慢艶震を起

こしているごと精牒された。しかしながら稀に、 11bpの

逆繰り返し配列に変異カ抱こっていたり、 8bpの標的重複が

観察されない場合もあった。ごれら非I日舶湘換えが関与して

いると考えられる例を紹介し、その分子機構についても考察を

試みる。



lpB13 
ミカヅキモの性フェロモン (PR-IP) の遺伝子発現制御

量盈-.l位、関本弘之、藤伊正 (筑波大生物科学系)

ミカヅキモの有性生殖過程には、+型細胞から放出され、一

型細胞のプロトプラスト化を誘起する性フェロモン (PR司.IP)

が機能している。 PR・IPは、 19kDa.42kDaの2種のサプユニッ
トから成る精タンパク質で、光の下でー型細胞から放出され

る性フェロモン (PR-IPlndu叩)の作用で放出される。 本研

究ではPR-IPの放出制御について検討を試みた。 まず42KD

抗血清を用いてIndJ国処理後のPR-IFサ子の出現を経時的に調

べたところ、培地中には8hr後に放出され始めることが示され

た。 次に、両サプユニットの遺伝子発現変化を検討するた

めのcDNAプロープを作成した。まず、精製された両サプユニ

ットをプロテアーぜ、 CNB拠理により断片化し数カ所の部分

アミノ酸配列を決定した。次に、 PR-IPlnduc釘を処理した+型

細胞から会RNAを抽出し、部分アミノ酸配列を基に合成した
オリゴヌクレオチドをプライマーとしてRT-PCR法を行った。

それぞれのプライマーの組み合せで増幅されたDNA断片の塩

基配列を確認した後、ノーザン法に用いるためのプロープと

した。 19kDaプロープ、 42kDaプロープはそれぞれ1.2kb、1.4kb

のmRNAとハイプリダイズした。また、このmRNAの発現は

PR-IP Inducerの処穫により誘起きれ、処理後8hrで最大に逮し
たが、その後徐々に減少した。 以上の結果は、 PR-IPが、

PR-IPInd民釘の作用を受け両サプユニットをコードする遺伝子

からそれぞれ転写されることにより、放出に至ることを示し

ている。

lpB14 
クラミドモナスの接合直後に発現される遺伝子群の解析

aJ!i亙l!，佐藤直樹勺河野重行，黒岩常祥 (東大・理・植物，
t東京学芸大・物質生命科学)

雌緩配偶子の援合直後に観察される諸現象には高等・下等あるい

は植物・動物を問わず共通なものが多い。接合にともなう諸現象を

支配する遺伝子をとらえるために、績合後 10分の僚合子に特異的な

cDNAクローンをデイブアレンシャルスクリーニングした。得られた

クローンのうちの 1つ ZS 102-1の転写パターンをノーザンハイプリダ

イゼーションにより鯛ベた。 ZS 1 02-1の転写産物は雌雄の栄養細胞・

配偶子では検出されず、後合開始後 10分の細胞で検出されはじめ、

30分後まで増加するが、 3時間後では減少し、 6時間後には検出さ

れなくなった。また、転写産物としては、 1. 2k n t (102αiと1.Oknt 

(102β)のものが検出された。そこで、 ZS 1 02ーlをプロープとして

cDNAライプラリーをさらにスクリーニングし ZS102-69のクローンを

得た。両者の温基配列を解析した結果、以下のことがわかった。 (1)

Z S 1 D2-1の全長は 936bpであり、 ORFは 552bpで 3'非コード領域は 255

bpであった。 ZS 1 02 -6 9の全長は 1160b pであり、 ORrは 564b pで 3'非コ

ード領峨は i75bpであった。 (2)Z S 1 02-1とZS102-69の 3'非コード領域

のホモロジーは低い。その領域をプロープとすると、 ZS 1 0ト lと ZS

102-69はそれぞれ 102α と 102β の転写産物のみとハイプリダイズし

た。 (3)ZS 101-1とZS102-69のORrから推定されるアミノ酸配列はそれ

ぞれ 183残革と 187残基であった. ZS 1 02-1のORrは、 ZS 1 02 -6 9の C末

端側の 4残番目から 7番目までの 4残基のアミノ酸配列を欠いたが、

他の部分は全く同じアミノ酸配列であった。 ORr内の塩基配列は、開

始コドンから第 8，79、142、166番目のコドンの第 3埠轟が同義置換さ

れている以外は全く同ーであった。
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lpB15 
クロレラウィルスdsDNAゲノムの分子構造

山且ー盤 (広島大・工・醗酵)

日本各地の淡水湖沼から分離したクロレラウィルスは、

巨大なdsDN A (ヘアピン型)をゲノムとする。京都より

得られたウィルスの一種 (CVKl) について、約350Kbp

のゲノム DNAの制限酵素地図を作成した。とのDNAの

両末端には、約 1Kbpの逆位反復配列(1 T R)が見出さ

れた。乙の配列は、それぞれ起源の異なるウィルス全てに

おいて高度に保存されており、その重要性が示唆された。

CVKlゲノムの爾末端、 ITRを含む各々2Kbpの領域の

塩基配列を決定したとごろ、 ITRに隣接して20-30bpの

配列が直列に数十回反復しているのを見出した。との反復

配列は、偽溶原化クロレラ(pseudolysogen)から突発的に

出現したウィルス変異株2緩(CVKR2， 3)において

部分的に欠失していた。 ζれらのウィルスゲノム末端の反

復配列の生物学的意義について考察する。

lpB16 
大腸菌の嫌気性呼吸醇ぷ系の誘導に関与する遺伝子

盆孟虫、 llJ本勇、佐藤敏生 (広島大-.Dj!.続物)

大腸菌は嫌気性状態において、硝殿、フマル酸、 トリメチ

ルアミンNオキシド (TMAO)、ジメチルスルフォキシド(

DMSO)を用いた呼吸が可能である。我々は、硝殿、 TMAO

、DMSOの各還え醇素と、 2絡のギ酸脱水素醇素を合成で

きず、フマル椴遠足醇素とヒドロゲナーゼの舶般によるi7IJX;
の抑制が解除された lor変異株 HM177を分離している。制

駿還JC酵素遺伝子の転写と硝殿抑制には NarX/Lが:成分系

転写制御閃子として働いており、 lor変異ーと narxrの関係が

示唆される。

以前この5絡の酵素合成と備隊抑制を[IIJ復させる遺伝子を

見出しそれを lorRと名付け、約 1_ 8 kbpの締入 DNAを持

つプラスミド pSK18を得たが、絞く研究I小|ド1にこのプラスミ

ドの;沼百f杓|命が?消l内1失した。今I川11川'1し、 l'川lザ4μ1度変クロン化を試みたところ、

以1前i苅日刊f可巾iれi荷縦tした領域の近傍にf:，二ν-:11記i
kbpの Kpn川2バ1-S拘α(/[η1itfi断が新iJハ¥-のカがt新たに見つかり、 pUC口l怜附4に車組[tみ

込み、プラスミド pKS7を得た。

pSK7を持つ HM177の蛍ド1をSDS-PAGEで分析したとこ

ろ、可溶性画分に、嫌気的条件下において27kDaの分子墳を

持つ蛍自が強く発現し、嫌気的でかつ TMAOがιイ正する条

件ドにおいて52kDaの分子慢を持つ蛍円が発現することが分

かった。現布、発見した 2俺類の蛋ド!の ORFを決定するた

め、この領域の塩忠商d列を調べている。



lpCOl 

大気汚染障害に伴って発現する植物葉の脂質代謝変化の

普遍性
世盟、回中浄1、山田晃弘 〈北海道東海大・工・生物

工、 1国立環境研・生物〉

私たちは、大気汚染物質による植物障害の機構を明ら

かにするため、膜脂質への影響に注目して研究を行って

きた。ホウレンソウをオゾン (03)に曝すと、ほぽ一日

を経て葉商にクロロシスが生じ枯死に至るが、オゾン処

理を始めて数時間以内に、以下に示すような、モノガラ

クト脂質〈門GDG)からトリアシルグリセロール (TG)に

至る特異な代謝系が作動することを見出した。

a)門GDG→ FFA， Galactolipase 
b) FFA→ acyl-CoA， Acyl-CoA Synthetase 
c)門GDG→ 1，2-DG， Galactosyltransferase 
d) 1，2-DG + acyl-CoA→ TG， Acyltransferase 

更に、この代謝系作動の要因を検討した結果、初期反応

はオゾンによる Galactolipase活性の上昇 (a)であり、

その結果葉緑体に蓄積した遊離脂肪酸 (FFA)を TGに代

謝し除去するために、上記の一連の反応が作動すること

を明らかにした。

以上の結果は、植物材料としてホウレンソウ(16:3・植
物〉を使用して得たものであり、 18:3・植物を含む高等植

物で普遍的に発現するかどうかは不明である。そこで、

16:3-植物、 18:3・植物を含む8種の植物をオゾンに醸し、

葉脂質の代謝変化の差異を調べたので報告する。

lpC02 
亜研載の細胞透過性と光合成の光傷害

長谷川桂子、桜井英博(早稲田大・教育・生物)

植物に大きな被害を及ぼす大気汚期初質sO.は、水に溶け亜

硫酸イオンとなり細胞内に侵入する。亜硫酸イオンは、葉緑体

の光化学反応によって生じる活性酸素を増大させることにより

傷害をもたらす。

Ch J alydolonas re jnhardtj jを用いて亜硫酸処理時の pHと、

その後の光照射による失活の関係を調べた。光合成活性の低下

は、処理時の pHが低いほど顕著であり、 pH4で5分間20 

mM  N a H S 03とインキュベー卜したのち中性に戻し、 30

分間光照射すると光合成は完全に失活したが、 pH7でインキ

ュベートした場合は失活は全く起こらなかった。亜面F戯処理時

に、塩が共存すると、光照射による光合成の失活はより顕著に

なった。墳の効果はカチオンの価数に依存し、 La 3+はMg2+、

K+よりも著しく効果的で、カチオンにより HS 03-の透過が促

進されることを示している。 Sakakiらは、タパコ培養細胞につ

いて同様なpH依存性を報告しているが、その原因として低p

Hでは亜研雌の非僻胆の割合が高いため、亜硫酸の細胞膜に

対する透過が上昇したことによると説明している。しかし、 H

2 S 03のpKaが1.8及び7.0であること、また添加したカチオ

ンの影響から考えると、 pHによる遺品性の差には細胞表面の

電荷が大きく影響していると思われる。なお、亜硫酸により光

合成が完全に失活しでも、細胞内のアスコルビン酸やク'ルタチ

オンには 50%程度の低下しか見られなかった。
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lpC03 
タバコ熔養細胞における紫外線照射の影響について

全皇盟主，米倉博子，小回茂 (PL学園女子短大・植物研)

【目的】植物および植物細胞における紫外線の彫響についての

研究は、今後の地球環境を考える上でも重要である。我々は、

植物細胞に対する紫外線の影響を調べる目的でタパコ埼養細胞

を用い、紫外線照射が植物細胞にどの様な影響を及ぼすかにつ

いて調査したのでそれらの結果について報告する。

【方法】紫外線照射実験には髄 (pith)より誘導し、継代培養

をおこなっている、タバコ (NicotianatabacuI var. Sa圃sun
N.N.)懸濁猪養細胞を用いた。紫外線照射の影響(生死)評価

は、細胞 (2-10 cells)からのコロニー形成、あるいは培養

細胞より調整したプロトプラストの、 FluoresceinDiacetate 
(FDA)染色による蛍光顕微鏡下での生存試験を指標として

おこなった。

【結果】細胞 (2-10ce lls)からのコロニー形成と照射した紫

外線置との関係は、暗所条件下での培養においては、照射紫外

線量の滑加とともに出現するコロニーの形成数は急激に減少し

た。しかし、紫外線照射処理後に光 (3000LUX)を照射して培

養すると、光照射のない暗精養下に比べて、コロニー形成数の

減少は緩慢であった。紫外線照射処理細胞からのコロニー形成

においては、光が存在しない暗所条件下の培養よりも、光存在

下での培養のほうがコロニー形成は噌大した。これらタバコ精

養細胞における光照射下でのコロェー形成の噌大は、紫外線に

よって受けた細胞陣容が光によって回復される、いわゆる光回

復の効果であると恩われた。

lpC04 
重水素化によるクロレラ細胞蛋白質の熱安定性変化と

機能変化

握竪旦心壬、横柿修一、田井さおり、岡田昌二

(静岡県大・薬・放射薬品)

演者らは、水素 (H)の代わりにその安定同位体である重

水素 (D)を高濃度に取り込んだクロレラ細胞 (Dークロレ

ラ)が、通常の細胞 (Hークロレラ)に比べ熱感受性が高いこ

とを見いだしており、その機構解明のため、今回D化によ

る蛋白質の熱安定性や機能の変化について検討を行った。

用いたDークロレラ細胞はD20を含む培地中で独立栄養的

に培養を行うことにより得た。

クロレラ蛋白質の熱変性は70iDa熱ショック蛋白質 (hsp

70)添加により減少することが回世並旦実験により確かめら

れ、熱処理時Dークロレラで新たに合成されるhsp70量が少

ないことが熱感受性増大の一つの要因であることが示され

た。また、 DークロレラのRibulosebisphosphatecarbox-

ylase (RuBisCO)等の蛋白質は、 Hークロレラ蛋白質より熱

変性しやすいこと、 D化したRuBisCOではその活性が低下し

ているごとから、 E. coli Gro蛋白質 (hsp60falli 1 y)を添加

しその効果を調べた。その結果D-RuBisCOの顕著な活性回復

が認められた。このことから、 D-クロレラではRuBisCOサ

ブユニット自身のD化による変化に加え、 RuBisCOのas-
sellblyに関与しているRuBisCObinding proteinの活性の低

下により、十分なasselbl，が行われず、RuBisCOの熱安定性

低下および活性低下が起きていることが示唆された。



lpC05 
水分ストレスに伴うクロロフィパ強光と炭酸同化作用の変化

E正浩、河内光博、福山寿雄、橋本康 (愛媛大・農)

水ストレス状態を正確に計測し、 invivoにおけるクロロ

フィルaの蛍光の変化と炭酸同化作用の生理的関連性につい

て詳しい報告はなしゆえ本研究においては水分抗態計測に適

した植物体を使用することによりさらに正確な研究をおこ

なった。植物材料としてT雌糊ntiavirginiaa L.を使用し

た。業の水ポテンシャルの低下に伴い葉の膨圧は約 0.2帳、

まで減少したが、葉の水ポテンシャルが心8班、から1.2
恥の間で怯膨圧には変化が見られなかった。また、薬の浸

透ポテンシャルは、水ポテンシャルが戸0.8班司王に低下するま

でゆっくり減少するが、その後急激に減少した。炭酸同化は

葉の水ポテンシャJLの{-1. 0班、まで低下したときゼ、ロになり、

この時、初めてFvIFi同事紗、し、まt.:Fm、Fvは急激に減少した。

炭酸同化がゼロになったとき膨圧は 0.2仇であり、葉肉細

胞は葉緑体の構造を維持するための十分な膨圧を持ってし、る

と考えてもよい。従って、以上の結果は、水ストレスにより

表皮細胞にある気子凶t閉じたため炭酸ガスカ嘆の内部空隙に

取り込めなくなり、炭酸ガス固定反応が正常に働かなくなっ

たためにクロロフィルaにおける蛍却鍍刷、したと考えら

れる。本研究における水分計測の結果、クロロフィルaの蛍

光は水ストレスには敏感に反応しないが、気孔が十分閉じる

ほどの水ストレスがかかると、炭酸ガス固定の阻害により、

クロロフルa飴 tの低下が誘導されるものと思われる。

lpC06 

講演取消
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lpC07 
耐塩性四角豆培養細胞から特異的に分泌されるタンパ
ク質について
江亙塁費、早川弘美、寺本貴則(広島大・生物生産)

四角豆培養細胞を0.5施、1.側、1.5%、2.0克(冒/v)の
NaClを含む培地に順次、継代していくことにより 2.0'
(曹/v)NaClを存在下で‘も良好に成育する耐塩性四角豆
培養細胞を獲得することができた。耐塩性四角豆培養
細胞を液体培養し、培地中に分泌されるタンパク質を
SDS-PAGEで解析した結果、耐塩性四角豆培養細胞か
ら特異的に分泌される 6つのタンパク質 (SAPl.2. 3. 
4. 5. 6)が認められたり。
SAP1を精製し、そのN末端側のアミノ酸配列を決定

した結果、本タンパク質は細胞壁タンパク質として知
られているるhydroxyproline-richglycoproteinであ
ることが判明した。
SAP2についても同様にN末端側のアミノ酸配列を決

定した結果、同じく細胞壁タンパク質として知られて
いるproline-richproteinである可能性が示された。
SAP3については分子量37.000の塩基性のキチナーゼ

であることがわかった。
一方、 SAP4はSAP2とおなじN末端側のアミノ酸配列

を示したことから、 SAP4はSAP2の分解物か、 SAP2のア
イソザイムと思われる。また、 SAP5とSAP6は同じN末
端側のアミノ酸配列を有していたが、どのようなタン
パク質かについては今のところ明らかになっていない。

l)M.Esaka. H. Hayakawa(1992)型空世 Phy豆豆!.100、1339

lpC08 

タバコオスモチン様タンパク質の諸性質の解析

小岩尚志、佐藤文彦、山田康之 (京都大・農・農化)

TMV感染による過敏感反応に伴って誘導されるタバコ

のPRータンパク質のうち、 PR-5タンパク質については、こ

れまで酸性のPR-R、塩基性のオスモチンが知られている。

我々はタバコ培養細胞中にこれまで知られていない中性の

PR-5タンパク質をみいだし、これをオスモチン様タンパ

ク質 (OLP) と名付け解析を進めている。培養細胞より

OLPを精製し、その機能を解析したところ、 OLPは低濃度

のnikkomycinZ (キチン合成阻害剤)の存在下においてタ

バコ黒根病菌 (Thei1aviopsisbasicola)の生育を阻害するこ

とを認めた。このことはOLPがinvivoでキチナーぜなど

と協調的に働いて植物体を糸状菌から保護していることを

示唆している。一方、 PR・5タンパク質の発現調節に及ぼ

す諸因子の影響を知るためにOLPに対する抗体を作成し、

IEF-immunoblot法により解析した。 OLPは培養細胞のほか、

無傷植物の根において多量に蓄積していたが、これまで根

において著量蓄積すると考えられていたオスモチンの蓄積

はわずかであった。また、 PR-R、OLP、オスモチンの蓄

積はエチレンによって強く誘導されたが、 TMVの感染に

よる誘導はPR-R及びオスモチンで強く、 OLPでは弱かっ

た。一方、サリチル君主処理ではPR-Rが弱く誘導されたの

みであった。



lpC09 
シチメンソウ由耐温性機構について

盆 .l:i-...!主 盆 、 谷 本 解 史 ( 佐 賀 太 .A) 

高等植物の耐晦性縄備の解明は、塩害の回避、乾燥地崎で生

育可能な植物田作 IHなどの点できわめて重要な研究認題回一つ

で ある 。演者ちは有明海沿岸に自生するアカザ科の植物である

シチメンソウ (Suaeoa.iaponiC4)を樹料として耐塩性機構につ

いて検討している。

シチメンソウ種子は 0.7MのNaCIや KCI存在下でも発芽し、か

な O強い耐塩性を有していた.シチメンソウ由実生よりカルス

(格聾細胞)を誘導し、その成長に対する NaCIの 彫 智 を 調 べ た と

ころ.培葺細胞は 0.3Mの NaCI存在下ではほとんど増殖しなかっ

た 。し かし、培養中に出現した緑色細胞のみを週厳して得られ

た緑色培 養 細 胞 で は 、 O.IMNaCI存在下でも成長は阻害されず、

0.5Mの NaCIを培地に添加しても無週紘の培轟細胞と比較して数

倍の 増殖を示した。アカザ科組物は塩ストレス下で細胞内にベ

タ イン を蓄積することが知られている。そこで上記白崎聾細胞

のベタイン 音量 を IH-NMRを用いて割定した.そ由結果極ストレ

ス Fでは緑色崎葺細胞は無遭 俵の噌轟細胞と比較して 10倍から

数 10倍白ベタインを蓄積して いた。

以上田結果から、シチメンソウはベタインを蓄積することに

よ り耐 極性を維持していることが確認できた。また葉緑体が働

能的に分化している輔色細胞のベタイン含量が多いことから、

集 緑悼 の関与が示唆された。現在弓タイン合成の鍵酵素である

ベ タイ ンアルデヒド脱水車醇車の細胞内局在性について検討し

ているの で そ の 結 県 に つ い ても報告する。

lpC10 
単細胞藻Boeke1oviahoo~1andiiの塩環境下に

おける成長と浸透圧調節 薩韮盤皇、 Johan. A. 

Hellebust1 (帝塚山短大・食品、 1トロント大

学・植 物)

!h. boo~1andii (Chrysophyceae)の塩環境下で

の成長と浸透圧調節の機構を検討した。 この藻

類は黄金色藻類に分類される広塩性の単細胞藻

で成長にナトリウムを必要とする。成長に最適

な塩濃度は O.2M-O.4Mであるが 1M以上では成長

が強く抑制された。 GC-MS分析法で細胞抽

出液を分析した結果、 との藻類はマニトールお

よびイノシトールに加えて、 シクロヘキサンテ

トロールを含むととが明らかになった。培地塩

濃度の増加に応じてシ ク ロ ヘ キ サ ン テ ト ロ ー ル

およびマニトールが増加したが、 イノシトール、

アミノ酸、無機陽イオンはほぼ一定であった。

また、細胞を高張処理したとごろ、マニトール

及 びシクロヘキサンテトロールが短時間で合成

され、増加した。従って、 との藻類はマニトー

ルとシクロヘキサンテトロールを利用して浸透

圧調節を行うものと結論される。
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lpCll 
塩ストレス下での生育した小麦とMesembryanthemum

crystaJJinum葉のピロリン 5カルボン酸レダクターゼ

室産笠豊、山本和生、真田幸香、和田敬四郎、玉井直人

(金沢大・理・生物)

これまで多くの植物で塩ストレスや乾燥ストレスを受けると

体内に多量のプロリンを蓄積することが報告されているが，ス

トレスに対応する仕組みはまだ明らかにされていない。

植物でのプロリン合成の末端酵素であるピロリン 5カルボン

酸還元酵素の塩ストレス下での活性変動の有無について相反す

る報告があり，本酵素のストレス下での挙動は明らかではない。

本研究では小麦幼植物と M.crystaJlinumに塩ストレスを与え

ると，生量当りそれぞれ5倍および13倍のプロリン蓄積が見ら

れ，このときの粗抽出液中の本酵素の活性を測定した。 NADPH

に対する親和性は NADHより高く，それぞれの値は塩ストレス

の有無によって影響されなかった。最大反応速度は塩ストレス

を受けると NADPH存在下では促進されるが， NADH存在下で

は影響されなかった。基質であるプロリン 5カルボン酸に対す

る親和性と反応速度は塩ストレスによって変化しなかった。こ

れらの結果をもとにしてストレス下のプロリン合成について考

察する。

lpC12 

浸透圧ストレスによる大麦ベタインアルデヒド、脱水素酵素遺伝子の

発現の制御

五釜主、高倍鉄子 (名古屋大、農、生化学制御)

ある種の植物は塩ストレスや乾燥ストレスを受けると適合溶質と

してベタイン(グリシンベタイン)を蓄積することによって浸透圧

調節を行うことが知られている。これまで我々は大麦の緑葉におい

てベタイン合成の最終段階を触媒するベタインアルデヒド、脱水素酵

素 (BADH)の活性とそのタンパク質レベルが塩ストレスによって増

加することを明らかにした。また大麦からBADH遺伝子の完全長の

cDNAクローンを単離し、その塩基配列を決定した。今回我々は浸透

圧ストレスによるBADH遺伝子の発現の制御機構を調べる目的でノー

ザンフeロット解析を行いそのmRNAレベルの変動を調べた。その結果、

塩ストレスまたは水分ストレスを受けた緑葉では経時的にそのレベ

ルが増加し、 48時間後ではコントロールに比べてそれぞれ 6、5倍

に増加していた。また縁葉のみならず根においてもBADHmRNAレベル

の増加が認められた。さらに塩ストレスを解除した緑葉においては

そのレベルが減少した。これらの結果は大麦のBADH遺伝子の発現が

浸透圧ストレスによって制御されていることを示している。またサ

ザンフーロット解析の結果、大麦においてBADH遺伝子は少なくとも2コ

ピー以上からなっていることが示唆された。現在、この遺伝子の発

現の制御機構に関してさらに詳細に検討を行っている。



lpC13 
Is betaine a1dehyde dehydrogenase loca1ized in plastids 
of barley root? 

Poontariga Harinasut， Manabu Ishitani and Tetsuko 
Takabe， Res. Inst. Biochem. Reg.， Sch. Agr.-Sci.， 

Nagoya Univ.， Chikusa， Nagoya 464. 

Betaine a1dehyde dehydrogenase 但，AD町 is
localized in chloroplasts in leaves of higher plants. In 
our previous studies， we a1so found BADH血 rootsof 
barley. Therefore， possible subce11ular 10ωl包:ationof 
BADH泊 rootplastids of barley (Horde附 vulgareL.) 
was examined. Roots of lO-day-old seedlings of 
barley were used as sources for isolation of plastids. 
In a petri dish on ice， the roots were sliced with a 
razor blade and macerated gently by a mortar and 
pestle. 百lesolution filtrat巴dilirough 6 layers of 
muslin was overlayered on 10 % per'∞11 (v/v). After 
ωntr泊19ation，the resulting pe11et was resuspended 
and washed twice.τbe obtained plastid pe11et was 
used for our experiment. We found some betaine 
a1dehyde specific dehydrogenase activity in our plastid 
fractions. However， the possibility of∞ntamination 
with oilier subce11ular金actionssuch as mitochondria 
or cytoplasm is a1so carefu11y exam泊巴d.

lpC14 

大腸菌由来ベタイン合成系遺伝子のラン藻への導入

野村美加、石谷学、AshwaniK. Rai'、高倍鉄子(名古屋大・農

・生化学制御、 1パナラス ヒンド一大・植物学科〉

光合成生物は、浸透圧ストレスを受けると適合溶質

(compatible solute)を合成し、細胞質や葉緑体などで浸透圧調

節を行っている。適合溶質として知られている四級アンモニウム

化合物であるベタインは E.coliゃある種の高等植物ばかりでな

く、耐塩性の高いラン藻においても蓄積することが知られてい

る。そこで塩ストレス下においてベタインを蓄積しない淡水性の

形質転換型ラン藻である砂neclwcoccωPCC7942抱一SPcへ

E.coliのベタイン合成系遺伝子を導入し、ベタイン蓄積の生理学

的意義について検討を行った。本研究ではE.coliとラン藻のシャ

トルベクターであるPUC303に E.coliのベタイン合成系遺伝子領

域をサプクローニング、し、形質転換型ラン藻 今neclwcoccω

PCC7942 R2-SPcに導入した。生育条件としては、 lmM

chol加Eを加え、 0-5∞mMNaCl存在下で形質転換型ラン藻を培

養した。その結果、塩ストレス下においてベタイン合成系遺伝子

を導入したラン藻に比較して、導入していないラン藻では黄化現

象が見られ、またベタイン合成系遺伝子を導入したラン藻ではベ

タインを蓄積していることがNMRによって認められた。これら

に関してさらに詳細な検討を行っている。
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lpDOl 
パクテリオクロロフィル a(BChl)の三重項励起 (T1)状態の溶

媒効果とその機構
直差益二・ L巴enawatyLimantara・南城リ行・長江裕芳1.
小山泰 (関西学院大・理・化学神戸市外大)

光反応中心での過剰なエネルギー散逸の機能に関与している

BChlの T1状態は，分子間相互作用に帝糊されている.
BChlとパクテリオフェオフィチン a(BPhe)の Tl状態のラ

マンスペクトル 15種類の BChl溶液と 4種類の BPhe溶液

の Tl状態のラマンスペクトルを測定した.BChlの場合，配位可
能な(酸素原子や窒素原子を持つ)溶媒では vJ ラマン線 (16
員環伸縮振動由来)の波数は分極率 [(nLl)/(n2+2)J の摺大
(0.21 ~ 0.26の範囲)に伴い商泉的に卸皮数シフトした.配位

しにくい湖葉や分極率の大きな (0.26以上)溺葉では直線から外
れた.軸膚日位子を持たない BPheの場合，激集効果は現れなかっ
た.
BChlの T，-) Tn 吸収スペクトル 3種類の BChl溶液(分

極率:0.21 ~ 0.25)の T1ー) Tn 吸収スペクトル (380~ 550 
m領域)を測定した.この領域には三つの電子遷移(極大波長:
510， 430， 400 nm 付近)が観測された.これらの遷移エネルギー

は溶媒の分極率の摺大にともない画泉的に減少した.
T1パクテリオクロリン (BChlの骨格構造)の PPP-CI分子軌

道註霊 軸配位子との配位結合の双極子モーメントを大きく設
定すると， T1 (PB2u)ー T4 (23Bu) (16員環引特箔振動を介した
Vibronic couplingに関係すると考えられる一対の電子状態)の
エネルギー差が減少した.

v Jラマン線の溶媒効果の機構 湖~の分極率が大きいほど
BChlと軸配位子との配イ立結合の双極子モーメントは増大し Tl-
T4 エネルギ「差は縮まる .Vibronic Coupling (エネルギー差と
反比例の関係)は強まり vJラマン線は低波数シフトする.
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lpD02 
THE LIGHT-HARVESTING (LH-2) OF RHODOBACTER 
SPHAEROIDES STRAIN R-26.1: 1 SOLATION ， PURIFI-
CATION ANO T1-STATE RESONANCE RAMAN SPECTRA 

1 L皇室盟盟主ヱ LlMANTARA~ ， Ei-ichi NI~HIZ~WA 
一一一一~一一 TTI"'¥U"....A 1 ，1 Tomisaburo KAKUNO 弘ndYasushi KOYAMA~ (~Fac. 

3C1.，kwanMGakuin Univ.， NishinoI向 a 662， 
Inst. Protein Resear巴h，Osaka Univ.， Suita 
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The LH-2 complex from chromatophore 
membranes of R. sphaeroides R-26.1 was isolat-
ed and purified by sucrose densi ty gradient 
centrifugation and non-equilibrium isoelectric 
electrophoresis by using two kind of deter-
gents: an ionic detergent， lithium dodecyl 
sulfate (LOS) and a non-ionic detergent， 
sucrose mono-cholate (SMC). 

Comparison of absorption spectra of the 
LH-2 suspension between new detergent SMC and 
LOS was made to prove the usefulness of the 
new detergent in various conditions of the 
preparation proc巴dures and of resonance Raman 
measurements. 

The resonance Raman spectra of T市-state
bacteriochlorophyll in the LH-2 solu6ilized 
with LOS and SMC is presented to characterize 
the pigment-protein complexes and to under-
stand the intermolecular interaction between 
the pigment and the apo-protein. 

lpD03 
クロロフィル b(Chl b)のNMR分光法に於ける瀞某効果と

中心金属 Mgの配位状態の研究

重韮量盟、島本噸夫1、栗本宜孝2.、古川憲治2、小山泰 (関

西学院大学・理・化、 1松下テクノリサーチ‘ 2コベルコ科研)

クロロフィルは、光合成過程に於いて、その中心的役割を担

っている。その一種であるクロロフィル bと湖集との分子間相

互作用を解明する為に、その中心金属 Mgの配位杭態に注目し、

ぞれを評価し得ると考えられるα，β，δ位の水素についてN

MR分光法で溜某に対する依存性を淑促し、化学シフトの位置

によって考察した。

ほうれん草から単離したクロロフィル bを高速液体クロマト

グラフィーを用いて精製し、それを試料とした。装置は、日本

電子製 GSX-400型及びJNM-A500型 FT-NMR

を使用し、異性化を抑制する為に、 0・C下でlH-1H COSY， 

lH-1H NOESYを測定した。

その結果より、次のことが、考えられる。① α，β，δ位の

水素共、 5配位湖某よりも 6配位溶媒の方が、より低磁場

(高周波数)シフトする傾向がある。② α位の水素は、 β，δ

位の水素に比べて 6 配位湖~による影響を受け易い。③ 6 配

位の糊某と 7-C=Oとの相互作用により、 7-C=Oの分極が変

化し、その結果α-Hの化学シフト値が変化する。

以上の事を裏付ける為に、更に多くの湖某で測定する必要が

ある。
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lpD04 
NMRうまう住去によるパクテリオクロロフィル aの
溶媒効果と中心金属Mgの配制犬態の研究
五山重治、栗本宣本 LimantaraLeenawatyl、小山泰i

(コベルコ科研、 i関西学乾梓・理・化学)

パクテリオクロロフィル a(BChla)は、バクテリアの
光合可思易程に於いて、中，l;f噸52割を担っているが、その
sChl aと溶媒との分子間相互作用を解明するために、その
中心金属Mgの配制え態に注目し、それを評価できると
考えられるα，β，δ位の水素について、 NMR分光誌で
溶媒に対する依存性を測定し、化学シフトの位置によって

考察した。
m凶淑lCters合'haroidesR-26. 1から単離し、高速液体

クロマトグラフで精製した BChlaを試料とした。
装置は、日本電子備艇JNM-A400及びA500型の
FT-NMRを使用し、持初分解を抑制するために
0"(;下で lH-1H COSy， lH-1H NOESY等を

測定した。
その結果、①ιβ，δ位の水素とも、 5配位j観葉よ

りも 6配位勧業D方れより低磁場(高周波数)シフト
する傾向がある。 ②α位の水素は、 β，δ位の水素に
比べて6配信容媒による影響を受けやすい。 ③6配位
の溶媒とC2a=Oとの相互作用によりC2a=Oの分極が
変化し、その結果α位の水素の化学シフト働t変化する。
ことカ申閉した。

lpD05 
R. sphaeroides 2.4.1のアンテナ複合体に結合したスフエロ
イデンの蛍光とその励起スペクトル
三主盟企、亀山忠幸、九鬼導隆、小山泰、 R.J.CogdelP、
渡辺泰堂(関西学院大・理、 1グラスゴ一大・植物)

[序論]光合成バクテリアにおいては、光捕穫色素蛋白複
合体に結合した全トランスーカロテノイドが光エネルギーの捕
穫及び伝達といった役割を担っている。我々はこれまで、フ
リーな全トランスースフエロイデンやβーカロテンなどのカロ
テノイドのエネルギーレベルを決定し、エネルギー伝達のメ
カニズムに関する基礎知識を得てきた。今回、色素蛋白複合
体に結合したスフエロイデンの低温での蛍光とその励起スペ
クトルを測定したので、以下に報告する。

[実験]光合成細菌 R.s[.泊aeroides2.4.1から調製した
LH2を 0.1% LDAO -20刷 Tris'HCl(pH 8.0)に懸濁し、
等量のグリセリンを加え試料溶液とした。これを 170Kまで
冷却し、その吸収、蛍光及び蛍光励起スペクトルを測定する
ことにより、励起準位の構造を調べた。

[結果]今回、すでによく知られている光学活性な Bu+レ
ベル及び光学不活性な 2ft... レベルの僧に Bu+レベルの高エ
ネルギー側に一つ (3A.-)、そして Bu+レベルと 2A.-レベ
ルの聞に一つ (Bu一)、新たな電子レベルを発見した。これら
は、フリーな全トランスースフエロイデンにおいてもすでに確
認済みである。その二硫化炭素溶液中での各電子レベルに対
して今回同定した各レベルは、 Bu+レベルが 500cm-1ブル
ーシフトし、 2Ag 、3A.¥Bu-レベルはそれぞれ 100、300、
700 cm-1 レッドシフトした。今後さらに詳細に実験を行い、
新たに発見したレベルを正確に帰属し、カロテノイドークロロ
フィル聞のエネルギー伝達のメカニズムを解明していく。



lpD06 
カロテノイドの21Ag-状態での振電相互作用のメカニズム
L且聖堕，長江裕芳1，R.J. Cogdel12，小山泰
(関西学院大・理神戸市外大グラスゴ一大・植物)

光合成初腕畳程でのカロテノイドの主な役割の一つは光エネ
ルギーの捕穫と(バクテリオ)クロロフィルへのエネルギー伝
達である.このメカニズムを解明しようと思えばカロテノイド
の励起一重項状態の特性や各エネルギーレベル聞の相互作用が

重要となる.カロテノイドのC=C伸縮振動の波数v[C=Cstr Jは基
底状態 (PAg -) で151O~1530cm-1と非常に低く ，SI(21Ag-)
状態では1700~1800cm-l と異常に高い.これは1 1Ag--21Agーの
振電相互作用に起因している.また ，v [C=Cstr(Sl) Jは翻案の
分極障によってシフトすることが知られており，このシフトは
21Ag-ー11Bu+の振智目互作用によると考えられてきた【IJ

我々は五種類のカロテノイドでv[C=Cstr(Sl) Jのシフトを詳
細に検討し，湖~を非極性・極性に分類するとそれぞれ
v[C=Cstr(Sl)Jと湖集の分極率に良い画泉関係があることがわ
かった.また， V[C=Cstr(SI)Jのシフトはカロテノイドの種類
にあまり依存せずそれぞれのカロテノイドで同じ様なパターン
を示した.

最近，カロテノイドで11Bu+の上下に一つずつ新しいエネルギ

ーレベルが見つかった.そこでPPP-SD-CIによる分子事起草計算よ
り各エネルギーレベルと21Ag-との振朝日互作用の大きさを概算
した結果 ，v [C=Cstr(SI)Jのシフトは2IAg--11Bu+ではなく
21Ag--31A，，-の振電相互イ乍用に起因することがわかった.

また ，R. sphaeroia回 2.4.1の色素蛋白複合体に結合したス
フエロイデンの場合v[C=Cstr(Sl) Jは有機溶媒中よりさらに低

くなっていることがわかり，色素蛋白複合体中では31Ag-のエネ
ルギーカ靖機溶媒中より低くなっていると考えられる.
[1J T. Noguchi et al.， J. PhyS. Chem. (1991)， 95， 3167. 

lpD07 
フコキサンチンークロロフィル a/c蛋白複合体 (FCPA)におけ
るフコキサンチンの周囲の環境

法~Ir由差、九鬼導隆、小山泰、加藤哲也1 (関西学院大・
理・化学、 1京大・理・縞物)

褐藻類及び珪藻類に含まれるカロテノイドであるフコキサン
チンは、非常に効率良い電子伝達を行うことが知られている。
我々はラマン分光法を用いて、遊敵したフコキサンチンのモデ
ルとして蛋白に総合したフコキサンチンの周囲の環境について
検討したo (a) FCPAの過漉種のうマンスペクトル;ポンプ光
及びプローブ光として 527nm、パルス隔 70卵、繰り返し l
kHzの光を用いた。 (b)全トランスープコキサンチンの SIラ
マンスペクトル;ポンプ光及びプローブ光として 532nm、パ
ルス幅 100降、繰り返し 800Hzの光を用いたo (c)全トラン
スーフコキサンチンの Tlラマンスペクトル;センシタイザー
を用い 337nmでポンプし、生成した Tl種を 532nmでプロー
プした。以上の比較により、 FCPAにおけるフコキサンチンの
周りの環境について以下の 2つのことカ鴇諒命できた。① FCPA
ζおいてフコキサンチンは強位担互盤国主霊位工10.ゑL 様々
な有機詰糊某中で測定した全トランスーフコキサンチンの SI状
態における Y(C勾 str.)と、各有機溶媒の分極率
(n2-1)/(n2+2) (nは糊菜の屈折率)の関係から、蛋自に結合し
たフコキサンチンは分担障の高い環境にあるということがわか
った.② 2つ以トのカロテノイド分子が耳いに栃んで信吉合して

包金L ここではカロテノイドのみを励起しているため、 Tl状
態は生成しないはずである.しかし、 FCPAの過渡種は全トラン
スーフコキサンチンの SI及び Tl状態に対応している.この
ことは、 FCPA内で二分子のカロテノイドが空間的に隣接してい
ることによって起こるシングレツト・ホモフイツシヨンの過程
を過して、 TI状態が生成することを示している.
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lpD08 

カ口テノイドの分子構造と分光特性 111
三重一三乞長崎雲兵，長岡伸一.高市真一
(基生研，お茶の水女子大宅愛媛大司日本医大)

光合成生物には多種のカロテノイドが存在しーそれらは司
光捕獲，光障害の防御等の機能を有する.我々は，藻類にお
いてアンテナ色素として機能するカロテノイドの分子構造と
その光学特性との関連について解析を進め，それらは第 1(S 
1 )励起準位からの蛍光発光という特徴を持つことを明らか
にした.今回は吸収スペクトルによる S1状態の直接検出を
試みた.
用いた獄料は褐藻から単離したフコキサンチン，およびβ

ーカロテンである.
フコキサンチンについてはー S1蛍光の 0-0遷移に対応

する吸収帯を極性溶媒 (CS 2)ー非極性溶媒(nーヘキサ
ン)のいずれにおいても明確に検出できた.振動子強度はC
S2中の方が大きく，溶媒の分極率の増加に対応して，励起
状態の対称性が大きく変化することと対応すると考えられる.

一方βーカロテンの場合唱 S1準位は吸収スベクトルで確
認できるが，その分子吸光係数は.いずれの溶媒においても，
フコキサンチンのそれより小さい.蛍光は，主として S2状
態からの発光であり‘励起状態がフコキサンチンのそれと大
きく異なっていることが明らかになった.
上記の 2種を含む分子構造の異なるカロテノイドについて.

蛍光の量子収率に対する溶媒効果が顕著に認められ.共役し
ない部分の構造も影響を与えていることが明らかとなった.

これらの結果に基づいて，分子精進と分光特性との関連を
2議論する.

lpD09 
光合成細菌 RhωODS凹 d明間凶包説盟単担 7050色素蛋白複合

体の色素組成とエネルギー伝達効率に対する培養光強度の影響

直直蓋二1.2 A.T. Gardiner2，三室守3，R. J. CogdelF 

( 1日本医大・生物， 2Glasgow大・横物基生研)

光合成細菌 Rh耐 DS削 d叩削鎚鐙誕銀弘通 7050では駒色と弱

光培養により主白取集系のBchl型に差異があることが知られて

いる.そこで光強度を変えて培養し色素蛋白複合体を精製し，

色素を分析した.艶EではB890と 8800-850複合体を合成し，

弱光では凶90とB800-820複合体に置き変わった.8890 (強

光)の主なカロテノイドはスピリロキサンチン.アンヒドロロ

ドピプリンで，関90(弱光)のは封曳二重結合の短いリコペン，

ロドピンに変わったが， Bchl型とペプチド組成は同一であった.

B800-850の主成分はロドピン，ロドピン・グルコシド，リコベ

ンで， 8800-820のはリコペン.ロドピナール・グルコシドであ

った.Bchl型の変化に対応したロドピンからロドピナールへの

変化がみられた.複合体中でのカロテノイドからBchlへのエ

ネルギ一転移効率は樹君光の B890共にカロテノイド組成の差

異に係わらず低かった.一方 8800-850は 8800-820より効率

が低く，主成分のロドピンとロドピナールの違いに起因すると

思われる.



lpDlO 
メタノール資化性・好気↑批合成細菌 Pseud盟旦盟国些自の

カロテノイド酸の存在iえ態

斉藤智，直直墓二嶋田敬三西村行正

(東京理科大・応用生物日本医大・生物都立大・生物)

前回は邑叫盟盟墨田弘盟の色素蛋白複合体 (RC-凶1複

合体)に含まれているカロテノイドと.複合体に結合せずに膜

中に存在する主成分のカロテノイド酸について報告した.今回

は膜成分を内膜(細胞質膜)と外膜とに分函し，そこに含まれ

るカロテノイドについて調べ，膜中での存在状態を検討した.

カロテノイドはHPLCで分析した.内膜及び外膿試料の分

離を曜志するため，内膜に特異的なBch!，外膿に特異的なリポ

多糖の成分である 2-ke切ー3-dωxyoctonate佃氾)を定量した.

細胞をフレンチプレスで破砕し，ショ糖密度勾配遠心によって

2つのバンドを得た.6ch!' KOO量の測定から，密度の低いバ

ンドは内膜薗分，高いバンドは外膜画分と判定したが，互いの

成分の混在が若干認められた.内膜画分のカロテノイド組成は

色素蛋白複合体での分析と一致し，外膜成分の混在によるカロ

テノイド酸も検出された.外膜UID分には主成分のカロテノイド

酸が多量に存在していることが確認され，このカロテノイド酸

は外膜に特有な成分であることが示唆された.また電気泳動の

結果から.カロテノイド酸は色素蛋白複合体とは異なるタンパ

ク質と，複合体を形成している可能性が示唆された.

lpDll 
液体ヘリウム温度における光合成器官からの熱発光
竪旦s、井上頼直、園池公毅1 (理研・太陽光科学、 1東大・

理・植物)

熱発光は、光合成器官におけるラジカル成分の状態を調べる

ために用いられてきた手法であるが、従来は77K以上での測定

のみが行われていた.そこで、低エネルギーのラジカル成分を

検出することを目的として、 77K以下での熱発光を測定した.

その結果、チラコイド膜のグローカーブにおいて20.50.70.90K

の4つのバンドが観測された.このうち、 90Kのバンドはいわゆ

るZバンドと悶ーのものであり、その他のバンドは今回新しく

発見されたものである.これらのバンドは反応中心の光化学系

における電荷分離状態には直接関与せず、主に光捕集系のクロ

ロフィルに由来することが以下の事実より確かめられた.(1)反

応中心において電荷分磁を起こす赤色光のみでは、これらの熱
発光バンドは誘起されなかった.(2)単厳したLHCI、LHC

11は、 PSI、PSIIのコア複合体よりも強い発光強度を示し

た.(3)精製したクロロフィル(Chl)li及び bは、閏体状態にお

いてチラコイド膜と同様な熱発光バンドを示した.メタノール

中における精製Chlでは、 20Kのバンドのみが観測されたことか

ら、 50-90Kのバンドはぬl分子同士聞の電荷分離成分に由来し、

20KのバンドはChl分子とリガンドアミノ酸残基との聞の電荷分

離成分に由来すると考えられた.これらの結果から、ヘリウム

温度における熱発光は、光合成器官中におけるChl-Chl聞及び

Chl-タンパク質の相互作用やChlの存在状態を調べるのに有用

であると考えられる.

82 

lpD12 
キュウリの単厳エチオプラストによるクロロフィライドQ

からクロロフィル豆の合成
佳麗差、 1田中義人、田中歩、辻英夫{京大・理・楢、

1名城大・理工・化学)

クロロフィル (Chl)QはChl呈の第二ヒ。ロール環のメチル基が、

アルデヒド基に酸化されることによって生じる。一方アルデヒ

ド塞が還元されてメチル基になる反応は生体内では起こりにく

〈、 Chl12からChl~へ制識は一般に起ごらないと考えられて

きた。
しかし、以商務長々はクロロフィライド (Chlide)Qをキュウリ

の単離エチオプラストに与えたとごろ、 Chl~tJii蓄積するごとを
示し、 Chl12からChl呈への転換系の存在を明らかにした。そこ

で、この転換系を改良しその性質について静べたのて"ごごに報

告する。 Ch1ide12からChl1!，'への転換は、エチオフーラストの膜頭

分または可溶性蘭分単独では起ごらず、ごの両方が必要である

ことがわかった。またごの反応の至適pHは約7.5で、反応

にはATPが必要である。 ChlideQの代わηにChl12を与えても

Chl呈の蓄積は見ちれなかった。

この反応はChl1!，/12ータンパク質種合体の形成および集光装置

の党環境への適応に重要な役割を果していると推測される。

lpD13 
シロザ成葉のクロロフィラーゼの精製とその性質:

ConAへの親和性と糖タンパクとしての可能性

~藍盟、高官建 A郎、塩井祐三 (東工大・

生命理工)

'!'E クロロフィラーゼは古くから知られている酵

素であるにもかかわらず、版物内での機能はよく知

られていない。今回、細胞内での局在性および機能

を調べる予備段階としてシロザ成葉から本酵素を精

製し、その性質を調べた。
・方法・結果精製は、 ToyopearlHW-55による疎

水性クロマトを中心にして行い、 34 0倍に精製し

た。現在、ヒドロキシアパタイトなどによる精製に

ついても検討している。また、 ConASepharoseに

対して親和性を持っており、本酵素が糖タンパクで

あることが予想される。分子量はゲル鴻過の結果で

は 20-30kDaであった。クロロフィル a、 b
を基質としたときの K m値はそれぞれ、 5.0μM、

2.3μMとなった。本酵素はシロザ葉のアセトンパ

ウダーから界面活性剤を用いずに抽出された。しか

し、粗精製した葉緑体内での酵素の分布について調

べたところ酵素は膜に付着して存在することが分か

った。精製された酵素は水溶性であるが、アセトン

パウダー処理などのいずれかのステップで可溶化さ

れたものと考えられる。今後は、酵素に対する抗体

を作成し、これを用いてさらに詳細な葉緑体内での

分布を調べたいと考えている。



lpD14 
クロロフィル分解反応の阻害によるフェオフォルピドの

蓄積
塩井 祐三，高宮建一郎，下川敬之 1

生命理工・生体機構宮崎大学・農)

(東工大・

我々は先にシロザの粗抽出液におけるクロロフィル分

解反応では最終産物として，ピロフェオフォルピドが蓄
積することを報告した.本講演では自然界の分解と異な

り何故フェオフォルピドが蕎積するのかについて検討し

たので報告する.クロロフィルの分解反応に，粗クロロ

フィルの代わりに純化したクロロフィルを用いるとクロ
ロフィルの分解量は著しく低下する.このことは粗クロ

ロフィル画分の中に活性化因子が存在していることを示

唆している.フェオフォルピドの蓄積は粗酵素標品を用
いた時は見られるが，アセトン分画を用いて部分的に精

製した酵素標品では，クロロフィルの消失は起こるが，

フェオフォルピドの蓄積は見られなつかった.部分精製

した標品では，アスコルピン酸塩(1d)の添加または嫌

気条件によってクロロフィルの消失はほぼ完全に限害さ

れるが，フェオフォルピドの蓄積がみられた.また，ク
ロロフィルの変化量とフェオフォルピドの生成量が一致

しないことから，この分解は酵素反応によるもので 2つ

の反応，フェオフォルピドの生成と酸素の必要なクロロ
フィルの消失の反応が存在すること.さらに，フェオフ

ォルピドの蓄積は酸素を必要とするクロロフィルの消失
反応が組酵素標品の中に含まれる物質によって阻害され

ることによって起こると考えられる.

lpD15 
マサキ斑入り葉における色素欠損機構の解析

単盟塗、C.G amini. Kannangara 1、塩井祐三、高官建一郎(東

工大・生命理工・生体機構、 lCar1sbergLaboratory， Denmark) 

中心部に白色の斑入りを持つ、マサキ(Euonymusjapanicus) 

葉を材料として、色素体分化のメカニズムを解明するため、

白色部における色素欠損機構の解析を試みた結果を報告する。

斑入り葉白色部には、クロロフィル、カロチノイドはほとん

ど合まれておらず、またプロトヘム合量は緑色部に対して約

30'?るであった。 5-アミノレプリン酸(ALA)を白色および緑色

部にそれぞれ処理し、暗所中での色素の蓄積を見たところ、

白色部では蛍光を持つテトラピロール中間体の蓄積は、ほと

んど認められなかった。そこで組織における ALA、

Porphobilinogen (PBG)およびポルフィリンの合成量を測定し

たところ、白色部ではALAを緑色部と同程度合成するのにも

関わらず、 PBGは殆ど合成されなかった。従って、白色部で

はPBGを合成するための酵素、 PBGsyntha田が欠損あるいは

活性が低下していることが想定された。

また、構物におけるAIA合成は、プラスチドtRNAG1u要求

性であることから、白色部におけるtRNAG1u遺伝子の発現を

調べたところ、対照の他のtRNA(tRNAPhe)遺伝子がほとんど

発現していなかったのに対して、有意に高い発現が認められ

たが、緑色部と比較すると約50%の発現であった。現在、白

色部におけるプラスチド遺伝子の発現について検討中である。
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lpEOl 
イネ葉緑体エンドベプチダーゼの精製
清田誠一郎、坂野勝啓(農水省・生物研 )

Suc-a1a-a1a-a1a-pNA(STANA)を基質とす
る金属エンドベプチダーゼ (Ch1-EPl) をエ
ン ド ウ の 単 離 葉 緑 体 ま た は 緑 葉 全 体 か ら精
製し報告した。抗Ch1-EPl抗体を用た解 析 か
ら、この酵素が他の高等植物にも広く分布
することがわかった。分子量 (105kD) は植
物間でよく保存されていたが、抗体の反応
性には違いが見られ、 l次構造の違いが示
唆された。そこで、イネCh1-EPlを精製し、
エンドウの酵素との比較を行ったので報告
する。

精製はイネ緑葉全体を材料とした。エン
ドウの場合と同様に、葉全体から精製を行
った場合でも ST凶 A分 解 活 性 は 各 ク ロ マトグ
ラフィで単一ピークを示した。精製方 法は
エンドウに準じた方法で行った。 Toyopear1
HW-55やDEAEToyopear1 650Sでの挙動は、
エンドウと同様であった。 Hydroxy1apatite
カラムでは、エンドウ Ch1-EPlが吸着した 10
mM potassium phosphate， pH7.6では吸 着し
なかったため、緩衝液のpHを6.8に下げた。
精製イネCh1-EPlは、抗エンドウ Ch1-EPl抗
体と反応した。
イ ネCh1-EPlの葉緑体局在性の確認および エ
ンドウ Ch1-EPlとのペプチドマッピング によ
る比較を現在行っている。

lpE02 

発達中のダイズ子葉におけるウリカーゼ遺伝子発現

直埜盤二、田中耕二、杉本昭夫、岡崎勝一郎、河内

宏L 田島茂行(香川大・農・生物資源、 1農水省農業生

物資源研)

ウリカーゼは、ダイズ根粒でのアラントイン代謝

における鍵酵素で、根粒組織においてのみ発現すると

考えられてきた。しかし、ウリカーゼ遺伝子発現は発

達中のダイズ子葉においても見られ、種子の成熟に関

与していると思われた。

発達中の種子を用いたノーザンプロット分析は中期

種子発達段階の組織において、ウリカーゼmRNAの存

在を示した。精製された根粒ウリカーゼに対するモノ

クローナル抗体を用いたイムノプロッテイングと

ELISA分析においても子葉中にウリカーゼタンパク質

の存在が確認され、その含有量は可溶性タンパク質の

約0.01%であった。



lpE03 
登熟ダイズ種子におけるアスパラギナーゼ活性と遊離アミノ目立

量との関連性

増田亮一 (農水省・食総研)

ダイズ種子では ，*i I.定される主要な窒素化合物ASNは，核反

柔細胞層でGLNに変わること，種皮，子葉lこはGS1，ASNase活性

が存在することが明らかになった.

登熟中，種子に多量の遊離アミノ駿を含む品種があり， 1%

FWを越え，通常ダイズの 2-3倍となる.特に， ASNは1/2に

達する.これは，種子の要因に限ると， ASN分解活性が低いた

めと考えられる.多アミノ酸種の子葉では， ASNase活性が登熟

前期(タンパク質蓄積開始時期)，通常ダイズの 1/2に低下ー

することが判明し，遊餓アミノ酸含量が最大となる時期と一致

した.また，種皮ASNase活性にも，同じ時期に低下が見られ，

通常ダイズでも遊離アミノ駿含量の最大期と重なった.従って，

種子ASN量は種子ASNaseによって制御されていると考えられる.

登熟後期の種子から ASNaseをTSKge!Toyopear! HW65，同Sup

er-Q，同Pheny!のクロマトグラフィーで部分精製した.Native 

-PAGE後の活性検出では， K依存性ではない約35kDのサプユ

ニットペプチド. 10-20kDの分解ペプチド数本が認められた.

現在更に精製中である.

lpE04 
チューリップリン片内貯蔵タンパク質の合成と分解

山崎拓也・志田由起子・五十嵐太郎・大山車爾

(新潟大・農・農化)

チューリップ球根リン片内には多量のデンプンとともに窒素

も貯蔵しており、根や茎葉部の生長に利用される。収穫時のまま

根リン片内窒素の貯蔵形態について調べたところ、 90%以上は

リン酸緩衝液可溶性画分に存在し、高分子成分と低分子成分を

ほぼ等量づっ含んでいた。高分子成分はおもにタンパク質で、

水溶性画分(アルブミン}約60耳、塩可溶性商分(グロプリン

)約40%であった。タンパク質の構成アミノ酸組成では、グル

タミン酸、アスパラギン酸、セリン、グリシンなどが比較的多

く含まれており、ジャカeイモ貯蔵タンパクのパタチンと類似し

ていた。 SDS-PAGEによると、収穫時の球根では分子量21，22， 

32. 33凶付近に大量に集積しているペプチドが検出された。こ

れらのバンドはPAS染色されたため槍鎖を含む可能性がある。

二次元電気泳動によるといずれのバンドも等電点の異なる複数

のペプチドより構成されていた。

開花時 (5月}から、継時的に球根を採取し、ペプチドのパ

ターン変化を調べた。開花以後収穫までの約1カ月に、 21，22 

32， 33凶の貯蔵タンパク貨が多量に集積した。促成栽培のた

めに 8月から10月にかけて球根を低温貯蔵すると、これらのバ

ンドは減少し、分解初期に 17凶のペプチドが現れた。 10月末

温室で栽培したところ12月開花時には貯蔵タンパクはほとんど

消失した。また、低温処理をせずに温室で栽培した場合には、

植え込み前まではほとんど貯蔵タンパク質の分解はおこらず、

値え込み後の分解も処理した球根と比べ緩徐であった。
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lpE05 
乾燥種子における揮発性物質の生成と種子発芽力
彊盟、 IIJ 岩、篠原麻男 1 、紅刺洋司(東北大学・教

養、 1 高砂香料総研)

植物種子の多くは乾燥状態に置かれでも、種によって
は凡そ 180穫に及ぶ揮発性物質を生成・放出しているこ

とが明らかになった。とれらの一部は GC-MSによって同

定されたが、単純な炭化水素 (propylene.butene.butane 

等)からモノテルペン類 (α-pinene.s -pinene. p-cym-
ene等)、 種々のアルコール、アルデヒド類が含まれる

が、これらのガス成分放出に種特異性は認められなかっ

た。これらの内、多くの種子に一般的なものは、 MtOH、

EtOH、isoPrOH、MeCf旬、 Acetoneで、これらの放出は相

対湿度 (RH) と密接に関連し、 -3.5"Cでも認められる。

澱粉種子・脂肪種子とに拘らず、 EtOHと MeCHO閣の相E
変換は高RH (53-75%)下で起り、乾燥種子中での Alco-

hol脱水素酵素の作動が確認された。また、高RH下では

種子内で加水分解反応が進行していることは、 EtOHや

MeCHOが AcOEtを添加した場合にも検出されることから

明かとなった。一方、低RH(12 ~33%) 下では、エステル
化反応が優先することは、微少揮発性成分であったAcOH

ガスを添加して封入した場合に、 AcOEtの放出が増加す

ることから証明された.とれらの物質の多く、特に Me-

CHOは乾燥貯蔵中の種子の発芽力を顕著に低下させた。

以上の事実から、遺伝子銀行等での低温・密封容器貯蔵

中に起こる種子の劣化は、種子自身の放出する簿発性物

質にもよるととが推定された。

lpE06 
好冷菌 Yioriosp. ABE-1株のNH4+輸送系について

量~王、高田泰弘、福永典之(北大・理・植物)

多くの細菌では、 NH4+を窒素源として利用する事が知ら

れており、 NH4+を細胞内に取り込むための、エネルギー依

存性の輸送系の存在が、いくつかの細菌で報告されている.

しかしこれらの輸送系の性質は、まだ不明な点も多い。今

回、我々は海洋性好冷菌 Yioriosp. ABE-1株のNH4+輸送

系について、 NH4+の放射性アナログである l"CHaNHa+の

in tact細胞への取り込みによりこの輸送系のいくつかの性

質について調査した.

NH..+存在下で生育した大腸菌では、 NH..+輸送活性が抑制

されることが以前に報告されているので、本菌でも窒素源

をNH..Clからグルタミン酸に変えた合成培地で培養した細

菌を実験に用いた.皇室素源をグルタミン酸とした場合、細

菌の生育は顕著に悪くなったが、このように生育させた対

数増殖期中期以降の細胞では l"CHaNHa+の取り込み活性が

見られた.この取り込みは、 KClによって活性化され、

50mM KClで最大値に達した。 QOCから 15・Cまでの低温域で

の活性はほとんど変わらず、 25
0Cでは約60%に低下し、

400Cでは完全に失活した。一方QOCから25・Cの温度範囲内

では、 l"CHaNHa+に対するKm値には大きな変化は見られな

かった。



lpE07 
Heterosigma akashiwo同調培養における硝酸取り込みの周期的変

動

宮城布明、藤伊正(筑波大・生物)

硝酸の細胞内への取り込みは硝酸代謝の第一段階であり、 NR

と同様に複雑な銅胸を受けていると考えられる。本研院では、硝

酸取り込み機構とその市胸の解明ならびに関与する因子の同定の

ための基本的課題として、海産ラフィド、甜leterosigmaakashiwo 
を用い画躍唆取り込みの諸特性を調べた。自酷豊(N03)の取り込みは、

['"NJ -N aN03をN源として与え、糊包のNの同位体比の変化

により拠隠した。

N03をN源として培養した車醐包はN03の高い取り込みを示し

たカt、培地中のN源をN03からNH.Iζ換えると 1日でN03取り

込み活性は失われた。また、 NH.をN源とした細胞は、 N03を

取り込むようになるまでに3時間のlagti脈を重要した。このよう

な現象はNH.取り込みではみられなかった。タングステン酸を用

いてNR活性を阻害してもN03取り込みは阻害されないことから、

N03取り込みはNRとは独立してN03によって誘導されている

と考えられる。

H. akωhiwoは、 12h-1 ight/12h -darkの光周期下で部d、同静立

養が可能であるが、そのような条件下でN03取り込みは明期の初

期に最大、暗期の初期に最小のピークを持つ日周リズムを示した。

NH.取り込みは唄期の始まりとともに上昇し、暗期の始まりとと

もに低下した。 NR活性は明期の中期にピークを持つリズムで変

化していた。 N03取り込みのリズムはNR活性のリズムとは位相

がずれており、独自の市脚を受けているものと考えられる。

lpE08 
好大気汚染物質植物の育成 ( 6 )道路沿い野生植物および栽

培植物からの"好NO，候補植物"のスクリーニング

鎌田光宣，桧t亘朝，猿野昌子，神幸夫，入船浩平，中国政司，豊原

源太郎，藤田耕之輔森川弘道 (広島大・理広島大・生物生産)

我々は大気汚染物質であるNO，を"好んで"吸収・同化し、

かつNO，を単一の窒素源として生育できる植物、すなわち好

NO，植物の創製を目指して研究を進めている。とれまでに道

路沿いに生育する野生縞物及び栽培植物のNO，同化能力を調

べ、"好NO，候補植物"のスクリーニングを行なってきた。

植物を重窒素でラベルしたNO，(4士1PPII)に明所(10klux) 
下で8時間 (9:00日 17・00)暴露させた後、ケルダール分析によ

り乾物重あたりの総還元態窒素量を測定した。他方、質量分析

により還元態窒素中lζ占める15Nの割合を決定し、両者から乾

物重あたりに同化されたNO，由来の窒素量を求め、乙れをN

0，同化能力として相互に比較した。野生草本植物52種、栽培

草本積物60種、栽培木本植物37種、合計149種の植物について

調べた結果、キク科lζNO，同化能力の高い植物がみられ、一

般にイネ科植物は同化能が低かった。また、木本植物は調べた

限りで、はいずれも同化能力は低かった。 NO，同化能力は植物

間で著しく異なり、同能力最大のダンドボロギク(野生キク科)

と最小のイオナンタ(アナナス科)の聞には約1000倍の差異が

みちれた。野生草本植物におけるNO，同化能力の最大/最小

比は143倍で、 栽培草本植物 (950t音)に比べて植物問の能力

差は小さかった。 また、総還元態窒素のかII%.以上をNO，由

来の窒素が占める植物が149種中32種見い出された。
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lpE09 
好 NU2木本植物のスクリーニング; 同化能力と

樹種の特性

盆ま.H去、桧垣朝 1、木谷和重、森川弘道l

(トヨタ自動車(株)、 l広島大、理、植物)

我々は大気汚染物質(N02)を"好み"、汚染物質

を必要栄養素として生育する植物"好大気汚染物質

植物"の育成を目標として研究を進めている。

本研究では、対象植物を木本植物とし、常緑広葉

樹、落葉広葉樹、針葉樹について約70種のNU2同化

能力を測定した。暴露実験は 4:t1ppm 15NU2，約

10，0∞ lux， 27:t 1 'cの条件下で8時間(昼間;9:叫

17:∞)行なった。

その結果、最大の同化能力を示したユーカリと最

小のヒイラギでは、同化能力に約加倍の差があった。

また、同化能力と樹種の特性にはある程度の関連が

見られた。

lpElO 
ダイズ根と根粒サイトゾルにおける硝酸還元酵素の性質

金山葺E日、村守佳代 (名古屋大・農・歯芸}

ダイス禁には3種類の硝酷量元酵素が知られており、根には
NADH依存で硝酸誘導型の酵素 (rNR)科在している。

視への根粒菌の感染により形成された根粒のサイトゾル、すな
わち根粒における植物由来の画分にもNADH依存型硝酷塁元
酵素 (nNR)の存在が知られており、これまでの知見から構
成的に発現している可能性がある。そこでnNRとrNRが、
同じ根由来の酵素であるにもかかわらず発現様式が異なる点に

注目し、その性質を検討した。
nNRカ王手民察車型であることを厳密に検討するため蒸留水で

水耕を行ったところ、硝酸無添加で1.65μ冊 1/tνgfwの活性を
示し、 E闇銭勅日による活性の士勧日はわずかであった。ごのnN
R活性は硝酸で誘導されたrNR活性の2倍以上の高さであっ
た. 地D開創刊古性は根では全く見られなかったが、根粒では
若干検出された。また用いられた根粧菌由来のパクテロイドに
はほとんど碕酸還沼副主は見られず、 nNRがパクテロイド酵

素の混入ではないことも確認した.
両酵素を数種プロテアーゼインヒピターを用い、 BlueSepha 

rωe CL-6Bおよび蜘10aにより部分精製した.恥noaでは根、
根粒いずれにおいても単ーの活性ピークが見られ、ほぽ同じ位
置に溶出された。 また両酵素とも最適pHは7.5、Km値は 1
-2mMであり、葉のNADH依存静素より高いKm値を示し、

nNR.rNRは葉の酵素とは明らかに異なっていた。またNA
DPH依存樹色.INA即依南古性についても双方ども約0.1であった。
ιL上より、 rNRとnNRは発現様式が異なるものの類似した
性質を持っていることが明らかとなった。



lpEll 
紅海也旦包~ yezo盟豆互の硝敵還元醇素に対するモノクロ
ーナル抗体

。中村良子、佐治光¥近藤矩朗¥猪川倫好
(筑波大・生物、国立環境研 L)

事E 藻恒'!]Jh立旦 ye宅Q~堅 i sから抽出、精製したNADIトNR(硝
殿還元醇素)を調べた結果、{也の植物のNADH-NRとほぼ同様の
梼i宣をとることが明らかになった。しかし、 P. yezoens i sの
NADH-NRは特に最適pHが他の植物起源のNADH-NRよりも高い点、
が特徴的であった.また部分活性では、 diaphorase活性の最
適pHが全活性の最適pHとほぼ」致するので、 NADHの還元反応
lこ関与する部分に他のNADH-NRと異なる構造をとることが推
測されTこ。

そこで里 担空包旦~の精製NR を用いマウスから 22個の壬Hn- fI，
抗体 (NRlからNR22)を得た。これらはすべてNRの全活性、また
は部分活性を阻害し、 15個は100kDのNRサブユニソトを認識

した。この結果と、 trypsinまたは包担ll1r笠笠E堅 生 巴 型E

V8 proteaseによる限定分解の結果生じた断片に対する
cross-reactivityから、少なくとも得られた抗体のうちの2

伺(NR14、NR18)はNRのdiaphorase部分を認識し、 4個(NR6、NR7、
NRI0.NRI3)は終末NR活性部分を認識していると考えられた.
また抗体のうちの7偶 (N郎、 NR7.NR8.NRI0、NRI5.NR20)は引けr
やりマ?などの多細胞性紅藻の100kDから 110kDのNRサプユニ y

トを認識した.しかしこれら7抗体は単純胞性紅藻の包担当1塑
旦ldari u里と白E凶yri旦ium ~旦.!]l旦竺盟の NRサブユニットを
検出できなかった。また、 NRI0はクリプト植物、褐色植物、
緑藻からのNRサプユニットのうちのいくつかを認識し、 NR6、
NR15、NR20はいずれもホウレンソウ、タパコのNRサブユニ y ト
を認識した。

lpE12 
ラン藻 $ynecoococcusPCC 7942の nirAオペロンの発現にお

よぽすMSXの影響

賞主亙盤、杉山達夫、小俣達男(名古屋大・農・農化)

$ynecoococcus PCC 7942の硝酸イオンの取り込みおよびア

ンモニアへの還元に関わる遺伝子群は、ゲノムDNA上でnuA
(亜硝酸還元酵素遺伝子)、 nrtA，4ιIJ(硝酸イオン輸送体の

構成タンパク質の遺伝子)、 narB(硝酸還元酵素遺伝子)のJI贋

に存在し、ぞれらはオペロンを構成している (nuAオペロン)0 

nirAオペロンの発現は転写レベルで制御されており、硝酸イ

オンを同化して生育している細胞にアンモニアを与えると、

その転写は速やかに停止する。一方、 1μMのMSX(グルタ

ミン合成酒孝素の特異的な阻害剤)を添加してアンモニアのグル

タミンへの同化を阻害すると、 nuAオペロンの転写は活性化

され、転写産物の量は60分以内に約7倍に増加した。細胞内

のアミノ酸濃度を測定したところ、アンモニアを添加した場

合には、グルタミンが蓄積してグルタミンとグルタミン酸の

濃度比 (Gln/Gl u)が上昇するのに対し、 MSXを添加

した場合にはグルタミンの濃度は速やかに減少して90分後に

は検出できなくなった。これらの結果は、グルタミン濃度の

上昇あるいは低下がシグナルとして作用して、 nuAオペロン

の転写を調節している可能性を示唆するものである。現在、

nirAオペロンの発現と、 G8-GOGATサイクルの代謝中

間体の変動との関係を解析中である。
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lpE13 
ラン藻 $ynecoococcusPCC 7942の nirAオペロン上流域に位

置する遺伝子の機能解析

担豆童笠、鈴木石根、杉山達夫、小俣達男 (名古屋大・農

.農化)

$ynecoococcus PCC 7942の硝酸イオンの取り込みと還元に

関する遺伝子群はnuAオペロンとして存在しており、その発

現は還元型窒素源であるアンモニアによって阻害される。こ

のオペロンの上流域についてノーザン解析を行ったところ、

nuAの転写開始点の上涜O.25kbから約2目 5kbの領域も悶様の

転写制御を受けていることが明らかになり、その転写方向は

nirAオペロンとは逆向きであることが81マッピングにより

示された。この領域の塩基配列を解析したところ、 1050bp
(ORFl)と930bp(ORF2)の2つのORFが存在していた。 ORFlのコ

ードするタンパク質は既知のタンパク質のいずれとも有意な

相向性を持たないが、 ORF2のコードするタンパク質は LysR
familyに属する転写陸子と高い相向性を持っていた。 ORFlの
挿入変異株はアンモニア培地では正常に生育するが、硝酸培

地では黄緑色を呈し窒素同化力の低下が推測された。これに

対しORF2の挿入変異株はいずれの窒素源でも正常に生育した

が、硝酸還元酵素活性およひ(nirAオペロンの転写は野生株に

比べておよそ半分に低下していた。これらの結果はORFl、OR
F2が硝酸還元系の遺伝子発現の調節に関与している可能性を

示唆している。

lpE14 
ラン藻SynechocystisPCC 6803におけるグルタミン合成酵

素の活性阻害物質

光部篤人、小俣達男、杉山達夫(名古屋大・農・農化)

グルタミン合成酵素 (GS)は、ラン藻の窒素同化に中心

的な役割を果たしている。 SynechocystisPCC 6803では、

硝酸塩で生育する細胞にアンモニウム塩を添加すると翻訳後

の調節により GS活性が短時間で低下することが報告されて

いる。この活性調節機構の解明を目的として研究を行い、こ

の不活性化に関与すると推定される物質を細胞抽出物に見出

したのでその詳細を報告する。硝酸塩で生育した細胞にアン

モニウム塩を添加しGS活性を不活化した細胞の抽出物を硝

酸塩で生育した細胞から抽出したGSに加えると、 GS活性の

低下が認められた。この不活化効果は添加抽出物を熱処理し

でも失われなかったが、 Papain処理によって失われた。こ

の不活性化に関与する物質はタンパク質であると推定され、

SDS-PAGEIこよりサイズは14kDであると推定した。この物

質はゲルろ過においても、また、イオン交換クロマトグラフ

ィーにおいてもGSの画分に溶出され、熱処理を加えると GS

から分離した。このことからこの物質はGSと会合し活性を

阻害すると推定される。目下阻害様式の解析ならびにアミノ

酸配列の決定を行っている。



lpE15 
糞縁体局在型グルタミン合成酵素による光呼吸経路の調節機織

木崎暁子、竹糞剛 1 (京大・農生、 1京府大・生科)

グルタミン合成醇素には、細胞質に存在する GSlと、葉緑

体(プラスチド)に局在する GS2との、二つのアイソザイム

が知られているが、このうち、 GS2は、硝酸還元系で生成す

るアンモニアを同化する役割と共に、光呼吸経路において、ク

リオキシル酸のアミノ基のドナー (Glu、Ala) を供給すること、

グリシンから遊離するアンモニアを同化すること、の役割をも

ち、光呼吸経路の重要な key enzymeの一つである。 GSの

活性阻害剤である methionine sulfoximine (MSO) をタバ

コの葉切片に与えて、光を照射すると、強光下では 2日ほどで、

棄は褐変し、細胞は死滅する。 MSO を与えても暗黒においた

ものや、水対照区のものは、もとの緑色のままである。

MSO を与え、 GS2活性を止めると、上記理由により、光

呼吸経路は回転しなくなるが、その結果、比較的すみやかに、

photoinhibition が観察される。この状態が一定時間続けば、

光障害、すなわち、光合成装置の破壊が進行する。 MSO を与

えなくても、通常のタバコ葉に強光を連続して照射すると、組

織内に次第にアンモニアが蓄積してくるので、 GS2活性が制

限となっていることがわかる。演者らは、イネ GS2遺伝子の

プロモーターが、アンモニアにより発現調節を受けていること

を見い出しているが、光呼吸条件下でアンモニアか・蓄積するこ

とが、 GS2遺伝子の発現が光呼吸条件下で促進されることの

分子機構ではないか、と考えられる。

lpFOl 
カボチヤ子葉のマイクロボディ機能変換過程にお
けるマイクロボディ膜タンパク質の変動

斗且盤車、森仁志、西村幹夫(基生研・細胞生物)

カボチャなどの脂肪性種子の子業組織では、光照射に伴う

緑化に伴いマイクロボディの機能変換がみられ、貯蔵脂肪を

分解し緒新生に関与するグリオキシゾームが、光呼吸の一端

を担う緑葉パーオキシゾームへと変換する。私達はこの機能

変換に働く調節機構を明らかにするため、マトリックスに局

在するグリオキシゾーム及び緑葉パーオキシゾームに特異的

な酵素を、指標として解析を加えている。一方、この機能変換

におけるマイクロボディ膜の変動については、ほとんど知見

が得られていない。今回、マイクロボディ膜を構成する膜タ

ンパク質に焦点を置き、マイクロボディ機能変換を解析した

ので、その結果を報告する。マイクロボディは単位膜に固ま

れたオルガネラであり、浸透圧変化により損傷を受けやすい。

そこでラフイノースで浸透圧を調整したパーコール自己密度

勾配遠心法により、マイクロボディの調製を試みた。この方

法を用いることにより、機能変換の各過程にある子業組織か

らマイクロボディを、無傷かつ他のオルガネラの混入が少な

く取り出せることが判明した。調製したグリオキシゾームか

ら膜分画を調製すると、分子量31k (MP31)と28k (MP 
28)のタンパク質が濃縮され、これらがマイクロボディ膜に

特異的なタンパク質であることが示唆された。 MP31に関し

てその特異抗体を調製し、マイクロボディ機能変換に伴う量

的変動を解析した結果、このタンパク質は種子発芽の進行と

共に増加し、機能変換によって減少していくことが示された。

87 

lpF02 
カボチャ登熟子葉の輸送ベシクルに存在する
GTP結合タンパク質
盤旦担主1，2、西村いくこ1、西村幹夫1.2 (1基生研・細胞生物、

2総合研究大学院大学・生命科学)

低分子量GTP結合タンパク質は酵母や動物の細胞内でタンパ

ク質のベシクル輸送に重要な役割を果たしている。登熱種子

細胞では限られた種類の種子タンパク質が粗面小胞体で大量

に合成され、輸送ペシクル(デンスペシクル)を経由して液

胞へ送られる。今回は、この液胞へのペシクル輸送の機構を

理解するために、カボチャ登熟子葉より単離したデンスペシ

クルを用いてGτ?結合タンパク質がこの輸送系に関与している

かどうかを調べた。

登熟子葉よりパーコール法で単離したデンスペシクルを

SDS-PAGEにかけ、ニトロセルロース膜に転写し、 [α_3:1p]GTP

と反応させたところ25、27、37kDaの3種のタンパク質がGTP

結合能を持つことが判明した。これらのタンパク質がデンス

ペシクルに局在していることをショ糖密度勾配遠心法により

確かめた。この[α_32p]GTPの結合がAτ?、UfP、 CTPで阻害さ

れず、 GTPおよびGDPで阻害されたことから、これらのタンパ

ク質はGTP(GDP)を特異的に結合することが示された。これら

のG胃結合タンパク質は単離デンスペシクルをコール酸ナトリ

ウムやTritonX-l∞で処理するとよく可溶化されるが、高塩、

尿素、アルカリ処理では可溶化されず膜に強固に結合してい

ることが示唆された。現在、これらのGTP結合タンパク質のペ

シクル輸送系における役割について検討中である。

lpF03 

液胞内におけるプロ型前駆体タンパク質の
プロセシングの特異性
車並乙~二、西村幹夫 (基生研・細胞生物)

細胞内の粗面小胞体で合成されたプロテインボディタンパ

ク質のプロ型前駆体はデンスペシクルにより液胞へ運ばれた後

プロセスされて成熟型タンパク質に変換する。演者らはこのプ

ロセシングに関与する液胞プロセシング酵素をヒマ妊乳より単

離精製した(1)。この精製酵素は複数種のプロテインボディタン

パク質のプロ型前駆体を成熱製に変換した。今回は、液胞内に

おけるプロセシングの特異性について得られた知見を報告する。

カボチャのプロテインボディに局在するタンパク質(l1S

globulin， 2S a1bumin， pumpkin trypsin inhibitor， MP32 protein)の

cDNAより推定される前駆体の一次構造と成熟型タンパク質の

N末端アミノ酸配列より、液胞内のプロセシングの部位を決定

したところ、いずれもAs四百伊ine残基のC末端側で切断されて

いることが判った。各々のタンパク質のプロセシング部位近辺

の一次および二次構造には類似性は認められなかった。各前駆

体タンパク質のハイドロパシーを解析すると、プロセスされる

Asμm伊加e残基はいずれも親水領域に局在しており、プロセス

に関与していない抱卵m伊ine残基は疎水領域に分布していた。

また、血 vitTOで合成させたプレプロ型前駆体や変性タンパク

質は翻酵素により制限なく切断分解される。これらの結果は液

胞プロセシング酵素がプロ型前駆体タンパク質の分子表面に露

出しているAs戸ragaine残基を認識し、切断することによって成

熟型タンパク質が形成されること、および液胞に輸送されてく

るプロ型前駆体はすでにフォールデイングしていることを示唆

している。

(1) 1泊ra-Nish泊lUra，1.， et a1.(1991) FEBS Lett.， 294，89-93. 



lpF04 
ヒマ種子の液胞プロセシング酵素の局在性と登熟および発芽

時における変動

主量晶玉1，2、西村いくこ l、西村幹夫1(1基生研・細胞生物、

2愛知教育大学・教育)

種子タンパク質のプロ型前駆体は粗面小胞体で合成され、

デンスベシクルにより液胞へ輸送された後に、プロセシング

酵素によって切断されて成熟型タンパク質に変換する。我々

はこの液胞プロセシング酵素をヒマ種子妊乳より単離精製し、

この酵素が複数種の液胞タンパク質プロ型前駆体のプロセシ

ングに関与していることを明らかにしてきた。今聞は、液胞

プロセシング酵素の局在性と種子の登熱および発芽時におけ
る変動に関して得られた結果を報告する。

液胞プロセシング酵素の特異抗体を作製し、登熱ヒマ妊乳

細胞の免疫電顕観察を行った結果、本酵素は液胞の可溶性画

分に局在していることが示された。ついで、ヒマ種子の発達

段階における本酵素の変動を活性と酵素タンパク質量の両者

について調べた。活性測定には合成ペプチドを基質として用

い、酵素量はイムノプロット法により検討した。 H壬乳におけ

る本酵素の活性とタンパク質量はともに、稜子の登熟に従っ

て増加し、発芽が進むにつれて低下した。怪乳以外の組織で

は、子葉にも本酵素の活性とタンパク質が検出された。さら

に、ヒマ以外の植物をJljいて同様の実験を行ったが、その結

果、カボチヤ子葉とダイズ子葉で活性が検出され、そのうち
カボチヤ子葉の酵素は本酵素の抗体と反応することが判明し

た。

lpF05 
液胞形態形成に機能する酵母VAM遺伝子
和 田洋 (東大、教養、生物)

液胞は高等植物の細胞体積の90%以上、酵母の細胞体積の
約114を占める大きな細胞内小器官であり、各種の代謝産物
の貯蔵、膨庄の制御、細胞質の恒常性維持など1こ機能する液
胞コンパートメントを形成している。この液胞コンパートメ
ントが大きな体積を保持し、大きな緩衝能を備えていること
は、槌物、菌類の細胞が環境の変化に対して適応する場合に

重要と考えられる。この液胞形態の形成、維持に機能する分
子機構を明らかにするため、遺伝学的、分子生物学的解析手
段の適用の容易な酵母を用いた解析を行なった。酵母の、液

胞形態に異常を示す突然変異株を得て、液胞形態に関与する
9つのV品! (Yl!..cuolar l!1orphology) 遺伝子を同定した。
弘4Ml，VAM5， VAM8， VAM9遺伝子についての解析の結果、
とれらの遺伝子が液胞蛋白質のゴルジ体から液胞への蛋白質
輸送の過程に機能していることが示された。 一方、 VAM2，
VAM3， VAM4， VAM6， VAM7遺伝子に欠損をもっ突然変異
株は大きな液胞をもたず、多数の小胞構造をもつことから、
これらの遺伝子は大きな液胞形態の形成、維持に機能すると
考えられた。 VAM7遺伝子の構造解析を行なった結果、
VAM7遺伝子産物(Vam7p)が細胞骨格構成成分と弱い相向性

を示し、またいわゆる∞iled-∞il構造を形成しうるアミノ酸
配列をもつことが示された。現在、抗Vam7p抗体を調整し
ており、これを用いて酵母細胞内のVam7pの動態を明らかに
することを予定している。
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lpF06 
自食作用不能変異株の単離とその解析
星旦基盤、大隅良典(東大・教養・生物)

液胞内プロテイナーゼ欠損株を栄養培地から炭素源また
は窒素源飢餓培地に移すと液胞内に細胞質を一重の膜で囲

んだ構造体Autophagic加 dy(以下ABとする)が蓄積する。タ
ンパク分解酵素欠損株を親株として栄養飢餓条件下にABを
蓄積しないという形態学的指標による突然変異の分離を試
みたところ、目的とする変異株が一株得られた。四分子分

析によりこの変異は、核性の劣性変異であることがわかっ
た。また、この変異は自食作用也，utollhagy)不能という形質

により単離されたことから、 apglと命名した。変異株を野
生株とかけあわせてタンパク分解酵素をもちながらAB蓄積
不能変異をもっ株を得たところ、この株ではタンパク分解
酵素があるにもかかわらず液胞でのタンパク分解が起きな
いことがわかった。また、ホモの 2倍体では胞子形成でき

なかった。この変異株は窒素源飢餓培地中で野生株よりも
速やかに生存率が低下することがわかり、この形質を指標

にさらに多くの自食作用不能変異株の単離を行い、約38∞o
のコロニーから99の変異株を得た。これらの変異はapglを
含む15の相補性グループに分けられた。 15の変異株はいず
れも液胞でのタンパク分解不能であり、胞子形成不能であ

った。現在、 apglのクローニングとシークエンシングを試
みている。これらの変異株を解析することにより自食作用

に関与する遺伝子群と、その作用機構の分子レベルでの理
解が進むものと期待される。

lpF07 

ニチニチソウ細胞の低細胞密度培養

返壁瞳畳、矢崎芳明、清田誠一郎、沖原清司

(農水省・生物研)

低い細胞密度(l05個/皿l程度以下)のもとでは植物細
胞の増殖は阻害される。この原因は細胞からその増殖に

必須である物質、例えばビタミンやホルモンの様なもの

が湘胞外に放出されて希釈され、再吸収できなくなるた

めとされている。ニチニチゾウ培養細胞の場合、低細胞

密度での増殖阻害の原因としてリン酸の過剰摂取(植物

生理学会・ 19 9 1年度年会)、培地中の溶存炭酸ガス濃度

の低下と培地pH低下の減少(植物学会 19 9 2年度大会)

についてはすでに報告した。

今回は、さらにこれら以外の要因について検討を進め

るために、細胞密度を2-5個/皿!としてconditionedmed 
1 umの効果について検討した。このためにコマ撮りビデ

オ装置による連続観察を行い、細胞の生存状態、分裂、

死に至る過程を観察した。 MS培地から調製したc0 n d i t 

ioned mediumを用いて、少なくとも l回の細胞分裂と、

5日間程度の生存を維持することができた。しかし、そ

の後の培養で細胞中のでんぷん頼粒が消失し、結局細胞

は死んだ。 Conditionedmediumのモデルとしてのリン酸

を含まないMS培地では，時炭酸ガス気流中、 pHが5.8 
と3.9のいずれにおいても，培養開始後数時間以内に細胞

死が確認された。 Conditioned皿edium中に特別な.c on d 
itioning factor'が存在するかどうかは検討中である。



lpF08 
タバコ培養細胞BY-2のミニプロトプラストの凍結保存

置車並ヨ、杉山純一、柴岡弘郎(大阪大・ l里・生物)

タバコ培養細胞BY-2のプロトプラストをパ コ ル中

で遠心すると液胞が取り除かれたプロトプラスト (ξ 二

プロトプラスト)が得られる。細胞質分裂の時期にある

細胞から調製したミニプロトプラストを培養すると細胞

質分裂が完了することは以前報告し、細胞機能がミ二、プ

ロトプラストにすることで損なわれないことを示した。

次に、 ミニプロトプラストでは液胞がほとんど含・まれて

いないこ kから、凍結による傷害を受けにくく、液体窒

素中で保存できるのではないかと考えられたのでこれを

検討し、その結果、肯定的結論を得たのア ;i~告する。最
近、遺伝子の機能を調べる目的で培養細胞在用いた形質

転換実験がさかんに行なわれているが、形質転換した細

胞を凍結保存することにより、より効率的に遺伝子機能

の解析を効率的に行なうことができると考えられる。

植え継ぎ 5打目の細胞からプロトプラストを調製し 3
0%パ コ ル中で遠，心することによりミ ι ゾロトプラ

ストを得た。ミニプロトプラストを 10 %DI~:;() を含む改
変Linsmaier-Skoog培地に懸濁し、 30 0(; で~!時間予
備冷却したのち、液体窒素中に 7日間保存した。 f'Yt'-僚は

3 OOCで素早く行ない、培地に懸濁し培養した ζ 解凍さ

れたミニプロトプラストのほ左んどは細胞嶋が無傷であ

り、形態的には凍結前と同様であった。現在、より厳密

な凍結条件と正常細胞に効率よく復帰させし宮:件を険討

中である。

lpF09 
タパコ培養細胞BY-2のミニプロトプラストの培養

並中範孟、園部誠司、柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

タパコ培養細胞BY-2のプロトプラストを培養すると、

細胞壁を再生し、伸長したり分裂したりすることがすで

に報告されている。今回、われわれはプロトプラストか

ら液胞を除去したミニプロトプラストを単離し、その培
養を試みた。

BY-2細胞より調製したプロトプラストをパーコールの

密度勾配遠心にかけ液胞を取り除いて得たミニプロトプ

ラストを2.4-Dを含むLinsmaier-Skoogの改変培地で培養

すると小さな細胞から成る細胞塊が形成された。これは

細胞質の増加を伴わずに分裂のみを行った結果であろう

と思われた。 2.4-Dを含まない培地で培養したところ、細

胞壁と液胞が再生され、プロトプラスト培養と同じよう

に伸長する細胞が得られたが、この他に一個の細胞が数

カ所のくびれを持ちながら伸長し、大部分を液胞が占め

るような細胞も見られた。 2.4-Dを含まずプロピザマイド

を加えた培地で培養すると、普通に伸長する細胞はみら

れなくなるが、この数珠状の細胞は見られるところから、

この特異な伸長様式の機構に表層微小管は関与していな

いと考えられる。現在、細胞壁の強度と液胞量とのバラ

ンスの変化に依存するのではないかとの仮説を立て、そ

の仮説について検討中である。また、数珠状細胞の出現

頻度と培養条件との関係についても調べている。
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lpFlO 
タバコと Nicotianabenthamianaの体細胞融合雑種のアブ

ラムシ耐性と葉面樹脂成分

藍韮主、松井正春1、篠田徹郎1、松崎敏明2、篠崎靖宏2

原因晴康3 日本たばこ・植物開発研、 1農水省野菜茶試

2日本たばこ・たばこ中研、 3日本たばこ・糞たばこ研)

タバコに、百. benthamianaのアブラムシ耐性を導入する

ため、両種の細胞融合雑種を作出した。雑種及び両親植物

について、アブラムシ耐性および耐性に寄与していると考

えられる葉面樹脂成分を調査した。アブラムシ耐性試験は

モモアカアブラムシ(也些陸旦註些) 1齢幼虫を被検植

物の葉片上で飼育し、その生存日数及び成虫化率を調査す

ることにより行った。葉面樹脂は、新鮮葉をクロロホルム

に 10秒間浸すことにより抽出し、部分精製後 TLC及びGC

により分析した。雑種はN. benthamianaとほぼ同程度のア

ブラムシ耐性を示した。業面樹脂成分については、雑種は

N.. henthamianaには存在しタバコには含まれない、シュー

クローストリエステル、シュークロースジエステルおよび

グルコースエステルを含んでいることが示された。

lpFll 
cyclic AMPによる Micras削 as伽 ，masianavar. n仰臼の接合子形

成誘発の制御

今泉真知子 (滋賀医大・生物)

Micrastcrias的αnashianavar. notataのhomothaIlic株の接合子形

成は、細胞を窒素源を除去した培地に移すことによって誘発さ

れる (Imaizumiet aI.， 1卿)。藍藻の Ana加 m を窒素源を除去し

た培地に移すと、細胞内 cyclicAMP (cAMP)量が増加する事実
が報告されていることから、我々は、 Mα司目白血sの接合子形成

の誘発に cAMPがお伊r紙切な役割を果たす可能性があると考

え、その可能性について検討を行なった。

窒素源、を除去した培地に、 exogenouscAMP (0.2-3 mM)を添加

した場合、接合子形成は誘発されず、細胞増殖が著しく促進さ

れた。 cyclicnud∞tide phosphodiesteraseの阻害剤である ωffeine

(0.05・1mM)や白∞philline(0.05-1 mM)、また、 8・bromocAMP 

(0.2-3 mM)を添加した場合にも同様な結果がみられた。 2・3mM

dibutyryl cAMPの添加は、配偶子形成を直接に阻害することに

より接合子の誘発を抑えたが、細胞増殖を促進する効果は示さ

なかった。 10-25μMforskolinの添加は、接合子の誘発を抑え、

増殖を僅かに促進させた。我々は、さらに、窒素源を除去した

培地に移された細胞の細胞内 cAMP量を経時的に測定した。接

種後、細胞内 cAMP量は、-]l増加して、 basaI量(窒素源を

含む培地に移された細胞の細胞内 cAMP量で、 11.6:t3.6 

pM/106αlIs)の 3-4倍に達したが、その後減少し、配偶子の対

合時には、 bぉaI:量の 1β 以下の値になった。これらの結果は、

cAMPが、接合子形成の誘発を抑制するシグナルとして働くと

同時に細胞を増殖させるシグナルとしても働く可能性を示唆し
ている。



lpF12 
出芽酵母 l倍体細胞におけるPPF遺伝子産物の役割

麺車盤晶、大隅良典 (東大・教養・生物)

酵母Sa∞haromylω cerevisi，ぉ l倍体には也、 αがある。 α細
胞により分泌されるαファクターはa細胞に作用し接合に必

要な一群の遺伝子発現を誘導する。その結果細胞周期の停

止、プロジェクションと呼ばれる突起の形成が起こる。こ

の突起形成には細胞周期の停止に比べ高波度のαファクター

の作用を必要とする。高濃度のαファクターの信号伝達およ

び突起形成のメカニズムを明らかにするため突起形成不能

株を単離し 3つの遺伝子PPFl，PPF2，PPF3を見いだした。そ

してこれらに変異の起こったa細胞の形態変化について前回

報告した。

a細胞はαファクターに対して適応を起こし、出芽増殖を再

び開始する。その開始に必要な時間はαファクターと結合し

たリセプター数に比例することが知られている。 ppf1， ppf2， 
ppf3:細胞は明らかにこの適応に要する時間が早まっているこ

とが今回新たに見いだされ、 PPFl，PPF2，PPF3のいずれかが

このαファクターのリセプターをコードする遺伝子 (STE2)

である可能性が示唆された。そのためSTE2遺伝子をこれら

の変異株に導入したが突起形成能は回復しなかった。この

ことからPPFf.宣伝子産物はリセプターの下流にその作用点を

持ち、かつ突起形成に直切関与するのではなく信号伝達に

関わっているものと予想される。またppf1，ppf2，ppf3の変異

の接合効率に与える影響についてa細胞、 α細胞の両細胞に

ついて報告する。

lpF13 
VlRAL H-RAS PROTEIN INHIBITS PLANT CELL DIF-
FERENTIATION 
Evu Chunlz HUR， ~~J. CHANG， H.S. KOH， J.S.LEE* 
pd  H. lMASEKI~~ Dept. Bio1.， Ewha Univ.， 

.Dept. P1C!.1. Bio 1.， Seoul Na t 1. Uni v .， Seoul， 
Korea， ~~Res. Inst. Biochem. Regu1. Nagoya 
Univ. Nagoya 

Three ras-like proteins (Mr. 21， 23， and 27 
kD) which have a specific GTP-binding proper-
ty were detected in the 皿息皿lbraneand cytosol-
ic fractions of both monocot (Zea lIIays) and 
dicot (Glycine 1II8X). These proteins were 
released when membranes were treated with 
hydroxylamine. This result indicates that 
these proteins are fatty acylated to membrane 
lipids. The 27 kD component was purified 
from hypocotyl membranes of Glycine 1II8X. 

This highly purified protein showed both GTP-
binding and GTPase activities. 

In parallel to this experiment， to addre邑s
a possible role of the ras-like proteins in 
plant， tobacco cells were transformed with 
the viral H-ras gene in both sense and anti-
sense directions through the Agrobacterium 
system. Both sense and antisense transgenic 
cells proliferated to the same degree as 
callus in the auxin-mediu皿 However，under 
the regenerating conditions， the viral H-ras 
expressing cells did not fully regenerate 
plants， whereas the antisense transformant 
cells regenerated normal plants. 
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lpF14 
ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の分化転換過程におけるDNA鎖切断の動

態 アルカリ溶出法による解析一一

髭丘阜隆、庄司雄一1、駒嶺穆 (東北大・理・生物、 1東北電力・応技

研)

ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の管状要素への分化転換過程においては、

オーキシン及びサイトカイニンに依存した自発的な修復型DNA合成が

見られる。これまでに核機体の沈降速度の解析を行い、このDNA合成

に続いてDNA鎖切断の再結合が起きることを示唆する結果を得ている。

今回、アルカリ溶出法により分化転換に伴う DNA一本鎖切断の動態に

ついて改めて検討したので、その結果を報告する。

DNAのアルカリ溶出による解析は以下のように行った。様々な条件

下で培養した単離葉肉級胞からプロトプラストを調製し、これを孔径 2

μmのポリカーボネートフィルター上で穏やかに溶解して、タンパク質

を分解・除去した後、 0.035mL/minの涜速で pH12.1の水酸化テトラ

プロピルアンモニウム溶液を流下させた。一定時間毎に溶出液を集め、

エタノール沈澱後、ジアミノ安息香酸を加え、蛍光強度を測定して溶出

液中のDNAを定量し、 DNAの溶出速度を求めた。この方法では、 D

NAの溶出速度が一本鎖DNA断片の大きさに依存することを利用して、

一本鎖DNA切断の相対量を推定することができる。現在までに行った

解析の結果はDNA鎖切断が培養過程で新たに生じることを示しており、

DNA鎖切断を含めたDNA修復系全体の活動が高まることが分化転換

に深〈関わっていると思われる。

lpF15 
ヒャクニチソウ単離葉肉細包の分悦識におけるボリADPリボース

合成の解析

庄璽雄三、杉山宗隆:駒嶺穆‘(東北電力・応技研J東北大・理・生物)

NADを基質としてタンパク質にADPリボースを転移するポリA

DPリボシル化反応は核タンパク質の可逆的修飾の1つであり、 DN
A修復に関与すると言われている。ヒャクニチソウ単離葉肉細胞の管

状要素への分仕草換においては、修復型DNA合成が存在すること、

ポリADPリボース合成阻害剤が管状要素の形成を阻害することなど

からDNA修復系が重要なf錆'Jを果すと考えられる。本研究では、こ

れまでに調べられたボリADPリボース合成阻害郊に比べて特異性が

高〈、低温度で有効な阻害弗jフェナンスリジノン (PT)を用いてポ

')ADPリポース合成と分イ頃討突の関連について解析した。培養した

糊包から核を単離してボリADPリボース合成活性を調べたところ、

PTは管状要素の形成を抑える漉度で活性を阻害した。また、 PT存
在下で培養した細胞では、修復型DNA合成のレベルカ帯しく抑えら

れた。これらのことからDNA修復系が分化車誠実に関与することが示

された。

単離核を用いて分化転換誘導条件下でのボリ ADPリボース合成活

性を調べたところ、培養時間を経るにしたがって活性は著しく上昇し

た。これに比べて、オーキシンやサイトカイニンを含まない(分イり転

換が起こらない)対照第地で培養した場合には、活性は明らかに低か

った。これらの結果から、ポリADPリボース合成と修復型DNA合

成を含むDNA修復系のオーキシンとサイトカイニンによる活性化が

ヒャクニチソウ輔醸肉細包の分悦識に関与していること的輸さ

れた。



lpGOl 
新規・アレロパシ一物質レピジモイド

長釜山霊童、角田英男、水谷純也、小樹す誠台l、山村庄亮l

(新技術痔業団・水谷植糊静長物質プロジェクト、 l慶応大・

理工・イ昨)

Mo 1 i sch (1937)の定義によれば、植物から放出されるイピ糊

質が他の植物干微生物に相利・相害的に作用する場合、これを
アレロノfシーという。

クレス種子を他の植物の種子や幼植物と渇植すると、クレス

の相手の植物のシュートの成長カ湿E著に促進される。このアレ

ロパシーはクレスの発芽種子から分泌される位浮物質に起因す

る。このアレロパシーの原因物質(アレロパシ一物質)を大量

のクレス発芽種子の分泌被から種々の精製手段を経て、単一物

質として単離することに成功した。種々のスペクトルデータか

らsodium2ーひrhanmopyranosyl-4-deoxy-thγ貯 hex-4-enopy-
ranosiduronateと推定し、クレスの学名(L却idiwnsativum 

し)Iこ因んでlepidiOXlide(レピジモイド)と命名した。レピ

ジモイドはヒモゲイトウの下座軸の成長を3μM以上で促進し

GAsの 20-30倍もの高い活性を示した1)。この新規・アレロパ

シ一物質レピジモイドの化学構造を確定するために、種々の合

成モデルについて解析を行った。その結果、 αL-rhanmoseと

D-glucoseを材料にして数段階の合成反応を経て得た合高品の

スペクトルデータが、未然物のそれと完全に一致したことから

上記のレピジモイドの化学構造の正しいことカ洋リ明した。

1) K. Hasegawa et al. :Plant Physiol. 1悦 1059-1061(1992).

lpG02 
Eurycles amboinensisに含まれる新規植物生理活性物質

阻益組王、加藤登紀子 l、菅原二三男、 MadeSumatra2、

吉田茂男(理研、 1日本女子大、 2BATAN)

インドネシアにおいて塊茎及び棄を沈痛剤等とし利用

されている薬用植物のEuryclesamboinensis茎業部メタ

ノール抽出液をクレス発芽試験に供試したところ、非常

に強い発芽阻害作用を示した。そこでこの抽出液中に含

まれる発芽阻害物質の単離・同定及び生理作用の解明を

行なった

メタノール抽出液をHPLC(カラム:Senshu Pak 

ODS-4251 SH、溶媒:45%メタノール(2.0ml/min)、

検出:紫外吸収(254nm)で分析したところ、 5本のピ

ーク (KG-I，II，III，IV，V)が観察された。次に各ピークに

ついて分取し、それぞれの分画についてクレス発芽試験

を行なったところ、 KG・IV，Vの2分画に強い発芽阻害作

用が認められた。ジベレリン (GA)はイネ科植物種子

の糊粉層細胞においてαーアミラーゼの合成をdenovoに

誘導することが知られている。そこでハダカムギ無目玉種

子をGAを含むKG-IV及びKG-V溶液に処理しαーアミラ

ーゼ活性を測定したところ、 GAによるαーアミラーゼ活

性誘導を阻害することが明らかになった。この阻害濃度

はアプシジン酸とほぼ問じレベルであった。
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lpG03 
パレイショ葉および塊茎の傷害によるジャスモン酸の生成

幸田泰則、喜久間嘉郎 (北大・農・植物)

ジャスモン酸 (JAlはバレイショ塊茎形成物質である

チュベロン酪と類似した化学精進を持ち、強いパレイショ

塊茎形成活性を持つ。パレイショ薬のJA含量はわずかで

あるが、傷害を与えると 30分後から急憎し、 4時間後に

最大となりその後減少を示した。 JAの前駆体である 12-
oxo-PDAはほとんど増加しなかった。これは 12-oxo-PDA 

reductaseはJA生成の律遠因子ではないことを示してい

る。老化の影響を軽減するためにBAを添加したところ、

JAの生成量は更に増加した。ハレイショ植物体の葉に連

続して傷害を与え続けた場合、草丈は減少したが葉中のJ

A含量の糟加や、塊茎形成の促進は見られなかった。した

がって傷害による JA生成は一時的なものであり、月包茎形

成とは無関係であると思われた。

塊茎髄部組織を切り出してインキュベートした場合も、

薬と同様に 4時間後に最大となる JAの生成か見られた。

このJA生成は塊茎の働、温度、 pH等により大きく影響

された。またactinomycin Dはこの JA生成を全く阻害し

なかったが、 cyclol】eximideは完全に阻害した。傷害によ

り紋出されたリノレン酸からごのJAが生成したと考えら

れるが、形質膜の燐脂質からリノレン酸を切り出す

phospholipase Azの阻害剤は JA生成を阻害しなかった。

この結果はリノレン酸はプラスチドの糖脂質に由来する可

能性を示している。

lpG04 
ジャスモン酸によるバレイショ塊茎組織片の細胞肥大

高橋淳、藤野介延、幸田泰則、喜久田嘉郎 (北大・農・
植物}

パレイショの塊茎形成は、ストロン次頂部の髄部細胞が

放射方向へ肥大することにより開始される。我々は先に、
強いパレイショ塊茎形成活性を示すシャスモン酸 (JAl 

が、パレイショ塊茎組織細胞を顕著に肥大させることを見
い出した(1992年度年会にて発表)。縞物細胞の肥大は、

浸透圧の増加と細胞壁伸展性の増大により引き起こされる

と考えられる。そこでまず、 JAが細胞内の可洛性糖類
(G1c，Fru，sucroselの含量に及ぼす影響を調べた。

G1cとFru含量はJAにより大きな変動を受げなかったカi
sucroseはlO-&H以上のJA処理区において顕著な増加を示
した。しかし、 actinomycinD及ひやcyclohexi圃ideはJA

による細胞肥大を阻害したが、 sucroseの増加は抑えなか
った。

一方、各種細胞壁合成阻害剤はJAによる細胞肥大を阻
害したことから、何らかの細胞壁の変化が肥大の要因であ
ると考えられた。そこで、 JA処理による細胞墜構成成分

の変化を調べたところ、セルロース及びベクチン画分の量

はJA処理によりわずかに増加したが、ヘミセルロース画

分の量は対照区を下回った。
以上の結果より、 JAは sucroseの地加による浸透圧の

増加を引き起こすとともに、細胞整合成系に彫響を及ぼし

細胞壁の伸展牲を変化させ、バレイショ塊茎細胞の肥大を

誘起することが示唆された。



lpG05 
サイトカイニンにより抑制される遺伝子 CR9とCR20の

発現に関する解析

立主盟主主、桃谷英樹¥竹葉剛2、辻英犬(京J都大.J里・他

物、 '1車生研・発生生物、 2京都府大・生活科学・応用生物)

切り取ったキュウリ子葉はサイトカイニン処砲により

肥大する.この系において、ベンジルアデニン (BA)に

より発現が抑制される遺伝子のクローンとして単離され

た CR(cytokinirト repressed)9に対応する mRNAにつ

いてノザンプロットによる解析を行うとともに(日本植物

学会第57回大会、 1992)、cDNAの塩基配列を決定し、そ

こから推定されるアミノ酸配列の一次構造上の特徴を検

討した(第15四日本分子生物学会年会、 1992).今回は、

別のクローンであるCR20について報告する.ノザンプロ

ットにおいてはCR9同様、以下の性質を示した. i) BA処

理後4時間以内に大きく減少する。 ii)BA 10.8
- 1O.'Mの

範聞において、処理浪皮が大きいほどより大きく減少す

る。 iii)抑制効果には、高いサイトカイニン (BA、イソ

ベンテニルアデニン、 トランスゼアチン)特異性が認めら

れ、アデニンや2，4-D処珂(オーキシン)では変化はみら

れなかった。 CR20とCR9とは大きさが異なるほか、クロ

スハイプリダイズせず、また、塩基配列上の類似性も小

さかった。

lpG06 

傷害カボチャ果実中果皮組織におけるエチレン生成酵素

(E F E)の誘導及びその性質

兵藤 宏、橋本智世、両角進吾、胡文J忠ヘ田中邦明

(静岡大・農・生物生産、 1吉林農大・食品科学)

カボチャ果実の中果皮(果肉)組織は傷害により著し

くエチレンが生成される。それは傷害により ACC合成

酵素及びエチレン生成酵素の活性が顕著に増大すること

に依存するごとを私達は既に報告してきた。今回はカボ

チャ (Cucurbita阻 ximaDuch. cvs. Ebisu，Miyako)果実

の中果皮組織から invi troにエチレン生成酵素 (Ethyト

ene-forming enzyme， E F E)を抽出し、酵素の性質を

調べ、一方傷害による酵素の誘導様式を調べた。 EFE
の抽出は主としてVerveridis と Johnの方法に従った。

粗酵素を SephadexG-25のゲルi慮過により得られた酵素

液を用いて性質を調べた。 EFEの最適pHは 7.2で、

反応は基質である ACC、酸素の他にアスコルビン酸と

鉄イオン (Fe2+) を補酵素として要求した。 ACCに対

するKm値はO.168mMであった。酵素は Oーフェナントロリ

ン、 PCMB，PCMPSにより強く活性が阻害された。

傷害により EFEの活性は顕著に増加した。 EFEの活

性誘導には内生エチレンが促進的に作用していることが

エチレンの作用の限害剤である N B Dを用いることによ

り明らかになった。これは内生エチレンがA C C合成酵

素の誘導を抑制していることと対比して興味のある事実

と考えられる。
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lpG07 
メロン果実のACCオキシダーゼcDNAのクローニング
山主孟嘉藤波宏治、柳沢裕子、小倉長雄、中川弘毅、

佐藤隆英(千葉大・圃芸)

高等植物においてエチレンはメチオニンを前駆体としてS-ア

デノシルメチオニン (SAM)、1-アミノシクロプロパンー1ーカ

ルボン酸 (ACC)を経て生合成される。この経路では、 SAM

からACCへの変換を触媒するACC合成酵素が律速酵素である

とされているが、 ACCからエチレンを合成するACCオキシダ

ーゼも果実の追熟においてその量が猶加する。本研究ではエ

チレン生合成系の調節機構を解明するため、 ACCオキシダー

ゼのcDNAのクローニングを試みた。成熟したメロン果実の

cDNAライブラリーを作成し、成熟前、成熟期の両果実から

調製したpoly(AfRNAをプローブとしてディファレンシャル

スクリーニングを行ったところ、 トマト果実のACCオキシダ
ーゼの cDNA'pTOM13に対しホモロジーの高いcDNA( 

MURsl-20)が得られた。しかしこのクローンは43アミノ酸
に相当する5'側の塩基配列を欠いていた。

成 熟 ア ン デ ス メ ロ ン 果 実 の cDNAライブラリーを

pMURsl-20をプロープとしてスクリーニングし、 318アミノ

駿に相当するコーディング領域を持つ1282bpのcDNAを得た。

これによりメロン果実のACCオキシダーゼは、分子量約

36000で、構成するアミノ酸の配列は他のACCオキシダーゼ、

と大変類似しており、特にトマト果実のそれとは79.6%のホ

モロジーを示した。ノーザンハイブリダイゼーションを行っ
たところ、エチレンの生成量の増加に伴ってmRNA量も矯加

し、ピーク後も減少があまり見られなかった。

lpG08 
カボチャにおけるACC合成酵素の発現に及ぼす植物ホルモ

ンの影響

山岸なおみ、山崎健一、今関期監(名古屋大・農・生化学制

御)

植物ホルモンであるエチレンの生合成はその前駆体である

l-a圃inocyclopropanecarboxylateの合成酵素 (ACC合成

酵素)によって律速されている。カボチャには少なくとも2
種類の酵素型(傷害誘導型 ;W、オーキシン誘導型;A)が

存在し、それぞれの遺伝子発現は車l撤特異的である。

本砂既では、植物ホルモンによるエチレン生合成の市胸を調

べるためにW型とA型のcDNAをプローブとし、植物ホル

モン加盟によるmRNAの蓄積量の変動を調べた。

W型の遺伝子発現はオーキシン加盟やアプシジン酸加里で促

進されるが、サイトカイニン加里では変化はなかった。また

エチレンによって可逆的に抑制された。

一方、恒軸切片におけるA型mRNAの蓄積は、アプシジン

酸やエチレンの共存で減少し、サイトカイニンによってはわ

ずかに増加した。また恒軸切片のオーキシン加里の際には同

時にW型もわずかに発現してくるが、無暢の芳生えにオーキ

シンをスプレーするとA型のみが発現し、W型は発現しなか

った。現在、傷害応答に影響を及ぼすと考えられているメチ

ルジャスモン酸、サリチル酸等についても調べている。



lpG09 
無菌的に上告養したカボチャのインドールアセトアミド、イン

ドールアセトニトリルの存在とアミドヒドロラーゼ活性

鶴崎健・、 RanganathaRajagopal'、高橋真湾、桜井直樹、倉

石膏 (広島大・総科・白然環境、 'Inst.Plant Biol.， Royal 

Vet. & Agri. Univ.) 

高等植物でのインドール酢酸(lAA)生合成経路を検討す

るために、無菌的に生育させた黄化カボチャ (01αJlちita

maxima Duch. )から、インドールアセトアミド (IAM) とイ

ンドールアセトニトリル (IAN) の2種類のインドール化合

物の存在と lAAの続物体中での分布を調べた。 IAMは主に微

生物のlAAの前駅体といわれている。機種後 1遇聞のカボチャ

を、子葉、下Jlf軸、根の3つの部分に分けて分析した。 lAA

量は、 '3C_IAAを内部標準としてGC-SIMで定量し、 IAM、

IANはGC-MSで定性した。 IAA量は根で最も多かった(根 92

pmole/g.f.w.、下院軸 52pmole/g.f.w.、子葉 23pmole/g.f.w.)。

IAMとIANはすべての組織から見いだされた。さらに、カボ

チャの糠からIAMをIAAに変換するアミドヒドロラーゼの活

性も検出した。この酵素は微生物で報告されているアミドヒ

ドロラーゼと最適 pH、最適温度、 Km値、安定性など、で異なっ

た性質を持っていた。したがって、カボチャ植物体中にIAM

が存在し、根にアミドヒドロラーゼの活性もあることから、

IAM→IAAという IAA生合成経路がカボチャの根に存在する

可能性が示された。

lpGlO 
クリカボチャ未烹曜子からのカウレン合成酵素の精製

童豊臣些2、神谷勇治1、山根久和2、室伏旭人桜井成3、

高橋信孝('理研フロンティア、 2東大・農化、 S理研)

カウレン合成酵素は、ゲラニルゲラニルピロリン酸からコパリル

ピロリン酸を生成するA酵素と、コノマリルピロリン酸からカウレン

を生成する B酵素とから構成されている。本研究では、直接カウレ

ンを生成する B酵素の精製を試みた。

クリカボチャ (Cucurbitamaxima L.)未熟種子の区与しから可溶

性醇素を調製し、各種カラムを用いて精製を行った。

Buty!-Toyopear!カラムにより、目的のB酵素とA酵素を分離す

ることができた。得られたB酵素フラクションを、 DEAE-8HRカラム、

Pheny!-5PWカラム、再度DEAE-8HRカラム、ヒドロキシアパタイト

カラムを用いて精製した。最終精製酵素分画のSDS-PAGEにおいて、

分子量86kD付近に主要なバンドが認められた。 TSKG3000SWx!カラ
ムを用いた高速ゲル漉過クロマトグラフィ において、酵素活性は

標準タンパク質に比べて広い範囲に認められたため、分子量は推定

できなかった。 Buty!-クロマトグラフィ での活性の回収は低かっ

たが、その後の4ステップの活性回収率は5.2%で、比活性は145.9

倍にまで精製された

Pheny!-精製酵素分画において、至適pHは7.0前後であった。 2価

の金属イオンのうちMg+¥Mn+¥Co++は、補酵素として酵素反応を

顕著に促進したが、 Cu+¥Ca+¥Ba++は阻害的に作用した。また、酵

素安定化のため用いられる牛血清アルブミンは、 0.2mg/m!で酵素

反応を阻害した。現在、 SDS-PAGEで分離した該当タンパク質のシ

ークエンス解析を行っている。
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lpGll 
ヤエベニシダレの校の屈曲に及ぼすジベレリンの作用

虫草壁王、早乙女真紀、石黒友紀子、伊藤玲子、日暮祥子、

細野真由美、石井幸夫， (日本女子大・理、 1森林総研・多

摩)

エドヒガン系のヤエベニシダレの2年生接木を用いて、枝

の伸長と木化に関すると考えられる物質の影響を調べた。 G

A，、 AM01618、 IAA、フェルラ酸及びナフトキノンの

0.1 ~100pg/plant を90%エタノール溶液として 5ρlずつ、

当年枝の頂芽に約一週間間隔で4回与えて成長を調べた。 G

A3処理の枝においては伸長が促進され、枝垂れ現象は認め

られなかった。他の物質の処理においてはGA，処理のよう

な効果は認められなかった。枝の成長において、ジベレリン

には、伸長部位における伸長促進効果と、屈曲部位における

屈曲匝害効果があることが明らかとなった。ヤマザクラの幼

植物を用いた予備実験により、ジベレリン処理のリグニン含

量に及ぼす効果を調べたところ、伸長部位では減少し、伸長

停止部位では増加した。これにより、ヤエベニシダレの屈曲

部位において、ジベレリンがリグニン含量を増加させること

により枝の固さを増加させ、枝垂れ現象を阻害している可能

性が考えられる。

lpG12 
シロイヌナズナ種子の発芽におけるジベレリンと光の関係
趨鱗橘、萎鳳中、神谷勇治 (理研フロンティア)

目的:シロイヌナズナは赤色光照射およびジベレリン(GA)処理
によって発芽が促進される事が知られてるが、赤色光照射効果と
GA投与効果との関係については不明な点が残されている。本研究
はシロイヌナズナの種子を用いて発芽に必要なジベレリンの構造
と光の関係を明らかにすることを目的とする。
方法:シロイヌナズナの種子を常法に従って0.8%寒天培地に播

き、暗条件下で220Cに5日間培養した後、発芽率を調べた。各種
GAおよび GA生合成限害剤を0.8%寒天培地に含ませて種子を処理
した。播産後24時間暗所においたものに赤色光と近赤外光を各

10分間照射し、その後4自信蹄所で培養した。
結果 1日間吸水させたシロイヌナズナの種子に赤色光を照射

すると100%近く発芽したが赤色光照射の後にすぐ近赤外光を10分
間照射すると赤色光の発芽促進効果は打ち消された。赤飴Eの代
わりに10-'MのGA.を与えると、暗黒中でも発芽が促進された。 GA
生合成阻害剤のウニコナ‘ノ、ール (GA生合成の早い段階、カウレン
の酸化を阻害)とプロヘキサジオン (GA生合成の後期、 2 オキ
ソク・ルタル酸要求型酸素添力[酵素を阻害)を与えると何れの場合
も発芽が抑制されたが、GA.を与えると発芽が回復した。これらの
阻害剤に対してGA.の回復効果は光条件によって異なることが示
された。吸水時にウニコナゾール処理をすると光条件下でも発芽
を完全に抑制したが、 24時間種子を吸水させた後にウニコナゾー
ルを処理した場合は発芽を抑制しなかった.(E. Nambara et al. 1 
991)これに反しプロヘキサジオンで処理した場合は48時間吸水後
でも発芽を抑制した。光とGAの構造の関係を明らかにするため、
GA生合成阻害剤とGA，.GA.・GA..GA2 Dを用い発芽促進効果を測定し

ている。



lpG13 
ジぺレリンの茎の伸長促進作用における転写の関与

金旦塑皇、柿本辰男、柴岡弘郎 (大阪大・理・生物)

アズキ上駐車由切片のオーキシン (IAA)による軸方向への

伸長はジベレリン (GA)によって促進される。この現象に

は細胞数の増加は含まれていない。また、 lAA+GA処理によ

る細胞伸長時に表皮細胞の細胞質表層微小管が長職と垂直方

向に配向することが知られており、 GAによる伸長促進と深い

関係があると考えられている。本研究では、このようなGA

にる伸長生長の促進や微小管の配向変化の過程におけるGA

による遺伝子発現の必要性について調べた。

lAA+GA処理中に転写の阻害剤であるアクチノマイシンD

を処理すると伸長生長が阻害されるが、アクチノマイシンD

はlAA単独処理時の伸長作用にも阻害的な効果を示すので、

このような方法ではアクチノマイシンDがGAの作用を阻害し

ているのか否かを判定するのは困難である。 GAの伸長促進効

果はGAをlAA処理の前に与えても見られることが知られてい

る。そこで、 GA処理中(I時間)にアクチノマイシンD処理

をし、その後に洗ってlAA処理(14時間)をしたものについ

てその伸長と微小管の配向を調べた。その結果、アクチノマ

イシンDはGAによる伸長作用および微小管の配向の変化を阻

害することが判明した。このことから、 GAは転写を介して細

胞質表層微小管を長軸と垂直方向に配向させ、伸長促進を起

こすことが示唆された。

lpG14 
SITE OF ACTION OF THE L5 GENE 
Stephen Swain 1，2， Tamio SAIT01， Jim B. REID2 
and Yuji KAMIYA 1， 1 Frontier Research Program， 
RIKEN， Wako， Saitama 351・01，Japan， 2Univ. of 
Tasmania， Hobart， Australia 

Analysis of endogenous gibberellin (GA) 
levels revealed that pea plants homozygous for the 
15 mutation have reduced GA levels in shoots and 
seeds compared with wildtype (L5) plants. Cell-free 
enzyme preparations from developing seeds were 
used to demonstrate that the 15 mutation acts early 
in the GA biosynthesis pathway and results in re・
duced conversion of geranyl-geranyl pyrophos-
phate to copalyl pyrophosphate. A range of GA-
synthesis mutations， including 15， have been used 
to demonstrate a log-linear relationship between 
endogenous GA1 levels and internode length. The 
Ih' mutation also reduces GA levels in developing 
seeds causing increased seed abortion compared 
with wildtype (Lh) plants. Results obtained from the 
Ih' and 15 mutations suggest that GAs are required 
for normal seed development in the first few days 
after fertilization. 
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一般講演

第 2日 3月 30日(火〉 午前の部

B 会場

C 会場

D 会場

E会場

F会場

G 会場

分子生物学(4 ) 
ストレス(3 ) 
光合成 (3 ) 

光生物学(1 ) 

形態形成

細胞壁(1 ) 
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2aBOl 
光合成細菌励。dobacter叩 sul訓 sfdxN上流のNifA結合部位は逆

方向への転写を司る複数のnif-プロモーターに共有されている

革.1a畠車、藤原武志、松原 央(阪大・理・生物)

非共生型窒素画定細菌のニトログナーゼ系遺伝子群(nif)の発

現は、アンモニアなどの固定化窒素によって調節される。固定

化窒素の欠乏は、窒素同化に共通の制御因子NtrCによるmμの

発現を誘導し、NifAは他のnifi宣伝子のプロモーター上流のTG下

NIO-ACA配列に結合して発現を正に制御することが知られてい

る。私達は、 R.c{fJsulatusの8鉄フェレドキシン I遺伝子ぴaxN)

をクローニングし、その破壊が窒素固定活能の著しい減少をき

たすことを明らかにしてきた。周辺領域の塩基配列決定は、

fdxNの上流には 2鉄フェレドキシン(10回 a)及びフラポドキシン

様ドメインを持つ蛋白質(48kDa)をコードするfdxCとORFUl、さ
らに上流の相補鎖には窒素固定に必須な疎水的蛋白質(19kDa)及

び8鉄フェレドキシン様ドメインを持つ蛋白質(20回 a)をコード

するORFU2とORFU3、の存在を示した。単一の転写単位と考

えられるORFUlコfdxC-fi批N及び逆向きのORFU2-0RFU3それぞれ

の5'上流には、既知のnif-プロモーターと相同な配列が認められ、

これらに挟まれてNif.岬吉合配列が 1箇所認められた。 fdxC中に

もnif-プロモータ一様配列が存在していた。これらの関の制御

関係を調べるために、 fdxNあるいはORFU3と大腸菌の伽乏との

融合遺伝子を作製し上流域を部分的に欠失させて、 R.αfJsulatω

内での発現を解析した結果、逆方向の二つのオベロンが単一の

NifA結合部位を共有していることが明らかとなった。 ORFU1な

らびにORFU2との融合遺伝子を用いた解析についても報告する。

2aB02 
好熱性シネココ yカスのアロフィコシアニンに関する研究(1)
フィコピリゾームの構成とアロフィコシアニン遺伝子の解析

萱韮座主王、島津恒夫、平野昌彦、加藤栄1

(東レリサーチセンター、 1東大・理・植物)

フィコピリゾーム (PB S)はラン色細菌と紅藻にのみ存在

する複雑な集光性色素蛋白質集合体であり、そこで収集された

光エネルギーは光化学系E反応中心に伝達される。我々は、好

鮒生ラン館田菌 Syoechococcuse 100ga tusのPBSの全構造の

解明を進めているが、これまでにロッド部分を構成するフィコ
シアニン (PC) とリンカー蛋白質について検討を行ってきた

日。今回、コア部を構成するアロフィコシアニン (AP C)と

リンカー蛋白質に関して解析を行ったので報告する。

本ラン館田菌のフィコピリゾームを調製し電気泳動的に組成

を調べると、 13穫のサブユニットが分離された。それぞれの

N末端配列解析の結果から、 7種がPCのロッド部を残りの6
種がAPCのコア部を構成することが推定された。そこでAP
C一αとβのN末端アミノ酸配列を参考にして、 PCRプロー

プを作成しDNAライブラリーからAPC遺伝子のクローニン

グを行った。その結果、 APC α，βおよびリンカー蛋白質
L c 10の遺伝子 (apcA，apcs， apcのはAPCオベロンを形成

することがわかり、その全塩基配列を決定した。一方、 APC
蛋白質を精製しその熱安定性を調べると、常温性APCに比べ

て20.C程度安定であった。遺伝子から推定される一次構造に

ついて、常温性APCと比較しその特徴について議論する。

なお本研究は通産省次世代研究制度の一環として新エネルギ

ー・産業技術総合開発機構の委託を受けて実施したものである。
1) Hirano， M. et. al勺 9thInt. Cong. Photosynth. (1992) 
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2aB03 
Synechococcus PCC 7942フィコシアニン遺伝子族の

光と窒素栄養の環境適応時における発現様式

薄木弘道、小俣達男、杉山達夫(名古屋大・農・農化)

ラン藻SynechococcusPCC 7942では、アンテナ色素であ

るフィコシアニンをコードするcpcBA遺伝子が、ゲノム上に

2セット存在する(cpcB7 A 7， cpcB2A2)。これらの遺伝子は、

それぞれ独立したプロモーターから発現する多重遺伝子族で

あることが知られている。多重遺伝子族では、環境の変化に

適応する過程において、それぞれの遺伝子聞に発現調節の違

いのある例が報告されている。そこで、 cpcB7A7とcpcB2A2

のそれぞれの遺伝子に対して特異プロープを調製し、培養条

件を変えたときのmRNA蓄積量の変化を測定した。環境函子

として照射光強度と窒素栄養状態を選んだ。照射光強度の実

験では、弱光(2500Ix)から強光(160001x)に移したときの変化

をみた。このとき、 2種類のcpcBAmRNAの量はともに、強

光照射 40分後には、 1/100以下に減少した。また、窒素栄

養状態の実験では、 4時間の無窒素栄養処理後に窒素源を再

添加した。窒素源の再添加後、 2種類のcpcBAmRNAの量は

増加し、 2時間後までに一定のレベルに達した。いずれの実

験条件においても、環境の変化によるcpcBAmRNAの量の変

化は観察されたが、 2種類のcpcBAmRNAの分子種の量を比

較すると、常にcpcB7A7が多く発現しており、その量比が逆

転するなどの大きな変化は認められなかった。

2aB04 
ワラビ、rbcL遺伝子の下流域の構造

江尻成美、増田恭次郎、菅井道三、島田浩章1、山田恭司
【富田天学・理・生物、 1三井植物バイオ研〉

我々は、下等な維管東植物であるワラビ'(Pteridium
119J I i num)の葉緑体DNAのうち、 rbcL遺伝手E苓石下流

の領域の構造解析を行なった。そ6藷菓、ゼニゴケORF316
(zfpA)に相同な配列およびアルギニンtRNA-CCG遺伝子につ

いての知見が得られたので報告する。
(I)zfpAは、当初ゼニゴケ葉緑体DNAにおいて、ジン

クブィンガー構造をもっタンパク質をコードしうるORFと
して見出され、後に、その発現がエンドウにおいて確認さ
れた遺伝子である(佐々木ら 1989)。我々は、ワラビ葉緑
体DNAにzfpAと相向性の高いリーデイングフレーム〈纏
基配列で57.4%，アミノ酸配列で73.6%)をrbcLのO.5kb下涜
に見出した。このzfpA相問配~IHま、 258a.戸五コードしう
るが、開始コドン壱af，るべき位置はATGではなく ACGであっ
た。また、ジンクフィンガーを有するタンパク質に保存さ
れている配列(CX2CX1OCX2C)についても2番目のCysがArg(C
GT)に変化していた。現在この相同配列の発現について調
査中である。

(2)アルギニンtRNA遺伝子(t.rnR・CCG)は、ゼニゴケ葉緑

体ゲノムでは生生の直下に位置じているのに対して、タバ
コ・イネでは葉緑体ゲノムそのものから欠失している。本

研究により、ワラビの場合、この遺伝子は少なくともrbcL
の下流には存在しないことが明らかになった。この結事王
別のシダであるリュウビンタイで得られている結果〈吉永
ら 1992)とは対照的なものである。



2aB07 
C4光合成遺伝子の転写はC4植物に固有な遺伝子発現系により制

御されているか。

松岡信、経塚淳子 1、島本功1、村上(嘉納)ゆり子E、

(生物研、植工研1、果樹試2)

C4.植物の光合成遺伝子はCs植物にはみられない細胞特難句な

発現を示すことから、 C4植物にはCs植物に存在しない固有な遺

伝子発現系が存在する可能性が期待される。しかし、我々のこ

れまでの実験により仏植物の円以遺伝子についてはh植物中で

も発現し、しかも光による制御を受けることが解って来た。そ

こで今回はC4植物から単麗したPEPC遺伝子 (C4葉肉細胞で強く

発現、らではほとんど発現しない)とrbcS遺伝子 (C4では維管

束鞘細胞、 Csでは葉肉細胞で発現)のプロモーターをGUSと結

合し、イネに導入してその活性発現の特異牲を見た。そι結果、

これらのC4ブ.ロモーターはも植物てーあるイネの中で薬肉細胞特

異的に発現した。さらにこの発現は光により制御され黄花葉で

はGUS活性は全く観察されなかった。これらの結果はC4植物に

おげるC4光合成遺伝子の転写を制御している制御系と類似な物

がCs植物にも存在することを示している。そこでこの可能性を

調べるために、既に同定したPEPC遺伝子のClS配列とイネ核タ

ンパク質結合牲を検討した所、たしかにイネ核中にはcis因子

と結合するトウモロコシと類似したタンパク質が存在すること

が解った。

2aB05 
シダ植物におけるchlL遺伝子の構造と発現

盤旦二整、増田恭次郎、菅井道三、山本直官、山田恭司

〈富山大・理・生物、 1農水省・森体総研〉

生 lLは、ゼニゴケ葉緑体DNA上で機能未知のタンパク

質をコードする遺伝子として発見された。我々はすでに

些lLに相同な配列がシダ類および裸子植物の葉絹体DNA

上に存在することを見出してい忍CYamadaet al.1992)。

生lLの機能については欠失変異体を用いた研究によりchlL

遺伝子産物が暗所におけるクロロフィル合成に必要である

ことがわかってきた。 (Fujitaet al.1992 J.Y.Suzuki ~ 
C.E.Bauer 1992) 

まず、ホウライシダの葉緑体DNAのクローンライブラ

リーよりゼニゴケchlL相同配列を含む断片をサプクローニ

ングし、ホウライシダchlLの塩基配列を決定した。ホウラ

イシダ生lLがコードするアミノ酸配列には、 ChlLタンパク

に保存されている4個のシステインのうち 3個と、 ATP結

合サイトと考えられている配列(GX4GKS)が保存されていたe

しかし、開始コドンの位置はACGが占めていた。以上の特

徴は、他のシダであるワラビからクローニングしたchlLの
甥合でも、全く同嫌であった。

ワラビは暗中で発芽し、グリーニングできるので、次に、

発芽直後のワラビ原糸体より全RNAを抽出し、 ワラビ

也1Lクローンをプローブとしてノ}ザンハイブリダイゼー

ションを行なった。この結果、ワラビにおいてchlしが少な

くとも転写レベルにおいて発現していることが確認されたc

における光合成遺伝子の組織特異的発現制御の分

2aB08 
Arabidops伝

子機構

丹羽康夫、磯野協一、関原明i、森川弘皆、小林裕和

(静岡県大・食品栄養科学、 1広島大・理)

2aB06 
トウモロコシ PEPC遺伝子結合タ

パク質の単麟と構造解析

嘉納ゆり子、 松岡信

(農 水省果樹試、 1農 水 省 生 物 研 )

ン

モテツレ植物 Arabidopsお thaJiana(シロイヌナズナ)を用い、

光合成遺伝子の組織特異的発現制御について検討した。代表

的な光合成遺伝子として葉緑体ゲノムにコードされている、

リブロース 1，5・二リン酸カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼ

(RuBisCO)の Lサブユニット遺伝子 (rbcL)、および核ゲノムに

コードされている RuBisCOSサブユニット遺伝子(めcSJ群、

クロロフィル拍結合タンパク質遺伝子(ゆ)群に注目した。

配 L、rbcS、cab 各々のプロモーターを含む領域をクローニン

グし、各遺伝子について転写量および転写活性を、緑葉およ

び非光合成組織としての根とカJレスについて検討した。 r叡S、

cab両遺伝子群および配L に関して、転写段階でその発現が

制御されていた。 rbcSおよび ωbについて、プロモーター領

域をレポーター遺伝子のβーグルクロニダーゼ (GUS)と結合し、

パーティクルガン法によりA.的aJiana葉および根に導入した。

その結果、葉および、発現量は低いながら根においても、両

キメラ遺伝子の一過性発現を検出した。この結果から、市S、

cab雨遺伝子の器官特異的発現制御に、転写装置および DNA

の構造の違いが関与している可能性が示唆された。
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2aB09 
自殺遺伝子adh形質転換Arabidopsisを用いた光合成突然

変異体選銭系の樹立

小林京子，丹羽康夫.勝村孝子，坐蛙益!Q

(静岡県大・食品栄養科学)

植物光合成遺伝子発現制御シグナル伝達機構を解明する

ために，モデル植物 Arabidopsisthaliana (シロイヌナズ

ナ)を用いた分子遺伝学的解析が有効であると考える.ア

ルコール脱水素酵素 (ADH)は. all yl alcoholを毒性アルデ、

ヒドacroleinに変換するため. ADH遺伝子 (adh)は遺伝子

発現低下突然変異体の選抜に利用できると考える.adhの

コード領域および転写ターミネーターを含む約2.2キロ塩

基対 (kbp)のDNA断片を A.thaJiana (Columbia)よりクロー

ニングした.一方，代表的な光合成遺伝子であるリプロー

ス 1.5-二リン酸カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼ

(RuBisCO) Sサフーユニット遺伝子rbcSの発現に着目し，別

途クローニングしたrbcS-3Bプロモーターおよびその上流

を含む約1.5kbpのDNA領域の下流にadhDNA断片をつな

~'.パイナリーベクター pGA28 (pGA469より作製)に導入

し，プラスミF'pGA-rbcS-adhを作製した.Agrobacterium 

tumefaciens GV3101を用いA.thaliana (Bensheim. adh 1を怪

軸より形質転換した.A. thaliana (Bensheim. adhヴは，

allyl alcoholに非感受性で、あったが，形質転換体は薬組織

において adhを発現し. all y 1 alcohol処理により 24時間以

内に枯死した.形質転換体種子を突然変異原 ethyl-

methanesulfonate (EMS)処理し，rbcS-3Bの発現が低下し

てally I alcohol耐性になった突然変異体を選抜している.

2aBI0 
マツcab遺伝子の光非依存的、薬器官特異的発現の制衝輔域の

GUS遺伝子による解析

山本直樹(森林総研)

マツの g凶宣伝子は光に依存することなく暗所でも明所で

も発現する(光非依存的発現)という点では、光による誘導

のみられる被子植物の cab遺伝子とは大きく性格を異にして

いる。しかし、組織特異的な発現を示す点においては、被子

植物、裸子植物(マツ)にかかわらず共通している。このマ

ツE盛遺伝子に特異的な発現様式は、そのプロモーターの特性

として説明することができる。

マツcab6フ.ロモーター上の光非依存的、車滋樹寺異的な発現

僻脚領減を同定するために、さまざまな長さの欠失プロモー

ターを作製、 GUS遺伝子と目蛤後、タバコに導入し、解析を行

った。形質事議体当代の展開葉で調べると、転写朝始点の上

流-474まで削り込んでもGUS活性に著しい減少はみられなかっ

た。更に

-349，司217bpと削り込むに従ってGUS活性は減少し、ー143bp 

まで削り込むとついにGUSi活性は認められなくなった。また、

Fl種子の完空えを用いた実験では、ー143を除く全ての欠失プ

ロモーターでちUS活性は子葉に限られ、目主軸や幼根には認めら

れなかった。以上より、マツ箆Q.6遺伝子の上流 -217-ー147

bpの領誠に鶏器官特異的な発現を制御する因子があるものと

推測した。
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2aBll 
葉緑体psbD/C遺伝子クラスターからの光応答転写制御に関わる

因子の部分精製

色弘雄二、和田拓治、椎名隆、豊島喜則(京大大学院、人間・

環境学)

コムギの葉緑体psbD/C遺伝子クラスターには4ヶ所の転写開

始点、が同定されている (D/C-l--4)。その内3ヶ所は、光照

射によって変化せず構成的に発現しているのに対して、 psbD遺

伝子の610bp上流に位置するD/C-3部位からの転写は光によっ

て顕著に促進される。我々は光照射前後のプラスチドからの袖

出物を利用して、 D/C-3部位からの光応答転写をinvitroで再

現することに既に成功している。また、このinvitro転写系を

用いて5'欠失プロモーターの転事酎空を測定し、光応答を行う

D/C-3のプロモーターは、通常の原核生物タイプのプロモータ

ーを持ち構成的に発現しているD/C-4プロモーターとは異なっ

ていることを示した。従って光応智)/C-3部位からの転写には

このプロモーター特異的な転写装置または制御因子が必要であ

り、それは光照穿f後のプラスチドの抽出物に存在すると考えら

れる。そこで4時間光照射を行ったフ。ラスチドからl目TritonX

-100存在下で抽出した成分についてヘパリンーセフアロースCL

-68クロマトグラフ fーを行ったところ、構成的に起るD/C-2

部位からの転写に必要な成分と光応答プロモーターのD/C-3部

位からの転写に必要な成分では、カラムに対する吸着牲が異な

っていた。これは、両プロモーターの転写装置(制御l困子)が

異なっていることを示しており、現在それぞれの因子の精製を

進めている。

2aB12 
全寄生植物ネナシカズラ属に存在する色素体ゲノムの遺伝
子構成
山血韮亘、永井俊幸、増田恭次郎、菅井道三、古橋勝久1

(富山大・理・生物、 1新潟大・理・生物)

光合成を全く行わない全寄生植物にも色素体ゲノムは存
在している。そのゲノムの遺伝子構成や機能はどうなって
いるのだろうか。すでにわれわれはサザン分析により、ネ
ナシカズラ (!;uscuta.iaoonica)の色素体ゲノム上には少
なくとも20種のタバコ葉緑体遺伝子に対する相同配列が存
在することを見いだしている(昨年度植物学会)。本研究で
は新たにアメリカネナシカズラ(!;.oentagonl!)について

サザン分析を行い、h...i盟盟主皇の場合と比較した。また
すでに確立されているinvitro指養系(古橋.1991)におい
ても調べ、自生の場合と比較した。

C. 0凹 t昭 onaの組織から全DNAを抽出し、タバコ葉緑
体DNAクローンから調製した6種の光合成系遺伝子
(臨皇A.盤盛，堕bB.psbC.盆E企，邑p.!Dをプロープとし
てサザンハイプリダイゼーシヨンを行った。 68・Cでの
ハイプリダイゼーシヨンの結果、シグナルの有無について
はEι斗盟盟担皇の場合と全く同様であった。すなわち、す
べてのプロープのシグナルが、強弱はあるものの、認めら
れた。一方、 invitro培養したC.oent回 onaの全DNAの
サザン分析では、盤品、血辺、益~をプロープとした時、
自生の場合とは異なるシグナル・パターンを示した。この
現象は、 u盟盟主畠では、少なくとも今回使用した6種
のプロープに関するかぎり、観察されなかった。

今後、ネナシカズラ色素体ゲノム上に存在する光合成系
遺伝子の相同配列について、その詳細な構造と発現を調べ
る予定であるが、その手始めとして、現在、些些の相同配
列のPCRによるクローニングを試みている。



2aCOl 
ショ糠脂肪酸エステルが果実・野菜の低温感受性に及ぼす影響

山脇和樹，渡辺 良，児下佳子，内藤圭子，郎回卓夫 (静岡

大・..・生物生産科学)

低温感受性果実，野菜の収穫後の低温保持中の低温障害を防

止，軽減する目的で，ショ糖脂肪酸エステル(C'O~C'8) を塗布，
浸潰処理したととろ，いくつかのもので効果のあるごとが認め

られた.しかし，結合している脂肪酸の種類によってその効果

は異なり，作用のメカニズムについても全く不明である.之の

物質が植物体の低温感受性に及ぼす影響を明らかにするために，

呼吸活性を中心に調査した.

低温に弱い青果物のナス，トマト，ピーマン.キュウリ，ヨ

ウサイ等を用い， CO2 排出，O2 吸収，ミトコンドリアの基

質酸化能，'ITC還元力等について調査した.インタクトな青果

物では，低温下での呼吸に対するショ糖脂肪酸エステル処理の

影響は個体差が大きく一定の傾向を見いだせなかった.青果物

から誘導，継代培養したカルスでは，低温ストレスによって呼

吸活性が低下し，その度合は数種のショ糖脂肪酸モノエステル

(laurate， myristate， palmitate HLB価=15~16)の滴下処理

により抑えられることを見いだした.しかし，この抑制効果は

カルスによって異なり，ナスでは顕著にみられたが， トマトで

はそれほど明確ではなかった.継代培養と同じ培地で青果物の

組織切片を約2週間インキュペートしたもの，或いは実生の幼

植物体でも呼吸活性の低下やショ糖脂肪酸エステルの効果の違

いが認められたが，カルスの場合ほど顕著ではなかった.

2aC02 
低温により発生するダイズ種皮の褐色色素の分析

亘畳皇二、秋山 高(北海道農業試験場)

開花期の低温(約15'C) により白目ダイズ(種皮と騎

が黄色のダイズ)の種子の瞬周辺が褐変し、外観品質が

低下する現象が北海道で問題になっている。そこで色素

の抽出、定量、分析を行った。

着色種子100gの種皮の着色部位周辺から 5.4mg、非着

色種子の対応する部位から1.2mgの黒色色素が匝収され

た。この結果より、色素は非着色種子にも存在し、低温

によって合成が誘導されると考えられた。

この色素は以下のようなメラニン(フェノールの酵素

的酸化によって作られる高分子の色素)に共通にみられ

る性質を示した。①水、有機溶媒に不溶で1MKOH!こ可溶。

②塩酸で沈澱を生成し、酸化剤により脱色され、塩化第

二鉄により褐色の沈澱を生成。③吸光度は可視部から紫

外部にわたって短波長側に単調に増加し、 400-600nmの

吸光度の対数がほぼ直線となった。④赤外吸光は、 3.0 

μm、3.4μm、6.1μmに吸収を示し、それぞれ (-OH)、(-

CH)、キノン lこ対応すると考えられた。⑤ X線回折の結果

は、これまでに報告されている高等植物のメラニン付日

-J~}7このと同様に、 Bragg Spacing 4.2Aに相当する一つ

のピークが認められた。⑥アルカリ熔融による分解産物

の同定を TLCによって行ったところ、カテコールと等

しい R f値 (0.9) を示した。以上の結果より、抽出され

た色素はカテコールメラニンであると推定されたo

101 

2aC03 
積物細胞の凍結による細胞質酸性化

吉国静夫(北大・低温研〉

植物細胞の凍結傷害機績に関する最近の研究から、凍結脱水によ

る細胞膜の不可逆的な機能鍋傷が細胞傷害の原因と考えられている.

電子顕微鏡による細胞微細嫌造の観察から、凍結傷害にともなって

細胞践の鐙微細嫌造が不可逆的に変化することがすでに明らかにさ

れているが、その原因はまだ十分には解明されていない.本事日告で

は、冬小麦の葉肉プロトプラストを用いて凍結による細胞質 pHの

変化を低温額微鏡下における蛍光画像解析によってしらべた.低t且

思11化前の実生から分書置されたプロ卜プラストを致死的な温度(-5 

・C)まで凍結すると細胞質 pHは急激に低下した.一方、十分に低

温!/l1化させー20"(;の凍結に耐える実生から分離されたプロトブラス

トではー 20"(;まで凍結しでも pHの低下は観察されなかった.し

たがって、細胞質 pHの低下と凍結傷害の問には密綾な関係が脊る

ことを強〈示唆するものと考えられる.凍結による細胞質の酸性化

は外液に KClを添加することによってかなり仰制されることから、

細胞膜を介してK・イオンの特異的な出入りが関係しているものと思

われ、各種のイオンチャンネル阻害~J~用いて検討中である.凍結

による縞胞質の酸性化は低温傷害(冷害〉と同機に液胞からのwの

官官出による可能性も考えられ、これらについても併せて報告する.

2aC04 
ハードニングにより誘導されるクロレラ可溶性蛋白質の2D-

HPLCによる分画

主盆畳二、城斗志夫、吉元誠、波多野昌二(九州大、農、

食化工)

Chlorella eIlipsoidea IAM C・27は3"(;、24時間の低温処理

(ハードニング)により特異的な蛋白質の誘導を伴い、耐

凍性を獲得する。しかし、これらの蛋白質の機能はほとん

ど不明である。耐凍性獲得に関与する蛋白質を精製し、性

質を調べることはそれらの役割および機能を理解する上で

大きな助けとなる。今回、陰イオン交換カラムと逆相カラ

ムを組み合わせた2D-HPLCとSDS・PAGEを用いてハードニン

グにより誘導される可溶性蛋白質を分画した。

この操作により、低温処理24時間以内に少なくとも34個

の可溶性蛋白質が新しく誘導され、またその量が増加する

ことが示唆された。このうち21個の蛋白質は低温処理6時間

目という早い時期に変化した。これらの精製蛋白質をPVDF

膜にエレクトロプロッティング後、日下、 N-末端アミノ酸

配列を決定し、その相向性検索を行っている。現在まで、

N-末端アミノ酸配列が決定された蛋白質のうち2つは

Ribulose-l，5・bisphosphate carboxylase小サプユニットおよび

Photosystem 11 oxygen唱 volvingcomplex protein 2前駆体とそ

れぞれ高い相同性を示した。



2aC05 
ハードニングにより誘導されるクロレラ遺伝子の解析

壁土孟去、松橋i字、佐野恵子、吉見誠、波多野呂二

(九大、 E皇、食化工)

Chlorella ellipsoidea C -2 7は3・C、24時間の低温処理(ハー

ドニング)により耐凍性を獲得する。私どもは先に本学会

においてハードニングで誘導される24の遺伝子(hiC遺伝子)

のクローニングについて報告した。今回、これらhiC遺伝子

と耐凍性との関係を明らかにし、またこれらによりコード

される蛋白質の機能の推定を行った。

低温で傷害を受ける低温感受性株 C.ellipsoidea C-I02 

(sensitive)と低温下で生存可能だが耐凍性は獲得しない低温

耐性株C.ellipsoidea C-102 var. (resistant)および前凍性獲得

株 C.ell伊soideaC-27の3株から高分子量DNAを調製し、サザ

ンハイブリダイゼ}ションにより hiC遺伝子と耐凍性の関係

を調べた。その結果、 24のhiC遺伝子のうち少なくとも 16の

遺伝子は耐凍性あるいは低温耐性に関する遺伝子であるこ

とが示され、特にその中の 2つの遺伝子は耐凍性に深く関

与していると推察された。

さらに、 hiC遺伝子の塩基配列を決定し推定されるアミノ

酸配列からその遺伝子がコ』ドする蛋白質の機能を検索し

た。現在までに塩基配列が決定された遺伝子のうち、

hiC305はベプチジルプロリルシストランスイソメラ}ゼと、

hiC909はアプシジン酸で誘導される大変の蛋白質と、

hiC312およびhiC205は綿およびアブラナの LEA(late 

embryogenesis abundant)蛋白質と高い相同性が認められた。

2aC06 
ホウレンソウの凍結耐性に関与する耐熱性 COR(白ld-

regulated)タンパク質

盆圏盤、大江田憲治(住友化学・宝塚総研・生命工学研)

LEA (late-~mbryogenesis-皇bundant) タンパク質と相

向性を有する低温誘導タンパク質は、その高い親水性の

ため、 100・Cで 10分間の熱処理においても変牲による

凝集が起こらず上清に残るというユニークな性質を有す

る.私達は、ホウレンソウを用いて低温誘導される耐熱

性タンパク質をスクリーニングした結果、顕著に低温誘

導蓄積する 140kDa及び 85kDaのタンパク質、 COR140，
85を検出した(1992年度植物生理学会発表).これら

2つのタンパク質の低温処理期間中における蓄積量は凍

結耐性の増加と高く相関した.また、これらのタンパク

質は葉と茎で特異的に誘導され、根では全く誘導されな

かった.この組織特異的誘導と一致して、凍結耐性もま

た薬と茎で特異的に誘導された.これらの結果は COR

140， 85が凍結耐性の獲得に深く関与していることを示

唆する。さらに、私達は、 COR85を 92%以上の純度の単

一タンパク質まで精製した。そのアミノ酸組成はグリシ

ンとリジンに富み、疎水性アミノ酸残基はわずかであっ

た。一方、抗 COR85抗体は COR140とも交叉反応したこ

とから、これら 2つのタンパク質は互いに相同的である

と思われる。本講演では CORタンパク質がいかにして凍

結耐性に関与するかを議論する.
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2aC07 
縞物細胞におけるベルオキシダーゼとHSPに対する熱ストレ

スの影響

若松岡光、平島恵美、片山洋子、高巣正子、安藤満 1

(福岡女子大学・生物学科、 1国立環境研究所)

トウモロコシ(ZeaMays L)の芽生え (320C、暗所)に

熱ストレス (-440 C)を与えると、組織によってペルオキ

シダーゼ活性の変動に違いがみられた.子葉鞘ではその比活

性は温度に従って低下したが、茎では44・Cを超えると低下

した。 また根では変化がみられなかった。 生重量当りの総

ペルオキシダーゼ活性は高温においては、茎では未処理の約

10%、子葉鞘では約 25%、根では 50%低下した。可溶

性タンパク質量は熱ストレスによって、子葉鞘ではほとんど

変らず、茎では増加し、根では低下した。熱ストレスに比較

的安定な茎においてはHSP70ファミリーの合成が著しく、熱

ストレスに感受性の商い根においては、 70ファミリーの合成

はあまり顕著でなく、むしろHSP60ファミリーの誘導が顕著

であった。 形態形成能を失ったカルス細胞では熱処理 1日

後の生重量当りの総ペルオキシダーゼ活性はコントロールの

40%、比活性は 54%に低下したが、可溶性タンパク質量

は86%であった。 熱ストレスによって誘導されたHSPは

7 4、 7 3、 68および 51孟Dが顕著で、 70kDのHSPは

逆に減少傾向にあった。これらの結果より、熱ストレスによ

ってベルオキシダーゼの合成系が抑制されて、 HSPの合成が

促進されたものと考えられる。

2aC08 
光合成細菌のペリプラズムに存在する熱ショックタンパク賀

高山喜階、山本勇、佐藤敏生 (広島大・理・植物)

我々は以前、 dimethysulfoxide(DM S 0)還元酵素の前駆

体がペリプラズムに輸送された後、活性を持つ構造の形成にあ

る因子が関与しているのではないかと推論した.一方、細胞内

の様々なオルガネラで、ある種の熱ショック 11ンパク賀(hsp)

がタンパク質の折りたたみや会合を促進する事が報告されてい

る.しかし、原核生物のペリプラズムでは、そのようなhspは

ほとんど知られていない.そごで、光合成細菌のhspの局夜性

について調べた.

2つのhsp(hps60とhsp13)は繕成的に発現しており熱ショッ

クにより合成速度が上昇した.その他に 6種類のhsp(分子量:

89kd， 72kd. 45kd. 30kd. 20kd. 18kd)が熱ショックにより誘

導された.特にhsp18はhsp60やhsp13と同機、顕著に誘導され

た.hsp13は細胞質にしか認められなかったが、 hsp60とhsp18

はペリプラズムと細胞質の両方に存夜した.



2aC09 
ラン藻Synech償却凶PCC7∞2のgroESL遺伝子の単離と解析

林秀則、村田紀夫(基生研)

高温に適応したラン藻伽echα開山PCC71∞2では光化学系

II活性が高温に対してより強い耐性を示す。この光化学系II活

性の高温耐性を支配する要因は現時点では不明である。そこで

光合成の高温適応における熱ショックタンパク質の関与を探る

目的で、その遺伝子の単敵および形質転換体の作製を試みた。

熱ショックタンパク質 HSP日および GroELにおける相向性

の高いアミノ酸配列を参考にして混合オリゴヌクレオチドを作

製した。これをプライマーに、またSyneclK政官山PCC7∞2の

遺伝子をテンプレートに用いたPCR反応によって、 250塩基対

の産物が得られた。その塩基配列より予測されるアミノ酸配列

は$也氏hc波町凶PCC7942のGroELと高い類似性を示した。こ

れをプロープとしてDNAライブラリーから groEL遺伝子を含

むクローンを単厳し、その塩基配列を部分的に決定した.

これまでに決定されている塩基配列から推定したアミノ酸配

列において、 120残基は$但ecbαな芯邸PCC7942のGroELのア

ミノ末端側の配列と、 50残基はGroESのカルボキシル末端側

の配列と約90%の高い類似性を示した。この結果はラン藻にお

いても gro回 Lオベロンが保存されていることを示している.

今後、遺伝子の構造およびその形質転換体における光合成の高

温耐性の解析を進める予定である.

2aClO 
好熱性藍藻SynecnococcusvuJcanusの2種類のシャベロニン

亘杢iEA、須江七丈、清水徳期、檎山哲夫、井上頼直， (埼玉

大・理・生化、 1理研・太陽光科学〉

シャペロニン (GroEL. cpn60)は細菌、葉緑体、ミトコンドリ

アに普通的に存在するタンパクで、他のタンパクの折り畳みや

集会に関わっている。我々は、好熱性藍藻 砂'flecnococcus

vuJucanusのシャベロニン遺伝子を単離した。タンパクレベル

での研究から、単離した遺伝子に対応したタンパクともう一つ

別のシャベロニンが発現している事がわかった。

Synecnococcus vu J canusのゲノムライブラリーから他の藍

藻や大腸菌のシャベ口ニン遺伝子と相向性の高い遺伝子を単離

した。また、 Jynecnococcus vuJcanusに熱ショックをかけ、

可溶性のタンパク画分をSDS-PAGEにかけたところ、 63kDaの位

置に熱ショックにより誘導されるタンパクのバンドが観察され

た。このバンドからタンパクを抽出し、タンパクシークエンサ

ーにかけN末端のアミノ酸配列を決定したところ、このバンド

には二種類のタンパクが含まれている事がわかった。このうち

多量に含まれているタンパクは、 Jynecnococcussp. strain 

PCC7942のシャベロニンのN末端アミノ酸配列と、 27残基の

アミノ酸のうち、 25残基が致した。一方少量含まれるタン

パクは、今回単離したシャベ口二ン遺伝子から予想されるアミ

ノ酸配列と一致した。今後、多量に含まれるシャベロニンの遺

伝子の単離を進めてL、く予定である o
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2aCll 
ハス芽生えスーパーオキシドジスムターゼ・アイソザイムの俊素と

光1'::対する応答 主主盤皐、辻英夫(京都大・理・値物)

暗所水中で発芽したイネ(OIYZa凪 tivaL. cv. Yamabiko)芽生え

では、 superoxidedismutase (SOO)活性は暗所空気中で発芽した芽

生えに比べ低かったが、芽生えを暗所のまま空気中へ移すと噌加し

た(Ushimaruet al. Plant Cell Physiol. 33(8) in pre凶).しかし、この

とき5つのアイソザイムはそれぞれ異なる応答を示した(投稿中)。

今回は、嫌気耐性の高い双子葉値物としてハス (Nulumbonucifera) 

を用いて同様の解析を行なった結果を報告する。

暗所空気中で発芽させたハス芽生えのシュート中には、natlve

PAGE後の活性染色で検出される7つのSOOアイソザイムが存在し

た.そのうち6つは暗所水中で発芽させた芽生えでは活性が低く、

残りの1つは上記の2つのタイプの芽生えでほとんど援は見られなか

った。ウエスタンプロットの結果、タンパク質の昼も同様に変化す

ることが明らかになった。興味深いことに、暗所で発芽させた芽生

えを明所へ移すと、 2つのアイソザイムは顕著な減少を示した.ま

た、このアイソザイムは明所'空気中で発芽させた芽生えにはほとん

ど検出されなかった.現在、これらのSOOアイソザイムの細胞内

局在性に関して調べている.これらの結果をイネの場合と比較して

考察する.

2aC12 
スーパーオキシドディスムターゼ遺伝子の発現とストレ

ス耐性

盟杢~.奥村剛一司野坂康人司横井裕美司田中国介
(京府大・農・農化)

活性酸素の消去に携わるスーパーオキシドディスムタ

ーゼ (SOO)の活性上昇と植物のストレス抵抗性とは

正の相聞があり司 SOOが植物細胞の耐ストレス機構に

おいて重要な役割を果たしていることが示唆されている。

私たちはイネのSOO遺伝子の発現調節機構の解明と

SODを標的とした遺伝子操作によるストレス耐性植物

の作出を目的に研究を進めている。これまでにcONAを
プロープとして 2種類のサイトゾル型Cu/Zn-SOD遺伝

子を単離・構造解析を終了しているが¥今回新たにミ卜

コンドリアに局在すると考えられるMn-SODをコードす

るcDNAおよび核遺伝子クローンを得た。これらのSOO

プロモーター領域に大腸菌βーグルクロニダーゼ (GUS)
遺伝子を融合したキメラプラスミドを構築しーイネ・プ

ロトプラストに導入した。一過性のGUS活性を指標に

SODプロモーターの外因性の転写活性誘導因子の検索

を試みたので報告する。一方司カリフラワーモザイクウ

イルス35Sプロモーターの発現制御下のCu/Zn-S00 

cDNAをアグロパクテリウムを介してタバコに導入し匂

野性株の数倍のSOD活性を示す形質転換タバコを得た

ので.ストレスに対するこれらの形質転換タバコが示す

特性についても報告したい。



2aC13 
フタパネゼヱゴケ細胞superoxidedismutaseのオルガネラ

イソ醇棄の発現パ担ーン

問中克幸、滝尾 進、佐藤敏生 (広島大・理・植物)

superoxide dismutase (SOD)の色素体に局在するイソ酵
素は緑化に伴い活性が滑大する.この時の誘導因子は光合

成反応により生成する活性酸素と考えられている.我々が
分離したフタパネゼニゴケ細胞は暗所でも明所と同様の光
合成酸素発生飽を持つ業縁体を形成するが、葉緑体内の酸
素ストレスの点では明・暗により異なると考えられる.本

研究は、ごの苔類細胞の各オルガネラSODイソ酵素の発現
調節機構を明らかにするため、各魯猪養条件下での発現パ

ターンを調ペ以下の結果を得た o 1)細胞質にはCu.Zn-
SOD 、葉緑体にはFe-SOD、ミトコンドリアにはMn-SODが存

在した.暗所では、 Cu.Zn-SOD活性は熔養初期に著しく増
大し、後期には消失した.一方、 Fe-SODおよびMn-SODは第

養j切聞を通じ同じ活性を示した o 2)明所・有機栄養およ
び光独立栄養条件下で生育した細胞でも、暗所細胞と同じ

3種のSODイソ酵素が検出され、各イソ酵素の活性の強さ
および培養期間に伴う活性の変動パタ ンは暗所細胞と同

様であった. 3) メチルピオローゲン (MV)添加による乾
重量での 50%生長阻害濃度は 3種指幾条件下で遣いが見ら

れず、 0.5-1. 0 )1Mであった.しかし、乾重量あたりのク
ロロフィル量は明所細胞では、 MV0.5 )1M以上で著しく減
少するのに対し、暗所では影響を受けなかった.また、 MV

を添加しでも、明・暗にかかわらず、いずれのイソ酵素も

活性に変化は見られなかった.

2aDOl 
ユーグレナ葉緑体の光化学系E膜表在性 30kDaタンパク

質の cDNAクローニングとタンパク質輸送過程の解析

重森康司、稲垣純子、森仁志l、西村幹夫1、山本泰

(岡山大・理・生物、 1基生研・細胞機構)

高等植物葉緑体の光化学系Eに存在する膜表在性 33 

kDaタンパク質は核遺伝子によってコードされていて、 N

末端側に pre配列をもっ前駆体として細胞質で合成され

た後、葉緑体に輸送される。高等植物の 33kDaタンパク

質に相当するユーグレナの 30kDaタンパク質の前駆体は、

IIRNAの invitro翻訳産物の免疫抗殿、 SDS-PAGEの結果

から分子量約 45kDaで、高等植物に比べて比較的長い

pre配列をもつことが示唆された。このような長い pre

配列は、 RuBisCOSSUや porphobilinogendea圃inaseの

前駆体でも見られる。我々はこの 30kDaタンパク質の、

3重の包膜を持つ葉緑体への輸送に着目し、その前駆体の

構造を調べるために cDNAクローニングを行った。更に

in豆troprocessingや電顧による葉緑体包膜の構造の

検討を行い、ユーグレナでの 30kDaタンパク質の輸送経

路の特徴を調べた。

2aD02 
形開議ラン藻STneCOOcTstisPCC 6803の光化学系11複合体の

Iタンパク質の検出とその遺伝子 (psoI)のクローニング

型自畳屋 ly.K. Shuk1a， 2W. F. J. Yermaas， lH. B. Pakrasi， 

井上頼直(理研・太陽光科学， lWashington Uni v. Dep. Biol.， 

2Arizona State Univ.， Dep. Botany) 

光化学系II複合体の構造解析のために，われわれは形質転換

ラン藻STneCOOcTstisPCC 6803の種々の官官位変異体を用いて系

統的に系IIタンパク質成分の安定性を調べている[1] .その

結果，ラン藻の系II複合体では，特定の系11成分の欠失は他の

成分タンパク質の特定のサブセットの不安定化を引き起こすこ

とがわかり，その系統的な解析から系11複合体内部の相互作用

を推定することができそうなことがわかってきた.一方，系II

の反応中，己、複合体に強く結合している Iタンパク貸付.8kD

aタンパク質)については従来STneCOOCTstisPCC 6803ではそ

のタンパク質も遺伝子も確認されていなかった.本研究では，

系II複合体を単離して， 5kDa領域のタンパク質を分析して，

Iタンパク質のアミノ酸配列を部分決定した.さらにその配列

を用いて，ゲノムDNAからpsoIをクローニングをした .psoI 

遺伝子はアミノ酸39個からなる疎水性タンパク質をコードし

ており，その配列はタンパク質の分析結果と一致した.現在そ

の特異抗体の調製とその不活性化変異体の作成を行っている.

[ 1 ] Iteuchi， M. et al. U 992)第9回国際光合成会議発表

2aD03 
クラミドモナス葉緑体遺伝子医些の特異的帰入失活

高橋裕一郎 1、松本秀樹2、J.-D.Rochaix3 (岡山大・ l自然科学

研究科、 2理・生物、 3ジュネープ大)

業縁体遺伝子巴主盟主分子量約4Kの小型でチラコイド膜を一

回貫通すると考えられている疎水性のタンパクである。このタ

ンパクは系 2反応中心複合体にゆるく結合するが、系2の光化

学反応には必須でなく、その機能は良く分かっていない.池内

らはこの遺伝子を挿入失活させた形質転換株をラン色細菌で作

成し、その系2活性は野生型と変わりないが、細胞の光合成的

生育速度が遍くなっていると報告しているロ

我々は単細胞緑藻のクラミドモナス (CM岨 ydomon鋪

笠辿笠製)葉緑体での.箆些遺伝子産物の役割を調べるため

に、この遺伝子を葉緑体形質転換で失活させることを試みた。

まず業縁体DNAよりこの遺伝子を含む2.4kbのDNA断片をクロ

ーン化した。そしてその箆主主領域に存在する制限酵素切断部

位にスベクチノマイシン耐性を与える選択マーカーを挿入し、

この遺伝子を失活させたベクターを作成した。このベクターか

ら得られた形質転換株は、光独立栄養条件下で生き残ることは

できるようだが、細胞はほとんど増殖しなかった，クラミドモ

ナスではラン色細菌の湯合と異なりこの遺伝子産物は光合成的

生育に極めて重要な役割を果たしていることが考えられる。

監主主遺伝子産物の生理的役割をさらに詳しく調べるために、

この形質転換株の系 2活性、反応中心複合体の存在量について

現在調べている。
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2aD04 
クラミドモナス葉緑体遺伝子psbAの部位特異的形質転換

内海恵一郎、高橋裕一郎、佐藤公行(岡山大学・理・生物〉

光化学系1101タンパクは、水分解のための高電位発生に

関与し、光照射下で速い代謝回転を行い、また翻訳後C末端

が特異的なプロセシングを受ける。これらの機能の解析のた

めに部位特異的形質転換は有効な方法であると思われる。

01をコードする遺伝子psbAの部位特異的形質転換は主にラ

ン藻を用いて行われてきたが、得られた形質転換株は、生育

が遅く生化学的解析も容易ではなかった。そこで、青噛塩存

在下で従属栄養的に生育する真核生物の緑藻クラミドモナス

(Chlalydolonas reinhardtiηの葉緑体遺伝子psbAの部位特

異的形質転換を行うことにした。

まず形質転換ベクターを作成するため、クラミドモナス葉

緑体DNAよりpsbA遺伝子を含むEcoRI-XhoI断片(約5kb)をクロ

ーン化し、そして、スベクチノマイシン耐性を与える選択マ

ーカーをpsbAの下流に挿入した。このベクターで得られた形

質転換株は、光合成的に生育可能であることを確かめた。さ

らにこのベクターを用い、 01タンパクに存在する電子供与

体Zの存在部位のキャピティを構成すると予想されるアミノ

酸の一つ、 H190をFに、またC末のプロセシングの特異性を調

べるためS345をCおよびGIこ変換するか vitro mutagenesisを
行っている。

2aD05 
光化学系E反応中心Dl蛋白質前駆体のC一末切断に関与す

る酵素の局在部位の解析

山本由弥子藤田修嗣稲垣言要人佐藤公行1.2 

c岡山大・理・生物 基生研)

光化学系E反応中心Dlサプユニットは、合成後直ちに、

核支配と考えられる酵素の作用によりそのC末端延長部分の

切除を受け、成熟型へと移行する。本研究では、この酵素の

葉緑体内における局在部位を解明するため、その抽出条件の

検討が行われた。本酵素は、比較的低濃度<0.25~ (w/v) > 

の TritonX-I00処理または 40W 1分間の超音波処理によ

り容易に抽出される。これらの処理における，この蛋白質と

チラコイド膜内腔側に存在している 33kDa など他の蛋白質

の挙動の比較から、本酵素はチラコイド内腔に可溶化状態で

存在するものと結論された。このことは、チラコイド膜のト

リプシン処理による解析の結果からも支持された。また、本

研究ではさらに、この局在部位を検討するために、合成ペプ

チドあるいは invitroで合成されたDl蛋白質前駆体を用

いた invitroでのプロセッシング反応の凶依存性、 in 

organelloでの反応の pH依存性が調べられた。
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2aD06 

01蛋白質前駆体プロセッシング酵素の基質認識
部位の合成ペプチドを用川る解析
田口富美子l、山本由弥子l、佐藤公行i、L

e岡山大・理・生物、孟基生研)

光化学系11反応中心の01サプユニットは合成
直後~cC末端延長部分が切断されて成熟化する。
このC末切断に関与する酵素は、最近の研究に
より高度に精製された。
本研究では、ホウレンソウQiQ.A遺伝子から推

定される01蛋白質のC末端部に対応する数種の
オリゴペプチドおよびそのアミノ酸置換体を使
用することにより、 (A)その基質としての有効

性と (8)辺且与2合成した前駆体を基質とす
る反応に対する阻害効果から、乙の酵素の認識
部位の解析が行われた。

乙の角軒斤から得られた主な結論は、切断部位
(Ala344とAla345の間)近傍のアスパラギン酸

(Asp342)が乙の酵素の基質認識の上で重要な
役割を果たしており切断除去されるC末端9残
基は認識に無関係である可能性が強いというこ
とである。

2aD07 
光化学系 IIDlタンパク質の強光分解に対するプロテア
ーゼ阻害剤の効果

徳富光恵 (農水省・生物資源研)

光化学系II反応中心のD1タンパク質は強光照射下

で損傷を受け分解される。単離した光化学系 II標品を用

いた実験で、強光による D1タンパク質の分解がセリン

プロテアーゼ阻害剤で特異的に抑えられたことから、

D 1タンパク質の分解は光化学系 IIに存在するセリンプ

ロテアーゼで触媒されると考えられている。本研究では、

D 1タンパク質分解に関与するプロテアーゼの性質を明

らかにするため、阻害機構の異なる種々のセリンプロテ

アーゼ阻害剤の効果を詳細に検討した。

オクチルグルコシド処理で調製した光化学系 IIコア

標品に強光(6mE/m2s)を照射すると D1タンパク質の

32 kDバンドが減少し、 23kD， 16 kDの分解産物を生成す

る。阻害剤存在下で強光を照射すると、すべての阻害剤

で32kDバンドの減少はわずかに抑えられたが、 23kD， 

16 kDフラグメントの生成量はかえって増大した。フラグ

メント量の経時変化を調べた実験で、プロテアーゼ限害

斉rrはフラグメントの消失を抑える効果をもっ可能性が示

唆された。また、プロテアーゼ阻害活性をもたない低分

子量タンパク質でもフラグメントの消失が抑えられるこ

とがわかり、 D1タンパク質分解に対するプロテアーゼ

阻害剤の効果は光化学系IIのプロテアーゼ活性の阻害に

よるものでない可能性が示唆された。



2aD08 
葉緑体羽n(II)結合性タンパク質の情造と光・組織特異的発現

西尾浩一、問中隆行、西燦由見子、杉浦美羽、高橋

正昭 (甲南大・理・生物)

光化学系Hタンパク質複合体をタンパク質分解酵素で消化し

て得られるペプチド断片の中から、lkIドに結合性を示すものを

単離し、そのアミノ酸配列をもっタンパク質本体の性質を明ら

かにするために、キュウリ芽生えのcDNAライブラリーよりMn2φ

結合性タンパク質cDNAを得、昨年の本学会で報告した。本報告

は、予想されるその構造の特徴と、タンパク質発現に対する光

と組織特異性について行う。

cDNAの全長は1.584bpで、最も長いORFはアミノ酸485残基から

成るものであった。 N末端から約10アミノ畿は、細胞質で合成

されたプラストシアニンや酸素発生系膜表在性タンパク質の前

駆体が、葉緑体ルーメンに移行するために必要なN末端のプレ

配列に類似している。プレ配列部分を除くと、 N末端に近い親

水性部3分と膜を貫通できる7ヘリックスで構成されていた。

吸水発芽後3日間暗所で育てたキュウリ子葉に光をR期すし、
その緑化成長過程の各段階でm問Aを調製し、 c捌Aをフ.ロープと

してNorthern分析を行った。その結果、このタンパク質は暗中

では発現せず¥光照射6時間後から約2.3kbpのm附Aとして合成

されるごとが判明した。葉、実にはE制 Aが認められたが、花、

茎には顕著ではなく、根にはまったくm附Aは認められなかった。

必L上のような性質から、ごのタンパク質は光照射によってそ

の合成が誘導され、また、光合成器官の存在する組織にのみ発

現することが示された。

2aD09 
Mnークラスターを含む光化学系E標品の2次元結晶化

虫里盟主1・2 榎並動2 沈建仁豊島近九古野泰二七

雀部博之ヘ 井上頼直(1理研・太陽光科学東浬大・

理・教養理研・ FR p) 

光合成細菌反応中心のX線結晶構造解析の成功以来，光
化学系 1，光化学系 Eの結晶化が盛んに試みられる様にな

った.光化学系 Eについては 3種の標品(P S 11反応中

心粒子， P S 11反応中心コア粒子， Mnークラスター〈及
び表在性蛋白)を含む PSIIホロ粒子)を材料として 2
次元と 3次元の 2種類の結晶化が試みられており，それぞ

れ微妙に異なる狙いを持っている.
酸素発生4電子反応機構を研究する立場からは PS 11ホ

ロ粒子の 3次元結晶化が望まれるが，この標品は 10個以

上の膜蛋白と少なくとも 1個の表在性蛋白を含む巨大な粒

子なので結晶化が容易でなく，現在のところ解析可能な回

折像を与える 3次元結晶は得られていない.

そこで， P S 11ホロ粒子のひとつ， HTG-PSII粒子

の2次元結晶化を試みた.ホウレンソウ PSII膜断片を n

-heptyl-D-thioglucoside (HTG)で可溶化してHTG-P

S 11粒子を調製し，卵黄レシチンと混合後透析してリボソ

ーム膜中に取り込ませて電顕で観察したところ，一辺約 2

Onmの菱形(内角は約 73度と 117度)のモザイク模

様で覆われたリポソームが観察され 2次元結晶が生成し

たものと判定された.この結晶は明瞭な回折パターンを与

え，かつかなりの酸素発生能を保持している.
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2aDI0 
光化学系II複合体結晶化の試み

並重ι1・神山勉2・神谷信夫3.井上頼直1 (理研・

太陽光科学1・生物物理2・結品学3)

酸素発生光化学系11粒子は 10種以上の膜タンパク質と

3種の表在性タンパク質を含む分子量約25万の複合体で

あり、その詳細な構造はまだわかっていない.我々は系11複

合体の構造解析を目指して、その3次元結晶化を試みた.好

熱性ラン藻S，oecoococcusrulC80usより酸素発生系11粒子

を精製し、 3種の表在性蛋白質を1MCaCbで除去した後、 β

ードデシルマルトシド湯度0.05賞、タンパク質濃度約20mg/ 

ml、pH6.0、沈澱剤とし

てポリエチレングリコ

ール6000を用い、透析

法により結晶化したと

ころ、図に示すような

緑色の結晶が得られた.

図.光化学系II複合体

の異なった形の結晶.

左側のパーはO.111皿、右
側のパーはO.50を表す.

2aDll 
光合成系IIの反応中心における3P680のFT-IRスペクトル:

クロロフィル二量体内での三重項状態平衡

竪且一塁、井上頼直、佐藤公行1 (理研・太陽光科学、 1岡山大

・理・生物)

系II反応中心において、 P680が二量体クロロフィル(α11)な
のかそれともー量体α11なのかは、系IIの光合成細菌型反応中心

との相同性にも拘らず、未だ議論の的になっている.そこで、

基底状態P680と三重項励起状態P680(3P問。)とのフーリエ

変換赤外 (FT-IR)差スペクトルを測定し、 P680の構造と

そのタンパク質との相互作用を調べた.
ホウレンソウより単離したDI-D2-cyt凶59複合体を連続光照射

することにより 3P680/P伺 oFT-1 R差スペクトルを測定し

た.また、種々の有機溶媒中における精製Chlの三重項杭態(T1)

/基底状態(80)差スペクトルを測定し、これらを用いてバンドの

帰属、及び解析を行った o 3p 680/P 680差スペクトルに現れる

二対のケトC=併申縮振動のバンドより、 P 680は非対称的な二量

体Chlであり、その三重項状態は、 80Kで約86%が一方のChl上

に遍在することが明らかとなった.また、C=Oバンドの振動数よ

り、主に三重項状態が存在するChlのケトC=Oとカルポメトキシ

C=Oはいずれも水素結合しているのに対し、他方のChlのケトC=Q
は無極性的な環境下にあることがわかった.さらに、ケトC=Oバ

ンドの強度比の温度依存性を測定することにより、三重項状態

は二つのChl間で平衡状態にあり、そのエネルギー差は7.5:tl.l
限 Vであることが示された.細菌反応中心のX線結晶構造と、

系IIのDl，D2サプユニットと細菌のL，Hとの相同性を考慮に入れ、

P 680の構造とアミノ酸残基との相互作用のモデルを提唱する.



2aD12 
PSII第一キノン電子受容体QAの機能発現における小蛋白質

及び脂質の役割

北控室童、豊島喜則(京大大学院、人間・環境学)

再構成法により、 QAへの電子移動に PSII複合体に含まれる

小蛋白質(H，L)及び脂質が関与していることを示した結果は既

に報告した。これらの関与はQA の生成(消滅)に起因する過

渡的吸光度変化及び光殿曜に伴うFfIRスペクトルの変化から

明かであった。 本研究では、これらの寄与が問サのQA剖粒

への結合に関与しているのか或は結合した問-9のQAとしての

機能発現に関与しているのかを調べた。可溶化剤jで処理するこ

とにより脂質とL. Hを含む数種の蛋白質及び問-9を除去し

た PSII粒子に問-9は単独で再結合出来るが、得られた粒子

はQA光還元活性を持たない。問-9と同時に脂質と L，Hを含

む両分を再結合させると元の 50先程度QA光還元活性が回復す

る。再結合処理を施した粒子をO.05百dodecylmaltoside存在下

で府精密度勾配遠心を行うことにより、これらの成分が再結合

した粒子を他のものから分離することが出来た。こうして調製

した再権成粒子には蛋白質の再結合の有無に関わらず即芯中心

当たり約1分子の問-9が結合していた。しかしQAの光還元活

性は問-9と同時に L，Hを結合している粒子でのみ認められ

た。これらの結果は、両蛋白質が問-9の結合にではなく、機能

発現に関与していることを示すものである。また、再結合をし

た粒子を他のものから分離することにより、見かけのQA活性は

高くなった。この再構成法を利用し明らかになったQA活性に対

する小蛋白質及び脂質の役割について報告する。

2aD13 
光合成酸素発生反応中間状態にあるMnークラスターのX線吸

収端近傍スペクトル

止霊童盟、野口巧、井上頼直、 1楠正美、 2松下正、 3大柳宏之
(理研・太陽光科学、 1明大・理工・物理、 2高エネ研、 3電総研)

E音順応した光合成酸素発生系を閃光で照射すると、第3閃光

自で初めて酸素の発生が観測され、以後酸素発生が閃光回数に

応じて4周期振動する事より、酸素発生酵素は5つの準安定中

間状態 (So~S.) を経由して水分子を酸化し分子状酸素を遊
離するとする、いわゆるS状態モデルがJoliotとKok
により提出され、光合成酸素発生の基本的な反応機作を反映す

る仮説として広く受け入れられている o S状態は光化学系11に

存在するクラスターを形成しているMn原子 (Mnクラスター)

の様々に異なる酸化還元/構造状態がその実体であると一般に

信じられているが、この仮説は実験的にはまだ直接証明されて

はいない.

本研究では生理的条件下、閃光照射によって生じた SO~4状
態にあるMnクラスターのK吸収端近傍のX線吸収スペクトル

(XANE S)を高感度で測定した o K吸収端エネルギーは閃

光回数に応じて4周期振動を示し、 So，S，、 S2'S3状態の

XANESスペクトルのK吸収端エネルギーは6650.7、

6551.7、6552.5、6553.7eVと推定された。

この結果はS中間状態がMnクラスターの酸化/構造変化を直

接反映したものである事を明確に示している。
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2aD14 
Low-pH処理PSIIの酸素発生系のEPRとENDOR
三野広幸，栗林秀人，河盛阿佐子，小野高明井上頼直1

(関学大・理 1理化学研究所・太陽光エネルギ ) 

Low-pH処理により PSIIからCa2+を除去した水分解系は

異常なS状態を示し， S2'状態においては超微細構造の狭く

なったマルチライン信号を観測することができる.また S3'
と呼ばれる状態ではg=2を中心とする幅広い構造のない信

号を観測することができる. 一般にpωkto peak 1 6 0 Gの

分離を持つとされている S3' E S R信号は今回の測定では

2 1 0 Gの分離幅を示し，更に内側に 100 Gのpeakto悶 k

をもっ別の成分が観測されている.この内側の成分は外側の

成分より更に酸化された状態であることが確認できた ま

たbuff訟を重水素置換したサンプルにおける ENDORの測

定からはこれらのラジカル近傍のプロトンは殆ど変化を示さ

ないことがわかった 従ってこのラジカルは膜表面近くに

存在しないことがわかる. 一方S2'状態における変形マ

ルチライン信号のENDORの測定では，未処理のサンプル

に比べて 1MHzの分離をもっ信号の強度が増加しているこ

とがわかる. また配位した水素の信号はほぼそのまま保存

されているが，最近接配位の水素の信号は分離幅がおよそ

10%大きくなっていることがわかった. これらの情報か

らCa 2+を除いたサンプルにおけるマンガンクラスターの

構造の変化を議論する.

2aEOl 
エンドウフィトクロム中間体の蛍光スペクトル

是主塵型・、三堀忍、新井町史、風間圭子1、真鍋勝司1、
浜口宏夫E

(東理大・理工・応生、 1横市大・文理・生物、 2神奈川

科技アカデミ一、-新技・さきがけ21)

フィトクロムのPrからPfrへの光変換過程は吸収スペク

トルを基によく研究されている。フィトクロムの蛍光ス

ペクトルに関しては報告が少なく、特に光変換中間体の

蛍光スベクトルに関してはほとんど報告が無い。そこで

中間体の蛍光スペクトルを、低温を用いて測定した。

エンドウ貧化芽生えより得たフィトクロムを75%グリセ

リン溶液に溶かし、 criostatを用いて低温に保持しHe-N
eltiJ'-により励起した。放射された蛍光は小型分光器によ

り分光し、多チャンネル光検知器により同時に測定した。

80KIこおいてPrは690n田に蛍光極大を示すが、赤色光を照

射するとこのピークの高さは減少し新たに702nm付近に肩

が生じた。この状態の試料に700nmの光を照射すると、肩

は消失し690nmのピークの高さはPrの状態に回復した。 1

90K，230K，250K，270KにおいてもPrに赤色光を照射すると、

690nmのピークの高さは減少するが、スペクトルの形には

大きな変化は見られなかった。この状態に再び700nmある

いは730n皿の光を照射すると、 230Kの場合を除いてスペク

トルは基の状態に戻った。これらの結果から、皿eta-R叫L

降の中間体はほとんど蛍光を発していないことが明かと

なった。



2aE02 
エンドウras関連遺伝子発現の光調節とフィトクロームの関

与について

吉田和市(京大、農生)村井宣彦、永野幸生、松野隆一、

佐々木幸子(京大、食工〕

ras関連のGTP結合タンパク質は細胞の様々な反応の分子ス

イッチとして知られている。永野ら(1)は先にエンドウから

pra 1-8，9a，9b，9c，1 (初 12種類のras関連遺伝子を単離した。

本研究では、これらの遺伝子の発現に対する光の効果を検討

した。

暗所で成育させたエンドウ芽生えに白色光を照射しmRNA
量の変動を識べたところ、 5種類のpra遺伝子でmRNA量が減

少した。このうち特に減少の著しかったpra2とpra3について、

短時間の赤色光照射の効果を検討した。 pra2，pra3ともmRNA
量は2分間の赤色光照射後急激に減少した。 pra2のmRNAの
減少は同じ光処理によるフィトクロームのmRNAの減少に似

た早い変化をしめした。赤色光によるpra2のmRNA量の減少

は赤色光の直後に近赤外光を照射することによって抑えられ、

pra2の発現の光調節にフィトクロームが光受容体として関与

していることが示された。

(1)永野ら(1992)第15回日本分子生物学会年会講演要旨集

p.275 

2aE03 
フィトクロムの信号伝達機織のi宣伝学的解析: 近赤外光下で

伸長阻害反応を示さないシロイヌナズナ突然変異体の単離

盆凪笠I弘、山本興太朗 (北海道大・理・植物〉

フィトクロムが受容した光信号の信号伝達機怖を明らかにす

るには、フィトクロム依存生理現象を示さない突然変異体の遺

伝学的解析をおこなうことが有効であろう。 HIRによるシロイ

ヌナズナ底軸伸長阻害反応では、フィトクロムと青色光吸収色

素の二つの色素が光受容体として働いているが、ilI赤外光によ

るHIRはフィトクロムのみによることを私達は明らかにした

(0010 etal.， 1993)。本研究では、このフィトクロム特異的経軸

伸長阻害反応に着目し、本反応を示さない突然変異体を単離す

ることを試みた。

EMS処理したシロイヌナズナM1種子約 3，700個の次世代

のM2植物約 29，000株を 1目白色光照射した後、 1日暗黒

下に置き、連続近赤外光下で2日間育てたところ、 18株の伸

長阻害反応を示さない突然変異体を単離することができた。ま

た、高速中性子線処理した種子についても同様にしてM1種子

約250個の次世代のM2植物体約 2，000株より 1株の突然

変異体を単離した。この内いくつかの系統は、連続近赤外光下

でJffi軸伸長阻害反応を示さない他に、子葉の展開やアントシア

ニンの蓄積に関しでも野生型と異なる表現型を示した。また、

これらの突然変異体は連続白色光下でHIRによる伸長阻害反応

を示し野生型に復帰することから、既報の速続白色光下で伸長

阻害反応を示さないhy突然変異体 (Koornneefet a1.， 1980; Chory 

et al.， 1989)とは異なるものであることが分かった。
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2aE04 
西洋わさぴ毛状根からの光誘導不定芽分化におけるフィト

クロムの関与

車庫11、鎌田博、原田宏、渡辺正勝1、徳富哲1(筑波大・生

物、 1基生研)

西洋わさぴ(企皿.2.m且畠山弘主組畠〉 にA.!l!.包且盟主主を感染
ーさせて得られる毛状根は、暗所下では根の形態を維持しな

がら活発に伸長成長を行うが、明所下においては植物ホル

モン無添加培地上で不定芽形成を行う。この光誘導不定芽

形成は、赤色光、青色光、近紫外光により誘導され、直後

に照射した近赤外光によりその誘導効果が打ち消されるこ

とから、光受容体としてフィトクロムの関与が示唆された。

そこで、毛状根中でのフイトクロムの検出を試みたとこ

ろ， 1型フイトクロムが検出された。次に、フイトクロムの

毛状根中での分布を調べたところ、基部側の末端に局在し

ており、毛状根での不定芽形成頻度が高い部位と一致して

いた。また、毛状線の基部側末端におけるフィトクロム活

性の暗所下での培養時の経時変化を調べたところ、培養時

聞が長くなるにつれてフィトクロム活性は上昇した。この

場合、毛状根の基部側末端における不定芽形成頻度も培養

時間が長くなるにつれて上昇していた。

これらのことより、光誘導不定芽形成は、フイトクロム

活性の上昇と強い相関を示すことが示唆された。そこで、

アラピドプシスのフィトクロム遺伝子を過剰に発現する西

洋わさぴ毛状線を得、光誘導不定芽形成を調べたところ、

不定芽形成頻度の上昇が見られた。

2aE05 
葉緑体の弱光定位運動の解析

董夏静、童五且豆、永井玲子 (大阪大・教養・生物)

淡水産の単子葉植物であるオオセキショウモの表皮細

胞の葉緑体は、弱光条件下で、葉の表面に沿った細胞上

面に数時間かかって集合する。我々は、この弱光定位運

動の光受容に、フィトクロムと光合成系色素とが機能し

ていることを見出した。各光受容体の役割を明らかにす

るために、細胞上面中の葉緑体の運動をタイムラプスビ

デオシステムによって記録し、画像をパソコンに取り込

んだ後、個々の葉緑体の運動を定量的に解析した。 CR
T上で、各葉緑体が一定時間内に動いた総面積を算出し、

それを葉緑体 1個の面積で割った値を運動量の指標とし

た。波長800nmの光のもとで、葉緑体は無方向性の微小

な運動をしている。この時の指標値を基準とした。①指

標値は、赤色光照射によって 1ー 2分間内に 2-3倍に

増加する。②赤色光を照射し続けると、その値は次第に

減少する。③赤色光照射の後、近赤外光を照射すると、

指標値は速やかに赤色光照射前の値に戻る。④DCMU存在

下に赤色光を照射すると、指標値の士曽加は起こるが、減

少は見られなくなる。以上の結果は、①赤色光は葉緑体

の運動を促進する、②連続赤色光下では葉緑体が細胞上

面に捕捉される、③近赤外光は弱光定位運動を抑制する、

④DCMU存在下では、一旦促進された葉緑体の運動が継続

し、葉緑体の捕捉は起こらない、等の観察とよく一致す

る。フィトクロムは細胞質の運動に、光合成系色素は葉

緑体の捕捉に関与していると考えられる。



2aE06 
ホウライシダ原糸体細胞のフィトクロム依存葉縁体光

定位運動は短時間の光照射でも誘導される

加川貴俊・門回明雄・和国正三(都立大・理・生物)

光により誘導される葉緑体定位運動はいろいろな植物

細胞で知られているが、短時間の光照射で誘導される
運動は藻類のヒザオリおよび近縁の Mesotaenium で
しか知られていない (Hauptand Scheuerlein 1990)。

ホウライシダ Adiantum cap iI Ius -v eneri sの原糸体
細胞では、赤および青色光の連続照射で葉緑体定位運
動が起きることが報告されている (Yatsuhashi et 
a1.1985)が、やはり短時 間 の 光 に よ る 定 位 運 動 は 認 め
られていなかった。

最近、 全 葉 緑 体 数 に対する定位した葉総体の割合を

指 標とすることで、シダ 原 糸 体 細 胞 に お い て も 短 時 間
の赤色光照射で葉緑体の 定 位 運 動 が 誘 導 さ れ て い る こ

とが明らかとなった。 今 回 は こ の 短 時 間 照 射 に よ り 誘
導される実験系とこれを利用して得られた葉緑体定位

運動を制御するフイトクロムに関する知見を報告する。
短 時 間の赤色偏光照射に よ り 定 位 運 動 を 誘 導 す る と 、

葉緑体は光照射後の暗期中に定位運動し、定位した後、

やがて分散した。しかし青色偏光の短時間照射では定

位運動を誘導することはできなかった。この赤色光に
よ り誘導される定位運動 は 典 型 的 な 赤 ・ 近 赤 外 光 可 逆

性を示し、フィトクロムにより介在されることがわか
った。また Pfrはその濃度勾配により葉緑体の定位部位

を 決 定しているだけでなく、その定位部位に葉緑体を
保持する役割も持つこと が 示 唆 き れ た 。 さ ら に 少 な く

とも 部の Pfrが光照射後 1時間程度は Prに変換せずに
P f rとして機能していること等が示唆された。

2aE07 
A POSSIBLE INVOL VE島1ENTOF GIBBERELLINS IN 
THE AcrION OF PHYTOCHROお1E-B:A STUDY USING 
THE CUCUMBER lh MUT ANT. 

Enrique L6pez-Juez， Masatomo Kobayashi 1， Yuji 
Kamiya， Richard E. Kendrick， Fronlier Res. Prog. & 

lPlant Growth Reg.， RIKEN， Wako， Sait創na351・01

Phytochromes are a family of closely 
related photoreceptor proleins， with part1y 
distinct functions. In particular we have ascribed 
the far-red light (FR) triggered， shade-avoidance 
reaction to a light-stable， type B-like 
phytochrome， deficient in the cucumber 1 h 
mutant. We are investigating the involvement of 
gibberellins in the action of this phytochrome 
type. The lh mutant is phenotypically similar to a 
gibbere11in-treated tall wild type， and shows 
increased responsiveness to applied GA4， lhe 
active GA in cucumber. The increase in 
responsiveness is also brought about in the wild 
type by supplementing the white light with FR. 
Experiments involving application of the 
precursor GA9， of an inhibitor of the GA 

inactivation step (2-s七ydroxylation)，and of GA3・
which can nol be 2・9・hydroxylated， a11 suggest 
that both activation and inactivation steps of GA 
metabolism are light independent， only GA 
responsiveness being light contro11ed. 

We are currently measuring endogenous 
GA levels of the lh mutant and wild-type plants. 
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2aE08 
DIFFERENTIAL EFFECT OF EXTRACELLULAR N03-AND 

Ca2+ ON LIGHT-AND HORMONE必羽DUCEDGERM町ATION

OF ANEMIA PHYWTIDIS SPORES 
Christian J. HAA5.， Hi鈍kazuYAMANE1， Yuji KAMIJA， Akira 

NAGATAN1， FぬntierRωωrch Program， RIKEN Instilute， Wako， 

Saitarna 351-01， lDept. Agric. Cbem.， Tokyo Univ.， Bunkycトku，

Tokyo 113 

Spore ge四 inationof血efem Anemia phyllilidis can be induced 

eilher by red lighl via出ephytochrome sys飽m，or in the dark by lhe 

application of gibberellins or銅山eridicacid，山m高炉ran位協ridioge泊

。fAnemia phyllilidis (1). Using induction of ch10r0phyl1・synlhesis

as evaluati叩戸rameter，白eeffecl of the inorganic ions N03-飢 d

C祖，2+on加山 lightand也rkgermination is analyzed. -Even曲ough

自己reis no absolute requiremenl of N03-for Anemia spore 

germination，山eg'回 ninationrespon閣 ωared irradiation of several 

hours is significantly enhanced by lhe addition of NaN03ω 血e

cullure medium. This N03
・-etiゐclis旬。cificfor曲ephytochrome-

media飽dgermination as no stimulaωry effecl of N03
・ωnbefound 

伽 gibberellin・inducedgermination. -In co附 ast，山ep鴎 senc怠 of

Ca2+-ions i目白，emωi凶nis nec渇ssaryfor both gibberel1恒・induced

dark germination and phytochrome-med泊，tedgermi国 tionunder 

∞ntinuous red light. -ηle kinetics of the N03--effect as wel1 as 

血oseof the Ca2+-requirement ar唱 elucida崎daild com伊redωthe

kinetics of phy伎にhrome・andgibberellin-action dur加嘩 inductionof 

germination. 

Lit: (1) YaDl8uchi el aJ. (1991): Phytochem. 30， 3247・3250.

2aE09 
pfrとは異なる赤色光信号の蓄積一本件モロコシのわトシ7ニン

形成の場合一

七僚千津子、橋本徹 (神戸大・理・生物)

暗黒中で育てた約何回シ(Sorghumbicolor Moench) 

芽生え第一節聞では、赤色光(R)J¥OJvA照射によって7ント
シアニンが誘導される。この系を用いてRと遠赤光(FR)の

組合わせ照射の実験を行ったところ次のような事実を

見出した。 RJ¥0 JY.:iによる7ントシ7ニン形成は、 1)FRによって

完全に打ち消されるにもかかわらず、それらの繰り返

し照射の最後のRの効果は繰り返しの回数を重ねるに

つれて増大した、 2)Pfr飽和以上の光量でーも光量に比

例して増大した、 3)種々の強い光量のRJ¥OJ日の照射を

行いFRでこれを打ち消した後、弱い光量のR)¥OJvAを与

えるとFR照射前のR光量に依存した。これらのことはR
信号がPfr以外の形で、光量に依存して蓄積されるこ

とを示している。この蓄積信号の性質を調べたところ、

それは、 1)RI¥ 0 JvAによって短時間(10秒以下)に生産さ

れ、 2)単独ではわトげニンを誘導できないがPfrの存在下

Pfr量に依存して誘導し、 3)その半減期は3時間であり

6時間でほぼ消滅した。この信号蓄積現象は、 Pfr飽和

以上の光量をも7ィトクロムが測定可能で持あることを示唆し

ており、光形態形成反応の光量依存性を説明するもの

とも考えられる。



2aElO 
黄化アラスカエンドウにおけるinvivo及ひ'invitro光
信号伝達の分子機構

蓮週一血凪浜田徹、伊藤喜誠(横浜市大、木原
生研)

黄化アラスカエンドウ第 3節間より赤外線下で原
形質膜を精製した。 [α_32PJATP.[α_32PJGTP. [αJ 
2 PJCTP. [α_32PJUTPを原形質膜上の蛋白質に O"C5分
で結合させ、 UV照射によりクロスリンクさせた。 [α-

32PJNTPを強〈結合する 10種の壷白質が同定された。

第 3節聞を赤色光で 40秒、 0、 6 0、 120、 25 
0μmoles/が/secで照射し、原形質膜を精製し、 [α-
32PJNTPを結合させた。 92 kDa蛋白質が 10・6}/NA 
D及び百日咳毒素存在下に[α-32PJATPの結合を上昇さ
せた。さらに近赤外光を照射すると [α_32PJATPの結合

は輔少した。このことは 92 kDa蛋白質がフィトクロ
ムからの光信号を受けることを意味する。以上のよう
に調製した原形質膜に O"C5秒の[α_32PJATPからのリ

ン酸化を行なわせると、 1 5 kDa蛋白質のリン酸化が
赤色光で促進さ才、近赤外光で抑制された。さらにミ
クロソーム分画を用いてinvitroの光信号伝達系を立
てた。 10・6}/NAD.百日咳毒素存在下に 10 0秒青色
光照射を行い、 92 kDa蛋由貿の[α_32PJATP結合、 5
2 kDa及び 120ー 12 5 k拘置白質の[α_32PJATP及
び[α-32PJGTP結合が O"C5分で促進された。ミクロソ

ーム分画を O"CIO秒膏色光照射し、 [T_uPJATPから

のリン酸化を見ると、 1 5 kDa蛋白質のリン酸化の促
進が、ジフテリア毒素の存在下または 10・T }/リポフ
ラピンの存在下でみられた。

2aEll 
アカパンカピにおける青色光信号伝達の分子機構の解

析
:'Jユa tJEJ、蓮沼 仰嗣(横浜市大、木原生研)

我々はアカパンカピのバンド(単)株菌糸の膜分画
を用いて O"C、 1 -1 0 0秒の青色光照射で明確な(
T _32P) ATPからのリン酸化の光効果を 15 KD蛋白

質に既に見い出している。今回は突然変異株を用いた
解析と各種目Pase阻害剤を用いた解析の結果を報告す
る。実験方法(1 ) リン酸化反応に(T _32P)ATPを用

いた。(2 )保温を氷水中で光照射実験を l秒から数
分行ったのち、リン酸化反応及びADPーリポシル化
反応の場合はLaemmliのローデインクツイッフ 7ーで停止

させた。結果 15 KD蛋白質のリン酸化反応が増大し

た。 15 KD蛋白質の反応は再現性よく現れた。種々の

光反応をしない盟ニL ニ2変異株を用いて坦且註g相補
性テストを行うと匹斗/盟二2の比が 112のとき国株と
同様に 15 KD蛋白質へのリン酸化が増大した。議論;

辺且主2相補性テストに成功したことから、 1 5 KD 
蚤白質のリン酸化に見られる光反応が匹斗産物と些ニ
2産物によって制御されていることがわかる。このこと
は、 1 5 KD蛋白質の光反応はアーテイファクトではな
く生物学的に意味があることが遺伝学的に裏付けられ
たことを示している。
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2aE12 
青色光照射による気孔孔辺細胞プロトプラスト蛋白質のリン酸

化

本王盆昼[、島崎研一郎1、西村光雄 (九州大・理・生物、

1九州大・教養・生物)

ソラマメ (Viciafaba L.)薬孔辺細胞プロトプラストを用い

て、青色光に依存した気孔関孔に関与する情報伝達系について

調べた。これまでの研究から、青色光に依存した気孔開孔及び

孔辺細胞プロトプラストからのプロトン放出は、カルモジュリ

ン依存性のミオシン軽鎖キナーゼ (MLCK)の阻害剤により阻害

されることが明らかとなり(1)、蛋白質リン酸化反応の関与が示

唆された。そこで、プロトプラスト懸濁液におPiを加え、青色

光に依存したプロトン放出が起きる条件で光照射を行ない、リ

ン酸化蛋白質の検出を試みた。孔辺細胞プロトプラスト全蛋白

質を一度に用いる検出法では青色光に依存したリン酸化される

蛋白質は見出せなかったが、反応後ただちに孔辺細胞プロトプ

ラストを破砕し、遠心分離により 3つの画分に濃縮して検出を

行なうと、1O.000xgで沈殿してくる画分において分子量約 100，

65，40.17 kDの蛋白質が、 100，000xgの沈殿において 50，35，20

kDの蛋白質のリン酸化レベルが、青色光照射により上昇した。

これら蛋白質の細胞内局在、リン酸化反応に対するMLCK阻害

剤等の影響についても報告する予定である。

(1) Shimazaki， K. et al. (1992) Plant Physiol. 99， 1416晴 1421

2aE13 
青色光に依存する孔辺細胞プロトプラストからの H+放
出の各種薬物による限害とフシコクシン添加による回復。
島崎研一郎・木下俊則西村光雄1 (九州大・教養・生
物、 1九州大・理・生物)

気孔は、青色光照射により開孔するが、この時、青色
光は光情報として孔辺細胞原形質膜のプロトンポンプを
活性化するとされている。しかし、その活性化の機構は
不明の点が多い。我々は、音色光に依存する孔辺細胞プ
ロトプラストからのプロトン放出に対する阻害剤の作用
を調べ、気孔の青色光効果にカルモジュリンやミオシン
軽鎖キナーゼ (MLCK)が関与する事を、昨年度の本
大会で報告した。今回、これらの阻害剤がプロトンポン
プそのものは阻害せず光情報の伝達を遮断するという結
果を得たので報告する。ソラマメ孔辺細胞プロトプラス
トにMLCKの阻害剤ML~7 (1 00μM) を添加す
ると、青色光依存のプロトン放出は強く限害される。そ
こへ、カビ毒フシコクシン(10μM)を加えるとプロ
トン放出が起こり、その速度はMLー 7を加えない場合
とほぼ同じであった。カルモジュリン詰抗期IJW~ 7を添
加した場合も、ほぼ同様の結果が得られた。さらに、カ
ルシウムチャネルブロッカー、ヴェラパミル (1mM) 

添加により、青色光依存のプロトン放出はほぼ完全に阻
害されたが、フシコクシン添加により回復した。これら
の結果は、カルモジュリン措抗剤、 MLCK阻害剤、ヴ
ェラパミルがプロトンポンプそのものを阻害することな
く、ポンプ活性化の経路を限害することを示している。



2aFOl 
新しいニンジン不定匪形成系
主重型二、得字圭彦、増田宏志(帯広畜産大・生物資
源化学)

従来のニンジン不定匪形成過程は、陸軸からオーキ
シン処理によりカルスおよび細胞塊を誘導しそれらを
オーキシン無添加培地に移植することにより不定怪を
誘導するというものであった。しかし、我々は、ニン
ジンの座軸を短時間2，4-0で処理すると、その後2，4-0 
を含まない培地でカルスおよび細胞塊が形成され、次
いで不定匪が発生する系を見いだしたので報告する。

ニンジン匪軸切片を2，4-0を含むMS固体培地で 3
O分から 48時間の各時間処理し、次いで2，4-0を含
まない培地に移植し培養した。その結果、 2，4-0で6
時間以上処理した匪軸では 5~6 日経っと組織から細
胞が離脱し、カルスを形成する。そして最終的に不定
匪を形成し、植物体を再生する。同様にニンジン匪軸
切片を2，4-0を含むMS液体培地で短時間(1時間)
処理し、次いで2，4-0を含まない培地で培養すると組
織から単細胞が培地中に遊離してくる。この場合2，4-
Dで連続的に培養したときよりも早く、またより多く
の単細胞が放出される。遊離した単細胞は分裂して細
胞塊を形成し、やがて不定匪を形成する。この遊離細
胞をさら仁2，4-0を含まない培地に移して培養すると、
高頻度で不定妊が形成される。この遊離した単細胞の
中には、細長く伸びた細胞が多く存在する。これらの
細胞は、従来の不定匪形成過程では不定匪を形成しな
いが、この新しい系では不定匪を形成する。

2aF02 
ニンジン不定怪形成の諸条件について
畳主主童、大橋伸一、増田宏志(帯広畜大・生物資
源化学)

私たちはニンジン匪軸切片を2，4-0で短時間処理
し、これを2，4-0を含まない培地に移して培養する
と、組織から多量の単細胞が遊離し、それが分裂し
細胞塊を経て不定旺が形成される系を見いだした。
ここでは液体培地において組織からの単細胞の遊離
と不定匪形成の諸条件を検討したので報告する。単
細胞の遊離に対するオーキシン類の影響を調ペた0

2， 4-0の短時間処理は効果的であったが、 IAAとNAA
では不定根が形成され、単細胞はほとんど遊離しな
い。 2，4-0での濃度の影響ではO.トlmg/lで効果的で
あった。また2，4-0で 1時間処理した旺軸において
も単細胞の遊離と不定匪形成が観察された。不定匪
形成は妊輸を培養してから約2週間後に起こる。し
かし、単細胞の数が増加すると分裂と不定匪形成は
抑制される。そこで、匪軸切片量を変えて培養する
と単細胞の多い場合は細胞は分裂せず、不定JIEも形
成されない。しかしこの遊離細胞の一部を新しい2，
4-0を含まない培地に移して培養すると分裂し、不
定匪が形成された。この系を利用して、匪軸の他に
根と使用の培養も行った。根では匪軸よりも早く単
細胞が遊離され、不定匪が形成された。使用では不
定芽が出てほとんど単細胞が遊離されなかった。
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2aF03 
トレエア華切片からの不定芽分化にお吋る傷害の閣与

ユ三宜L一世丘し谷本静史(佐賀大 量)

高等植物の分化全能性の制御樋備を解明することを目的とし

て、トレニア (!'oreni4fournieri)の華切片からの不定穿骨化

をモデル系として研究を行っている。

器官切片を併科植物から探取するためには切断が不可欠であ

るので、切断世話 宵が分化になんらかの役割を拘っていることが

揖測される。そこでまずその点について検討したところ以下の

ことが明ちかとなった。すなわち、比較的長い華切片 (2 ca)を

サイトカイニン存在下で m聾すると、不定芽は切片両端の切断

部 周 辺 か ら 誘 導 さ れ 切 片 の 中 央 部 か ち は ほ と ん ど 分 化 し な かっ

た . 中 央 部 に 傷 害 を 守 え る と 害 叡 の 不 定 葺 が 議 尊 さ れ る こ とか

ら 、 侮 茜 に よ り な ん ら か の 物 質 が 生 成 し 、 そ の 物 質 に よ り 不定

芽分化が促進されるものと苛えられた。そこで望を制断した も

の と 細 断 し な い も の を 液 体 鳩 地 で 一 定 期 間 培 葺 後 そ の 培 地 中に

構出して〈る物質を比較したところ、細断した華を弔聾した培

地には散種のフェノ ル!f，化合物が害匝に含まれていた。それ

らの化合物中でもアセトシリンゴンと!思われる物慣が比較的多

量に含まれていたので、アセトシリンゴンを添加した借地で長

い(2 咽)華切片を府轟した。その鮎車切片の中央部{無傷)から

も 害 散 の 不 定 穿 が 誘 導 さ れ た 。 従 っ て ア セ ト シ リ ン ゴ ン は 不定

耳分化を促進する物質であり、傷害によって世成する悔符ホ ル

モ ン の 一 種 で あ る と 推 定 さ れ た 。 ア セ ト シ リ ン ゴ ン 以 外 の フエ

ノ ル系化合物について不定芽分化に対する彫"を検討してい

る ので その 結車 につ いて も報 告す る。

2aF04 
ゼニゴケプロトプラスト由来単細胞からの高頻度再分化

担童基豆、菅原康剛 (埼玉大・理・生体制御)

前報で、ゼニゴケ(出旦担且よ主巴与盟旦出L.)の懸

濁培養細胞を180μmのステンレスメッシュでとして得ら

れた細胞塊が原糸体と仮根を高い頻度で再分化すること

を報告した。今回は、ゼニゴケ単細胞から原糸体と仮根

を再分化させるととを試みた。ゼニゴケの単細胞は、プ

ロトプラストを寒天培地にのせたロ紙上で暗培養した。

プロトプラストは、上記の培養細胞採から2見ドリセラー

ゼを用いて単離した。プロトプラストの培養中に、プロ

トプラストをより希釈した培地に移すごとによって、培

地中の浸透圧調整弗lの濃度と培地の浸透圧を徐々に下げ

た。最後に、得られた単縮胞をVoth (1941)あるいは10

倍に希釈したMurashige-Skoog(1962) の寒天培地に移

し、照明下で培養したe その結果、 80%.以上の細胞が一

週間以内に原糸体を再分化した。



2aF05 
ストレスによるニンジン不定脹誘導系におけるストレス誘導
タンパク質の解析
ヰ且隼盤、鎌田博、原図宏 (筑波大・生物科学)

ニンジン不定座誘導系は、オーキシンの一種である2，4・Dの
有無で簡単に不定妊の形成を制御出来ることから通常の種子
中における佐発生のモデル系として様々な生化学的、分子生
物学的研究カ匂子われてきた。しかし、 2，4・Dは積物ホルモンで
あるため不定匪形成能獲得以外の様々な生理反応に影響を与
えていると考えられ、このことが不定底形成の初期過程に必
須な因子のみを検出する際の妨げとなってきた。そこで我々
は植物ホルモンを用いないストレスによる不定症誘導系を開
発し、ストレスにより誘導されるタンパク質パターンの変化
を二次元電気泳動で比較することによって不定駆誘導の初期
過程に必須な因子の検出を試みた。約63KDa.65KDa， 45KDaの
分子量を持つタンパク質が全てのストレス処理で共通に誘導
されること、及び、これらのタンパク質は2，4・Dで誘導される

不定座形成能を持つEmbryogeniccellsでは検出されるが、不定
距形成能を失ったNon-embryogeniccellsでは検出されないこと
が明らかとなった。そこで、これらのタンパク質が不定JJf形
成能獲得の初期過程に重要な関わりを持っているのではない
かと考え、遺伝子クローニングの前段階としてそのアミノ酸
配列を部分的に決定した。

63KDa. 65KDaのタンパク質をV8Proteaseにより分解し、そ
れら断片のアミノ酸配列を決定したところ、両者ともに不定
脹・種子医での発現が報告されている配8と極めて高い相同
性を持つことが明らかとなった。 45KDaのタンパク質につい
ても同様に解析したが、これまでに報告のあるタンパク質と
の相向性は特に認められなかった。

2aF06 
シロイヌナズナ晩生突然変異の花芽形成におけるパーナリ

ゼーションおよび近赤外光照射の効果

後藤伸i台、唐沢佳子 (宮城教育大.生物)

シロイヌナズナ (AraoiuopsisloaliaDa)の野生型

(Landsberg erecta， Sf-2)および晩生突然変異系統(14

Ic/J， IJ' )についてバーナリゼーションおよび近赤外光

(FR)照射の花芽形成反応に対する効果を調べ、系統間差

異を比較検討した。

播種後の種子を 3週間低温処理した場合、L.e. 野生型を

除くすべての系統で花芽形成までの期聞が短縮し、ロゼッ

ト葉数が減少した。その効果は特にSf-2， IC3 系統で顕著

であった。幼植物に低温処理した場合も同様の結果が得ら

れた。白色光にFRを混ぜた光を連続照射した場合、すべて

の系統で花成時期、ロゼット業数の両方の指標について花

芽形成の促進が見られた。この際、晩生突然変異は 3系統

とも低温処理の効果が打ち消された。 Sト2系統は低温処理

とFRの効果が相加的に現れた。

短日条件下(8時間日長)の日月期の直前 (BDFR)及び直

後 (EDFR)にFRを1時間照射した場合、野生型を含む全系

統で印FRがBDFRよりも早い花芽形成を引き起乙した。
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2aF07 
花成誘導物質の検定法としてのアサガオ茎頂培養

石丸明恵、関口 道、石田明子、世盤童盤(東北大・農)

花成誘導物質の探索における最大の障害は、その生物検

定法が確立されていないことである。 Ishiokaら(1990)は
アサガオの茎頂培養を生物検定法として、光周的に花成誘

導したアサガオ子葉の筒管液中に花成誘導活性を見いだし

たと報告した。本研究は、この検定法の再現性を検討した。
アサガオ、 6ムラサキ'を材料とした。花成誘導した芽

生えから子葉を切り取り、葉柄切口を即TAで処理して、飾
管液を蒸留水中に浸出させた。この節管液を酢酸エチル抽

出、 C18Sep-Pakカートリッジ、 ODSによるカラムクロマト
グラブイーで分画し、検定試料とした。非誘導条件下で無

菌的に育てた芽生えから幼芽を切り出し、筒管液試料を加

えたMurashigeとSkoogの培地に移植し、 250C、非誘導光周
条件下で3週間育てた。

飾管液試料は子葉1~2枚分/10 mlで有意に花芽数を増

加させた。活性は主に中性酢酸エチJレ可溶性画分に分配さ

れ、 C18Sep-Pakに強く保持され、 ODSカラムでは20%メタ
ノールによる保持容量200~250 mlの両分に比較的強い活
性が検出された。しかし、これらの結果は常には再現しな

かった。精製試料を用いた検定では、常に活性が検出され、
定性的には矛盾の無い結果が再現されたものの、備管液試

料を加えない対照区にも花芽が形成されることがあり、誘
導または促進とみられた場合でも花成率は低く、形成花芽

数は少なかった。これらの問題点について若干の改善を試
みた。

2aF08 
アサガオ子葉中の花芽形成促進物質の同定

史 直 皇 、 楠 見 武 徳 ¥ 藤 伊 正 (筑波大・生物、
徳島大・薬学 1) 

アサガオ (plJ8lbitisninの茎頂精養をアッセイ系

とし、花芽誘導暗期処理直後のアサガオの子葉から花芽

形成促進物質の単離精製を行なった。子葉の 90% HtOH 
抽出物をヘキサン、ジクロロメタンを用いて溶媒分画し

た後の水層に花芽形成促進活性が見られた。この活性は
TOYOPEARL HW-40 columnで2つの画分に分離された。

今回はそのー画分を、 HPLCを用いて単一の物質仁まで

精製した。この活性物は精製中Lこも時間経過につれ分解

するが、その分解物は 1H-. 13C-NMR解析、質量分析等

の結果、フラボノイドの l種、ジヒドロケンフエロール

(アロマデンドリン)のグルコシドであることが示され

た。この物質は花芽形成促進活をもたず、また、活性物

を HCトMeOH中で加熱するとペラルゴニジンンが生成す

ることから活性物はロイコペラルゴニジンであると推定

された。活性物は、誘導暗期中仁光中断したもの、暗処

理を行なわなかったものの子棄にも存在し、直接花芽誘

噂に関わるものとは考え難い。しかし、花色tこ関わる物

質が花芽形成』こ関与することは興味深く、今後構造との

伺聞についても調査したい。



2aF09 
植物糞の傷害時に生成する性質の異なる二種類の低分子性花成

誘導物質

f半隆之、木戸毅1、木崎暁子 2、田中修 3、竹糞岡IJ(京府大・生

科、 1近畿大・農化、 2京大・農生、 3甲南大・理)

アオウキクサ (Lemnapauctcostata) を1/10E培地で培

養し、そこに植物葉の水抽出液を極く少量加えると花芽を形成

するが、この花成誘導効果をもっ成分の分子量は、数百から数

万以上にまで分布しており、高分子側の成分はタンパク質であ

ることが明かとなっている (PlantPhysiol. 94: 1677・81;95:1288-

1290)。低分子仮1]の成分には、カルボキシペプチダーゼ処理に

よって活性の消失する、分子量数百のペプチド性花成誘導物質

が含まれること、が明かとなっている(昨年度本学会)。

ところが、植物葉抽出液を高温 (40.C)で2ー3時間イン

キュベー卜すると、ホモジェネー卜直後には存在しない、上記

ペプチド性物質とは明らかに性質の異なる、花成誘導物質が新

たに生成することが判明した。このインキュベート中に生成す

る花成誘導物質は、エーテル可溶性で、かつ、不安定 (1-2 

日で活性が消失)である。

これら、性質の異なる二種類の花成誘導物質について、相互

の関係、物質としての諸性質、植物界における分布等について

報告する。

2aFlO 
Lysineの花芽分化誘導活性

中山善雄、田中修1、竹葉剛E、杉野守 (近畿大・農・

植生、 1甲南大・理・生物、 2京府大・生科・応生〉

アオウキクサ151系統の花芽分化は、 72時間以上の一回

の無窒素処理で誘導される。この花芽分化は、内生の遊

離 Iysineの増加により促される可能性が示唆されてい

るo Iysineの花芽分化誘導活性は、培養液に添加された

場合には、窒素欠乏状態や無窒素処理を受けた植物で顕

著に認められる。しかし、アオウキクサ6746系統の花芽

分化に対するアミノ酸の効果を調べた既報では、 Iysine

の花芽分化誘導効果は認められていない。そこで、 6746

系統の花芽分化が一回の無窒素処理により誘導され得る

条件、および、その条件下における Iysineの花芽分化誘

導活性について検討した。その結果、 6746系統の花芽分

化は、 48時間以上の無窒素処理を一回受ければ誘導され、

Iysineはこの花芽分化を促進することが示された。また、

Protease inhibitorの elastatinal は、この花芽分化

を抑制するが、その効果はIysineにより打ち消された。

これらの結果から、アオウキクサ6746系統の窒素欠乏に

よる花芽分化に、内生のIysineが関与している可能性が

考えられる。なお、 151系統の花芽分化に Iysineよりも

強い効果を示した Iysinehydroxamateも6746系統の花

芽分化に促進効果を持っていた。
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2aFll 
花成誘導タンパク質の短目処理アサガオ子糞中での変動

木戸毅、木崎暁子 1、伴隆之2、国中修 3、竹葉同1]2 (近織大・

農化、 1京大・農生、 2京府大・生科、 3甲南大・理)

アオウキクサ (Lemnapaucicostata 151)の花成を極

く低濃度で誘導するタンパク質を精製し、そのアミノ酸配列の

情報をもとに、花成誘導タンパク質をコードする cDNA を単

離した。その cDNAの塩基配?IJから推定されるタンパク質は、

アミノ酸263個からなり、マウス赤血球の分化過程で発現す

るMER5タンパク賓と約 50%の相向性を示した。その cDNA

を車且み込んだバクテリアの inclusionbody中に蓄積するタンパ

ク質およびそのトリプシン分解物は、アオウキクサ 15 1に対

して、 100pMのオーダーで花成を誘導した。

バクテリアのつくる花成誘導タンパク質をウサギに注射し、

抗体を作製した。その抗体を用いて WesternBlotを行うことに

より、アオウキクサ、アサガオとも、約 28 (x4=112) 

k Dの分子量で、主に糞に存在すること、が明かとなった。ま

た、アサガオを短目処理した子葉での花成誘導タンパク質量l阜、

短目処理開始後 16 hでやや滅少すること、が明かとなった。

この花成欝導タンパク貨が、自然条件下の花成において果たす

役割について、さらに検討中である。

2aF12 
アサガオの長日開花と糖含量

篠崎真輝(京大・農・応植)

短日植物であるアサガオが連続光下でも貧栄養、強光、

低温などで花成誘導され、これらの花成はクロロゲン酸、

ピノレジノールグルコサイド、フェルロイルキナ酸などの

フェニールプロパノイド含量と密接に関連していることは

これまでに報告した通りである。今回はアサガオの長日開

花を誘導する諸条件下での糖含量と花成との関連について

報告する。実験材料としては貧栄養、強光、低温により花

成誘導されるVloletと貧栄養、強光では花芽を形成しない

Kidachiを用いた。種子は常法適り酸処理し、発根した種

子を滅菌した砂に植え、 20'Cの連続光のもとで発芽させ

た。発芽したseedlingを中山氏の培地あるいは水道水(貧

栄養)に移植し、実験に供した。処理条件は貧栄養 (20

℃、 50001ux)、強光 (25'c、 25 0 00 lux)、低

温(l3'C、 500 Olux)である。それぞれの条件で育て

た植物から経時的にsa圃pllngし、 2%の酢酸で 10分間加

熱抽出し、 HPLCで結類、クロロゲン酸、ピノレジノール、

フェルロイルキナ酸を定量した。結類の分析にはAllinex

87C， TSK a圃lde80， TSK問 2 60を用い、検出は示差屈折計

で行なった。その結果、花芽を誘導する全ての条件下で、

花成誘導成立時にグルコース、フルクトースの含量がきわ

めて高く、例えば、貧栄養で 20問育てた植物の子葉中の

糖含量は培地で育てたものの約70倍にも達した。本大会

では結合量と花成の関係について論ずる.



2aF13 
アサガオ頂 芽の S アデノシルメチオニンデカルボキシラ

ーゼ活性の光誘導

島問敦子、 平津栄次(大阪市大、 理、 生物)

本酵素はポリアミン合成系に関与し、 S-アデノシルメ

チオニン (SA M) を脱炭酸してデカルボキシ SAMとな

る. デカルポキシ SAMはそのアミノプロピル基がプトレ

シンやスペルミジンに転移され、 それぞれスペルミジン・

スベル ミンが合成されるための基質 kなる. 撮近、 花芽形

成におい て ポ リ ア ミ ン が関与しているととが報告されてお

町‘ 本研究ではアサガオ頂芽の本酵素活性を測定した.

長日条件下(8時間暗期ー 1 6時間明期}で育てた播種

後 7 日目のアサガ才 (Pharbitis niI cv. Violet) の頂芽

を用いて [S-carboxy 川町一 SAMを基質 kして、 生成さ

れるけ C0 2を澗定した.長日条件下で育てたもの{一一)

と、 糊定の前日に短目処理(1 6時間暗矧 -8時間明矧)

を行なったものトーー)を図に

示した。 本 酵 素 活 性 は 光によ

町誘導され、 長日条件下で育

てたものは、 1時間後に 1. 5 

-2倍になる.想日処理を行っ

たものでは、 ピーク時の活性

は低く、 光照射後の活性 上昇

も遅れてみられる.

また、 SAMデカルポキシ

ラーゼの酵素化学的性質につ

いても検討した.
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双子葉植物細胞壁中でのフェノール酸と多糖類の結合様式

五主~昼、枝重 有祐、掛川 弘一、飛田 哲也， (農水省・蘇

林総研、'日本タバコ綜)

双子葉植物細胞壁中のフェノール厳と多鮪類の結合様式は単

子葉積物のそれに比べて不明な点が多い.ホウレンソウとシュ

ガービートの細胞壁を醇素加水分解して 5つのフェノール厳を

含むオリゴ績を HPLCにより単隆・精製し、それらの精進を

解析した.それらは Q-(2-Q-生旦旦~-feruroyl-α ー主-Araヱト (1 →

5トf;-AraI(1)， Q-(6-Q笠旦旦呈ーferuloyl-β !2-Ga11')-(l→ 4ト塁間Gal

(2)， Q-α-，k-AraIー (l→ 3)-Q-(2-Q-竺豆旦~-feruloyl-α-f;-AraI )ー (1

→ 5)主-AraI(3)，Q-(4-Q-笠盟主ーferuroyl-α-l?，-XylJ:l)ー(J→ 6)-l?，-

Glc(4)， と Q-[5-Q-(竺旦~- feruloyl)ーαーと-AraIJ-(l→ 3トQ-β-l?，-
e 

XylJ:l-(l→ 4)-Q-XyI(5)であった.化合物(1 )は以前に旦ー(3-Q-

feruloyl-α-f;-AraJ:lト(l→ 3)-f;-Araと誤って同定された.化合物

( 4 )と(5 )はこれまでにタケノコからも単舷・同定され

た.双子葉植物ではフェノール酸はアラビナン、ガラクタンば

かりでなくアラピノキシランやキシログルカンにも結合してい

ることが明らかになり、これらの多精類の聞でフェノール磁を

介した架橋構造が形成される可能性が示唆される。
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2aG02 
水ストレス条件下でのコムギ幼薬鞘細胞援のゆるみの維持と

細胞壁結合フェルラ酸量の変化

若林和幸、保尊隆享、神阪盛一郎 (大阪市大・理・生物)

水不足の条件下では茎の成長は著しく抑制されるが、茎の

細胞壁は逆にゆるんだ状態に維持されていることが、双子葉

植物のカボチャ下駐輪で報告されている(桜井ら、植物生理

学会1985年) .今回、双子葉植物とは細胞壁成分の種類が異

なる単子葉(主にイネ科)植物においても、同様な現象が見

られるのか、更にゆるみが細胞壁のどのような成分によるの

かについて検討した。暗所で生育させたコムギ芽生えに、

60mMのボリエチレングリコール(pEG4000)で水ストレスを与

えた。 PEGにより幼業鞘の成長は著しく抑えられたが、応力

緩和法による細胞壁の力学的性質の測定の結果、細胞壁はゆ

るんだ状態に維持されていることがわかった。次に、細胞壁

の各画分の糖量及び糖組成を調べたが、いずれも力学的性質

とは有意な相闘は見られなかった。へミセルロース性多糖類

の分子量分布では、対照に比べ水ストレス処理の方で平均分

子量が大きくなっていた。一方、フェルラ酸(FA)とジフェル

ラ酸(DFA)量は成長とともに増加したが、水ストレス処理では

稽加が抑制されており、細胞壁の力学的性質との聞で非常に

高い相闘が認められた.以上の結果より、水ストレス条件下

でのコムギ幼葉鞘細胞壁のゆるみの維持は、 FA、DFA量の増

加が抑制されることによっているものと考えられた。

2aG03 
アスコルビン酸による細胞壁木化の調節:細胞壁の可溶

性ペルオキシダゼと結合性ベルオキシダゼによるコ

ニフェリルアルコール酸化のアスコルビン酸による調節

高浜有明夫(九州歯大・生物)

アズキ上陸軸のアポプラストには細胞壁結合性と可溶

性ペルオキシダーゼが存在している。これらのペルオキ

シダ ゼによるコニフェリルアルコール (CA)の酸化

速度は大きかったが、アスコルビン酸のそれは非常に小

さかった。この二種類のペルオキシダゼによるCA酸
化反応において、その酸化産物や酸化のキネテイクスに

は大きな差は認められなかった。アスコルビン酸は可溶

性ペルオキシダーゼによるはCAの酸化を低濃度(数μ

M)で完全に抑制した。その抑制はCAの初期酸化産物

(多分そのラジカル)の還元によるものであった。他方、

細胞壁結合性ペルオキシダ ゼによる CAの酸化はアス

コルビン酸で競争的に阻害された。アスコルビン酸は上

陸軸のアポプラストに存在していた。そこでは加齢に伴

ってリグニンが合成されている。これらの結果に基づく

と、結合性ペルオキシダゼは細胞墜木化に関与し、ア

スコルビン酸はその木化を調節していると考えられる。

また、可溶性ペルオキシダ ゼはアスコルビン酸と共同

して木化反応に使用されなかった過酸化水素除去に関与

していると考えられる。



2aG04 
シンナミルアルコールデヒドロゲナーゼの精製および組織的発

現の解析

日尾野降、差旦本盟、悔沢俊明1、高部圭司2、樋口隆昌3

(三井植物，，'イオ研、 1京大・木研、 2京大・農、 38大・林学)

リグニンはフェニルアラニンを出発材料として生合成される

2次代謝産物の一つであり、植物組織の構成成分として重要で

あると共に外界からの防御機構にも関与している。この2次代

謝産物合成経路の上流に属するフェニルアラニンアンモニアリ
アーゼ (PAL)、 4-クマロイルーCoAリガーゼ (4-CL)の解析は
遺伝子レベルで詳細におこなわれている。

本研究では将来的なリグニン有効利用にむけての知見を得る

ために、リグニン合成系酵素の解析をおこなった。リグニンの

生合成経路については樋口らにより既に明らかにされている。

リグニン単量休であるモノリグノール合成の最終酵素であるシ

ンナミルアルコールデヒドロゲナーゼ (CAD)をウドから精製し

その醇素学的解析をおこなった。 精製は疎水性クロマ卜グラ

ム、イオン交換クロマトグラム、アフィニティークロマトグラ

ム法によった。さらに精製したCADを用いてマウス抗体を作

成し、これを用いてCADの組織学的な発現を調べた。 CA

Dはゲルろ過法により分子量約72，000と推定された。 SDS-
PAGEにより 2つのサプユニットから成る 2量体であること

が示された。さらに、そのサブユニットは分子量の異なる 2タ

イプで構成されていることが明らかとなった。また、 CAD抗
体を用いた組織学的方法による解析から、 CADはりグニン合

成の盛んな組織でのみ特異的に発現していることが示された。

2aG05 
ウド CALa ia cordat iL)シンナミルアルコール

デヒドロゲナーゼ cDNAの単離

E星豆一」皇、 柴田大輔、 樋口隆昌1

〈三井植物バイオ研、 1日大・林学〉

リグニン合成経路を遺伝子レベルで解析するためにシンナミ
ルアルコールデヒドロゲナーゼ (CAD)に着目し、この酵素の c

DNAクローニングを行なった。

材料としてウドを用いた。精製したウドCADを臭化シアン

を用いて化学的に分解した。分解したペプチドをHP LCで分画し

それらの一部についてアミノ酸配列を決定した。このアミノ酸
配列を参考に作成した合成DNAを[y-32PIATPを用いて末端

ラベルし、スクリーニングの際のプロープとして用いた。 GI

T法〈改変)、オリゴdTセルロースクロマトグラム法により
得たpoly(A)+RNAを用いて cDNAライブラリーを作成した。

約50万の組換体をスクリーニングし、最終的に全長を有する

ウドCAD・cDNAを単荷量した。得られた cDNAは360

個のアミノ酸をコードしており、このアミノ酸配夢1]中には先に

決定したペプチドの部分アミノ態配列と同ーの配列が確認でき

た。また、得られたCAD・cDNAを用いてゲノムサザン分

析、ノーザン分析をおこなった。サザン分析の結果、ウドゲノ

ム中に、 2ないし3コピーのCAD遺伝子の存在が明らかとな

った。ノーザン分析は線、茎、葉のRNAに対しておこなった

が、 CADは茎で最も強く発現していることが示された。

また、 lまぽ同時期に報告されたマツ、タバコ、ポプラのCAD

とのアミノ酸配列を比較したところ、高い相向性が見られた。
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2aG06 
エンド型キシログルカン転移酵素の cDNAのクロー

ニング

国運二重、冨田英津子¥佐藤美子、浅田起代蔵、加

藤郁之進、西谷和彦 1 (宝酒造バイオ研、 1鹿児島大

教養)

キシログルカンは植物細胞壁マトリックスの主要成分

の一つで、セルロース微繊維聞に架橋を形成し、細胞

壁のネットワーク構造の構築において中心的な役割を

担っている多糖である。細胞成長や細胞分化の際には

細胞壁ネットワークの再編成が不可欠の過程である。

その再編成過程にはキシログルカン架橋の切断と再結

合が関与していると以前から想像されていた。しかし、

その分子過程は不明であった。最近、演者らはキシロ

グルカン架橋の繋ぎ変え反応(molecular-

grafting)を触媒する新規酵素をアズキ上匪軸の細胞

壁から単離精製し、エンド型キシログルカン転移酵素

(EXT)と命名した (Nishitani et al. (1992) J. Biol. Chem. 

256: 21058) 。この精製したEXTのタンパク質のN末

端側のアミノ酸配列を基にして、 PCR法により、ア

ズキの上匪軸組織の cDNAライブラリーからエンド

型キシログルカン転移酵素の c-DNAを得た。

2aG07 
工ンド型キシログルカン転移酵素の生理機能

富田英津子、船津安世、前田香織、近藤昭弘¥加藤

郁之進¥西谷和彦 (鹿児島大教養、 1宝酒造バ

イオ研)

私達は最近、アズキ上陸軸の細胞壁より、新しいタイ

プの転移酵素であるエンド型キシログルカン転移酵素

を単離精製しその反応特異性を解析した。その結果、

この酵素はキシログルカン鎖中の(1-4)P-グルコシル

結合をエンド型の様式で切断し、生じた還元末端を他

のキシログルカン分子のグルコース残基のC4の位置

に転移することがあきらかとなった。また、この酵素

は高分子のキシログルカンに対してのみ高いドナー基

質親和性を示し、また、加水分解活性を全く示さない

など、極めて新規な反応特性を示す(Nishitanietal. 1992， 

J. Biol. Chem. 267: 21 058)。これらの結果から、この酵

素は細胞壁のネットワーク構造の構築や再編成の制御

を通じて、細脂成長や細胞分化の調節に於て重要な働

きを担っていると考えられる。この点を明らかにする

ために、様々な成長段階にある植物内でのエンド型キ

シログルカン転移酵素の発現と細胞壁中での実際のネ

ットワーク再編成の分子機構を解析した。



2aG08 
アズキ上陸軸切片のオーキシン誘導成長並びにキシログル

カン分解に対するコンカナパリン Aの阻害作用

量豊堕豆、若林和幸、増田芳雄1 (大阪市大・理・生物、

1帝塚山短大・食品)

ある種のレクチンは、細胞壁多糖と結合し、その代謝を

妨げることによって細胞壁のゆるみを抑え、オーキシン誘

導成長を阻害する。コンカナパリンA (Con A)は、双

子葉植物並びに単子葉イネ科植物のオーキシン誘導成長を

限害する。しかし、このレクチンはαーマンノース及びαー

グルコース残基を認識するので、細胞壁多糖に直接作用す

るとは考えられない。むしろ、糖タンパク質である酵素と

結合し、その{動きを抑える可能性がある。本研究では、特

に、双子葉植物のキシログルカン分解酵素の作用に対する

C 0 n Aの影響について検討した。

アズキ上限軸細胞壁より高濃度の塩で遊離されるタンパ

ク質画分には、キシログルカン分解活性が含まれる。この

画分に C0 n Aを加えたところ、キシログルカン分解活性

が低下した。また、同活性のほとんどは、 Con A-Se 

p h a r 0 s eカラムに吸着した。これらの結果と、キシ

ログルカンの invi voでの分解並びに細胞壁の力学的な性

質に対する C0 n Aの影響より、 C0 n Aはキシログル

カン分解酵素と結合し、その作用を妨げるためにオーキシ

ンによる細胞壁のゆるみが起こらなくなり、成長が阻害さ

れると考えられる。

2aG09 
キシログルカンとセルロースのアニーリング

0林隆久、 INU宏蔵 1(京大・木研、 1大阪府大・研)

成長している植物の細胞壁・一次壁の基本構造は、セルロー

スミクロフィプリルの薄いネットをヘミセルロース・キシログ

ルカンカ嘩橋して複合体を形成することで、その形状と墜さが

保たれていると考えられる。この複合体におけるキシログルカ

ンの含量は4096以上で、解雄させるためには、強アルカリ

(2496KOH)による処理が必要である。これに対して、 in

vitlUで再構成させた複合体は、キシログルカンの含量および

セルロースとの結合力が著しく低いことが認められている。本

研究では、植物細胞における一次壁の機能を積債複合構造から

明らかにすることを目的とした。手法として、キシログルカン

とセルロースの両β1.4グルカンをアニーリングすることによ

り、強固な複合体の形成を試みた。

キシログルカンと再生セルロースの混合水溶液(1:1)を

温度を変えて(80. 120. 1ω. 2OO"C)アニーリングを試みた。

X線回折の測定により、高温になるほどセルロースの結晶性が

増加したが、キシログルカンの存在によって結晶化が阻害され

た。さらに、セルロースに対するキシログルカンの結合力は、

高温になるほど強くなることが認められた。
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2aGlO 
自己の細胞壁溶解酵素によるクロレラのプロトプラスト生

2野美佳、武田宏1 (新潟大理生物、 1新潟大教養

・生物)

プロトプラストは植物において有用な実験材料であり、市
販の消化酵素処理でつくられる。しかしクロレラは非常に
堅い細胞壁を持つためそのプロトプラスト化は難しく、二
三の株において成功しているに過ぎない。演者らはクロレ
ラの細胞壁が自身のもつ酵素により特異的に分解されるこ
とを示した。震近HatanoらはChlorellaellipsoidea C-27 
株において自己の細胞ホモジェネートに市販のキトサナー
ゼ引を加えて働かせることによりプロトプラストを高率に
つくることに成功した。

今回生且旦江主 ellipsoideaC-87 と L 盟辺旦is
211-1e株のプロトプラスト化を自己の酵素、つまりホモジ
ェネート上清、活性細胞壁からのLiCl抽出液および培養濃
縮液で処理することにより試みた。

C-87株ではLiCl抽出液によりプロトプラストがつくられ
た。その度合はセルラーゼオノズカ R-10を添加すること
により促進された。しかしホモジェネートでは出来なかっ
た。培地酵素は単離細胞壁をよく分解するがこれだけでは
プロトプラストはつくれず、セルレースオノズカト10を
添加することにより可能となった。

一方、 211-1e株のプロトプラスト化は培地酵素では出来
ず、代わりにホモジェネート上清酵素によって可能となっ
た。また、 LiCl抽出液によっても出来た。ホモジェネート
によるプロトプラスト化はキトサナーゼKIの添加により促
進され、 HatanoらのC-27株での結果と一致した。

2aGll 
ニホンナシ果実糊包壁からのOーガラクトシダーゼの精製と
性質

北出室弘、金山喜則、山木昭平(名古屋大・農・園芸)

巣実成紫時におこる果肉の軟化には、細胞壁概畠の変化が伴
い、とれには数種の細胞壁分解酵素が関与しているととが矛峻
されている。本研究ではとれらの酵素のうち、成黙捕の細胞壁
成分からのガラクトースの遊離に関与していると考えられる。
ーガラクトシダーゼに注目して、とれを成黙頃顎細胞壁から精
製しその特性を明らかにすることを目的とした。

材料としてニホンナシ(豊水)果実を選ぴ、本酵素を細胞壁
から3MLiClで可溶化し、 Butyl-toyop関 rl650C. Sephadex G 
-150. Mono S. TSK-G3000SWの各クロマトグラフィーにより精
製した。その結果、 5種類のイソ酵素の存在が明らかになり、
ごのうち2l郵郎ごついてはSDS-PAGEで約80kDaのメ
インバンドとして、 1種類については約40kDaと25ゆaのメ
インバンドとして検出された。
精製酵素はいずれも、 p-ニトロフェニル (PNP)ーαーガ

ラクトピラノシド、 PNP-α.s-グルコピラノシド、 PNP
-α.s-マンノピラノシドとは反応しなかった。一方、ガラク
タン (Gum arabic)あるいはアラピノガラクタン(Larch
wood)を分解するイソ酵素を確認することができた。
ιL上より、ニホンナシ成紫携さ母回目包壁には5種類の0ーガラ

クトシダーゼが結合しているごとが明らかになり、各イソ酵素
がどのように果期欠化へ関与しているかに興味が持たれる.



2aG12 
ダイコン一次棋のアラピノガラクタンープロテイン生合成に関

わるα-L-フコシルトランスフエラーゼ

三沢宏之、牛山明、円谷陽一、橋桝羊ー (埼玉大・理・生化)

高等植物の細部耳マトリックス手形質膜に存在するアラピノ

ガラクタンープロテイン(AGP)は器官の分化・成長に伴い、その

樽~構造カ唆化する1) 。ダイコンの根のAGPは、主糊捕である

L-Ara tD-Galの他に、成長¢痢定段階でL-Fucカ幣合するのカ靖

徴である。 AGPの生合成に関わるα-L-フコシルトランスフエラ

ーゼの謝生費、及びL-Fuc転瀞生局糊について解析した。

ダイコン発芽6日目の一次根からミクロソーム薗分を調製し

酵素標品とした。酵素反応の受容体はL-Arafα(1→3)D-Galpβ
(1→6)D-Galpをピリジルアミノ(PA)化法で蛍光標識したオリゴ

糟を用いた。反o夜は酵素、 GDP-Fuc(またはGDP_[14C]-Fuc)、

PA化勝賞を含み、 Fuc転移生成物は掛目系HPLC(または液体シン

チレーションカウンター)で両定・定量した。

ミクロソーム画分にPM出離員にL-Fucを転移するをフコシルト

ランスブエラーせ活性カ呼拙された。その反応の艶直銅牛は、

凶 6.8、250Cであり、 5耐 Mn2+、0.1%界面活性化剤の添加が

必要でドあった。 GDP-Fuc及びPA化糟鎖に対する蜘値は各々0.08、

3.7酬であった。 Fuctま受容体非還元末端の>Araf1こαl→2結合で、
転移され、 NativeAGPの鵬質構造と同一で、あった。本酵素汎-

Fucを含む'AGP綿貫の生合成に関与していると考えられる。

1) Hata ~ ~.， Plant Physiol.， 100 (1992) 388. 
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一般講演

第 2日 3月 30日(火〉 午後の部

A 会場

B 会場

C 会場

D 会場

E会場

F会場

G 会場

分子生物学(5 ) 
分子生物学(6 ) 

ストレス(4 ) 

光合 成(4 ) 
光生物学(2 ) 

細胞骨格

細胞壁(2 ) 
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2pAOl 
イネ単離阻葺核ゲノムの吸水によるメチル化状態の変化

秦野彰二，山口淳二I，平労需志(東京大・農・湖機遺伝，

4名古屋大・農・生イじ神j御)

イネ単離乾燥胆聾，それを 30.Cで 20時間吸水させたも

の，及び，発芽後 2週間目の子葉より，それぞれ単離核を調製

し，アガロースプロック中で巨大 DNA を抽出した.これら

を，メチル化に対して感受性をもっrarecutterを用いて切

断し，パルスフィールド電気泳動法によって分画して，エチジ

ウムプロミドて嘆経宣し， uvイルミネータを用いて観察した.

これによると，他の二者に比して，吸水匠芽では，染色のパ

ターンに著しい違いが見られた.

次に，通常の調製法によって，それぞれの材料より DNAを

調製して，HpliJ1.を用いて切断し，l:t撮した.その結果，乾燥怪

芽及び子葉においては 500bp怠L土にエチジウム染色のピー

クが見られるのに対して，吸水陸芽では 100-200 bp付近

にピークカ喰擦された.また，メチlレ化に感受性をもっ HpBJI

以外の 4-5塩基認識の制限酵素を用いても同様な結果を得

ることができたが，メチル化に非感受性の制限酵素では，著し

い違いは見出されなかった.

Lえ上の知見を総合すると，イネの単離E、芽が吸水する際に

は，核ゲノム上の多くのメチルシトシン残基において 20時間

以内に脱メチル化が起きることが示唆される.

2pA02 
介在配列を含むイネ亜硝酸レダクターゼcDNA

韮旦孟云，寺田善信青木秀之 (京都大・食研，
1江崎グリコ生化研)

イネの栄養生長期においては窒素源としてNH4+- Nは
有効であるが、生殖生長期においてはN03--Nの方がよ

り有効に利用される。しかしイネのNOョ代謝系の酵素や

遺伝子的知見は少ない。我々はイネのN03 代謝系関連酵

素の酵素的特性や遺伝子的側面について研究している。

ここでは 2種類の全長亜硝酸レダクターゼ (NiR) cDNA 

の塩基配列について報告する。

KN03の添加によって誘導したイネ緑化幼植物の葉と根

から、 λ gtllcDNAライブラリーを作成した。 NiRcDNA 
断片をプローブとしてクローニングし、全長NiRcDNAの
場基配列を決定した。イネ葉と根のl商cDNAライブラリー

には、制眼酵素地図の異なる 2種類のNiRcDNAクローン

が見出された。 1つは 596個のアミノ酸を、他のクロー

ンは 627個の読み枠を持つものであった。 想定される

transit peptide領域を除いた前者のアミノ酸組成は精

製 NiRタンパク質のそれとよく一致した。乙のクローン

の塩基配列(アミノ酸配列)はトウモロコシとホウレン

ソウの NiRクローンのそれと81%(84%)と61%(70%) 
の相同性があり、コドンの 3番目のG/Cは95.6%である。
読み枠の長い NiRクローンは短いクローンに93塩基 (nt)
が挿入されており、その部位はホウレンソウ NiR遺伝子

の3番目の93ntイントロンに対応している。ごの挿入配

列はイネ後ゲノムにも見出された。
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2pA03 
イネ原形質膜W-ATPaseのcDNAクローン (OSA1，OSA2)の解析

大倉哲也、和田雅人 l、金資貞、榊原祥j昔、丸田一成2、河村幸雄、

笠毛邦弘 (農水省食総研、 l筑波大生物、 2農水省、生物研)

{目的)高等植物の原形質膜に存在するW-ATP田 eは、細胞内外のプ

ロトン勾配の維持に重要な役割を果たしている.演者らは前大会にお

いてイネ培養細胞(日本階、 K目 1細胞)から 2つの原形質膜げ ATP田 e

(OSA1，OSA2)をクローニングし、 OSAlの極基配列について報告した.

今回は、 OSA2を解析しOSAlとの比較を行った。

(方法と結巣)イネ陪養細胞からGTC/LiCI法で附Aを摘出、 oligo(dT)

カラムでmRNAを精製、 cDNAを合成しλgtlOライブラリーを作製した。

真核生物の保存配列をもとにPCRプライマーを合成、 cDNAを鋳型に

PCRを行い、増幅された断片 (O.8kb)をプローブにしてλgtlOライブ

ラリーをスクリーニングしてOSAlとOSA2のクローンを得た。 OSA2の

インサートサイズはOSAlと同じ 3幼であったが、 OSA2の 3'非翻訳領

織は 250bpとOSAlに比べて長しこの非翻訳領械は、他の穫の原

形質膜プロトンATP恒 eの同領域との問に相i司性が認められなかった。

また、 OSA2にはOSAlに認められた731ー756残基の特異的な配

列は存在せず、むしろタバコ、 トマト、アラピドプシスの配91)に高い

相同性を示した。しかし現在得られているOSA2は原形質膜W-

ATP田 eの会長より約240bp欠損しており、 genonUcDNAからN末端

近傍の解析を行っている。サザン、ノーザン解析の結果についても併

せて報告する。

2pA04 
トランスジェニック植物におけるイネwx座遺伝子の

組織特異的発現

平野博之I，松村健2，田林紀子2 谷田昌稔2，

米国好文3，佐野芳雄1 (1国立遺伝研 2北海道グリー

ンバイオ研 3東大・遺伝子)

イネの WX遺伝子座は種子脹乳中のアミロースの合成

を支配している。私たちはクローン化した DNAおよび

その遺伝子産物 (Wxタンパク質)に対する抗体を用い

て，WX座遺伝子が怪乳および花粉で組織特異的に発現

することを示してきた。機能や発生上の起源、核相の

全く異なる二つの組織において、 WX座が機能するため

の分子機構を解明することは非常に興味深い。

その解明を目的として、 WX座の発現調節領域をGUS

遺伝子に連結した融合遺伝子をイネおよびぺチュニア

に導入しその形質転換植物を作製した。その結果、 WX

座の上流約4kbのDNAは、イネの脹乳と花粉での組織

特異的発現にとって充分であることが判明した。しか

しながら、全く同様の融合遺伝子をペチュニアに導入

した場合には、花粉でのみ発現が見られ、脹手しゃ他の

組織では発現しなかった。イネのJff乳で特異的に発現

を制御するシス因子は、Jff乳の未発達な双子葉植物の

ぺチュニアでは機能しないと考えられる。



2pA05 
イネショ糠リン酸合成 (SPS)遺伝子の1次構造

坂本正弘、星海智英藤村達人

(三井東圧化学ライフサイエンス研)

ショ糖リン酸合成酵素 (SPS)はフルクトースー6・リン酸とU

DPーグルコースからショ糠リン酸を合成する酵素であり、炭酸同

代建物の分配に関与していると考えられている。近年の研究により、

その樹生はタンパク質のリン酸化によって自国脚されており、また代

謝中間物や光によっても影響を受けることが明かとなっている。

われわれは、 SPSの遺伝子レベルでの解析をおこなうために、

イネのSPS遺伝子のクローニングをおこないその全塩基配列を決

定したので報告する。

トウモロコシSPScDNAの塩基配列をもとにPCR用のプラ

イマーを合成し、イネ金DNAを鋳型としてPCRをおこなった。

その結果、イネSPS遺伝子由来と考えられるDNA断片を増幅で

きた。この断片をプローブとしてイネ・ゲノミックライブラリーを

スクリーニングしたところ 1伺のポジティプ・クローンλ6192
が得られた。このクローンはほぼSPS遺伝子の全領域をコーFす

ると考えられたので、全塩基配~Jを決定した。その結果、イネSP

S遺伝子は12個のイントロンによって分断されていた。また、ト

ウモロコシSPScDNAに対応するコーディング領域での相同性

は82%あり、またアミノ酸での相同性は84%であった。現在、

SPS遺伝子の発現について検討中である。

2pA06 
イネカタラーゼ遺伝子の転写調節機構:イネプロトプラス

トにおけるトランジェント発現による発現制御領域の解析

JJe量豊二、肥後ひろみ(農水省・生資研)

カタラーゼは動植物・微生物界に広く存在し、過酸化水

素を水と酸素に分解して無毒化する。私たちは既にイネの

登熟期に種子で発現しているカタラーゼcDNAとそれに対応

すると思われる遺伝子を単離し、構造決定した。今回は、

このカタラーゼ遺伝子の発現制御に関わるシス領域につい

て検討した。単離した遺伝子の5・上流側がプロモーターと

して必要な配列をすべて含んでいるかどうかをまず調べる

ために、翻訳開始点のすぐ前で切り出した約1.5kbp断片を

レポーター遺伝子 (GUS) とNOSターミネーターに融合して

プラスミドを構築した。これをタバコ葉肉細胞あるいはイ

ネ培養細胞 (Oc) プロトプラストにエレクトロポレーショ

ンで導入し、 GUSのトランジエント発現活性を測定した。

タバコプロトプラスト中ではカタラーゼプロモーター活性

は、エレクトロポレーション後の培養2日目には 1日目の

約 2倍に上昇したが、それでも対照 (CaMV35Sフ.ロモータ

ー・ GUS融合プラスミド〉の1/5程度であった。イネプロト

プラスト中では培養 1日目ではCaMV3fiSプロモーターもカ

タラーゼプロモーターも同じ程度に低かった。培養 2日自

にはCaMV35Sプロモーターは 3倍程度に上昇したが、カタ

ラーゼプロモーターは1.5倍程度しか上昇しなかった。現

在このプロモーターの発現効率を高める条件を検討すると

ともに、デレーション断片を作成して解析を進めている。
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2pA07 
イネ アデニレートキナーゼ遺伝子の発現解析

山企皐記、梅目正明、内宮博文 (東大・応微研)

アデニレートキナーゼ (EC2.7.4.3 以後AKと省略)は

A胃、 ADP、AMPの相互変換を触媒し、アデニンヌクレオ

チドのホメオスタシスをつかさどる酵素である。我々はこれ

までに、 2種類のAK遺伝子をイネ cDNAライブラリーよ

り単離し、その構造解析を行なってきた。今回、 cDNAの

コーデイング領域をプロープとして用い、環境ストレス下で

のAK遺伝子の発現応答について解析を行なった。

その結果、 AK遺伝子の発現が種々の外的ストレスにより

転写レベルで誘導されることが、ノーザン解析により明らか

となった。イネ培養細胞を用いてシュークロースによる発現

誘導についてさらに解析を進めた。その結果、培地中のシュ

ークロース濃度が 10 %のとき最も高い発現が見られた。ま

た、その他の糖(グルコース、ソルピトール、マンノース)

ではシュークロースほど強い発現誘導は起こらなかった。

さらにタンパク質レベルの解析を行なうため、大腸菌内で

AKタンパク質を大量発現させ、抗体を作成した。この抗体

を用いたティッシュプリント解析により、 AKタンパク質の

維管束系での局在が明らかとなった。

2pA08 
植物 NucleosideDiphosphate Kinase cDNAの構造解析

矢野 明、梅田正明、内宮博文 (東大、応微研)

Nucl巴osideDiphosphate Kinase (NDPK:EC 2.7.4.6) 

はヌクレオシド二リン酸と三リン酸の関で、 7・位のリン

酸を交換する酵素である。この酵素をコードする遺伝子

はヒトでは nm23ショウジョウパエでは awdとして知

られており、癌転移や細胞分化のプロセスにおいて、そ

の働きが注目されている。

我々は、 NDPKの高等植物における役割を明かにする

ため、イネ cDNAの大量解析によってその cDNAを得

た。本 cDNAクローンをプロープとして、イネカルス由

来のライプラリーから NDPKをコードするいくつかの

cDNAを単離し塩基配列を決定した。その結果、イネと

ヒト、ショウジョウパエ、ラット、マウス等のNDPK遺

伝子の塩基配列とを比較すると、核酸、アミノ酸レベル

ともに約60%のホモロジーを示した。アミノ酸配列につ

いては、他の生物のNDPK遺伝子関で保存されている領

域がイネにおいても同様に認められた。 ATP結合領域や

リン酸化されるヒスチジン残基の存在から NDPK遺伝子

が生物種を越えて高度に保存された構造を持つことが明

ら治、になった。



2pA09 
イネ ホスホグルコースイソメラーゼ遺伝子の構造と発現

解析

壁主主盤、梅田正明、内宮博文 (東大・応微研)

ホスホグルコースイソメラーゼ ( EC 5.3.1.9;以後間Iと

略す)は、解糖系においてグルコースー6ーリン酸とフルク

トースー6ーリン酸との聞の相互変換を触媒する酵素であり、

原核、真核を問わず、あらゆる生物において、生理学的に

重要な役割を果たしているものと思われる。また、 PGI遺伝

子と、神経の成長促進因子ニューロロイキンの遺伝子とは、

3' 倶~で高いホモロジーを有することも知られている。

イネでは、 3種類のアイソザイムが知られ、そのうちの2

種類は細胞質に、残りの1種類は葉緑体に存在するが、それ

らの遺伝子は未だ単離されていない。今回、我々は、イネ

のカルス由来のcDNAライブラリーから細胞質に存在する2

種類のアイソザイムのうちのlつをコードする遺伝子を単離

することに成功し、その塩基配列を決定した。そこから予

想されるPGIのアミノ酸配列を用いて分子系統樹を作成した

ところ、マラリア原虫の一種と近縁であることが判明した。

また、ノーザン法を用いて各種のストレスを与えたイネ

におけるmRNAの蓄積量を調べることにより、 PGI遺伝子の

発現様式を解析したところ、いずれの場合も発現の抑制は

見られなかった。

2pBOl 
バレイショ Kunitz型プロテアーゼインヒピター遺伝

子のクローニング

山岸和敏、永谷工、深瀬孝子、三森クリスチーナ、

蔵野介延、幸田泰則、喜久田嘉郎(北大・農・植物)

我々は、貯蔵器官形成機備の解明をめざし、バレイショ

塊茎をモデルとして研究を進めている。そこで、ディブァ

レンシャルハイブリダイゼーション法により、 Kunitz型フo

ロテアーゼインヒピター (PKPIlのcDNAを単厳し

た (PlantMol Biol， 17: 287-288， 1991) 0 P KP 1は、

パタチン、プロテアーゼインヒピター I、IIとともに塊茎

の主要タンパク質を構成しており、その蓄積は、タンパク

質、 mRNAレベルともに塊茎特異的であった。また、貯

蔵塊茎組織切片中のPKPI mRNAは、エイジングにと

もない消失するが、ジャスモン酸添加により、発現が誘導

されることも確認された (PlantM01 Bi01， in press)。

きらに、転写レベルでの発現制御機構を解明するため、

PKPI遺伝子のクローニンク'を行った。ゲノムサザンプ

ロット分析の結果は、 PKPI遺伝子が、少数多重遺伝子

族に属することを示した。また、 InversePCR法、 Nested 
PCR法により遺伝子クローニンク'を行い、塩基配列を決定し
た。この遺伝子の5'上流域{約 1k b)とGUSレポー

ター遺伝子との融合遺伝子を作成し、パレイショプロトプ

ラストでのトランジェントアッセイにより、発現の解析を

進めている。
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2pB02 
馬鈴警のクロン したクニツツ型トリプシン

インヒピターの発現特性

三森クリスチ ナ、山岸和敏、喜久田嘉郎(北海道大・

農・作物生理・札幌 060) 

馬鈴薯塊茎の貯蔵蛋白質に多数のプロテアーゼ・インヒ

ピターが含まれるが、クニッツ型トリプシン・インヒピ

ター(円I)に関する研究は比較的最近の事である。この

タンパク質の一族の分子量は約22Kダルトンで、アミノ

酸配列、及び塩基配列の相向性の著しく高いごとが知ら

れている。

私達は、これらの一つを大腸菌発現ベクタ にクロン化

し、大腸菌で発現されたタンパク質を精製し、抗体を作

成した。組織培養の馬鈴薯植物を塊茎形成誘導開始した

のち抗体との反応は10日目から見られ、 22日には発現が

最大であった。

畑で作られた塊茎のタンパク質ととの抗体の反応は塊茎

形成の初期にみられたが成熟した塊茎との反応はなかっ

た。

アフイニティーカラムに抗体を用いて、と述のタンパク

質を純化し、インヒピター活性を測り、大腸菌で作られ

たタンパク質のインヒピター活性と比較した。

このトリプシンインヒピターの機能はまだ明らかではな

いが、少なくとも塊茎形成のマーカーとして利用できる

ことがこの研究で明らかになった。

2pB03 
ジャガイモαーグルカンホスホリラーゼ・アイソザイム遺伝子
の5'ー上流域の解析
峯利喜、森博幸、中野憲一、谷津克行、福井俊郎(阪大・産研)
若草克註(農水省・生資研)

ジャガイモには、基質に対する親和性が大きく異なる2種類
のαーグルカンホスホリラーゼ・アイソザイム (L型及びH型)
が存在し、緑期咽胞内では両者がほぼ同量発現しているのに対
し、塊茎細胞内ではL型のみが著しく高発現している.われわ
れは、既にこの塊茎特異的なL型アイソザイムの高発現が、そ
のmRNAへの転写量の調節によるものであることを明らかに
しており、本アイソザイムのゲノム遺伝子の5'一上涜域には、
転写を促進するシス配列が存在すると考えられた.本研究では、
両ホスホリラーゼ・アイソザイムの器官特異的な発現機構を解
明するため、両酵素のゲノム遺伝子中の5'ー上流域塩基配列を
解析するとともに、このシス配列を同定することを目的として
いる.まず、緑葉のゲノムDNAライブラリーより、両アイソ
ザイムに特異的な cDNA断片をプローブとして用いることに
より、それぞれの遺伝子の5'ー上詐誠をクローニングした.塩
基配列を鮒庁した結果、 L型アイソザイムの遺伝子上流域には、
ジャガイモ塊茎の主要貯蔵タンパク質の一種、パタチン(クラ
スII)の遺伝子上流域の繰り返し配列に高い相向性を示す配列
が認められたが、 H型酵素の遺伝子上流域にはそのような配列
は認められなかった.次に、両遺伝子断片をGUSリポーター
遺伝子の上涜に接続し、 Tiプラスミドを利用してジャガイモ
に導入した.得られたトランスジェニック体の各組織における
GUS活性を測定した結果、 L型酵素の遺伝子上流域断片をも
っクローンを感染させた植物体の各紙織にのみ高発現がみられ、
特に塊茎の粗抽出液中において、パタチン(クラスI)の発現
量に匹敵するほどの高いGUS活性が検出された.



2pB04 
トウモロコシ・グルタミン合成酵素遺伝子群の構湖平析および
大腸菌発現系の構築

僧塵 、清水{二志、杉山達夫(名古屋大・農・農化)

グルタミン合成酵素(GS)は多重遺伝子族を形成していること
が多くの高等植物種で報告されており、特にcytosol型GS(GS1)
は複数のGS1遺伝子産物から構成されるヘテロ8量体として存
在すると考えられている。これまでに我々はトウモロコシにお
いて器官の違いや光、窒素等の外環境の変化に応じてGS1のサ
プユニット組成が変化し得る可能性を示唆してきた。この現象
に対する王朝草を深めるため、(1)個々 のGS分子種をコードする
遺伝子の構造解析、及び(2)各GS分子種の酵素学的特徴の解析
を目的とし以下の実験を行なった。(1)2種のinbredとそれら
のF1hybridの核DNAを用いたサザン解析から、 6種のGS遺伝子

は互いに異なる遺伝子座位にそれぞれ1コピーずつ存在するこ
とが明らかとなった。またF2hybridを用いたRFLP解析からは、
これら遺伝子同志の有意な逮関はなく、各GS1遺伝子は異なる
染色体か、同じ染色体でも選議員を示さないほと離れた位置に存
在すると予想された。 (2)各々のGScDNAを大腸菌発現ベクター
へ組込み、形開識株をIPTGで誘導したところ可溶性で活性を
持つトウモロコシGS蛋白質の発現カ唯認された。これにより植
物体からの抽出では得ることが困難なGS1各分子種のホモ8量
体を得ることが可能になり、これらの酵素学的特徴を調べるこ
とにより、 GSサプユニット組成変化がGS酵素活性にどの様な影
響を与えるのかを明らかにすることができるものと期待できる。
現在、大量発現及び精製方法について検討中である。

2pB05 
チャ E週弘且旦邑堕堕~のCHS遺伝子の発現解析
宜白壁壬、松元哲、早津雅仁(農水省・野菜茶試)

チャの新芽におけるカテキン量は乾燥重量あたり 10%以上

を占める。フラボノイド化合物のひとつ、カテキンの蓄積は、

チャ特有の現象と考えられる。我々は、カテキン合成系およ

び合成系の制御機構の伸且を目的とし、フェニルアラニンア

ンモニアリアーゼ (PAL)およびカルコンシンターゼ (C

HS)の分子生物学的なアプローチを試みている。

チャ Camelliasinensisの葉のcDNAライプラリーより

3種類のCHScDNAを単離した。全翻訳領域を含む各ク

ローンの塩基配列を決定し、比較した。他のCHS塩基即日

の報告と同じく、翻訳領域の相同性は、海基レベルで80%以
上と非常に高かった。また、ゲノミックサザン解析の結果よ

り、単離した3種類の他にもCHS遺伝子の存在が示唆され

た。 hsi盟堕isのCHS遺伝子は、ペチュニア、インゲン

マメのように、複数の遺伝子から構成されていることがわか

った。器官における発現を解析すると、若い葉・茎に多く、

成熟した葉・茎および、つぼみ・花には少なかった。 CHS

がカテキン合成系の初期段階に関与しているので、若い葉・

茎にCHS発現量が多かったことは、カテキン量が多いこと

に合致している。そこで、カテキン合成系の制御機構を解明

する上で、 CHSをモデル酵素と考え、若い葉におけるCH
S遺伝子の発現を解析することにした。
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2pB06 
スコポラミン生合成遺伝子の発現解析

握基弘差、鐘ケ江健、橋本隆、山田康之 (京大・農・農化)

Hyoscya皿ine6β-hydroxylase(H6H;EC1.14.11.11)は、スコ

ポラミンを主アルカロイドとして蓄積する積物の培養根及び

植物体のひげ根の内職細胞で特異的に発現している(l)。今回、

H6H遺伝子プロモーターによる遺伝子発現制御機構の解析

を行った。

まず、数種のナス科の植物におげる発現様式の比較を行っ

た。ヒヨス(也監立塑usn並里r)H6H遺伝子プロモーターと

GUS遺伝子を融合し、バイナリーベクタ一法によって植物

に導入した。得られた形質転換植物体又は培養根のGUS組

織化学染色を行った。スコポラミンを主アルカロイドとして

蓄積するヒヨス属の培養根では内精細胞と根端でのみGUS

活性が認められたが、ヒヨスチアミンを主アルカロイドとし

て蓄積するベラドンナの培養根とニコチンを生合成するタバ

コ植物体では根端でのみ発現が認められた。次に、内鞘細胞

特異的発現を制御するシス領域の解析を行った。 5'欠失変

異プロモーターとGUS遺伝子との融合遺伝子を用いて解析

した結果、ヒヨスにおける内鞘細胞特異的発現を制御するシ

ス配列は、非常にAT含量の高い領域を含む転写開始点上流

423bp以内に存在することが示峻された。

1)Hashi.oto，T.et al.，ι旦且品盟.，266，4648-4653(1991)

2pB07 
クラミドモナス;カーボニックアンヒドラーゼの 2つの遺伝子の

発現調節

立木光 1、MaribelL. Dionisio-Sese2、藤原祥子久福湾秀哉ヘ

都筑幹夫人宮地重遺 ('新日本製鎗側・先端技術研究所、

2海洋バイオ研、 3微工研、 a京大・鹿、ち東大・花、微研)

単細胞緑藻クラミドモナス (Chla.ydo・onasre i nhard t i i)の細胞

表層に存在するカーポニックアンヒドラーゼ (CA) をコードする

遺伝子は 2つあり (CAH1とCAH2)、低い C02漫度条件で発

現する CAはCAHlに由来すること (CA1)を既に報告した。

一方、♀ム旦~は高い C02温度条件でも転写されることが明らかに

なったので、そのタンパク質が実際に合成されているかどうかを調

べた。 5%C02条件で生育した細胞(高C02細胞}から CAを単

離し、その部分アミノ酸配列を決定したところ、 CAH2に由来す

るものであった (CA2)。このことから、高C02細胞でわずかに

認められていた CA活性は、 CA 1の残存タンパク質ではなく、高

C02条件で新たに合成されたものであることが明らかになった。そ

こで、 2つの遺伝子の転写と CO2漫度の関係を調べたところ、 CA

H 1は0.03%から 0.3%とC02濃度が高まるにつれて、その転

写量が減少するのに対し、 CAH2は逆に増加した。こうした結果

から、 CA2は、 CAlの発現が抑えられた時に相補的に発現する

ことが明らかになった。このことは、細胞が高い CO2漉度条件下で

も細胞表層に CAを必要としている可能性を示唆している。



2pB08 
酵母2・旦revi豆盟の第3番染色体DNA長の延長と細胞増

殖に及ぼす影響

原田賢一、谷本峰規、渡辺智治、久富泰資、壷韮基去

〈福山大・工・生物工学〉

一般に報告されている~.些回目型皇室の第3番染色体
DNA長は約350kbpである。しかし、私達の研究室保存のホ

モタリック株門T98a-3Dでは同染色体DNA長が450kbpであっ

た。また、この株は減数分裂の過程で同染色体DNA長が変

動を起こし、その抱子クローンではI可DNA長が約100kbp単

位の多型を示す。本研究では、交雑及び四分子分離によ

り第3番染色体DNA長の延長を行い、染色体DNA長と細胞
増殖の関係を調べた。

先ず、交雑・四分子分離により門T98a-3D株の持つ450
kbpの第3番染色体をヘテロタリックなa型及びα型 1倍
{本株に導入した。それらの株の交雑・四分子分離を繰り

返すことにより、第3番染色体DNA長が380、474、566、

663、748、837、940kbpの株を調製することができた。こ

の結果から、同染色体DNAの変動の単位は96kbpであるこ

とが明らかとなった。

次いで、これらの株を完全培地(YEPD)で培養し、その

生育を調べた結果、長い第3番染色体DNAを持つ株では細

胞周期が長くなり、定常期の細胞数も減少することが観
察された。

2pCOl 
水欠乏、マグネシウム欠乏時の生葉中の過酸化水素生成

田中 浄、神崎明美1 (国立環境研究所、 1東邦大学・理)

植物が水欠乏、マグネシウム欠乏下におかれると光合成炭

酸固定系が阻害されて光化学系の還元力が酸素還元に使われ

活性酸素が生成すると考えられている。ここではこれらのス

トレス時の植物の生葉レベルの過酸化水素の生成について検

討した。

鉢植えホウレンソウの水供給を中断することにより、また

は葉の切片を放置することにより水欠乏のストレスを与えた。

マグネシウム欠乏はインゲンの水耕液中のマグネシウムを抜

くことにより行った。一定時間ごとに葉を採取し、液体窒素

中で過塩素酸で過酸化水素を抽出した。中和後、アニオン交

換樹脂で過塩素酸除去後、チタンーレソルシノール溶液によ

って発色させた。

生葉において非ストレス状態でも過酸化水素が一定量認め

られたが、水欠乏やマグネシウム欠乏で数倍増加した。この

時、アスコルビン酸ベルオキシダーゼ等の抗酸化酵素活性が

数倍増加した。また、カタラーゼの顕著な阻害が認められた。
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2pC02 
モノデヒドロアスコルビン酸ラジカルのチラコイド膜で

のフェレドキシン依存光還元

二主盟弘浅田浩二 (京都大・食研〉

チラコイド膜で光によって生成したH.O.はチラコイド

膜結合アスコルビン酸(AsA)ベルオキシダーゼ(tAPX)によ

って消去され、このときAsAは1電子酸化され、モノデヒ

ドロアスコルビン酸(MDA)ラジカルが生成する。ここでは、

MDAレダクターゼの関与なしにMDAラジカルがチラコイド

膜により光遼元されること、この還元が光化学系lでフェ

レドキシン (Fd)に依存して進行することを証明したので

報告する。 MDAラジカルをAsAオキシダーゼで生成させ、

EPRでこの濃度を連続的に測定した。チラコイド膜による

MDAラジカルの光還元はDCMU.DBMIBで阻害されたが、これ

にAsA!DClp:を加えると回復した。またAsA!DCIPを加えた

ときのみMDAラジカルは赤外光照射により光還元された。

MDAラジカルの光還元はフェレドキシン (Fd)に依存し、

MDAラジカルに対するKm値もFdによって低くなった。これ

らの結果から、 MDAラジカルは、チラコイド膜光化学系I

でFdにより速い速度で光還元されることが明らかとなった。

2pC03 
キュウリモノデヒドロアスコルビン酸レダクターゼの cDNA
クローニング
佐野智、浅田浩二 (京都大・食研)

葉緑体での光化学反応にともない生成したH202をアスコルビ
ン酸ベルオキシダーゼが消去する際、 AsAは1電子酸化されモ
ノデヒドロアスコルビン酸(MDA)ラジカルとなる。 MDAラジカル

はNAD(P)Hを電子供与体とするMDAレダクターゼによってアスコ
ルビン酸に再生される。この酵素の分子的性質を明らかにする
ためcDNAクローニングを行った。
キュウリ果実から精製したMDAレダクターゼの抗体を作成す

ると共に、すでに決定した部分アミノ酸配列[1990年度年会]を
もとに2種のオリゴヌクレオチドプロープを合成した。発現ベ
クターλgt22Aを使った牛ュウリ子葉cDNAライブラリーを抗体
スクリーニングして得られたクローンの内、合成プローフeとハ

イブリダイズした3種について塩基配列を決定したところ、
1、299bpのORFを見い出した。

このORFから推定される翻訳産物の分子サイズは47kDaであ
り、精製酵素のものと一致したが、アミノ酸組成は両者で異な
っていた。また、タンパク質から決定した部分アミノ酸配列は、
すべてORFからのアミノ酸配列に並置できたが、いくつかの残
基に置換がみられた。キュウリ精製酵素のN末端は修飾されて
おり、そのアミノ酸配列は未決定であるが、 ORFから予想され
るN末端アミノ酸配列はダイズ根粒の酵素のN末端と非常に高い
相向性があった。また、フラピンを持つ酸化還元酵素に共通な
FAD結合部位およびNAD(P)H結合部位のモチーフが、 ORFから予
想される一次構造に見い出された。これらのことから、このク
ローンはMDAレダクターゼのアイソザイムをコードしていると
考えられる。



2pC04 
オゾンと接触したシロイヌナズナの葉におけるサイトゾル型

アスコルビン酸ペルオキシダーゼの増加

隼誼~、久保明弘、田中浄、近藤矩朗

(国立環境研究所)

オゾンと接触した植物の葉中で活性酸素解毒系酵素の一つ

であるアスコルビン酸ぺルオキシダーゼ (AP)の活性が増

加することがわかっており、植物の防御反応のーっと考えら

れている。一方植物には異なる構造を持ったAPアイソザイ

ムが細胞内の異なる場所に存在することがわかっている。私

たちは以前これらのアイソザイムについての研究を行うため

ホウレンソウのAPに対する単クローンf封正体を作製した。

本研究では、まず植物の細胞分画を行い、得られた各画分

についてイムノプロッティングを行うことにより、これらの

抗体が、サイトゾルに存在するAPアイソザイムと特異的に

結合することを明らかにした.さらにその抗体を用いて源院

を行った結果、オゾン (O.lppn)との接触によりシロイヌナ

ズナの葉中でサイトゾル型APアイソザイムの量が増加する

ことがわかった。

2pC05 
チャ葉細胞質型アスコルビン酸ベルオキシダーゼの精製

と性質

尼子克己 浅田浩二 (京都大・食研)

植物の過酸化水素消去に機能しているアスコルビン酸

ベルオキシダーゼ(APX)は細胞質、葉緑体ストロマおよび

チラコイド膜に局在するアイソザイム (cAPX. sAPX， 

tAPX)がある。今回、チャ葉より cAPXを精製し、その分

子的性質を調べたので報告する。

精製は、硫安分画および疎水クロマトグラフィ一、ゲ

ルろ過、イオン交換クロマトグラフィーにより行った。

cAPXは、 sAPXに対しゲルろ過でより高分子側(分子量

58.000)、イオン交換クロマトグラフィーでより低イオン

強度側で溶出し、最終比活性は 793μmolAsA oxida-

tion min-1 mg protein-1 であった。 SDS-PAGEで分子

量 29，000の単一バンドを示すことから、 cAPXはホモダ

イマーである。 cAPXは酸化型で 402nm， 502 nm. 639 

nm、還元型で 422nm， 556 nmにピークを持ち pCMB，

DTNB， KCNおよび NaN3 により失活した。基質特異性は

グアヤコールベルオキシダーゼより高く、 sAPX， tAPXよ

り低かった。またアスコルビン酸除去によって失活する

が、その速度は sAPX. tAPXに比べて遅く、この性質は

他の植物の根の APXに共通する。さらに cAPXのN末端

アミノ酸配列はエンドウ、シロイヌナズナ cAPXと相向

性が高く、 sAPXおよびホウレンソウ tAPX との相向性は

低かった。
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2pC06 
ヤエナリ芽生え魅軸組織のIH-NMR緩和時間(Tdに及

ぼす酸素ストレスの影響

韮よ量理、山崎秀雄1、吉村和久E

(九州大・教養・生物、 1琉球大・理・生物、 2九州大・教養・化学)

ヤエナリ (y一辺坦r:!!dia担)黄化芽生え下限軸のIH-NMR

縦緩和時間(TI:生体内の水の動的な存在状態を表すパラメ

ーター)は、高酸素分圧ストレスの直後に激減するが、 30

分以内に徐々に回復し初期値に戻った。この現象は熱変性

した組織では認められなかった。生組織の不溶性画分にお

いて、予め SOD、アスコルビン酸、チロンなどを与える

とTI値は酸素曝露後も減少しないのに対し、可溶性画分で

は効果がなかった。ごれは、ごれらのラジカルスカベンジ

ャーの投与によって酸素曝露後に膜系で生じた02-が直ち

に消去されていることにTIの変化が関連していることを示

唆する。以上の結果から、酸素曝露によるインタクトな組

織のTI値の減少・回復は生体内における 02生成・消去系の

一連の過程を反映していることを示唆し、 TI測定は02の

もつ常磁性を利用して、 02-レベルのモニターに有効であ

ると思われる。

2pC07 
低酸素下におけるイネ・ムギ根の酸素吸収

池田監=、 中村俊樹 (農水省・東北農話)

耐湿性の違いは、低酸素下における酸素利用効

率の違いに起因すると仮説をたて、これを調べる

ため、イネとムギの根の低酸素下における酸素吸

収を比較した。イネとムギの根を細かく切り、酸

素電極によって酸素吸収曲線を記録し、それより、

根の酸素に対する Km値を求めた。イネの Km値

はO.328ppmで、ムギのO.574ppmよりも低〈、酸素

に対する親和性が高いことが示された。このこと

がイネが低酸素下でも生長できる要因と考えられ

た。酸素親和性が異なる原因を調べるため、根か

ら粗ミトコンドリア画分を分離し、チトクローム

C存在下の酸素消費を測定することにより、チト

クローム C オキシダーゼの Km値を比較した。イ

ネはO.072pp皿、ムギはO.061ppmであり、 これにつ

いては、差はみられなかった。これより、酸素親

和性の違いは、組織あるいは細胞壁の酸素拡散抵

抗の違いによることが示された。



2pC08 
アルギン酸リアーゼ分解物による植物の低酸素ストレスに

及ぼす効果

箆tt畳宜、友田善久、平山匡男、足立発、日高秀昌
(明治製菓、生物科学研)

(目的)アルギン酸にアルギン酸リアーゼを作用させて得ら
れた分解物(アルギンオリゴ。は植物に対して種々の生理作
用を示す。1)本研究では環境ストレス、特に低酸素ストレス
におけるアルギンオリゴ.~作用を明らかにすることを目的と
した。

(方法)水耕栽培における大麦幼根の伸長阻害を低酸素スト
レスのモデル系とし、アルギンオリゴ@を施用して栽培した時
の幼根伸長活性を無添加区と比較することによりストレス軽
減作用の指標とした。またアルギンオリゴ@初低酸素ストレス
耐性のキーエンザイムである AD H (alcohol dehydrogenase) 

に及ぼす影響を調べるため、大麦幼根中の可溶性タンパク質
圏分を用いて酵素活性の測定とド y トプロットハイプリダイ
ゼ ション法による ADH mRNAの定量を行った。
(結果〉発芽処理した大麦種子を低酸素ストレス条件下で栽
鳩したところ、アルギンオリゴ~施用 (300ppm) によ
り幼根伸長率の向上による低酸素ストレス軽減作用が認めら
れた。また、アルギンオリゴ句用区の大麦幼根中のADH酵

素活性は無添加区と比較して栽培 3日目以降に 2倍以上の活
性を示した。さらに、 ADH mRNAの定量結果より、アル
ギンオリゴ翁こよる ADH静索活性の誘導は転写レベルでの作

用であると考えられた。

1 )友田善久、安村利雄、平山匡男、足立発、日高秀昌
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2pC09 
低酸素ストレスによる植物培養細胞の液胞pHの変化

公瞳蓋盟、坂野勝啓 (農水省・生物研)

ニチニチソウ (CatharanthuE工旦旦1)、 タバコ但辺.QJ

比日且且旦1!!v ar. BY二Z)およびイネ但立且且ι.llvar. 

musasikogan e)の各培養細胞は低酸素ストレス(酸素通

気停止・二酸化炭菊邑気)下で、いずれも細胞質が酸性

化するが、イネの細胞だけは細胞質の酸性化の度合が小

さい(1992年度植物生理学会年会)。今回は31P-NMR 
を用いてこれらの培養細胞に低酸素ストレス(酸素通気

停止・窒素通気・窒素通気停止)を与えた場合の液胞p

Hの変化に着目して測定し、比較した。

窒素通気では、どの培養細胞でも細胞質p Hの酸性化

が見られたがpH7以下に下がることはなく、液胞p H

にも大きな変化は見られなかった。窒素通気を停止する

と細胞質pHはさらに酸性化する。この時の液胞pHの

変化は、細胞によって違いがあった。すなわち、ニチニ

チソウやタバコでは液胞はアルカリ化するのに対して、

イネでは変化しないか、わずかに酸性化した。この液胞

pHの変化は酸素通気を停止した場合にも同様であった。

従って、イネ培養細胞の液胞膜の町輸送系は低酸素か

っ二酸化炭素が蓄積する環境下でもあまり影響を受けず、

液胞膜内外のH+濃度勾配を維持できるものと考えられる。

そして、液胞pHをアルカリ化させない(細胞質に町を

漏出させない)ことが低酸素ストレスに対する耐性と関

係があるものと示唆される。
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2pDOl 
変形82・及び変形83-状態に於ける Ca2

+-除去光化学系

11の示す 2つのEPRシグナルの起源について。

佐」珪 (1jIJ.大理工物理j
水分解酵素系の補因子の Iつ Ca2+イオン， を除去した光

化学系Eは、活性な酸素発生系のS2-状態に対応する変形S2・状

態に於いて、 g=2.0を中心に 55-65Gの平均間隔で分布した26本
以上の超微細構造、即ち、"変形マルチライン"と呼ばれる

EPRシグナルを示す。このシグナルは、 S2・状態と同じ価数状態

にある拍I(III，IV，IV ，IV)ーテトラマーがCa2+_除去によって歪み、

Mnスピン関の超交換相互作用が適当に変化して、 2つの可能

なスピン配置ベクトル、。1(S "，= 1β，S.，.=O)と中2(S"，=I/2，S.r=I)、
で展開されたスピン波動関数、 φ(S""d=l/2)=cos9申1+ sin9中2，
に対する混成角。が約 38.30 (S2・状態)から約 460 (変形S2-状態
)に変化したものとして説明出来る。更に、この変形マルチラ
インシグナルは、。OCでも暗所で数時間は安定であるが、。oC

近くで光照射すると消失し、新たにg=2.∞4を中心に

130・164G帽の二重項構造を持つシグナルが出現する。このシグ

ナルは、 Mnクラスターからかなり離れたHiど・(Boussacet al.， 
19卯)あるいは Yよ・(Hallahanet al.， 1992)等のアミノ酸ラジカル
に由来するものと一般には信じられているが、これは

Mn(III，rv ，IV ，IV)ーテトラマー中の強い反強磁性ダイマ-MnσII，IV)

に架橋した(HOHO町・か(HIα3町等のラジカルが出すシグナ

ルである可能性が高いことを本講演で示す。換言すれば、 S3-

状態及び変形S3・状態に於いて最初の水の酸化反応が起こった

ものと考えられるが、変形S3・状態に於いてのみ130・164G幅の

シグナルが観測されるための条件の 1つは上記 8が Ca2七除去
によって約 60。となることである。 Mnクラスターの立体構造

を規定するもう 1つの条件については講演で述べる。

2pD02 
光化学系11コア複合体での水分解系の光活性化

田村典明、香月良江、蒲地浩之 1、奥違雄 1、岡山繁樹2

(福岡女子大・生物、 1九大・農・林学、 2九大・教養・生物)

水分解系の機能単位は、現在のところ光化学系目願内在性タン

パク質 (47kDa/43kDa/D1/D2/チトクロムb

559)とクロロフィル・マンガン・キノン・鉄といった補欠分

子族から構成されていると考えられている。しかし、水分解系

で触媒として働くマンガン原子が光化学系E反応中心であるD1 

/D2のカルボキシル基やヒスチジン残基に配位していること

が示唆されてきているので、酸素発生能をもつより小さい機能

単位が考えられる。そこで、マンガンを欠いた光化学系Eコア複

合体に再びマンガンを再結合させ、水分解系を再構築すること

を試みた。

酸素発生能を持つ光化学系11標品 (0.5mgChl/ml)を1%スク

ロースモノラウレート (SM L)で暗所下 1時間インキュベー

トした。その後、遠心して得られた上清を陰イオン交換クロマ

トカラム (DEAEートヨパール650M)に吸着させ、 50-

300mMのNaCI濃度勾配をかけた。この時、 150mM 

NaCI近傍で溶出してきたピークが、 LHCPや43kDaク

ロロフィルタンパク質を欠いた 47kDa/Dl/D2/チト

クロム b5 5 9の主な4種のポリペプチドから構成されている

コア標品であることが分かった。この裸品を、 pH 5. 3 
DCIP存在下で光活性化処理を施したところ、 20ー50

μmoles 02/mgChl'h程度の活性を示す酸素発生能の回復がみ

られた。



2pD03 
ヒドロキシ尿棄の光化学系IIでの光酸化と電子伝遠の阻害

以率韮盟、陳功祥、真野純一、浅田浩二 (京都大・食研)

タンパク質中のチロシンラジカルを消去できる、ヒドロキ

シ尿素 (HU)を用い、光化学系 (PS)II、D1タンパク質のチ

ロシン残基 (yz)の環境について調ベた結果を報告する。

HUは、 PSII膜によってアミノキシラジカル (HU'.)に光

酸化されることを、室温でのESRの測定により証明した.こ
の光酸化は、 2，6・dimethylbenzoquine(DMBQ)によって促進さ

れ、 Tris処理によっては部分的に、 carbonylcyanide m-

chlorophenylhydrazoneで yz→P680の電子伝達を阻害する

と、 ほぽ 100%阻害された。また、 PS11膜のHUに対する

affinityは、 Tris処理膜に比べて低くなった。以上から、 HU

は、 PS11膜ではおもに水酸化部位で、 Tris処 理膜では yz

で酸化されたと考えられる。

PS II践は、 HU存在下、暗所で Mn2+が遊離して、酸素発

生が失活し、さらに、光照射によって失活が促進されたが、

DMBQを添加すると、さらに失活をうけた。 Tris処理膜は、

HUとDMBQ存在下で、暗所では失活しなかったが、光照射

すると、 DPC→DCIPの電子伝達活性が 50%まで失活した。

このとき、 Tris処理膜のDPC存在下でのPS11の蛍光は、 HU

よって、 Foは変化しなかったが、 (FmーFo)/Foが減少し
た。これらの結果から、 HU・によってyzが修飾され、電子

伝達が50%低下したと考えられる。

2pD04 
Mnと表在性ペプチドを欠く光化学系E魁子のチトクロム b-559 

酸化還元特性とその酸素発生系光再活性化反応の解析

進運一一豊盤、長友 武彦、山下 貌 (筑波大・生物)

我々は、前学会でトリス処理により低電位型になった葉縁体の
チトクロム b-559が、光再活性化処理により高官E位型に回復する
事を報告した. 本研究では、このチトクロム b-559の低電位型
から高電位型への回復が、 Mnと33、23、18-k D aペプチドを
欠いた系 E粒子園費素発生系の光再活性化の際にもみられるかどう
か鶏ペた. 酸素発生系の回復の指標として、酸素発生能以外に
クロロフィル蛍光強度の時間変化も用いた.
18、23-k D aペプチドを欠いたNaCl処理系 E粒子から

MnをNH. O Hで除去し、更に Ca C 1 • .又は尿棄処理で
33-k D aペプチドを除いた標晶と、やはり同様の成分を欠いた
トリス処理 (pH9.1、2時間)系 E粒子標品を調製した. 無処
理系E粧子では、 2/3以上のチトクロム b-559が高電位型であっ
たが、 Na C 1処理系 E粒子では、約112が高電位型で残った.
この残った高電位型は安定で、続く NH.OH、尿素処理でMn

や33-k D a ペプチドを除いてもほとんど影響を受けなかった.
又、トリス処理系 E粒子についても葉緑体の場合とは異なり、約
1/2のチトクロム b-559が高電位型で残った. これらの系E位
子の光再活性化は、約 10分で完了しトリス処理業縁体の光再活
性化完了に要する時間(2 0分)に比べ、反応速度が大きい事が
わかった. この反応速度の違いは、光再活性化前に約1/2のチ
トクロム b-559が高電位型として残っている系E粒子と光再活性
化の際に低電位型から高電位型への変換が必要な業縁体の差に起

因するのかもしれない.
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2pD05 
チトクロムみ559に与える強光ストレスの影響

畳堕盤王1、市丸都、梶原英子、篠崎恵美千、

田村典明、岡山繁樹九大・理・生物、福岡女

千大・生物、 2九大・教養・生物

光化学系 rr(PS II )は強光により障害を受けや

すいことが知ちれている O 私たちはホウレンソ

ウのPSII膜標品を用いて、チトクロム b559の

酸化還元電位とPSII lX.応中心複合体の光障害と

の関係について調べたO

( 1) NH20H処理を行なって水分解能を失わせ

ると、チトクロム b559のHighpotential (旧)form

の約 10%がLowpotential (LP) formに変った。

(2) NH20H処理を行なった PSII標品に、強光

照射(約 7000μE ・ m-2 • S-1、20min) をすると、

60%の HPformが LPformに変わり、反応中心

の活性は 4.5%に低卜した。

(3) NH20H処理を行なった PSII標品に、電一子

供与体であるアスコルビン酸とハイドロキノンを

加え、強光照射を行なうと、 HPform及び電子伝

達活性の低下は押えられた。

(4) DCMUを加えて強光照射を行なった場合

も(3 )と同じような傾向がみられた。

2pD06 
アルカリ pH条件下で、の光照射による光化学系II複合体のタン

パク質分解

森宏樹、山本泰(岡山大・理・生物)

最近、光化学系II反応中心Dlタンパク質の光により誘導さ

れる分解についてinvitroの系で・その分解産物の検出、そし

て分解誘導機構の研究が行われている。我々は、アルカリ pH

条件下で光化学系II膜標品に光照射すると、 Dlタンパク質の

光誘導分解以外にも、アンテナクロロフィル&結合CP43タン

パク質が分解されることを見出し、昨年の年会において報告し

た。しかし、その分解機構の情報を与えると思われるタンパク

質の分解産物の検出までには至らなかった。今回、集光性クロ

ロフィルタンパク質を大部分除去した光化学系II複合体を用い

て、その光誘導分解による分解産物の同定とその分解機構の解

析を試みた。

光化学系II複合体は、光化学系II膜標品からオクチルグルコ

シドを用いたGhanotakisの方法に従って得た。ドデシルマル

トシドを含む緩衝液中(pH9.0)に懸濁した光化学系II複合体

に20μE/m2/sの光を25"Cで照射した。その結果、 CP43につ

いては光化学系II膜標品と同様に分解が確認された。さらに光

化学系II開票品を用いた場合とは異なり、膜表在性33kDaタン

パク質についても分解が認めれられた。アフィニティー精製し

た抗体を用いてウエスタンプロット法を行うと、それらタンパ

ク質の分解産物に相当するバンドも検出された。現在、検出さ

れた分解産物の切断部位や分解機構について検討中である。



2pD07 
熱処理による表在性蛋白の遊離と酸素発生の失活

屋並一塁、北村真美、加藤栄 E

(東京理科大・理・生物、 1東大・浬・生物)

酸素発生系は光合成の反応の中で最も熱不安定

な反応の 1つである。これまで熱処理による失活

とMnの遊離との聞にはよい相聞が報告されてき

ているが、表在性蛋白の遊離と失活との関係につ

いてははっきりとした結論は得られていない。

我々は最近、酸素発生活性をほぼ保持したまま

で、 3種の表在性蛋白を架橋固定化するのに成功

した。そしてこの固定化により酸素発生活性は極

めて熱安定になることを見いだした。このことは、

熱処理中に表在性蛋白が遊離したことが酸素発生

の熱失活の大きな原因の 1つであることを示して

いる。これまでの検討の結果は、熱失活が表在性

3 3 kDa蛋自の溶出によりはじまることを強く

示唆する。

2pD08 
ラン藻のチラコイド膜における光合成の高温適応

西山佳孝1、2、林秀買rJ1、渡辺正2、村田紀夫(1基生研，

2東大・生産研)

高温に適応した植物の光合成器官は高温に対しより強い耐性

を示すが、この光合成の高温適応の分子機構は十分には解明さ

れていない。ラン藻Synechoc<α沼山 PCC7∞2では、高温に適応し

た細胞から単離したチラコイド膜は光化学系 2活性の高温耐性

を保持していた(西山ら、 92年度本大会)。高温適応に関わる

因子がこの高温耐性を示すチラコイド膜中に存在すると推測さ

れるので、これを同定する目的でチラコイド膜における光合成

の高温耐性を解析した。高温 (40"C) で培養した細胞から単離

したチラコイド膜を0.1%のTritonX-100で処理すると、光化学

系2活性の熱安定性が著しく低下した。しかしこのTriton処理

は低温 (25"C) で培養した細胞から単離したチラコイド膜の熱

安定性にはほとんど影響しなかった。一方、 1.0MのNaCIで洗

浄しでも、高温で培養した細胞から単離したチラコイド膜の高

温耐性は影響を受けなかった。これらの結果から高温耐性化因

子がTriton処理によりチラコイド膜から遊離されるが、 NaOで

は遊離しないことが推測される。現在、遊離されてくる成分の

タンパク質の分析ならびに遊離成分の添加による高温耐性の再

活性化を解析している。
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2pEOl 
クロレラ白色変異体へのlndo-l導入の検討

控盆盟星 (帝京大・薬・イ伴)

演者はグルコースの取り込みが青色光・赤色光により阻
害されること (Kamiya1985. Kamiya & Kowallik 1987a. 

1981b)、ごの阻害はカルシウムが存在すると起こりにくく

なるとと(カルシウムによる保護作用) (Kamiya 1991)、さ

らに複数のアミノ酸(プロリン・アルギニン系)の取り込み

が青色光・赤色光により制御されることを見いだしている

(K:訓 iya& Kowallik 1991)。昨年度クロレラ白色変異体

で、カリウムイオンの放出が赤色光により促進され、膜が

過分極するごとを報告した。ごのように、 1努あ邑は光制御

される。光(赤色光・青色光)贈れこ続いて起ごる情報伝

達系の耕斤を巨的として、カルシウム蛍光色素lndo-lの細

胞内導入をクロロフィル・カロチノイドを欠くクロレラ白
色変異体を用いて検討した。

励起光 350nrn、ニコンモノクロメーターで、蛍光測定を
行った。 lndo-lの細胞内への負荷は低pH(pH 4.0-4.5)条

件で起ごり、 pH6.0ιL上では認められない。また、負荷条

件である低pH条件は同じ細胞での赤色光によるカリウムイ

オン放出、青色光による呼吸促進・グルコ←ス取り込み阻

害効果に景雑を与えない。予備実験で認められた、赤色光

による蛍う包変化iこついても報告する予定である。

2pE02 
エンドウ茎成長の光による抑制:内部一表皮組織相互作用に対

する影響

宣塞鐘園、上回純一、保尊隆享1、神阪盛一郎1、増田芳雄E

(大阪府立大・総科・生命、 1大阪市大・理・生物、 2帝塚山

短大・食品)

エンドウ芽生えの茎成長は、光(白色飴怯丁:5 W/m2)に

よって著しく抑制される。その抑制機構を明らかにする目的で、

5日齢の黄化エンドウ芽生えを用い、茎成長の原動力である組

織張力 (tissuetension)に対する光贈すの影響を調べた。茎伸

長部域から表皮組織をはぎ取りその縮みの度合を測定したとこ

ろ、光照射した芽生えからはぎ取った表皮組織の縮みは、暗所

で生育させた芽生えのそれに比べ小さかった。また、表皮組織

をはぎ取った内錦織の切片を水に浮かべ、その吸水成長を測

定したところ、内部議臓の吸水力は光によって低下していた。

一方、光照射すると表皮をはぎ取るのに必要なカカ唆化する

ことが認められた。そこで、 Jollyのパネ秤を用いて、両組織閤

の物理的接着力を測定したところ、表皮をはぎ取るのに必要な

力が光贈すによって増大することがわかった。この事実は、光

が表皮組織と内部議綱同閣の物理的接着カに影響することを示し

ており、この物理的接着力の増大は、内部議織による表皮組織

の伸展を妨げるものと推察される。

以上の結果から、光は内部議i嫌に影響してその吸水力を低下

させると共に、表皮一内部潟謝聞の物理的接着に影響し、著し

い組織張力の低下をもたらし、その結果、茎成長の抑制を引き
起こすものと考えられる。



2pE03 
イネ幼葉鞘の光屈性:光量と反応の関係

撞並壬盆蓋，樽井裕，飯野盛利 (大阪市大・理・植物園)

Rice seedlings were raised on 0.7克 agar
under red light. When coleoptiles reached 4-6 
mm， they were submerged in water; this resulted 
in a 5-times increase of the growth rate， the 
high steady-state rate (0.5 mm h-1) being 
established during the first 4 h. Coleoptiles 
were exposed， at 6 h of water incubation， to a 
pulse (10-100 s) of unilateral blue light， and 
curvature was determined after 90 mln. The 
plot of the response vs. the log fluence showed 
a bell-shaped curve. When the fluence was 
enhanced by extendlng exposure at a fixed 
fluence rate， the response increased with 
fluence beyond that induced by pulses.曹henthe 
fluence rate was sufficiently high， this 
response occurred at high fluences， separated 
clearly from the pulse-induced response. These 
results evidence the appearance of two response 
types， first and second positive curvatures. 
The optimal fluence for the first positive 
curvature of rice， however， was 10-100 times 
higher than that found in other materials grown 
similarly in red light. The maximal first 
positive curvature was small， about 30 • This 
could not be enhanced by uslng plants incubated 
longer in water or adapted to darkness. 

2pE04 

ニンジン培養細胞における PAL，CHS遺伝子発現の作用スペクトル

竹田淳子吉田和市 (京大農佑、農生)

分佑誘導培地 (2，4・D)におけるにんじん (Daucuscarota cv 
Kurodagosun)培養細胞に於けるアントシアン合成の作用スペクトル

は、 280nmにピークをもち UV-BPhoto-receptorが関与している

(1)。今回はアントシアン合成の鍵酵素 PAL及び CHSに着目し、遺

伝子発現レベルで作用スペクトルを求め、アントシアン合成で得ら

れた結果と比較検討する。

材料培養方法は、竹田(2)により 光照射は基生研の大型スペ

クトログラフを用いた。 mRNAの定量は光照射後6hの細胞を用い

スロヅトプロヅト法で行った。

作用スペクトルは、いずれも 280-290nmにピークを持ち UY-B
Photoreceptorの関与を確認した。 CHSの場合には、アントシアン

合成では認められなかった330・360n耐近にも broadなピークが

観察さ払もう一つの Photoreceptorの存在が示唆されたが、こ

の領域の光による阻害効果も大きかった。両遺伝子発現は光量ー反

応曲線の形や、 reciproci t1 の成否等に差がありtransduction
chainが異なるものと思われる。

(1) Takeda l Abe Photochem. Photobiol. 56:69・74(1992)
(2) Takeda J. Exp. Bot. 41:749-755 (1990) 
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2pE05 
紫外線によるキュウリ第一葉の成長阻害とその作用スペクトル
近麗担盟、清水英幸、 1渡辺正勝、 1久保田守 (国立環境研、
1基生研)

成層圏オゾンの破壊により増大する紫外線の植物への影響に

ついて検討した.人工光環境調節室でキュウリの芽生えを日長
12時間で育成しながら明期にUV-Bを照射したところ、子葉、第

一葉の成長が阻害された.そこで、第一葉のUV-Bによる成長阻
害の作用スペクトルを得るために、基礎生物学研究所の大型ス

ペクトルを用いてキュウリ第一葉にUV-B領域の単色光を闘すし

て成長阻害について検討した.日長12時間(蛍光灯)、温殿0

・Cで育成しながら、 H月期中央の4時間のあいだ280、290、300、
310、32加の単飴Eを閥すし、薬面積成長を調べた。 280-310
mの単色光により成長が阻害され、特に280、290nmによる阻害

が著しかった.
紫外綿の影響は可視光により緩和されるといわれているので、

キセノンランプを用いて360rur以上の波長の光を晴見光として照
射しながら単色光を鰯汁る実験を試みた.単飴Eは290、300、
31加を選ぴ崎間照剥した.29加の鰯fでは可視光を同時に照
射しても匝害の軽減は見られなかった.一方、 31伽皿の照射は、
単独でもほとんど成長阻害を示さず、可視光を同時に閥すする

ことによりむしろ成長を促進した.
これらの結果は、 UV-B領域の紫外線には成長阻害と成長促進

の相反する作用があること、オゾン層破壊の結果290-300nmの
波長域の紫外線が増加すれば、植物の成長が顕著に阻害される
可能性があることを示している.

2pE06 
繁外光により誘導されるミドリムシの光運動反応

盤主丘、菅井道三、高橋哲郎1、近藤孝野、渡辺正勝ゐ

(富山大・理・生物、 1 (財)サントリー生有研、 2基生研)

シダ胞子の近紫外光~青色光による発芽抑帯j効果の作用スペ

クトルと、きわめて類似する作用スペクトルが得られている単

細胞蕩ミドリムシ (E堕l旦皇室担且並)の光運動反応，特に増光

事u激及ひ誠光刺激に対する光驚動反応、について、従来知見の無

かった短波長紫外光にも信号作用する光が存在することを見出

し、 290¥'JIIにピークをもっ作用スペクトルを得た.

また組成の異なる培地に順応させたミドリムシ聞で誠光刺激

に対する光驚動反応の感受性を此載すると、 440011の青色光

感受性を数倍増加させる培地が、 290閣の紫外光感受性は変

化させないかむしろわずかに減少させることが判った。

本報告はミドリムシが短波長の繁外光 (290n置付近)を信

号として受容することを示し、なおかつ青色~近紫外光受容シ

ステムと 290111付近の紫外光受容システムが異なった挙動を

示す具体例を提示したことになる.



2pE07 
紅色酵母のr排出に対する紫外光作用スペクトル
秦恵、辰己隆司¥多国幹郎 1、橋本徹 (神戸大・理・生物、
3岡山大・農・細胞)

B-領減紫外光(UV-B)は、多くの高等植物や菌類に様々な傷
筈を与える他、光形態形成を引き起こすことが知られている.
また、速やかな反応として細胞践に対しても損傷を引き起こ

し、その結果細胞膜の透過伎が変化することが知られている.
しかし、その光受容体やそれに関連する反応に関する知見は
極めて少ない。我々は、 UV-B照射によってカロチノイド合成
が読導される紅色酵母Rhodotorula量inutaにおいて、 UV-Bに
よってrが特異的に排出される現象を見つげた(日本植物学
会. 1991・1ω2)ので、その作用スペクトルを調べた.
崎所で培養した薗体を恭留水に懸淘し、シャーレに移し、

ラップフィルムで彼った後、基生研大型スベクトログラフを
用いて、上方から250・400刊の単色光を色々なエネルギー量
で照射した.照射後、速やかに菌体を除き、細胞外液のr滋

度を原子吸光を用いて定量した.照射した個々の単色光につ
いては照射光強度を測定し、被照射試料の透過率から錬出し

た補正係数と照射時聞から平均入射光量を求めたo 370 n.よ
り長波長側では、 rの排出は起こらなかった。 250-360n皿の
波長城の適当な光置範囲においては、互いにほぼ平行な入射
光量一反応曲線を得ることができた。この結果から得られた
作用スベクトルは、 270n皿にピークをもっ曲線を示した.こ
の菌のカロチノイド合成に対する作用スペクトルはすでに報
告しているが1¥これと比較しながら考察する。
1) Tada et al. Plant Cell Physiol. 31. 241晴 246(1990) 

2pE08 
光照射培養による R.denitrificansのシトクロム

cdt 含量増加の作用スペクトル

高宮建一郎，佐藤和敬，奥山徳二，塩井祐三，土井

道生t(東工大・生命理工 t宮崎医大・生物)

好気性光合成細菌 Roseobacterdenitrificans 

は，好気条件で脱窒活性を示し，亜硝酸還元酵素と

してシトクロム cdtを有する点で特徴的である。さ

らに，好気明条件生育薗は脱窒活性およびシトクロ

ム含量が暗所生育菌に比べ数倍高い。今回我々はシ

トクロム cdt 含量の光照射による増加効果の作用

スペクトルなどを調べたので報告する。単色光照射

下で菌を培養し，シトクロム cdt を分光的および

免疫化学的に定量した。最も有効な光は 560n.の

緑燈色光で， 400-450 n.の青色光も若干有効であ

ったが， 650-900 n圃の光は殆ど無効であった。脱

窒活性およびシトクロム cdt 含量の光照射培養に

よる増加の生理的意義は明らかではないが，パクテ

リオクロロフィルが吸収する光は無効であることか

ら光合成エネルギ一代謝とは直接の関連は無いと考

えられる。また，我々の見出したクロロフィル蓄積

阻害に関する青色光効果とも異なっている。縁徳光

吸収色素に関して議論する予定である。
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2pFOl 
タマネギ椴端分裂組織細胞の分裂準備帯及び紡錘体形成K対す

るシクロヘキシミドの影響

竪よ堕壬.山下正兼長演嘉孝峰雪芳宣(広島大・理植

物基生研ー生殖)

微小管は細胞周期の進行に伴って間期表層微小管，分裂準備

帯，紡錘体，隔膜形成体へと変化し，細胞レベルの野猪形成に

重要な働きをしていると考えられている.最近，我hはシクロ

ヘキシミドが分裂間期の微小管分布を変化させる乙とを見つけ

た.そ乙で，細胞周期の他の時期の微小管の情築にもシクロヘ

キシミドが影響を与えるかどうかを調べるため.t番種後4日目

のタマネギ根端1.5凹を使用し.分裂準備帯及び前期紡錘体形

成に対する影響について検討した.その結果，蛋白質合成を十

分押さえる条件下 (35.5μM.加寺問)では，分裂前期の核を持

つ細胞数が対照比比べやや減少するが，間期で分裂準備得を持

つ細胞が増えるため，全体としては分裂準備帯を持つ細胞数は

対照と比べ差がないζ と.前第細胞で分裂準備帯を持たない細

胞が約 l害IJ見られる乙とがわかった.また，分裂準備帯を持つ

前期細胞では，微小管帯の幅が対照に比べ広くなっていた.分

裂準備帯』とはcdc2キナーゼホモログが存在するが， α1c2手持も微

小管帯と同様，幅が広くなっていた.また，乙の条件下では十

分強重した紡錘体を持つ細胞か著しく減少するととがわかった.

乙のζ とは.前期細胞における微小管の情築においても新しい

蛋白合成が必要なζ とを示唆する.

本研究の一部は基礎生物学研究所個別共同研究，内藤記念科

学奨励金及ぴ科研費によって行われた.

2pF02 
細包分裂後期/終期移行時における核および細包質分裂進行K

対するシクロヘキシミドの影響

峰雪芳宣，野上暁子，長演嘉孝広島大・理・植物J基生

研-生殖)

蛋白質合脚且害剤のシクロヘキシミドは，植物の細包周期の

様与な段階(間期，前期，前中期，中期，終期)でその進行を

阻害するζ とが報告されている(例えはR.J.R四 e197Q:参照).

我帯は，そのうち分裂間期と前期で，シクロヘキシミドが微小

管の形成に影響を与える ζ とを報告した(峰雪ら，昨年度植物

学会年会，野上ら，本年度植物生理学会年会).分裂後期では

シクロヘキシミドによって異常な細胞板が形成された報告があ

り，乙の際の分裂後期/終期移行時の核分裂と細包質分裂の進

行がどのようになっているか興味があるが，その詳細な過程に

ついては分かっていなかった.そ乙でζの時期の細胞の核と微

小管の様子を共焦点レーザ走査顕微鏡を使ったタマネギ根端

分裂組織細胞の釜光観察及びムラサキツユクサおしべの毛の分

裂細胞の生体観察を行い，シクロヘキシミドの影響について比

較研究した.その結果，シクロヘキシミド存在下でも後期の染

色体の運動は正常に進行するが，続いて起乙る染色体長の短縮

過程がシクロヘキシミドの影響を受ける乙とが分かった.ζの

時の染色体(娘核)と隔膜形成体の形成に関連する微小管との

棚包内の位置関係が，シクロヘキシミドによる細副長異常の原

因となっている可能性カ埼えられた.

本研究の寸Bは基礎生物学研究所個別供同研究，内藤記念科

学奨励金及び科研費によって行われた.



2pF03 
タパコ培養細胞BY-2における染色体分離開始のタンパク質

合成依存性

盛正塁塁、柿本辰男、柴岡弘郎(大阪大・理・生物)

分裂中期に赤道面に並んだ染色体は分裂後期に微小管によ

り構成されている紡錘体により両極に移動する。この染色体

の分際は極めて向調化された運動であるが、その調節系につ

いてはほとんど知られていない。

タバコ培養細胞BY-2はDNA合成阻害剤であるアフィディコリ

ンと微小管重合阻害剤であるプロピザ7 イドをくみあわせて

用いることにより高度に同調化することが可能である。プロ

ピザマイドによる拘束を受けている細胞では核膜が崩壊し、

染色体が凝縮しているが、染色体の赤道面上への配列は見ら

れない。われわれはこの向調化した細胞においてプロヒ・ザマ

イドを培地から除いた直後にタンパク質合成限害剤であるシ

クロヘキシミドを培地中に加えると、細胞は紡錘体を形成し

染色体が赤道面上に配列するものの染色体の分離は起こらな

いことを見いだした。 ζ のことから分裂後期の開始に、プロ

ピザマイドを除いた時点から染色体の分離開始までの聞にタ

ンパク質合成が必要であると考えられる。また、同様の時点

でmRNA合成限害剤であるアクチノ 7 イシンーDを加えた培地に

おいては染色体は両極に分間Eしたことよりこのタンパク質は

翻訳レベルの調節を受けているものと考えられる。

2pF04 
タパコ培養細胞BY-2の細胞質分裂に対する brefeldinA(BPA)の影響

安原裕紀、園都誠司、柴岡弘郎 (阪大、理、生物〕

植物細胞の細胞質分裂はフラグモプラストの赤道商に集められた

ゴルジ体由来の小胞が融合し細胞板が形成されることによって行わ

れる。 BPAは近年、動物細胞において分泌をその経路の早い段階で限

害する物質として報告されている。細胞板形成はフラグモプラスト

の赤道面での細胞板成分の分泌と見なすこともできるので、 BPAの細

胞板形成への影響を77ィディコリンとプロピザ7イドによって細

胞周期を同調化したタパコ培養細胞BY-2を用いて調べた。 77ィヂ

ィコリン処理終了後およそ4時閣の細胞にプロピザマイドと 20uM 

BPAを与え6時間培養した後、プロヒ・ザマイドを除去した。プロピザ

マイド除去後、 4時間培養するとBFA非処理細胞はほぼ全ての細胞が

細胞質分裂を完了したがBFA処理細胞は二核になった。プロピザ7 イ

ド除去後、 80-160分間培養した細胞を固定しアニリンプルーで染色

したところ非処理細胞では細胞板が染色されたが処理細胞では、こ

の染色は見られなかった。間後蛍光抗体法による微小菅の染色とDA

PIによる核の染色からBFA処理細胞で核の分裂とフラグモプラストの

形成は起こっていることがわかったロ BFA非処理細胞では抗チュープ

リン抗体はフラグモプラストの赤道面を染色しなかったがBPA処理細

胞では染色した。 BFA処理細胞を通常の方法で固定包埋して切片の電

顕観察を行ったところ、フラグモプラストの赤道面に小胞の集積が

観察されなかった。また、この細胞では、正常なスタッヲ構造を持

ったゴルジ体が観察されず、 BPA非処理細胞でゴルジ体が観察される

部位に特異な膜櫛造が観察された。以上の結果からBFAは、コソレジ体

の楕造を損なわせることにより、フラグモプラストへの小胞の供給

を阻止し、細胞仮形成を阻害したものと考えられる。

131 

2pF05 
2重前期前微小管東を持つ縄胞における細胞板の形成機榛

馳津盛一郎、長田敏行 (東京大・理・植物)

植物細胞では細胞核分裂の開始以前に前期前微小管束(PPB)

と呼ばれるリング状の微小管の束が出現する。タバコ BY-2細

胞においては PPBはら期後期に出現し、紡錘体が形成される

と共に消失するが、新しく形成される細胞板は細胞分裂時に

PPBの存在した場所で細胞壁と癒合するので、 PPBは細胞板に

よって分割される位置を予告すると言える。我々は、アフィデ

ィコリン処理により高度に同調化したら期の BY-2細胞にお

いて 2重の PPBを持つものを多数見出したが、それらが細胞周

期の進行により仏政に入った細胞ではら甥の 2重 PPBを持

つ細胞の割合に相当する比率で斜めの細胞板形成が観察された

。さらに、このようなら期の細胞をガラスシャーレに移して

倒立微分干渉顕微鏡で仏期まで継続観察したところ、当初は

はっきりと観察された PPBが紡錘体の形成と共に見えなくなり

、続いて爾膜形成体の形成が見られる.ところが、この隔膜形

成体は細胞の長輸に対して斜めに傾いでおり、この傾きは細胞

板形成時にも是正されず、その結果舗胞は長績に対して斜めに

傾いだ分裂函を持つことになった.また、細胞板は 2つの PPB

の存在した位置を斜めに繋ぐように形成された.これらの観察

より PPBと細胞分裂面形成位置の相関関係について考察する.

2pF06 
タバコ培養細胞における表層微小管の起源についての解析

江益重量壬、馳津盛一郎、長田敏行(東京大・理・植物)

値物細胞は、周囲を細胞壁で囲まれ、その固有の形態を

維持している。 ー次細胞壁で考える限り、 その主成分はセ

ルロース微繊維であり、この配向は表層微小管により決定

されると考えられている。従って、植物細胞の形態を規定

するのは表層微小管ということになるが、 この表層微小管

の形成の問題は、ほとんど解決されていない。そこで、我

々は、表層微小管の形成後構を明らかにするため、 タバコ

培養細胞BY-2株を高度に同調させ、細胞周期のM/Gl期にお

ける微小管の形態を間援蛍光抗体法により追跡し、この問

題に迫ることにした。その結果、分裂後の娘細胞の核膜の

表面から細胞の長輸に沿った微小管の伸長がみられ、その

後、赤道面の方から、間期に通常みられる表層微小管が形

成されるごとが明らかになった(日本植物学会， 1992)0 

本報告では、さらに研究を進めた結果を 2点報告する。

第 1に、微小管の立体構築の解析が不可欠なことが判明し

たので、共焦点レ-it'-顕微鏡を用いて微小管が三次元的にど

の様に梅築されるかを追求した。第 2に、微小管の形成中

心に関して、ウニ卵の中心体の構成タンパク質である 51KD
タンパク質に対する抗体で認識されるタンパク質がタバコ

培養細胞にもあり、表層微小管の形成に関与している可能

性が示唆された。



2pF07 
7 ベレリンによるアズキ茎!;IJJi・の Ilþ~ と微小管・チュープリンの変化

水野孝一 (大阪大・頭・生物)

アズキ芽生えの茎切片はオーキシン処理により伸長し、ヅベレリン添

加によりこの伸長はさらに著しく促進される。このとき表皮細胞の表層

微小管は二時間以内に細胞の紬と直角に配向し、チュープリンの iso

fora の一つがリン酸化と恩われる修飾を受ける。タンパク質リン酸化

酵素 Cの阻害剤を添加することによりジベレリンの効果が消失し微小管

は軸と平行となりチュープリンの isoform パターンも回復することか

らジベレリンの作用にはチュープリンをはじめタンパク質のリン酸化が

関与していると考えられる。一方、ジベレリン処理した切片から調製し

た細胞膜は invi troにおける微小管との結合が促進されるが、このと

き細胞膜に特異的に存在する膜αーチュープリンもリン酸化と恩われる

修飾を受けていることがわかった。表皮細胞の表層微小管がジベレリン

により細胞軸と直角に配向し細胞が伸長生長することと細胞膜に存在す

る膜チュープリンがリン酸化により変化することの間には密接な関係が

あるのではないかと考えられる。また、タンパク質リン酸化酵素の阻害

剤処理により細胞軸と平行となる表層微小管の配向はアクチン阻害剤と

される cytochalasinBの添加により回復し細胞軸と直角に配向するよ

うになることから、微小管が軸に平行に配向するためにはアクチン繊維

の関与が必要なのかもしれないと考えられる。

2pF08 
紘内に存在するようにみえる微小管とその重合中心

水野孝一 (大阪大'I'I!・ 11'.物)

植物芽生えの分裂組織の細胞を蛍光抗体法で観察していると核内と恩

われる場所に重合中心機部位から放射状の短い微小管が形成されている

のを日にすることがしばしばある。しかしながら、このような方法では

偶然にしか観察することができないのでこの形態の現れる時期やその変

化を調べることは困難である。そのため、 cellcycle を同調化できる

タバコ BY-2細胞を用いて同機の形態について観察を行った。 aphidi-

colinで24時間処理後これを除き 3時間培養後 propyz四 ideを添加

しさらに 5時間培養する。 propyzamideを除いた後、時間を追って細胞

を固定しチュープリン抗体を用いて間接蛍光抗体法で観察した。 phrag-

moplast微小管に結合している核には全くその様な微小管の存在は認め

られなかった。しかし、 phragmoplast微小管が消失する頃になると核小

体機構造の周囲から短い微小管が形成されている核を持つ細胞数が次第

に増加し、その後は核の表面から細胞質へ伸びる微小管を持つ細胞数が

増加するにつれ観察されなくなった。核内に微小管が存在する時聞はお

そらくかなり短時間であり aphidicolin のみで向調化した場合には 1

時間の時間差で全く観察されなくなる場合もあった。短時間の低温処理

や protoplast化により観察しやすくなった。しかし、このような微小

管の機能については現在のところ不明である。

132 

2pF09 
ユリ花粉管から単離した170-kDa重鎖から構成される花粉

管ミオシンの性質

邑旦且革、新免輝男(姫路工大・理・生命)

我々は原形質流動の機構を分子レベルで解明する目的

で、モ タ一分子であるミオシンをユリ花粉管から単離す

ることを試みてきた。昨年の本大会で、花粉管ミオシンの

最終精製画分には170-kDa、145-kDa、120-kDaの 3成分が

検出され、 3成分の抗原性あるいは一次元ペプチドマップ

による比較から、 145-kDaと120-kDaの成分は 170-kDa成分

の分解産物であることを報告した。精製方法を少し変える

ことにより、分解産物を含まない170-kDa成分から成る花

粉管ミオシンを得ることが出来た。この花粉管ミオシンの

ATPア ゼ活性は、既知のミオシンと同様にニワトリ絢筋

から単離したFアクチンにより活性化された。この活性化

はトアクチン濃度に依存しており、活性化の程度は 60倍

以上と非常に高い値であった。またローダミンーファロイ

ジンでラベルしたF-アクチンが、ガラス表面上にコ トさ

れた花粉管ミオシンにより滑走する速度は平均7.7um/sec

であった。この速度は、花粉管内で鍛察される原形質流動

の速度とほぼ同じであった。

これらの結果から、 170-kDa重鎖から成る花粉管ミオシ

ンが原形質流動を担っているモータ一分子であると恩われ

る。

2pFlO 
オジギソウ運動細胞におけるマイクロフィラメントの

3次元構造

吉村政典、作田智洋、田宮徹、土屋隆英

(上智大・理工・化学)

オジギソウの素早い屈曲は、主事E枕運動細胞の膨圧変化

によって引き起こされると言われている。我々は、アクチ

ンーミオシン系に注目し、これらと運動との関連について

研究をおこなってきた。 cytochalasin Dを作用させると、

屈曲の阻害・マイクロフィラメントの断片化が起こること

から、本研究では、運動とマイク口フィラメントの関連を

考察することを目的として、共焦点レーザー顕微鏡を用い

て、マイクロフィラメントの 3次元構造を調べた。

MBSで画定後切片にした主糞枕をローダミンーファロ

イジンで染色し観察した。 3次元的な像は各断層写真を再

構成し得た。

運動後の細胞の断層写真像から、マイク口フィラメント

は、細胞膜・細胞質・液胞膜に存在するが、液胞内には存

在しないことがわかった。再情成像から運動細胞内におけ

る3次元的な構造を解析したところ、マイクロフィラメン

トは液胞膜表面と細胞膜内側に局在し、液胞膜表面のフィ

ラメン卜の先端は、細胞膜に向かつて伸び、細胞膜内側に

まで到達しているようであった。

今後、運動前の細胞についても同様に観察し、運動前後

のマイクロフィラメントの局在から、アクチンと運動との

関わりについて解析していく予定である。



2pGOl 
モモ果実細胞壁より見出されたエチレン生成抑瑚]オリゴ糖

森口卓哉、吉岡博人、真田哲朗、盟虫量一(農水省・果樹試)

果実の肉質は成熟・老化にともなってダイナミックに変化す

る。特に、モモは収穫直後から急激に軟化しはじめる。一方、

細胞壁分解酵素により出現する糖鎖断片が老イt現象に関与して

いる可能性が示唆されている。 Tong& Gross(1990)は、トマト

果実において、細胞壁由来の多糖類断片が、老化過程の特徴で

あるエチレンの発生を促進したことから、これが内在性の引金

であると提唱している。今回、モモ果実細胞壁由来のオリゴ糖

にエチレン発生を抑制する効果が認められたので報告する。

[材料及び方法] モモ果実を80%エタノールで抽出し、アル

コール不溶性画分(粗細胞壁画分)を得た。この画分をベクト

リアーゼで処理し、 TLC、HPLCを用いて分離精製し、オ

リゴ糖画分を得た。エチレン生成抑市助果はAVG及びACC

を添加したリンゴ果実切片を用いて経時的iこiIlI1定した。
[結果及び考察] 組細胞壁画分を細胞壁分解酵素で処理した

後の水抽出画分は、 ACCからのエチレンの発生を顕著に抑制

した。さらに、この水抽出画分を80%エタノールで再抽出した

ところ上澄みにおいてのみエチレン生成の抑制働果が認められ

た。そこで、この画分をTLC，HPLCで精製したところエ

チレン生成抑制物質はウロン酸を含むオリゴ糖であると考えら

れた。エチレン生成抑制物質は果実自身のもつ細胞壁分解酵素

によっても発現してくることから、このオリゴ糖構造は、細胞

壁に内在し、果実の成熟・老化に関与する可能性が示唆された。

Tong B. S. & Gross K. C. (1990) Physiol. Plant. 80: 500-506. 

2pG02 
カボチャ下院拘bにおけるブラシノライドの成長促進作川

宮永るみ、横井i責樹、合干iT干(広島大・総科・自然)

ブラシノライドは、純物の成長や'tJl型機能の促進に強い影響

を及ぼす。エンドウ、アズキ、 トウモロコシ、キウリなどでは

低濃度でオーキシンと類似の作用を示すことが報告されてい

る。しかし、ブラシノライドは既知の植物ホルモンには認めら

れない生環作用も示し、ホルモンとしての作用様式はまだ充分

瑚解されていない。そこで我々は、ブラシノライドの伸長促進

作用に誇日し、黄化させたカボチャ下限軸切片を用い、その作

用をオーキシンと比較した。

オーキシン (10-5M)は表皮のついた切1¥・の伸長は18.8%促

進したが、表皮を取り除いた切片の仲長は促進しなかった。と

ころがブラシノライド (2xlQ-7M)は前者の伸長を39.2%、後

手?を29.6%促進した。応JJ緩和1法により細胞のjJ学的性質を測

定したところ、ブラシノライドを処理すると表皮が仲長の原因

となるゆるみ(忌小緩和時聞が259も、緩和速度が41%の減少)

を、内部組織がヤング率の低下 (29%) を示した。以上の結果

はブラシノライドが表皮と内部組織の両者に働きかけて伸長を

促進していることを示す。
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2pG03 
カボチャの根の成長と細胞壁の変化に対するアル

ミニウムの影響

k VanHOA、倉石膏、桜井直樹(広島大・総科・

自然環境)

暗所25.5
0

Cで 1B水耕したカボチャ (Cucurbita
maxima Duch.)芽生えの水耕液に1mM  A1C13溶液
(pH4.5)を処理し、根の成長を調べた。根の阻害

作 用 はAI処理後 1時間 で 成 長 帯 ( 根 端 か ら 1-
5mm) で顕著にあらわれ、根の成長の阻害は細胞

伸長速度の減少による可能性を示した。細胞壁成

分の分析の結果、 AI処理によりベクチン、へミセ

ルロース、セルロースの画分が増加することを示

した。特に根の先端部 (O-7mm)ではベクチン量

が増加し、それに続く部位 (7-1伯 m)ではセルロー

ス量が増加した。また、 AI処理により根のいずれ

の部分でも J 様にへミセルロース量が増加した。

さらに細胞壁の糖組成を調べたところベクチン量

の増加は、ウロン酸、ガラクトース、アラビノー

スの増加よるものであった。ヘミセルロースの増

加はグルコース、ガラクトースの増加によるもの

であった。これらの結果は、根の成長中の細胞壁

代謝がAI処理によって短時間のうちに著しく影響

され、その結果成長が阻害される可能性を示して
いる。

2pG04 
媛性エンドウの根の細胞墜多糖の分子量分布と糖組成に

対するジベレリンの効果
盆主基二、 D.J.ヒユーパー1 (名古屋市大・教養・
生物、 1フロリダ大・農・閤芸)

根の生長はジベレリン (GA)とアンシミドール (A
NC)で制御できる。 ANCは伸長生長を抑制し根を肥

大させる。 GAが共存すると肥大は起こらず、伸長生長
が持続する。エンドウでは、このとき、細胞壁の伸展性
や糖組成に大きな変化が起こっていることが判明してき
た。本報告では、媛性エンドウ (cv.LittleMarvel)の

根の細胞壁構成多糖が、 GAとANCによってどのよう
に変化するかについて報告する。

根の先端部から基都に向かつて lmm間隔の細胞墜の
糖組成を調べた。アラピノースは伸長帯では少なく、根

端部と成熱帯で増加した。ガラクトースは逆に、伸長帯

で最も多く根端部と成熱帯では低下した。 G Aは伸長帯

でガラクトースを増加させAraを減少させた。この効
果は、ペクチンとヘミセルロースE分画で認められたが、

ヘミセルロース I分画では認められなかった。次に、ペ
クチンとヘミセルロース分画の分子量分布を比較した。

ペクチンは、 CDTA (230C)で抽出した。 GAは、
恨の先端部と伸長帯において酸性多糖の分子量Eの大きい

成分を増加させたが、成熱帯(根端から lO-14mm)
では、この効果は認められなかった。熱確酸アンモニウ

ム処理は、酸性多糖を低分子化した c ヘミセルロース分
画の分子量分布の比較結果も合わせて報告する。



2pG05 
ニンジン培養細胞における細胞拶糠の絡分析

重並一主九佐藤忍、中村紀雄1、藤伊正
(筑波大・生物、 1横浜市大・却里・生物)

ニンジン培養細胞のうち不足眠形成能力や細包の接着性に差の
あるNon-e皿bryogenicca!!us(NC)やE皿bryogenicca!!us(EC)、及
びオーキシンを含まない培地にECを移植して得たSomatice皿bryo
(SE)の9材料を用いて培地多臓、細錘鯵糖の解析を行い、細包の
分化や銭着性と車耐包壁多穏との関係を考察した。
瀬古車操後、 boi!ing EtOHで脳連した細胞から細胞薗函分を得、

含まれる多糖をペクチン、ヘミセルロースA、ヘミセルロースB、
及びセルロースの4画分に分画した。これらの画分中の全精量、酸
性結量を細胞車種量当たりで評価したところ、 ECのペクチン画分
において全結量カ精に多いことが示されたカ人その他の画分や培
地多絡ー及び酸性多糖の量に大きな違いは認められなかった。次
iこ酢酸セルロース牒電気泌甜(トルイジンブルー染色)により酸
性多糖のパターンを比較した減賠な違いは認められなかった。
またペクチンメチルエステラーゼ加盟により、脱メチル化したサ
ンプルにおいてもNCとEC関で酸性多糠のパターンに差はみられな
かった。一方電気泳動後、 PAS染色により中性多糖のパターン上臓
を行ったところ、 ECのペクチン画分では"標準ペクチン"と同じ
位置に強いスポットが認められた。そこで脅詞泳後、この位置の
多糖を回収し、そこに含まれる中性多糖の単勝臓を調べたとこ
ろ主にアラピノースとガラクトースが検出された。アラピノース
とガラクトースの比浮凪細目櫨拶糖のペクチン、ヘミセルロー
スBの両画分においてNC<配<SEという傾向が示された。
これらの結果は、ペクチン画分中の中性糖量や糖組成特にアラ

ピノースとガラクトースの比率ゐ鴻醐包の分化や接着性に何らかの
関わりを持つことが考えられる。

2pG06 
媛性オオムギ突然変異でIAAによって発現す

るタンパク質

桜井 直 樹 ・ 鶴 崎健一・横田幹朗・倉石膏

(広島大・総科・自然)

IAA生産量の少ない媛性オオムギ突然変異

( uzu)では、 IAAが少ないために細胞壁中の

1，3:1，4-s-グ ルカンが分解されず蓄積される。

外から IAAを投与すると、正常系統と同様の

伸長促進を示す。本研究では IAAによって誘

導されると思われる βグルカン分解酵素の

発現について調べた。正常、掻性系統から

それぞれmRNAを抽出精製し、コムギ匪芽系

で 35 S _メチオニンを用い翻訳実験を

行った。生成物は二次元電気泳動で展開し

た。フロオログラムを調べたところ、正常

では発現し、 uzuで は 弱 く し か 発 現 し な い ス

ポットが 5個見つかった。内 2個は、 lAAを

投与し で も 変 化 がなく IAAの生合成に関与す

るタンパク質である可能性がある。残りの

3個は 1A Aによって正常、 uzuで共にス

ポットが強調され、 IAAの投与に対応してい

た。その内 1個のスポットの相対分子量は

60kDAでトウモロコシ細胞壁中のexo-s-グル

カナーゼの分子量と一致した。
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2pG07 

傾斜刺激下における樹幹木部の形成

一特異的タンパク質の誘導ー

重量畳二、浅田隆之¥林隆久、伊東隆 夫

(京大・木研、 l王子製紙・林木育種研)

樹幹は傾斜されると本来の位置に戻ろうとし

て特殊な木部(材)を分化させる。そうして形成

された木部をアテ材という。広葉樹〈双子葉類)

では一般に傾斜上側にアテ材が形成される。そ

の部分では、リグニンを含まない二次壁の層が

厚く堆積し、セルロースミクロフィブリルが細

胞長軸とほぼ平行に配列するようになる。また

へミセルロースの種類も変化する。今回、 われ

われは傾斜固定したユーカリの樹幹から分化中

の木部を採取し、そのタンパク質を通常の 木部

分化帯のものと比較することにより、傾斜刺激

を受けた分化帯に特異的なタンパク質を見出し

た。磨砕試料を3000gで遠心したペレットの I
M NaCl抽出画分において36kDのバンドに遭いが

見られた。このことから、傾斜刺激によって誘

導された36kDタンパク質は細胞壁に結合してい

ることが示唆された。

2pG08 
ダイコンホウ素含有多糖の精製と性質

石垣賢一、間藤徹、関谷次郎、東順一l

(京都大・農・農化、 1京都大・農・林工)

ホウ素は高等植物の必須元素であるがその生理作用は未だに

解明されていない。ホウ素の生理作用を検討するにはホウ素の

存在部位をつきとめる必要がある。我々は昨年の本大会でタノ《

コ培養細胞のホウ素の大部分が特定の多糖に結合した形で細胞

墜に存在していることを報告した。今回、比較的ホウ素含量の

高いダイコン恨細胞壁からホウ素含有多糖の精製を試みた。

ダイコン恨から粗細胞墜を調製し、これを0.1%ドリセラー

ゼで48時間処理すると細胞墜ホウ素の90%以上が酸性多糖に結

合した形で可溶化された。更にホウ素をマーカーにしてカラム

クロマトグラフィーを行い、重量平均分子量約7500のホウ素含

有多糖を得た。分析の結果から、このホウ素含有多糖はウロン

酸52%、中性糖32%、カルシウム1%、アミノ酸1%、ホウ素O.

2%(各重量%)からなるラムノガラクツロナンであった。

II B-NIlRスペクトル解析から、ホウ素は4配位子をもっホウ酸

の形で、エステル結合により糖と結合していた。また、このホ

ウ素はlNHCl 30"C 15皿1nの処理で完全に除去されたが脱ホウ

素処理による分子量の変化は認められなかった。
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分子生物学(7 ) 
成長制御(2 )・リズム
光合成(5 ) 
蛋白質・酵素(1 ) 

脂質・生体膜

イオン輸送・電気生理
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3aBOl 
イネの約特異的遺伝子の構造と発現様式

主屋宣、中村久子、鳥山欽哉、江尻慎一郎(岩手大・農・細胞

育種実験施設)

イネ(Or)'zoso ti vo L.)の蔚における遺伝子の知見調節機構を

解明し、その成果を作物育種に応用することを目的として、デ

ィファレンシャルスクリーニングによってイネの小胞子期の約

で発現している遺伝子をcDNAとして初めて単離した。

単離した2種類のcDNA(Osc4.0sc6)の塩基配列をもとにホモロ

ジー検索を行ったが、有意に相向性のある遺伝子およびタンパ

ク質は報告されていなかった。

ノーザン分析の結果、 Osc4は1核期の蔚でのみ発現がみられ、

Osc6は1核期の約で強く発現しているが、約の発達に従って順

次発現量は減少していた。

また、 10S1tllハイプリダイゼーション法により発現組織に

関する詳細な検討を行った結果、いずれの遺伝子とも蔚のタベ

ート組織で発現していることが認められた。

さらにこれらのcDNAをプローフ.としてイネのゲノミツクライ

ブラリーをスクリーニングし、各々に対応するゲノミッククロ

ーンを単離し、その構造解析を行った。単厳した遺伝子のプロ

モーター領域上には既知の植物のプロモーターと栢向性の高い

領域が認められた。これらの遺伝子のプロモーター領域にGUS遺

伝子を連結した発現ベクターをタバコに導入した結果、タペー

ト組織で強い発現が認められた。

3aB02 
ベチュニアにおける花芽特異的遺伝子群の単厳とその発現様式

山下 博史、河野 重行、黒岩 常祥 (東京大学・理・植物)

花は高度に分化した器官の集合体であり、それぞれの器官の

形態形成の過程には多くの遺伝子が関与している。ぞれらの遺

伝子が一定の順序に従って適切な時期に適切な部位で発現する

ことによって正常な花芽が形成される。このような花芽形成過

程の遺伝子発現の時間的・空間的な制御機構を明らかにするた

めには、まず花芽形成に関与する遺伝子を単離し、その発現制

御の様式を解析する必要がある。花芽形成の初期に発現する遺

伝子をクローニングするために、ベチユニアを材料として、 1c 

皿程度の花芽から得た皿RNAから cDNAライブラリーを作成した。

花芽および葉から得たmRNAをもとに作成したcDNAプロープを用

いて、このライブラリーをディフアレンシャルスクリーニング

し、花芽に特異的と思われるクローンを選択した。 2次スクリ

ーニングの結果、約 20の候補を得た。これらのクローンから

PCR法で cDNAを増幅し cDNAプロープを作成し、花芽および葉から

抽出した RNAに対して、ノーザンハイプリダイゼーションし、

花芽でのみ特異的に発現している 8のcDNAクローンを選択した。

これらの花芽に特異的な遺伝子の発現パターンの時間的な差異

を調べるために、 1c皿程度の花芽と完全に開花した花から R自A

を抽出し、ノーザンハイプリダイゼーションによる解析を行っ

た。その結果、得られたcDNAクローンは花芽が開花しでも発現

量が変わらないものと開花後に発現量が著しく減少するものの

2種類に分類されることがわかった。さらに各発達段階ごとの
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3aB03 
イネホメオボックス遺f云子は2カ所の転写開始点を持つ

松岡 (生物研)

ホメオボックス遺伝子はホメオドメインと呼ばれるDNA結合

ドメインを持つ遺伝子で、戴糊においては形態形威に重要な役

割を持っていることが知られている。最近、植物においても動

物キ癖母のホメオドメインに類似した構造を持つ遺伝子の存在

が報告され、これらの遺伝子と植物の形態形成の関連について

興味が持たれている。我々は前年度の本大会でイネゲノム中に

もホメオドメインを持つ遺伝子カt複数存在すること、またその

内のいくつかについてそのcDNAの構造と発現様式について報告

した。今回新たにトウモロコシのホメオボックス遺伝子と類似

した構造をfわ遺伝子を単厳しその発現様式について検討を行

った。その結果、この遺伝子は劃頁て号虫〈発現する一方、えい

花、枝梗、茎で弱い発現を示すだけで葉、根等の組織では全く

発現が見られなかった。またこの遺伝子は2カ所の転写開始点

を持つことにより、 2種類の長さの異なるRNAを転写すること

が確認された。

3aB04 
イネホメオボックス遺伝子OSH1によるトランス
ジェニックアラピドプシスの形態異常
市川裕章、松岡信 1 (農業環境技術研、 l農業生物資

源窃ナー

イネOSH1遺伝子は、トウモロコシ葉組織の発達に
関与するKnotted-1(胎11)遺伝子に対応するホメオボッ
クス遺伝子である(松岡ら、本講演要旨参照)。こ
のOSH1遺伝子の生物学的機能を探る一手又として、
OSH1遺伝子のプロモーター領域をGUS遺伝子の上流
につないだキメラ遺伝子OSH1-GUS、およびOSH1遺
伝子のコード領域をCaMV 35Sプロモーターの下流に
つないだキメラ遺伝子35S-0SH1をアラピドプシスに
導入し、トランスジェニツク植物における OSH1遺伝
子の発現部位および形態形成に及ぼす影響について
調べた。 OSH1-GUSトランスジェニックアラピドプ
シス (T2世代)の組織化学的GUS染色の結果、 GUS
活性は茎頂で特異的に発現しており、その中で最も
強い活性が見られたのは托葉およびその周辺部位で
あった。また100個体以上得られた35S・OSH1トラン
スジェニック植物(T1世代)は共通の形態異常を示
し、再生初期には多数の茎あるいは花芽の分裂組織
の集合体が出現し、その後多くの個体において葉を
ほとんどあるいは全く持たない茎の伸長が見られた。
また35S-0SH1遺伝子は花器の形態にも影響を与え、
特にがく片、花弁および雄ずいの形態が異常になり、
極めて低い稔性を示した。これらの結果から、イネ
OSH1遺伝子は双子葉植物のアラピドプシスにおいて
も、茎頂で特異的に発現する上、形態形成に重要な
影響を及ぼす遺伝子であることが判明した。



3aB05 
翻訳後修飾によるコムキもZIP型転写因子HBP-1bのDNM古合活性調節

高瀬尚文 1，2、飯哲夫人溝口剛3、4、篠崎一雄3、岩淵雅樹 l、2

(1基生研・発生生物、 2京大.~M、 3 理研-槻物分子生物、 4筑波

大・生物)

我hのグループは、多くの植物コア・ヒストン遺伝子の 5'

上流域に高度に保存されているタイプ Iエレメント内にあるヘキ

サマー(ACGTCA)・シス配列に結合する悶子としてHBP-1atHBP-1b

を同定するとともにcDNAを単厳し、両因子治宝bZIP型転写調節因子

群に属することをすでに報告してきた。更に田P-1bに関しては、

そのDNA結合活性がリン酸化・!悦リン酸化による制御を受けること

を示唆する実験結果を得ている。細胞周期の S矧にmRNAレベルが

高くなるヒストンH3遺伝子の転写調節を理解する上でリン酸化・

脱リン酸化によるコムキ十HBP-1bのDNA結合活性調節のメカニズムを

知ることは重要である。そこで大腸菌内で発現させたHBP-1bを用

いて、タンパク質キナーゼによるリン酸化の有無を調べるととも

にDNA結合活性への影響を謝ぺた。

コムギHBP-1bサプファミリーのメンバーの一つであるHBP-

1b(c8)をマルトース結合タンパク質との融合タンパク質として大

腸菌により大量発現させた後、高度に精製したものをHBP-1bの標

品とした。またタンパク質キナーゼとして、 cDNAクローニングさ

れているアラピドプシスのカゼインキナーゼEのカタリテック・

サプユニット (ATCKA1)を用いた。 ATCKA1によるリン酸化は認られ

たが、田P-1b(c8)のDNA結合活性への影響は見られなかった。

3aB06 
コムギbZIP型転写附子HBP-1a及びllBP-1bil1fぶrのイネ細胞におけ

るプロモーター領域の解析

三ム温liJl、松真昭 L 2、大坪j台、弘2、藤本11.光3、お測雅樹 l、z

(1 基'HiJf' 発生生物京大・.I!I[・分Hi~物、 3 l]本引がI~紛)

コムギbZIP型転写囚子HBP-1a及びllBP-1bは、コムギヒストンH3

遺伝子のシス配列の 1つであるタイプ Iエレメントに特異的に結

合するが、それらの皿RNAは、 H3皿RNAと阿様に、 S期に蓄積するo

fM凶子のH3遺伝子の SWj!持果的転'与'調節における両凶了・の役割分

担!を詳細に解析するため、すでに両国子の遺伝子のクローン化及

び、構造解析を行っている(前年度本大会)。今回、同j遺伝 fのプ

ロモーター領域の解析を行ったので報告する。

HBP-1a及び国P-1b遺伝子の[-.流域をそれぞれ GUSl宣伝 fに連結

し、各融合遺伝子のイネ細胞における一過性の発現を兄た。 HBP

1b遺伝子の上流域にはゆjかなプロモーター活性が見られたが、

HBP-1a遺伝子の上.流域に関してはそのような活性が認められな

かった。 HBP-1bプロモーターの活性は、コムギH3プロモーターの

それに比べ75-150位低いものであった。また、 HBP-1a遺伝f・の
上流域をコムキ羽3遺伝子の昆小プロモーターにつなげたところ、

最小プロモーターの発現効率が低下した。

そのことが特に強い負の調節領域によるのか、活性のf止さが単に

影響しているのかは今のところ不明である。同j遺伝子の上流域に

は、それぞれの産物が結合する配列が存在する(前年度本大

会)。現在、その配列を含む領域の転写調節における役割を確か

めると同時に、 トランスジェニック植物を用いたプロモーター解

析が進行中なので、これらの解析結果もあわせて報告する。
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3aB07 
コムギ・ヒストンH3遺伝子の細胞周期特異的発現に関わる

シス領域の同定

主主重弘、中山卓哉、寺田理枝1、島本 功¥岩淵雅樹

(京都大・理・植物、 1植工研)

我々は、細胞周期特異的に発現するコムギ・ヒストンH3

遺伝子 (TH012)の転写開始点上流ー185までのプロモーター領

域が、細胞周期 S湖特異的発現を規定し得ることを、

H3/GUSキメラ遺伝子を導入したイネ培養細胞(Oc)同調系を

用いた解析から明らかにして来た。この領域には、転写制御

に関わる三つのシス配列(ヘキサマーACGTCA、オクタマ

-GATCCGCG、ノナマーCATCCAACG) と、それらに結合

する核蛋白質因子 (HBP-1a，-1b， ssDBP・1，-2， HBP・2)が

同定されており、これら因子が細胞周期特異性を担っている

可能性を示唆して来た。

今回、上流減を184bpまでしか持たないH3/GUSキメラ遺

伝子のヘキサマー、オクタマーの周辺に置換変異を導入した

変異遺伝子群を作製し、これら遺伝子の形質転換イネ培養細

胞中での発現をS1法で解析したところ、ヘキサマー、オク

タマーが細胞同期特異性を規定するシス配列であるという、

より明確な結果が得られたので報告する。

3aB08 
イネb-ZIP型DNA結合タンパク質RAF-j遺伝子の単離と解析
井沢毅，.2、Nam-HaiChua2、島本功 1

C 1植物工学研究所， 2TheRockefeller University) 

我々は、 ABA responsive cis-element に結合する小

麦b-ZIPタンパク質EI目BP-jのbasic領域のアミノ酸配列と相

同性を持つイネcDNAを単離、 b-ZIP型DNA結合タンパク質を

コードしていることを確認し、 Rice Activation Factor 

CRAF-l) と名付けた。 b-ZIP以外の領域は、既に報告され

ているどのb-ZIPタンパク質とも強い相向性を発見できなか

った。大腸菌で発現させ， ACGT配列をコアにもつ体系的に合

成された数十のプロープを使い、ゲルシフト法で、 in vi 
tro での結合特異性を EmBP-jと比較したところ， RAF 

lは、 EmBP-jと共通の配列だけではなく、他の配列とも強く

結合できることが判った。このことより、 RAF-jは、広範な

遺伝子の制御に関連していると考えられる。さらに、イネ

プロトプラストを用いたトランジェント アッセイで、様
与な植物プロモーターのRAF-jによるactivationの有無を確

認した。その結果、 RAF-j自身が、 RAF-jプロモーターを活

性化できること等が判った。このことは、 RAF-jの発現が自

己制御されている可能性を示唆している。現在、 RAF-j 遺

伝子のプロモーター領域をgusA遺伝子につないだプラスミ

ドをイネに導入し、発現部位の同定を試みている。



3aB09 
イネEm遺伝子の転写制御因子VP1による発現制御

O服部東穂、寺田智子、演砂稔(三重大・遺伝子)

転写制御因子VP1は、種子旺叩成熟過程でABAの制御下にある

一連の遺伝子群の発現を制御している。 演者らはイネVP1

(OsVPl)による転写制御のメカニズムを明らかにするため、 VP1

の標的遺伝子のひとつと考えられるE耐町云子のcDNAおよびゲノ

ミッククローンをイネより単離し、その塩基配列を決定した。

OsEmのプロモーターとGUS遺伝子の融合遺伝子(OsEm-GUS)を作製

し、イネ培養細胞プロトプラストで一過性の発現を調べたとこ

ろ、その発現はABAによって活性化された。さらに、 OsEm-GUSの

発現は、同時に発現させたOsVp1cDNAによって5-6倍、トラン

スに活性化されたことから、確かにOsE皿カI~P1の概句遺伝子であ

ることが明らかとなった。次に、この発現系を用い、 OsEm-GUS

のプロモーターに様々な欠失を加えたものについて、 ABAおよび

VP1による活性化を調べた。 OsE皿の上流域を 502から

-176まで欠失させるとABAによる活性化にはほとんど影響な

かったが、 OsVP1による活性化の程度は減少した。 さらに

-140まで欠失させると姐A，OsVP1どちらによる活性化も消失

した。また、 502まで持つプロモーターでは、 OsVP1はABA

による活性化に対して棺乗効果を示したが、 140までのプ

ロモーターでは相乗効果は見られず、むしろ抑制的に働いた。

現在、 VP1，ABAによる制御に関わるcis配列について、さらに詳

細な解析を進めているが、本講演ではこれらの結果をもとに、

OsEmのOsVP1による転写制領職構について考察したい。

3aBlO 
rolCプロモ ターのショ糖誘導に関与する

シス配列の解析

横山隆売、議井伸治 1、EvalourT. Aspuria1， 

加藤敦之、内宮博文北大・理・植物、

1東大・応、微研)

我々は rolC プロモ ターが維管束細胞で

特異的に発現し、その発現は高浪度 (0.4M) の

ショ糖により活性化される事を既に本大会で報

告した。今回ショ糖に応答するシス配列を同定

するために、 5' 上流及びその内部を欠失させ

たプロモーターの解析を行なった。この結果、

-135bpから-94bpまでの領域を欠矢させた場合

にはショ糖による活性化がほとんどみられなく

なった。さらに rolCプロモ ターの一部を

35Sプロモーターに連結して解析を行なったと

ころ、上述の結果を支持するデ タが得られた。

以上の結果より、 rolC プロモータ のショ糖

誘導に関与するシス配列はー135bpから -94bpま

での聞に存在することが示唆された。またショ

糖によるrolC-GUSキメラ遺伝子の発現を組織

レベルで解析した所、組織特異性を失う事無く

植物体全体における発現の局在性が確認された。
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3aBll 
rolC遺伝子5'上流域に結合する一本鎖DNA結合タン

パク質の解析

坐主主主、内宮博文北大・理・植物、 1東大・

応微研)

Riプラスミド上に存在するrolC遺伝子は、維管束

組織で強く発現し、その発現はショ憶によって活性

化される。また、欠失変異体を用いたcis解析より、

ショ憶による活性化領域が決定された。そこで、シ

ョ糖による転写調節を解明することを目的に、この

DNA領域に特異的に結合する因子の解析をおこなっ

た。

タバコ芽生え核拍出物を用い、ー136bpから一111bp 

を含むオリゴヌクレオチドをプロープとしてゲルシ

フト分析をおこなった。その結果、三本鎖DNAをプ

ロープとして用いた場合では特異的な結合が見られ

なかったが、一本鎖DNAをプロープとしたところ、

Top strandでのみに特異的な複合体が検出された。

サウスウエスタン法による解析より、この一本鎖

DNA結合因子は、約43KDaのタンパク質であることが

示唆された。現在、サウスウエスタンスクリーニン

グ法を用いてcDNAの単離を試みている。

3aB12 
ニンジンの不定脹発生過程におけるrolCプロモーター
の発現 一民letionMu回 .tsを用いた解析一
産主盤晶、横山隆亮¥内宮博文(東大目応微研、 1北大 I

理)

ニンジンの培養細胞系においては2，4・Dによりカルス
が誘導され、 2，4-Dを除去することにより不定匪の発生
が促進される。我々は既にRiプラスミドのrolC遺伝子
プロモーターとGUS遺伝子とを連結したキメラ遺伝子
はニンジンの不定匹誘導に伴ってその発現が上昇する
ことを示した(PlantPhysio1.l99 1 95，238-241)。この発現
の上昇は不定匪誘導培地での培養期間に依存している
のではなく、不定匹発生の進行に依存していることを
今回明らかにした。

さらに不定匹発生に伴う発現活性の増大を担う cisilJl
域の同定を試みた。 5'deletion mutants を用いた所、
rolCプロモーターの-255bpより上流を欠失した場合に
おいてもGUS活性の上昇は認められた。そこで-255bp
より転写開始点側を順次欠失させたinternal deletion 
mutantsを作成し、発現パターンの変動を解析した。そ
の結果、全てのinternaldeletion mutantsにおいてカルス、
PEM(proembryogenic masses)でのGUS活性は低かったが、
ハート型匹、魚雷型匹においてはGUS活性の上昇が検
出された。以上の事より、不定佐における発現の活性
化を担う ClS領域の存在様式として 1)rolCフ・ロモーター
に複数存在する、あるいは 2)rolCプロモーターの転写
開始点の近傍に存在する可能性が示唆された。



3aB13 
イネ細胞増殖核抗原(PCNA)遺伝子の分裂細胞特異的発現にかか

わる因子の解析

企並盆二、大橋祐子、鈴鹿巌 (農水省・生物研)

PCNAtiDNAポリメラーゼsの補助因子として働く核安ンパ

ク質で、その遺伝子の発現は、細胞周期上の G，(G o)-s境界期

で起こる。これまでの我身の研究から、イネPCNA遺伝子の G0 

期から s期にかけて起こる発現は転写レベルで制御され、その

G 0-S期特異的発現は転写開始点から上流263bp以内の 5' 上

流領域に依存していた。 invitroの解析から 150から 200の領威

内に二種類の核内ヲンパク質因子(RPCF-I，II)が結合し、さらに

RPCF-IのcandidateとしてRPCF-Ia友ぴIbのcDNAがクローニ

ングされた。 RPCF-IaとIbは共にbZIP権造を持つと予想された

が、川 vitroにおいてはヘテロダイマーを形成しなかった。また、

RPCF-IaのcDNAを過剰発現させたヲバコ及びそのアンチセン

スRNAを発現させた形質転換ヲバコ植物を作出したが、形態に

異常は見られなかった。 RPCF-Iはsitel(GCCAGGTGGC)に、

RPCF-IIはsitella(TGGGCCCGT)とsitellb(TGGTCCCAC)に

結合するが、各々の塩基配列に変異を導入したPCNAプ口モー

:$1--GUS遺伝子をタバコに導入し、得られた形質転換植物体の

解析を行ったところ、現在までに日月らかになったことは、

sitellbのみの変異ではイネ PCNAプロモーターの活性に変化は

認められなかったが、 sitel.Ila、Ilbの全てに変異を導入したプロ

モ-:$1ー(約 2Kb)では、転写活性が著しく低下したことであ

った (sitel及ひ'sitellaのみの変異を導入したものについては現

在解析中)。このことから、少なくともこれらいずれかの核内

空ンパク質因子結合部位がイネ PCNA遺伝子発現の正の調節に

関わる因子であることが考えられる。

3aCOl 
低幹仕立クワ一年枝の梢端優勢生長と僻j芽の摘芽処理の影響
鈴木健夫 (京都工織大・繊維・応生)

低幹仕立クワ(品種， ‘しんいちのせ， )の一年枝における
侭j芽・側校生長の優先(勢)関係一一梢端優勢生長一ーを調べ
るため、 (1)春発芽前と (2)春発芽持の伺IJ芽の摘芽処理を
おこなった。 両処理とも、 1株中1本の一年枝を対象として
、上位から 2/5までの部位の仰j芽除去、 1芽おきの反復側芽
除去、 5芽毎に1芽を残す4芽ずつの反復側芽除去などの実験
区を設けた。 その結果、 (1)の摘芽処理による春発芽パタ
ーンへの影響は少なかった。(1)， (2)のいずれも、実験
区の上位枝の優勢生長は無処理枝(対照区)のそれより早く現
れ、また伸長生長も対照区より良かった。さらに、この上位枝
の良好な伸長生長にも係わらず、実験区の側枝の伸長生長も対
照区のそれより優った。一方、これらとは別に、クワ一年枝の
春発芽が非斉一型'あるいは中島型の品種では、梢端優勢生
長が‘斉一型， (同一枝内における上位から基部近くまでの側
芽のほぼ斉一的な春発芽・伸長)の品種よりも一般的に早く現
れることが知られている。 これらのことから、春発芽が‘斉
一型'の‘しんいちのせ'の梢端優勢生長では、側枝閣の競合
(相互阻害)の役割が重要であり、この結果として長枝・短枝

の形成と短枝の枝矧嫌(不定節間脱離)が起こると考えられ

た。
S回 uki，T.(1990):Physiol.Plant.， 80:350-356 
鈴木(1992):日蚕雑， 61:383-392，494-500 
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3aC02 
クワ休眠枝の切枝水挿の梢端優勢生長と貯蔵デンプンの消長
鈴木健夫 (京都工繊大・繊維・応生)

木本植物の春の萌芽時には樹皮や木部(柔細胞)の貯蔵物質
(デンプンなど)が生長部分(頂芽や側芽)に近いところから

利用されていく。低幹仕立クワ(品種、 ‘しんいちのせ， )の
一年枝の梢端優勢生長と貯蔵デンプンの消長パタ ンとの関連
を明らかにする目的で、後休眠枝切枝の水挿による検討をした。
(1)約2mの切枝と (2)約15岨の切片(複節挿穂)に適当

な摘芽処理をして室温、自然光下で水挿すると、 (1)、 (2) 
とも、無処理枝の発芽所周回数や発芽パターンとの差は小さく、
新梢の伸長生長とそのパターンに差が生じた。有節(あるいは
節間)切片の縦断面のヨード・デンプン反応で、側芽生長にと
もなう挿穂内デンプンの分布(消長)パターンを調べた。その

結果、水挿開始時には、側芽と挿穂の(側芽と葉痕下の)連撞
輩に著しく、また節間の樹皮、木部にも均等に、デンプンが分
布していた。発芽時には主に側芽の連撞輩のデンプンが利用さ
れた。{即穿伸長にともない、下位の側枝の場合よりも上位の側
枝の連量車とその周辺に節閣の樹皮や木部のデンプンがよく集
積さ才工、挿穂の下部から先にデンプンが消失した。部分摘芽枝
の摘芽処理した連霊童とその周辺にはデンプンが集積されず、
新梢(側枝)生長、また新梢の連量盟とその周辺へのデンプン
集積はともに無摘芽枝の場合よりよかった。一方、全摘芽枝に
おいても、緩やかに枝の下部から先にデンプンカマ肖失し始めた
ことから、母校(挿穂)の呼吸や吸水のエネルギー源としても
枝の下部から先にデンプンが利用されると考えられた。

3aC03 
ジャスモン酸の離層形成促進作用:セルラーゼ活性に対する影

響

よ旦鈍三、宮本健助、橋本昌晴(大阪府大、総合科学)

ジャスモン酸のゴガツササゲ第一葉葉柄切片における離層形

成促進作用を細胞壁構成多糖およびセルラーゼ活性との関係か

ら検討した。ジャスモン酸およびジャスモン酸メチルエステル

は1凶以上で暗黒下および明所下で離層形成を促進した。離層

が形成される場合、葉柄側、葉枕側離層部の細胞肥大が生じ、

離層部細胞の細胞壁の構造が変化する。ジャスモン酸メチルエ

ステルは離層部細胞の細胞壁多糖、すなわちペクチン、へミセ

ルロースの質、量には影響しないものの、セルロ スの含量を

低下させた。さらに、ジャスモン酸メチルエステルは離膚部細

胞において、細胞壁合成基質であるUDP糖含量を低下させた。

一方、インゲン芽生え各器官に存在するセルラーゼを Lewis
らの方法により抽出し、芽生え齢に伴う活性の変動を調べた。

その結果、セルラーゼ活性は全ての器宮において検出されたが、

10日目以降、特に第一葉の第一離層部葉与党側、葉柄側できわ

めて高い活性を示した。そこで、 10日齢の芽生えを用いて、

根からジャスモン酸を48時間芽生えに吸収させセルラーゼ活

性に対する影響を調べたところ、ジャスモン酸は第一葉葉枕お

よび葉柄部における活性を上昇させた。

Lえとの結果、ジャスモン酸およびそのメチルエステルはゴガ

ツササゲ期丙側離層部細胞の細胞壁多糖、特にセルロースの分

解を促進し、合成を低下させることによって離層形成を促進す

ることが明かとなった。



3aC04 
スギナ胞子体Shootの形成におよぼすジャスモン酸の効果

重弘』宜、河合文雄、金森正雄、 W.Dathe' 
(財・環境科学総合研、 'Inst.Plant Biochem. Germany) 

スギナ(tquisetuIarvense)配偶体はホルモンを含まない培地

で、継代培養できる。継代培養した配偶体を、サイトカイニンを

添加した培地に移すと、胞子体Sh∞tの形成が誘導される。誘導

されたShootの発達には外性サイトカイニンは必要とされない。

そこで、サイトカイニンを必要とする時期をSh∞tの誘導期、そ

れ以降を発達期とした。本研究では、植物ホルモンの一種である

とされるジャスモン酸がスギナ配偶体の増殖、胞子体Sh∞tの誘

導および発達にどのような影響を及ぼすか調べた。

配偶体を種々の濃度のジャスモン酸を含んだ培地で培養したと

ころ、その濃度が高まるにつれて配偶体の増殖は阻害された。ジ

ャスモン酸を添加した培地で短期間 (8日)培養し再びジャスモ

ン酸無添加の培地に移して培養しでも配偶体の増殖は対照と同様

の増殖を示した。従ってジャスモン酸そのものは配偶体組織にと

って有毒ではないと考えられる。

次に胞子体Sh∞tの誘導に及ぼすジャスモン酸の効果を調べた。

即ち、サイトカイニンとジャスモン酸の両者を含んだ培地で配偶

体組織を培養した。それによると、ジャスモン酸は胞子体Sh∞t

の誘導を著しく臨書する事が判った。更にサイトカイニンにより

誘導されたSh∞tの発達をも限害した。一方、ジャスモン酸を添

加した培地で配偶体を前培養した後、その配偶体組織を材料にし

てShootの誘導、発達をさせたところ、ジャスモン酸の阻害効果

はほとんどみられなかった。

3aC05 
弱酸及び中性緩衝液によって引き起こされるアカウキク

サの根の基部からの紙胞遊離の現象について

上田英二、鬼頭俊而 (大阪府立大学付属研究所)

水性シダ、アカウキクサは、根が脱離する珍しい植物と

して知られている。 私たちは、さきに、短時間の弱酸

処理がアカウキクサの根を速やかに脱離させること、ま

た、その際、根の基部にあってabscissionlayerを構成

する大型の表皮細胞が急速に肥大しついには培地中に遊

離して来ることを報告した。 この現象の詳しいメカニ
ズムを理解することを目的に、アカウキケサより抜き取

った根 (detached r 00 t)を用いて更に実験を行い、次の

ことを明らかにした。

①、 d巴tachedrootを弱酸で処理すると、根の基部の細

胞の肥大と遊離の現象が見られる O この現象は、

緩衝液の存在によって阻害される O

②、 detach巴drootを中性または弱アルカリ性の緩衝液

浸すと、弱目安の存否にかかわらず細胞の肥大と遊離

が起こる o ごの反応は、非常に短時間で起こる。

これらの結果は、アカウキクサ根の基部の細胞の肥大と

遊離の現象には、根の細胞外側近傍での pHの変化(恐

らく pHの上昇)が含まれていることを示唆する。
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3aC06 
伸長成長機構の分子モデルと圧力ジャンプ法による検証

聞杢一自 (横浜市大・文理・生物)

昨年の大会で細胞獲の伸長成長機構を示す分子モデルを提案し

た.このモデルは統計力学的考察に立ち，細胞壁のミクロな構

造から，豊Eの降伏をあらわすロ、yクハートの力学方程式を導く

事が出来る。その後.PassiouraとFr同時や異なる仮定に立つ.

力判守性格の強い分子モデルを提出した。実験制踊踏まコムギ

の棄に長時間.100 kPaもの大きな膨圧ジャンプをカ斗する時，あ

る川立去る時に起こる壁臨界降伏庄(y)の過渡的調節変化であ

る.我々がササゲやキウリの庇輔でオーキシン¢嚇果を見ると

きに加えるジャンプは10kPa x 2 ain程度で.Yの調節面切断ヒ

が起こらない範囲に止めている。この様な小ジャンプを，彼ら

の巨大なジャンプに重畳させて Yおよびφ(壁の展性)を岡崎

測定すると，彼らのモデルから導カサLる， φxY 一定が成

り立っか否かを検証する事が出来る。ササゲ庇轍を用いた実験

の結果では，大きな昇圧，降圧に伴って両者は定性的には反対

方向に変化する傾向はあるが，定量的に

Okaaoto， H.， Okaaoto， A. & lat suai. M. (1992) 10 Pl ant 

Ce 11冒allsas BiopolYlers曹ithPhysiological Functions. 

Edited by Y. Masuda. Yaaada Sci. Foundation， Osaka. 

Passioura， J. B. & Fry， S. C. (1992) Aust. J. Plant Phys 

iol.， 19， 565-576. 

3aC07 
細胞内圧減少下での伸長促進

盗塁壁王、加藤 潔， (日本福祉大・女子短大、 1名古屋大・教養・生物〕

アルミナ懸濁液で表皮をabradeしたミトリササゲ下!E軸伸長需の軸片を

道管滋流しながら、表皮側から塩酸水溶液のアエロゾノレを与えた。数分の

うちに軸片の生長は急速に促進された。このとき、細胞壁の展性および有

効膨庄は何れも増加し、プロトンが細胞壁弛緩に対してオーキンンと同様

の作用を持つことが証明された (Yizunoet al. 1992)。 一方、酸生長の

開始と同時に、細胞内圧は急速に低下し始め、百数十kPaにも及ぶ低下を

見せた。細胞内圧の低下と、生長促進との聞には、量的相関がある。しか

し、細胞内圧の低下は、それが細胞内浸透温度の低下によって起こるとす

れば、百回08阻以上もの低下に相当する。これを生長促進に伴う細胞液の希

釈に帰することはできない。酸ーアエロゾルは、細胞膜電位の脱分極をひ

きおこす Olizuno品Okamoto1982) ことから、高温度の塩酸が細胞肢に

直接作用を及ぼし、細胞内の溶質の漏出を引き起こしていることも考えら

れる。

これまで酸生長は、短時間しか続かないと首われてきた。しかし、酸-

7エロゾルによる生長促進は、上記のような細胞内圧低下のもとで、速度

の変動はありながらも数時間続いた。また、一旦低下した細胞内圧は、そ

の後一定値を保っか、または、部分的に回復した。今回の実験では、軸片

が空気中に立っており、酸素が十分供給されていると同時に、道管灘流に

より水の供給も十分である。従って、木部側細胞膜のプロトンポンプの活

動により、能動的吸水及ぴ細胞内圧の制御が行われたものと考えられる。

Yizuno. A. & Ok岨 oto.H. (982) Plant. Cell and 

Environ個ent. 5:131-135 

Yizuno. A.. Na民ahori.K. & Katou. K. (992) in Plant 

Cell la11s as Biopolymer8 with Physiological 

Functions. pp. 370-372 



3aC08 
アスコルビン酸ーアスコルビン酸酸化酵素系による細胞

伸長促進機構

高浜有明夫(九州歯大・生物)

アスコルビン酸酸化酵素 (AAO)活性は細胞の伸長

・肥大生長に伴って上昇する。ここでは、 AAOによる

細胞伸長促進の機構を考えるために、アズキ土佐軸のア

ポプラスト中のAAO活性とアスコルビン酸 (AA)の

酸化還元状態を IAA存否の条件で比較した。アズキ上

陸軸アポプラストのAAとデヒドロアスコルビン酸(D

HA)の合計量は上匪軸片を 27度で約20時間培養す

ることによって半分以下に減少た。 AA/(AA+DH
A)比も同様に減少した。この上匪軸片を IAA存在下

で培養により、 AA+DHAの合計量はもとの約2倍に

なった。 AA/(AA+DHA)比は IAAによってさ

らに減少した。細胞間際洗浄液(IWF)中のAA酸化

酵素 (AAO)活性は上匪軸片の培養によって大きく低

下したが、細胞壁結合性のAAO活性はわずかに増加し

た。 IAAは IWF中のAAO活性低下を抑え、細胞壁

結合性のAAO活性を大きく増加させた。 IAAは培養

によるペルオキシダゼ活性の変化に大きな影響を与え

なかった。上陸軸片の培養中に見られるリグニンの合成

は IAAで抑制された。このことは、 IAAによってリ

グニン形成反応に必要な過酸化水素生成が抑えられてい

ることを示唆している。以上の結果に基づくと、 AA~

AAOの可能な機能について議論する。

3aC09 
担当、型rB遺伝子産物のタバコの根における分布の探索

在野俊夫、高橋陽介、馳津盛一郎、長田敏行(東京大・理・植

物)

オーキシンにより発現が誘導される parAおよび parB

遺伝子をタバコ葉肉プロトプラストから単離した。ノーザl

ンブロットの結果、両田RNAとも根で強く発現していること

がわかったο また、大腸菌を用いて両遺伝子産物を大量発

現し、それらに対するポリクローナル抗体を得たけそこで

両遺伝子産物の機能を明らかにするため、それらの抗体を

用いてタバコ幼植物の根の組織の抗体染色をおこなったの

parA遺伝子産物は根端部の細胞に多く、細胞内では核に

多く存在したり一方、 parB遺伝子産物は、 parA遺伝子産

物と同様に根端部に多いが、細胞質全体に存在した。この

タンパク質はグルタチオン S トランスフエラーゼ、 (GSTi

活性を有し、オーキシンと結合することが知られているの

タバコ葉肉プロトプラストをオーキシンを加えた培地で

培養すると、脱分化して再び分裂能を獲得する。そのさい

に発現する parAおよび parBの遺伝子産物は細胞分裂の

誘導に関与すると考えられるが、今回の結果は、根端分裂

組織における細胞分裂にも両遺伝子産物が関与している可

能性を示唆している。
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3aClO 
ヤエナリ下隠輪切片でオーキシンによって誘導される遺伝子

Arg1は脂肪酸不飽和化酵素であった

山本興太朗(北海道大・理・植物)

演者らは、ヤエナリ下降輸切片でオーキシンによって発現が

誘導される田RNA、Arg1の纏基配列を朗らかにした(Ya皿amoto

et al.， 1992). Arg1はそのアミノ酸配列より、生体膜を 2

回貫通している膜タンパクをコードしていることが推測された

が、その実体は分からなかった。今回新たにタンパク・データ

ベースを検索した結果、 Brassicanapusのt:.1 5位の脂肪酸不

飽和化酵素 (Fad3;Arondel et al.， 1992)と69%、包旦-

chocystisのt:.12位の脂肪駿不飽和化酵素 (DesA;Wada et 

al.， 1990)と25%の同一性をアミノ酸レベルで示すことが

分かった。 Arg1も FadJもN末端にシグナル・ペプチドを持

たないが、 C末端近くのリシン残基が ERへの保持シグナルと

なっていると考えられる。以上の結果から、 Arglはヤエナリ

の ERでグリセロリピッドを基質として働く t:.1 5脂肪厳不飽

和化酵素であると結論できる。

応軸切片でオーキシンによって誘導される遺伝子はいくつか

報告されているが、その実体が明らかになったのは Arg1が最

初である。脂質代謝とオーキシンとの関係は今までに研究され

たことがなかったが、本研究の結果はオーキシン作用機備に脂

質代謝が関与している可能性を強く示唆している。実際、オー

キシンによる伸長成長の際にはエキソサイトーシスが急速に促

進されることが知られており (Hageret al.， 1991)、今後は

オーキシン作用における生体験系の代謝回転と脂質代謝の関係

を追及する必要があるように思われる。

3aCll 
アラピドプシスを用いたジベレリン生合成阻害剤耐性変異株の
単離と解析
車屋丞亘、 l内藤fi(名古屋大学・農・生化学制f旬、 l北海道大学・
農・応用生命科学)

ジベレリンは多くの徳物の発芽を誘導する植物ホルモンであ
る。アラピドプシスについても問機で、変異やジベレリン生合
成阻害剤によって内在性ジベレリン含量を低下させると野生株
の発芽は抑えられる。そこで、ジベレリン生合成阻害剤存在下
で発芽することができる変異株(ジベレリン生合成阻害剤耐性
変異株)の選抜をおこなった。既に単離されている変異株を用
いた解析から、アプシジン酸欠損株、およびアブシジン酸非感
受性変異株はジベレリン生合成阻害剤存在下で発芽することが
できることが示されている。この結果から、ジベレリン生合成
阻害斉IJ耐性変異株の選抜によって新たなアブシジン酸に関わる
変異株が単離されることが期待された。
EMSによって変異原処理して得られたM2種子約10，000偶をジ

ベレリン生合成阻害剤 (1∞μMウニコナゾール)を含む寒天培
地にまき、発芽することのできた5株を単離した。その中のl株
(abi3-3変異株)は緑色で耐乾燥性が無い種子をつけた。この種

子は乾燥する前(開花後10--15日目)に収穫してすぐにまくと発
芽し、次世代でも同様の種子をつけた。遺伝学的解析の結果、
この表現型はABI3遺伝子座上の単一変異によって支配されてい
ることが明らかになった。既に単離されているabi3-}変異株は漏
性の変異をもち、 ABI3遺伝子は機能を完全には失っていないと
考えられる。それに対して、 abi3-3変異株は同じ遺伝子上により
致命的な変異が生じ、 ABI3遺伝子が機能をより失ったために強
〈表現型が現れたものと考えられる。 abi3-1変異株の種子は一見
正常で、種子貯蔵蛋白質も蓄積する。しかし、 abi3-3変異株の種
子は緑色で耐乾燥性が無く、種子貯蔵蛋白質遺伝子の発現は
mRNAレベルでほとんど誘導きれない。最近、 ABI3遺伝子はポ
ジショナル・クローニングによって単離され、 トウモロコシの種
子で特異的に発現する転写因子Vp-Iと相向性のある蛋白質をコ
ードしていることが報告された。本会ではABI3蛋白質の機能と
生理的な役割、および種子の休眠誘導機構について考察する。



3aC12 

らん藻のとk物発光リズム:コロニーでの生物時計測定

近藍圭塁、石浦正寛 (基礎生物学研究所)

生物時計は動植物をとわずほとんどの生物で、俵も重要な環

境変動である昼夜交替に対する生物の能動的な環境応答機構と

して、機能している。そしてその顕著な生理学的特徴から、共

通した計時装置が細胞内で機能していると考えられている。し

かし普遍的な現象であるにもかかわらず、生物時計の基礎振

動の分子機構は現在にいたっても全く不明である。最近我々は

らん藻(Synechc放浪、凶 PCσ942)のD1蛋白をコードする遺伝

子のプロモータ下流にバクテリアルシフエラーゼを接続し、そ

の発現をらん藻細胞内の生物時計によって制御させることに成

功した。この「発光らん藻」は真核生物で確立された概日性リ

ズムの条件を完全に満たす生物発光のリズムを示す事が確認、さ

れた。そこで、これまで比較的高等な材料に限られていた分子

遺伝学的方法の利用した生物時計の分子機構解明の試みを、解

析の容易な単純な原核生物で試みることが可能になった。

分子遺伝学的解析では突然変異体の分離、遺伝子組換え体の

スクリーニングなどの過程で多数のクローンの形質を寒天培地

上のコロニーで確認できることが不可欠である。そこで我々は

冷却CCDカメラを用い、寒天士宮地上のらん藻の各コロニーの

生物発光を連続測定したところ、それぞれのクローンから液体

培養と全く同等な概日リズムを得ることが出来た。この成功に

よりらん藻の生物時計の分子機構解明にほぼ完全に分子遺伝学

的戦略を適用することが可能になった。

3aC13 

新しく 分 離 さ れ た アカバンカビ時計突然変異株

の解析
五藤竜太、中島秀明 (岡山大・理・生物)

生物時計によって駆動されている概日性リズムは、真核生

物、原核生物を伺わず生物界に広く見られる現象である。糸

状菌のアカバンカビ (Neurosporacrassa)では分生子形成に

概目性リズムが見られ、既に様々な周期を示す時計突然変異

株が分離されている。それらは時計のパラメーターとなる周

期や、周期の温度補償性、そして光による位相変化の感受性

などが変化している。機々な周期を示す変異株が得られてい

るfrQ遺伝子に関してはクロ一二ングが行われ塩基配列も既に

決定されている (McClunget al. 1989)。突然変異株の分

離が時計の分子機構を解明する上で有効であると考えた我々

は、既存の時計突然変異株とは異なる性質を示す時計突然変

異株の分離を試みた。突然変異株の分離は、紫外線を照射し

て突然変異を誘発させた野生株bdを成長管上で指養し、野生

株と異なる周期性を示す株を選択して行った。その結果、 26

℃で約25時間の周期を示す時計突然変異株ts-501 (野生株bd

の周期は21.7時間)の分離に成功した。戻し交雑からこの株

の突然変異が単一遺伝子によるものであることが分かった。

そこで我々は更に、この時計突然変異株の遺伝子座、および

周期の温度依存性や、光、温度パルス処理に対する位相応答

の性質についても調査し、野生株のそれと比較した。その結

果、新しく分離されたこの時計突然変異株は、これまでに分

離された時計突然変異株とは異なった性質を持っていること

が分かつた。
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3aC14 
アカバンカピにおける光による位相変化の過程の解析

定金 豊、秋山jE志、中島秀明(岡山大学・理・生物)

アカバンカピ (Neurosporacrassa) は、概日リズム

の分子機構を調べる上で優れた生物のひとつである。光

や温度などの環境の一時的な変化は生物時計の位相を変

化させることが知られている。我々は、光によっておこ

る位相変化の過程を様々な代謝阻害剤を用い調べた。そ

の結果RNA合成阻害剤である 5・アザシチジン、カルモ

ジュリンアンタゴニストであるトリプルオペラジン、カ

ルシウムイオノフォアであるA23187が光による位相変

化をほぼ完全に阻害することを見いだした。 John son 
and Nakashima (1990)は新たなタンパク質合成がこの

過程に必要であることをシクロヘキシミドを用いた実験

から示唆しているので、その前段階としてm-RNAの合

成が必要であるかどうかをふアザシチジンを用いて調

べた。 5-アザシチジンは光照射される位相に関係なく

光による位相変化を阻害し、その阻害の割合は与えられ

た阻害剤の濃度に依存した。また、 5-アザシチジンで

処理したアカバンカピから得られたRNAをinvitroで翻

訳後SDS-PAGEした結果、多くのm-RNAの合成が阻害

されていることが明らかになった。以上の結果は、光に

よる位相変化の過程に新たなm-RNAの合成が必要であ

ることを強く示している。 invitroで翻訳されたタンパク

質の二次元ゲル電気永動を行い、光による位相変化に関

係するm-RNAについてさらに解析を進めている。

3aDOl 
インゲンマメ本薬切除に伴う初生薬の光合成系の変化

国虫葦ム、鈴木茂敏¥高野泰吉¥高倍昭洋 (名城大
・理工・化学、急名城大・農)

棄の光合成能力は、シンク器官の存在によって強く彫
響されることが知られている。鈴木らは、インゲンマメ

の初生棄の光合成能力は、本薬をすべて切除し初生薬の

ソース務官としての負担を増大させた場合に著しく増大

することを報告した(園芸学会雑誌60別2，1991、61別2，1
992) .対照区では、エイジの進行にしたがって初生棄の

CO，取り込み速度は徐々に低下するが、本葉切除区では、
切除後約5日間の聞にCO2取り込み速度が急速に増大した。
一方、初生薬の蒸散速度は、対照区ではエイジの進行に

したがって低下したが、本薬切除区では切除処理後約5日

聞は変化が小さく、その後構大した。また、 CO，飽和条件
下での02発生速度も、本薬切除後5日間の間に速やかに増
大した。このことは、本薬切除後約5日間の光合成速度の

著しい増大は、気孔開度の増加によるのではなく、光合

成の変化によっていることを示唆している。

そこで、今回は、このような急速な光合成速度の増大

が、初生薬の光合成系におけるどのような変化と対応し

ているのか調べた。光合成電子伝達系の成分およひ~RuBis
COの蓄積量を定量したところ、初生薬の光合成電子伝達

成分の蓄積量は対照区と本葉切除区とで大きな差は見ら

れなかったが、本葉切除区では、光合成速度の増大と並

行してRuBisCOの蓄積量が地大していることがわかった。



3aD02 
穂を切除したイネ止業の光合成特性
牧野周、位里屋芸、前忠彦、小島邦彦(東北大・農・応
用生物化)

登熟期のイネにおいて、穂は、光合成産物の最大のシ
ンク器官である。本研究では、イネ (Oryza盟註vaL. 
cv Sasanishiki) を材料に、開花期に穂、を切除し、その
後の止葉の光合成が、生理生化学的にどのように影響を

受けるのかを調べた。
誼塁 Rubisco量、クロロフィル量および全窒素量

は、穂切除の葉身、葉鞘で、その老化過程を通して、す
べて高く維持されていた。また、葉身中のsucrose量と
starch量は、穏を切除することにより、共に 2-3倍程
度増加した。しかし、その starchのプールサイズは、
sucroseの約 7分の 1と小さなものであった。一方、穂
切除に伴う starchの蓄積は、葉鞘において著しく、その

プールサイズは同じ葉輔のsucroseに比べ、約 5倍、器
官あたりで比較すると、葉身のstarchの約 5倍にも相当
した。その増加した starchも、やがて老化と共に減少
していった。一方、飽和光、 Ci=23Paでの止葉の光合成

速度を評価したところ、穂切除区、対照区共に、老化過
程を通じて、その業に存在するRubiscoの量によって、
定量的に説明された。さらに、完熟期の、穏を除いた地
上部、地下部の乾物重は、個体当たりで共に、穂切除区
の方が大きかった。

以上より、イネでは、穂以外にも潜在的にシンク能を
有する器官(葉鞘?)があるため、穂、切除は、止葉の光
合成に何ら影響を与えなかったのではないかと考えた。

3aD03 
円石藻Emi1ianiah既 leyiにおける溶存無機炭素利用機構

盟壁量企、白岩善博 (新潟大・理・生物)

近年、地球温暖化の原因物質のーっと考えられている大気中
CO，濃度の低減化のため、海産性単細胞石灰藻である円石藻
(ハプト植物門、クロロフィルa、cを有する)の光合成による

生物学的CO，固定法が注目されてきた。演者らは、円石藻の
液体通気培養系を確立し(マリンバイオテクノロジー研究発表会
1992)、溶存無機炭素固定特性を調ベ、円石藻によるCO，利用
機構の解明を試みた。

円石藻Emi1ianiahuxleyiにおける光合成 (pH8.0.25"C)の
必1i:NaHC03)は約55mM(55μMCO，)であり、光合成の溶存

無機炭素(DIC)に対する親和性は単細胞緑藻などのそれに比べ
非常に低いものであった。また、この親和性がカルポニック
アンヒドラーゼ (CA)阻害剤によって影響されなかったこと
は、光合成における CAの関与が非常に小さいことを示唆した。

14CO，の光合成産物への固定は時間と共に直線的に増加し、
CaC03(ココリス)への14C固定は、初め直線的に増加し徐々に

低下した。細胞内への溶存無機炭素の蓄積は細胞外濃度の約
10-20倍と、さほど大きな浪縮率とはならなかったが、 pulse-

chase実験の結果は細胞内に濃縮した溶存無機炭素がCO，閤定の

ために確実に利用されていることを示した。
Caco3結品成長阻害剤((I-Hydroxye白ylidene)b即hosphonicacid) 

の添加は、CaC03(ココリス)への取り込みを50-回%阻害した

が、光合成速度を上昇させた。このことは、ココリス形成過程
と光合成の炭素固定過程へのCO，の供給が独立に存在するので
はなく、取り込まれたDICの両過程への振り分けが細胞内で行
なわれていることを示唆している。
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3aD04 
クラミドモナスのホスホグヲコール酸ホスフアターゼ活性欠m
突然変異株 (pgp-l)におけるグリコ ル酸生成について

鈴木健策、猪川倫好， (農氷省・東北農試、 1筑波大・生物)

ホスホグリコ ル酸はらえ初の光呼吸産物であり、 Rubiscoの

RuBP oxygenase活性により生成する。この物質はトリオースリ

ン酸イソメラーゼを著しく阻害することが知られており、少し

でも蓄積すると光合成速度を著しく阻害すると考えられている O

4般にはホスホグリコール酸ホスファタ ゼによりただちにグ

リコ ル般に変換されると考えられるが、この物質が渓類の「

co，濃縮機構」発現の引き金である可能性が示唆されている。

我々はこれまで単細胞緑藻 Chlamydomonasreinhardtiiの高cO
2

要求性突然変異株18・7Fがホスホグリコール酸ホスファタ ゼ活

性欠損株 (pgp-l、=藻類初の光呼吸関連突然変異株)であるこ

とを明らかにしてきた。今回さらに詳細に検討したところ、こ

の株にわずかながら残っているホスホグリコ ル酸ホスファタ

ゼ活性(約 3μmo1Chr' h")が野生株のもつ本来の活性(約

50μmol Chr' h" 、水溶性、至適pHは 81J 近)とは J~なり、膜結
合性で至適pH も 6~7であることがわかった。

また、これまで明らかでなかったこの株のtnVIVOでのグリコ

ール酸の生成についても‘ 5%CO，培養細胞を大気条件に移した

ときのAOA依存性のグリコ ル酸細胞外放出を測定することに

よりその速度は2~3μmol Chr1 h-1と、膜結合↑生の酵素活性にほ

ぼ相当することがわかった。

このことは、ホスホグリコール酸以外の光呼吸産物の ico，
濃縮機構J発現への関与も否定できないことを示している。

3aD05 
水陸両生植物、旦盟E住 is豆且盟旦の水生型の光合成特性に

及ぼすアブシジン酸の影響:C4型の誘導は可能か?

上野修(農業生物資源研究所)

カヤツリグサ科の水陸両生植物、旦旦E担~豆豆胆旦は陸
上ではC4植物の特徴を持つが、水中ではC3的な形態と光合成代

謝特性を発現する。水生型を気相状態におくと水中で形成され

ていた葉(形態学的には稗にあたる)は枯死するが、数日以内

にKranz型械室と高いC4光合成酵素活性を持った新しい陵生型

の葉を発生するごとができる。このように乾燥ストレスがC3型

から仏型への誘導の引き金となっているものと考えられるが、

ABA処理により水中でもこのような誘導が可能か否かを検討し

た。水生型をABAを含む水溶液の中で生育させると、数日以内

に隆生型の外部形態を示す葉を発生し始める。との葉は多数の

気孔を持ち、Kranz様の組織構造を示した。光合成酵素活性に

ついては、 ABA誘導葉はコントロールの水生型に比べPEP-カル

ボキシラーゼは2.3倍、 NAD-リンゴ駿酵素は3.7倍の増大を示

し、またRuBP-カルボキシラーゼも1.6倍の活性の増大を示し

た。 ABA-誘導葉について0.5mM NaHC03溶液中で14Cパルス・

12C-チェイス実験を行ったところ、 10秒間のパルスでラベルの

58%はC3化合物に取り込まれ、このラベルはチェイス期に急速

に減少した。一方、 O.05mMNaHC03溶液中ではラベルの95%以

上は仏化合物に取り込まれ、チェイス期にアスパラギン酸のラ

ベルの低下が起こった。



3aD06 
G植物業肉細胞葉緑体におけるH'/ピルビン酸共輸送

童主亘本、大西純一、金井龍二 (埼大・理・生化)

c.植物の業肉細胞葉緑体では、光依存性の能動的なピルビ

ン酸取り込み活性の存在が知られている。我々は、これまで

に、(1)光の代替として、カチオン(Na'又はH')ジャンプがピ

ルビン酸取り込みを促進する、 (2)カチオンの特異性により、c.
植物種はNイ型と Hみ型に分けられる、 (3)Na型ではNaφとピルビ

ン酸との共輸送が働いていることを示してきた。

今回は、 H+型のピルビン酸輸送のメカニズムを解明するた

めに、 pH電極を用いて葉肉細胞葉緑体外液のpHを測定し、ピ

ルビン酸添加持のpH変化を追跡し、¥4c_ピルビン酸取り込み

速度との対応を見た。 H'型(トウモロコシ，ジュズダマ)では、

ピルビン酸を加えた時 (lmM， pH7.0)、外液のアルカリftを

示すpH変化が数秒間見られ、これから得られる外液でのH'減

少の初速度は、 I'Cーピルビン酸取り込みの初速度とほぼ一対ー

に対応した。また、 H'型の¥4cピルビン酸取り込みを完全に阻

害する濃度の5mMNヱチルマレイミド存在下では、葉緑体

外液のアルカリ化も完全に阻害された。一方、 Na'型(キピ，ア

ワ，ギニアグラス)では、¥4cーピルビン酸取り込み速度が高い値

を示す条件でも、ピルビン酸添加時の葉緑体外液のアルカリ

化は見られなかった。これらにより、 Hφ型のピルビン酸取り

込みのメカニズムは、 H'とピルビン酸との共輸送である事が

示自愛された。

3aD07 
合成キノンを組み込んだPS1反応中心での電子移動:

ピコ~マイクロ秒高速分光測定による解析

伊藤繁・熊崎茂一1・岩城雅代・神取秀樹1・吉原

経太郎基礎生物学研究所・分子科学研究所1)

ホウレンソウ光化学系 I反応中心から 2次電子受容

体であるフィロキノンをエーテル抽出した後、酸化還

元特性の異なる他種の(合成)キノン (Q=menaquino 

ne-4、2-amino-anthraquinone等)を再構成し、レーザ

閃光 (ps/ns)照射後の反応中心内電子移動を高速吸収

/蛍光分光測定法により解析した。光照射により、 P7

00が励起され、 P700+.4が生成する。ここで、①キノ

ンがなければ、逆反応 P700~・ t.;→P70(f .Ao→P700 ・ Ao
が起こる。 このためps時間域でのA;<の蓄積、及びns域

でのP70伊からの遅延蛍光が観測された。また、②キノ

ンを再構成すると、正反応であるA;→Qの電子移動反応

が回復し、 Qによる 12-37psのAJの再酸化に伴う吸収変

化、及び、 ns域で逆反応抑制によるP70ol<.からの遅延蛍

光の消光が観測された。以上の結果から、 AJ→Qへの電

子移動反応について、電子移動速度とキノンの酸化還

元特性(エネルギーレベル)との相関を解析し、 P70at

・4状態のエネルギーレベルを推定した。
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3aD08 
光化学系 Iフィロキノン結合部位への非キノン化合物の結
A. 
口

岩城雅代、伊藤繁(基生研、細胞内エネルギー変換)

P S 1反応中心で2次電子受容体として鋤くフィロキノ
ン (2-皿ethyl-3-phytyl-naphthoquinone)はエーテルで抽

出され、他のキノンあるいはその類似化合物で置き換え得

る。その結合部位の構造を非キノン化合物の結合力の解析
から更に検討した。これまでに、ナフト一、アントラキノ
ンの大部分はこの部位に強く結合し、その結合には疎水性
相互作用とキノンカルボニル基との水素結合が重要である
事、反応性はキノンの酸化還元電位で決まることがわかっ

ている。
今回は更に、化合物の種類を広げ、電子受容体として機

能しないが、強い結合力を持つ化合物(阻害剤)を調べた。
実験は、ホウレンソウ光化学系 I粒子をエーテル処理して
フィロキノンを除いた後、これらの化合物存在下で結合定
数の既にわかっているキノンを再構成し、活性回復の阻害

度から結合定数を推定した。カルボニル基を持つ芳香族化

合物、複素環化合物は強い結合力を示した。一方カルポニ
ル基のないフェナンスロリン類も強い結合力を示した。こ

の他、アンチマイシン、ミクソチアゾール等のチトクロム
b -c 1複合体のキノン部位阻害剤も結合した。これらに似

た構造を持つにもかかわらず、殆ど結合しない化合物も多

かった。これらの結果から、 PSIフィロキノン結合部位

の構造を検討した。
(1) Iwaki， M.& Itoh， S. (1991) Bioche皿istry30，5340. 

3aD09 
エーテルーアセトアルデヒド処理法によるα11-a/p700比が5-7

の光化学系I粒子の調製
池上勇、伊藤繁帝京大・薬、 1基生研)

凍結乾燥した光位浮系I粒子を含水エーテル使盟するごとに

より、アンテナサイス'の小さい光化学系 I粒子を得るごとがで

きる。ごのときエーテル中の水分合量を増やすと、アンテナ色

素がより抽出されるが、Ch1-a/p700比が8-10以下のアンテナサ

イズを持った粒子を得ることはできない。本研究では、アンテ

ナサイズのさらに小さい粒子を得るために、エーテルに様々な

有機溶媒を添却し、アンテナ色素の分別抽出に対する影響を調

べた。アルコールやクロロホルムなど試みた殆どの有機溶媒は、

アンテナ色素をより抽出するがP700も破壊する。その中でエー

テルーアセトアルデヒド系のみがエーテルー水系と同様に、ア

ンテナ色素を選択的に抽出できることが分かった。水と異なり、

アルデヒドはエーテルと伍意の割合で混ざり合うので、アルデ

ヒド含量を増すとアンテナ色素がより抽出される。その結果、

最適条件下ではCh1-a/P700比がか7のアンテナサイズを持った

粒子を得るごとができた。残っているP700の殆どは光酸イり副主

を持ち、またP700とAoによる吸収帯が大きく現われるため、そ

の室温および低温での吸収スペクトルはP700の酸化型、還元型

剣牛下で箸しく異なっている。低温の吸収スベクトルの叩m
analysisより、この粒子は、エーテルー水処理粒子に比べて、
Aoの近くに位置すると思われるα11-a-670の数は変わらず、一

方、いままでP700に最も近いアンテナクロロフィルであると恩

われていたぬ1-a-682の数がより減少しているごとが示された。



3aDlO 
Anabaena va r iabiJ i s ATCC29413のPsaC欠損変異株からの光
化学系 I複合体の単離とそのサブユニット組成

園池公毅1・2、R.Mannar Mannar戸、加藤栄2、HirnadriPakrasi' 

1東大・理・植物、 2WashingtonUniv.. Dept.Biology 

糸状ラン色細菌 Anabaenavariabi J is ATCC29413は完全暗黒下

で培養が可能なため、系 Iを失活させた変異株を作成することが

できる。 Mannanらは psaC遺伝子にカナ7 イシンカートリッジを

挿入することによって失活させた変異株を作成した。この変異株

T398-1はFA/FBセンターを結合した fsaCポリペプチド

を持たないが、 P-700と FXの聞で電荷分離を起こすことがで

きる [Pro~Natl.AcadSci.USA(1991)88. 10168-10172J。本研究

ではこの変異株と里子生型のチラコイド膜をドデシルマルトシド

(DM)で可溶化した後、 DMーゲル電気泳動によって系 Iクロロ

フィルタンパク質を単離しそのサ7'ユニット組成を検討した。野

生型のチラコイド膜からは4つのクロロフィルを含むバンドが得

られ、そのうち易動度の小さな 3つのバンドは低温蛍光スベクト

ルから系 I複合体であることがわかった。これらの3つのクロロ

フィルタンパク質はそのサブユニット組成が基本的に同じで、ス

トロマ側の表在性サブユニットである fs叫 んaEサブユニット

を保持している。しかしT398-1株からは2つのクロロフィ

ルバンドのみが分離し、そのうち 1つのみが系 Iの蛍光を示した。

この系 Iのバンドの易動度は野生型からのものに比べて大きく、

fsaO. fsaEのサブユニットが存在しなかった。これらのことから

fsaCが存在しないとん叫んd サプユニットが系 I複合体に

組み込まれないことが示され、またこのことがクロロフィルタン

パク質の高分子量型バンドの形成に寄与していると考えられる。

3aDll 

光化学系 I標品の光阻害について

馬場恭子，和田敬四郎，星名哲(金沢大・理・生物)

植物は、過剰に強い光にさらされると光合成活

性が低下することが知られている。本研究ではホ

ウレンソウのチラコイド膜をトライトンで可溶化

して得られるいろいろの光化学系 I標品の光阻害

について調べた。 PSI-200に白色光を2時間当てる

とD白 IPH2からメチルピオロゲン (MV)への電子

伝達活性が約半分に低下し、クロロフィル合量も

同程度減少した。一方反応中心P700の合量は変化

しなかった。この光阻害に伴って、チトクロームC

の還元、過酸化脂質の形成が見られた。 PSI-200を

さらにトライトンで処理した後、煎糖密度勾配遠

心法により得られるPSI-100(100ChνP700)でもほ

ぼ同じ結果が得られた。ところが、 PSI-200をハイ

ドロキシルアパタイトゲルカラムに吸着させてト

ライトンでクロロフィルを取り除いた標品 (HA-

40， 40Chl / P700)を強光処理しでも、 MV還元活性

の失活もクロロフィノレの退色もみられなかった。

これらの結果をもとに、いろいろな光化学系 I標

品の光阻害のメカニズムについて議論する。
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3aD13 
NADPHとフェレドキシンによるプラストキノンプールの酸化
還元調節

墓壁組二，UlrichSchreiber
1
， U1richHeber

1
，浅田浩二(京都

大・食研.1Wurzburg大・植物研I)

クロロフィル (Chl)蛍光はチラコイド膜のプラストキノン(
PQ)プールの酸化還元状態の指標となる。パルス変調Chl蛍光

光度計を用い、照射中の葉縁体のPQプールがNADPHとフェ

レドキシン(Fd)により酸化還元調節を受けていることを見い出

だしたので報告する。
調製直後の無傷葉縁体に強い光を照射し、 1分後に消すと、

その直後に一時的な蛍光の増大(Ftr) が見られた。 Ftr はHgC12 •

aはim阿nA、あるいはnigericinで完全に抑制された。光を消し

た後のチラコイド膜のエネルギー化状態の緩和によって

nonpl剛氏hemiω1quenchingが解消されるが、この解消はHgC12

により影響されず、 Ftrの原因ではない。ジヒドロキシアセト

ンリン酸を加え、葉緑体のNADPHとATP濃度を高めると、 Ftr

が培大した。したがってFtrは光還元生成物からPQプールへの

逆向きの電子の流れを反映したものと考えた。

チラコイド膜を用いた場合、 Fdが存在するときにのみFtrが

見られた。 NADPHを添加すると暗所での蛍光レベルはFd存

在下で上昇し、NADPHによりPQが還元されうることがわかっ

た。葉緑体中でのNADPHとPQプールとの酸化還元レベルの

調節はこのように Fdを介して進行していると思われる。



3aD14 
葉緑体のスーパーオキシド生成活性の炭酸イオンによる調節

畑中覚、村田翻11、直盈4盟 (甲南大・理・生物)

葉緑体の電子伝通には、 NADPを還元するル←トと、酸素を還

元しスーパーオキシドを生成するルートがある。スーパーオキ

シドは、葉緑体内で直ちに不均化されて除かれ‘その代謝の様

子を見るごとは簡単ではない。本研究では、包膜を透過して業

結体外に出てくるスーパーオキシド量をモニターして葉緑体内

のスーパーオキシドの濃度変化を推定し、炭酸固定を行い

NADPHが盛んに消費されている時に、スーパーオキシド生成i副主
はどの様に変化するのかを調べてみた。

スーパーオキシドは、光照射されたホーレンソウ無傷葉緑体

の包膜の外側でも、チラコイド膜で生成した量のl協が検出され

た。との透過量の変化から判断して、スーパーオキシドの生成

は、照射開始直後は速く、やがて遅い定常速度に変わることが

認められた。炭酸イオン糾躍すると、光照射中ず、っととの速

い生成が継続される。ごの炭酸イオンの効果は、スーパーオキ

シド・アニオンの膜透過に対するものではなく、炭厳イオンが、

スーパーオキシドの生成副主を促進した結果であると恩われる。

チラコイド膜によるスーパーオキシドの生成活性には炭酸イオ

ンの促進効果は顕著ではないので、ストロマ成分の関与が考え

られた。暗中でのNADPHの般化が、炭酸イオンの添加により促進

されたとどから、 NA聞{oxidaseの活性が炭酸イオン護度によっ

て調節されているごとが示唆された。炭酸菌定に適当なATPと

NADPHのバランスに、炭酸イオンがあれば調節を行う巧妙な機構

が存在することが示唆された。

3aEOl 
ユリ花粉から単継した雄性配偶子細胞の生化学的特性

孟IL.I皇、上田健治、川上直人 1、田中一朗 (検浜市大・

文理・生物、 1機浜市大・木原生研)

被子植物のニ細胞性花粉内にある生殖細胞は、雄性配偶子

の前駆細胞として遺伝的に重要であるが、その存在検式が特

殊なため、これまで生化学的知見はほとんどない。そこで我々

は、テッポウユリの花粉プ口卜プラストを出発材料にして、

大量に単離調整した生殖細胞を用い、雄性配偶子細胞の細胞

質と核の生化学的解析を試みた。

まず、生殖細胞の可溶性タンパク質を二次元電気泳動によ

って栄養細胞や体細胞と比較したところ、生殖細胞に特異的

に存在するタンパク質が検出された。一方、生殖核について

も特異的な核タンパク質をいくつか検出した。また、生殖細

胞からpoly(A)+RNAを精製することができたので、これらの

ことから雄性配偶子細胞にも、少なくともタンパク質合成系

が存在していることが示唆された。この生殖細胞のmRNAよ

りコムギ底無細胞タンパク質合成系を用いて翻訳させたタン

パク質についても二次元電気泳動を行ない、 mRNA産物と既

存のタンパク質の比較分析を試みている。
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3aE02 
植物のアスコルビン酸酸化酵素遺伝子の構造と発現

木須康智、 後藤美和、 加藤直洋、 江坂宗春
~支生物生産)

アスコルビン酸酸化酵素は、高等植物特有の分泌
性酵素である。これまでの研究で、カボチャ果実組
織のカルス化によりその発現が増大すること、補欠
金属である銅により発現が制御されていることが示
されている日。一方、カボチャ培養細胞のcDNAがク
ローニングされた。本研究では、カボチャゲノム遺
伝子の構造について、さらに、ウリ科以外の植物と
して、タバコに焦点をあてて、アスコルビン酸酸化
酵素の発現について調べたので報告する。
[方法と結果]カボチャゲノムライブラリーを作製
し、アスコルビン酸酸化酵素cDNAをプロープとして
スクリーニングを行い、 3.85kbpの陽性断片を得た。

全塩基配列を決定し、ゲノム遺伝子の構造を明らか
にした。本遺伝子には3つのイントロンが存在し、

5上流域にはTATAboxやCATboxが認められた。
タバコ培養細胞(BYーのについてアスコルピン酸

酸化酵素の発現について調べた。本酵素活性はカボ
チャと比較して著しく低いことがわかった。しかし、

カボチャのアスコルビン酸酸化酵素と免疫学的に同
ーと思われる蛋白質が検出された。一方、ゲノミッ
クサザン分析の結果、タバコゲノム中に本酵素遺伝
子の存在が示唆された。しかし、ノーザンプロット

の解析では本酵素mRNAは検出できなかった。
I)M.Esak~ ~Kisu (1992) Planl Physiol.l0t231 

3aE03 
部分2倍体を用いたR刷伽C缶'1'cap8ula加の生育に必須な

7鉄フェレドキシンEの構造綬能解析系の構築と応用

主主阜車、佐伯和彦、松原 央(阪大・理・生物)

細菌フェレドキシンは、鉄硫黄クラスターの数と性質により、

いくつかの型に分類される。 [4Fe-4S)と[3Fe-4S)を各々 1つずつ持

つAzotobacter型7鉄フェレドキシンはμFe4S)を2個持つ8鉄型

のものに比べ、 i)C末端側地ち0残基程度長い、 ii)クラスター保持

に関与するシステインの配置が異なる、という特徴を持つ。私

達はこの型に属するR.叩 'suJatus7鉄フエレドキシンII(FdxA)の

蛋白質工学的改変を通じて、物性に関する情報量の多さに比べ
て生理機能についてはほとんど不明な、この 7鉄フェレドキシ

ンにおける蛋白質の構造と機能の関連の解析を試みた。

R. c司psula佃sFdxAは恒常的に発現する必須蛋白質で、野生株の

遺伝子破壊が不可能なことから改変蛋白質の単純な解析は困難

である。まず、予め姑Aをプラスミドとして野生株に導入した部

分2倍体を作製した後、ゲノム肱Aを選択的に破壊するという系

を構築した。次に、この系を用いた場合改変蛋白質が生理機能

を果たし得る場合にのみゲノム遺伝子破壊株が得られることに

基づき、前述の構造上の特徴に着目して改変した各種の変異肱A

について調べた。その結果、 C末端から10残基以上欠失させた

場合にはゲノム肱A破壊株は得られず、 C末端付近の構造が機能

上必須であることが明らかになった。またそれらの変異他Aは生

体内で極めて不安定であることが抗肱A抗体を用いた解析から示

唆された。一方、システイン問に位置するアミノ酸の部分配列

を改変した遺伝子を用いた場合には野生株と異なる生育能を示

すものが得られた。



3aE04 
管状要素分イ噛程で発現する細包壁結合性ペルオキシダーゼアイ

ソザイム(Pl~P5)の分離及びその性質の解析

佐藤康・杉山宗隆・駒嶺穆・福田裕穂(東北大・理・生物)

リグニンは管状要素分化に特徴的な物質である。このリグニン

の合成過程の最終段階のヒドロキシシンナミルアルコール類の重

合即志はペルオキシダーゼにより触媒されると考えられている。

私達はヒャクニチソウ単離葉肉細包の管状要素分促実験系を用い、

管状要素分化特異的に関連して発現する数種のペルオキシダーゼ

アイソザイムを分離し、リグニン合成への関与について解析した。

棚僅重から塩抽出されるイオン結合性ペルオキシダーゼ画分

において、 cathodicnative PAGEにより Pl~P5の5つのアイソザイ

ムが検出され、特にP5が分化特難句アイソザイムとして決定され

ている。これらのアイソザイムのうちPl、P3、P5を四-Sepharose、

Mono-S、Phenyl-Superose等を用いることにより分離した。 P5は分

離過程でさらに2つのアイソザイムP5A、P5Bに分離された。分離さ

れたアイソザイムPl、P3、P5A、P5Bについて至適pHを調べた結果、

全てのアイソザイムで弱酸性側に至適pHが存在したが、特にP5Bの

至適pHは4と低かった。また、 Pl、P3は即芯にCa2
+を必要とする事

が示された。またコニフェリルアルコールを基質とした場合のKm

値はPl=O.l刷、 P3=O.37mM、 P5A=O.29刷、 P5B=0.48酬であった。さ

らにこれらのアイソザイムの、 Pクマリルアルコール、シナピリ

アルコールに対する基質特異性も測定した。

これらの結果から、二次細胞壁でのリグニン合成におけるこれ

らのアイソザイムの役割について考察する。

3aE05 

テンサイ肥大根のシンク活性と糖代謝活性の関連

川口健太郎、籍山 晋、堅木育雄 〈北海道農業試験場〉

炭水化物を生産する作物のなかでもテンサイは大量の

砂糖(スクロース〉を肥大根に蓄積する作物で、サトウ

キビと並んでその特異的な物質生産機構の生理学的解明

は大変興味のある問題である。そのため、従来多くの研

究が行なわれ、特に糖の高濃度蓄積を可能にしている膜

輸送の機構について詳細な知見が得られている。演者ら

はそれらの研究蓄積を踏まえ、テンサイ肥大根のシンク

活性を決定する生化学的指標を求めることを目標として

研究を開始した。その端緒として糖を直接代謝変換する

酵素群に着目し、糖蓄積能力との関連を調べたのでここ

に報告する。

~g室におけるポット試験により、テンサイの生育初期
においては葉茎菜用品種「フダンソウ」と製糖用品種「

モノヒカリ」では生育にともなう酵素活性の変動とその

活性量は数種の酵素について品種間差が認められた。さ

らに、圃場で全生育期にわたってそれらの活性を追跡し

たところ、特にUOP?~Jn-Át。日);j-ÁJtlJラ--I!~は分裂・肥大活

性の高いと，思われる肥大根外縁部での活性が中心部を終

始凌駕するなど、シンク活性の大きさを決定する生化学

的要因の 1つではないかと思われた。
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3aE06 
イネ培養細胞におけるUDPグルコースピロホスホリラーゼの局在

木村信、三7井敏明¥松岡勉¥伊賀上郁夫1

(新潟大・自然科学・生命システム、 1 新潟大・農・農化〉

UDPグルコースピロホスホリラーゼは、多糖、糖タンパク質の

糖鎮およびショ糖などの合成における、グルコース供与体であ

るUDPグルコースの細胞内レ-1'''ルを調製している酵素である.ま
た一般的に、このピロホスホリラーゼは細胞質に局在する酵素

であるといわれている。
我キはイネ懸濁培養細胞の可溶画分から、硫安分画、トヨバ

ーJt-H¥I65-c、プチルトヨパール650門、 DEAEトヨパール650門、セ
ファデックスG-IOO、DEAEセファデックスル50を用いて本隊棄を

精製し、分子量がゲル鴻過で54.000Da、SDS-PAGEで55.000Da 
の精製標品を得た.この精製啓蒙に対するポリクローナル抗体

を調製し、プロテインAー金コロイドを用いた免疫電顕によっ

て細胞内局在を調べたところ、細胞質だけではなくゴルジ体と
アミロプラストにも抗体の反応が観察された。細胞全体として

は90%以上の金粒子が細胞質に観察されたが、個々のオルガネラ

における標識密度を求めるとアミロプラストが最も高く、ゴル

ジ休は細胞質に匹敵する値であった.さらに、ゴルジ休におけ

る本酵素の局在を確認するために、イネ細胞からグリセロール

不連続密度勾配遠心によってゴルジ体膜を調製し immunoblott-
i ngを行った.

3aE07 
ゼンマイ胞子葉緑体からのプロテインキナーゼの分続

皇志歪曲、水上史之、深津義親、井上弘 〈富山大・理・

生物)

ゼンマイ胞子はすでに葉緑体を備えており、緑色を呈し

てい~。この緑色胞子の葉緑体を単厳し、葉緑体タンパク

質のリン酸化を調べると、高等植物の成熟葉の葉緑体で観

察されるよりもはるかに多くのタンパク質がリン酸化され

ている。今回、このリン酸化に関与すると思われるプロテ

インキナーゼの単離を試みた。

葉緑体を低張液で洗った後のチラコイド膜を凍結融解す

ることにより遊離してくる抽出物中には、光に依存しない

でリン酸化される基質タンパク質とそれをリン酸化する酵

素が含まれている。遊離したタンパク質の中でリン酸化さ

れる主なものは36kOボリベプチドであるが、 36kO自身は自

己リン酸化能を持っていない。抽出液から硫安分画により

部分精製した画分に、幾つかの自己リン酸化能を持つタン

パク質が認められ、最も顕著なものは38kDボリベプチドで

あり、 SOS-PAGEのCBB染色で区別されるスポットとして得

られる。



3aE08 
イネ飾管におけるタンパク質のリン酸化

虫起進孟二、林浩昭、森敏、茅野充男 (東大・農・農芸化)

インセクトレーザ一法は植物体に過激なストレスをかけるこ

となく純粋な飾管液をとりだすことができる.したがって得ら

れる飾管液は飾管内で起こる生理的変化を如実に反映している

と考えられる。

イネ飾管内では光条件に支配されるタンパク質のリン酸化、

脱リン酸化が起こることから、飾管液採取時における光の刺激

が何らかの形で飾管内に到達し、タンパク質のリン酸化の状態

に変化を生じさせていると考えられる。また in vitroで飾管液

タンパク質のリン酸化が起こることからイネ飾管液におけるプ

ロテインキナーゼの存在が示唆されている。

プロテインキナーゼの性質の一つである自己リン酸化反応を

起こすタンパク質の検出を反応液中にカルシウムイオンの存在

下で行ったところ分子量約48孟同の蛋白質を検出することがで

き、このタンパク質がイネ飾管液中に存在するプロテインキナ

ーゼの1つであることが予想された。更にイネ筋管液タンパク

質のリン酸化反応、はカルシウム依存性であることや、マグネシ

ウムの要求性、 G1Pをリン酸基の供給物質として使用できるこ

とからイネ飾管液中にはカルシウム依存性のプロテインキナー

ゼが存在すると考えられる。更にプロテインキナーゼの阻害剤

によりリン酸化反応が阻害を受けることからもイネ飾管液中に

はプロテインキナーぞが存在することが示されている。

3aE09 
ワカメ逃走子の膜結合プロテインキナーゼの可溶化とその性質

基塵~主主、湯浅高志、大森正之， (東京大学応微研、

教養')

ワカメ (Undariapinnati[ida)遊定子にはcAMPが8-11pmol/mgタ

ンパク質、 cGMPが10-20pmol/mgタンパク質合まれており、また、

cAMPによって活性化されるプロテインキナーゼが存在すること

を既に報告した (J.Phycol. 27: 540田543.1991) 0 

今回は、ワカメ遊走子のj政画分に高いプロテインキナーゼ活性

が認められたので、その諸惚質を調べた。ワカメめかぶ(J胞子葉)

は1992年6月に東京大学海洋研究所大槌|臨海研究センターにおい

て採集した。めかぶを半日 l日室j品で乾燥した後、漉過海水に戻

して遊走子を放出させた。逃走子を3000Xg、5分Illl遠心して集め、

直ちに_80
0Cのフリーザーに保存し以下の実験を行なった。凍結遊

走子を3倍容積の抽出液 (ImMD打を含む25mM Bis-tris Propanc/ 

25 mM  Mes、pH7) に懸溺し、 10秒間づっ6回超音波破砕した。

200.000Xg、15分間遠心した上清を酵素液としてmいた。プロテ

インキナーゼは抽出液に20-30mM  CHAPSを添加|すると効果的に

可溶化された。可溶化後の形素は活性測定時にCHAPSが存在する

と著しく阻害された。ヒストン、カゼイン、ミエリン塩基性タン

パク質などがリン酸化を受けた。ヒストンをリン般受容体とした

時のKm(ATP) は約50μM、最適pHは7.5であった。 lμM

K252aにより強〈阻害されたが、 0.1mM H-9は阻害効果を示さな

かった。カルモデユリン阻害剤のカルミダゾリウム、コンパウン

ド48/80、 トリフルオペラジンはカルモデュリンを阻告する泌度を

用いても阻害効果がなかった。 1ω00μMCa 

も1活舌↑性生に5彩3平斜特t型iを与与.えなカか、つた。じAMPはi'Jdf化されたプfJテイン

キナーゼに対しては活性化効果を示さず、 1%波j主: (>1μM) で

は阻害的であった。
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3aElO 
耐塩性緑藻ドナリエラのCa"依存性プロテインキナーゼと浸透圧

ショックに応答したタンパク質リン酸化

量塗一」車卒、武藤 尚志 (東京大学 }.!'A倒的

我々は既に耐塩性緑iAドナリエラ(Dun!zlicll，ヨtcrlio/ccta)のC日吋衣

存性プロテインキナーゼ(CDPK)を部分精製してその性質を明かに

したが、更にドナリエラからCDPKを約20.000倍に精製した。こ

の標品は60および52kDaのタンパク質を合み、いずれも触媒活性

を持ち、 SDSふ-PAGEではCa'

のCDPKはmv凹itroにおいてドナリエラのマイクロソ一ム函分の夕

ンパク質を良好な基質としたが、特に28kDaのタンパクfqを顕著

にリン酸化した。

一方、先に低浸透圧ショックにより ~I き起こされた細胞の形状

変化からの回復がプロテインキーゼ阻;開IJK252aによって阻害さ

れることを報告した。今回は0.5M NaCI を含む'.tr't地で ~tn した細
胞を32Piラベルして釧胞に低浸透圧ショック (05ゆ 2M NaCI)と高

浸透圧ショック(0.5→l.lM NaCl)を負何し、リン酸化タンパク111
の変化をSDS-PAGEにより分析した。低浸透圧ショックを負荷後、

2・10分の時点で28-32印 a付近のタンパク質に一過性のリン酸の取

り込みの促進が観察された。この28・32kDaタンパク質のリン酸化

は、 Ca"イオノホァ処理によって浸透圧に関わりなく促進された

が、K252aによって顕著に抑制された。高浸透圧ショックの負荷

により、ショック直後から、 30・100kDaに広がるスメア状のバン

ドにリン酸が取り込まれた。このスメア状バンドはsorbitolによる

浸透圧上昇(0→1.2M)では生じなかった。

In vitroと加 VJVOにおけるタンパク質リン酸化の結果から、 ドナ

リエラの低浸透圧ショックからの回復過程にCDPKによるタンパ

ク質リン酸化が関与していると考えられる。

3aEll 
テッポウユリの球根および花粉のミトコンドリア F -
ATPaseの比較

盟車一一主、関谷次郎(京大農農化)

ミトコンドリア電子伝達系は4つの酵素複合体と酸

化的リン酸化を行なう F、F-ATPaseから織成

され、 ATPを合成する。 F、F -ATPaseは少

なくとも 12種類のサフユニヅトから成り立っている

といわれており、触媒部位である F 部分と、生体膜に

埋め込まれプロトン輸送を行なう F、の部分からなる。

テッポウユリ(L il illm_l Ofjgi.f 1 oru田}の球根およひー

花粉より亜ミトコンドリア粒子(SMPlを経て f -

ATPaseを電気泳動的に均一に精製した。異なる

組織から精製した f -ATPaseの比活性はほぼ等

しかった。しかし二次元電気泳動を行ったところ、 α
サブユニヅトには等電点の異なる 2種類のペプチドが

いずれにも存在していたのに対して、 βサブユニット

に関しては、球根では 1種類の、花粉では 2種類のペ

プチドが認められた。これらの結果から、 F -AT P 
aseの多型性の存在が示峻された。球根および花粉

から S M Pを調製し、 Mg依存性の酵素活粧を膜につ

いた状態で測定すると、花粉由来酵素の比活性は球根

に比べ数倍高く、アーレニウスプロヅトなども異なっ

ていることがわかった。従って、 SMPにおいても 2
つの組織間で、 F f -ATPase活性が異なるこ

とが示された。



3aE12 
光化学系IIの表在性23-kDaタンパク質の変性体に特異的に作用

するチラコイド膜プロテアーゼ

鈴主J室主、桑原朋彦 (筑波大・生物)

プロテアーゼは1MNaClにより光，1t子学系11膜から抽出され、

脱塩後MoooSカラムクロマトグラフィによって部併青製された。

プロテアーゼは、p-クロロマーキュリフェニルスルホン酸で、処

理された23ー凶aタンハク質(唯一のシステイン残基をCys159に

持つ)を分解し59番目のロイシンからの分解物を生じたが、

Nativeな23-kDaタンパク貨を分解しなかった。本プロテアーゼ

は変性23-kDaタンパク質に特異的に作用すると考えられる。そ

の他のタンパク質変性処理の効果を、処理後の基質をプロテア

ーゼとインキュベートすることにより静父た。アスコルビン酸

処理により上記と同様の分解が起こったが、費1拠開や過酸化水

素処理では分解は起こらなかった。これらのことから、ある特

定の変性のみがプロテアーゼに対する感受性を付与すること、

そしてその変性にはCys159の反応の清司与していることカ可略さ

れた。また、アスコルビン酸処理による分解の誘導は本プロテ

アーセカ薄緑体内で実際に23-kDaタンパク質を分解し得ること

を方噂している。

3aFOl 
ハプト藻Pavlovalutheriにおけるべタイン脂質と脂肪酸組

成

加重量並壬，足立恭子.中西(羽白)京子，石垣英志，佐野浩

(海洋バイオテクノロジー研究所 清水研究所)

Paν'Iova lutheriはハプト藻であるPavlova目に属する微細

藻類であり，総脂肪酸の35%を20:5や22:6などの高度不

飽和脂肪践が占めている。このような高度不飽和脂肪酸の

生合成系をあきらかにするために，高度不飽和脂肪酸の脂

質局在性を調べた.その結果，高度不飽和脂肪酸を多く結

合している2種の慢性脂質を2次元薄層クロマトグラフィー

によって検出しむそこで.HPLCを用いて精製を行ない，

C-NMRスペクトルによる解析から. 1種はDiacy!glyceryl-

o -( hydroxymethyl) ( N. N. N-trimethyl ) -s -alanine 

(DGTA)であることが確認された。また，もう1種は. C-

NMR. FAB-MSのスペクトル解析より傭造決定を行ない新

規化合物である(1. 2-Diacylglyceryl ) -3 -(0 -carboxy 

hydroxymethylcholine) (DGCC)であることがあきらかにな

った.22:6はDGTAIこ局在化し.常に情成脂肪酸の60%以

上を占めていた。これに対し 20:5はDGTAにはほとんど

存在せず.DGCCの sn-2位に局在していた。
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3aF02 
ラン藻の脂質幸町安に対するグルコースの影響
佐藤直樹 (東京学芸大・生命科学)

ラン藻(シアノバクテリア)の脂質の主要成分は.高等植物の

葉緑体などと同じく.MGDG. DGDG. SQDG. PGの

4種類であるが.その他に微量成分としてグルコ脂質 (G1 c 

DG)を含んでいる o 通常.G 1 c DGの含量は極めて低く.

全脂質の 1%以下である。以前の研究によって.G 1 c DGが

MGDGの前駆体であることがわかっていたが.この脂質に関

する詳細な研究は.その含量の低さとMGDGとの分離の難し

さ等のために.あまり進んでいない。
，\~vne(古川.TS・ f /S PCC6803の細胞を培養する際に.B G 1 1培

地に5mMのク、ルコースを添加して.光を当てながら培養する

と.G1cDGの含量か全脂質の約9%まで増加した。このと

き.DGDGの含量がill'i'著に低下し.MGDGの含量はあまり

変わらなかった。 G1cDGを単離して.その脂肪麟E成を調

べたところ. 16: 0と18: 1が主要な脂肪酸であった。こ

れに対し.MGDGとDGDGでは 16:0.18:1.18 

:2.18:3yが. SQDGとPGでは 16:0.18:1.

18: 2が主要な脂肪酸で、あった。このことは.G 1 c DGが

MGDGの前駆体であることと矛盾しない。なお.グルコース

の添加により.各脂質の脂肪酸の不飽和度が僅かにj殴かするこ

ともわかった。また.糊包の生育は.グルコース添加によりや

や促進され，特に.細胞密度か百くなってきたときにも速い増

殖が樹寺されることがわかった。なお.グルコースの官質に対

する影響は.これまで知られていない新しい現象である。

3aF03 
葉緑体膜糖脂質生合成酵素の光および植物ホルモンによ

る活性化
太田啓之、下嶋美恵、増田 建、塩井祐三、高官建一郎

(東工大・生命理工・生体機構)

高等植物の葉緑体形成時において、葉緑体内で膜構造
の著しい発達がおこるが、この膜構造の発遣に際して、

葉縁体膜脂質の主要構成成分であるガラクト脂質の含量

が著しく増大する。しかし、葉縁体の形成時における、
ガラクト脂質生合成の光環境との関係、葉縁体の分化に

おける役割については、ほとんど研究がなされていない。
そこで、本研究では、ガラクト脂質生合成のキー酵素で

ある UDP-galactose:diacylglycer叫 galactosyltrans-

ferase (UDGT)の発芽時の活性変化に対する光および植

物ホルモンの効果について調ベた。
暗所で27"C、 4日間発芽させたキウリに光を照射し、緑

化時における即位活性の変化を調べた。 U田T活性は暗所

生育時にも増加したが、光照射を行ったものは、さらに

著しく増加し、 24時間で光照射前の3倍、即時間で4.5倍
に遣した。また、暗所で継続して生育させたものは、 4日
以後、ほとんど活性の増加は認められなかった a 活性の
増加はシクロヘキシミドによって阻害され、タンパク質

合成に依存していることが示唆された.また、光照射時

に、ベンジルアデニンを添加すると、活性の増加が促進

された.以上のことから、 U即Tの活性発現は、葉縁体の

形成時において光および植物ホルモン等により制御され

ていると考えられる固



3aF04 
糸状性ラン藻 Anabaena variabilisのM2位脂肪酸
不飽和化酵素の遺伝子

亙杢盆主l、和田元2、西回生郎 1，2、大森正之3、

村田紀夫 1，2 (1総研大、 2基生研、 3東大教養)

ラン藻における脂肪酸の不飽和化は、それぞれ二重結合を導

入する位置特異性の異なるアシル脂質不飽和化酵素によって触

媒されている。これまでに 3種の単細胞性ラン藻より s12位脂

肪酸不飽和化酵素遺伝子 (desA)を単離し、その構造比較を行
なって一次構造上保存されている領域を明らかにしている。本

研究では、糸状性ラン藻 Anabaena variabilis より
desAの相同遺伝子を単離し、その構造解析を行なった。

A. variabilis のゲノムライブラリーを

Synechocystis PCC6803のdesAのORFのほぼ全長を含む

DNA断片 (Hinc 工工-Spe工， 1.1kbp)をプロープに用いてス

クリーニングした。得られた陽性クローンについてプロープが

ハイプリダイズする領域周辺の塩基配列を決定したところ

desAと相向性を示すORFが見いだされた。また、この領域を

含むDNA断片をM2位脂肪酸不飽和化酵素活性を持たない

Synechococcus PCC7942 に導入したところ、得られた形
質転換体では、リノール酸が新たに合成されるようになった。

これらの事実は、単離したDNA断片中にs12位脂肪酸不飽和化

酵素遺伝子が存在し、 Synechococcusの形質転換体におい
ては、オレイン酸がM2位で不飽和化されリノール費量に変化し

たことを示している。また、オレイン酸はリノール酸に不飽和
化されるが、パルミトレン酸は不飽和化きれないことから、 A.

variabilis のM 2位脂肪酸不飽和化酵素は、オレイン酸に
対する基質選択性を持つことが推定される。

3aF05 
液胞膜H'-PPaseによるフロロトン斡迭と低温ストレス

伊集院理江、笠毛主回/，.1 (日本女子大・家政、 1農水省・食品

総合研宛折)

植物細胞の液胞膜には、ピロリン酸(PPi)及びnp依制空の2
つのH'ポンプ桝耳げる。とれらは低温に対して敏感である

ため、低温ストレスの細胞内標的になっている可能性がある。

昨年、その1つであるATP依存性H'輸送及ぴ:ATPase活性が、低

温処理(5'C 会B日)によって著しく低下することを報告した。

そとで今回は、 PPi依存性H'ポンプと低温ストレスとの関係を

明らかにすることを目的とした。

低温感受性の異なる5種類のイネの培養糊包ならびにそれら

を低温究明(5-C 2-7日)したものから、濠心分画司法とデキスト

ラン濃度勾配法により糊包膜小胞を単離し、それらに含まれる

PPaseの活性及びH'者槌及び樹生の比較をした。 PPase活性は

ピロリン酸の加水分解により生じる無機リン酸の生成量から、

またH'者越能はキナクリンの蛍光の消光の経時変化から視院

した。 5-Cで2日間低温処理した低温耐性の弱いイネ(var.
Boro)から得た液胞膜小胞におけるPPaseによるH'輸措は、未

処理のものに比べ著しく低下した。-方、低温耐性の強いイネ

(var.日本晴)の細胞で同じ処理を行っても、ほとんどH'輸送

の低下はみられなかった。 PPase活性の低温処理によるのH'輸
送の低下はATPaseによる低下よりも高かった。またPPaseによ

るH'材迭の低下は活性の低下に先立っておこった。以上のこ

とから、 PPaseによるH'輸送は低温感謝空に関与する重要な要

因の 1つで・あると思おれる.
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3aF06 
イネ培養細胞H+-ATPaseの再構成膜小飽における脂質
流動性とH+輸送能との相関

中村善行、笠毛邦弘(農水省・食総研)

植物細胞の原形質膜および液胞膜に存在するH+-ATPa
s eはH+ポンプとも呼ばれ、 H+の能動輸送能を持つ膜結合

性タンパク質である。これらは、膜を介したH+濃度勾配を形

成することによって様々な物質輸送を駆動したり、細胞内pH
の調節などを行い、植物細胞内の恒常性維持に重要な役割を果

たしている。近年、植物細胞の低温傷害にこれらATPase
の機能の低下が関与している可能性が指摘されている。その機

構の詳細は明らかではないものの、膜脂質層の流動性変化との

関連性が報告されている。しかしその一方で、膜タンパク質の

機能と流動性との相聞には否定的な見解も多い。そこで、笠毛

らにより確立されたH+-ATPase再構成膜系を用いて、

ATPaseのH+輸送機能と膜脂質層の流動性との相関を直

接調べることを試みた。

イネ培養細胞より単離したH+-ATPaseをアゾレクチ

ンのリボゾームに埋め込み、プロテオリポゾ ムを作製した。

DPHの蛍光偏光解消から脂質層の流動性を評価し、キナクリ

ンの蛍光消光によってH+輸送能を測定した。その結果、タン

パク質を埋め込むことによって脂質層の流動性が低下すること

および膜を構成するタンパク質と脂質の量比によってH+輸送

能が変化することが明らかになった。これらの結果は、タンパ

ク質と脂質との相互作用が膜タンパク質の機能に関与している

可能性を示唆する。現在、コレステロール等を用いて脂質流動

性を変化させたときのH+輸送能についても検討中である。

3aF07 
ヤエナリ廃軸より精製した液胞膜H'-ATPaseの再構成膜小胞

のH+輸送能に対する脂質成分の影響

山西弘恭、笠毛邦弘(農水省、食品総合研究所)

液胞膜のHt -ATPaseは膜を介してのH'の濃度勾配を形成

し、さまざまな二次輸送の駆動力の形成に関与している。この

H 令 ~-ATPase は膜内在性のサプユニットを介して液胞膜に結合

している。可溶化精製した酵素は強い脂質要求性を示し、脂質

成分が ATPの加水分解活性やH+輸送能に影響を与えると恩わ

れる。我々は前回の年会で ATP加水分解活性に対する脂質の影

響について報告した。今回、大豆リン脂質混合物であるアゾレ

クチンの人工膜と、ほとんどの脂質を除いた精製日+-ATPase 
でプロテオリポソームを作製し、 H'輸送能に及ぼす脂質成分

の影響を調べたので報告する。

プロテオリポソームは、ヤエナリ怪輸の液胞膜より精製した

H t -ATPaseと脂質を混合し、 TritonX-100を加えてミセル化

した後、 佃pureDTカラムを通しTritonを除去して作製した。

H'輸送能はキナクリンの後光のクエンチングによって測定し

た。ホスファチジルコリンなど、単独のリン脂質ではH'輸送

能のあるプロテオリポソームを作ることはできなかったが、ホ

スファチジルコリン、ホスファチジルセリン、コレステロール

の混合組成を持つプロテオリポソームでは安定したH'輸送が

観察された。アゾレクチン単独でプロテオリボソームを作製し

た場合、 H+は速やかに輸送されるが、徐々に漏出した。これ

に10-2仰のコレステロールまたはセレプロシドを加えると、漏

出が抑制された。これは膜構造が安定化したためと思われる。



3aF08 
セイヨウナシ果実のトノプラストにおけるH'-ATPaseι精徴

僅重正童、 金山喜則、山刺百平(名古尽農園芸)

成烈したセイヨウナシ果実(ラ・フランス)よりトノプラス

ト厨分を集め、液胞型 W-ATPase (V-ATPase)の性質を検討し

た。トノプラスト画分をトリトン集開後、リゾホスファチジル

コリンにより可溶化しSuperose6ゲルろ過及ひlJIonoQ カラム

により分雌、精製した。

そ川喜巣ごのトノプラストには、緑豆のトノプラストから調

製した57、68kDサフ'ユニット抗体と反応し、fiI!敏及びバフィロ

マイシンで阻害されパナジウムで阻害されない践報の，V-ATPas

eが存在した。しかしながらこのV-ATPaseよりも数倍も高いAT

Pase活性を示す別のタイプのATPaseが存在した。ご訓TPase活

性は硝酸、パナジウム及ひq)CCDにより70%以上阻害されたが、

パフィロマイシンによっては阻害きれなかった。またそのサプ

ユニットは上記V-ATPaseの57.68kD抗体とはme.iせず、さらに

ホウレンソウ原形質膜のP-ATPaseの100kDサフ'ユニットの抗体

とも反応しなかった。そしてゲルロ過による分子量はやATPase

より小さかった。 DCCDにより強〈阻害されたことよりこのATPa

seはH'-ATPaseと思われる。

以上のようにセイヨウナシ果実のトノプラストには既報の'V-

ATPase、P-ATPaseあるいはミトコンドリアのF1 Fo -ATPaseとは

異なったタイプωi+-ATPaseが含まれている可能性を示した。

3aF09 
アカシヲ P-typeATPaseの毅棚田胞での発現と解析

日罫郭里子、和田雅人、藤伊正(卸皮大・生物)

海産の単車醐包鞭毛藻 H.akash iwoから、 P-typeATPaseの遺伝

子 (HAA13)を単離し、この ATPaseが H.akashiwo内で瓢弱栂

辺跡調在していることを、第7回日本植物学会で報告した。今

回、この ATP蹴の機能を調べる事を目的として、車胸の培養柵包

(Chinese Ha凶 terOVary /CHO株)に臥A13遺伝子を導入し、この

遺伝子によりコードされるタンパク質を多量に発現する株を得た。

設胸の発現ベクター(pSVDB.SA)に HAA13を挿入し、これをリン

酸カルシウム法を用いて CHO(dhfr-)株に導入した。 dhfr+株の選

抜により、 HAA13ATPaseを多量に発現している "H4"株を得た。

臥A13ATPaseは H4株のlIicrω0齢画分で発現しており、膜に

sortingされている事が確認された。 sucro明密度勾配達心ゆ子画法

による指標酵素の分布と、飢ti一HAA13を用いた Westernで確認さ

れた HAA13抗原の分布から、この抗原が ER画分に存在することが

示された。さらに細脱皮染色と電子顕微鏡による観察などから、

この抗原はミトコンドリアの周りに発達している判包体で特に強

く発現しているものと指定された。現在この細胞を用いて HAA13

ATPaseのイオン輸送のキャラクタライズを行っている。
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3aFlO 
硝酸塩処理によるオオムギ根原形質膜r輸送活性の増加

山ヱ並;t、葛西身延、山本洋子、松本英明 (岡山大・資生研)

植物根によるN03ーの吸収はN03によって誘導される機構が関

与していると考えられている.また吸収されたN03ーはそのほと

んどが液胞内に集積するが、値物体内に過剰のN03ーが蓄積する

とN03の吸収が低下することがま口られている。一方、植物細胞

の原形質膜に存在するij+-ATPaseは、原形質膜を介したイオンの

フラックスに重要であるが、 NOどによってその活性がどのよう

に変動するのかはまだ報告されていない.そこで本研究では、

N03 -処理をしたオオムギ根から原形質膜小胞を調製し、 r輸送

活性の変動について検討してみた.

水位二層分配法によってオオムギ根から単離した原形質膜小

胞の町輸送活性をN03-存在下で測定したところ、コントロール

(0.5凶 CaS04)に比パKN03処理(lOmMKN03，1日間)によって50-
100%増加した.しかしながら、ATPase活性並びにCl-存在下で測

定したr輸送活性はKN03処理によって約30%しか増加しなかっ

た.このN03存在下でのr輸送活性の増加は24時間以上のKN03
処理によって認められた.そこでオオムギ根からのN03-のエフ
ラックスを測定したところ、 48時間以上のKN03処浬によって著

しく増加した.

以上の結果から、 N03-処理を行なったオオムギ根の原形質膜

小胞において、 N03-脊在下でみられるr輸送活性の増加は、ij+-

ATPase活性の増加というよりもむしろN03ーの透過性が高まった

ことによるものと考えられた.このN03ーの透過性はおそらくオ

オムギ根原形質撲からのN03-の排出機構に関与しているものと

恩われる.

3aFll 
微生物由来の植物毒素、 syringostatin，syringomycin， 

synngoωxinの作用機構

差一韮盤、笠毛邦弘1、福地直之z、磯貝 ザ、鈴木昭憲Z

(理化学研究所、 1農水省食総研、 z東京大・農・農化)

植物病原菌 Pseudomonassyringae pv.syringaeから単難、構造

解析されたペプチド性植物毒素syringostatinと、構造的に類似

した植物毒素syringomycin，syringotoxinの作用機構を、ヤエナ

リ(Vignaradiata L.)培養細胞とヤエナリ距軸から単離した細胞

膜を用いて研究した。まず、 syringostatin処理による細胞内

pHの変化を31p_NMRを用いて調べたところ、ヤエナリ培養細

胞の細胞質酸性化が認められ、これら毒素が細胞内町濃度に

影響を及ぼすことが示唆されたO 次に、水性ポリマー 2層分

配法によってInside舟 ut細胞膜小胞とRight引de-out細胞膜小胞

を調製しそれぞれのW-A1P.却に与える影響を検討したとこ

ろ、 Inside吋outの膜に対しては阻害活性を示し、 Right-side-out 

の膜に対しては促進活性を示した。さらに、 Right-side-outの

膜にTriωnX-l∞を加えるとこれら毒素による促進活性は消

失し逆に阻害活性を示すこと、界面活性剤によって可溶化し

たH七A胃却の活性も阻害されることが明らかになった。こ

れらの結果は、 syringostatin類はH七A1P蹴に対しての阻害活

性と膜を損傷させイオン渡度勾配を破壊する界面活性剤様活

性を有することを示しており、従来報告されていたような細

胞膜A1P蹴活性の促進による膜の過分極がその作用性ではな

いことが示された。



3aF12 
パヅチクランプ法による高等植物原形質膜及び糊包膜の

Ca2
+チャネルの記録

5昆豆、矢部勇、武藤尚志 (東京大・応微研)

Arabidopsis thaliana薬肉細胞の原形質膜及ひ寝麹包膜

のCa2+チャネルをパッチクランプ法で測定した。原形質膜の

Ca2+チャネルは負の模電置で関口し、Ca2+は細胞外から細胞

内に向う方向に移動した。 Ba2+をch町 ecarrlerに用いた時、

原形質旗のCa2+チャネルのコンダクタンスはおpSであり、

イオン選択性は Ba2+: K+ = 30 1であった。このICa2+

チャネルの活性とreversalpotentialは原罪須側Ca2+濃度

の変化に応じて変化した。液胞膜のCa2+チャンネルは負の膜

電位で関口し、Ca2+の移動方向は原形質から液胞内であった。

このCa2+チャンネルのコンダクタンスとイオン選択性は原形

質膜Ca2+チャンネルのそれらと似ていた。

3aF13 
大麦葉組織のリン酸ホメオスタシスにおいて、液胞膜が果

たす役割の検討。

三村徹郎、横田悦雄、新免輝男、坂野勝啓1、沖原清司1、

清田誠一郎1、矢崎芳明1 (姫路工大・理・生命、 1農水省・

生物研)

我々は植物体のリン酸イオン濃度調節機構について、大

麦の葉組織を用いて検討を進めている。大麦を異なるリン

酸濃度の下で培養すると、葉組織全体のリン酸濃度は栄養

条件に依存して大きく変動するが、葉肉細胞の細胞質リン

酸濃度はほぼ一定に保たれる。また、細胞外アポプラスト

のリン酸濃度も葉組織全体の変化量に比較するとその変動

は少ない。一方液胞のリン酸濃度はリン酸栄養条件に比例

して最も大きく変動することから、液胞内のリン酸プール

が、細胞質やアポプラストのリン酸ホメオスタシスのため

の緩衝装置として働いていることが推定された。液胞が緩

衝装置として働くためには、液胞膜のリン酸輸送が、栄養

条件等に応じて調節されている必要がある。本研究では、

この液胞膜に注目して、液胞膜のリン酸輸送の性質や、栄

養条件に応じた液胞タンパク質組成、他のイオンの輸送活

性の変動などについて測定し、液胞膜がリン酸ホメオスタ

シスに果たす役割について検討した。これまでの実験結果

から、正常状態においては液胞膜のリン酸輸送活性は極め

て低いが、リン酸飢餓状態では ATPに依存した輸送活性

が現われること、液胞膜のリン酸輸送活性はかなり高濃度

まで飽和しないこと、栄養条件に応じて液胞のタンパク質

組成に違いがみられること等が見いだされている。
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3aF14 

ニチニチソウ培養翻艦掛リン醜腕肢に対する薬銅版激果

並藍誼豆、三村信網F、幌町務啓

(働省・生物肝、安酪工大・理)

我六の目襖坊爵締耐包錦織リン酸医糊同二関与す・る彰悩日

体江端脅糊と同定にある。その喋としてリン酸興民はずす

る様々 td:s鮪幻戎操をニチニチソウ (Catharanthusroseus)培

養露間包を用いて詞験した。

柁動原形質膜におけるリン酸の興協羽+とのco-tra

nsportであることはすでに明らかにされている。そこで、

今回の目標を町ポンプの活性には最簿を与えずリン醗現街差

活性は抑制する薬務日を探すことにおいた。アニオ:A¥!街週H量消j

(D 1 DS 、A-9-C，furosemide他)、タンパク

質f舞踊U(NEM， NBD-C 1、価等10種類以1:::0:溺喜朗I

江域課持験された。そα船長fu r 0 s e m i d e (0. 5酬

は承閥包のリン醜駒反を阻害したが、 D1 D S (1. OmM)は全く阻

害しなかった。 A-9-C(0. lmM)はリン酸醜民を担制するだけ

でなく町ポンプの活性も明らかに減沙させた。 2葡寅において

は推U湧駒M涼苦耗も含めで報告する予定である。

3aF15 
ベンケイソウ型酸代謝の概日リズムの制御とリンゴ酸輸送系

蓋E豊丘，楠見健介，岩崎郁子，西村光雄(九大・理・生物)

CAM植物は，液胞の pHやリンゴ酸の温度， C02吸収など

に特徴的な日周変化を示す。この変化は光条件や温度の変化

のない恒常条件でも継続する，いわゆる概日リズムである。

この自律的なリズムを形成する機構のひとつが，ホスホエノ

ールピルビン重量 (PEP)カルボキシラーゼ (PEP-C)のリン酸

化で，リン酸化された夜型の PEP-Cはリンゴ酸によるフィ

ードパック阻害を受けにくく，リン酸化されてない昼型はリ

ンゴ駿により強く阻害される。この二つの状態の周期的な相

互変換は連続明条件で持続する。

私たちは，リンゴ酸の輸送系(プロトンポンプとリンゴ酸

チャネル')も自律的なリズムを持っかどうか調べるため，
Graptopetalum paraguayenseの葉のオキザロ酢酸 (OAA)，

ピルビン酸 (pyr)，PEPの量の変動を恒常条件で測定した。

連続暗条件では PEP-Cのリン酸化のリズムは見られないが，

OAA， Pyr， PEPの量の周期的な変動も見られない。連続明条

件では PEP-Cのリン酸化， pH，リンゴ重量などのリズムが持

続する。このリズムの形成にリンゴ酸輸送系の制御も関与し

ていれば，リンゴ酸が蓄積される時に OAAや Pyrが減少す

る，逆にリンゴ酸が消費される時に増加することが予想され

るが，そういう変化は見られず，むしろ液胞のリンゴ酸の増

減に平行した増減が見られた。また， PEP は PEP-Cの変化

に対応した変動を示した。今までにリンゴ重量輸送系の制御が

自律的なリズムを持つことを示す結果は得られていない。

1) Iwasaki et al. (1992) Plant Physiol. 98， 1494-1497 



3aGOl 
ニチニチソウ培養細胞の細胞外酎生ホスファターゼの精製 E 

城市篤、 降旗敬、今井宏、 桜井英博

(早稲田大・教育・生物)

ニチニチソウ培養細胞をリン酸を含まない培地に移す(-Pi処

理)と培養約2日後に細胞の高親和性リン酸取り込み活性が上昇

し(Furihataら. 1992)、更に約2日遅れて培地中へ細胞外酸性

ホスファターゼが急激に放出される。培養液のnativePAGE 、活

性染色により、大まかに分けて4つのアイソザイム(移動度の

低い順に 1(旧 1a)、II(旧 1b)、E、IV)が認められる。

リン酸を 1日おきに加えて培養(+Pi処理)すると全体として活性

が低いが、その中では皿の活性が I、H、IV'こ比べて大きい。

-Pi処理後は I、II(前回報告)が主成分となり、活性上昇の割合

はIVも皿に比べて大きい。 I、Eについてアミノ酸分析を試み

たが、 N末端はブロックされているようである。

今回、 Eを精製し、 I、Eと比較した。 I、Hの精製と同様

に培地の50-85%飽和硫安画分を、ゲ、ノレ漉過(ToyopearlHW55)、

陰イオン交換(MonoQFPLC)にかけ、 I、H、皿、 IV'こ分画し、

続いてConA-Sepharose、さらにゲル漉過(Superdex75FPLC)によ

り、 Eを電気泳動的に均一に精製した。活性lこ2価カチオンを必

要としない点、糖タンパク質である点は I、E、E共通である

が、 I、Eの至適pHが4.5であるのに対してEは5.0であった。

又、 50%~1l.害に必要なモリブデン酸濃度は I 、 E は300nMであっ

たのに対し、 Eは10μMであった。皿の基質特異性は I、H同様

広く、糖リン酸、フィチン酸、ヌクレオチド、 PPiなどを分解し

た。阻の分子量はSDS-PAGEで60kDa、ゲレ漉過で52kDaであり、

I、Hと同様、モノマーであった。

3aG02 
ニチニチソウ培養細胞の無機リン酸取り込み一幸見和性の異なる

2種類の駒まの比較

隆重一旦1、城市篤、田中正治、鈴木幹雄、桜井英博
(早稲田大・教育・生物)

ニチニチソウ培養細胞の無機リン酸取り込みには、華見本日f生の
異なる少なくとも 2種類の駒まが存在し、僻野町生成分(Km王寺

47μM)が構成的にみられるのに対して、高耕日f生成分(Km討
μM)は、 Pi(最終濃度で1.25-2. 5mM)を1日おきに追加して培

養した細胞にはほとんど見られず、 Piを含まない培地での培養

によって誘導されてくる駒子である日。この2種類のPi取り込

み成分それぞれについて、細胞内ATPレベルと取り込み活性の関

係、および能動輸送を駆動している直接のエネルギー源につい

て予備的研究を行った。

細胞を脱共役剤FCCP、または呼吸鎖とミトコンドリアATP合成

酵素の阻害剤NaN.で処理して細胞内ATPレベルを低下させた時の

2つの成分のPi取り込みを比較すると、 ATP減少に対する取り込

み低下の割合が、 FCCPの方が、そして特に低親和性成分で大き

かった。さらに、アルカリ→酸変化により細胞内外に人工的な

pH勾配を作製したときのPi取り込みを測定したところ、低事見平日

↑生成?による取り込みはpH勾配によって増大したが、高親和性

成分による取り込みはごく僅かしか起こらなかった。

各種の膜輸送阻害剤について、親和性の異なる2つのPi取り

込み系に対する影響を比較した。このうちSH修自欄jは両成分を

ともに阻害したが、 NEM、ヨード酢酸では低車見和性成分による取

り込みをより強く阻害した。

!) Furihata et al. (1992) P1ant Cell Physiol.. in press 
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3aG03 
バイオイメージングアナライザーを周いた3.C 1の分布

笛田和佐子、 査旦泉、 平海栄次{大阪市大、 理、 生物)

高等植物にとって温察は必須性が掻後に確認された元素

として知られているが.その生理的役割は葉縁体における水

分銅を除いてよく知られていない.そ ζ でまずアサガオ(

Pbarbitis nil cv. Viole~ 、 エンドウ (Pisu.sativu・
cv. Alaska).レタス(Lac担 C8 盟主主旦 cv.GrandRapids) 

を悶いて趨棄の栄養要求牲を調べた. 水餅培養液は基本栄

養要素から組業欠乏で生育させた場合、 復業の入っている

培養液に比べてレタスはかなり生育が遅れ、 アサガオでも

生育後 10日以後生育に差が現れるが、 エンドウでは 3週

間後でも差は認められなかった. ~に植物体内の題棄の分

布を調べるため、 3・C 1を趨繋欠乏培養液に与え吸販され

た3.C 1の分布をバイオイメージングアナライザー(富士

フィルム社}を飼いて調べた. アサガオ、 エンドウはとも

に若い葉、 頂芽そして茎や視に多く分布し、 業の成長が進

むにつれて塩素の葉への吸収は下がり 2週間自のアサガオ

では子葉にはほとんど分布しなかった. アサガオやエンド

ウでは暗所や、 アルミアオイルで薬の一部を湿った場合

3・C 1は棄に殆ど吸取きれなかった由t 茎や頂芽では吸般

に差は見られなかった.

3aG04 
イネにおけるNADH依存性グルタミン酸合成酵素の組織内
局在性
早川俊彦、山谷知行、服部冬、前忠彦、小島邦彦
(東北大・農・応用生物化学)

イネは老化組織(ソース)から生長中の葉や穂(シンク)
へ主にグルタミンとして窒素を転流する。 演者等は、シン
クでの主要な遊離アミノ酸であるグルタミン酸の合成をNADH
依存性グルタミン酸合成酵素側A阻イ蹴AT)が触媒しているこ
とを強く示唆する報告を行ってきた))2)。 この結果を更に
検討するため、抗NA闇イ蹄Al抗体引を用いた免疫組織化学的
手法により、イネのシンクにおけるN仙'H-{鵬 AT蛋白質の組織
内局在性を解析した。

イネ(ササニシキ)をガラス窒で水耕栽培し、第9葉身が
抽出中の個体の地上部及び開花後の一次枝梗の穎果を材料と
した。 免疫組織イヒ学分析の∞ntrolには、大過剰の精製
NADH-<削AT標品を加えて免疫沈降させた抗N血IH-{鵬 Al抗体液
の上清を用いた。Tissueprintイムノプロット法により未
抽出葉身と葉鞘を解析した結果、 NA阻4蹄AT抗原は維管束組
織に主に存在していることが判明した。 また、陽花後10日
目の穎果を包穎と内部の未熟玄米に分けて、各組織をイムノ
プロット分析した結果、穎果全体のNADH-<鵬AT蛋白質の約84
%が、貯蔵蛋白質が蓄積される庇乳を含む未熟玄米中に存在
しfこ。
現在、パラフィン又は樹脂包埋した未抽出葉身と未熟玄米

の切片を抗体染色して、 N曲IH-{削 A蹴原が存在する維管束組
織と玄米組織内の細胞の特定を行っている。

1) Ya問 aet al. . (1992) Plant Physiol. in press. 
2) Haya回.WBet a1. 1992年度本大会
3) Haya回WBet al. (1992) Plant Physiol. 98:1317. 



3aG05 
イネ飾管液中の13kDaタンパク質のクローニングとその解析

孟遮~位、川嶋一郎、本多親子、中村進一、林浩昭、
森敏、茅野充男(東大・農・農化)

一般に高等植物における飾管は物質の貯蔵、転流に関わる重

要な組織である。よってこの中にはこうした機能に関わる要素

が含まれ、作用していると考えられる。我々はこれまでにイネ

から飾管液を採取し、これに関する分析を行ってきた。これま

での結果、飾管液中のタンパク質組成は一般の組織のそれとは

かなり異なっており、限られた種類のタンパク質が多く存在す

ると推定された。本実験では飾管液中で特に多く存在するタン

パク質の一つである、 13kDaタンパク質について解析を行なっ

た。

水耕栽培で育てたイネからインセクトレーザー法により街管
液を採取し、 2次元電気泳動を行ったところ、一般組織とは異
なる9個の主要なスポットが確認された。このうちの分子量

13kDaのタンパク質についてエレクトロエルージョン法を用い

てタンパク質を回収し、プロテアーゼ分解後部分アミノ殻配列

(24アミノ酸)を決定した。そしてこのアミノ酸配列から推定

されるDNA塩基配列を元にプロープを作成し、イネcDNAライ
ブラリーをスクリーニングしてクローンを得た。このクローン

は約7∞bpで123アミノ酸をコードしており、アミノ酸ホモロジ

ー検索の結果、既知のタンパク質であるチオレドキシンと高い

類似性を示し、活性中心に当たる部分も保存されていることか

らイネチオレドキシンの一つであると考えられた。さらにこの

cDNAクローンを用いてグノミッククローンを単離し解析を行

なった。

3aG06 
トピイロウンカに対する吸汁行動阻害物質トランスア

コニット酸のイネ科雑草タイヌピエ中における分布と

生産

且原真木、坂野勝啓1、佐藤守2、川北弘人河部逼2

(岡大・資生研、 1農水省・生物研、 2農水省・蚕昆研)

イネの主要害虫であるトピイロウンカはイネ科雑草

タイヌピエには寄生しない。吸汁行動限害物質と考え

られているトランスアコニット酸を定量したところ、

イネ植物体には痕跡程度しか見いだされなかったが、

タイヌピエには葉身で0.44%、葉鞘で0.26%(生重量

当り)と多量に含まれていた。この濃度は人工飼料液

iこ添加した場合、吸汁阻害を引き起こす濃度に達して

いた。しかしウンカの主要吸汁部位とされる師菅液中

にはトランスアコニット酸は検出されなかったので、

トランスアコニット酸はタイヌピエの皮層や柔組織の

細胞に含まれていて、ウンカはプローピング中にこれ

らの細胞中のトランスアコニット酸を感じて吸汁行動

を中断するものと考えられた。純粋な師管液は吸汁中

の見虫の口針をレーザで切断し、切断端から溢泌して

くるものを採取し、分析した。

トランスアコニット酸の生合成経路としては二通り

知られているが、タイヌビエではシスアコニット酸か

らアコニット酸イソメラーゼにより生成されることが

わかった。イソメラーゼ活性は葉鞘で最も強〈、根で

は葉鞘の1/10程度であり、葉身では検出されなかった。
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3aG07 
シヤジクモ節間細胞の膜電位に及ぼす局所麻酔薬の影響ー異な

るpH。での作用の程度の比較一
左目狙盆ム野坂修ーに 47川清宜(阪大・教養・生物J滋賀医大・麻
酔大阪成人病センター・麻僻)

テトラカイン，リドカイン，プピヴアカイン，プロカイン等の局
所麻酔薬はシヤジクモ節問細胞の原形質膿の II'-pumpのコンダ

クタンスを抑えることと，鉱微イオンコンダクタンスを培加する
ことに依り膜の脱分極を引き起こす，)これらの薬物のpK，値は
7.8より大きい.各薬物のpK，でのpH.では酸性あるいは中性条件

下よりも薬物の脱分極作用は著しく培大する.このことは膜の

リピッドと親和性の高い薬物の中性型の鴻度が高まることによ
ると推測される.一方通常の凶。条件下では常に中性型を保つベ

ンゾカインの脱分極作用は pH。の影響を受けない.このことは前

述した薬物と膜のリピツドとの親和性の重要性をより強く支持

する.しかしベンゾカインの脱分極作用自体はテトラカイン等に

比較すると著しく小さい.従って脱分極作用に直接に有効な型は
荷電型と予想される.脱分極作用に有効なのは膜内にトラップ

された薬物であるか，原形質まで透過した薬物であるか?ベンゾ
カインの作用が小さいことはこの薬物が膜内にトラップされ膜

機能タンパク貿に機械的な歪を与えることの影響が極めて小さ

いことを予想させる.中性型の薬物が原形質に拡散し，原形質の

pHに応じた中性型と荷電型の分布比を新たに取り，この時の荷篭
型が脱分極作用に有効であると考えられる.
1) Nosaka.S. et al (1992). Biochim. Biophys. ACTA 1106. 

325-334. 

3aG08 

シヤジクモ湛流細胞H+のポンプ活性

盆韮皐盤、大川和秋1 (生理研・生体膜、1阪大・

教養・生物)

単水産のシヤジクモ節間細胞は、 Hポンプ活性

を持ち膜電位を形成していることが知られている。

これまで湛流細胞においては膜電位が深いことか

ら、 Hポンプ活性が正常細胞と同様に存在すると

考えられていた。今回、細胞膜電位測定と同時に

細胞膜コンダクタンスを測定することによって瀧

流細胞におけるHポンプ活性の測定を試た。細胞

内湛流前におけるHポンプコンダクタンスは平均

1 0 0 μS/c m 2であったものが、約 10ー 2

0%に減少していることが明らかになった。他方、

膜の受動成分のコンダクタンスも同様に潅流によ

って減少していることが判明した。その結果とし

て、膜電位が深い値で維持されていることが判明

した。



3aG09 
塩ストレス適応および非適応タバコ培養細胞の原形質膜のイ
オン選択性
村田芳行、吉橋学、小尾一郎、池田篤治、角谷忠昭(京都大
.農・農化)
塩ストレス下にある植物にとってNa+の締胞内への流入は

重要な問題であり、塩ストレスへの適応機構においては原形
質膜のイオン透過性の制御が非常に重要な要因であると考え
られる。これまでの当研究室におけるパッチクランプ法を用
いた研究により、タバコ培養細胞プロトプラストの原形質膜
には外向きに整流性があり、かなり選択性の高いK+チャンネ
ルが存在し、塩ストレスに適応した細胞では100mMKCl、NaC
lシンメトリーでの外向き整流性ホールセル電読が非適応細
胞に比べて小さくなることが明らかになった。一方、適応機
構において、原形質膜のrとNa+の透過比の増大も一つの要
因であると考えられる。本研究では適応細胞と非適応細胞由
来のプロトプラスト原形質膜におけるr、Na+の透過性を詳
しく検討した。
材料としてはsucrose(3%)と2.4-D (10-6M)を含むLS改変培

地 (pH5.7)と、それに50mMNaClを添加した培地で継代培養し
たタバコ培養細胞 (BY-2)をそれぞれ非適応細胞、適応細胞と
し、それらより酵素法で単離・精製したプロトプラストを用
いた。
K-gluiamaieシンメトリーのメディウムを用いてホールセ

ルで電位依存性電流を測定したところ、適応細胞では非適応
細胞に比べ外向きに整涜性をもった電流が減少することが確
認された。さらにホールセルで逆転電位を測定したところ、
適応細胞と非適応細胞との閣で有意な差異は見られなかった。
以上の測定結果から、塩ストレスへの適応においてrとNa+
の透過比に変化は生じず、これらのイオンの透過性が同様に
減少することが示された。

3aGI0 
汽水産車軸藻シラタマモ節問細胞の膨圧調節と細胞質pH

盟堕主主・岩崎尚彦(大阪医大・教養・生物)

汽水域に生育する車軸藻類の一種シラタマモ (Lamprothamni

msuccincturn)の節問細胞は、外放の浸透圧変化に対して、

液胞内の K+、Cl一濃度を増減させて細胞浸透圧を変え、膨圧を

一定に保つ機構を持っている。高張処理(外液の浸透圧をあげ

る処理〉に伴う膨圧調節の際には、細胞膜を介してrが受動的

Clーが能動的に外液から液胞内に取り込まれる。高張処理に伴

って、膜電位の過分極が見られることから、膨圧の減少が細胞

膜上のr輸送性ATPaseを活性化し、細胞膜を介しての日+の電気

化学ポテンシャル差(ム μH)を増加させ、 W/Cl共輸送系に

よるClの取り込みを促進しているのではないかと予想した山。

本報告ではpH選択性ガラス微小電極によって細胞質pH(pHc)を

測定し、実際にAμHが高張処理に伴って増加しているかどう

かを調べた。 0.360s田人工海水に適応したシラタマモ節間細胞

のpHcは約 7.4であった。高張処理を行うと膜電位は過分極し、

pHcはわずか減少した(約 O.1 pH unit)。すなわち、膜電位

の寄与によるAμ"の増加が高張処理によって実際に起きてい

ることが確かめられた。

(1) Okazaki et al. (1984) Plant Cell Physiol. 25:573-581 
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3aGll 
シ ヤジ クモ の水 チャ ンネ ル特 性

田 沢 仁・浅井一視福井工大・応用理化

学、 1大阪医大・生物)

シャジクモの節間細胞の水透過性 (Lp)は復

室容量計を用いて細胞横断浸透法により正確
に求められるはa圃iya and Tazawa 1956)。 こ

の方法を用いて Wayne and Tazawa (1988， 19 
90)はサイトカラシン B及 び Eが内向き水透過性

(Lpen)を、 SH試薬 pCHPS は逆に外向き水透 過

性 (Lpex)を特異的に阻害することを発見した.

このことは細胞臓に水透過を調節する構 造、
IIPち水チャンネルの存在を示唆している。さ

らに最近Rygol et al. (1992)圧緩和法により

主主主主主 c onniven sの水透過性が Zn2+ によ り著

しく阻害されることを見いだした。われわれ

は水透過の Znわ阻害機備を明らかにするため、
Wayne and Tazawaの用いたc..h.ll.a c orallina 
の節間細胞に対する Zn 2φ の効 果を 測定 した。

測定は復室容量計の毛細管中の液一空気界薗
の動きを VTRに記録し、後にビデオテ ー プ

を再生し浅井の考案したソフトによりメニス

カスの動く速度を正確に求めた o Lpの Znわに

よる阻害の時閉経過は細胞により異なるが、

120分でほぼ阻害は完了し、対照の約 20%とな

る . サ イ ト カ ラ シ ン や pCHPSと異なり Zn2+は
Lpen， Lpex共に阻害することがわかった 。



一般講演

第 3日 3月 31日(水〉 午後の部

A 会場 分子生物学(8 ) 
B 会場 分子生物学(9 ) 

D 会場 電子伝達・呼吸

E 会場 蛋白質・酵素(2 ) 
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3pAOl 
rィγ種子貯蔵タンハ園ク質遺伝子の形質転換植物での発現:隣接遺

伝子の発現に及ぼす効果とホ・γションイ7ェクト

車且J並 RogerN. BEAC町本(東京大、農、農化、吋聡

Scripps Research Insti佃te)

グイスー種子7S貯蔵蛋白質をコ』ドする~コングリシニン遺伝子(以下、

7S遺伝子と略記)は形質転換植物での発現が比較的ホヲ・シヨンイ7エ

クトの影響を受けない、すなわちα・及ぴ防7・ユニットの独立な形質転

換植物個体聞での遺伝子ーコヒ・ー当たりの発現レベルのばらつき

は他の植物遺伝子より比較的少ないことが知られている。この

性質が遺伝子のプロモータ領域によるものかどうかを調べる目的で

αサ7'ユニット遺伝子(以下、 α遺伝子と略記)の7・ロモータ領域と ~r
紗ロニターザ(GUS)遺伝子(副A)を融合しタF汀』こ導入した。独立形質

転換個体の種子におけるGUS活性のばらつききは約201音あり、

7"ロモサ領域だけではポγションイ7エクトからの独立性を示さないこと

が示唆された。また、 7S遺伝子が隣接する遺伝子の発現のホ・γ
ションイ7エクト依存性をなくすことができるかどうかについて調べる

目的で7S遺伝子をポγシヨンイ7ヱクト依存性を示す遺伝子に隣接させ

形質転換個体での発現レベルを比較した。ホ・γションイ7エクト依存性

を示す遺伝子としては別7ラワ→rィクウイ.AlA35S7・ロモサ(pCaMV35S)

:出品及ぴα遺伝子7"ロモータ:uidA融合遺伝子を用いた。形質転換

個体聞でのGUS活性の分布は、 7S遺伝子が隣接しているかどう

かによる有意な差は見られず、 7S遺伝子は隣接遺伝子の本・γショ

ンイ7ヱクト依存性を変化させないととを示唆した。一方、この実験

でα'遺伝子7・ロモータ領域は隣接したpCaMV35Sの発現を種子で特

異的に増加することが示された。 7S遺伝子はrイA'ゲノム上で77A

ターを形成して存在しており、それぞれの遺伝子の種子での発現

をお互いに促進しているのかも知れない。

3pA02 
ダイズ種子貯蔵タンパク質遺伝子の硫酸イオン欠乏応答

平井f横田、優美，藤原徹，森敏，茅野充男，内藤哲 1 (東大・農・

農化，北大・農・応用生命科学 1) 

ダイズ種子貯蔵タンハ・ク質の 1つである s-::Jングリシニンはム

イ.sの3つのサ7・1ニット治、ら成るが， 戸ーサ7・ユニット遺伝子は様々な

点で他の 2っとは異なる発現制御を受けている.ダイズ植物体

を硫酸イオン欠乏(S欠)条件下で栽培すると， 戸ーサ7'ユニットタンハ・ク質
の蓄積が増加する.我々は s-t7・ユニット遺伝子全体(intacts)及rJs
ーサアエット遺伝子のプロモーター領域とGUS(s-r.Al7ロニグーセ.)コーヂインク・

領域との融合遺伝子(Ps-GUS)をそれぞれ導入したトランスγェニリ・7

ラピド7園シスを用いてS欠応答機構を調べている. これらトランスγェニッ

ト7ラピド7"況をロックウール耕により S欠栽培すると，前者ではバーサ7'

ユニットタンハ。ク質及びmRNAの蓄積の増加が，後者ではGUS活性の上

昇がみられ，ダイズにおけるのと同様にS欠に応答する遺伝子発

現制御機構が77ピドアシスにも存在することを示している.硫酸

イオン濃度と s-サ7・ユニット遺伝子の発現の関係を調べるために硫

酸イオン濃度を変えて水耕栽培を行なった.その結果，いずれ

の場合も硫酸イオン漫度の低下にともなって転写量が増加する

ことが明らかとなった.硫酸イオンを与えない区では.7ラピド7"

シス自身の貯蔵タンハaク質の蓄積は全般に抑制されていたにもかかわ

らずs-t7コニ外の蓄積は増加していた. このことは p・サ7'エニット遺

伝子と7ラピドアシスの種子貯蔵タンパク質遺伝子とではS欠に対す

る応答反応が異なることを示している.

ダイズにおける多くの研究にも関わらず. S欠の感知から scサ

7事ユニット遺伝子発現の増加に到る一連の過程については，殆ど何

の知見も得られていない.我々の構築したトランスγェニリ・7ラピド7"

日の系を用いた生理学的あるいは遺伝学的研究により S欠応答機

構を明かにしようと考えている.
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3pA03 
アラピドプシスエチオニン耐性突然変異株における

ダイズ種子貯蔵タンパク質遺伝子の発現調節

i己盟主差壬，平井(横田〉優美茅野充男米国好文，内藤哲

(東大・遺伝子実験施設農・農化現・北大・農・応用生命科学〉

ダイズ 7 S種子貯蔵タンバク質 (β ーコングリシニン〉は、 α、

α'、 βの3つの主要なサプユニットで構成される。このうち、

メチオニン残基を含まない pサブユニットの遺伝子発現のみが、
メチオニンにより mRNAの段階で抑制を受けることが知られてい

る。我々は、よ旦 vivoにおけるメチオニンによる遺伝子発現の調

節機構を知ることを目的とし、 トランスジ工ニック植物と遊離

メチオニン量の増加した優性突然変異株(邑Il:J)を用いた、アラ

ビドプシスにおける解析を試みた。我々は α'とpサプユニット

遺伝子のプロモーター領域を融合した βーグルクロニダ}ゼ遺伝

子 (Pα'-GUS，Pβ-GUS)をそれぞれ導入したアラビドプシスを

作成し、外来のメチオニンに対しダイズと同様に応答すること

示した。また、我勺の単灘したetnニ1は植物体に多量の遊離メチ

オニンを蓄積し、完熟種子においても総メチオニン量が増加す

る変異株である。掛け合わせにより、 Pα'-GUS，P s・GUSを導入

したトランスジヱニック・アラビドプシスにetn-l遺伝子を導入

した。正逆の交維により得られた F，におけるGUS活性の低下は

P s -GUSにおいてのみみられ、丘主且ニi変異株がl雌親の場合に最も
低下した。 F 3において得られた、 etn-l遺伝子とGUS遺伝子の

両者がホモ接合である株においても、 Ps・GUSにのみGUS活性の

低下がみられた。この場合、種子登熟過程でのGUS活性の発現の

時期は同じであったが、抑制が全期間に渡ってみられた。高等

植物におけるメチオニンによる遺伝子の発現制御に関し考察を

行ないたい。

3pA04 
ケツルアズキのシステインエンドベプチダーゼ (SH-EP) の翻

訳後プロセシングと細胞内局在性

阻杢盤去、山内大輔、南川隆雄 〈都立大・理・生物〉

ケツルアズキ('[江J1!!!且日旦}の発芽積子子.の貯蔵タンパ
ク貨の分解に働く酵素の一つにシステインエンドベプチダーゼ

(SH-EP) がある。 SH-EPは 45kOa前駆休として小胞体膜結合

リポソーム上で翻訳され、シグナルベプチド切除を伴って 43

k Oa中間体として小胞体に入り、さらに 39kOa及び 36kDa中

間体を経て活性をもっ 33kOa成熟型醇素になることが分かっ

ている。今回は、 SH-EPのこの翻訳後多段階プロセシングと細
胞内局在性を調べることを目標にして次の研究を行った.

SH-EPの細胞内局在性を調べるために、ショ槍密度勾配達心

法を用いてケツルアズキ子葉から小胞休と液胞〈タンパク頼粒〉
を分画し、各々の画分について SDS-PAGEIウエスタンプロッテ
ィングを行った。小胞休には 43k 08中間体が、タンパク頼粒

には 33k 0 a成熟型酵素がそれぞれ局在していた。このことか

ら、小胞休で生成した 43k 0 8 中間体はゴルジ休を経てタンパ
ク頼粒への給送途中、またはタンパク頼粒への集積後に 33kD 

a成熟型酵素になると推測される。

ケツルアズキ子葉の抽出液を 2ーメルカプトエタノール存在

下でインキュベートすると、 in v i t r 0 においても多段階プロ
セシングの進行が見られる。この系を用いて、プロテアーゼ限

望書舟lのプロセシングに及{ます影響を調べた。システインプロテ

アーゼ随害剤であるアンチパイン (10μ gl・1) が多段階プロ

セシングを完全に阻害したのに対し、同じシステインプロテア
ーゼの限害剤であるロイベプチン (10μ g/~ 1) と E-64 (10 

μg/m 1) は 36k08中間体から 33kDa成熟型醇素へのプロセシ

ングのみを抑えた。これらの阻害剤への感受性の遣いから、 s
H-EP前駆休のプロセシングには少なくとも 2種類のプロセシ

ング酵素が関与していることが示唆された。



3pA05 
ケツルアズキのシステインエンドベプチダーゼ (SH-EP) 遺

伝子のタパコ組物体における発現

山血主主童、岡本能史、南川隆雄(都立大・理・生物)

発芽期のケツルアズキ(Yl且旦型且旦)子葉中での貯蔵タ

ンパク貨の分解にはシステインエンドベプチダーゼ (SH-EP

}が主要な働きをしている。この酵素は 45kDa前駆休とし

て合成され、特異的な多段階プロセシングを受げて活性をも

っ33 kDa成熟型醇素となる。すでに我々は SH-EP遺伝子

を単躍して、その構造を明かにしている。今回はこの SH-E

P遺伝子をタパコ横物体に導入して、その発現様式について

調べた。

SH-EP遺伝子の翻訳領繊を含む約 4kbを pBIN19 に組み

込み、アグロパクテリウムを介してタパコ纏物に導入した.

得られたカナマイシン耐性を示す形質転換休の黄化葉より得

た抽出液を抗体を用いて鱒ぺた結果、 2傭休で 33 kD aの

SH-EP成熟型酵素が検出された。これらの個体について、発

芽期におけるSH-EPの合成について調ぺた.その結果、乾燥

種子中ですでに 33 kDa SH-EP成熟型酵素の存在が認められ、

吸水後 5日目でその量は最も多くなった。ケツルアズキ乾

燥種子では SH-EP酵素タンパク貨は検出されず、吸水後に新

合成されることが分かっている。したがって、ケツルアズキ

とタパコでは SH-EP遺伝子の発現が全く閉じには制御され

ないことが示唆された。また、タパコ植物体でも SH-EP前

駆体から成熟型醇素へのプロセシングが行われていることも

明らかになった.導入した SH-EP遺伝子がタパコ発芽種子

における生重量、貯蔵タンパク質量およびエンドベプチダー

ゼ活性の変動に及lます影響についても報告する。

3pA06 
インゲンマメのシステインエンドベプチダーゼ (EP-C1)遺伝子 5'

上流域の解析

重型室王.小串泰之.西原昌宏九森川弘通に山肉大輔.南川隆鎗

(都立大理生物広島大理 i 植物)

EP-C1 I主インゲンマメ (P.畑 S田 lus山 /garis)のセネツセンス期の

さやでのヲンパク質分解に主要な働曹を示すシステインエンドベ

プチダーゼとして単磁.精製された.その後， EP-C1は発芽子藁

においても発現することが見出され.橿子貯蔵タンパク貨の分解

にも関わっていると考えられる.そこでこの陣棄の発芽子葉にお

ける発現犠情を知るために.遺伝子 5'上涜域の解析を行った.

まず.EP-C1遺伝子の発現lこ関わるシス領域を調べるために.

-1173まで及び -340までの畏さの異なる 2置の 5'上流減とβーグル

クロニダーゼ (GU5)遺伝子との砲合遺伝子を作製し.それぞれを

パーティクルガン法を用いてインゲンマメ発芽子藁に導入した.

この時.内部徳耳障として CaMV355プロモーターを持つルシフヱ

ラーゼ (LUC)遺伝子を問時に導入じ.GU5JLUC活性を求めること

によりパーティクルガンの事ち込み条件に左右されない測定値を、

得ょうとじた.モの結果.これら2橿の融合遺伝子では GUSJLUC

活性に大曹な差は見られず.このことから -340より下流に.発

現に必要な領域が存在することが推定された.現在これらの圏直合

遺伝子をアグロパクテリウムを介して9パコに導入し、そのプロ

モーター活性を解析中である.

以上と関連して、 EP心1遺伝子の 5'上流配列に結合するトラン

ス作用因子Iこついても.発芽子叢の租核抽出液を用いてゲルシフ

ト法により調べているので併せて報告する.
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3pA07 
パーティクルガン法によるナタマメ積子タンパク貨遺伝子の

V上j荒波の解析

山杢盆王、西原昌宏¥森川弘道¥山内大輔、南川隆雄

(都立大・理・生物、 1広島大・理・植物〉

われわれはこれまでにナタマメ(~旦些1μ旦且H且i旦主旦〉種子
の主要な貯蔵タンパク貨であるコンカナパリン A (Con A)の遺

伝子V上流域の解析を目的として、パーティクルガン法を用い

て Bーグルクロニダーゼ (GU8) レポーター遺伝子の発現を組織

化学的染色法により調べてきた.その後、より定量的な結果を

得るため、ルシフエラーゼ(l UC)遺伝子を内郎標準としてGU8

遺伝子と同時にナタマメ未熟種子に導入して、 GU8/lUC活性を

測定した.今回 l孟、ナタマメのもう一つの主要貯蔵タンパク貨

であるカナパリンの遺伝子プロモーターについての測定も行っ

たので、併せて報告する。

Con A遺伝子のー1016から -74までを欠失させた 5・上流域

を GU8遺伝子に結合した 5種類の融合遺伝子について相対活性

を測定したところ、 C.MV358プロモーターを持つものを 100覧

とした場合、司1016までのものが54!'と最も高〈、 5・側からの

欠失の程度に従いその活性は減少した. -14に・1016から -603

の領蟻を結合すると活性は 13覧から 22"に上昇した.これら

の結果から、 C0 n A遺伝子の十分な発現には、ー1016から-603

の領量産が必要であることがわかった.また、マメ科種子タンパ

ク質遺伝子の 5・上流織に存在する・レグミンボックス・のコア

配列である CATGCAT配列(-555から・549)は、それのみでは

高い発現を与えないことが示された.一方、カナパリン遺伝子

のプロモーターは CaMV358プロモーターよりも高い活性を示

し、非常に強いプロモーターであると推定された.

3pBOl 
西洋ワサビ・ベルオキシターゼ遺伝子発現の傷害誘導

置主盟広.河岡日月義弘吉田和哉.関恨政実.高野光男.新名惇彦

(阪大・工・応生.宇山陽国策パルフ・生物研)

ベルオキシターゼは植物に於てリグニン合成等に関与してお

り、傷害により誘導されることが縄告されている。そこで、西

洋ワサヒからベルオキシターセゲノム遺伝子〈区孟~.包j;J.g.

g)を単離した。西洋ワサビの葉に傷害を与えると、会ベルオ

キシダーゼ活性が培大した。ノザン解析を行った結果区xC2の

転写物が顕著にt盟加した。

次に、 区壬2の種々の 5'上流領域を持つ GUS融合遺伝子を

タバコに導入した。これらのトランスシェニックタバコの葉に

傷害を与え GUS活性を測定した結果、傷害に対するシスエレメ

ントは・307~-!)~lbpの間に限定された。さらに、傷害を与えた

タバコの葉から核抽出物を調製し、 -307~-1の DN~ 断片をブロ

ープとしてゲルシフトアッセイを行った結果、シフトパンドが

見られた。 DNasel フットブリント法によって、 -296~-283.

-257~-2;l日 .-223~-212bpの 3 領域が DNasel から保護された。

ゲルシフトアッセイにおいて、これらの領岐に相当するオリコ

ヌクレオチドで続合させると -2D6~-283 の領域でシフトバン

l、が消失した。この領域の塩基配列は、 Rubiscoの Gボック

スやアブシンン霊堂に対するシスエレメン卜( ~BRE )のコア配

列 CACGTGを含んでいた。また.この領域を欠失させると傷害

誘導は見られなかった。これらのことから以川TGは環境スト

レスに対するシスエレメントである可能性が示唆された。



3pB02 
タバコ PR 1 a ~ンパク質遺伝子の発現は負の制御を安けている

主集盤並立、大島正弘、西宮聡、中村茂雄、大橋佑子

(農水省 農業生物資源研)

~パコ P R 1 8 合ンパク質遺伝子1;1:病原体感染による病斑形成スト

レスや、サリチル酸 (SA)処理によってその発現が誘導される。こ

れまでの研究から、我""1孟、本遺伝子の発現1;1:基本的には負の制御を

受けていることを示峻してきた。すなわち、本遺伝子の転写開始点よ

り上流側O.3kbの範囲に 2ケ所の宮ンパク質結合部位(Dislal binding 

s~e ; D 8および Proximalbinding sile P 8)があり、健全な葉で

は、これらの郎位に歩ンパク質が結合し、遺伝子の発現在抑制すると

いう機構である。そこで、この結合郎位を欠失および置換させた人工

的プロモーターを作製してGUSレポーター遺伝子と融合し、プロト

プラストを用いたTransienlassay系によりその発現程度を検討した

ところ、 DBを欠失した場合、 basallevelにおける GUS活性の治

加が認められ、さらに SA処理により、より顕著なE桜尊が認められた。

他方、 PBを置換した場合にも問機な効果が認められ、しかもその発

現レベルはさらに顕著に上昇した。さらに、 P8の配苦IJを含んだオリ

ゴヌクレオチドを∞mpelilorとして競合実験を行ったところ、この

系でも顕著なGUS活性の上昇が留められた。

以上の結果は、本遺伝子の 5.上流側O.3kbの範囲に存在する 2ケ

所の9 ンパク質結合鼠位に、ある~ンパク因子が結合することによっ

て通常の状態ではこの遺伝子の発現が抑制されており、 SA処理など

によりこれが解離することによって抑制が解かれて発現が起ること、

すなわち、このタンパク因子がいわゆるリプレッサーであることを示

すものである。

3pB03 
吋'l9遺伝子の乾燥誘導に関与するシスエレメントの解析

輩堕担壬、浦尾さとみ、平八重貴美子、篠崎一雄(理研・植物

分子生物)

植物は環境の変化や刺激に応答し、遺伝子発現レベルでの

調節を行い外界の環境変化に適応し、成長分化している。我

々は環境因子として乾燥を取り上げ、乾燥によって誘導され

る核遺伝子群の発現調節とそのシグナル伝達系を解明するこ

とを呂的としている。

乾燥により誘導されるシロイヌナズナのrd29遺伝子ファミ

リーのうちcDNAと一致するrd29A遺伝子とその上流にコード

されるrd29B遺伝子をクローニングした。rd29Aは乾燥後20 
分以内に発現するがrd29B遺伝子は乾燥後 3時間以降に発現が

みられ、異なった発現を示した。そこで、rd29Aとrd29B遺伝

子のプロモター領域をGUSリポ}ター遺伝子と連結したキメ

ラ遺伝子をタバコとシロイヌナズナに導入し、得られたトラ

ンスジェニック植物のGUS活性を測定すると、どちらのプロ

モーター領域を用いた場合も乾燥によって上昇が見られた。

また、プロモーター領域に欠失変異を導入した実験やプロモ

ーター領域のDNA断片を最小限のプロモーターに連結したキ

メラ遺伝子を用いた笑験から 2つの遺伝子では異なるシスエ

レメントが乾燥誘導に働いている事が示された。さらに、

GUS遺伝子をプロープとしてノーザン法で、低温や高塩操度

やABAによる遺伝子発現を解析し、それぞれの発現に関与す

るシスエレメントについても検討した。
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3pB04 
乾燥によって誘導されるシロイヌナズナのAtmyb2遺伝子プ

ロモーターの解析

輩星旦1，2)、篠崎和子 1)、浦尾さとみ1)、篠崎一雄1)

(1、理研、植物分子生物、 2、ほくさん中研)

我々は、これまでにシロイヌナズナからmy，防日向性遺伝

子A加 'yb2をクローニングし、 Atmyb2が乾燥や塩ストレスに

よって誘導される環境ストレス応答性遺伝子で、この発現

にはABAが関与していること、また大腸菌で発現させた

ATMYB2タンパク質は、 DNAに対して塩基配列特異的に結

合することなどを示してきた。これらの結果は、 ATMYB2

タンパク質が、シロイヌナズナの乾燥ストレス下における

遺伝子発現に関与していることを示唆している。そこで、

A加 'yb2の乾燥ストレスによる発現機構を調べるために、

A加 yb2のプロモーター領域とGUSレポーター遺伝子を融合

し、シロイヌナズナに導入したトランスジェニック植物を

用いて、乾燥応答性シス領域の解析および発現の組織特異

性を調べた。 GUSmRNAのN町出.em解析の結果、 A加lyb2の

プロモーター領域に乾燥による発現誘導に必要なシス領域

が存在することが示された。またGUS活性の組織化学的解

析から、 A加lyb2は、乾燥したロゼット植物のほぼ全組織で

発現しているが特に根端や葉柄で強く発現していると考え

られた。

3pB05 
シロイヌナズナ乾燥誘導性遺伝子IC!12の組織特異的発現

呈堕隼企、篠崎和子、篠崎一雄(理研・植物分子生物)

我々はシロイヌナズナにおいて乾燥によって誘導される 9

種のc閃 Aクローン仰)を単離し、それらの遺伝子の発現制御

の解析を進めている。そのひとつRD22は乾燥によって誘導さ

れるアプシジン酸(ABA)を介して発現誘導され、発現誘導には

蛋白質合成を必要とする。 RD22のコードする蛋白質はソラマ

メの種子形成初期に大量に転写されるUnknownSeed 丹otem

(USP)と相向性を有することから、 RD22の開花後の花および

未熟種子における発現を調べたところ、 ABA量が増加すると

いわれる種子形成中期以前に強く発現し、その後減少するこ

とがわかった。この結果からRD22は乾燥誘導の場合とは異な

り、 ABAを介さない種子特異的発現を示すと考えられた。

IC!22遺伝子のプロモーター領域とGUS遺伝子の融合遺伝子を

導入したシロイヌナズナの花や未熟種子では、 GUS活性は開

花直後に強〈、種子成熟に伴って減少するものの、 GUS活性

の大部分は種子よりもむしろ花柄や心皮に存在しており、

RD22の発現は種子に限らないことがわかった。現在IC!22プロ

モーターの組織特異的発現に必要な制御領域の解析を行って

いる。



3pB06 
短時間の乾燥ストレス処理により誘導されるシロイヌ

ナズナ遺伝子群のcDNAクローニングとその解析

童圭担室、篠崎和子、篠崎一雄 (理研*植物分子)

高等植物は動物と異なり移動の自由がないので、植

物独自の環境応答機構を発達させている。この中でも植

物の耐乾燥性機構は、地球の砂漠化問題とあいまって、

近年注目されている領域であり、特に縞物ホJレモンであ

るアプシジン酸 (ABA) による乾燥耐性の誘導について

は現在多くの研究がなされている。しかし、これに対し

て、乾燥ストレスにより ABA蓄積が起こる以前の植物の

適応機構については、あまり解析が進んでいないのが現

状である。

我々は、植物材料として種々の突然変異体が単雛され

ていてゲノム解析も容易なArabidopsis的aliana(シロイヌ

ナズナ)を用い、植物の乾燥ストレスに対する早い適応

様式を明らかにすることを目的として、乾燥ストレス処

理によりABAの蓄積が起こる以前に新たに発現誘導され

る遺伝子群 (cDNA群)をdiffi眠 n制限開血gにより単離

した。これらのcDNA群はS∞.themhybridiz瓜ionにより 16

のグループに分類できた。今回、これらのcDNA群の構

造、発現、機能に関して報告する。

3pDOl 
Synechocyst i s PCC 6803メチルヴィオロゲン耐性株の単
離とその性質

重盛一旦1、浅田浩二 (京都大・食研〉

メチルヴィオロゲン (MV) は光化学系 Iから電子を

受取り、酸素分子をー電子還元してスーパーオキシドを
生成する。らん藻での光・酸素ストレスに対する適応の

機構を探るためMV耐性株を SynechocySt i s PCC 6803 
より単離した。安定した耐性を示す株は以下の性質をも
っていた。

1 )母株に比べ 10 -5 0倍の耐性を示した。

2 )耐性株の生育は、通常の培養条件下(蛍光灯 2 W 

m -，、 2 7 'C. B G - 1 1培地〉では母株とほぼ同じで

あった。

3 )赤色光 (10 Wm-') によるクロロフィル蛍たの

定常レベルの高い株が存在した。

4) M V依存のMehler反応が母株に比べ低い株が多かっ
た。

5 )すべての株は、メトロニダゾル (MVと同様に酸素

をー電子還元する)および過酸化水素には耐性がなかっ
た。

6 )スーパーオキシドジスムターゼ、カタラーゼの活性
は母株と差がなかった。

以上の結果より、耐性株では MV分子が光化学系 Iに接

近し、電子を受け取る率が母株よりも低いことが示唆さ
れた。この原因としては、 1) M Vの吸収能の低下、 2) 

細胞内での無毒化能が高い、または 3 )光化学系 Iの

還元側の構造変化が考えられる。
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Synechocysti s 6803ではプラストキノン経由の呼
吸及び光化学系 Iの循環的電子伝達がNAD(P)Hデヒド
ロゲナーゼ (NDH)に依存することを報告した (Mi et 
al 1992)。今回はその現象について spheroplast と
チラコイドで更に検証した。

赤色光の照射下で、野生株の spheroplast及びチラ
コイドにNADPHを加えると、蛍光収率が高くなった。
これはプラストキノンがNADPHによって還元されるこ
とを示しているものと考えられる。 NADHは蛍光収率
に影響しなかった。ロテノン、 TTFA及びHgCl.はこの
増大した蛍光を quenchし、 NADPHからプラストキノン
への電子伝達の限害剤と考えられる。フェレドキシ
ンの存在下でNADP+を加えると、蛍光収率が一時的に
低下後、高くなった。これは NADP+がフェレドキシン
によって還元された後、プラストキノンに電子を供
与することを示している。この循環的電子伝達もロ
テノン、 TTFA、HgCl.に阻害された。なお、 NDH遺伝
子の欠損した変異株のM55から調製した spheroplast、
チラコイドでは以上のような現象は見い出されなか
った。これらの結果から、 Synechocystis 6803では
呼吸と光化学系 Iの循環的電子伝達が両者とも NDH;を
経由していることが明らかとなった。

3pD03 
プラストシアニンの部位特異的 mutantの作成
Lee Byung HYUI11 

J 日比野隆，高倍鉄子高倍昭洋
(名城大・理工・化名古屋大・農・生化制御)

演者遣はこれまで，大腸菌で発現させたプレカー
サープラストシアニンの invitroにおけるプロセ
ッシングと銅の取り込みについて報告してきた。一
方 J matureプラストシアニンの発現は大腸菌によ

る分解等のため蓄積しないという問題があった。今
回 J Sileneプレカーサープラストシアニンのシグ
ナルペプチド部分を改変することにより J mature 
プラストシアニンを大腸菌で発現させることができ
たので，その結果と部位特異的 mutantの作成につ
いて報告する。

プラストシアニンのシグナルペプチド部分にリジ
ンが導入できるようデザインしたオリゴヌクレオチ

ドを合成し J PCR法を用いて中間サイズのプラスト
シアニン遺伝子を作成した。これを発現ベクターに
組み込み大腸菌で発現させたところ，中間サイズの
プラストシアニンがサイトソルに J matureサイズ

のプラストシアニンがペリプラズマ空間に蓄積する
ことが明らかになった。 matureプラストシアニン

を大腸菌から精製したところ，このプラストシアニ
ンは銅原子を含んでおり，吸収スペクトル，酸化還

元電位 J P700およびチトクロム fとの反応性がホ
ウレンソウから精製したものとほとんど同じであっ
た。現在，プラストシアニンの acidicpatchおよ
び銅の配位子を変化させる皿utantを作成中である。



3pD04 
ダイコン葉フェレドキシンの複数成分とその構造

長井潔，小幡茂裕水上孝子先浜直子，新勝光

(神戸大・理・生物キシダ化学・研究開発グループ)

昨年の年会でダイコン葉には3種類のフェレドキシン (Fd

1. II. IV)が存在し、アミノ酸組成分析の結果から、 Fd1とIIは

和田ら(1)がダイコン葉から単躍したL-FdAに含まれる成分

で、 FdIVはL-FdBに相当することを報告した。今回はアミノ

酸部分配列分析によってこの3つのFdの構造の詳細を調べた。

フェニルー虫剤カラムを用いた疎水性問£によって単一成分とな

ったFd1は、カルボキシメチル化して逆相田£を行うとFdIa. 

I同 2成分に分離した。従ってダイコン葉C1)Fd，成分はIa.lb

II.IVの4種類となり、 Ia.Ib. IIはL-FdAに含まれる成分とな

る。この3成分の構造て調査の対象とした部分構造はL-Fd納

構造においてmicrohetero.胆"leitylの見られる8.55. 91. g:j残

基自のアミノ酸である。 FdIaの構造は-V8一(S55)-R91-V95一、

I~ま一(1 8)一 (S55)-R91-(I 9 5)一、 IIは一 1 8- (T55)-K引 ~5ーであっ

た(カッコ付はアミノ酸組成からの推定)。カッコ付のアミノ

酸についてアミノ酸配列分析による確認を残しているが、現時

点て唱月らかなことは、 L-FdAのmic叶Jeter噌ヨ-eityが3種のFd

の混在によるということである。 FdIVのN末端構造はAAY

KVKFITPDGDKEVEXDで、 19残基固まで同定でき

たが、 11残基目までが同定されているL-Fd防部分構造と完全

に一致した。さらに全構造の解析を進めている。

(1)恥d回.K. et al. (1989) J. Bioc同 s. 1田.619-625. 

3pD05 
地衣Cladoniavulcani Savicz.菌体のチトクロム
藤原雇晋ア京出壬芝士て木下靖浩¥山本好和1、吉村 庸2 、
百市雇"tE(東工大・生命理工・生命理、 1 日本ペイン卜側
・中研、 2 高知学園短大)

イオウゴケ (C・盟主笠iSavicz.) から得られた薗を培
養してその菌体中のチトクロムについて調べた。菌体を石
英砂とともにすりつぶし、さらにZymolyaseで処理したの
ち、 180.000x ~で遠心分離して得られる上澄みと沈殿
を、それぞれ、可溶性画分と膜画分として用いた。可溶性
画分はプロトヘムとへム三を含んで、おり、膜画分はヘム
a 、プロトヘム、ヘム Cを含んでいた。
膜画分はウマチトクロム三の還元型を酸化する活性を示

した。ごの活性は、最適pHが6.8、Vmaxは6.8s巴c-1 で、
KCNで強く阻害された (Ki今 lμM)。また、この活性のイ
オン強度依存様式は他の真核生物のチトクロム C酸化酵素
の場合と似ていた。膜画分の、 N.N.N・.N'テトラメチル一
旦一フェニレンジアミンを酸化する活性は100μMKCNで
も50%程度しか阻害されなかったので、との菌には2種
類の末端酸化酵素があると考えられる。

可溶性画分からは、カチオン交換樹脂を用いてチトクロ
ム♀を精製することができた。このチトクロムは、分子量
が13.900で、その還元型は549.5 nm、520nm、416nmに吸
収極大を示した。従って、乙のチトクロムは、他の真核生
物のチトクロム三と同様のものであるととが考えられる。
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3pD06 
鉄酸化細菌ThiobacillusferrooxidansのFe2

+駿化系の分
子レベルでの研究
山里量生、甲斐正広、為我井秀行、矢野能弘、福森義宏
(東工大・生命理工・生命理)

鉄酸化細菌ThiobacillusferrooxidansはpH2でFe2
+を

酸化して生育する。との細菌からFe2
+の酸化に関与する電

子伝達系成分を精製して、それらの相互反応からFe2
+酸化

系について考察した。
Fe2

+から最初に電子を受け取る Fe(II)ーチトクロム C酸
化還元酵素は分子量63.000の非ヘム鉄タンパク質で、HiPIP
に似たアミノ酸配列をもっ分子量6.400のサプユニットの
集合体である。ごの酵素は、 Fe2

+存在下にpH3.5でこの細
菌のチトクロム c-552 (s)の酸化型を速やかに還元す
る。銅タンパク質であるラスチシアニンはチトクロム♀-
552 (s) (可溶性)の存在下にごの酵素と反応する。チト
クロム c-550 (s) もチトクロム c-5 5 0 (m) (膜結合
性)もその還元型はとの細菌のチトクロム C酸化酵素で酸
化されるが、チトクロム c-552 (s) の反応性はチトク
ロム c-5 5 2 (m) のものの約4倍である。
チトクロム三酸化酵素はα吸収帯を595nmに示すのでこ

れまでチトクロム al と呼ばれてきたが、精製標品は l分
子中に2分子のヘムaと2原子のCuをもち、そのCO複
合体のスペクトルはチトクロム aasの場合とよく似てい
る。ただ、この酵素は3種類のサプユニットからなる最小
構造単位中に l分子のヘムaとl原子のCuをもち、之の
単位の2量体が活性ある酵素になっている。この酵素は、
pH 3. 5でチトクロム c-552 (s) 、c-552 (m) 、ラ
スチシアニンの還元型を酸化する。以上の結果より、との
細菌におけるFe2

+酸化に関与する電子伝達系を推定する。

3pD07 
チトクロムピの電子伝達時に形成される遷移状態化合物

の蛋白質問相互作用に関する電気化学的考察
撲達夫、小浮真一郎、和田正徳(鳥取大・工・物質工)

酸化還元蛋白質問の電子伝達に先立って形成される遷

移状態化合物の分子間相互作用をモデル的に理解するた

めに、電極表面に適当な化学物質を吸着させた修鏑電極

を用いて、電気化学測定を行なった。光合成細菌 Rs.

rubrumチトクロムc'の酸化還元挙動が、 2-メルカプトコ

ハク酸修飾金電極上で準可逆的に行なわれることを見出

し、これまでに酸化還元電位や不均一反応速度定数の算

出をした。今回は、主に中性付近の測定条件下で得られ

た結果から、チトクロムc'の電極一蛋白質問相互作用に

ついて考察する。

Rs. rubrumチトクロムczや馬心筋チトクロムcを用い

た比較実験の結果、反応の可逆度はトータルの表面電荷

には影響されず、ヘム周辺のごく限られたアミノ酸残基

と電極修飾剤との局部的相互作用に影響されることが示

された。さらに、チトクロムピの電極反応の可逆度は、

イオン強度の増加にともない上昇し、溶液pHについては

pH8~9で最大となった。もし、ごの局部的な相互作用が
静電的なものであるとするならば、イオン強度の増加は

相互作用を弱めるように働き、可逆度は低下するであろ

う。したがって、この相互作用の実体は2ーメルカプトコ

ハク酸のカルボキシル基とヘム周辺のいずれかのアミノ

酸残基との聞の水素結合の可能性が大きい。



3pD08 
γ-ピロニル・トリテルペノイドサポニン(クロモサポニン 1) 

の電子供与性

注重量皇童、値見誠二、大堺利行1、橋本徹2

(神戸大・自然科学、 1神戸大・理・化学、 2神戸大・理・生物)

差是々 は、アラスカエンドウより、 295聞に吸収極大を持つ新

規のトリテルペノイドサポニンを鏑出しクロモサポニン 1 (c 

SI)と名付け、 γ・ピロンとソヤサボニン Iの繍合体であるこ

とを報告した. 今回は、グラッシカーボン電極を用いたサイク

リックボルタンメトリーによって、 CSIが還元カを持つことを

確認したので報告する.

pH 7. 7の試験溶液中に10-100μMのCSIを加え

ると、明瞭な非可逆的な厳化波が得られた.ピ}ク電流が電位掃

号l速度に比例していることから、電極表面に吸着したCSIの酸

化による電流を測定しているのもと思われる.非可逆波が得られ

た理由は、 CSIの強化体の非可逆的分解によるものと思われる.

また、分光光学的測定により、キノンやチトクロムCがCSI

によって還元されることも確臨した.

これらの結果より、 CSIが生体内において電子供与体とし

て働いている可餓位が強く示唆された.

3pEOl 
イネフエレドキシン NADP+レダクターゼの器官特異的

cDNAと分子的特性

宣杢差之，土山直美，井田正二 (京都大・食研)

フェレドキシン NADP+レダクターゼ (FNR.EC. 1. 18. 
1. 2 )は、還元型フェレドキシン (Fd)手 NADP+の可逆

反応を触媒するフラピン酵素であり、光合成器官では、

NADP+を生成する。非光合成器官では逆反応により量元

型Fdが生成され、 N02一還元、グルタミン酸合成などFd-

依存酵素反応の電子供与体として働く。我々は非光合成

器官でのN03 同化系酵素の一員として、イネの器官特異

的 FNRの酵素的特性とcDNAの構造を調ペた。

イネ葉 FNR抗体をプローブとして、イネ葉、板、登熟

種子由来のλgtllcDNAライブラリーから、 FNRcDNAを

クローニングした。葉と根の全長FNRcDNAは1.5kbであ

り、後者についてはその全塩基配列を決定した(ACごDl
2815)。根開RcDNAには、 318個のアミノ酸をコードす

る読み枠が存在し、光合成問Rに存在するFd結合部位、

NADP-PPi結合領域、 NADP+結合領媛、活性部位が認めら

れた。イネ葉開Rと他の光合成開Rのアミノ酸相同性は

80%以上であるのに対して、根町Rとのそれは約60%で
ある。したがってイネ開Rは種聞による相違よりも器官

特異性が高いことが示唆された。またイネ核ゲノムには

光合成四R遺伝子は 1コピー、根町R型遺伝子は1コピ

ー以上存在することが判明した。
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3pE02 
葉緑体内リボースー5-リン駿キナーゼの精製とその性質

量且且、秋好淳子、湾輯ム、落合英夫

(島根大・農・応用生物機能学)

葉緑体における 5-ホスホリボシルピロリン酸 (pRPP) 

の生合成を研究する過程で、リボースー5-リン酸の存在下、

ATPからADPが生成する活性がストロマ画分に検出された。

PRPP合成に関与する酵素であれば.AMPが生成する筈で

ある。ホウレン草葉より、硫安分画、イオン交換制くクロマ

卜、ヒドロキシアパタイト、ゲルロ過法を採用して、乙の酵素

をSDS-PAGE上で均一帯埠になるまで精製した。この酵素

のゲルロ過 (HPLC)による分子量は16万であり、 SDS

-PAGEによって求めた分子量が4万であったことより、この

酵素はテトラマーであろう。最適pHは7.6で、リボース、リ

ブロースー 5-リン酸、リボースー 1-リン酸、グルコースー 1-リ

ン酸、グルコースーかリン酸、 PRPPなどの存在下では、

ATP由来のADP生成は検出されず、リボースー5-リン酸に

特期号である。 Kl佃 0¥1法により、リボースー 1-リン酸とグルコ

ースー1.6-ジリン酸とからホスホグルコムターゼ作用によって合

成したリボースー1.5ージリン酸と、精製酵素の反応生成物は、陰

イオン支換樹目旨から同一濃度で溶出された。また 1モルのリボ

ース当り、 2モルのリンと、酸で遊離される 1モルのリンカ帯

在した。従って、本酵素はATPを用いて、リボースー5-リン
酸の1位をリン酸化するリボースー5-1)ン酸キナーゼであり、

生成物として、 ADPとリボースー1.5-ジリン酸を与える。

3pE03 
ヘクソカズラからのフラボノ ル0-グルコシルト
ランスフエラーゼの性質について
昼主阜、石倉成行(熊本大・理・生物科学)

さきに、ケンフエロールおよびクエルセチンの配
槍体を含むことを報告したヘクソカズラ (Paederia
S但 ndensv訂.皿irei、アカネ科)から、フラボノ
ールの配糖体化に関与する酵素を検出し、その性質
を調ペたので報告する。ヘクソカズラの若葉の粗酵
素抽出液から、硫安分画およびゲル溜過、 MonoQTM 
でのイオン交換クロマトラフイー、 Monop™でのク
ロマトフオーカシングにより、 F3GTおよびF7GTの2
種類のUDPーグルコース: フラボノール0-グルコシ
ルトランスフェラ ゼを分離・精製した。それによ
り、 F3GTおよびF7GTはそれぞれに、 140倍および136
倍にまで純化された。前者はケンフエロールの 3位
に、後者はその 7位に特異的に、 UDトグルコ スか
らのグルコ ス分子を転移する。 F3GTは、ケンフエ
ロールのほか、クエルセチンやラムネチンに対しで
も活性を示すが、フラボノール配糖体に対してはほ
とんど活性を示さなかった。一方、 F7GTも同じよう
に、いくつかのフラボノールに対して活性を示すほ
か、それらの3位に結合糖をもっ配糖体に対しても
いくらかの活性を示した。両酵素の分子量は同一で
あったが、 plfI直は、 F3GTでは5.12、F7GTでは4.50で
あり、両者は著しく異なっていた。さらに、既知の
糖転移酵素と対比しながら、両酵素のそのほかの性
質についても合わせて報告する。



3pE04 
イネ培養細飽由来s-グルカンシンターゼII(GS-ll) 
の可溶化と精製
重量盤去、森田卓也1、三ツ井敏明1、伊賀上郁夫1

(新潟大・自然科学、 1農・応用生化)
イネ培養細胞の s-グルカンシンターゼにはゴルジ体膜

局在住のGS-1と細胞膜局在住のGS-llの二種類が認
められ、その性質には顕著な遣いが報告されている。 1) 

本報告においてはイネ培養細胞由来のGS-llを安定的に
可溶化し、精製することを試みた。イネ培養細胞より調

製されたマイクロソーム画分よりPEG/dextran水性二層法

を用いて細胞膜を単離し、 20mMTris-HCl(pH 7.5)， 0.8 
mHシュクロースモノラウレート溶液で懸濁し QOCに2時

間置き、出力200Wの超音被処理を30秒間行い、 100，000
×ι， 1時間の超遠心で得た上清申に総GS-ll活性量の
約80%が認められた。可溶化試料を20皿HTris-HCl(pH7.5)， 
0.8酬シユクロースモノラウレート溶液で緩衝化された

Q-Sepharose陰イオン交換カラム(15x120凹)に吸着させ、
400皿1の NaCl直線濃度勾配(O~1.0 H)、流速 O.9ml/皿in
で溶出した。得られたGS-llの比活性はマイクロソーム
比で約40倍に上昇した。 SDS-PAGEの結果、活性ピーク中
には 31kDaのポリペプチドが認められた。プロダクトエ

ントラップメントにより精製された試料中にも 31kDaの

ポリペプチドが認められたことから、このポリペプチド

はGS-llの触媒部位を有するサプユニットと考えられる。

1)日本植物生理学会 1990年度年会講演要旨 p.126

3pE05 
イネ懸濁培養細胞培地中の βー1.3-グルカナーゼ活性

並.J.J.L一車、小池説夫 1(農水省北海道農試、 i生物研)

高等値物の β-1.3ーグルカナーゼは、花粉の形成や

花粉管の伸長、種子の発茅・成長、病原菌に対する防

御などに関与する重要な酵素であり、多数の報告があ

るが、イネの β-1.3-グルカナーゼに関する知見はま

だない。我々は、きょう雑タンパク質が比較的少ない
と考えられるイネ懸濁培養細胞の培地から s-1， 3-グ

ルカナーゼの部分精製を試み、その性質を調べたので

報告する。酵素活性の測定は、基質としてEthy1Amin 

o Benzoate (EAB)でラベルしたラミナリトリオース (J.

Chromatog.品.8..1991.53)を用いてHPLCで行った。部分

精製には、 CM-Sepharose、ConA-Sepharose、Pheny1-Se

pharose、SephadexG-100を使用した。本酵素の至適pH
は5.0で、 2糖から 6糖までのEAB-ラミナリオリゴ糖

基質の中では、 EAB-ラミナリトリオースを最もよく分

解した。また、ラミナリンを基質として用いた場合、

主要分解産物 (37"C、16hr)は、ラミナリトリオース及

びブドウ糖であった。一方、ゲル減過で見積もった本

酵素の分子量は約51.000で、 ConA-Sepharoseに結合

することから、糖タンパク質である乙とが示唆された。
また、本酵素は、等電点ゲル電気泳動によって等電点

(pI)が5.2及び6.4の2つの成分に分離した。
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3pE06 
タチナタマメ由来 α.マンノシダーゼの精製とその糖鎖型の

推定
玄選盛盤率、藤山和仁、吉田敏臣(阪大，工ー生物工学国際交流

センター)

α.マンノシダーゼは、動植物に広く分布し、細胞内でのN-結
合型糖鎖付加機構におけるプロセッシングに関与していること

が知られている。

タチナタマメ Gacld氾飢.CanavaHa ensifonnis)由来 α.マンノシダ
ーゼは市販され、結鎖構造の解析に用いられている。さらに、
ゲルろ過において分子量約200，000の糖タンパク質で、 α(1幽2)，

α(1・3)，α(1・6)マンノシド結合を特異的に加水分解することが報
告されているが、その細胞内での生理的な役割Iや、一次構造及

び槍鎖については明らかにされていない。そこで、 α.マンノシ

ダーゼを精製し、糠鎖構造の解析を試みた。

本研究では、発芽したタチナタマメの種子より種々のクロマ

トグラフィーを用いて均ーとなるまで精製した。その結果、分

子量約44，∞O(L剖 b削1)と約66，OOO(H・subunit)の2つのサプユニ

ットから成るヘテロテトラマーであることを確認し、この結果
は、子葉のα.マンノシダーゼについての報告と一致している。

次に、 PAS染色による鱗鎖の存在の確認とμグリカナーゼ処理

によるN-結合型糖鎖の存在を確認した。そして、レクチン特異

性から、おおまかな糖鎖構造を推定した。その結果、 α.マンノ

シダーゼには、。結合型糖鎖は存在せず、 H-subunitにだけ高マ

ンノース型あるいは、複合型の坪結合型糖鎖が存在すると推定

した。
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Vermaas， W.F.J. 

von Wiren， N. 

Wirawan， I.G.P. 

氏

O 

。。。

。
O 

laG03 

2pA02、3pEOl

S3aA2 

3aC14 

3pE02 

3aGll 

2aG06 

2aC02、3pE05

laC04 

3aD06 

laAOl 

金沢大・理・生物

埼玉大・理・生化

京都大・食研

国立環境研

京都大・化研

北海道農試

農水省・草地試

岡山大・理・生物

島根大・農・生物機能

大阪医大・教養・生物

宝酒造バイオ研

京都大・食研

あ
青木考

青木直大

青木秀之

青野光子

青山卓史

秋山高

秋山典昭

秋山正志

秋好淳子

浅井一視

浅田起代蔵

浅田浩二 。

0

0

0

0

0

0

 
0

0

0

 

O 

2pC02、2pC03、2pC05、2pD03

3aDB， 3pDOl、3pD02

2pG07 

SlpA2 

laF12 

laB04、 laG05

2pC05 

2aEOl 

3pE06 

3aF15 

laAll 

2pC08 

lpG02 

2pG08 

3aFOl 

lpCll 

2aC07 

王子製紙・林木育種研

大阪大・理・生物

福井県大・生物資源

京都大・農・林工

海洋バイオ研・清水研

明治製菓・生物科学研

宮崎大・農・植物生産

北海道大・理・植物

理研・薬剤作用

理研・植物生活環制御

鹿児島大・理・生物

京都大・食研

東京理科大・理工・応生

大阪大・工・生物工学国際交流

九州大・理・生物

金沢大・理・生物

国立環境研
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浅田隆之

浅田哲弘

旭正

東順一

足立恭子

足立尭

足立勝

穴井豊昭

阿部知子

安部弘

阿部美紀子

尼子克己

新井剛史

安楽城敬太

荒田博行

安藤俊哉

安藤満



氏 名 所属

し、

飯田滋

飯野盛利

叶麗珍

伊賀上部夫

五十嵐太郎

猪川倫好

池内昌彦

池上勇

池田順一

池田篤治

池田善和

井沢毅

石井忠

石井憧義

石井幸夫

石浦正寛

石垣英志

石垣賢一

石川敦司

石川重夫

石川孝博

石川浩

石倉成行

石黒友紀子

石毛郁治

石毛光雄

石崎良太郎

石田明子

石谷学

石原邦

東京理科大・基礎工・生物工

大阪市大・理・植物園

名古屋大・遺伝子

新潟大・農・農化

新潟大・農・農化

筑波大・生物

理研・太陽光科学

帝京大・薬

農水省・東北農試

京都大・農・農化

植工研

農水省・森林総研

徳島大・総科

農水省・森林総研・多摩

基生研

海洋バイオ研・清水研

京都大・農・農化

名古屋大・農・生化

近畿大・農・食栄

名城大・理工・化学

熊本大・理・生物科学

日本女大・理

住友化学・宝塚総研

農水省・生物研

日医大・老研

東北大・農・園芸

名古屋大・農・生化学制御

東京農工大・農

石丸明恵 東北大・農・園芸

伊集院理江 日本女大・家政

石渡裕 東京大・農・農化

泉井桂 京都大・農・応用植物

伊勢島工I)"f美智子 北海道大・農・作物生理

磯良彰 東京大・農・農化

磯野協一

井田正二

静岡県大・食品栄養

京都大・食研
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講 演 番 号 備考

lpBll、lpB12

2pE03 

lpB10 

3aE06、3pE04

lpE04 

lpEll、3aD04

2aD02 

3aD09 

2pC07 

3aG09 

。

。。。

lpB12、3aB08

2aG01 

0

0

0

0

 lpGll 

3aC12 

3aFOl 

2pG08 0 

lpBO~ lpB03 0 

O 

laE03 

O 

3pE03 ~ 

lpGll 

O 

2pB03 

laAll 

2aF07 

lpC12、lpC13、lpC14、lpC15 0 

S2aA5 ~ 

2aF07 

5

6

5

 

m
α
M
 

m
a
n
a

内‘d

勾

3

内

3

Q

U

O 

O 

O 

3aFll 

為B08

2pA02、3pEOl 。



備考

。
0

0

0

 

。。。。

。
O 

O 

。
O 

O 

号

lpB12 

3aD07、3aD08、3aD09

2pG07 

lpD12 

laA06 

laD03、lpDll、2aClO、2aD02

2aD09、2aDlO、2aDll、2aD13

2aD14 

laD07、laD08

3aE07 

番

2pC06 

2aE01 

2pD05 

lpGll 

2aD01 

lpBll 

3pA03 

2aD05 

3aEll 

2aElO 

3aBω 

演講属

農業環境技術研

福岡女大・生物

大阪大・蛋白研

京都大・農・農化

横浜市大・木原生研

植工研

基生研

京都大・木研

京都大・理・植物

名古屋大・農・生化学制御

日本女大・理

岡山大・理・生物

基生研

東京大・薬

九州大・理・生物

東京大・遺伝子

基生研・細胞生物

神奈川大・理・応用生物

富山大・理・生物

九州大・教養・生物

東京理科大・理工・応生

理研・太陽光科学

所名

市川裕章

市丸都

井手口隆司

伊 藤 文

伊藤喜誠

伊藤紀美子

伊藤繁

伊東隆夫

伊藤寿

伊藤正樹

伊藤玲子

稲垣純子

稲垣言要

稲垣善茂

稲田仁

稲場久美子

井上香織

井上和仁

井上弘

井上島理

井上康則

井上頼直

氏

。laB02， laB03、laF07

3aGOl 

0

0

0

0

 

lpC03 

lpFll 

laB06、 lpF13、lpG08

lpBOl 

laB09 

。0
0

0

0

0

lpE08 

2pD05、3aF15

laA09、3pB05

3aGlO 

3aD07、3aD08

3必05、3aB06、 3aB07

laElO 

laF12 
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九州大・理・生物

早稲田大・教育・生物

PI学園女短大・植物研

滋賀医大・生物

名古屋大・農・生化学制御

名古屋大・農・生化

植工研

広島大・理・植物

九州大・理・生物

理研・植物分子

大阪医大・教養・生物

福井県大・生物資源

基生研

京都大・理・植物

福山大・工・食品工

射場厚

今井宏

今泉和光

今泉員知子

今関英雅

今西俊介

今村順

入船浩平

岩崎郁子

岩崎俊介

岩崎尚彦

岩崎行玄

岩城雅代

岩淵雅樹

岩本博行



備考

O 

O 

O 

O 

O 

O 

0

0

0

0

0

 

。

口守

2pE02、3aC03

laE07、S2aA3

laB04、 laG05

laFOl、lpB14

番

laBll 

3aD05 

2aCll 

2aG12 

laAlO 

3aC05 

2pE03 

laB05 

3aE01 

演講

大阪府大・付属研

横浜市大・文理・生物

大阪府大・総合科学

金沢大・理・生物

静岡県大・薬

農水省・生物研

大阪市大・理・植物園

農水省・生物研

名古屋大・理・生物

京都大・理・植物

埼玉大・理・生化

帝京大・医・化学

鹿児島大・理・生物

東京大・理・植物

東京工大・生命理工・生体機構

東京大・応微研

属所名

つ
上田英二

上回健治

上回純一

上田寛子

上野明

上野修

植松千代美

宇垣正志

宇佐美昭二

丑丸敬史

牛山明

日田秀明

内海俊樹

内田英伸

内野良昭

内宮博文

氏

O 

S3aA5、 laAll、2pA07、2pA08

2pA09、3aBlO、 3aBll、3aB12

2aD04 

2aG04 

2pA07、2pA08、2pA09

laC03 。
O 

O 

2pC08 

3pB03， 3pB04 

3pB04 

lpC04 

岡山大・理・生物

京都大・木研

東京大・応微研

東京大・農・農化

明治製菓・生物科学研

理研・植物分子

ぼくさん中研

静岡県大・薬・放射薬品

内海恵一郎

梅津俊明

梅田正明

梅原洋佐

梅村賢司

浦尾さとみ

浦尾剛

海野けい子

O 

。
O 

O 

O 

lpC07、3aE02

laC07 

2pF06 

2aD09、2pD07

laE04 

lpE05 

3aBOl 

2aB似

2aFOl 

。。3pD07 

3pDOl、3pD02

173 

広島大・生物生産

岡山大・資生研

東北大・教養

岩手大・農・細胞育種

富山大・理・生物

農水省・森林総研

東京大・理・植物

東京理科大・理・生物

神戸大・理・臨海実

鳥取大・工・物質工

京都大・食研

え

江坂宗春

江崎文一

江刺洋司

江尻慎一郎

江尻成美

枝重有祐

江藤亜紀子

榎並勲

榎本幸人

撰達夫

遠藤剛



備考

O 

仁ゴ

'5 番

lpB12 

laAOl 

演講属

東京理科大・基礎工・生物工

京都大・化研

所名

遠藤朋子

遠藤英樹

氏

。。。
0

0

0

0

0

 

。

。
O 

。

O 

O 

0

0

0

 

。。

0

0

0

 

O 

O 

2aC06 

3aG07、3aG08

2pA03 

3pD08 

laB05、3pB02

lpF06、lpF12

laF04 

2aFOl、2aF02

laDll 

laB05、3aB13、3pB02

laC02 

laOO5 

2pD02、2pD05

2aF09 

S2aAl、3pD02

lpB05、lpB06

3aE09、3aF04

2aD13 

lpC04 

3pA04、3pA05

3aC06 

3aB06、 3aBσ7

3aD06 

laA08 

laG10 

laA06 

lpE02 

3aGlO 

2aG06 

住友化学・宝塚総研

大阪大・理・生物

大阪大・教養・生物

農水省・食総研

神戸大・理・化学

農水省・生物研

東京大・教養・生物

東京大・理・植物

東京工業大・生命理工・生体機構 3aF03

横浜市大・文理・生物

北里大・衛生・遺伝生化

農水省・農研センタ

京都大・理・植物

埼玉大・理・生化

東北大・理・生物

帯広畜産大・生物資源化学

関西学院大・理・化学

農水省・生物研

東京大・農・農化

協和発酵・筑波研

東京大・教養

電総研

農林水産技術情報協会

新潟大・農・農化

京都大・化研

香川大・農・生物資源

大阪医大・教養・生物

宝酒造ノ〈イオ研

静岡県大・薬・放射薬品

東京都立大・理・生物

横浜市大・文理・生物

東亜合成

九州大・教養・生物

大阪府大・応科工研

理研・太陽光科学

lpE04 

laAOl 

3aE01 

174 

お
大江田憲治

大岡宏造

大川和秋

大倉哲也

大堺利行

大島正弘

大隅良典

太田にじ

太田啓之

太田豊

大槻健蔵

大槻義昭

大坪憲弘

大西純一

大野剛義

大橋伸一

大橋直人

大橋祐子

大畑智子

大林正也

大森正之

大柳宏之

大山勝夫

大山卓爾

岡穆宏

岡崎勝一郎

岡崎芳次

岡淳一秀

岡田目二

岡本龍史

岡本尚

岡本雅次

岡山繁樹

小川宏蔵

小川晃男



氏 名 所 属 講 演 番号 備考

沖中泰 協和発酵・筑波研 lpB05、lpB06

沖原清司 農水省・生物研 lpF07、3aF13、3aF14 。
萩原均 農水省・東北農試 O 

奥達雄 九州大・農・林学 2pD02 

奥八郎 岡山大・農 laG07、laG08

小串泰之 東京都立大・理・生物 3pA06 

奥田一雄 高知大・理・生物 SlpA4 

奥村剛一 京都府大・農・農化 2aC12 

奥村奈巳 東京大・農・農化 laC03 

奥村信巌 東京都立大・理・生物 laD09 O 

奥山徳二 東京工大・生命理工 2pE08 

小倉長雄 千葉大・園芸 lpG07 

長船哲費 東京医大・微生物 laF08 O 

小津真一郎 鳥取大・工・物質工 3pD07 。
小島邦彦 東北大・農・応用生化 3aD02、3aG04

小田和司 横浜市大・木原生研 2aEll O 

小田茂 PI学園女短大・植物研 lpC03 

落合英夫 島根大・農・生物機能 3pE02 

小野寛治 岡山大・資生研 laC05 O 

小野高明 理研・太陽光科学 2aD13， 2aD14 。
小幡茂裕 キシダ化学・研究開発 3pD04 O 

小尾一郎 京都大・農・農化 3aG09 

小俣達男 名古屋大・農・農化 S3aAl、lpE12、lpE13、lpE14 。
為003

か
甲斐正広 東京工大・生命理工・生命理 3pD06 

加川貴俊 東京都立大・理・生物 2aE06 O 

柿本辰男 大阪大・理・生物 lpG13、2pF03

賀来章輔 九州大・教養・生物 O 

賀来華江 農水省・生物研 laG09 

角田英男 新技団・水谷植物情報物質 lpG01 

角谷忠昭 京都大・農・農化 3aG09 O 

角野冨三郎 大阪大・蛋白研 lpD02 O 

掛川弘一 農水省・森林総研 2aGOl 

葛西身延 岡山大・資生研 laC08、3aFlO O 

笠原宏一 北海道東海大・工 O 

風間圭子 横浜市大・文理・生物 2aE01 

風間靖子 国際基督教大・生物 O 

175 



備考

。
号

2pA03、3aF05，3aF06、3aF07

3aFll 

番演講属

農水省・食総研

所名

笠毛邦弘

氏

O 

O 

O 

O 

O 

O 

2pB06 

2pD05 

2aC06 

2pD02 

3aG06 

2aG06、2aG07

3aC07 

2aC07 

laFll 

3aE05 

3aB06 

3aBlO 

2aB09 

。

O 

O 

。

0

0

0

0

 。
0

0

0

0

0

 

O 

S2aA6、2aB位、 2pD07、3aDlO

2aF04 

3aC04 

lpElO、2aGll、3aF08

2pB06 

laA08 

lpG13 

2aB06、2aBσ7

SlpA6 

laA09、2aE04、2aF05

lpE08 

laE09、laElO

3aE02 

lpD07 

lpG02 

laG08 

3aD06 

3aFOl 

laC02 

2aE06 

176 

姫路工大・理・生命

京都大・農・農化

福岡女大・生物

住友化学・宝塚総研

北海道農試

福岡女大・生物

福岡女大・生物

岡山大・資生研

静岡県大・食品栄養

京都大・理・植物

総研大・生命

北海道農試

北海道大・理・植物

宝酒造バイオ研

名古屋大・教養・生物

東京大・理・植物

埼玉大・理・生体制御

京都大・理・植物

日本女子大

新日錨(株)

三井植物バイオ研

広島大・生物生産

海洋バイオ研・清水研

東京都立大・理・生物

埼玉大・理・生化

東京大・農・農化

財・環境科学総合研

名古屋大・農・園芸

京都大・農・農化

北里大・教養・生物

東北大・農・応微

大阪大・理・生物

農水省・果樹試

岡山大・理・生物

筑波大・生物

広島大・理・植物

菓子野康浩

梶矢弘美

梶原英子

数 岡 徹

堅木育雄

片山洋子

香月良江

且原真木

勝村孝子

桂真昭

加藤朗

加藤明

加藤敦之

加藤部之進

加藤潔

加藤栄

加藤真司

加藤哲也

加藤登紀子

加藤敏朗

加藤友彦

加藤直洋

加藤美砂子

門田明雄

金井龍二

金津健二

金森正雄

金山喜則

鐘ケ江健

金勝一樹

金子淳

金田剛史

嘉納ゆり子

鎌田尭

鎌田博

鎌田光宜



氏名

蒲池浩之

上口美弥子

神阪盛一郎

神谷明男

神谷信夫

神谷勇治

神山勉

亀井信明

亀山忠幸

唐沢佳子

河合文雄

川合真紀

河岡明義

川上直人

)11北弘

川口健太郎

川口正代司

川崎信二

川嶋一郎

河野重行

川畑俊一郎

河部逼

河村幸雄

川本邦男

河本朋広

河盛阿佐子

萎照玩

萎鳳中

神崎朋美

神取秀樹

き
喜久田嘉郎

菊地彰

菊地泰弘

木須康智

北憲明

所 属

九州大・農・林学

名古屋大・農・生化学制御

大阪市大・理・生物

帝京大・薬・化学

理研・結晶学

理研・フロンティア

理研・生物物理

関西学院大・理・化学

関西学院大・理・化学

宮城教育大・生物

財・環境科学総合研

東京大・応微研

山陽国策パlレプ・生物研

横浜市大・木原生研

農水省・蚕昆研

北海道農試

東京大・教養

農水省・生物研

東京大・農・農化

東京大・理・植物

九州大・理・生物

農水省・蚕昆研

農水省・食総研

京都大・食研

大阪大・工・応生

関西学院大・理

名古屋大・農・生化学制御

理研フロンティア

東邦大・理

分子研

北海道大・農・植物

筑波大・生物

協和発酵・筑波研

広島大・生物生産

東京工大・生命理工
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講演番号
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0

0
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0
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1
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lpG03、lpG04、2pB01、2pB02 0 

2pG05 0 

lpB05、lpB06

3aE02 0 

lpD13 0 

備考

0

0

0

 。

O 

O 

。
。
O 

O 

O 

O 



氏名

北川泰弘

木谷和重

北村晃司

北村真美

木戸毅

鬼頭俊而

木下和久

木下俊則

木下靖浩

金賢貞

木村佳代

木村信

京正晴

経塚淳子

清)11繁人

清末知宏

清田誠一郎

金鉄

く
九鬼導隆

楠正美

楠見健介

楠見武徳

楠元範明

朽津和幸

久保明弘

久保田守

熊崎茂一

倉石晋

倉田哲也

栗林郁夫

栗林秀人

栗本宜孝

栗山昭

黒岩常祥

黒岩晴子

黒崎文也

所属

名古屋大・農・園芸

トヨタ自動車(株)

京都大大学院・人間環境

東京理科大・理・生物

近畿大・農化

大阪府大・付属研

東北大・理・生物

九州大・理・生物

日本ペイント(株)・中研

農水省・食総研

講演番号 備考

2aGll 

1pE09 

2aD12 

2pD07 

2aF09、2aF11

3aC05 

1aA06 

2aE12、2aE13

3pD05 

2pA03 

O 

0

0

0

 

O 

名古屋大・農・園芸 1pElO 

新潟大・自然科学・生命システム 3aE06 

香川大・農 1aB07 

植工研 2aB07 

協和発酵・筑波研 1pB05、1pB06

理研・植物分子

農水省・生物研

金沢大・理・生物

関西学院大・理・化学

明治大・理工・物理

九州大・理・生物

徳島大・薬

早稲田大・教育・生物

農水省・生物研

国立環境研

基生研

分子研

広島大・総科・自然環境

北海道大・理・植物

新潟大・自然科学

関西学院大・理

コベルコ科研

財・環境科学総合研

東京大・理・植物

共立女短大・生物

富山医薬大・薬
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O 

3pB06 

1pE01、1pF07、3aF13
0

0

0

 

1pD05、1pD06、1pD07 (Q) 

2aD13、2pD01 (Q) 

1aF07、3aF15 () 

2aF08 

1aD07、1aD08 (Q) 

1aG09、1aGlO、 1aGll (Q) 

S3aA2、 2pC04 (Q) 

2pE05 

3aD07 

1pG09、2pG02、2pG03、2pG06 (Q) 

2aE03 () 

3pE04 (Q) 

2aD14 

1pD03、1pD04

3aC04 () 

1aF01、1aF02.， 1aF03、1aF04 (Q) 

1aF05、1pB14、3aB02

1aF01、1aF02

1aG12 () 



氏名

畔柳聡

黒柳正典

桑原朋彦

v 

、ー
小池説夫

小池孝良

小岩尚志

幸路次郎

幸田泰則

香田祐美子

河内宏

河内光博

河野 匡

光部篤人

小神浩幸

木崎暁子

児下佳子

小島晶子

小島峯雄

小杉俊一

小瀬村誠治

小谷俊之

児玉浩明

後藤伸治

後藤美和

後藤由季子

後藤洋子

五藤竜太

小西智一

小林京子

小林裕和

小林正智

小林善親

駒嶺穆

米田好文

小山泰

所 属

福山大・工・生物工学

静岡県大・薬

筑波大・生物

農水省・生物研

農水省・森林総研・北海道

京都大・農・農化

大阪大・理

北海道大・農・植物

大阪府大・農・農化

農水省・生物研

愛媛大・農

東京ガス・フロンティア研

名古屋大・農・農化

北海道大・理・植物

京都大・農生

静岡大・農・生物生産科学

名古屋大・理・生物

名古屋大・農・生化学制御

農水省・生物研

慶応大・理工・化学

金沢大・理・生物

九州大・理・生物

宮城教育大・生物

広島大・生物生産

東京大・生化

農水省・生物研

岡山大・理・生物

名古屋大・農・生化学制御

静岡県大・食品栄養

静岡県大・食品栄養

理研・フロンティア

九州大・農・林学

東北大・理・生物

東京大・遺伝子

関西学院大・理・化学
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講演番号

1aB01 

1aBll 

3aE12 

備考

O 

1aClO、 3pE05 @ 

S3aA5 

1pC08 0 

O 
1pG03、1pG04、2pB01 @ 

1aE01 

1aA06、1aA07、1aG10、1pE02

1pC05 

S1pA5 

1pE14 0 

S3aA5 

S3aA4、1pE15、2aF09.、 2aF11 0 

2aC01 

1aAlO 

1aG03 @ 

3aB13 0 

1pG01 。
1aB位。

2aF06 @ 

3aE02 

1aA09 

1aB05 

3aC13 0 

1aF09 0 

2aBω 
1aBll、1aE01、1aE05、2aB08 @ 

2aB09 

2aE07 

3aD12 @ 

1aA06、1pF14、1pF15、3aE04 @ 

2pA04、3pA03

1aDll、1pD01、1pD02、1pD03 0 

1pD04、1pD05、1pD06、1pD07



備考

。

。。。

Eコ
下コ「

2pE06、3aC12

S3aA2、 lpEll、2pC04、2pE05

番演

2aG07 

講属

埼玉大・理・生化

宝酒造バイオ研

金沢大・理・生物

基生研

国立環境研

所名

是枝晋

近藤昭弘

近藤淳

近藤孝男

近藤矩朗

氏

。

。
O 

3aFll 

2aD08 

laG08 

lpDlO 

lpGlO、 lpG14

2aE04 

0

0

0

0

0

 

laC04 

2aB01、3aE03

lpGll 

laF03 

lpC01 

2pB04 

2pA03 

lpE01、lpF07、2pC09.、 3aF13

3aF14、3aG06

laA06 

理研

甲南大・理・生物

新日錨(株)

東京理科大・応用生物

東京大・農・農化

筑波大・生物

農水省・草地試

大阪大・理・生物

日本女大・理

東京大・理・植物

北海道東海大・工・生物工

名古屋大・農・農化

農水省・食総研

農水省・生物研

さ
薬晃植

西傑由美子

粛藤公児

斎藤智

斎藤臣雄

斎藤力

斎藤祐二

佐伯和彦

早乙女真紀

酒井敦

榊剛

榊原均

榊原祥清

坂野勝啓 。

。。。。

。。

2aC12 

2pA05 

3pD04 

2pFI0 

lpG10 

lpG09、2pG02、2pG03、2pG06

laD07、 laD08、 lpCO~ 3aG01 

3aG02 

3aF04 

東北大・理・生物

京都府大・農・農化

総研大

三井東庄化学ライフサイエンス研

神戸大・理・生物

上智大・理工・化学

理研

広島大・総科・自然環境

早稲田大・教育・生物

坂部みどり

坂本敦

坂本敏夫

坂本正弘

先浜直子

作田智洋

桜井成

桜井直樹

桜井英博

O 

0

0

0

 

laA12、2aE02

S3aA2、 lpEll、2pC04

3aC14 

2pE08 

2aD09 

180 

京都大・農・食工

岡山大・資生研

理研・ FRP

国立環境研

岡山大・理・生物

姫路工大・理・生命

東京工大・生命理工

佐々木幸子

笹田直樹

雀部博之

佐治光

定金豊

佐藤和彦

佐藤和敬



氏 名

佐藤公行

佐藤忍

佐藤隆英

佐藤勉

佐藤敏生

佐藤直樹

佐藤文彦

佐藤守

佐藤康

佐藤美子

佐藤良

里津智美

真田哲朗

真田幸香

佐野恵子

佐野智

佐野俊夫

佐野浩

佐野芳雄

津嘉弘

津木弘道

津田信一

し
椎名隆

塩井祐三

重岡成

重森康司

志田由起子

七傑千津子

篠崎恵美子

篠崎一雄

篠崎和子

篠崎真輝

篠崎靖宏

篠田徹郎

所属 講演番号 備考

岡山大・理・生物

筑波大・生物

千葉大・園芸

東北大・理・生物

広島大・理・植物

東京学芸大・生命科学

京都大・農・農化

農水省・蚕昆研

東北大・理・生物

宝酒造ノ〈イオ研

O 2aD04、2aD05、2aD06、2aDl1

2pG05 

lpG07 

laBl0 

lpB16、2aC08、2aC13

lpB14、3aF02

lpC08 

3aG06 

3aE04 

2aG06 

。
0

0

0

 
O 

。
三井東圧化学ライフサイエンス研 2pA05

農水省・果樹試 2pGOl 

金沢大・理・生物

九州大・農・食化工

京都大・食研

東京大・理・植物

海洋ノ〈イオ研・清水研

国立遺伝研

島根大・農・生物機能

名古屋大・農・農化

弘前大・理・生物

。lpCl1 

2aC05 

2pC03 

3aC09 

3aFOl 

2pA04 

3pE02 

2aB03 

S2aA4、laE07

O 
O 

O 

O 

京都大大学院・人間環境 2aBll (Q) 

東京工大・生命理工・生体機構 lpD13、lpD14、lpD15、2pE08 (Q) 

3aF03 

近畿大・農・食栄

岡山大・理・生物

新潟大・農・農化

神戸大・理・生物

福岡女大・生物

理研・植物分子

laE03 0 

2aDOl 0 

lpE04 

2aE09 (Q) 

2pD05 

laA09、3aB05、3pB03，3pB04 0 

3pB05、3pB06

laA09、3pB03，3pB04、3pB05 0 

3pB06 

2aF12 0 

lpFl0 

lpFl0 

理研・植物分子

京都大・農・応植

日本たばこ・たばこ中研

農水省・野菜茶試

181 



備考

。。。

Eコ
?ゴ番

lpE05 

laF09、lpB07

laA05 

演講属

高砂香料総研

農水省・森林総研

目立・基礎研

大阪大・理・生物

所名

篠原麻男

篠原健司

篠村知子

柴岡弘郎

氏

。
SlpA2、lpF08、lpF09、lpG13

2pF03、2pF04

laE09、laElO、 laEll、2aG04

2aG05 

三井植物バイオ研柴田大輔

。0
0

3pE02 

laG09、laGlO、 laGll

2aE12、2aE13

2aB02 

O 

O 

2aF13 

laD05、laD06、laD09、laDlO

laD12、lpDlO

鳥取大・農・生物機能

農水省・生物研

九州大・教養・生物

東レリサ チセンタ一

大阪市大・理・生物

東京都立大・理・生物

柴田均

渋谷直人

島崎研一郎

島津恒夫

島田敦子

嶋田敬三

O 

O 

O 

O 

lpF02 

2aB04 

lpB05、lpB06

lpD03 

laF12、 lpBl~ 2aB07、 3aB07

3aB08 

農水省・農業研究センタ

総研大・生命

三井植物バイオ研

東京工大・生命理工・生体機構

協和発酵・筑波研

松下テクノリサーチ

植工研

島田信二

嶋田知生

島田浩章

島田裕士

嶋田幸久

島村敏夫

島本功

。laD03、2aClO

2pE05 

2pB04 

lpD14 

埼玉大・理・生化

国立環境研

名古屋大・農・農化

宮崎大・農

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

3aF03 

2aC04、2aC05

3aGOl、3aG02

lpF14、lpF15

laG04 

S3aA5、 3aF09

laG07、laG08

3aD03 

laEll 

2aD09、2aDlO

3pD04 

2aF03 

東京工大・生命理工・生体機構

佐賀大・農・遺伝子工学

九大・農・食化工

早稲田大・教育・生物

東北電力・応技研

東京大・教養・基礎科学

筑波大・生物

岡山大・農

新潟大・理・生物

三井植物ノ〈イオ研

理研・太陽光科学

神戸大・理・生物

182 

清水徳朗

清水英幸

清水仁志

下川敬之

下河原浩介

下嶋美恵

下村尚生

城斗志夫

城市篤

庄司雄一

庄野邦彦

庄野真理子

白石友紀

白岩善博

白野由美子

沈建仁

新勝 光



備考

。。

号

1pE08 

1aA02 

1aA07.、 3pB01

S1pA5、2pF09、3aF13

番演講属

広島大・理・植物

工技院・生命工学研

大阪大・工・応生

姫路工大・理・生命

所名

神幸夫

進士秀明

新名惇彦

新免輝男

氏

。。。
1aD03， 2aClO 

3aE03 

2aB倒、2aB05、2aB12、2pE06

1aG06 

O 

1pG02 

2aF04 

1pB08、1pB09、1pB10

2aD08 

O 

1pB12 

1pB08、1pB09、1pB10

2aF10 

O 

O 

1aC04 

1pE02 

1pF08、1pF09

1pE12、1pE13、1pE14、2aB03

2pB04 

埼玉大・理・生化

大阪大・理・生物

富山大・理・生物

愛知教育大・生命

理研

埼玉大・理・生体制御

名古屋大・遺伝子

甲南太・理・生物

東京理科大・基礎工・生物工

名古屋大・遺伝子

近畿大・農・植生

農水省・草地試

香川大・農・生物資源

大阪大・理・生物

名古屋大・農・農化

す
須江七丈

末次由美

菅井道三

菅沼教生

菅原二三男

育原康剛

杉浦目弘

杉浦美羽

杉田耕一

杉田護

杉野守

杉信賢一

杉本昭夫

杉山純一

杉山達夫

O 

O 1pF14、1pF15、3aE04

3aB13 

3aFll 

明治大・農・農化

東北大・理・生物

農水省・生物研

東京大・農・農化

0

0

0

0

0

0

0

0

 。

1pE12、1pE13

3aC01、3aC02

1pBll 

3aG02 

1aA02 

1aD02 

3aD04 

3aE12 

3aD01 

名古屋大・農・農化

茨城大・理・生物

工技院・生命工学研

埼玉大・理・生化

東京工大・生命理工

農水省・東北農試

筑波大・生物

名城大・農

京都工繊大・繊維・応生

東京理科大・基礎工・生物工

早稲田大・教育・生物

183 

杉山民二

杉山宗隆

鈴鹿巌

鈴木昭憲

鈴木淳文

鈴木石根

鈴木英治

鈴木馨

鈴木一矢

鈴木玄樹

鈴木健策

鈴木恒平

鈴木茂敏

鈴木健夫

鈴木徹也

鈴木幹雄



氏 名

せ
関原明

関口道

関根政実

関野景介

関本弘之

関谷次郎

そ
曾我麻美子

曽根裕

園池公毅

園部誠司

fこ
田井さおり

高市真一

高木正伸

高木慎吾

高巣正子

高瀬尚文

高田英夫

高田泰弘

高根健一

高野泰吉

高野博嘉

高野美佳

高野光男

高橋淳

高橋哲郎

高橋信孝

高橋正昭

高橋真澄

高橋裕一郎

高橋陽介

高橋良二

高浜有明夫

高部圭司

所属

広島大・理

東北大・農・園芸

大阪大・工・応用生物

新潟大・理・生物

筑波大・生物

京都大・農・農化

東レリサーチセンター

筑波大・生物

東京大・理・植物

大阪大・理・生物

静岡県大・薬・放射薬品

日本医大・生物

愛知教育大・生命

大阪大・教養・生物

福岡女大・生物

京都大・理・植物

北海道大・理・植物

香川大・農・生物資源

名城大・農

東京大・理・植物

新潟大・理・生物

大阪大・工・応生

北海道大・農・植物

(財)サントリ 生有研

理研

甲南太・理・生物

広島大・総科・自然環境

岡山大・自然科学研究科

東京大・理・植物

北海道農試

九州歯大・生物

京都大・農

184 

講演番号 備考

2aB08 

2aF07 

laA07、3pBOl

3aD03 

lpB13 

2pG08、3aEll

。。
O 

2aB位。

lpB13 0 

lpDll、3aDlO (Q) 

SlpA2、lpF08、lpF09、2pF04 0 

lpC04 

lpD08、lpD09、lpDlO

laG06 

2aE05 

2aC07 

3aB05 

。
。
0

0

0

0

 

lpE06 

lpE02 

3aD01 

laF05 

2aGI0 

3pB01 

lpG04 

2pE凶

lpGlO 

2aD08、3aD14

lpG09 

S3aA3、2aD03，2aD04 

3aC09 

2aC02 

2aG03、3aC08

2aG04 

。
O 

O 

。
。
。
O 



備考
Eヨ
下"]番演講属所名氏

。。

1pC12、1pC13、1pC14、1pC15

3pD03 

1aD01、3aD01、3pD03

1pD13、1pD14、1pD15、2pE08

3aF03 

名古屋大・農・生化学制御

名城大・理工・化学

東京工大・生命理工・生体機構

高倍鉄子

高倍昭洋

高宮建一郎

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

2aC08 

2pB05 

2pE04 

1aE03 

2aGlO 

1aB06 

2aD06 

2aC13 

広島大・理・植物

広島大・理・植物

京都生物研

岡山大・理・生物

農水省・生物研

農水省・野菜茶試

京都大・農・農化

近畿大・農・食栄

新潟大・教養・生物

名古屋大・農・生化学制御

東北大・農・園芸

京都府大・生科

高山喜晴

滝尾進

瀧本敦

田口富美子

武市哲郎

竹内敦子

竹田淳子

武田徹

武田宏

武田穣

竹能清俊

竹葉剛

。
O 

O 

O 

0

0

0

0

 

。

O 

O 2pB07 

2pE07 

1aB10 

1aF06、1pD12

1aB的、 3aE01

2aF09.、 2aF10、2aFll

2aC13 

2aF07 

S3aA4、1pE15、1pG05、2aF09

2aF10、2aF11

3aGll 

1pE02 

2pE07 

2aF05 

O 

S3aA2、 1pC01、2pC01、2pC04

1pG06 

2aC12 

1pE08 

3aG02 

1aD01， 1pD12、3aD01

1

2

2

8

 

n
u
n
U
A
U
n
U
 

G

G

E

D

 

n
y
a
u
n
Y

免
M

ウ
&
唱
i

1

A

司

4

185 

福井工大・応用理化

香川大・農・生物資源

岡山大・農・細胞

筑波大・生物

新日錨(株)・先端技術研

岡山大・農・細胞

東北大・理・生物

京都大・理・植物

横浜市大・文理・生物

甲南大・理

広島大・理・植物

国立環境研・生物

静岡大・農・生物生産

京都府大・農・農化

農水省・果樹試

広島大・工・醗酵

香川大・農・生物資源

甲南太・理・生物

広島大・理・植物

早稲田大・教育・生物

名城大・理工・化学

田沢仁

田島茂行

多田幹郎

立川佳伸

立木光

辰巳隆司

立石佳之

田中歩

田中一朗

田中修

田中克幸

田中浄

田中邦明

田中園介

田中敬一

田村耕一郎

田中耕二

田中隆行

田中政司

田中正浩

田中義人



氏 名

田中喜之

田辺史生

谷口光隆

谷津克行

谷田昌稔

谷本英一

谷本静史

谷本峰規

田林紀子

田原誠

玉井直人

玉置雅紀

田宮徹

田村典明

為我井秀行

樽井裕

ち
茅野充男

千葉一弘

張平

張明

長雅子

趨銃橘

陳功祥

ーコ
塚田美樹

槻木竜二

辻公博

辻英夫

辻野義雄

土屋隆英

土屋亨

土屋博

筒井泉雄

都筑幹夫

角山雄一

所属

農水省・生物研

名古屋大・遺伝子

名古屋大・農・農化

大阪大・産研

北海道グリーンバイオ研

名古屋市大・教養・生物

佐賀大・農

福山大・工・生物工学

北海道グリーンバイオ研

新日繊(株)

金沢大・理・生物

愛知教育大・生命

上智大・理工・化学

福岡女大・生物

東京工大・生命理工・生命理

大阪市大・理・植物園

東京大・農・農化

東京農工大

東京大・応微研

東北大・教養・生物

北海道大・理・植物

理研フロンティア

京都大・食研

東京大・教養・生物

総研大・生命

東京都立大・理・生物

京都大・理・植物

神戸大・自然科学

上智大・理工・化学

岩手大・農・細胞育種

金沢大・理・生物

生理研・生体膜

東京大・応微研

京都大大学院・人間環境学

186 

講演番号

laC09、laClO

lpB08 

2pB03 

2pA04 

2pG04 

lpC09、2aF03

2pB08 

2pA04 

laG08 

lpCll 

laG06 

2pFI0 

2pD02、2pD05

3pD06 

2pE03 

laCOl、laC02、laC03、3aE08

3aG05、3pA02、3pA03

laC09 

3aF12 

lpE05 

lpE06 

lpG12 

2pD03 

lpF06 

laFlO 

laDlO 

laF06、lpD12、lpG05、2aCl1

3pD08 

2pFI0 

3aBOl 

3aG08 

2pB07 

2aB11 

備考

。。。

。
O 

。
O 

。
O 

0

0

0

0

 

O 

O 

。
O 

0

0

0

 
O 



備考

0

0

0

0

 

号番

laBOl、2pB08

2aG12 

lpG09、2pG06

3pD08 

演講属

福山大・工・生物工学

埼玉大・理・生化

広島大・総研・自然環境

神戸大・自然科学

所名

壷井基夫

円谷陽一

鶴崎健一

鶴見誠二

氏

O 。

O 

O 

3pA06 

S2aA6 

側

印

刷

阿

武

東京都立大・理・生物

東京大・理・植物

三重大・遺伝子

江崎グリコ生化研

植工研

広島大・生物生産

京都大・理・植物

大妻女大・一般・生物

て
寺崎容子

寺島一郎

寺田智子

寺田善信

寺田理枝

寺本貴則

寺本陽彦

手呂内伸之

0

0

0

0

0

 

。。。

。
O 

2pE08 

2aE05 

laA08 

laE04 

S3aA5 

2aFOl、2aF02

2aE04 

2aD07 

2aGOl 

2aG06、2aG07

2pG02 

2pC08 

3pE01 

2aD09 

2aB11、2aD12

laG07 

lpE08 

3aBOl 

宮崎医大・生物

大阪大・教養・生物

北里大・教養・生物

大阪府大・農・農化

北海道大・理・植物

帯広畜産大・生物資源化学

基生研

農水省・生物研

日本タバコ・たばこ中研

鹿児島大・教養

平安女学院短大

広島大・総科・自然

明治製菓・生物科学研

京都大・食研

理研・ FRP

京都大大学院・人間環境

岡山大・農

広島大・理・植物

岩手大・農・細胞育種

と
土井道生

董夏静

道家建二郎

渡海寛

土岐精一

得字圭彦

徳富哲

徳富光恵

飛田哲也

富田英津子

富永義人

富永るみ

友田善久

土山直美

豊島近

豊島喜則

豊田和弘

豊原源太郎

鳥山欽哉

2aCOl 

3aCll、3pA02、3pA03

187 

静岡大・農・生物生産

北海道大・農・応生

な
内藤圭子

内藤哲



氏名

中井浄

長井潔

永井俊幸

永井玲子

長江裕芳

長岡伸一

中川強

中川直樹

中川弘毅

中里勝芳

中島秀明

中島尚子

中嶋正人

長嶋雲兵

永島賢治

中国政司

長田敏行

長谷あきら

永谷工

長友武彦

中西(羽白)京子

中西啓仁

中西史

中野憲一

仲野虞美

中野律子

永野幸生

長漬嘉孝

中村恵理子

中村恭子

中村研三

中村茂雄

中村進一

中村輝子

中村俊樹

中村敏英

中村紀雄

中村久子

所属

東京理科大・基礎工・生物工

神戸大・理・生物

富山大・理・生物

大阪大・教養・生物

神戸市外大

愛媛大・理

島根大・遺伝子

理研・ FRP

千葉大・園芸

東京理科大・理・生物

岡山大・理・生物

名古屋大・農・生化学制御

金沢大・理・生物

お茶の水女大・理

東京都立大・理・生物

広島大・理・植物

東京大・理・植物

理研・フロンテイア

北海道大・農・植物

筑波大・生物

海洋バイオ研・清水研

東京大・農・農化

筑波大・生物

大阪大・産研

東北大・農・応用生化

協和発酵・筑波研

京都大・農・食工

基生研・生殖

東京理科大・理工・応用生物

名古屋大・農・生化

名古屋大・農・生化

宮城県農業センタ

東京大・農・農化

日本女大・理

農水省・東北農試

名古屋大・農・生化学制御

横浜市大・文理・生物

岩手大・農・細胞育種

188 

講演 番 号

1pB12 

3pD04 

2aB12 

2aE05 

1pD01、1pD06

1pD08 

1pG07 

2aD09 

3aC13、3aC14

1pD08 

1aD05 

1pE08 

S1pA1、2pF05、2pF06、3aOω

1aA03、1aA04、1aA05、2aE08

2pB01 

2pD04 

3aF01 

1aC03 

2aF08 

2pB03 

3aD02 

1pB05、1pB06

1aA12、2aE02

2pF01、2pF02

1pB01 

1aF12、1pB01、1pB02.1pB03 

1pB04 

1aB05、3pB02

3aE08、3aG05

1pGll 

2pC07 

1pC15 

2pG05 

3aOO1 

備考

O 

。

O 

O 

。
O 

O 

。
。。

O 

O 

。
。
O 

O 。
O 



備考

。。。
O 

O 

O 

仁二，

下王番

laD07、laD08

laB05 

lpD01 

3aCll 

演

laD04 

lpEll 

3aF06 

3aB07 

2aFI0 

講属

筑波大・生物

農水省・食総研

埼玉大・理・生化

京都大・理・植物

近畿大・農・植生

早稲田大・教育・生物

東京大・薬

東北大・医療技術短大

関西学院大・理・化学

名古屋大・農・生化学制御

所名

中村良子

中村善行

仲本準

中山卓哉

中山善雄

那須英和

名取俊二

縄田朋樹

南城則行

南原英司

氏

O 

。
O 

laG12 

laB03 

富山医薬大・薬

九州大・理・生物

甲南太・理・生物

2aG06、2aG07

laB07、 3pA06、3pA07

laB05、3pB02

lpF02、lpF03、lpF04

laFlO、 laFll、lpFOl、lpF02

lpF03、lpF04、2aDOl

laB02、 laB03、laF07、2aE12

2aE13、3aF15

lpDlO 

2pD08 

laBll、2aB08、2aB09

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

2aD08 

lpD01、lpD02

laC01、laC02，laC03 

3aF04 

laA09 

神戸学院大・人文

関西学院大・理・化学

東京大・農・農化

基生研

東京大・生化

金沢女大

鹿児島大・教養

広島大・理・植物

農水省・生物研

基生研・細胞生物

基生研・細胞生物

iこ
西荒介

西内巧

西尾浩一

西尾康三

西崎友一郎

西海栄一

西津直子

西国生郎

西田栄介

西田晃二郎

西谷和彦

西原昌宏

西宮聡

西村いくこ

西村幹夫

。

。
O 

九州大・理・生物

東京理科大・応用生物

基生研

静岡県大・食品栄養

西村光雄

西村行正

西山佳孝

丹羽康夫

ぬ
沼田有子 laDOl 

lpE08 

189 

名城大・理工・化学

広島大・理・植物

の
濃野自子



氏 名

野上暁子

野口巧

野坂修一

野坂康人

野末文雄

野並浩

野村信夫

野村美加

は
萩森学

箱山晋

橋爪克仁

橋本純治

橋本隆

橋本智世

橋本徹

橋本尚子

橋本昌晴

橋本康

橋本洋一

蓮沼仰嗣

長谷昭

長谷栄二

長谷俊治

長谷川桂子

長谷川宏司

馳津盛一郎

畑信吾

秦恵

畑中覚

秦野彰二

波多野昌二

波多野由美

服部悦子

服部束穂

服部冬

花田智

花野滋

所属

広島大・理・植物

理研・太陽光科学

滋賀医大・麻酔

京都府大・農・農化

東京大・応微研

愛媛大・農

日医大・老研

名古屋大・農・生化学制御

日本たばこ・植物開発研

北海道農試

名古屋大・農・生化

農水省・生物研

京都大・農・農化

静岡大・農・生物生産

神戸大・理・生物

植工研

大阪府大・総合科学

愛媛大・農

埼玉大・理・生化

横浜市大・木原生研

北教大・函館・生物

帝京大・医・化学

大阪大・蛋白研

早稲田大・教育・生物

新技団・水谷植物情報物質

東京大・理・植物

農水省・生物研

神戸大・理・生物

甲南大・理・生物

東京大・農・放射線遺伝

九州大・農・食化工

関西学院大・理・化学

広島大・理・植物

三重大・遺伝子

東北大・農・応用生化

東京都立大・理・生物

名古屋大・遺伝子

190 

講演番号

2pFOl、2pF02

lpDll、2aDll、2aD13

3aG07 

2aC12 

2pA09 

lpC05 

laAll 

lpC14 

備考

O 

O 

O 

O 

O 

lpF10 0 

3aE05 

lpB02 0 

laA06 0 

2pB06 

lpG06 

2aE09、2pE07、3pD08 @ 

lpB12 

3aC03 

lpC05 

2aG12 

2aEI0、2aEll 0 。
laF08 。
lpC02 0 

lpGOl @ 

SlpAl、2pF05、2pF06、3aC09 @ 

laA06 

2pE07 0 

3aD14 

2pAOl 

2aC04、2aC05 @ 
lpD07 @ 

laB08 0 

3aBω 0  
3aG04 

laD06 0 

lpBlO 0 



備考

。。

。
0

0

0

0

0

 。

O 

号番

2aElO 

3pD05 

3aG04 

lpC07 

2aG09、2pG07

2aC09、2pD08

3aE08、3aG05

laFll 

2pB05 

2pB08 

lpFlO 

2aE04、2aF05

laA07 

演

3aDll 

2pG07 

2aEOl 

laA09 

3aBω 
laE04 

講属

金沢大・理・生物

京都大・木研

神奈川科技アカデミ一

三重大・遺伝子

富山医薬大・医

九州大・理

横浜市大・木原生研

日本ペイント(株) ・中研

東北大・農・応用生化

広島大・生物生産

京都大・木研

基生研

東京大・農・農化

基生研

理研・植物分子

農水省・野菜茶試

八千代国際大

福山大・工・生物工学

日本たばこ・葉たばこ研

筑波大・生物

大阪大・工・応用生物

京都府大・生科

所名

馬場恭子

馬場啓一

浜口宏夫

演砂聡

演田仁

演田達朗

浜田徹

浜出良二

早川俊彦

早川弘美

林隆久

林秀則

林浩昭

林誠

林田信明

早津雅仁

原島圭二

原田賢一

原田晴康

原田宏

播口徳充

伴隆之

氏

O 

。。。

O 

O 

0

0

0

 

。

2aF09.、 2aFll

lpE08、lpE09

laB04、 laG05

laC01 

laE05 

2aG04、2aG05

lpGll 

2pA06 

2pA06 

S2aA6 

laBOl、2pB08

lpBll 

2pC08 

laG07 

2aG04、2aG05

laD01、3pD03

広島大・理・植物

鹿児島大・理・生物

東京大・農・農化

大阪府大・農・農化

日本大・林学

日本女大・理

農水省・生物研

農水省・生物研

東京大・理・植物

福山大・工・生物工学

東京理科大・基礎工・生物工

明治製菓・生物科学研

岡山大・農

三井植物バイオ研

名城大・理工・化学

191 

ひ
桧垣朝

東四郎

樋口恭子

樋口隆司

樋口隆昌

日暮祥子

肥後健一

肥後ひろみ

彦坂幸毅

久富泰資

久富恵世

日高秀白

日野勲

日尾野隆

日比野隆



氏名 所属

槍山哲夫 埼玉大・理・生化

兵藤宏 静岡大・農・生物生産

平井(横田)優美 東京大・農・農化

平井篤志 東京大・農・放射線遺伝

平石明 コニ、ン環境ノ〈イオ研

平岩呂子 愛知教育大・教育

平佐聡尚 農水省・生物研

平津栄次 大阪市大・理・生物

平沢正 東京農工大・農

平島恵美 福岡女大・生物

平野博之 国立遺伝研

平野目彦 東レ・リサーチセンタ一

平橋智裕 大阪府大・農・農化

平八重貴美子 理研・植物分子

平山修 近畿大・農・食栄

平山隆志

平山匡男

広田雅光

広近洋彦

講 演番号

laD02-. laD03、laD04、2aClO

lpG06 

3pA02、3pA03

2pAOl 

laD06 

lpF04 

3pB02 

2aF13， 3aG03 

S2aA5 

2aC07 

2pA04 

2aB02 

laE02 

3pB03 

laE03 

理研・ライフサイエンス筑波研

明治製菓・生物科学研 2pC08 

東京都立大・理・生物 laDlO 

農水省・生物研 laB05 

ふ
胡文忠

笛田和佐子

深津義親

深瀬孝子

福井俊郎

福井美紀子

福樺秀哉

福田育二郎

福田崇雄

福田裕穂

福田裕二

福地直之

福永典之

福森義宏

福山寿雄

藤井和俊

藤井修平

吉林農大・食品科学

大阪市大・理・生物

富山大・理・生物

北海道大・農・植物

大阪大・産研

名古屋大・農・生化

京都大・農・農化

東京理科大・理・生物

広島大・工・醗酵

東北大・理・生物

工技院・生命工学研・植物分子

東京大・農・農化

北海道大・理・植物

東京工大・生命理工・生命理

愛媛大・農

名古屋大・農・農化

帝塚山短大・食品
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lpG06 

3aG03 

3aE07 

2pBOl 

2pB03 

lpB04 

2pB07 

laG02 

laBlO、 3aE04

laA02 

3aFll 

lpE06 

3pD06 

lpC05 

lpClO 

備考

。。。。
0

0

0

0

 

。。。

O 

。

O 

0

0

0

 

O 

。。。



氏名

藤伊正

藤井伸治

藤江誠

藤岡昭三

藤田耕之輔

藤田修嗣

藤田知道

藤田祐一

藤波宏治

藤野介延

藤村達人

藤本宜充

伏谷真二

藤山和仁

藤原祥子

藤原武志

藤原健智

藤原徹

布施拓市

船津安世

船橋淳

降旗敬

古川憲治

古川誠治

古木正人

古野泰二

古橋勝久

古谷雅樹

J¥ 

別府敏夫

ほ
保坂正春

星名哲

星野敦

星野聡子

細野真由美

所属 講演番号

筑波大・生物 lpB13， lpE07、2aF08、2pG05

3aF09 

laAll、3aBlO、 3aB12

laFOl、laF02

東京大・応微研

東京大・理・植物

理研

広島大・生物生産

岡山大・理・生物

東京大・教養・基礎

大阪大・蛋白研

千葉大・園芸 lpG07 

北海道大・農・植物 lpG04、2pBOl

三井東圧化学ライフサイエンス研 2pA05

日本石油(株) 3~ 

東北大・薬 laC02 

大阪大・工・生物工学国際交流 3pE06 

工技院・微工研 laE04、2pB07

大阪大・理・生物 2aB01 

東京工大・生命理工・生命理 3pD05 

東京大・農・農化 3pAOl、3pA02

九州大・理・生物 1必位、 laB03

鹿児島大・教養 2aG07 

九州大・農・食化工 2aC05 

早稲田大・教育・生物 3aG01、3aω2

コベルコ科研 lpD03、lpD04

広島大・工・醗酵 laG01 

埼玉大・理・生化 laD03、2aCI0

理研・ FR P 2aD09 

新潟大・理・生物 2aB12 

日立・基礎研 laA05 

lpE08 

2aD05 

西東京科大・一般教育

名古屋大・農・園芸

金沢大・理・生物

東京理科大・基礎工・生物工

都立立川短大

日本女大・理

3aF08 

3aDll 

lpBll 

lpGll 
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備考

0

0

0

 

O 

O 

O 

O 

。。。

0

0

0

0

 

。

0

0

0

0

 



備考

。0
0

0

0

。

Eコ
?コ「

2aG02、2aG08、2pE02

番演講属

大阪市大・理・生物

名古屋大・農・生化学制御

所名

laBll 

lpE13 

laEll 

laB05 

2aC04 

静岡県大・薬

名古屋大・農・農化

三井植物ノ〈イオ研

宮城県農業センタ一

九州大・農・食化工

東京大・農・農化

保尊隆享

保谷彰彦

保谷泉

堀池剛

堀江宣行

彰友良

本蔵良三

本城賢一

本多親子

氏

O 

O 

O 

O 

O 

。0
0

0

。

。

O 

O 

。
O 

3aG05 

3aD02、3aG04

laC08、laC09

2aG07 

S2aA2、 3aD02

2aB04、2aB05、2aB12

lpD15、3aF03

2aF01、2aF02

2aG08、2pE02

lpE03 

laAlO 

laD05、laD06、laD09、laDlO

laF12、lpBOl

3aE06 

2aB06、2aB師、 3aB03、3aB04

3aBll 

lpF10 

2aD13 

2aB05 

2pE06 

laAl~ 2aE02 

laC09、laC10

laF06 

lpE09 

lpFlO 

laAll 

東北大・農・応用生化

北海道大・低温研

鹿児島大・教養

名古屋大・農・農化

農水省・生物研

京都大・理・植物

東北大・農・応用生化

富山大・理・生物

東京工大・生命理工・生体機構

帯広畜産大・生物資源化学

帝塚山短大・食品

農水省・食総研

名古屋大・理・生物

トヨタ自動車(株)

農水省・野菜茶試

日医大・老研

東京都立大・理・生物

名古屋大・農・生化

新潟大・農・農化

農水省・生物研

北海道大・理・植物

日本たばこ・たばこ中研

基生研

九州大・理・生物

高エネルギ研

富山大・理・生物

富山大・理・生物

京都大・農・食工

194 

ま
前忠彦

前島正義

前回香織

前田真一

前田美紀

牧泰史

牧野周

増田恭次郎

増 田 建

増田宏志

増田芳雄

増田亮一

町田泰則

松井邦夫

松井正春

松井南

松浦克美

松岡健

松岡勉

松岡信

松木吏弓

松崎敏明

松崎日出海

松下耕三

松下正

松田学

松永茂

松野隆一



備考

O 

。

。
Eゴ

雫王

2pB05 

laC05、laC06、laC07、laC08

3aFlO 

番

2aB01、3aE03

2pA04 

演講属

大阪大・理・生物

北海道グリーンバイオ研

大阪大・蛋白研

農水省・野菜茶試

岡山大・資生研

所名

松原央

松村健

松村智裕

松元哲

松本英明

氏

。
O 

弓

3

0

0

l

L

n

u

A

U

M

H

 

D

G

日

h
h
a
h
 2pD03、3aD13

laC07 

2pA03 

laF09 

岡山大・理・生物

京都大・農・農化

横浜市大・文理・生物

京都大・食研

岡山大・資生研

農水省・生物研

名古屋大・農・生化学制御

松本秀樹

間藤徹

真鍋勝司

真野純一

豆塚弘毅

丸田一成

丸田嘉幸

。。。

O 

O 

。。。。。

0

0

0

0

0

0

0

 

3pD02 

3aB06 

2pD04 

SlpA4 

lpGOl 

3aC07 

2pF07、2pF08

laA09、3aB05

lpB04 

3aE06、3pE04

laB05 

2aEOl 

2pBOl、2pB02

laGlO 

3pA04、3pA05、3pA06、3pA07

laC02 

2pB03 

SlpA3、2pFOl、2pF02

2aD14 

lpD05 

2aG12 

3pD04 

3aE07 

京都大・食研

基生研・発生生物

関西学院大・理・化学

埼玉大・理・生化

キシダ化学・研究開発

富山大・理・生物

筑波大・生物

高知大・理・生物

新技団・水谷植物情報物質

日本福祉大・女子短大

大阪大・理・生物

筑波大・生物

名古屋大・農・生化

新潟大・農・農化

農水省・生物研

東京理科大・理工・応生

北海道大・農・植物

農水省・農環研

東京都立大・理・生物

神戸大・農

大阪大・産研

広島大・理・植物

関西学院大・理

東京大・農・農化

195 

み
米華玲

三上浩司

三木陽介

三沢宏之

水上孝子

水上史之

水津直樹

水田俊

水谷純也

水野暁子

水野孝一

溝口剛

三田悟

三ツ井敏明

光原一朗

三堀忍

三森クリスチーナ

南 栄 一

南川隆雄

南森隆司

峯利喜

峰雪芳宣

三野広幸

三橋秀一



備考

0

0

0

0

0

 

。。。。

号

3aF13、3aF14

laD12、lpD08、lpD09

司
I

司，，
M

ウ
&
守
，

n
u
n
U
唱

i
n
u

E

C

B

B

 

n
r
n
r
n
r
n
r
 

'A
司

4

唱

且

司

4

番

2pE02、3aC03

laB09 

演講属

姫路工大・理・生命

基生研

化学技術研

筑波大・生物

京都大・食研

東京理科大・基礎工・生物工

海洋バイオ研

金沢大・理・生物

大阪府大・総合科学

横浜市大・文理・生物

所名

三村徹郎

三室守

宮入祥夫

宮城布明

三宅親弘

宮崎力

宮地重遠

宮本啓史

宮本健助

三好英明

氏

。。

O 

O 

0

0

0

 

3aE09、3aElO、 3aF12

2aC的、 2pD08、 3aF04

3aD14 

laE06 

3aG09 

2aE02 

laB05 

2aC01 

東京大・応微研

富山県大・工

京都大・農・食工

農水省・生物研

静岡大・農・生物生産

岩手大・農

東京大・教養・生物

基生研

甲南大・理・生物

京都大・農・農化

大阪府大・農・農化

東京大・農・農化

む
武藤尚志

村井忠司

村井宣彦

村上高

郁田卓夫

村田孝雄

村田隆

村田紀夫

村田善則

村田芳行

村山寛

室伏旭 lpG10 

め
飯哲夫 3aB05 

lpG05 

laF05 

京都大・理・植物

基生研

東大・理・植物

東京大・農・農化

も
桃谷英樹

森君江

森敏

0

0

0

 。

laC01、laC02、laC03、3aE08

3aG05、3pA02

laG05 

laFll、lpFOl、2aDOl

2pD06 

2pB03 

196 

鹿児島大・理・生物

基生研・細胞生物

岡山大・理・生物

大阪大・産研

富山医薬大・医・生化

森清一郎

森仁志

森宏樹

森博幸

森ケ崎進



備考

。
Eコ
-'Ff 番演講属

広島大・理・植物

所名

森川弘道

氏

O 

laB07、 laB08、 lpE08、lpE09

2aB郎、 3pA06、3pA07

2pGOl 

A
守

唱

A

瓜一
M

m戸
棚

仰

zda---

農水省・果樹試

京都大・理・植物

新潟大・農・応用生化

福山大・工・生物工学

静岡大・農・生物生産

森口卓哉

森田重人

森田卓也

森脇奈樹

両角進吾

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

O 

O 

O 

0

0

0

 。

O 

O 

O 

lpB12 

lpF07、2pC09、3aF13

2pF04 

S3aA5 

lpG07 

2pA08 

3pD06 

lpB16 

3aF12 

3pA04、3pA05、3pA06、3pA07

2aGll、3aF08

2pBOl、2pB02

lpG08 

2pD04 

laB08 

3aB02 

2pFOl 

2aB04、2aB05、2aB12

laGOl、laG02、lpB15

lpFOl 

2pAOl 

laB06 

laB06、 lpG08

lpE04 

2pC06 

3aFI0 

東理京科大・基礎工・生物工

金沢大・教育・生物

農水省・生物研

大阪大・理・生物

大阪市大・理・生物

千葉大・園芸

東京大・応微研

東京工大・生命理工・生命理

広島大・理・植物

東京大・応徴研

東京都立大・理・生物

名古屋大・農・園芸

北海道大・農・植物

名古屋大・農・生化学制御

石川県農短大・農業資源研

金沢大・遺伝子

基生研・細胞生物

名古屋大・農・生化学制御

名古屋大・農・生化学制御

名古屋大・農・生化学制御

新潟大・農・農化

琉球大・理・生物

岡山大・資生研

大阪大・ RI総合研

筑波大・生物

広島大・理・植物

東京大・理・植物

基生研・生殖

富山大・理・生物

広島大・工・醗酵
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や
八重津貴志

矢倉公隆

矢崎芳明

安原裕紀

柳沢修一

柳沢裕子

矢野明

矢野能弘

薮宏典

矢部勇

山内大輔

山木昭平

山岸和敏

山岸なおみ

山岸真澄

山口和男

山口勝司

山口淳二

山口雄記

山崎健一

山崎拓也

山崎秀雄

山下耕生

山下仁平

山下貌

山下稔哉

山下博史

山下正兼

山田恭司

山田隆



備考

。
。
O 

。0
0

0

0

0

0

0

号

lpG07 

2aD01、2pD06

2aD05、2aD06

laC05、laC06、laC07、laC08

3aFlO 

番

laG07、laG08

lpCOl 

lpC08、2pB06

3pD05、3pD06

3aF07 

lpGlO、2aE08

lpGOl 

lpB16、2aC08

lpCll 

2aE03、3aClO

3pA07 

2aB05、2aB1O

演講属

岡山大・農

北海道東海大・工・生物工

京都大・農・農化

東京工大・生命理工・生命理

農水省・食総研

東京大・農・農化

慶応大・理工・化学

広島大・理・植物

金沢大・理・生物

北海道大・理・植物

東京都立大・理・生物

農水省・森林総研

大阪府大・農・農化

千葉大・園芸

岡山大・理・生物

岡山大・理・生物

岡山大・資生研

所名

山田哲治

山田晃弘

山田康之

山中健生

山西弘恭

山根久和

山村庄亮

山本勇

山本和生

山本興太朗

山本純子

山本直樹

山本宏

山本光章

山本泰

山本由弥子

山本洋子

氏

。。。

3pD05 

3aG04 

日本ペイント(株)・中研

帝塚山短大

東北大・農・応用生化

静岡大・農・生物生産

山本好和

山本良一

山谷知行

山脇和樹 2aC01 

ゆ
湯浅高志 O 

O 

O 

O 

。
。
O 

O 

lpB08 

lpC09 

lpC04 

laE03、laE04、laE05、laE06

laE07、laE08

SlpA5、2pF09、3aF13

2pG06 

3aBlO、 3aB12

3aE09、3aElO

3pE03 

2pF03 

2aC12 

東京大・応微研

熊本大・理・生物科学

大阪大・理・生物

京都府大・農・農化

名古屋大・遺伝子

佐賀大・農

静岡県大・薬・放射薬品

大阪府大・農・農化

よ
楊志慶

横井崇秀

横井裕美

横井史章

横石孝治

横柿修一

横田明穂
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姫路工大・理・生命

広島大・総科・自然環境

北海道大・理・植物

東北大・教養・生物

横田悦雄

横田幹朗

横山隆亮

吉岡俊人



氏 名 所 属 講演 番号 備考

吉岡博人 農水省・果樹試 2pG01 

吉川清 大阪成人病センタ一・麻酔 3aG07 

吉川博道 九州共立大・工 O 

吉崎文則 東邦大・理・生物 O 

吉田泉 大阪市大・理・生物 3aG03 O 

吉田和市 京都大・農・農生 2aE02、2pE04 O 

吉田和哉 大阪大・工・応生 3pBOl 

吉田茂男 理研 lpG02 。
吉田静夫 北海道大・低温研 2aC03 。
吉田敏臣 大阪大・工・生物工学国際交流 3pE06 

吉田豊 早稲田大・教育・生物 laD08 

古橋学 京都大・農・農化 3aG09 O 

吉原経太郎 分子研 3aD07 

輿志平尚 富山大・理・生物 3aE07 O 

吉村庸 高知学園短大 3pD05 

吉村和久 九州大・教養・化学 2pC06 

吉村政典 上智大・理工・化学 2pFI0 O 

吉元誠 九州大・農・食化工 2aC04、2aC05 。
米倉博子 PI学園女短大・植物研 lpC03 

頼藤撤也 東京大・教養・生物 lpF12 。
り
力石早苗 岡山大・資生研 laC06 

劉岩 東北大・教養 lpE05 

わ
若林和幸 大阪市大・理・生物 2aG02. 2aG08 。
若松園光 福岡女大・生物 2aC07 。
和田明 京都大・理・植物 laF06 

和田敬四郎 金沢大・理・生物 lpCl1、 3aDll 。
和田拓治 京都大大学院・人間環境 2aBll 

和田元 基生研 3aF04 

和田雅人 筑波大・生物 2pA03、3aF09 O 

和田正徳 鳥取大・工・物質工 3pD07 

和田正三 東京都立大・理・生物 2aE06 

和田裕 福山大・工・生物工学 laBOl 

和田洋 東京大・教養・生物 lpF05 。
渡辺明夫 名古屋大・農・生化学制御 O 

渡辺昭 名古屋大・農・生化学制御 laF09 。
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氏 名 所 属 講演番号 備考

渡辺正 東京大・生産研 2pD08 

渡辺智治 福山大・工・生物工学 2pB08 

渡辺正勝 基生研 2aE04、2pE05、2pE06

渡辺泰堂 関西学院大・理・化学 lpD05 

渡辺良 静岡大・農・生物生産 2aCOl 

和田野晃 大阪府大・農・農化 laE01、laE02、laE06 。
渡部信義 。
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日本植物生理学会1993年度年会委員長

金沢大学理学部 和田敬四郎

日本植物生理学会1993年度年会準備委員会

金沢大学理学部 和田敬四郎

玉井直人

星名哲

真田幸香

日本植物生理学会1993年度年会プログラム委員会

大阪市立大学植物園 飯野盛利

富山大学理学部 井上弘

大阪大学理学部 大岡宏造

大阪市立大学理学部 神阪盛一郎

京都大学農学部 佐藤文彦

富山大学理学部 菅井道三

京都大学農学部 関谷次郎

大阪大学理学部 園部誠次

福井工業大学 田沢仁

金沢大学理学部 玉井直人

金沢大学理学部 星 名 哲

金沢大学遺伝子実験施設 山口 和男

富山大学理学部 山田恭司

金沢大学理学部 和田敬四郎

日本植物生理学会1993年度年会および

第33回シンポジウム講演要旨集

発行日:1993年3月25日

発行者:日本植物生理学会1993年度年会準備委員会

干920-11 金沢市角間町金沢大学理学部

印刷所:中西印刷(株) 干ω2 京都市上京区下立売通小川東入
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日本植物生理学会1993年度年会の開催にあたり，多くの企業，団体等から広

告掲載，展示，寄付等の御援助を頂きました。大変ありがとうございました。ここ

にお名前を掲載させていただき，感謝申し上げます。(3月7日現在， J眠不同)

石川県

金沢市

片岡薬品株式会社

小糸工業株式会社

医理化機器株式会社

株式会社 トミ-精工

豊能書館

株式会社 ジム

宝酒造株式会社

株式会社 ニュートリノ

ICOs。
安全と快適を求めて

日本植物生理学会1993年度年会準備委員会

木村科学器械株式会社

株式会社 勝木太郎助商庖

中西印刷株式会社

和光純薬工業株式会社

エムエス機器株式会社

アプライドバイオシステムズジャパン株式会社

日本ノ〈イエルアグロケム株式会社

株式会社 サカタのタネ

北斗科学産業株式会

.ムラのない的確な温度制御が可能です0

.制御状況が見やすく操作は容易です。

・設置スペースが小さくてすみます。

実験意内寸法(mm)1，200(W) X815(D) X 1， 840(H) 

小ゑ工業総式会社
干108東京都港区高輪台3-5-23(日生高輪台ビル)a03(3443)9846 

幌 011(722)5211 仙台 022(225)7501 大 阪 06(263)6371

九 州 092(431 )n838 筑 波 0298(51 ) 23 1 1 沖 縄 098(861)1805 



一創る-

IJMDluril $杢mm里!ミ常務全!?

取扱い製品

パーソナルコンビュータ (NEC・Apple・東芝)

複写機・ファクシミリ・ワードプロセツサ

その他周辺機器・サプライ商品

オフィス家具

口口-

25D.心
干921 石川県金沢市西金沢3丁目 1番地4

TEL (0762)49-7444(f句 FAX(0762)49-7288 



HITACHI 

-
h加acCP-α-sシジーズ-
目立高機能分離用超遠心機

ノtーソナノレ・ラインナップO ぬめくrJ性能」:25;322:::::;
豊富な機能を備えた八イパフォーマンスモテ、ル。E盟副DBI園zt

特長 himac CP100α 開
・地球にやさしいフロンレス

・周円にやさしい静かな運転音

・分析者にやさしい自分量パラ

ンス

・管理者にやさい、ロータ自動

寿命管理

・オペレータにやさしいログブ

ックレス

・初心者にやさ Lいシミュレー

ションシステム

E副:m白園田~・

圏

himac CP蜘費j himac CP80α 

シンプルなスタンダードモデル。

himac CP75β himac CP65β 特長

-地球にやさしいフロンレス

・周円にやさしい静かな運転音

・分析者にやさ Lい自分量パラ

ンス

-仕様

，主1.) 掲載の価格には消費税は含まれておりませんc 別途申し受けますのでよろしくお願い申し上げます。

注2.) 掲載の価格は本体価格です。口一夕、アクセサリ一等は含まれておりませんc

特約庖 図説腸J1t太郎助商巴
本 社/〒923 小松市寺町76 TE L 0761(22)6288附 FAX 0761 (22)6289 
小松営業所/干923 小松市本町2丁目 1ノ16 TE L 0761(22)6288附 FAX0761(22)6289 
金沢営難所/干920 金沢市長土塀1丁目 lノ15 TE L 0762(62)5451附 FAX0762(62)5452 
富山営業所/苧930 富山市田刈屋町28 TE L 0764(31 )8676附 FAX 0764(32)9276 



Y 示知θ鍍域合fllJぐ最宏拶技術ρ~ß3~ r 
Model476A 
プ口テインシーケンサ

防署

o 

哨掛瞬静

、
一
時
間
開
一
冬
期
》
剛
山
匂
吋
出
》
向
山

両者を自由に組み合わせた工ドマン反応を行

うことができますh

隆データ解析は、 Macintosh™コンピュータ
による多様な情報を高速で処理。

副新しいテクノ口ジーを用いた最新の装置で、

高効率かつ高速性在高めながら、操作性の簡

易さを誇ります。

・パルスドリキッド法およびガスフェーズ法の

Model 432A SYNERGy™ 
ペプチドシンセサイザ

議
内
号
明
器 o 

聾高反応効率、反応時間の短い最

新Fastl¥l10c™ケミストリー専
用。

掴スタートレジンは、既に封入す

みのカラム方式。

臨スタート時には力ラムを取り付

け、そのまますぐ合成開始。

・小さなボディと、初めての人に

も優しい操作性。

・O.025mmolスケールで、低いラ

ンニングコストを実現。

盟国型空開
》
間
関
》
可
内
側
一
同
一
材
開

アプライドパイオシステムズジャパン株式会社
東京・干136東京都江東区南砂3-3-6 HD3 (3699) 0700/FAX 03(3699)0733 
大阪・干564大阪府吹田市豊津町13-18 H06 (38911201lFAX06 (3凹)1206 
福岡・干812福岡県福岡市東区馬出子ト7H092(641l2510/FAX凹2(641)0886

r-I.三Applied
も劫IJB~ωystems



。 抑制 アプラ川イオシス弘ス川ン株式会社

~j Biosystems 

北斗科学産業株式会社ヘ御注文は、

宝酒造株式会社内総
E

TEL. 06-374-1685 大阪支庖バイオ販売課TEし03-3271-8553東京事務所バイオ販売課

からだの生化学 田川邦夫(大阪大学医学部教授)著

本書はヒトの運動生理や健康上あるいは栄養学上の現実的な問題が、生化学でどのように説明されるかについて興味

を抱いている人や生化学を習ったり自分で学習しているが、抽象的であまり理解できないと思っている人のための書

物である。理解しやすいよう 220余りの図表を掲載した。

工h工又雄喜株式会祉

FAX(03)3813-3306 

FAX(06) 395-2588 

FAX(092)641-1285 

TEL(03)3816-6541H~ 

TEL(06) 396-0501H~ 

TEL(092)631-1012H~ 

干112東京都文京区春日 1丁目 10番1号

干532大阪市定川区三国本町2丁目 12番4号

〒812福岡市東区馬出 1丁自 2番21号

京

阪

岡

東

大

福

••• 

献式参社・ト三一精工
-2 -1 2〒179
FAX (03) 3930-7010 

東京都 練 馬 区 旭 町 2
TEし (03)3976-3111 

本社東京

北斗科学産業株式会社
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